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序 

淸朝經 學之昌 明 所以 度 越 前古 其 本 有數端 焉學尙 有師法 一 也 小 

學之精 二 也 名物 度數 之徵實 出土 古器 三 也 校 勘 之 勤 四 也 曆算參 

西 術 五ね 1 夫 西洋 曆算之 學湯若 望 南 懷仁傳 之 梅 定九倡 之 而乾隆 

以後 攻經學 者 據以玫 三 統四分 之 術 推 殷商顓 頊， 之 曆莫不 鑿々 然 

言 之 成 理矣我 邦 天 算之學 亦 開 自梅氏 而其術 專行於 星 曆之家 至 

於 硏經之 徒 於漢唐 古義 間 有 發明校 勘 之 勤 或 先 於 彼 小 學之精 時 

摩彼壘 而曆算 一 道 竟舍而 不講洵 爲缺典 焉新城 博士 之 研究 經史 

天文 可 謂 能 铺苴罅 漏 有 光 前 脩 者 矣其考 周 初年 代則斷 緯書 紀年 

之 本 于殷曆 逸 周 書 曆日之 有 漢末竄 亂竹書 紀年之 不足 信據考 * 

秋 長 曆則辯 三 正 之 非 三代 定制論 禹域推 歩 之 術 一 大變于 文 官. ^ 

又 據左傳 國語所 記 歳星 推 其 書 作 于戰國 中葉 綜論戰 國秦漢 暦術 

序  一 


以明 太初 以前 推 步之漸 密^ 發彼中 經師所 未發其 有^ 于研經 論 

史^ 大太抵 博士 之 S 以禹域 暦術 爲其國 人 所 自創又 審廿入 宿 之 

定先于 印度 天 方 以絀泰 西 古曆 東漸 之 詖說是 其 獨見其 有功 于東 

史不^ 铺苴罅 漏 云爾 也 盖禹域 文明 起 于帕克 特之說 出于三 

十 年 前 使 人齒. ^而 人心 之 好奇 西暦 東漸 之 妄談至 今未熄 則摧陷 

廓淸之 カ不 « 不俟之 於 博士 也伹 儒者 斷其 義馳說 者騁其 辭曆人 

取^ ハヰ月 數家隆 於 神 運 譜 牒 記世謚 是 太 史 公 書 實集諸 家 言 而 成 

之 左 傅 之 成 亦 不有類 此者乎 其 所采曆 家 言 占筮家 言 雖成 于戰國 

中^. 主 於說家 之騁辭 潤色 者 未 必不出 于漢初 其 浮 誇 富 艷不似 公 

榖之朴 質 者 S 此故也 余已服 博士 研究 之 精 磕而敢 以所疑 相 質 者 

亦 朋友^ 習 之 道也已 


ミ文學 は 文明の 始まり V」 共に 古 き 學問 である。 思 ふに 今日の 文明 は 五 千年の 昔 

に 始まれる 農柒 文明の 繼承 であり、 遊牧 生活より 農業 生活に 入りた るが ために 土着 

する に 至 、土 着した がた め に 歷史ど 文明 ど を繼 承す るに 至った ものな ので ある 力 

農業 時代の 創始 期に 於て 農業 をして 成功せ しめた もの は， 全く 天文 學の 智識に より 

てよ き 農業 曆を 調製す る こ V」 が出來 たために 外ならぬの で、 新 くして 天文 學の 始ま 

り は、 農業 文明の 始ま り， 歷史の 始ま b 二」 密接に 相交涉 して 居る。 古代に 於け る 天文 

學の 歷史の 研究に より て、 古代文明の 大體を 彷彿せ しむる こ V」 が出东 るの はこれ が 

ためで ある。 

支那 上代の 天文 學の 歷史が 特に 私の 興味 を ひいた の は. なほ 加 ふるに 次の 三つの 

理由が あるた めで ある。 其 一 は 研究すべき 文獻の 豊富なる こど。 其 二 は 一 剖の 學 

者の 間に は 古代 支那の 天文 學は、 或は 西洋から、 或は 印度 か ら. 輸 入され たもので ある 
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どい ふ 說が行 はれて 居る こど。 其 三 は 

全く 西方 かぶれの 根據 なき 誣 言 に 過ぎ 

较 すれば、 支那の 天文 學は 西洋 や 印度に 

れるこ VJ である。 

二十 年の 間 私 を 釣った 同じ 興味 が， 恐 

ない。 私 は 動もすれば 無味乾燥 ど 思 は 

る 論爭の 基礎的 材料 どして 興味 を 以て 

顧れば 私が 東洋 天文 學の 歷史 の硏究 

士 より 堯の 年代の 問題 を 提供され たの 

かしい ものに 手 をつ けたので ある が、 し 

約 二十 年の 問に 絕 えす 狩 野 內藤兩 博士 

岐路に 迷 ふこ どな く， 多 少の 研究の 

於て 深く 兩 博士に 謝さなければ な 
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も の は、 私 の 最初の 論文で あ 6  、 其 
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究を 

め、 一 

先 後 
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究の 
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括して 學界 

によって 排 
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殆んど 全く 
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左傳國 語の 

^ ま 

漢 代に 見え 

干支 五行 說 


て は 今 もな ほ甚 だ 

ベ き點も 少なくな 

の で、 - J れを 省く こ 

の 批評 を 請 ふ こ ど 

列す る こ VJ ゝ した 

學の歷 史に關 する 

先人 未到の 地 を 探 

て 進む ざい ふの が. 

て 見れば、 

傳來 

製作 年代 

たる 諸種の 暦法 

ご 顓頊歷 


し 


ど 


-っ 


き 誤 な きこ ヾ. - 

のみなら す、 堯 


丄 


ゝ し、 其 以 後 

する。 論文 

，これに 無論 

來の 所說に 

す る、 レ： ^に 

む を 得すし 

大正 七 年 

大正 七 年 

大正 九 年 

大正 九 年 

大正 十一 年 


を 信じて 居る が、 其 後の 硏究の 結 

の 年代に 就て は 更に 新ら しき 硏 

近までに 得た る 九つ の 論文 を糲 

順序 は其內 容の對 象た る 時代の 

際に 於け る 私の 研究の 順序で は 

傾聽 する に 足る もの 甚だ 少なく. 

進んだ の で、 手 近 かな 所より ！ 步 

自然に 定まった 方針で ある。 硏 
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^^天文 ゅ史 大綱  大正 十五 年 

春秋 長歷  昭和 三年 

周 初の 年代  昭和 三年 

戰國秦 漢の曆 法  昭和 三年 

等 ど なって 居る。 新ら しき 硏究 によって 古き 部分の 論文 中に 改正 を 加 ふ-へき 點も 

少なく はない が， 多 く は 注意すべき  一、 二の 要點を 追記す るに 止めて 成るべく 論文の 

^形 を存 する こ VJ にした の は、 一 に はこれ によりて 硏究進 步の跡 を 明かに せん VJ の 

微怠 のた めで ある。 

なほ 私 はお 力なる 反對 論者の 存在に よ b  二し 私の 硏究が 少なから ざろ 裨益を 得た 

こ VJ を 一 言 しなければ ならぬ。 學習院 敎授飯 島 忠夫氏 は 其 硏究の 大體を 支那 古代 

^論.、」 して 發 表して 居らる ゝ が、 其 着想に 於 て. 其 方法に 於 て、 私 VJ は 頗る 趣 を 異 に し 

て 居る の で、 偶 々飯お 氏の 得た る 反對の 結論に よ り、 私 の 所論の 弱點に 就て 敎を 受け 

たこ ご は 少なくない。 大觀 すれば 私 も反對 論者 も、 た V 途を 異にして 同 一 の 山巔に 

向って 進んで 居る ものである。 私 は反對 論者の 健在 を 祈る V」 共 に、 他 日山巔 にて 握 


手す る 日の 一 日 も 早く 來 らんこ V」 を 望む の 情に 勝えない。 

斯 くして 內外 順逆 兩方 面からの 援助に より、 約 二十 年に 亘れる 研究の 成績 どして 

得た る もの は卽ち 本書 採 錄の谷 論文で ある。 由 來學者 間に 異說 多く 容易に 其眞相 

を捉 へ 難き 東洋 天文 學の歷 史に對 し、 これ によりて 若干の 確乎たる 根 據點を 提供す 

る こどが 出来れ ば， 著者の 本懷 これに 過ぎない。 
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序說。 辰。 二十 八 宿と 土圭。 春秋の 曆と三 正論。 曆 法の 成立と 干支 紀年 法。 五行 說。 甘 石の 星 

經。 太初 歷の 制定。 結語。 

第二 篇 周 初の 年代  ：… き 

I、 序 說 

二、 律歷志 世經に 於け る 周 初年 代の 推算 

歳星の 位置、 月の 相と 日の 干支、 年次 序列、 王公 積年。 

三、 新 研究の 方法 及び 研究 材料 

四、 歲在鶉 火 

五、 月の 相と 日の 干支 

II と生覇 死覇。 記述 は當 時の もの か。 月次 序列。 

六、 周 初 月朔表 
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傳來の 記 錄。 推算 月朔 表。 年代 推定。 

七、 年次 序列 

史記。 律藶志 世經。 鄭玄。 逸 周 書 其 他。 受命 之歲。 年次 推定。 

八、 逸 周 書 

世 俘 解。 寶典 解。 其 他。 朱 右 曾の 集訓 校釋。 

九、 緯書と 殷歷  . 

易 緯乾鑿 度。 設歷。 殷歷 による 殷周紀 年。 殷歷の 來歷。 甲 寅 元と 庚申 元。 蔡邕と 鄭玄。 

緯書の 曆の 作製の 年代。 

十、 王公の 積年 

世 經と史 記。 竹書紀 年。 古本 竹書紀 年。 唐書歷 志と 竹書紀 年。 今 本 竹書紀 年。 厲 王の 在 

位 年数。 帝； +: 世紀 其 他。 推定。 

十一 、古来の 研究 

國語。 史記。 劉歆。 緯書。 逸 周 書。 鄭玄。 帝王 世紀？ 竹書紀 年。 孔镇 達。 一 行。 

皇極經 世、 通鑑 外紀、 通 志、 通考、 通鑑 前編。 今 本 竹書紀 年。 清朝の 諸事 者。 通 

覽。 

十二、 周 初年 代の 决定 

ff^ 王克殷 の歲。 周 初の 年次。 周初歷 代の 周 王 及び 魯公 在位 年數。 周の 世。 周 初より 春秋 


に 至る 月朔 表。 

十三、 餘 論 

受命 元と 卽位元 U 殷 初の 年代。 夏の 世。 鑌鼎 文。 

十四、 要旨 概括 

後 語 

表 

周 初より 春秋に 至る 周魯 王公 歷代 年表。 

周 初より 春秋に 至る 月朔 干支 表。 
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序說。 古代に 於け る 觀象授 時。 支那に 於け る 二十 八 宿。 朔。 印度、 ァラ ビヤ 及び 其 他に 於け る 

二十 八 宿。 相互 比較。 結論。 

篇 春秋 長 歷  き 

緒言。 三 正論の 誣妄。 研究の 材料。 文 公元 年閏 三月の 問題。 古来の 研究。 日食 記事。 日食の 推 

算。 曆 日の 干支に よる 閏月の 按棑。 長歷圖 表。 春秋の 曆。 概括。 
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圖 表 

春秋 日蝕 表。 

舂秋長 歷圖。 春秋 置 閏朔日 表 0 

春秋 置閏連 大圖。 春秋 年始 早 晚圖。 

第五 簏 歳星の 記事に よりて 左傳國 語の 製作 年代 

ヾ」 干支 紀年 法の 發達 や」 を 論ず  き 一八 

序言。 材料。 考證 (年代、 十二 次、 分野)。 計算。 歳星の 運行に 關 する 智識。 記事と 計算との 差 

遠の 說明。 干支 紀^ 法。 戰國 時代に 於け る 天文 舉の發 達。 (十二 次の 制定 • 分野の 制定、 十二の 

歲名、 曆法、 周 正と 夏 正)。 左傳^ 語の 製作。 結へ i 概括。 

第六蕭 再び 左傳國 語の 製作 年代 を 論ず  S 

緒言。 前 論文の 要旨。 陳の 滅亡の 年。 元始 甲 寅の 年。 劉歆僞 作說に 就て。 公羊傳 及び 穀梁傳 の 

製作 年代に 就て。 要旨 概括。 

第七篇 漢 代に 見えた る 諸種の 曆法を 論す  g 


f 言。 十九 年 七閏の 法。 四 分 if 三統 if 大初歷 の 制定。 三統上 元と 超 辰 法。 殷^。 顓 頊麼。 

春秋より 太初に 至る までの 暦法の 發達。 所謂 閗闢の 年代と 緯書。 干支 紀年 法の 發達。 要旨 概 

括。  - 

第 八 篇 戰國秦 漢の曆 法  き 

一 、序 說 

一一、 曆 法の 發達 

曆法 整頓 以前。 四分曆 法。 漢 代の 改暦。 漢 初の 暦と 春秋 後期 曆。 

三、 漢 初の 曆 

顓頊歷 と 殷歷。 閏月 挿入 法。 漢 初の 朔晦 記事。 連大 配置 法。 漢初 長歷。 

四、 春秋 後期の 曆と左 傳の曆 法 

五、 戰國 時代に 於け る曆 法の 進轉 

連 大配遛 法。 閏月 挿入 法。 曆法。 周 正と 夏 正。 三 正論と 五行 說。 紀年法 0 

六、 戰國 時代 雜事 

顓頃菘 異同。 殷歷及 殷歷紀 年 法。 漢 代に 論ぜられ たる 諸 暦法。 干支 起原 論 是非。 列來影 

響 有無。 
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七 、古来の 研究 

曆法。 紀年。 

八、 戰國紀 年 

九、 戰 阈粲漢 の長歷 

十、 要旨 概括 

圖 表 

漢初月 朔合不 合圖。 

齊王 年代 異說 一 覽圖。 

戰國紀 年。 

戰國 秦漢に 於け る 暦法の 進 轉。 

戰國 秦漢長 歷圖。 

第九蕭 干支 五行 說 ご 顓項曆  £ 

緒言。 顓 頊曆。 顓 ^暦と 干支 C 五行 說の 起原。 左 傅と 五行 說。 干支の 起原。 十二支。 五行と 四 

時。 干支 五行 說。 耍旨 概括。 
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に ^ ける 天文 學の發 達 を 講究す る こど は、 天 文學の 發達史 それ 自身 

こ VJ の 外に、 これによ りて 或は 不定なる 年代 を 確定 し、 又 は 東西 交通 

にし 得る であらう VJ 思 はる、 の で、 古代史 研究の ために は 頗る 重要 

にも 拘 はら す、 古 代に 於け る 東洋 天 文學の 歷史は 不幸に して 今日に 

が^かに なつ て 居ない。 一 方に は、 僞 古文 尙書胤 征に基 き、 西 紀前ニ 

支那よ.， 日蝕 を豫 報せ ざり しこ ビ が 誅伐の 理由 V」 なる 程に、 天文 學が 

東洋 天文 學史大 網  】 


ヾ J し て、 奥 

の 有無 を 

なる 問題 

至る まで 

千 百年 I* 

開けて 居 
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つた V- いふ 說ゃ、 又周髀 算^に 基 き， 西 紀前千 百年 

四 分 三 秒 一 五 V」 測定したり ど な し、 其 値 は ラ プ ラ 

致す るが 故 に、 周 公の 測定 は 疑 ふ ベ からざる 事實 

嘆の 外 はない V」 いふ ラプラ ー スの說 が、 廣 く  一  m 

スト " ノ ミ ー の 部に もこれ を 載せて 居る が、 他 の 

典 は 悉く 皆 西紀 前 三？！：： 年頃に 希臘 文明の 影響 お 

ど し， 赛 秋 所載の 日蝕の 日 附は此 時期 以後に 於て 

ふて 居る。 是等は 如何に 甚だしき 搽 端の 見解が 

例で ある。 かく 甚だしき 怠 見の 相 逢を來 たす わ 

る の で. 本 來^ らい へば 支那に は 古き 文獻が 非常 

する こ V」 が 出來さ へ すれ ば， 上 代に 於け る 天文 學 

遙か によく 明白に ならなければ ならぬ 害の もの 

面の 硏究 に 志 し， 史 はの 撰擇に 就て は 幸に も內藤 

に 於 て 


出 來， 硏 究上大 なる 錯 0 も な く 進 行 に 今 日 


二 

に 周 公 は贲 道^ 斜を 二十 三度 五十 

1 スが 理論 上 推算せ る 値、、』 よく  I 

て 其 結果の 精密 な る こ VJ は 驚 

は れ、 大英 百科^典 第 十 一 版 ァ 

に は钣島 氏の 如き は， 儒 敎の經 

て 後に 編纂され たる ものな り 

て附 加した る ものである ビ い 

ほ 行 はれて 居る か を 示す 好適 

要するに 史料の 吟呔 如何によ 

い の で， 充分 によく こ- れを 咀嚼 

達史 ゆ、 如き も， 西 洋 方面よ-' も 

はれる。 私 は 十 數年來 こ 

狩 野 兩敎授 め 指導 を 受け る - J 

は、 上代に 於け る柬洋 天文 學の 


し 

多 

思 


の 方 

發達 


：關し 稍明燎 なる 槪括的 論斷を 下し 得る 様になつ た ご信する ので 次に 其 大綱 を^ 

ベ て 見たい ど 思 ふ。 

一 體 天文 學發 達の 大勢 を槪 言 すれば 

一 ほ 光利 用法なる 太陰暦 時代に 始まり 

TT 四時の 變化を 利用す る 太陽暦 又は 太陰 太陽暦 作成の ための 天文 學 

三 星 占 天文 學 

四 宇宙 觀 及び 五 星の 運動に 關 する 天文 學 

五， 近世に 於け る 航海 天文 學 及び 星辰 天文 學 

六 近時の 太陽 物理 學 及び 天體 物理 學 

等の 段昝 をた どった もので、 これ は 東洋 も 西洋 も 殆ど 同樣 である。 た ^東洋に 於て 

は自發 的に 第五 第 六の 時代に 移らざる 以前に 西洋の 近代 天文 學を 輸入す る に 至つ 

たので、 從 つて 其特徵 ある 發達 をな した もの は 第 四までの 段階に 止まって 居る。 

支那に 於け る 天文 學 は、 古代 に 於て 著しく 發達 した が. 中 ころ 戰亂 のために 專 

が 散逸して 全く 傳統を 失な ひ、 漢 以後に 更に やり直した もの だ どい ふ說カ あり 、更に 

^^天文 學 史大辆  一一 一 
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歷 法に 關 して は 上古 以來三 正 交替の 制が 行 

近く は 徐發の 天元曆 理， 溯 つて は史記 天官書 

見えて 居る が、 是 等 は いづれ も 全く 事 實に反 

是 等の 因 製 的なる 見解に 捉 はる、 こ VJ な 

を 研究して 今日まで に 得た る 結果に よれば- 

關 し先づ 次の 三つ の 重要なる 時期 を 舉げな 

春秋 中期 文 公 宣 一 公 時 代 (紀 元 前 六 二 六 

ひ、 必 然 的に 暦の 改正 V」 三 正論の 發生 

乙戰國 中期 紀元前 三百 六 七十 年頃に 於 

の 作 成、 少 しく 後れて 曆 法創定 

IS 前 漢の武 帝 太初 元 年 (前 一 〇 四) に 於け る 

幸に も是 等の 時期に 關 して は、 甲 に對 して 

漢書 律歷 志が あって 重要なる 材料 を 提供し 

要なる 時期の 特徵を 硏究し 東洋 天文 學史の 


はれて 居った V」 い 

に 見 え、 後 者 は旣に 

して 居る o 

く 全く 自由なる 立 

私 は 支那 上代に 於 

ければ ならぬ。 

—五 九 二に 於け る 

ご を 誘起す 

ける 甘 石の 天文 學 

暦法 制定 

は 春 秋， 乙 に對 して 

て 居る。 我々 はこ 

大勢 を 察する こ ビ 


ふ說が ある。 前者 は 

左傳 及び 尙書 大傳に 


から 正確 

る 天文 學 

測 法の 改 

五 星の 觀 


なる 材料 

の發 達に 

正に 伴な 

測 VJ 星經 


左傳、 丙 に 

によ， o て 

出 求る。 


對 して は 

是 等の 主 

從 つて 天 


文學の 歷史に 就て は是 等の 時期に よって 時代 を 劃し 

ィ 上古より 春秋 中期まで (紀元前 二 〇〇〇ー 六 〇〇) 辰に 

"春秋 中期より 戰國 中期まで (紀元前 六 〇〇— 三 六 〇) 曆 

ハ 戰國 中期より 太初 元年まで (紀元前 三 六 〇— 一 〇 四) 曆 

二 太初 元年 以後 (前 ー〇 四— 近代) 暦法 時代 

等に 分つ こ VJ が 宜 であらう ど 甲い ふ。 


辰 

辰 VJ い ふ 字 は 面白い 字で、 この 文字の 意眛ビ 

ば， 支 那 上代の 天文 學の發 達 は 自ら 明かになる 

夢溪 筆談に は 「事 以辰名 者爲多 JVJ いふ 項 に、 こ の 

面白く 述べ て ある が、 こ の 文字に 種々 の 意味の 

始まった こ VJ ではない。 それより 二 千年 も 前 

年の 條にー 何 謂 六 物。 對曰歲 時日 月 星 g 是 謂 也 


來歷 VJ を眞に 

vj 田- 3 はる ゝ程 

文字に 甚だ 多 

ある こ VJ は敢 

の 春秋 時代 か 

. 公， 曰。 多 語 


よ る 觀象授 時 

法 準備 時代 

法制 定時 代 


る- 

あ 


の 時代 


力 


る 


了  M する こ 

の もので あ 

樣の 意味が 

て 後世の 宋 代に 

ら のこ VJ で、 左傳 

寡 人 辰。 而莫同 


出来れ 

沈 括の 

こ VJ を 

至って 

昭公七 

o 何 謂 
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Mo  曰。 日月 之會是 謂 辰。 故以配 日 jv」 いふ 對 話が 載せて ある。 これ は 紀元前 五 

な你年 ごい ふ 春秋 時代に 旣に 辰に 種々 の 意義が あった どい ふこ ご を 示して 居る も 

の で あ る が， 伯 睽 の 返答に 單 に其當 時の 辰の 意義 を 述べ たの み で， 其 本來の 意義 及び 

歷 史的 變遷に 及んで 居らぬ。 

公 羊 ^昭公 十七 年の 條 に 大火 爲大 辰。 伐 爲大. 辰。 北 柽亦爲 大辰マ あ り， 何 休の 註. 

に 一大 火 謂 、し 星： K 爲 叁 星。 大火 與伐。 所以 示 民 時 之 早 晚ーど あ る が， 私 の 見る 所に よ 

f  V*. これ ffi: 々辰の 本来の 意義 を傳 へ て 居る ものである。 太陽 曆 利用の 初期に 於て 

は， 一 太陽年の 長さ を も 知らす 無論 何等の 曆法 もない の で、 隨 時、 日沒後 又に 日出 前の 

星の 現 はれ 具合 を觀 て， 時節の 早晚を 察し 農事 作業の 曰 程 を 定めて 居つ 仁 もので あ 

る。 これ は 東 西洋 共に 同樣で 字義 通りに 觀象授 時の 時代で ある。 かくして 農事 曆 

(S ち 太陽 お を 作る ために 主 VJ して 觀 測した る 標準 物 は. 埃 及で は シリア ス (天 狼) で あ 

り. パ ビ U ン では 力 ベラであった VJ いふ こ V」 で あ る が， 支 那. では 或は 地方 或は 時代 を 

異にする に從 て^々 に變遷 し 之 を 通じて 辰，、. -稱 へ て 居る C かくて 辰に 古く は 或は 

大火で あ 或 は 參 伐 で あり 或は 北 斗で あ り、 や がて 周 初に 二十 八 宿 法 を 用 ふるに 至 


て は 日月 之 交會點 どな り * 春 秋 中期に 土 圭を用 ひて 日中の 太陽の 高度 を 測る に 至つ 

て は 旦 太陽) を 指して 辰 VJ 稱す るに 至った ものである。 紀元前 一 一， 三 千年 頃から 紀元 

前 六 百年に 至る までの 支那の 天文 學の 歷史は 要するに 辰の 變遷の 歷史に 外ならぬ。 

大火 は 夏の 夕方 南方に 見 ゆる 赤色の 一 等 星で、 西洋 方面で は 蝎座 ァ ル ファ "^稱 す 

る ものである。 堯 典に は 『日 永 星 火。 以 正 仲夏 jv」. あ り， 夏 小 正に は 「五. 月初昏 大火 中 

あ hs  、古 くから 此 星が 夕方に 南中す るの を 以て 夏の 正 中、 五 月の 目印 ど した もので あ 

らう VJ 思 はれる。 この 星 は 殷の代 を 通じて 特に 重ん せら れ、 左 傳昭 公元 年に 引用 さ 

れて 居る 傳說 にも 見 ゆる 如く に， 殷 の 守護神 ども 見られる 程に なった の で、 遂 に 辰の 

名 を獨占 し、 辰 VJ いへば 大火 を 指す 程に なった ものである。 やがて 殷 代に 十二支 を 

制定す るに 當， 9 第五 番目の 符號 を辰ビ したの は， 辰 卽ち 大火が 五月の 星で あるが た 

めで ある。 後に 戰國 時代 頃に 十二支に 動物 を配當 する に當り 辰に 龍 を 配した の は • 

大火の 附近の 星 象が 著しく 人の 目 を ひき 誰 人 にも 動物 を 聯想せ しむる 程で、 これ を 

龍なる 假想的 神獸に 見立て、 居った がた めで ある。 左傳襄 公二 十八 年 に 「龍 宋鄭之 

星 也 jv」 あるの が 天の 龍 を 指した ものである こ ど は 言 ふまで もない が、 說 文 に 「龍 鱗蟲 

^洋 天文 學史大 編  七 
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之 長 也 巾 略 春分 而登 天。 秋分 而潜 淵7 あるの が 全く 天 龍の 出 沒を傳 へて 居る の は 

^  .E い。 なほ 辰の 字形に 殷虛 文字で は 動物の 象形の 如くなる を 以て 見れ ば、 大 火 の 

附近の 星 象 を 一 秤の 動物に 見立てた の は 旣に殷 代に 始まって 居る ので あら う、 こ れ 

を 龍 V」 名つ けたの は 或は 周 代の こ ビ か V」 思 はれる。 

參は 冬の 夕方に 東方に 靑 白く 光って 見 ゆる 三つ 星 で、 西 洋 方面で はォ リオ ン ど稱 

ふるもの である。 夏 小 正に は 【正 月 初昏參 中^ あ b  、或 時代に は參 の初昏 南中 を 以て 

王 月の 標準 どした こご ゝ思 はる、 が， 其 南中 は餘 りに 高く して 觀 望に 不便な の で、 寧 

ろ 其 初 昏 に 東方に 現 はる ゝ の を 見 て、 冬 の 正 中、 十 一 月の 目印 V」 した もので あらう。 

左傳昭 公元 年に 引用され たる 傳說 では 晋の 守護神 どなって 居る の で、 思 ふに 古く か 

ら主 VJ して 三晋 地方に 於て 用 ひられた 辰であった もの ど 見える。 叁の 附近の 星 象 

は 斧鉱の 形に 見立てられ たので、 この 星 を 戊 又は 伐 ビ 稱 へ. 屢參伐 V」 も稱 へ て 居る。 

十二支 を 制定す るに 當り十 一番 目の 符號を 戌 どした の は、 參 伐が 十 一 月の 星で ある 

がた めで あ ，0、 戊. 戌. 伐 は殷虛 文字で は 皆 同一で 差別がない。 なほ 歲ご いふ 宇に 說文 

に は 步 戌 g^jvj あ， 9 步 V」 戌 ど を 組み合 はせ て 作つ た 文字で ある ど 思 はる ゝ 力、 こ^ 


は 疑 もな く 戌の 月から 戌の 用までの 一 年 いふ 意味 

北 斗 は 今より 三 四千 年の 昔に は， 現 在に 比して 著 

地下に 沒せす 頗る 觀 測に 便なる ものであった らう 

の、 柄が 夕方に 指して 居る 方向に よつ て 時節 を 見 

「正月 斗 柄縣在 下」 又 「六月 初 昏斗柄 正 在 上 jv」 ある。 北 

IiK.yJ 稱 へ、 又 北方の 行き止まり にある ものなる が 故 

論 0 に 「譬 如 北辰 居 其 所。 而衆星 共 之 也 ^あるの は 

朱 注に f 北辰 北極。 天之樞 也。 居 其 所 不動 也 jv」 いふ 

解で ある。 北辰 卽ち北 斗 は， 觀 測の 便宜上より 見れ 

よりて 辰 VJ して 觀 測され たもの で， 或 は 周の 民族の 

、  二十 人 宿 ^土圭 

大火 や 參ゃ北 斗 等の 辰に よつ て 時節 を 調 ふるこ 

ものであった が、 周 初の 頃に 至りて 更に 一 段の 進步 


であら 

く 北極 

思 は れ 

標準 VJ 

の 空に 

北 極 ビ 

1 

もな く 

居る の 

定めし 

であつ 


點に 近かった の で、 終夜 

る。 斗に 見立てた る も 

した もの で、 夏 小 正に は 

見 ゆる 辰なる が 故に 北 

も稱 へ たもので ある。 

北 斗 を 指して 居る ので、 

は 後世の 眼で 見た る 誤 

主 VJ して 北方の 民族に 

たの かも 知れない。 


は、 其考 

來 たし 


笼 


に 於て 

の は、 月 


は 殆ど 同 一 の 

の 位置 を 媒介 


東洋 天文 學史大 網  九 
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^ごして 用 ふ 

化 (恒 星に 對し 

を 求め 得る わ 

程 宛の 見當に 

分ち たる もの 

味の 象形文字 

の 採用.、」 共に 

示して 居 る。 

二十 八 宿 法 

るの は、 朔 、、」 い 

. 字 の 古典 に 見 


る 方法 を 案出し 

て) を 見 て， 其 同 じ 

け で、 此推步 を 便 

て 、なほ 著しき 星 

が 二十 八 宿 法で 

で、 そ れ ま で は 三 

二日 稃 溯りた る 


が 何時頃から 

ふ 文 字 が 又 朔 

ゆる もの を 摘 


た る 

合 

に す 

象 を 

あ る- 

曰 月 

所 を 


て 

の 


ま 

匕 

己 

1ー 一一 p 

大禹謨 (正月 朔 旦- 

胤征 (乃 季秋月 

大^  (他 三祀 G 


ふ 

ヹ 


意 


用 さ 

ビ い 

す れ 

, 受命于 

朔) 辰 弗 

十 有 二月 


である 

逆に 二 

め に、 黃 

ヾ」 し て 

VJ いふ 

え 始め 

初 曰 VJ 

か V」 い 

味 を 有 

砷宗) 

朔) 


U 三日月 以後に 於け る 月の 位置の 變 

日程 溯れ ば、 朔 卽ち 日月 相 交 會 す る 點 

道に 沿 ふての 周 天 を、 大 約 月の 一 日 行 

二十 七 又は 二十 八の 不當 なる 部分に 

文字 其 物が 月に 對 して 溯る VJ い ふ 意 

が 月の 初日で あつたの を、 1 j 十八 宿 法 

する こ VJ になった ものである こ VJ を 

ふ 問題 V,- 密接の 關 係が ある VJ 思 はれ 

して 居る こ VJ である。 今朔 VJ いふ 文 


等で ある 

足らない 

る 朔は朔 

方 を 指せ 

南 流せる 

もの- yj し 

採用され 

印度に 

て、 角 の 代 

f す. る こ 

カ特 BJ の 


堯典 

洛誥 

詩 出 車 

が 此中始 

ビ すれば 

北 ど いふ 

る もの ゝ 

部分の 下 

て 解釋す 

たる もの 

傳 はれる 

りに 大 角- 

-y」  で あ る- 

理由が な 


宅朔 方。 曰 

我 卜 河朔黎 

城 彼朔方 

めの 三つの 括 

月朔 の意眛 に 

意 味 で、 殊 に 周 

如く 見える。 

流 地方に 住み 

ベ きで あらう 

ヾ」 見て 差 支な 

二十 八 宿は大 

牛女虚 の 代り 

. 大角 ゃ牽牛 


幽都。 平 在朔易 

水 

弧を附 せる もの は 所謂 僞 古文なる 

ての 文字 は 周 以前の 書に はない。 

初の 洛誥 及び 詩 出 車に 見 ゆる もの 

これ は 二十 八 宿 法 を 始めて 採用せ 

たる 民族 で、 河 を 溯りた る 上流 地方 

V」 思 ふ。 堯 典 舜 典に ある 朔の字 は 

いで あら う。 

體 支那の もの ど 類似して は 居る が 

に牽牛 織女 瓠 瓜が 含まれて 居る こ 

織女 瓠瓜等 は 何れも 黃道を 去る こ 


ければ 二十 八 宿 中に 編入 さる ベ きもので はない 


も 力で き n する に 

後の 四 つ に 於け 

は 或る 特定の 地 

る もの は、 黃 河 の 

を朔 V」 稱 へたる 

尙書 編纂の 際に 

多少の 出入 あり 

V」 は 特に 注意 を 

€ 遠 い の で、 何 等 

ので ある が、 大负 
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は 北 斗の 枘の 指す 所 

なる^-に 至る こど や 

人口に 盼 炙して 居つ 

法 は， 古 く か ら牽牛 織 

印度に は 古き 形が 其 

後の 形が 現存して 居 

要するに 二十 八 宿 

發展 せる 周の 民族が 

う。 『辰 は 日月の 交會 

二の 交會點 あるが 故 

S に 寿 秋 中頃 に 至 

^^短の 時期 を以 て 

棒 を 土 圭ど稱 へ、 旦太 

土圭 のこ VJ は周禮 


究  一 二 


に 當れる 光 

_牽 牛 織女の 

た V」 田 5 は る 

女の 傳說の 

ま、 專 へら 

る もの VJ し 

法 は、 黃河 の 

始めた も の 

點な り. - VJ い 

に、 十 ニ辰ヾ J 

つ て は、 地 面 

曰 至 ど-^ る 

陽) の こ VJ を 

に 見えて WQ 


輝 強き 

兩星は 

人 こ VJ 

れ て 居 

て解釋 

南 流が 

で、 周 初 

ふの は 

いふ こ 

に 垂直 

方法が 

辰 VJ 稱 

るが 決 


一等星で _ 

詩に も 見 

等 を 參 考 

て 居った 

り、 支 那 に 

すべきで 

折れて 柬 

頃から 春 

此 時代の 

ヾ」 もこれ 

に 立てた 

用 ひらる 

ふるに 至 

して 周 初 


る 


れを 延長す 

，其 物 語 は 支 

れ ば、 是 等の 

方に 於 て、 北 

其 後 或る時 

ら ，つ- VJ 甲」 ふ- 

に  變す  る 附 

中頃まで 用 

ヾ J で， 又 周 天 

基いて 居る 

棒の 日中の 

様になった 

たもので あ 

用 ひられた 


れ ば 

那の 

事 實 

辰 法 

期 に 

近卽 

ひ ら 

-  一 i 


二十 八 宿 

古代に 於 

は、 畢竟 二 

に 次で 

一 度 整 


採 

理 


ち渭水 

れた も 

十二の 


長さ を 

，垂直に 


影 の 

の で ■ 

る o 

もので はな 


立 


の 起 首 

て 頗る 

十八 宿 

用され， 

された 

邊： て 

であら 

卽ち十 

り、 其 最 

てた る 


確 


力 


なる 明文の 據 るべき ものが ある わげ ではない が、 私 は 種々 の 事情から 推し て、 土 圭 採 

用の 時代 は 春秋 中期に 相 逢ない VJ 思 ふ。 それ は 土 圭を用 ひて 日 至を觀 測す る 様に 

な れ ば、 從 來に 比して 必すゃ 二つの 重要なる 變 化が 認められなければ ならない ど 思 

はる、 こ VJ で、 第 一 に は、 從來の 何れの 方法に 比しても 遙に 精確に 時節 を定 むる こど 

が 出 來、 從 つて 一年の 長さ も 精確に 知れて 良き 太陽 曆も 出來る こどになる 箬 であり- 

第二に は 觀測法 V- 關聯し て、 年 の始 にも 冬至 を 理想的の もの V」 認 むる 樣 にな り、 自 然 

に 冬至 正月 曆を用 ふ る に 至る であらう V」 豫 期さ る 、 こ VJ であるが、 この 二 つ 共に 丁 

度 春秋の 中頃なる 文 公宣 公の 時代に 事實 どして 現 はれて 居る こ は、 春 秋の 記錄に 

よって 明か に 察する こ V」 が出來 るからで ある。 

春秋の 曆£ 二 正論 

春秋 は 魯の隱 公元 年 (西 紀前七 ニニ 年) より 哀公 十四 年 (西 紀前四 八 一 年) に 至る 十二 

公二  KH 四十 二 年間の 歷史 で、 孔 子が 魯の宫 庭 文庫の 材料に よりて 編述 された もの V」 

いはれ て 居る。 所 謂 編年體 で、 年 は魯 公の 卽位を 元年 V」 して 數 へ. 月に 正月より 十二 
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0: まで にて それに 春夏秋冬の 四時 を 冠 し、 日 は連績 せる 六十 干支に て 記して 居る。 

斯の 如き 年月日に て 記した る 時日が、 現今の 曆に 引き 當て 、如何なる 時日に 相當す 

るか V」 いふ こ V」 は 頗る 難問題で 古來 未だ 完全なる 解決 を 得ない。 要するに 閏月 を 

如何 樣に揷 入した か V」 いふ こど 人、 月 每の朔 の 干支が 何な， o しか を 知れば よいので 

あ る が、 此兩 者が 頗る 明かで ない。 春秋 劈頭 第一に 春 王 正月 V」 あるが、 これ は 如何な 

る 時節 を 指す もの か、 左 傳には 春 王 周 正月 V」 も あるの で、 冬 至 を 含む 所謂 周 正月 を 指 

す もの か、 又 は わ ざ /\ 寿 V」 いふ 文字 を 冠して 居る の を 以て 見れ ば， 豫 て 孔子が^ 想 

VJ し て 居 ら れ た 「夏 時 j に よる もので 立春 正月 を 指す もの か、 この 問題に 就ても 古來學 

者の 意見 區々 にして 一致せ す、 碩 儒 朱 子の 如き も 春 王 正月の 一句 は 千古 不 決の 疑な 

り yj して 居る o 

私 思 ふに 春 王 正月の 一句が 難解で あ り、 寿 秋の 曆が 難問題で あつたの は， 一 つ は 所 

謂 三 正論なる ものが 累を なして 居 る。 三 正論 V」 いふの は、 冬 至 を 含 む 月， 其 翌月 及び 

翌々 月 は 何れも 年の 始の 正月 VJ なる 資格 ある もの で、 之 を 子 S 寅^-名 くれ ば， 芨 の 時 

代 に は 寅 H: を 正月  >」 し、 殷 代に は S 月 を 正月 ど し， 周 代 には子 月 を 正月 どした もので- 


これ は 現 實の歷 史的 事實 でも あ，^ 又 かゝる 循環 は 天地 自然の 理 にも 適應 して 居る 

ものである VJ いふ 說 である。 此說 は廣く 一般に 信せられ、 古來 一人 もこれ を 疑った 

もの はない。 蔡 沈が 書 奥 傳に廿 誓の f 威 侮 五行。 怠 棄三正 j の 句を釋 し. これによ つて 

見れば 三 正 循環 は堯舜 以前から あった もの ど 見なければ ならぬ^-いふて 居る の や 

又秦の 時代に 此說 にか ぶれて 十月 を 以て 年の 始め どした こ どな ど は、 此說が 如何に 

艮 0§5  く  一  ^  - - き a せられて 居る か V」 い ふこ V」 を 示す 適例で ある— 

しかし 三 正論に 對 する 人々 の說は 如何 桡 にあら う V」 も. 夏殷周 三代に 三 正が 交替 

した どい ふこ V- は斷 じて 事實 ではない。 三 正 交替に 關 する 文献の 古い もの は、 史記 

歷書 にも あ り. 尙 書大 傅に も あ り. な ほ 溯つ て は 逸 周 書 周 月 解に も あ り， 左 傳昭公 十七 

年に 梓 慎の 言 V」 して f 火 出 於 S 爲 三月。 於商爲 四月。 於周爲 五月 マ あり， 尙書甘 誓に 

は f 怠 棄三正 S 句が あるが、 此中甘 誓の 文句 はこれ によ b て 甘 誓 編述の 年代 を 引き 下 

ぐる 根據 VJ すべき もので、 これによ りて  一二 正論が 甘誓當 時に あった^い ふ • 證據 どす 

べき もので はない。 逸 周 書 や 左 傅の 製作の 年代 は戰圃 時代まで 引き下げて 少しも 

差 支ない もので あ り， 其 他 は皆漢 以後の ものであるの で、 要 する に  一二 正論 は 春秋 時 f 
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又 よ それ 以前に は證據 がない どい はなければ ならぬ。 我々 は 三 正論に 束縳 さる ゝ 

こ ど なく. 自由な 立場から 春秋の 曆を 攻究 し， 其 結果に よりて  一二 正論の 當否 如何 を 判 

斷 しなければ ならぬ。 

寿 秋 二百 四十 二 年間の 朔閡表 若く は 長歷を 作， 9 てこれ を 研究した もの は， 今 日 ま 

で 晃；. 子して 居る もの、 最も 古いの は 普の 杜預 の長歷 である が、 更 に 溯りて は 前漢末 

の劉歆 も， 又 戰國 時代の 半ば 頃 ご 思 はる 、左傳 の 著者 も、 共 に 之 を 試みた こ^は 疑 も 

な い が. & れ も 成功し なかった ものである。 春秋の 曆を 研究す るに は， 杜預の 長歷に 

列 示された るが 如 く、 記 事 中に ある 月々 の 日の 干支 を考 へ て 閏月の 揷入を 按排す る 

こ VJ ゝ， も 一 つ は 近世に 至りて チャル マ ー スの 試みた るが 如 く， 三十 六 日蝕の 記事 を 

利 用 し、 今 日よりの 推算 VJ 比較して 當 時の 曆を 考究す る こ V」 ゝの 二つの 方法が ある ( 

私 は 數年前 この 兩者を 兼ね 用 ひて 春秋の 曆を 研究した が、 大體に 於て ほ グ 誤りな し 

VJ 自信し 得る 程の 長罾を 作る までに はな ほ 一 の大 なる 難關を 突破す るこ^ を必耍 

ヾ J したので ある。 それ は 左傳文 公元 年 に f 於是閏 三月 非禝 也？ あ り、 文 公元 年に 閏三 

月が あった もの ゝ 如く 見える ので あるが. 私 は 硏究の 結果 斷然 左傳 のこの 文句 を 無 


1 、文 公一 VJ ヸ には閏 三月 はな かりし もの V」 した こ VJ である。 春秋の 經には 三月び- 

閎に 就て は 何等の 記載 はない が、 「1 一月 癸 亥 日 有 食 之^ あ 、四 月 に 【丁 巳 葬 我君僖 公一？」 

あるので、 左 傅の 著者 は 二月 癸 亥 を 二月 癸亥朔 ？」 見た が 故に、 當然 一二 月に 閏が なけれ 

r ならぬ こど、 なった ものである。 公 羊 傅の 著者 も 同じ 意見であった もの ご 見え- 

公羊傳 では 經 文が 明かに 三月 癸 亥 朔日有 貧 之？ なって 居る 程で あるが， しかしき 書 

五テ志 引經に は朔の 宇がない ので、 これ はや はり 始めよ b 朔の字 はな か つたので、 從 

つて 明に 當らざ り しもの V」 見る のが 至當 である ど 思 はれる。 私 はこれ を 二月 癸 亥 

晦 ^"解 釋. L  、從 つて 三月-: は 閏月な きもの どした の で， 長曆 作製 に 就ての 大 なる 障害 

を 除く こ V」 が出來 たので ある。 

斯 くして 作製し 得た る 春秋 長歷 によれば、 春秋の 曆は、 隱 公より 僖 公の 頃まで は、 冬 

至より 約 一 ヶ月 遲き月 を 正月 V」 して 居 义卽 ち 所謂 殷 正に 近き もの を 用 ひて 居り)、 宣 

公 頃よ hs 後 は 殆どよ く 冬至 正月に 揃って 居り、 文 公宣 公 頃 は 丁度 其 過渡 時期に 當っ 

て g る。 この 事實 は、 全く 何等の 預斷 もな く 何等の 假定を も 設けす、 たい 忠實に 春秋 

の內容 を歼究 したる 結果 どして 得た る もの で、 し かも 支那 上代の 天文 學史 に對 して 
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^も ^要なる 根據點 V」 なる べき ものである。 

偶 我々 の 有する 二百 四十 餘 年の 歷史 中に、 曆の發 達，、」 改正 どの 二つの 重要なる 事 

實を合 んで 居った V」 いふ こ V」 は、 我々 研究者に 取りて 實に 望外の 幸 どい はなければ 

ならない の で、 こ れ によりて 先づ第 一 に は、 春秋の 曰附の 干支 は 後世の 推算に よ， 5 て 

附 S しにる ものに 非す やどい ふ 疑 は 到底 成立の 餘 地な きこ ビが 明かに なりたる こ 

V」 、第二に は 所謂 三 正論なる ものが 其 根柢から 覆へ された こビは 極めて 注意すべき 

こ VJ である。 

B ふに 寿 秋 長 藤に 現れた る事實 は， 前 節に 述べた るが 如 く， 畢 竟文公 時代に 土圭に 

よりて 冬至 を 推定す る 方法 を 採用す るに 至りた るこビ のた めの 必然的 結果に 外な 

らぬ。 觀測 法の 變 更に 伴な ふて 自然に 冬至 を 以て 理想的の 年の 始め ご考 ふるに 至 

つたの で、 所 謂 三 正 論 は、 年 始變更 の 止む ベ からざる 理由 を宣傳 せんがた めに 唱 へ 出 

された もの に過ぎない であらう。 

斯^に 考 ふれ ば， 文 公 六年經 に 「冬 閏月 不吿月 C 掼朝于 廟 7 あ り、 同 じく 十六 年 に 一 夏 

五月。 公 四不視 朔ーご あるの は 決して 偶然で はな く， 閱 月 挿入に 關し 新舊兩 派の 間に 


異^ あ. -其議 纏まら ざり しがた めに. 月 を 告げ 朔を視 るの 式を舉 ぐる こ".」 能 は ざ 

しもの V」 解释 する を 得べ く、 左 傳僖公 五 年に 日 南 至の 記事が あるの も 偶 其 一 

して 罟る もの VJ 見る こどが 出來 るで あらう^  @ ふ。 


端 を 示 


曆 法の 成立 V- 干支 紀年法 

春秋 中頃に 土 圭を用 ひて 日 至の 時期 を 測る 様にな， 9 て 

王 確に な り， 從 つて 一 年の 長さが 三百 六十 五日 四 分の 一 な 

れ に 適 する ために 十九 年の 間に 七つ の 閏月 を 按排す る 

された もの^-思 はれる。 

日の 端数 を 去る ために 十九 年 を 四 倍した る 七十 六 年 法 

居る が， 四 分 法に よれば 丁度 七十 六 年に て 年月日の 關 係が 

で、 最も 簡單 にこれ を實 現す るた め に、 年 の 始めの 基準なる 

る 合 朔 i  、日 の 始めの 基準なる 夜半 若く は 日 一 ご、 以 上 三つの 

0 機 を 撰み てこれ を 曆 元 V」 し、 所 謂 端 を 始めに 履み て、 此 時 


か ら は、 時節の 推 

る こ VJ も 間 も * な 

VJ いふ こども や 

は、 普 通に 四 分 法 

正しく 一  循環す 

冬至 V」 、月 の 始め 

ものが 正しく 相 


定も 頗る 

く 知 れ， そ 

がて 實行 

ヾ J 稱 へて 

る 害な の 

の 基準な 

一致せ る 


より 日 を數へ 始める こ 
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V」 ゝ する。 さすれば 一年の 十二分の 一は 一朔 望月の 

で 期 節の 墓 準なる 月々 の 中氣は 次第に 合朔 より 後れ. 

月 程 後 れ、 中 氣 V」 中氣 どの 間に 挾まり て 中氣を 有せ ざ 

中氣を 有する 月に は 其 中氣の 順にて 月 名を附 し、 中氣 

いふの が 普通の 四 分 法の 大體 である。 

左傳文 公元 年 (前 六 二 六) に「 先王 之 正 時 也。 履 端 於 始 

於始。 序 則 不愆。 舉正於 中。 民 則 不惑。 歸餘於 終。 

た 如き 意味に 解釋 すべ きもので あらう し、 左 傳は其 中 

ば戰國 時代の 半ば 頃に 製作され たもので ある こど は 

るに 戰國 時代の 半ば 頃に は 一 定の 整頓せ る曆 法が 儼 

ばなら ぬ。 少しく 降って 紀元前 三百 年頃なる べし^ 

辰 之 遠 也。 苟求其 故。 千 歲之日 至。 可 坐 而致也 jv」 あ 

行 後：：： 旣に 久し く、 暦 法 は 精確なる もの ごい ふこ どに 

つた V」 いふ こ VJ を 示して 居る ものである。 


長 

を 


さより は 約 

三十 二 ヶ月 

朔 望月が 出 

有せざる 月 

擧正於 中。 

則 不 悖. -VJ あ 

ある 歲星記 

もない VJ 思 

して 居った 

はる ゝ孟子 

の は、 孟子 の 

する 一 般の 


一 日 斗り 長いの 

にて 中氣は 一 ケ 

來るこ VJ になる * 

を闺月 VJ する ヾ J 

歸餘於 終。 履 端 

るの は 右に 述べ 

事よ， C- して 見れ 

はれる の で 、要す 

もの VJ 見な けれ 

に 「天 之 高 也。 星 

時代に は 曆法施 

信賴が 頗る 强か 


a ふに 寿み 中頃に 於け る觀測 法の 變更の 結果 ごして 冬至 標準 暦が 用 ひ 始めら る 

ゝ --至 fN たもの で、 其 始めに は 置閏 法も必 すし も嚴 格で はない が 略 十九 年に 七閏の 

割に 揃って 居る 樣に 見える。 やがて 春秋 末 乃至 戰國 始め 頃に 至って は 可な り 正し 

く 整 頓 し， 恐 らく 宣公 十四 年 (前 五 九 五) を 以て 曆元 ごする 四 分 曆に纒 まった もので あ 

らう。 この g3 法 は 後に 漢 代に 論議 せられて 居る 殷藶 ど連續 する ものな の で. 私 は ， 』 

れ を殷歷 古法 ノ. -稱 へ た い ご 思 ふ。 

次で 戰國 時代の 半ば 紀元前 三百 五六 十 年頃に 至りて、 冬至 正月の 所謂 周 正 を 改 め 

て 立春 正月の 夏 正に 復 する V」 同時に、 紀元前 三 六 六 年 を歷元 V」 し、 此年 の 正月の 合朔 

は 丁度 立 寿の 節 ど 一 致し 甲 寅の 日の 寅の 刻 (旦) に 當れる もの V」 する 顓頊歷 なる もの 

を 用 ふるに 至った もので， これ は 前漢の 太初 元年 (前 一 〇 四) 暦法 制定の 時まで 行 はれ 

て 居る。 

曆 法の 制定に 伴な ふて 發 達した もの は紀年 法で ある。 戰國 時代の 半ば 頃に 歲星 

を觀測 し. 其 周 天 一 循環が 丁度 十二 年 (正 しく は  一 丁 八 六 年) な る を 知 り， 歲 星の 天に 於 

ける 位 © を 指示す る こ V」 によりて 廣く 一  般に用 ひらるべき 紀年法 どなした もので 
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あ る が. 歲 星の 運行 は 西よ， ^束なる に 反 し. 十 二 支 は それより 〈前に 旣に 東より 西の 

順に 天に 配當 して あつたの で、 少 なから す 混 雜を來 たした ものら しい。 直接に 歲星 

のせ 1M を 弔 ふ る 代り に、 歲 星 V」 對應 し て， 逆 向きに 蓮 行す る もの ひ 假 想 し て， - ^ れを歲 

^太^ 又は 太陰 •、.- 稱 へ、 其 上に 殊更に 寅 卯 等の 文字 を 避け て 攝提 格， 單閼等 の 名 を 用 

ひて 居る。 最初の 歲星紀 年 法で は 紀元前 三 六 五 年 を 以て 數へ 始め どし 焉逢 攝提格 

(甲 寅) の 歲 V」 呼んで 居る の で、 呂 氏 寿 秋の 序 意鴛に 維秦八 年 (前 二三 九) 歲 在 适 灘 (申 )ど あ 

るの は 此紀年 法に 從 つて 居る。 次で 曆元を 以て 紀年 法の 數へ 始め ごすべき もの ど 

い ふ考が 加 は り. 顓 頊 歷に對 して は、 秦 漢の 際に 至りて、 其 歷元 な る 紀 元 前 三 六 六 年 を 

甲^，、」 する 紀年 法が 附け加 へられた もの ビ見 え、 賈 誼の 鷓鳥賦 に 見 ゆ る もの はこの 

願^ 歷紀年 法に 從 つて 居る。 又 太初 歷 制定の 際に 其 有力なる 候補者の 一 であった 

胶脐に は. 其 第二次 的歷 元なる 紀元前 三 六 七 年 を 以て 甲 寅 V」 する 紀年 法が 附屬 して 

居.^、 これ は 太初 頃に は 可な り 廣く用 ひられて 居った ものぐ」 見える。 更に 太初 歷制 

定の際 一 たび 採用に 決した る 案に よれ ば、 太 初 元 年 を 以て 歷元ビ し 甲 寅の 歲 ごする 

や： で， その 事 を 明 言 したる 詔書まで 發 せられた ので あつたが、 これ は 輿論の 反對 のた 


めに 1 に 廢棄の 運命に 陷っ たもので ある。 以上 四つの 紀年 法に て はま 次 十二支が 

1 つ 宛 すれて 居る ので あるが， これ は 畢竟 歳星の 周 天の 週期が 正しく 十二 年に 非す 

して  一 丁 八 六 年なる がた めに、 理論 上 八 六 年每に 一 次の 差 を 生す る箬 なの で、 紀 元 前 

三 六 五 年 ど 太初 元年 (前 一 〇 四) どに て 三次の 差が あるの は當然 のこ どで ある。 

前漢 末に 至り 劉 歆は百 四十 四 年毎に 一 辰 を 超 ゆる 超 辰 法 を 案出し て、 是 等 諸種の 

紀年法 を 整理 せん VJ したので ある が、 や がて 後漢の 始めに 至りて は、 斷 然 歲 星 ど 絕緣 

し 超 辰 法 を f  L  、單 に 順番に よりて 歲を數 ふるもの V」 したる ものが 現行の 干支 紀年 

法で ある。 

五 行 說 

五行 說は 普通に は禹が 天から 賜った 洛 書なる ものに 基いて 案出した もの マ」 いは 

れて 居る が、 これ は 無論 後世の 假托で 信 やる に 足らない。 人世に 必須の 耍 素が 成 は 

五つ 或は 六つ ビ いふ II 水な 考は 可な り 古くから ありし ものなる ベ く 例 へ ば 左 傳文公 

七 年 に 【水 火 金 木 土穀。 謂 之 六 府^ あ り、 禹 貢 ： 「六 府 孔 修」 な ど、 ある が、 少 しく 大規模 
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に 天地 間 一 切の 現象 を 五つ の 要素の 消長 交替に よって 說明 せん^す る 五行 說 は、 戰 

國な^ の 半ば 頃 に， 天 に 動く 星 (卽 ち 太陽系に 屬 する 遊星) が 五つ ある V」 い ふこ V」 を 知 

りて より 後に 成立した る もの V」 思 はれる。 春秋 繁 露に f 天 有 五行？ あ り、 史 記 天 官 書 

に 【天 有 五 星。 地 有 五 行. 一 V」 見 え、 五 行說の 起原が 西洋の 占星術，、」 同じ 考に基 き， 五 星 の 

觀 W  - - よって 始まった ものである こ VJ は 疑 もない こ V」 、思 はれる。 た  >  西洋 方面 

の 占星^で は、 人 の 運命 は 其 出生 時に 於け る 日月 五 星の 位置に よる もの V」 して ある 

の で. 占 星 家 ュ屢數 十 年 前に 溯， 5 て 日月 五 星の 位置 を 推算す るの 必要 を感 じ、 之 が た 

めに 一 面に 自ら 天文 學の發 達 を 促が したので ある が、 支 那に發 達せる 五行 說で は、 天 

に 於 J る 五 星の 運行 も， 地 上に 於け る 百般の 現象 も， 共 に 五行の 消長 交替に よりて 生 

する ものである V」 し、 五 行の 消長 交替 は 時 及び 方位に 配當 せる 干支に よりて 定まる 

もの VJ したの で. 其 後 は 地上の 現象に 關 する 五行 說は、 天文 現象 ご は 直接に は關 係せ 

ざる こ VJ  、 な り、 天 文 學の發 達 V」 は沒交 涉 V」 なった ものである。 

甘 石の 星經 


周 初に 二十 八 宿 を 

せて 觀观す る に 至つ 

どして は黃道 方面に 

定す るに 至る べき こ 

公 石公始 j ど あ り、 劉 向 

國時。 作 天文 八卷」 V」 

に 通じ、 一 方に 於て は 

ひ始 むる VJ 同時に、 こ 

定し たもので ある こ 

居ない。 

現存 漢魏 叢書の 中 

深く 顧みる 程の もの 

の 言 を 引用 し、 約 百 1 1 

^して 居る。 開 元 占 
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用 ひて 月の 運動 

た V」 すれ ば、 是等 

-な ほ 關聯し て は 

ヾ J は 自然の 勢で 

の 七錄に 「甘 公楚 

あ る。 思 ふに 戰 

五 星を觀 測し て 

れ ど關聯 して 多 

ヾ J は 殆ど 疑ない 

に 甘 石星經 VJ 稱 

ではない。 唐 初 

十 個の 恒星に 就 

經は宋 代に 一 時 


を 觀 測 し， 降 て戰國 時代に は 五 星の 運行 を も 併 

の觀測 をして 次第に 精確なら しむる 必要 上， 主 

天 全 體に亘 り て、 恒 星の 位置 を觀 測し 精確に 測 

ある。 邵康 節の 皇極經 世 書に f 五 星 之說。 自甘 

人。 戰國 時。 作 天文 星 占 八卷」 又 「石 申魏 人。 戰 

國 時代の 半ば 頃 に， 甘 公 石 申なる 二人 頗る 天文 

，星 占 や 五行 說の基 を 開き 及び 歲星紀 年 法 を 用 

くの 恒星 を觀 測して 其 名稱を 定め 其 位置 を 測 

樣 である が， 不 幸に して 其 事蹟 は 明かに 傳 つて 

する ものが あるが、 これ は 明か に 後世の 偽作で 

に 出來た ど稱 する 開 元 占經の 中に 石 氏 及 甘 氏 

て、 其黃 道よりの 距離 及び 北極 を距る 度数 を 記 

散 佚 し、 明 末に 至りて 或る 佛 像の 中より 發 見さ 


0  二 五 
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れ， こものが 今日に 傳 はって 居る V」 いは れ、 其 傳來に は 無^  ： び 一 - て は 信 を 措き 難き も 

のな ので ある が、 偶 々同じく 唐 初の ものに て 支那に は 散佚. t  . ，..， に は 平安朝 以來傳 

はれる 天文 耍鈸 及び 天地 瑞祥 志の 兩 書中に も 亦 石氏廿 氏の 一一き ： 引用せ る もの あ り. 

互： 8  "口 する に、 一 二， 寫の誤 ご 見る ベ きもの を 除く の 外 は 全然 符節 を 合する 力 

如くなる を 以て 見れば、 是 等の 引用文 は少 くど も 唐 代 以後に 正しく 傳 へ られて 居る 

こ こ は 疑 もない の で， 我 々は是 等の 引用文 を 集めて、 唐 初に 於け る 石 氏 甘 氏の 星經を 

W 現す る こ V」 が出來 る。 

柽の^ Is は歲 差の 現象に よりて 時 ご 共に 次第に 變 する 箬 なの で， 今 右の 如くに し 

て 再現し 得た る 甘 石 星 經に對 し、 其 中に 記載せ る 約 百 二十 個の 恒星の 極 を 去る 度數 

を吟 朱し、 これ によりて 溯つ て是 等の 星を觀 測せ る 年代 を 推定 すれ ば、 紀 元 前約 三百 

年 V」 いふ 年代に 相當 して 居る。 

-出セ：： 天文 志に f 太歲在 寅。 曰攝提 格。 歲星 正月 晨出 東方。 石 氏 曰。 名 監德。 在 斗 

帝 や。 失 次 杓。 早 水 晚旱。 甘 氏 在 建 星 婆 女。 太初 歷在營 室 東 壁 云々」 V」 あるが、 これ 

ょ歲星 を 以て 十二 年に て 周 天す る もの ど すれ ば. 石 氏 甘 氏の 觀测ど 太初の 觀 i ど に 


て^ 千の 相 逢 ある ビぃ ふこ ビを 述べて 居る ので、 これ を 材料^して 石 氏 甘 氏の 時代 

を 推定 すれば、 紀 元 前 約  一二 百 六十 年".」 な る。 

え は 右の 二つの 推定より 見て、 甘 公 石 申の 時代 を 以て 大體 戰國 時代の 半ば 紀元前 

一二 百 五六 十 年 頃 V」 し、 此 両氏 は 五 星の 運行 を觀測 するど 同時に 約 百 二十 個の 恒星の 

位^ を 測定した る もの ど 見たい ど 思 ふ。 西洋 方面に て 今日に 傳 はれる ト レミ ー の 

恒星 表なる もの は. 紀元前 二 世紀の t パレス コ スの觀 測に 基き 紀元後 二 世紀に トレ ミ 

1 が記载 せる もの VJ いはれ、 一 千 〇 二十 個の 星の 位置 を 載せて 居る のに 比し、 我 力 甘 

石星經 は， 星の 數に 於て は大に 劣って 居る が、 時代に 於て は 約 二百 年 も 先んじて 居る 

實に チー界 最古の 恒星 表-.」 して 誇るべき ものである。 測定の 精確の 度はト レミ〜 の 

星 表 VJ ほ  >  同じ 程度で ある。 

太初 歷の 制定  ， 

前 漢の武 帝 太初 元年 (前 一 〇 四) に 於け る 暦法 制定 は 天文 學 史上 特筆すべき 事實で 

ある。 支那に 於て は此 時以來 最近に 至る までの 問に 約 五十 回の 改暦が あ ミカ それ 
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等の 暦法 は 皆 正史に 载 せられて 少しの 疑點 

の で， 太 初 藶は赏 にか 、 る 先例 を 開きた る最 

太初 歷 制定の 際に 於け る 事情 は 史記歷 書 

當 時の 觀測法 や 計算 法が 如何なる 程度に 發 

て も 天文 暦法の 學が 如何に 論議 せられて 居 

來 るので ある が、 不 幸に して 史記 ど漢 書 V」 の 

如くに も 見 え、 古 來其具 相を讀 破した ものが 

に 就ても 學 者の 意見が 區々 であった のは實 

太初 歷 制定の 譏 は、 太 史公を 始め^して 朝 

講究 せら れ、 や がて 史記歷 書の 歷術 甲子 篇の 

の^^まで 發 せられた のであった が、 この 案 

た 太初 元年 を 改めて 甲 寅 V- 稱 へ、 又 立春 正月 

案で あつたの で、 實 行に 當っ て 諸方 面より 烈 

止 撤回の 止むな きに 至った ものである。 更 


も 


及 

つ 

己 

11 一一 卩 

な く 

一 一 遣 


く 今 口より 追 

曆法 である。 

漢書 律歷 志に 

て 居った か當 

か は 明かに こ 

は 表面的に 一 

，現に 太初 歷の 

慽 のこ^、 い 

多 の 専門家よ 

案が 可決 せら 

當時丙 子 若く 

め て 冬 至 正月 

反 對に遭 ひた 

n 貝 を增 して 再 


跡す る こ どが 出來る 

詳細に 記述して あり. 

路者 以外に 民間に 於 

れを 察する こ V- が 出 

見 すれば 相 矛盾す る 

如何なる ものなる か 

はなければ ならぬ。 

り 成る 委員に よりて 

れ、 これ を實 施す る 旨 

は 丁 丑 V」 數へて 居つ 

ヾ」 せん VJ する 純理 想 

る もの VJ 見  >ん 、遂 に 中 

調査に 附 しゃがて 採 


用に 決 

めた 曆 

に 前漢 

說 き 其 

如く 說 

り 入れ 

百 五十 

のサ W 

歷に栊 

期 を 用 

文學は 


した も 

なので 

末に 至 

微妙 を 

がする 

注 意す 

て^る 

八月 等 

ス VJ し 

用され 

ひて 居 

西方の 


の は 

太初 

b て 

極 め 

人 を 

ベ き 

- ) ど 

あ り 

て 知 

て 居 

る ~  J 

影響 


鄧平 

歷で 

こ o 

V7 び 一 


一 .1 

で 

-其 

を 


結 
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の 

力 

よ、 

る ( 

頗 

袅 

壬1£ 


八 


0 

す 一 

居 

一" 

て 


一 分 法 

其 內 容 

に 超 辰 

一 部 に 

に 至つ 

歷卽ち 

體 蝕の 

用 ひて 

の は 二 


VJ 稱 

よ hy 

紀年 

は 三 

た も 

八十 

週期 

も ほ 

百 二 


を 

る 

三十 五月 (約 十 

面白 い。 こ れ 

居らぬ VJ いふ 


ぶ 


の 


十 


る もので、 これ は 太初 元年より 貲 行 し 始 

、^三 統 S ども 稱 する ものである。 後 

を附加 し、 三 統歷 によりて 巧み に 春秋 を 

歷は 劉歆の 手に よりて 作られた もの ゝ 

である o 

分 法に は 百 三十 五ケ 月の 蝕の 週期 を 取 

は 八十 八 月， 百 三十 五月， 二百 二十 三 月， 三 

正しい ので ある が、 西 洋 方面で 力， ダャ 

三月 (約 十八 年) の 過 期 で あ り、 支那で 太初 

年) の 週 期 で、 偶 然 にも 互に 相 異なれる 週 

少 く、/」 も 紀元前 百年 頃まで は 支那の 天 

かなる 證據 どなる べき ものである。 


二 九 


* 洋 

私 は上來 

天文 學の發 

以て 一段落 

天文 學の傳 

用し 得べ き 

要するに 

的 開 返の 歷 

る主耍 な る 

ィ替法 

17  - 一- -p  t If 

ひん ど すれ 

外來 輸入の 

1 一 年， 力 リ ポ 

かに 七十 六 


天文學 史研突 

の序述 によ り， 大 

達 を 明か にして 

V」 な し、 漢 代 以後 

播發 達に 關 する 

も の 、整理 等の 

太古 以來漢 の 太 

史 であつ て、 中途 

事 實を摘 記 す れ 

支那の 十九 年 七 

なき 評 0 である 

ば， 十九 年 七閏法 

證 VJ なし 得 ベ き 

スの 七十 六 年 法 

年 法 を 採用せ る 


三 〇 


體從來 不明 VJ されて 居った 部 

• 東洋 天文 學史の 根幹 を 確立し 

に 於け る 天文 學史の 序 述、 印 度 

研 究、 及 び 東洋に 於け る 天文 現 

諸方 面に 就て は、 更 に 他日 を 期 

初に 至る まで 約 二 千年に 亘る 

に 於て 外來 輸入の 形跡 は 少し 

ば 次の 如くで ある。 

閏の法 は 希臘の 天文 學の 輸入 

U 朔 望の 太陰暦 V」 春夏秋冬の 

は 必然的に 到来すべき 一 の 段 

もので はない。 况 んゃメ トン 

は 紀元前 三 三 四 年の もの V」 い 

顓 琼 歷は紀 元 前 三 百 六十 年頃 


分 卽ち支 

5 守 で ノレ 一一 一一ぶ 

日本 其 他 

象の 記錄 

したい ヾ」 

天文 學の 

もない o 

なるべし 

太陽 曆 VJ 

階 で， 決 し 

の 十九 年 

はれて 居 

よ. o 亍ょ 

-J  >r  , ィ { 


上代に 

る の で 

諸國に 

し て 學 

ふ o 

史 は， 全 

ほ此點 

疑 ふが 

利便 を 

其 存在 

は 紀元 

の に、 支 

たる も 


於け る 

これ を 

於け る 

ぎ 上^ 

く自發 

に關す 

如き は 

併せ 用 

を 以 て 

前 四 三 

那 で 明 

のなる 


ベく. 實 際の 曆がほ V 十九 年 七閏に 揃って 居る の は 紀元前 六 百年 頃からの こごで あ 

る。 更に 暦法の 前驅 時代 ごもい ふべき 辰の 隨時觀 測 時代に 溯れば、 支那 、力， 、デ ャ、 埃 

化， それぐ 互に 相 異なる 辰 を 用 ひて 居り、 明か に 東西の 天文 學が 別々 に發 達した も 

ので ある こ VJ を 示して 居 る。 

^二十 八 宿 法 二十 八 宿 法 は 支那に も 印度に も、 ベ， シャ、 ァラ ビヤ にも あり、 是等 

が 決して 別々 に 案出され たもので はなく、 同一 の 起原の ものであるこ^ は、 少しも 疑 

もり 餘也 はない。 私 は 二十 八 宿 法の 內容 及び 目的 等の 硏究 から、 これ は 周 初の 頃に 

支那で 用 ひ 始められ、 寿 秋 乃至 戰國 時代 頃に 支那から 印度に 傳 へられ、 更に ペルシャ- 

ァラ ビヤに 傳 へられた ものである こど を 明かに し 得た ど 思 ふ。 カレ ノダャ に は 二十 

八 宿 法の あった 形跡 はない。 

の 週期 力， デャ のサ" ス (二  二三 月) ど 異な ひたる 百 三十 五月の 蝕の 週 其 力 

紀元前 一 〇 四 年に 制定され たる 太初 膝の 中に 採用され て 居る どい ふこ ど は. 少 くど 

も此 時まで は、 支那の 天文 學に カレス、 デャの 影 響 が な いどい ふ 確證ど 見るべき もので 

あ る o 
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^^天文 學史 研究  三 二 

- M0 紀元前 四 世紀の 觀 測に 基き 約 百 二十 個の 恒星の 位置 を 記せる 甘 石の 星 

經 く紀 元 前 二 世紀の 觀 測に 基き 一 千 〇 二十 個の 恒星の 位置 を 記せる ト レ ミ ー の恒 

星 表 V」 を 比較 し、 星 象の 聯 絡、 命 名 法、 及 び 個々 の 名稱の 異同 を硏究 すれ ば、 此 時代まで 

は. 柬 西 天文 學の 間に 何等の 聯絡な きこ V- は 明かで ある，/」 いはなければ ならぬ。 

(大正 十五 年、 內藤 博士 還暦 記念論文集) 

追 記 (昭和 三年 五月) 

春秋 後期よ，^ 漢 初に 至る までの 曆の變 遷、 及 び 殷 曆， 顓 頊 曆に闊 して は、 最 近の 硏 

究 によりて 明かに し 得た る 所 を、 本 書 採 錄 第 八 篇 S 國 時代の 暦法」 に 載せて 居る。 

それに よれ ば， 本 論文 ニー  頁、 三 一 頁に て それ 等に 論及せ る 部分に は 訂正 を 要す 

べき 箇所 も ある が、 論 旨に は別條 がない ので、 こゝ に は 原論 文の 形を存 して 改め 

ない。 (五一 七 K 參照) 
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周, 初の 年代 

序  說 

支那 上古の 年代に 就て は、 周の 共和 元 年 (西 紀前八 四 一 年) 以 來は， 史 記に 十二 諸侯 年 

表が あ り. 周 本 紀>」 諸侯 世 家 ビ の 記事 も相應 によく 一  致して 居る の で、 紀 年の 當 否に 

，て 殆ど 問題 はない が， そ れ より 僅に 二  餘年を 溯りて 周 初 克殷の 年代に 至れ ば， 現 

に數 秤の 異說 があって 互に 一致 しないの みなら す、 其 兩 端の 間に は 實に約 七十 年の 

差が あるの は餘 りに 甚 しい。 

試に 林荞溥 の 古史^ 年 異同 表 を 見れ ば， 武 王克殷 の歲は 

竹 S 紀年 辛 卯 西紀 前 一 〇 五 〇 

史記  甲 午  一 〇 四 七 

帝王 世紀 乙 酉  一一 一六 

11 一統 K  已卯  一  一二  二 


大衍歷  庚 寅 

通 志  已卯 

詩 正義  辛 未 

通鑑 前編 巳 卯 

(詩 正義 广 引用せ 

は 不注帝 】 により 

VJ なって 居 り、 甚 • たしく 

思 ふに、 孔子が 編年體 

後 を 取 り、 そ れ 以前に 對 

るに 止められた ので あ 

これ を 整理し 咀嚼 すれ 

はな ほ 十分に 存 して 居 

多く は 其後秦 火の 厄 に 

力 を 以てしても なほ 僅 

周 初の 年代 


一 一三 〇 

1  一二  二 

る 易 緯乾鑿 度 によれば _ 

て 六 〇 年 ほど 誤りた る 

不揃 である。 

の 春秋 を編述 さる、 に 

して は單 に斷片 的なる 

る が、 然し 春秋 戰國 時代 

ば、 周 初 乃至 殷 商の 年代 

つたこ VJ であらう ど 察 

遭った がた め に、 太史公 

に 共和 元 年 (前 八 四 一) ま 


一 〇 七 〇 年 VJ なる 箬 である。 林春溥 

もの VJ 見 え る。) 

當 て は、 斷 じて 隱 公元 年 (前 七 ニニ) 以 

根本 史料 を 其 ま 、尙書 VJ し. て 保存す 

ま で は、 若 し 歷數に 長 じたる 人 ありて 

を 確定す るに 足る 程の 根本 史料 が、 或 

せられる。 不幸に して 是 等の 史料 は 

が 史記を 作る に當 むて は、 其 専門的 努 

での 年代 を 確か め 得る に 過ぎな かつ 

三 五 
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たもの VJ 見える。 やがて 前漢 末の 劉歆に 至りて、 推 法密耍 なり ど 推稱 せられた る 其 

歷数的 才能に よりて， 當時 僅に 殘存 せる 根本 史料 を 整理 し、 遠 く 溯りて 周 初 及び 殷初 

の 年代 を も 推定した の で、 爾 來周 初の 年代 V」 して はこの 劉歆の 推算が 廣く 採用され 

て 今日に 及んで 居る。 

^歆 以外に も、 周 初の 年代に 關 し， 或 は 有力なる 史料 を 提供 し、 或 は 多くの 材料 を處 

理 して 一 定の 年代 を 推定し. たる もの は 決して 少なく はない。 古来の 研究 を 通覧す 

れ ば、 其 主 もなる もの は 

竹書紀 年。 史記。 律歷志 世經。 緯書。 逸 周 書。 帝王 世紀。 大衍 

腠。 皇極經 世。 逋鑑 外紀。 通鑑 前編。 及び 淸朝 諸學 者の 硏究 

^ で あ る が， 就 屮 最も 主要なる もの^して 先づ 第一 に 律歷志 世經の 推算 法 を 吟味し- 

次で 竹畨紀 年， 史 記 其 他に 及ぶ のが 我々 の 進む ベ き 順序で あらう V- 思 はれる。 

律歷志 世經に 於け る 周 初年 代の 推算 

^初^^に 鄧. 牛の 八十 一 分 法 を 株 用して 太初 歷ど し、 施 行 百 年、 前 漢 末に 至って 劉 


歆の 考察に よる 超 辰 紀年法 を 追加せ る もの が、 普通 に 三統歷 ビ い はれ. て 居る もので 

あるが. 劉歆 はこの 三 統歷を 上代に 應 用し、 こ れ によって 巧みに 春秋 及び 三代の 年月 

を考證 したので、 班 固 はこれ を 推法密 要な り ど 激賞 し、 律 歷 志世經 どして 採録して 居 

る o 

律歷 志世經 の、 周 初 の 年代に 關 する 部分 は 次の 如くで ある。 

3； 春秋 歷。 周 文 王 四十 二 年。 十二月 丁 丑朔旦 冬至。 孟統之 ニ會首 也。 後 八歲而 

武王 伐紂。 武王。 書經牧 誓。 武王伐 商紂。 水生 木。 故爲 木德。 天下 號曰周 室 

三 統上元 至伐紂 之歲。 十四 萬 二 千 一 百 九歲。 歲在鶉 火 張 十三 度。 文 王 受命九 

年而 崩。 苒期在 大祥而 伐紂。 

故 書 序 曰。 惟 十 有 一年。 武 王伐紂 (作) 太 誓。 

八 百 諸侯 會。 還歸ニ 年。 乃 遂伐紂 克殷。 B 箕子歸 十三 年 也。 

故 書 序 曰。 武王 克殷。 吕箕 子歸。 作 洪範。 

洪範篇 曰。 惟 十 有 三祀。 王 訪于箕 子。 

自 文王受 命 而至此 十三 年。 歲亦在 鶉 火。 
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故 傅 曰。 歲在鶉 火。 則 我 有 周 之 分野 也。  - 

5! 師 初發。 目殷 十一 H7 戊 子。 日 在 析木箕 七 度。 

故傳 曰。 日在析 木。 

是夕 也。 月 在 房 五 度。 房爲 天駟。 

故傳 曰。 月 在天 駟。 

後 三日。 得 周 正 H: 辛 卯朔。 合 辰 在 斗 前 一度。 斗 柄 也。 

故傳 曰。 辰 在 斗 柄。 

明日 壬 辰。 晨星始 見。 癸 巳武王 始發。 丙午 還師。 戊 午度于 孟津。 孟津去 周 九 

:r= 里。 師行 三十 里。 故 三十 一日 而度。 明日 已未 冬至。 晨星 與婺女 伏。 歷建 星。 

及牽 牛。 至 於婺女 天鼂之 首。 

故傳 曰。 星 在天 霊。 

周害武 成篇。 惟一 月 壬 辰 旁 死覇。 若 翌日 癸 巳。 武王迺 朝步自 周。 于 征伐 紂。 

序 曰。 一月 戊 午。 師度于 孟津。 

苄，：^ 巾 二月 朔日 也。 四日 癸 亥。 至 牧野。 夜陳。 甲子 昧爽而 合 矣，。 


故外傳 曰。 王吕 二月 癸 亥 夜陳。 

武成篇 曰。 粤若來 三 (二) 月旣 死覇。 粵 五日 甲子。 咸劉商 王紂。 

是歲 也。 関餘 十八。 正大 寒中。 在 周 二月 已 S 晦。 明日 閏 庚 寅朔。 三月 二日 

庚申。 驚蟄。 四月 已 丑朔。 死覇。 死覇朔 也。 生 覇^ 也。 是月甲 辰 望。 乙 巳 旁 

之。 

故 武成篇 曰。 惟 四月 旣旁 生覇。 粤 六日 庚 戌。 武 王燎于 周廟。 翌日 辛亥。 祀 

于 天位。 粵 五日 乙 卯。 乃 g 庶國 祀馘于 周廟。 

§ 文 王 十五 而生武 王。 受命 九年而 崩。 崩 後 四 年。 而武王 克殷。 克殷 之歲。 八十 

六矣。 後 七歲而 崩。 

故 禮記文 王 世子 曰。 文 王 九十 七而 終。 武王 九十 三而 終。 

凡 武王卽 位 十一 年。 周 公 攝政五 年。 正月 丁 巳朔旦 冬至。 殷 歷目爲 (六 年) 戊 午。 

距煬公 七十 六 歳。 入孟統 二十 九 章 首 也。 後 ニ歲。 得 周 公 七 年 復子明 辟 之歲。 

是歲 二月 乙 亥朔。 庚 寅 望。 後 六日 得 乙 未。 

故召誥 曰。 惟二 月旣 粤 六日 乙 未。 
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又 其： 二月 甲 辰朔。 三日 丙午。 

召 詰 E。 惟三 月 丙午 肶。 

古文 月釆篇 曰。 三日 曰肶。 

是歲 十二月 戊辰 晦。 周 公吕反 政。 

故 洛誥篇 曰。 戊 展王在 新 邑^ 祭歲。 命 作 策。 惟 周 公誕保 文武 受命。 惟 七 年。 

成 王 元年 正月 巳 巳朔。 此 命伯禽 俾侯于 魯之歲 也。 後 三十 年 四月 庚 戌朔。 十五 

日 甲子 哉 生覇。 

故 顧 命 曰。 惟 四月 哉 生覇。 王有疾 不豫。 甲子。 王 乃洮沬 水。 作 顧 命。 

登：：！ 乙 1 成 王 崩。 康王 十二 年 六月 戊辰 朔。 三日 庚 午。 

故 畢命豐 刑 曰。 惟 十 有 二 年。 六月 庚 午肶。 王 命 作策豐 刑。 

§ 寿^ 殷歷。 皆 g 殷^ 自周昭 王吕下 C 年數。 故據周 公伯 禽吕下 爲紀。 魯 公伯 禽 

推卽位 四十 六 年。 至康王 十六 年 而薨。 

故傳 曰。 煲父禽 父。 並事康 王。 

言晋 侯變」 公伯 禽。 俱事康 王 也。 子 考公就 立食。 考 公世 家 C 卽位四 年。 及 


煬公熙 立。 煬 公二 十四 年。 正月 丙 申朔旦 冬至。 殷 歷吕爲 丁酉。 距微 <ム 七十 六 

歲。 

記載の 形式 は、 一 々の 事件に 對 して 獨斷 的に 年代 を假定 し、 かく 假定 せる 年代に 對 

して、 一 々三 统歷 によりて 日月 其 他の 條項を 推算 し • 、そ れ がよく 事實ご 適合して 居る 

こ VJ を 示さん がた めに、 故 曰 云々 V」 して 證據の 文献 を 引用して 居る ので あるが， これ 

よ 要するに 一 の 記述 法で、 實 はこ、 に 引用せ る だけの 根本 史料 を與 へら れ， そ れ 等に 

矛盾な くよ く適應 する 樣に周 初の 年代 を 推定した る もの に^ ならぬ。 私は是 等の 

引用せ る 證據ご 劉歆の 推算 ご を 明かに 區別 せんがた めに、 引用せ る 文献 は 凡て 別行 

に 認めた ので あるが， 先づ 始めに 若 千の 注 释を加 へ、 次に 劉歆の 推算 法 を 吟味しょう 

VJ 思 ふ。 

T 春秋 整 どい ふの は、 春 秋 所載の 曆日 によく 適應 せる 立派なる 暦，、」 い ふ 意.^ で， 三 統 

整 を 指せる も の で ある。 三 統歷法 で は、 十 九 年 を 一 章 どし. 二十 七 章 五 百 十 三 年 を 一 

會. 八 十一 章 千 五 百 三十 九 年 を 一統，、」 稱 へて 居る。 こ、 に孟統 どい ふの は、 太 初ヌ年 

(前 一 〇 四) よ り 一 五三九 年 前卽ち 西紀 前 一 六 四 三年より 始まる 一 統 で， 其 第二 哲首は 


それよ 

股の 歲 

三統 

三 一 年 

ば歲星 

文 王 

所謂 般 

よ 比 (こ 

つて 數 

四 年に 

(作) 太 

故 傅 

載せて 

二 丙午 


東洋 天文 學史硏 

り 五 一 三年 後 

である VJ いふ 

上 元 V」 いふの 

に 當 り、 そ れ よ 

が鹑 火の 次 に 

四十 二 年 V」 い 

正の 十二月 ヾ」 

文王受 命の 年 

へ て 居る もの 

當る こど にな 

誓の 作の 一字 

曰 歲在鹑 火 則 

あるの を 引用 


究  四 二 


の 前 

て 居 

は、 太 

hs 十 

在 る 

ふ の 

い ふ 

か ら 

ど 解 

る o 

は 王 

我 有 

し た 


S 師は詩 大明疏 引 


一 一 三 〇 年， 其 後八歲 

る o 

初 元年 以前 十四 萬 三 

四 萬 二 千 百 九 歳の 年 

箬 である。 

は、 文 王が 西 伯の 位に 

意 眛 であ h- 、書 序 の 惟 

數へ たも の、 武成篇 其 

釋 して 居る。 文 王の 

先 謙の 意見に よりて 

周 之 分野 也 どい ふの 

ものである。 

律歷 志に は 丙午 逮師 


は 前 

千 百 

は 前 

$ て 

十 有 

他 の 

受命 

加 へ 

は、 春 


十七 年 


より 四十 

一 年、 洪範 

周 書の 日 

は 文 王 三 


こ 

秋 


もので 

外傳周 


年 で、 こ れ 

の歲 で， 西 

年に 當， 9、 

二 年， 十二 

の 惟 十 有 

月 は 凡て 

十八 年で， 

あ る。 

語に 伶 州 


力 


武王 伐紂克 


已 ^ 

糸 肓 

三統 

月 VJ 

三 £ 

二 一 元 

西紀 


四 三、 二 

によれ 


い ふ 

ノレ い 

周 正 


の は 

ふ の 

に よ 

1 三 


鳩の 話 V」 して 

どなって 居る。 前後の 聯絡より 見れ 


ば，^ 歷 志の 原文 は， 逮 師で 傳寫の 間に 還師に 誤つ たもので あらう。 

星 在天 竄 は， 辰 星 (水 星) が 玄枵 にあり ビぃ ふこ ど、 解釋 し、 そ れ では 日在析 木^ 一  致 

しないので、 一 ヶ月の 後、 孟 津を 渡る 時の 天象 ど 見る こ^にして 調和 を はかつ て 居る- 

死覇朔 也， 生 覇望也 V」 いふの は劉歆 の解釋 である。 肺に 對 して は 古文 月 釆篇に 三 

日 曰. い ふ 證據を 引用して 居る にも 拘 はら す. そ れ に 比して 遙に 難解なる 死覇生 

覇ニ對 して は 自說を 確むべき 證據を 揭げて 居らぬ の は、 此 當時旣 に依據 すべき 確か 

なる 材料が なか つた もの VJ 見る ベ きで あら う。 

Hi 禮記文 王 世子 を 引用した の は、 これによ つて 武王 在位 年 數を十 一 年，、」 推定す る 計 

算 の根據 ど する ためで ある。 

殷歷以 爲 (六 年) 戊 午 の (六 年) は 衍文 w して 削除したい w 思 ふ。 孟統に 入 b て 二十 九 

章 首 VJ いふの は、 前揭 第二 會 首より 十九 年後で 西紀 前 一 一 一 一年に 當り、 三統歷 では 

周 正月 丁 巳朔旦 冬至になる ので ある が、 殷 歷 では 朔旦 冬至の 日が 三 統歷に 比し 常に 

一 日 宛 後れて 居る こ V」 になって 居る の で、 此年も 周 正月 戊 午朔旦 冬至の 害 どなる の 

は當然 であるが， 此年 (前 一 一 1 二 を 以て 周 公 攝政六 年な ど、 する 害 はない (此^ はせ 
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に 股^ 紀 年に 就 

三統歷 VJ 殷歷 ど 

所で、 (六 年) は 全く 

四 王公 在位 年數 

紀年 する V」 いふ 

であった もの VJ 

伯 食の 在位 年數 

ない。 劉歆 は曆 

で あ る。 

考公就 立食 ど 

が 側に^.、. - 書き 

ふ こ VJ である o 

に對 する 好箇の 

W 上 を 通^し 


述 ぶる 

揭 げ て 

入れの 

己 莱 ま 

である 

え る。 

成 王の 

による 


際に 更 

居る が 

攙 入せ 

，周 王室 

が、 魯公 

引用し 

在位 年 

椎算ビ 


：羊兗 す 

{ ll--a  law 1 


其 

す 

合 


いふの は、 考 公の 名 

入れした る ものが、 

か 、 る こ V」 は 次 _ 

參考 材料で あ る。 

劉 飲の 準 據 せる W 


な 


^ 力 

文 に 

は 完 

文 獻 

十 年 

せ し 

_ 世 本 

つ の 

ほ 三 


る)。 此後 七十 六 年毎に 

ら見て も， こ ゝ は g 早に 曰 


朔 旦 冬 至の 日 取 を 

取 だけ で あ 


相 逢な 

備 して 

ノ  、 

も、； m- 禽 

よ は 

むる た 

では 就 

間に か 

つ 程 同 


い ど 

居 ら 

力 1^ 

大 き 

め に 

で あ 

本文 

檬 の 


思 は れ る。 

ぬ の で、 魯公 

其 初代 伯禽 

王に 事へ た 

い V」 い ふこ 

，これ を 四十 

，り 世 家で は 

に攙 入した 

歹カぁ b ま 


の 在位 年數 

の 在位 年數 

どい ふだけ 

V" よ. り 以上 

六 年 V」 定め 

含で ある の 

もので あら 

揭 (六 年) の 攙 


で 


入 


ベ き 

以 て 

不明 

の で， 

知れ 

も の 

，後人 

V- い 

問 題 


本 史料 を 分類 し， 其 推算 方法 を 吟味 すれば 次の 如 


く で ある o 

U 谋 星の 位置 春秋 外傳周 語に 伶 州 鳩の 話 V」 して、 武王 伐殷の 時に 歲在鹑 火 ど あ 

る こど。 劉歆は 右の 記述 を 以て 當 時に 於け る 天象の 事 實を傳 へたる もの ビ信 じ、 且 

つま 星 は 百 四十 四 年に 百 四十 五次 を 進む る もの ど 信じて 居った が 故 に、 左 傳 及び 國 

語に 於け る 春秋 時代の 歳星の 位 I ^よ b 推算 すれ ば、 例 へ ば晋文 公奔狄 の歲は 西紀 前 

六 五 五 年で 歳星 は 大火の 次に 在 り、 そ れ より 溯りて は 西紀 前 六 七 一、 八 一 五、 九 五 九， 一 

一 〇 三年 等が 超 辰の 歲に當 り， な ほ 鶉 火に 大火より 三次 ほ ど 1 則 にある の で， 伐殷の 歲 

は、 若 し 前 一 一 〇 三より 前なら ば 

6 ひ 5+3  +  12xml4=L 1 L0+12X11 

卽ち 西紀 前 一 一 一 〇 年、 若 く は それより 十二 年の 整數倍 だけ 以前の 年に 當ら なけれ 

ばなら ぬ，/」 いふ こ V」 になる。 (若し 前 一 一 〇 三より 後なら ば  一 0  (」 9— マ 2  x  n どなる。 

I 月の 相 ど 日の 干支 

a 克 殷之歲 

武成  一 月 壬 辰 旁 死覇。 癸 巳お)。 

S 初の 年代  四 五 


來^ 天文 學史 研究  四 六 

0^ 一  月 戊 午 (お)。 . 

周 語 二月 癸 亥 (s)。  . 

武成 二月 旣死 覇粤 五日 甲子 T)。 

四月 旣旁 生覇粤 六日 庚 戌お)。 辛亥お)。 乙 卯お)。 

b 周 公 攝政七 年 

召誥 二月 旣望粤 六日 乙 未 (お )。 

三 H: 丙午 (ぬ) 脚。 

洛誥 戊^ 了) 王 在 新 邑^ 祭歲。 命 作 策。 惟 周 公誕保 文武 受命。 惟 七 年。 

C 成 王 末年 

顧 命 四 月 哉 生覇。 王存疾 不豫。 甲子 (1) 王 乃洮沬 水。 作 顧 命。 翌日 乙 丑 (2) 

成 王 崩。 

d  ^王 十 二 年  - 

^命 惟 卜^  二 年。 六月 庚 午 (7) 肺。 

C  の 引用文 中、 月 の 相 を 示す 字句に 就て はま を 以て 三 曰 月 V」 し. 死 覇 を 朔 V」 し、 生 覇 


を 望 VJ して 解釋 して 居る。 月の 相 VJ 日の 干支 どの 

同樣 なる 關 係に もどる ものである が、 右 の 如き 關係 

それ 等の もの \ 中 にて I 歲星 位置の 條 件を充 たす 

克殷 之歲を 決定す る こ ど が 出來る で あらう ど い ふ 

I の 材料 を 悉く 利用す るた め に は、 先 づ a  b  c  d の 

れ ばなら ぬ。 

M 年次 序列 abed の 四つの 年代 相互の 間隔 

數が 明確なる 記載がない。 劉歆 は、 成 王の 在位 年數 

て. これ を 三十 年 ど 定め、 武 王の 在位 年數に 就て は、 禮 

齡 を手掛 りビ して 

文 王 十五 而生武 王。 受命 九年而 崩。 崩 後 四 年 

矣。 後 七歲而 崩。 (八十 六 は 八十 七の 誤なる ベ 

V- 定めて 居る。 其 計算 は 多少 明瞭 を 欠く 點 ある を 

である。 

s 初の 年代 


關系. i. 旣略 5： 

にある もの を 

もの を 物色す 

の 力 # 敦 の 採 

四 つ の 年代の 

に 就て は、 武 王 

に 就て は、 月 の 

記 文 王 世子に 

而武王 克殷。 

し) 

以 て， こ れを圖 


に は 五 年に て ほ V 

三 統歷に て 推算し. 

れ ば、 そ れ によりて 

りたる 方法で ある A 

間隔 を 決定し なけ 

ど 成 王 V」 の 在位 年 

相の 關係を 顧慮， し 

ある 文王武 王の 年 

克殷 之歲。 八十 六 

示 すれば 次の 如く 

四 七 


で， か く 

年 V」 い 


し て 得 

ふこ ヾ」 
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劉歆は の條 件を滿 足す る もの を 求め て、 偶 然 にも 

殆 ど 豫期 以上 V」 もい ふべ き 程に 成功した の 

たる 解答 は 卽ち克 殷の歲 は 西紀 前  一 一 ニニ 

で あ る o 

里 王公 榼年 周 代の 王公 歷 代の 年數 は、 劉 歆 時代 

に 信用すべき 揃った ものがなかった の で， そ れ 等に 

の 言 用 を 置かなかった もの ど 見える。 しかも 暦法 

によりて 得た る 克殷の 年代に は 充分の 信用 をお き. 

否に 就て は 少しの 疑 をも揷 まなか つ たので、 これ ど 

しむる がた めに は .i$ 公 の歷 代年數 り 方に 二三の 誤 

もの ど 認めて これ を 訂正す る こ V」 を さ へ 敢 てした 

^ は れ る-」 後 ^ 律^ 志 引張衡 論 ^ にー橫 斷 年 數、 損 

考 之 ^ 紀.^  0 數 ご 譏って 居る の は， これ を 指した 


には旣 

は 多く 

力 推算 

そ の 當 

調 VWT せ 

傳 ある 

もの- yj 

S 益 周， 

もので 


新 研究 の 方法 及び 研究 材料 

周^の 年代 を 推定す るた めに 劉 歆の用 ひた 方法 は 頗る 妥當 である。 當時 僅に 殘 

存 せる 斷片 的の 史料 を粜 め、 甚 だ 微妙な り V」 して 當 時に 推 重され たる 三統歷 により 

て 巧みに これ を 整理 し、 か くして 孔子 以来の 宿題に して 太史公 ご雖も 解決し 得な か 

つた 上古の 年代 を闡 明した の で、 し かも 其 推算 は 理路整然、 殆ど 間然す る 所な し ど も 

いふべき 程で ある。 班 固が 推法密 要な りご 推賞した の も ゆ 『然 で あ り、 後 世の 紀年學 

者が 皆 劉 歆を宗 どし 敢て其 右に 出る ものが な いのも 怪 むに 足りない。 殊に 私の 敬 

服 措く 能 はざる の は、 其 證據 V- して 使用せ る 根本 史料 ど、 そ れに 基き たる 推算^ を， 明 

かに 區 別し 得る 様に 記載した る 學者的 用意で ある。 かくして 其 硏究の 全部 を 公開 

し， 其 當 否に 就て 自由なる 批評 を歡迎 する の 態度 を 示して 居る にも 拘 はら す、 爾 來 一 一 

千 年， 今 日に 至る まで 一 も 傾聽に 値する 程の 批評が 出ない の は. 劉 歆 V」 しても 甚だ 不 

本意の こ VJ であらう V」 思 はれる。 况 んゃ證 據文獻 VJ して 引用せ る もの ゝ 一 な^ゆ 力 

ば 歲在鹑 火の 周 語の 記 事) を、 劉 歆の 偽作せ るち の VJ 見る 人 さ へ あるに 至って は 言 語 

闳 初の 年代  四 九 
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逍 0¥ ^の 心事 を誣 

劉歆の 推算 法 は 棰 

b して 見れば 批評す 

1 左傳 及び 國 語に 

發 表して 居る。 

はない。 

2 生 覇死覇 等が 月 

究 が倾聽 すべき 

3 所謂 殷正周 正 ヾ」 

顿 せる 暦法 は發 

4 王公^ 年 に 就て 

ら ぬ o 

是等は いづれ も^ 歆 

る。 私 は 1 2  00 の 新 


究 

？ る 

め て 

ベ き 

あ る 

周 語 

の 如 

も の 

0 す 

達 せ 


も亦甚 

妥當で 

里 J 力 づ 

歲 星の 

にある 

何なる 

である 

る もの 

す， 置 閏 


は， 西晋 時 代 

の 推算 に 對 

らし さ 殳 お 


しどい はな 

あ る が、 其 依 

なくない，』 

-1  一- p  HT  {  & し 

歲在鶉 火の 


け れ 

據せ 


ばなら ぬ。 

る 根本 史料 

，私 は 十 年 前 

は 周 初當待 


五 〇 

の 解釋に 就て は， 今 日 よ 

も 


の 


研究の 結 

實 見に 基 


を 

ク. - 


學界に 

もので 


相 を 指す ものなる か に關 して は、 近 時 故王國 維の 研 


は 周 初の 頃 

は 常に 歲終 

に 世に出で 

して 再調査 

の 下 に， 劉歆 


- - よ 


る 


存在し ない。 

られて 居った 

竹書紀 年を叁 


又 其 頃に 

もの V」 田 3 

照して 見 


な 


定の整 

る o 

れ ばな 


を 要求す ベ き 理由 VJ なる ベ 

の 取りた る もの VJ 全く 同 一 


きもので あ 

の 材料 を 取 


り、 劉 歆の 方法 V」 同様の 方法に よりて 推算し， 如 何なる 結果 を 得る かを撿 したい ど 思 

ふ。 これ は 要するに 劉 歆がニ 千年 前に 試みた る 推算 を 修正し 其 志 を 完成す る 所以 

で、 幸 に 盛 世に 遇 ひたる 學 徒が 二 千年 前の 先輩に 對 して 當然な さなければ ならぬ 責 

務 であら， フ V」 田 0 ふ o 

劉歆 以後に 追加され たる 竹 書 紀年ゃ 金 文 等の 硏究 が， 本 問題に 對し 何程の 貢獻を 

なすで あらう か， 充 分に 考盧 しなければ ならぬ。 

歳 在 鶉 火 

武王伐 殷の歲 に 歳星が 鶉 火に 在った^ いふ こど は 周 語の 景王 二十 三 年 (前 五 ニニ) 

の條に 見えて 居る。 問題に 關係 ある 部分 を 摘記 すれば 

王 將鑄無 射。 問 律 於 伶州鴻 中略 王 曰。 七 律 者 何。 對曰。 昔武王 伐殷。 歲在鶉 

火。 弓 在天 驷。 日 在析木 之津。 辰 在 斗 柄。 星 在天 竄。 星 與日辰 之 位。 皆 在 北 

維。 顓琼之 所 建 也。 帝嚳受 之。 我 姫 氏 出自天 竈。 及析木 者。 有 建 星及牽 牛焉。 

则我皇 妣大姜 之 姪。 伯 陵 之 後。 逢 公之 所 憑 神 也。 歲之 所在。 則 我 有 周 之 分野。 


ま^ 天 文^史 研究 


五 二 


月 之 所在。 

而雨。 下略 

VJ ある。 この 价 

歲 星の 位 ^を 

多く 記載して あ 

よ れ ば、 是 等の 記 

て^ 爲し たもの 

の 事 實を傳 へた 

の 半ば 頃の 人な 

それより 十二 年 

ある こ yj は 疑 も 

で， 劉歆の 使 ffl し 

に 一 般に信 せら 

^である。 周 天 


にお 農祥 也。 我 大祖后 稷之所 經緯也 巾 略王以 二月 癸 亥 夜陳。 未畢 


州 鳩の 說話は 如何に 解釋 すべ きで あらう か。 

記した る もの は、 な ほ 晋語文 公の 條 にあ 左 傳 

る が、 私 が曩に 左傳國 語に ある 是 等の 歳星 記事 

事 は， 皆 戰國 時代 半ば 頃の 著者が、 其 頃の 天象 觀 

で、 此 場合に 於 て も、 「昔 武王伐 殷， 歲 在 鶉 火 マ」 い ふ 

もので もな く. 又 景 王の 時に 伶 州 鳩が 述べた 話 

る國 語の 著者が、 西紀 前 三 六 五 年に 歲 星が 星紀 

一 周 天の 割にて 周 初の 年代まで 溯 ，9、 計 算 によ 

ない。 從 つて 此 記事 は 直接に 周 初の 事 實を傳 

た S 味に て 採用す る こ VJ は 出来ない が、 然 し - - 

れて 居つ た 周 初の 年代 を 示す 材料 どして 用 ふ 

の 十二 次 は 


> ヌ 
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よ hy 
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て 周 初當時 

。 戰國 時代 

ノレ を 觀报 し 

した もので 

ではない の 

て、 戰國 時代 

出來 得べき 


鶉 尾 

ら れ、 鶉 火 は 星紀ょ 


大火 析木 星紀 玄枵 

降婁 大梁 實沈 鶉 首 鶉 火 

で、 歲 星 は 一 年に 一 次 を 行く もの V」 考へ 

b 五つ 前に 當る 故に， 歲在鶉 火の 年 は 

365+5  :kl に m  =  10GG  ±1 に xn 

卽ち 西紀 前 一 〇 六 六 年 か、 又は 其 前後に 十二 年の 整数 倍 だ 

け 進退せ る 年で、 これが 卽 ち戰國 時代に 傳 はって 信せられ 

て 居った 武王 伐殷の 年で ある。 

こ ゝに周 語に 昔 武王伐 殷の時 どい へ るの は ど 

して 居る のか、 武 成に は 一 月 壬 辰 旁死覇 に出發 し， 

に 紂を誅 し、 四 月に 戰 捷報 吿祭を した こどが 書い 

それ ど 同 一 の 年な り や 否や。 

引用文 中、 歲 在 鶉 火に 續 ける 部分 を 吟味 すれ ば、 天 駟 

で あ 析 木 之^; は箕 斗の 間で あ り， 斗 柄 は 南斗の 柄で 

闳 初の 年代 
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こ VJ は 疑 もな く、 又 辰 は 日月の 交^ 點で、 合朔の 時の 日月の 

柄 を 合朔點 ど する 月 は 冬至 月で ある こ V」 も 疑がない ので 

、孟冬 月の m: 末 二十 六 七日 頃 V」 いふ こど 

いふの が 辰 星 (水 星) V」 いふ こ V」 である ど 

な の で、 星 在天 靈 VJ い ふの は 前段よ， ns は 


在斗枘 V」 いふの は 

笾に當 るの で、 星 ビ 

接近して 居る もの 

なければ ならない 

劉 歆は周 語の 記 

孟 冬 月 末 (周 正 十 

周 正 一 月 初 

周 正 一 月 中句 

周 正 二月 初 

歲在鹑 火 は 

星 在天 は 

劉 歆は周 語 伶 州 


位置 ど 

■ 月 在天 

である 

すれば 

約 一 ケ 


五 四 

い ふ 

聊 * 曰 

。 天 

，水星 
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こどで あり 斗 

在析木 之津， 辰 

竄は玄 枵で虛 

は 常に 太陽に 

も 後の こ どで 


の 如く 解釋し て 居る- 


事 ど 武成ど を 調和せ しめんが ために 次 

二月) (周 語、 月 在天 駟 云々) 師初發 

(武 成、 壬 辰 旁 死覇) 武 王出發 

(大 傳. 丙 午 逮師)  武 王師 V」 合 す 

(周 語、 武成、 癸 亥， 甲子) 誅紂 

周 正 一 月 以後の 年の こビ 

誅紂の 時の こど。 

鳩の 說話を 以て 伐殷當 時の 天象の 實 見に 基い たもの V」 信じて 居 


つたの で、 右 の 如くに 解釋 したので 

爲 した る 物語で ある こ VJ は 疑 もな 

の 記事に よつ て 何 を 言 はん V」 して 

關 する 智識 如何 を 吟味して 見なけ 

歲之所 在、 則 我 有 周 之 分野 ど い ふ 

る こど は 疑 もな く、 な ほ 歲在篛 火が 

ないで あらう VJ 察せられ るので あ 

て 前年 十二月 末より 後年 二月 初旬 

火 ど 記 し、 そ れが 前年に 當る か、 後 年 

は 何故で あらう か。 

思 ふ に戰國 時代の 半ば 頃より 末 

徳 終始 說 などが 互に 相 錯綜して 論 

が あ り、 中 に は 一 钝の 誤解に 墓き た 

見える。 現に 少しく 後れて 秦の代 
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の 

を 


で. 我 々は 戰國 時代に 作爲 され 

以て 講究し なければ ならぬ C 

ふ 意味で ある こ V」 は 殆ど 疑 も 

は あるまい か。 韋 昭 (吳) の 解 に 


卞 すら 赏 行され て漢 初まで 傳っ て 居る 稃な 

の 、月次 推算に 就て は. 極 めて 慎重なる 注意 

W 川 文 中、 前 段 辰 在 斗 柄まで が、 孟 冬 月末 どい ふ 

其 次の 部分が 或は 重要なる 意眛を 有する ので は 

星 與 日^ 之 位。 皆 在 北 維。 

星辰 星 也 中略 北 維 北方 水位 也。 

顓^ 之 所 建 也。 帝嚳受 之。 

建立.？^。 顓頊帝 嚳所代 也。 帝 嚳周之 先祖 

郊稷〕 顓琅水 徳之王 o 立 於 北方。 帝嚳木 

受殷之 水。 猶嚳之 受顓頊 也 

V」 いふて 居る が、 私 はな ほ 一 步を 進め て， 皆 在 北 維 

に^る 孟 冬 十月が、 古顓頊 i の 年始 若く は 正月で 

いかど 忍 ふ。 

思 ふに 國^ の 著者 は、 五 行 相生說 により て、 帝 王 相承の 順位 を 


たる も 

fir  r  ？  » 

な.：' 力 


后稷所 出。 禮祭法 曰。 周 人 

德。 故 受之於 水。 今 周 亦 木 


稀嚳而 

德。 鬵 


顓頊之 所 建 也 V」 いふの は、 北 方 水位 

ある、/」 いふ 意 朱に 解すべき ではな 


水 木 火 土 金 水木 

顓頊帝 嚳堯舜 夏殷周 

ど 見た の で、 顓頊 ど帝嚳 どの 關 係が 丁度 殷 ど 周^の 關係 であ り、 顓頊 時代に 行 はれた 

る 古 顓頊^  (北方 水位の 孟冬 十月 を 年始 どす る もの) が 再び 殷 末の 時に 行 はれて 居つ 

たもの，、」 し、 從 つて 武 成の .一 か^^^お^.、」 いふの は、 殷 末の 曆卽ち 古顓頊 暦に より 

たる 一 月 旁死覇 である V」 し、 なほ 旁 死覇は 下弦 以後の 月末で ある^ 解釋 して 居った 

ので， 結局 一 月 壬 辰 旁 死覇ど いふの は^^^お ぞ辰 どい ふこ ビ になり， それに 相當す 

る 如くに、 月 在天 駟、 日 在析木 之津、 辰 在 斗枘ど 記した もので は あるまい か。 

斯^に 解释 すれば、 周 語 伶 州 鳩の 說 話に 見 ゆる 周 初の 天象 は、 全然 武 成の 記事に 基 

、一」 碟稟 した ものに 過ぎない ので. これ は戰國 時代に 於ても 周 初の 日月 を傳 へたる 

文献 は 頗る 乏しく、 武成は 其 極めて 稀れ なる もの ゝ 一 であった らう こど を 思へ ば、 誠 

に 當然の こ ど で 少しも 怪しむ に 足りない。 

H 昔武王 伐殷。 歲在鶉 火。 

3 月 在天 駟。 日 在析木 之津。 辰 在 斗 柄。 
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g 星 在天 鐘。 

>g 星 與日辰 之 位。 皆 在 北 維。 顓 S 之 所 建 也。 帝嚳受 之。 

-、」 いへ る 中， 第 二 段 は 一 月 壬 辰 旁 死 覇に當 り、 第 三 段 は 約： ヶ月 後の 二月 癸 亥 夜陣に 

當 り、 第 四 段 は 殷末當 時には 孟冬月 を 以て 年始 ごする 古 顓頊曆 が 行 はれて 居った ヾ -- 

いふ こ V」 を 記して 居る ものである。 斯 くして 武王 伐殷の 行動 は 一 月末より 始まつ 

て 二月 末に 終った こ VJ になって 居る の で、 第 一 段の 歲在鶉 火 は 明かに 其 年に 關 した 

もので 少しの 疑點 もない。 

要するに 武 王. 伐 殷 の 年、 卽 ち武茈 にある 一月 壬 辰 旁死覇 乃至 二月 甲子 誅紂 等の 事 

件の あつ た 年 V」 して 戰國 時代に 認められて 居った の は、 西 紀前 一 〇 五 四、 一 〇 六 六、 一 

〇 七 八， 一 〇 九 〇， 一 一 〇 ニニ 一 一四、 一 一 二 六  等の 中で なければ ならぬ V」 いふ 

こ V」 である。 私 は 周 初の 年代 は戰國 時代 頃まで は 誤 b なく 傳 へ られ たもの が あつ 

た で あ ら う V」 思 ふ の で、 右 に 得た る 所 を 以て 有力なる 材料 V」 見做 し， 他 の 方面の 史料 

VJ 如何に 調和す るか を 攻究しょう VJ 思 ふ。 

^^の 著者が 武成 を解释 する ために 用 ひた 古 顓頊曆 なる もの は， 後 に傳 はらない 


の で、 其 詳細 を 知る こ V」 が 出来ない が、 戰 國 時代に は 春秋より 溯つ て 周初殷 時代まで 

の歷史 に當篏 めん ど 試む る 種々 の 暦法が 考案され たもの なので， 後世まで 傳 はった 

ゝ め に 今日な ほ 講究の 出來る 顓頊曆 ゃ殷曆 など ゝ 同じ く， 戰 國 時代に 提案され たる 

暦の f 種に 相違ない。 後に 秦が 天下 を統 一 した 時には、 鄒衍の 五行 相勝說 によりて 

帝王 交替の 順位 を 

土 木金 火水 

黄 帝 夏 殷周秦 

VJ  ^ 匸、 秦 は 水德を 以て 王た る もの^ 考 へ たので、 自ら 顓頊の 後な -9 ど し、 當 時 施行の 

0 を 領 頊曆ビ 名 づ け、 孟 冬 十月 を 以て 年始 ざし 端 月 (正 月) VJ して 居る の は 有力なる 參 

考事實 である。 

顓頊 暦、 殷曆、 及び 古 顓頊曆 、殷曆 古法 等、 戰國 時代に 提案 さ れ 論議され たる 暦法の 硏 

究 は、 三 正論 及び 五德 終始 說の 研究 ど 相俟って、 戰國 時代に 於け る 學術發 ^史 の鬧明 

に^し^: 力なる 材料 を堤洪 する であらう W 思 はれる。 な ほ 他日 の 講究 を 其した 


« ^天文 SS- 史硏究  六 o 

周 初 時代 に 於け る歲 星に 關 する 說話 は、 な ほ 晋語 にも あ- り、 姜 氏が 晋の 公子 宽 耳に 

說く辭 の 中に 

吾閜晋 之始封 也。 歲在 大火。 閼伯之 星 也。 實紀 商人。 下略 

ビ あ る が、 大 火は鹑 火より 三年 後に 當 るので、 これ は唐叔 虞の 始めて 封せられ た のが- 

武王 伐殷の 年より 三年 後. か 又は 十五 年後 か V」 いふ こど を 示して 居る。 始 封の 年 は 

史に 明記 はない。 なほ 後に 論す る こ V」 ゝ する。 

月の 相、、」 日の 干支 

1 肶 V」 生 靳死覇 

肶が 三： ：！ 月で ある こ VJ に 就て は 疑 はない が、 生 覇死覇 が 月の 如何なる 相 を 指す も 

のなる か に 就て は古來 著しき 意見の 相逮が あ り、 劉 歆の 解釋は 一 見必 すし も 妥當ヾ J 

は忠 はれない。 俞樾 の生莉 死靳考 には此 問題の 眞相を 述べて 詳細に 論究して 居る 

が： 史に 近時 故王國 維の 提出せ る 新 說 (國 學叢 刊卷ニ 十， 生 覇死覇 考， 觀 堂 集林卷 頭に 採 

錄) は 船る 傾^すべき ものである。 其 說 によれ ば、 旣 生 霸旣死 覇等は ある 特定の 日 を 


指す もので はなく 二 ヶ月 を 四 分して 七日 乃至 八日 宛の 區切 どし、 これ を 

初士 a 旣生覇 旣望 旣死霸 

ど稱 へ たもので あ b. 哉 生覇. 旁 生覇， 哉 死霸、 旁 死覇ど いふの は、 それぐ 旣 生霸. 旣 死ぎ 

の 第  一 n  、第二 日 を 指す もので あらう^い ふので、 其 論證 どして は， 宣王 時代の もの^ 

思 はる 、虢 季子 白 盤、 吳尊 蓋， 師虎： 欽， 伯^ 父 盤、 及び 頌鼎 ぼ歆， 頌壺. 及び 幽王 時代の もの 

ビ思 はる、 師兌歆 等に ある 銘文、 それに 武成 及び 顧 命の 日月 を 引用して 居る。 なほ 

生霸^ 也. 死 莉朔也 ど いふの は. 劉歆の 始めて 提出した る 私見で、 漢 代までの 諸 儒の 怠 

見 は、 今 文 家 古文 家 共に これ ど 一致し ない こ ，、」 を立證 して 居る。 理路 頗る 明白で、 私 

はこの 說 に贊 成し、 こ の 見解に 基いて 周 初の H: 月 を 吟味し て 見よう ど S ふ。 

思 ふに 初^ 旣生覇 、旣 旣死潁 の 四 分 月 法 は、 後に 西洋 方面に て發 達する に 至りた 

る 週 法の 原始的の もので あり、 周 初に 周の 民族に よりて 輸入され たもので あらう ど 

思 はれる が. 支那 本 國には 上代 以來. 月 を 三分す る 旬 法が 旣に 久しく 行 はれて 居つ す 

ので， 新お 人の 週 法 は 一般に 用 ひらるべき 餘地 もな く、 發展 せす して 終った もので あ 

らう。 なほ ぎ は 旬 法 週 法 を 問 はす 月の 初口".」 して 用 ひられて 居った もので あらう 
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が. や がて 二十 八 宿 法に よりて 溯.^ たる 朔を月 初 ごする に 至った の で、 混 雜を 防ぐ た 

めの 關 係から も 早く 忘却され、 かくして 肶、 生霸、 死覇 等の 文字 は， 劉歆 時代 に は、 一般に 

は 旣に其 意味が 不明- V」 なる 程に なって 居った もの ど 見える。 

なほ 王國 維の 生覇 死^ 考に は、 四 分 月 法 を 以て 朔 から 晦 までの 一 ヶ月 を 四 分した 

る もの、 如く 見て 居る が、 私 は 前述の 理由に よりこれ を 少しく 改めて、 脾 より 始まる 

一 ヶ月 を 四 分した る もの V」 見たい ど 思 ふ。 頒曆の 如き 方法に よ，^ て 前以て 月の 區 

切， 9 を 知らせる ビ いふので はな く、 自 然 的に 新月^ 見て これ を 脾.、 」 し 月 初 V」 し、 そ れ 

よ， o 七：：： おに 區 切りて 初 吉、 旣 生 覇， 旣 望， 旣 死 覇.、 」 名 づ け、 最 後の 旣死覇 だけ は 或は 八 

日 或は 九 口 で， f 月の 見 ゆるまで 績 ける こど ゝし たもので あらう。 從 つて 過 法 ど 後 

の朔 s!f 月 V」 を對照 すれ ば、 大 體 次の 如き もので あつに らう V」 思 はれる。 

初吉 旣生覇 旣望 旣死覇 

神 3  1 9  S  II ^  n —— ^  S II 1 

2 記述 は當 時の もの か 


召 -S  ，洛 誥， 及 び 顧 命 は 今文尙 書-、」 して 傳 へ られて 居る も の、 武 成 及び 羅命は 漢書 律 

歷志 中に 引用され て 居る ので 所謂 中古 文 どして 傳は りたる もので、 是等は 何れも 古 

くから 傳來 せる 根本 史料 を 孔子が 整理し 編纂され たもの どい はれて 居る。 思 ふに 

孔子の 時代に は、 數 百年 を 溯りて 月の 相 を 推算 せん^ 試みる 程の 自信 ある 曆法 はま 

だ發^ して 居らな か つたで あらう し、 又 現に 寿 秋の 暦日の 場合に は、 頗 る亂雜 なる 當 

時の 暦日 を 記録の ま、 に 編纂し 少しも 手 を 加へ たる 痕跡がない の を 以て 見れば、 是 

等 周 書の 日月 も 亦 傳來の 有の 儘を傳 へ て 居る もの で、 決 して 孔子 時代に 作成した も 

の で も、 褒 王した もので はない に 相 逢ない。 前節に て 研究した る 所に よれ ば、 戰 ^  0 

t に 乍ら れ たる 周 語の 中に は、 武 成の 日月 を 其 ま、 飜案 して 載せて 居る ど S はわる 

ので、 これによ つ て 見ても 武 成の 日月 は 古き 傳來の ものである こ V」 が 察せられる。 

H し 細心に 注意し なければ ならな いのは、 戰國 時代より 秦漢 にかけ て は、 夏 正 周 正 

の 論が 喧し く. し かも 其 中には 秦 時代に 十月 を 以て 歲始 どす る？， - いふ 程に 一 俚った も 

の もあった ので、 或は 古くより 傅 はれる 記鈸 中に ある 月 名 を も 改訂した こど 力ない 

ども 限らない こ V」 である。 しかも 改訂 はも V」 ^^訂正 者の 誤解に 基いて 居る ので 

初の 年代  i 一一 
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或 は 0 に 成 は 後 に、 必 しも 一 定 して 居な 

序で は 一 月 戊 午、 尙 書大傳 及び 周 本 

した：；： が、 現行 の 律 5i 志引武 成で は 三月 

月であった ものが 傳寫の 間に 三月 ど 誤 

は 二月 甲子 V」 なつ て 居る が、 粜 解に は徐 

甲子 V」 なつ て 居る。 

卞 -1:^:4 惟 十 有 一 年、 武王伐 殷.ー 月 戊 午" 

切つ て 用 し， 惟 十 有 一年 武王 伐殷 どい 

どい ふの は 二 年後 (十三 年) の 時の こどで 

玉 裁 (古文 尙書 撰 異) が、 書 序の 古き 形に は 

ので あらう V」 して これ を解释 せん どし 

死 ^ 3 は， 一 月 戊 午、 師 度 于孟津 を 以て 觀 

節に 述ぶ るが 如く、 九 年 觀兵十 一 年伐殷 

胶 の^-に 關 する もの ど 見た い。 


た 四 

いか も 知れぬ。 現に 武 王の 孟津を 渡った 日 

紀 では 十二月 戊 午 どなつ て 居 り、 又 殷を 滅ぼ 

甲子 どなつ て 居る が、 これ は 明かに 始めは 二 

つた もので あらう ど 思 はれて 居 り、 周 本紀で 

廣曰ニ 一  作 正 ど 注して 居 り、 齊 世 家で は 正月 

• 師度于 孟津」 V」 あ り、 律 歷 志に はこれ を 二 段に 

ふの は觀 兵の 時の こ V」 であ り. 後 の 一月 戊 午 

ある VJ して 居る。 これ は 甚だ 無理な 話 で、 段 

定めし 前後 兩 段の 間に 若干の 文句が あった 

て 居る の も 容易に 首肯し 難い。 王國維 (生覇 

兵の 時の こ ノレ 、見よう V」 して 居る が、 私 は 後 

であつ たこ VJ ゝ思 ふので， この 書 序 全 體を伐 


書 序の 作者 は. 自 ら 推算して 日月 を 作つ た V」 は 思 はれない の で， 定 めし 眞 古文 大誓 

の 中に あった 記述に 基いて、 一月 戊 午 師度于 孟津ど 序した もので あらう ど 思 ふ。 伹 

し 經には 單に戊 午 V」 あつたか、 或は 二月 戊 午 (武 成 二月 甲子の 六日 前に 當 る) ど あ つ た 

も の を、 作 者當 時の 考に て、 周 正 二月 は殷正 一 月な り V」 解釋 し、 誤 解に 基き て 一 月 戊 午 

V」 記した もの か ど 思 はれる。 いづれ にしても 一月 戊 午 は， 確 かなる 證據 V" して 周 初 

年代 研究の 材料 V」 する こ VJ は出來 ない。 

尙書大 傅に 「惟 丙午 王逮ニ に 還に 作 る) 師、 前 師乃鈹 凝 躁、 師 乃 滔、 前 歌 後 舞」 ビ あり、 或は 

大 誓の 本文 か VJ いはれ て 居る。 なほ 律歷 志に は 一月 に 「癸 巳 武王始 發、 丙 午 逮 師、 戊 午 

度 于孟津 j  (現 行律歷 志に は 丙午 還 師 ど な つて 居る が、 詩 大明疏 引律歷 志に は 丙午 逮師 

ヾ」 なつ て 居る ので、 この 方が 原文の 形で あらう) V」 あるの で、 兩 者の 關係 如何 は 頗る 微 

妙なる 問題で ある。 思 ふに 劉 歆は周 語 V」 武成 VJ を 調和す るた め に、 師 は先發 し、 武 王 

は 後から 出發 した こど ゝし たの で、 逮 師を 必要^  ..L  、大 傳 V」 は無關 係に か 又は それ を 

誤解して 丙午 逮師 VJ 述べた もので あらう。 大傳の 原文 は 王 鳴 盛 (尙 ^ 筏 案) の 說 0 如 

く 「惟 丙 午 還 師 j で、 觀 兵 還師の 時の こ^で あ り， 伐 殷の 一月に 關し たもので はなかった 


来 作 天文 ffi- 史 研究  六 六 

の が. 却 て 後世に 至り 律媵 志に 影響され て 逆輸入 的に 丙午 遠 師ど變 じた もので あら 

うど S はれる。 

周 初に 於け る 月の 相 及び 日の 干支に 就て に、 劉 歆の 採用せ る 材料の 外に， なほ 逸 周 

害に^? 干の 記載 あ り， 殊 に 世 俘 解 は 全 體が武 成 ご 類似して 居る 上 に、 日 月の 記载は 劉 

歆の 引用せ る武 成より は 少しく 多 く、 酆 保 解 及び 寶典 解に に朔の 干支が 載せて ある 

が、 是 等 も 亦 周初當 時の 記 錄の傳 はりた る もの ご 見做して、 周 初年 代 推定の 材料に 供 

し 得べ きか 否か は、 愼 重に 考究して 見なければ ならぬ。 私 は 後 節に 述ぶ るが 如き 理 

由に よ.^、 逸 闳 ^ 所載の 日月 は、 律 歷志 世經に 於け る 劉歆の 推算 を 見て 然る 後に 作製 

したる もの ど 認める の で、 周 初年 代 決定の 材料 VJ して は價 倣な きもの V」 し、 これ を 採 

川し ない。 

^  間 初に 於け る 月の 相 V- 日の 干支、、」 の關係 を硏究 する ための 根本 史料 ごして 

は， 私 は 武 成、 召 誥. 洛 誥. 顧 命， 畢 命 を 取 h , 國 語， 書 序、 大 傳. 史 記、 逸 周 書. 緯 書 等 は 第二次 的の 

もの., j  L てこれ を參考 する 稃 度に 止めよう V」 思 ふ。 

3 月次. が 列 


武 成に 記載され て ある 伐 殷の歲 の 日月 は 

i 月 壬 辰 (？， i) 旁 死覇。 癸 巳^)。 

二月 旣 死霸粤 五日 甲子 (1 )。 

四月 旣旁 生覇粵 六日 庚 戌お)。 辛亥 (化)。 乙 卯 (K)。 

であるが、 劉歆の 如く 死 覇を朔 、生覇 を望ビ して 解释 すれば、 二月 ど 四月 どが 相 調和し 

ない。 劉歆は 二月 V」 四月 V」 の 間に 閏月 を 置き 

正 g 辛 卯^) 朔。 二月 庚申 (2 朔。 閡月庚 寅^) 朔。 、 

一二 月 己 未お) 朔。 四月 己 icfn 朔。 

^して これ を 解決す る こどに した が、 恰も好し、 三統歷 によれば 此年は 周 公 攝政五 年 

朔旦 冬至の 歳より 十 年 前に 當 \曆 法 上 丁度 二月に 閏が ある べき 箬に なって 居る の 

で， 豫 てより 三 統歷を 以て 天地 自然の 暦法で あり、 遙 かの 上代より 行 はれて 居った も 

の V- 考 へて 居った 劉歆 は， これによ りて 愈三統 歷に對 する 確信 を 得た こ^-であった 

ら う V- 思 はれる。 

然し 其 後の 多くの 學者 は、 少くビ も 周 初の 頃に は 必すゃ 歲終閔 が 行 はれて 居った 

闳 初の 年代  ブイ 
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もの V」 信じて 居る の で、 劉 歆の閎 二月 を 以て 當 時の 事情に 合 は ぬ もの V- し、 何 等 か 他 

に疏 通の 方法 を講 せん？」 苦心して 居る。 林 春 溥 (克 殷 口 記) は、 一 月 二月 はま だ 殷の代 

なので 殷正を 用 ひたる 1 月 寅 月で あ り、 四 月 は 明か に 周の 代 V」 なった ので、 周 正によ 

れる 卯月で あらう V- して 武 成の 日月 を 整理 せん ど 試みた が、 同 書の 卷 末に は、 此 說 は 

自分ながら 無理ら しく 思 ふぐ. -斷っ て 居 り、 陳 目 綱 (漢 志武成 日月 表) は， 一 月 二月 は武王 

^^の 一 月 二月 で、 此 場合 は 亥月 子 月に 當 り、 四 月 は 周の 代の 秩序が 立った ので 周 正 

を 用 ひたる 卯月で ある どして 居る が、 この 兩說は 共に 頗る 無理 で、 如 何に 此 問題に 就 

て學 者が 窮 して 居る か を 示す だけの もので あ b  、到 底 周初當 時の 事實 である V」 は 思 

はれない。 

殆ど 行^りた る武成 日月の 解释に 對し疏 通の 途を 開いた もの は 生 覇死覇 に關す 

る王阈 維の 新說 である。 其 說に從 へば 

I 月 戊辰 朔， 壬 辰 旁 死霸は 二十 五日， 

二：！ T 戊^ 朔. 旣 死覇 二十 三日 庚 申、 粤 五日 甲子 は 二十 七日 

三月 丁 卯朔， 


九 


c . 四 

月 

月 

m 
月 

月 * 

3  Q 月 " 

欤 m 

m 

•• 四 

月 

—舉 
一 丘 • 

月 共 

m 
J 兵' 

網 e 陳 

月 

殷 
月 

股 

鴻春林 

••， ，卜 #  I*  J  維國王 

四月 丁酉 朔、 旣 旁 生霸は 十日 丙 午、 導 五日 庚 戌は寸 

四 日 

(律歷 志引武 成に は， 1H ハ日庚 戌 どなって 居る が- 

•  壬 辰 I 

王國锥 は， 武 成の 原文 は粵 五日 庚 戌で あつ て眷， 

. .  (丙午) d 

歆が五 を 六に 誤った もの ど 見た であらう) (戈 午) 』 

一 し 

ど なる ので- 是 等の 日月 は 其 儘に て 誠によ く納 つて 居 甲子 * 

る。 實に生 翳 死 霸に關 する 王國 維の 新說 は， この 武成 

曰 月の 問題から 思 ひつ いた ものな ので あらう が、 千 古 

の 難問題が 如何にも すら ）^  V」 解釋 さる、 V」 いふ こ 

ノレ は、 新 說 の妥當 なるこ ど を 示す ど 同時 に， 又 一 方に は， 

武 成が 周初當 時の 眞實の 記錄で ある こ ビ の 信 賴を强 

める もの VJ い ふこ V」 が出來 る。 

月次が 周 正によ つた もの か殷 正によ つた もの かど 0  * . 

乙卯キ 

い ふ こ VJ は 問題で はない。 周 初に は 周 正 も殷正 もな 

^初の 年代 
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く、^  ^の 幼稚なる 智識に て出來 得る 限り 所 

相逮な い。 

月次 序列に 關 する 稱々 の說め 相互 關係を 

周 初の 月朔表 


謂 S 正に 近き 曆を用 ひて 居った もの に 

圖示 すれば 下の 如くで ある。 


1 傳來 の記錄 

前節に 講究せ る 所に よ り、 周 書 に 記 

肶の = を 椎^し. これ を 列記 すれば 次 

a 武 成の 歲 

1 月 壬 辰 (お 旁死覇 

二月 旣死葫 ^五日 甲 子 (1 ) 

四月 旣夯 生蒴粤 六日 庚 戌お ) 

S し粤五 n 庚 戌 V」 取れ ば) 

b 召 誥の歲 


載せる 月の 相に 基 き、 そ れ の 月の 初日なる 

の 如くで ある。 

故に 庚 午 (7  0 

故に 已 亥お 0 

故に 丁酉お 0 

戊戌お) 肶 


二月 旣 

三 月 

C 顧 命の 歲 

四月 哉 

d 畢 命の 歲 

六月 

2 推算 月朔表 

劉歆 は三铳 

五三 〇 八 六 VJ 

て 一 日の 差 を 

は、 異 正の 合朔 

朔を 推算 すれ 

周 初 の^代 

闳 初 


望 粤 六日 乙 未 (お ) 


生覇の 後に 甲 子 (1 ) 


つて 居 

する 箬 

り 〇• 五 


二. 五 

」 於て は 

の ■ 年代 


周 初の 日月 

.眞 正の 値よ 

あ り、 な ほ 其 

後 に 當 つ て 


故 に 丙 子 B) 肶 

丙午 (S 肶 

故に 丁 巳 (M ) 以 前 

^ 午 (丁  )月 

を 研究し た が、 三統 

り 〇•〇 〇 〇 二 七 だ 

基點に 取った 太初 

居る の で， 三 統歷を 


日程 早 

ま よ り 


誤 つ 

定 の 


歷 では 一 ヶ月の 長さ を 二 九. 

け 長いの で、 丁度 三百 年 に 就 

元年 前 十 一 月 甲子 朔旦 夜半 

用 ひて 溯りて 周 初の 頃の 合 ■ 


て 居る 

晉 法 は 


箬 である。 

な く、 月 は 三 


日月の 見え 始め を 以 て 肶 ノレ 

七 1 


よ 

近 


の 


し 


實 


て 
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し 月 初 VJ する 程度で あ 季 節に 就て は、 大 體 立春の 頃 を 正月 ごし 年始 

々歲終 間 を K きて 調節して 居つ たで あらう ど 思 

小の 交替 や、 置 閏の歲 など は 到底 今日より 推定す 

暦法の 如何に 論な く、 た V 成る ベ く當 時の 朔晦に 

記錄 VJ 比較 すれば よ い。 

私 は簡單 なる 推算 法 を 撰びて， 先づ ォ ッ 。ホ ル ッ 

六年ュ リク ス肟 四月 八 = (ュ リク ス積日 一 三 三 二 

であった こど を 見. そ れ によ， 5 て 其 年 正 月 (夏 正) 朔 

ォ暦ニ 月 二十 九 口に 當るこ V」 を 知りて これ を 基 

歴 にて 章 首に 當る 西紀 前 一 〇 七 四 年末 を 始め ヾ J 

連大月 は 前 一 〇 六 六 年の 年始 を 中に 挾みて、 一 五、 一 

^^如き 周 初 月 朔表を 作製した。 

この 月 朔农は ほ 3- 當 時の贲 際に 近い もので は あ 

1 の 想^れに 過ぎない の で、 當 時赏 行の 唇 日 はこれ 


る、 の で、 其當時 

こ V」 は出來 ない- 

き  もの  を  推算し 

， の 日蝕 表に よ 

六 四) 午 前 1 時 (支 

干支 は 戊 戌お ) で • 

，/い し、 閏 月の 揷入 

て、 三、 二、 三、 三、 二， 三 

七、 一 七月 每に置 

ら ，フ ノレ 田 5 はれる 

に 比し て、 朔 の 干 


？ 、 

力 

支 


ヾ」 する 樣 に， 時 

行せ る 月の 大 

從 つて 我々 は 

- これ を當 時の 

，西紀 前 一 〇 六 

地方時) が合朔 

陽曆 (グ レゴリ 

■ 殷歷 又は 三統 

年 目の 年末に、 

こ ゝ して 別 

要するに 單に 

で 一 日， 季節 で 


3 年代 推 

前 兩 項 

年 VJ して 

3  3 

o  o 

1 1 

等で ある 

o  6 

3  6 

o  o 

1 1 

の 三 つ で 

が， こ の 三 

武 成の 

範圓內 に 

〇 一 五 又 


月の 差 は 觅れ ない こ 

〔別表 析 込み 圖〕 

定 

にて 製作せ る 記 錄ど推 


見な けれ ばな る ま 


算ビ を對照 すれ ば、 武 成の 日月に 近き もの を與 ふる 


o 

4 


J  7  2 

9  9  o 

o  o 1 

111 


2 

1 


5  6  6 

ひ o  o  o 

1111 

第 S 節に 考究した る 歲在鹑 火の 條件を も 併せて 満足す る もの は 


力 

o 

1 


ある。 肶の 

つ の 中 最も 

歲 VJ して 前 

ある もの ゝ 


日 取が 僅に 

よく 適合す 

一 〇 六 六 を 

中に て 物色 


る 


し 


宛 

の 

*ロ 

1 ョ a 


出 

"I  一一  P 


の歲 


な の で、 嚴格 

前 一 〇 六 六 

び畢 命の 歲 

一 〇 五 七 又 


に 論す る 

年で ある- 

は 其 以 後 

は 一 〇 五 


V」 は出來 ない 


は 一 〇 一 〇 等 どなる が、 更に 武 成の 歳 


どして 一 〇 三 〇 及び 


, て i 

一， 畢命 

一 〇 


> 卞 3 當の 

の歲は 一 

二 を 採り 


抝 初の 年代 


七三 


畢召武 

命锆成 

のの の 

^歳歳 

(d)(b)(a) 

第 

I  0 1 w 

一 

第 

o 〇 o 
—五六 
〇 二 六 

二 

第 

九 〇 〇 
九 一 〇 

=■ 

第 

九 〇 〇 
七 一三 
四 六 〇 

四 

第 

〇 〇 一 
五 九 〇 

五 

第 

〇 〇 一 
四 八 〇 
六 八 二 
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第 1 1 、第 三. 第 四 は d に 於 て、 第五、 第 六 は a に 於て 無理が 大きい ので、 結局 第一 案が 比 

較的 最も 無難. たどい ふこ どに 歸着 する。 

顧 命の 歲は畢 命の 歲 より 十二 年 前に 當る こ 

1 案 を 採れば 西紀 前 一 〇 二 七 年 どな り、 月 朔 表 

十五 口に 當 り、 ィ の條 件を滿 足して 居る。 


V」 は 書の 內容 より 見て 明かな の で、 第 

によれば 四月 庚 戌お) 朔 で， 甲 子 は 月の 


年次 序列 

周 初 の 書 相互の 年次 序列に 就て は、 明瞭な る 

ない。 我々 は^ 面の 問題 を 成るべく 狹く 限り 


記載がない の で. 學 者の 意見が 一 致し 

て 


a 武成 克 毅の歲 

b 召誥 

,b 洛誥 周 A ム攝政 七 年 

C 顧 命 成 王 末年 

d 畢命 康王 十二 年 

の 五つの 書 相互の 間 

七 年， 顧 命が 成 王 の 末 

しも 疑 はな く、 從 つ て 

逋に は洛誥 V」 同年の 

いて 周 公 攝政五 年の 

に は 三十 年 V」 見られ 

何れにしても 三十 年 

年 VJ いふ こビに 就て 

る の で、 其 間隔に 條件 

闳 初の 年 


畢 命 

VJ  d 

の ノレ 

の も 

居 る 

い ふ 

學者 

あ り 


旁 死 p、s 死 覇、 

旣旁生 顧 

础、 旣望 


哉 生霸の 後に 甲子 

月 

考 ふるに、 武 成が 克殷の 歲、 洛 誥が 周公攝 政の 末年なる 

康 王の 十二 年の ものである こど は、 其 內容 から 見て 少 

の 間隔が 十二 年で ある こ^は 明かで ある。 召 誥は普 

られて 居る が、 鄭 玄は大 傳に五 年 營成周 ど あるのに 基 

ビ 見て 居る。 其 代りに は 成 王 親政の 在位 年數 が、 普通 

を、 鄭 玄は 二十 八 年 ど 見て 居る の で" VJ  C どの 間隔 は 

どに なって 居る。 要するに b  C 間 三十 年. cd 間 十二 

間に 異說 がない。 これ は bd 共に 咄の 干支が 記して あ 

三 五. 四 二、 四 七 年 等に 限ら れ、 多 くの 異說 を容 る、 餘 地が 

七 五 


で 

> グ 
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ないた めで あらう。 成 王 

外 に は、 ま 3 及 びお 記に 據る 

推お が设 もよ く 適合す る 

問 四十 二 年 說に從 ふこ^ 

a ビ b ど の 間隔 は、 一 方 

1 定 しな い。 劉歆 の解釋 に 從 

を 用 ふれ ば、 九 年お く は 十四 年 

に關 して は 古 來異說 頗る 多く- 

る  周  卞：： ：  の  紀年は  文王受  命の  歲 

崩した る歲 VJ  、受 命の 歲 ど の 相 

の^ 雑 を 加 へ て 居る。 

a ど b  VJ の 間隔 を定 むる た 

王克胶 後の 在位 年 數、 崩 後 周 公 

るか を 明か に すれば よいので 


親政 在位 年數 


は， 劉歆の 三十 年說 


七 六 

ビ 奠玄 ひノ 


さ IP  .3- 

る C 

死霸 

た X 

の. 中 

，容易 

か ら 

互 間 

め に 

の攝 

あ る 


力 な 

、又 他 

二方に 

八 年若 

でな け 

に歸着 

數 へ た 

隔 如何 

は， 月 の 

政に 至 

が、 是等 


が、 b  d の 間隔 

之 を變更 すべ 


i 出 

I 月 


も 

ネ 

る 


ま 


力 ISP  L 

十三 年 

ならぬ 

所 を 知 

ヾ」 いは 

ふ 問題 


き 

な 


之 

る 


て 居 


戮 する も 

での 間隔、 

する 直接 


を 

る 

し 


四十 二 

もない 

で、 生 環 

であり- 

るので 

な ほ 殷 

カ伊殷 

て u}0 る 


以外に は、 記 

び 召 誥 は 攝 

材料，、」 し て 


十八 年說以 

ヾ 」 して 肶の 

で、 私 よ b  d 

覇の 解釋で 

國 維の 解釋 

る が、 此 問題 

周 初に 關す 

歳 文 王 の 

で、 更 に 一 段 

によりて， 武 

の 何年に 當 


二 

等で 

な ら 

ホ 


チ 


洪箱 

金滕 

洛誥 

年。 

書 序 

ありこ 

ぬ o 

周 語 

晋 語 

管 子 小 

呂氏春 

首^: 篇 

尙書大 

密須。 


惟 十 有 三祀。 王 訪于箕 子。 

旣克殷 二 年。 王有疾 弗豫。 

戊お 王 在 新邑。 ^祭歲 中略 在 十 有 


月。 惟 周公誕 保 文武 受命。 惟 七 


惟 十 有 一年。 武王 伐殷。 一月 戊 午。 師渡 盟津。 作大誓 三篇。 

れ だけで は 決定し 得ない の で、 此 他に なほ 色々 の もの を參考 しなければ 

昔武王 伐殷。 歲在鹑 火。 

吾 聞。 晋之始 封 也。 歲在 大火。 

問篇 武王 伐殷。 克之。 七年而 崩。 

秋 制樂篇 几 文 王立 國。 五十 一 年而 終。 

(武 王) 立 十二 年而成 甲子 之 事。 

傳 天 乃 大命 文 王。 文王受 命。 一年 斷虞芮 之 質。 二 年 伐于。 三年 伐 

四 年伐畎 夷。 五 年 伐耆。 六 年 伐崇。 七年而 崩。 
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周公攝 政。 一 年 救亂。 

制 f ぉ樂。 七 年 致 政 成 王 

リ^ 記 文 王 世子 文 王 

曰。 女 以爲何 也。 武王 

者 謂 年齡。 齒亦齡 也。 

三而 終。 

ヌ史記 周本紀 詩人 道- 

略 九 年。 武王 上祭于 畢_ 

百 諸侯。 諸侯 皆 曰。 紂 

年 巾 略 以東 伐紂。 十 一 

至 于商郊 牧野 乃 誓 巾 略 

武 王：： ：- 克殷。 後 二 年。 

周 公 乃 祓齋。 自爲 質。 

成 王少。 周初定 天下。 


年 克殷。 三年 踐奄。 四年逮 侯衛。 五 年營成 周。 


謂武王 曰。 女 何 夢矣。 

曰。 西方 有 九 國焉。 君 

我百爾 九十。 吾 與爾三 

. 西 伯 蓋 受命之 歲稱王 _ 

. 東 觀 兵。 至 于盟津 中 

可 伐矣。 武王 曰。 女 未 

年 十二月 戊 午。 師畢渡 

問箕 子。 殷 所以. D 中略 

欽代武 王。 武王 有瘳。 


武王對 曰。 夢 帝與我 九齡。 

王 其終撫 諸。 文 王 曰。 非 也 

焉。 文 王 九十 七 乃 終。 武王 

0 而 斷虞芮 之訟。 後 七年而 

略是時 諸侯 不期 而會 盟津者 _ 

知 天命 未 可也。 乃 遝師。 歸 


年 

文 王 

C 古 

九十 

崩 中 

. 八 

居 二 


盟津 中略 二月 甲子 昧爽。 武 王朝 

武王 病。 天下 未 集。 羣 臣懼穆 卜。 

後而 崩。 太子 誦代 立。 是爲成 王。 


周 公 恐 諸侯 畔。 周 公乃攝 行政 當國 下略 


^世 家 武王九 年。 東 伐 至 盟津。 周 公輔 行 一 

克殷ニ 年。 天下 未 集。 武王有 疾不豫 巾 略 明日 

少在 强葆之 中。 周 公 恐。 天下 聞 武王崩 而畔。 

國 中略 

成 王 七 年 二月 乙 未。 王朝 步自周 至豊。 使 太 保 

往營成 周 雒邑巾 略 及 七 年後 遝政成 王。 北面 就 

齊世家 九 年。 欽修文 王 業。 東 伐以觀 諸侯 

牧野。 伐 商紂。 

封禪書 武王 克殷ニ 年。 天下 未寧而 崩。 

^逸 周 書文傳 文 王 受命之 九 年。 時維莫 春。 

矣。 

明 堂 旣克殷 六 年 而武王 崩。 成王嗣 幼弱。 

天下。 弭亂。 六年而 天下 大治。 乃 會方國 諸侯 

ヲ僞 古文 泰誓 惟 十 有 一二 年 春。 大會于 孟津。 


) 十一 年 伐紂。 至 牧野 巾 略武王 

武王 有瘳。 其 後 武王旣 崩。 成 王 

周 公 乃 踐祚。 代 成 王。 攝 行政 當 

召 公。 先 之雒相 土。 其 三月 周 公 

臣立 下略 

^否 巾 略 十一 年 正月 甲子。 誓 於 


在鄗。 召 太子 發曰。 鳴 呼 我身老 

未能踐 天子 之 位。 周公攝 政。 君 

于宗 周。 大朝 諸侯 明 堂 之 位。 
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ヮ偽古 文武 成 惟 九 年 大統未 集。 予小子 其 承 厥 志。 

力 帝王 世紀 周 書稱。 文 王 受命九 年。 惟 慕 之 寿。 在 If 召 太子 發。 作文 傳。 九 

年枬 太子。 明 其 七 年 未 崩。 

武王 定位 元年 歲在乙 酉。 六 年庚资 崩。 史記周 本 紀集解 (文 王) 年 十五 而生 太子 發。 文 

王 九十 七而 崩。 太子 發代 立。 是爲武 王。 武王ニ 年 觀兵至 孟津之 上。 四 年始 伐 

殷。 爲 天子。 以木承 水。 自酆徙 ^鎬。 十 年 冬 王 崩 于鎬。 殯 于岐。 時 年 九十 三 

歲矣。 太子 誦代 立。 是爲成 王 §wi 覽  .  . 

是 等の 材料 は 互によ く 調和せ す、 其 間に 多少の 矛盾が あるの で、 其 いづれ を 取.^ 何 

れを捨 つるかに より て.^ 々の 異なりた る說 が出來 る。 今 主 もなる 說の 年次 序列 を 

表示 すれば 次の 如くで ある。 


初 

の 

代 


& 卞 


雜隨 


八 


な さ 


き卡^ 


'さ 二- 


ぎ 

ニニ  -7 


 q  

-p  I  4- お 篛 

CO リ 


錄 


H 袋 


— 丁  —  ノ— rr  —に 


一  &：^.^ 

CO 

o 
or 
^ 

CO 

to 

十 

筠 ^ 

"  せ 

お S 

一 ， 

" せ > 

II ^1  . 


»1 


1 史記 

史記 

m 兵. 十 

は 本 紀_ 

によく 

して 著 

ノレな り 

2 律歷 

観 兵. 十 

全く 推 

に 思 は 

生 K 


の 

て 

U 

見 

で 


年 は 

1 年 

り， 全 
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によれ ば、 殷 末 周 初 を 通じて 

一 年 伐殷， 十三 年武王 崩，^ 年 

世 家， 封 禪 書 を 通じて 一 貫し 

調和して 少しの 疑義 もない 

しき 異說 がなかった もの ど 

後に 傳寫の 間に 誤った もの 

志世經 

は史 記の 年次 序列 を 見て 

三 年 伐殷、 武王 在位 七 年 (克 

算の 結果 斯の 如く 整理し 

れ る。 

死^に 對 して 劉歆の 下した る 解释に 


ふ 

る ( 

ら 


居る にも 拘 

殷の歲 を 加 

の ， 


も 


で 


し 


は 十三 年の 中で なければ な ら す、 し かも 召 誥 


文王受 命の 年より 

間 周 公攝 政， 其 翌 年 

く 書 及び 大傳 によ 

太史公 時代まで は 

月次の 不一致 は， 夏 

- 深く 尤む るに 足ら 

はらす、 これ を改 め 

へ て)、 周 公 攝政七 年 

かも 其 推算の 徑路 

從 へ ば、 武 成 V」 召 誥 

に 周公攝 政の 末年 


八 二 

數 へ， 七 年 文 王 崩、 九 年 

よ り 成 王 親政で、 こ れ 

つた もので あら う、 互 

周 初の 年次 序列に 對 

正 周 正論の 累 する 所 

ぬ o 


て 九 年 文 王 崩， 十 

どして 居る が、 こ 

も ほ  >  明かで あ 

ヾ J の 間隔 は 八 年 

の もの、、」 見 て 居 


一 年 

る 樣 

か 又 

る の 


でノ. -の 間隔 年數 より 七 年 を 

れ ばなら ぬ VJ い ふこ VJ にな 

して、 武王は 克殷後 六 年 (克殷 

ので ある。 

克殷の 歲を受 命 十三 年 ヾ J 

前なら し め， 同 じく 歲在鶉 火 

禮記文 王 世子の 夢物語 は 

である が、 今 前述の 如く 武王 

後 四 年 どい ふ 從來の 說を取 

の で、 結局 文 王武王 父子の 年 

歆 はかくして 計算した る 結 

「文 王 十五 而生武 王」 V」 いふ 

は 導 ふるもの、 誤 で、 I し き 

果然 かる べき 害^して 記し 

^初の 年代 


減 すれ ば， 克殷後 武王崩 

り， 前 者 は 明か に 金滕の 

の 年 を 併せて 七 年) に し 

したの は、 か くして 文 王 

であらし むる V」 いふ 緣 

-文 王 VJ 武王 V」 の 壽 命 の 

は 克殷後 六 年に して 崩 

る VJ すれ ば、 文 王 崩年ヾ J 

齡の差 は 十四 どならな 

果 を律歷 志世經 に f 文 王 

こ^は 普通に 大戴禮 の 

出典 は律歷 志世經 であ 

たる ものに 外ならぬ。 


經文 

て 崩 

受命 

起 を 

差が 

じ た 

武王 

け れ 

十五 

文 ヾ J 

hN し 

世經 


よ 一 

背く 

た も 

歲 を 

つ い 

つ で 

の ノレ 

年 € 

な ら 

生武 

て ^ 

も そ 

記 载 


年 か 又 

の で、 必 

の VJ 見 

して 克 

だもの 

ある こ 

し、 な ほ 

の 間隔 

ない こ 

王」 ど 述 

へ ら れ 

れは劉 

例に よ 

八 三 


よ 


る 


六 年で 

的の 歸 

に 至つ 


な け 

結 V」 

た も 


より 十二 年 

あ ら う。 

を 示 す 

殷は文 

十 年 VJ 

になる 

て 居る 

居る が • 

カ桥算 


も の 

王 崩 

な る 


. こ れ 

の 結 


ぼ <,古 き 文 ^ 
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より 證據  >」 して 引用した. る ものに 對 して は必す 皆 「故 曰」 の 二字 を 冠して 居 り、 現 に 此 

場合に 於ても 九齡の 夢物語に 就て は 「故 禮記文 王 世子 曰 云々」 ど 結びて 以上の 論斷に 

對 する^ 據 なるこ VJ を 明かに して 居る ので あ るが、 「文 主 十 五 而生武 王」 の 文に 就て は 

其 形 式 を 取ら す， 明 か に 引用文に 非ざる こ VJ を 示して 居る。 

【文 王 十五 而生武 王 j の 大戴禮 出典 說は 如何にして 起った か， 少しく 傍系の 間 題で は 

あ る が， 此 機^に 其 來由を 述べて 完全に 此說を 葬りたい。 私の 調査した 所に よれば 

^傅の 源 は 全く 孔穎^ の五經 正義で ある。 

イ^お 疏 大戴躇 云。 文 王 十五 而生武 王。 則 武王少 文 王 十四 歲也。 

^余： 縢疏 案 大戴禮 文 王 世子 篇云。 文 王 十三 生 伯 邑考。 十五 生武 王。 

又 王 肅金縢 云。 文 王 十五 而生武 王。 

又 ^大 戴^。 文 王 之 年少 文 王 十四 歲。 

へ 文 王 之什疏 ^然鄭 於 金 縢 之 末 注 云。 文 王 年 十五 生武 王。 

- 「鉀 ^疏 故^ 縢 注 云。 文 王 十五 生武 王。 

又 案 大戴禮 文 王 世子 篇云。 文 王 十三 生 伯 a 考。 十五 生武 王。 


又 王 肅金縢 注 云。 文 王 十五 而生武 王 _ 


ホ標 有梅疏 許 慎の 五經 

(許 愼囊 案。 舜 三十 不娶謂 

邑考。 故知 人君 早昏 所以 

へ禮記 昏義疏 同じく 五 

許 君 謹 案。 舜 三十 不娶謂 

昏娶 不可 以年 三十 非重繼 

ト 帝王 世紀 (文 王) 年 十五 

チ史記 正義 大戴禮 云。 

同じ 五經 異義の 文 を 引用し 

子 曰 jv」 あ り.， 7 禮記昏 義疏の 文 

かりし もので あらう o これに 


異義 

之鰥。 

重 繼 

經異 

之 鰥( 

嗣也 „ 

生 

居 

-  > よ 

對 し 


を 弓き 

. 禮文王 世子 

嗣。 鄭玄不 駁- 

義を 引き 

. 文 王 十五 而 


曰。 文 王 十五 生武 王。 武王有 兄 伯 


生武 王。 尙有兄 伯 邑考。 知人 君 早 


太子 發。 

十五 而生武 王 一 

る もので あり 

ない。 これ は 

て 陳 壽 祺 は 五 

豳 li 正義 引 大戴禮 文 王 世子 篇云。 文 王 十三 生 伯 邑考。 十五 生武 王。 與 M; 義所 

引 文 合。 是大戴 禮亦有 文 王 世子 一 篇也。 


乍ら、 ホ 標有 梅疏の 文に は 「^文 モ^ 

言 ふまで もな く 許愼の 原文に は 無 

經 異義 疏證に 
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ど いふて 居る 如き は， 餘 りに 孔疏を 妄信し 過ぎて 居る。 思 ふ に 「文 王 十五 而生武 王 J の 

文 は、 劉 歆が其 推算の 結果 どして 世經に 記入した る もの で、 後漢ょ り 魏晋に 至る 間に- 

許 惯. 鄒 玄. 王 肅， 皇 甫謐 等の 諸 儒に よりて 引用され て 居る が、 無 論 誰 人 も 大戴禮 の 文 ど 

は^めて 居らぬ。 唐 初に 至りて、 孔穎 達が これ を五經 正義に 引用す るに 當 り、 始 め て 

或は 大戴禮 曰、 或 は 大戴禮 文 王 世子 篇曰 など、 誤った もの で、 定 めし 九 齢の 夢物語が 

浩記文 王^ 子篇 にある こ^、 浞 同した もので あらう。 爾來史 記 正義 を 始め 多く 皆 

比； ^を蹈 製して 居る. たけな の で、 他 に 何等の 根據 はない。 

3  ^ 玄 

鄭 玄の說 は、 詩 正義 文 王 之 什 及び 豳譜 の疏に 引用され て 見えて 居る が、 そ れ によれ 

ば耍 する に 大傅史 記の 說 V- 劉 歆の說 V」 を 折衷した る ものである。 大傳 によりて 受 

命 七 年 文 王 崩 どした る 上に， 劉歆の 說に從 つて 十三 年伐殷 どし、 なほ 禮記文 王 世子に 

よりて 文 王 崩 VJ 武王崩 ごの 間隔 を 十 年 V- したので， 克殷後 四 年に して 武王 崩ビ なつ 

たもので ある。 若し 其 後に 直ちに 周 公 攝政七 年を績 くる こ V」 、すれば 武 成"、」 召誥 

どの 問 隔が合 はない ので、 丁度 其 間に 三年の 喪 ご 周 公 居 東 二 年 ど を 置く こど、 し. 武 


王 崩 後 五 年に 周 公攝政 元年 を 置く こど-、 

もの ど し、 成 王 親政の 在位 年數を 二十 八 年 

受 命の 歲に歲 星 鶉 火に あ b  、鶉 火 は 有 周の 

を 進め て、 文 王受 命の 歲には 赤 雀、 武 王 觀 兵 

の は， 後 漢時代 を 風靡した 讖 緯の說 にかぶ 

は 卽ち朱 雀で 鶉 火に 當っ て 居る ので ある 

四つの 靈獸を 配 し、 鶉 首、 鶴 火、 鶉 尾 を 朱 雀に 

ら 始まつ て 居る こ VJ  、思 はれる。 

4 逸 周 書 其 他 

逸 周 書に 就て 

しかも 恐らく は 

文 や 王 肅， 皇 甫 謐 

せる 硏究 材料 VJ 

酉， 六 年 庚 せ、 ^  VJ 


したの で， 其 結果 V」 して 召誥 を^ 政 五 年の 

どす るに 至った ものである。 劉 歆が文 王 

分野な り ど 緣起を かつ いだのに 更に 一 步 

の 歲には 白魚の 瑞兆 を 配す る こ ど、 した 

れ たもので あらう。 いふまで もな く 赤 雀 

が、 二十 八 宿 若く は 十二 次 を 四つ に 分けて 

當て たの は戰國 時代の 十二 次 制定 當時か 


は 後 節に 詳說 する が 如 く、 其 暦日 は 漢書 律歷 志の 推算 を 見た る 後に 

後漢末 以後 に、 作 製した る ものに 相違ない ど 思 はれる ので あ り、 僞 古 

の說は 全く 劉歆を 祖述して 居る に過ぎない ので、 是等は 何れも 獨立 

する の 資格がない。 皇甫 謐 (史 記粜解 引 帝王 世 紀) が 武王 定位 歲在乙 

いふて ©1 るの は、 劉歆 の說 V」 一 年の 差が あるが、 これ は 他に 引用せ る 


^^天」 乂ゅ 史硏究 
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皇朮譃 の說ど 調和 

に 論す る こ？」 ゝす 

5 受 命の 歲 

洪範 にあ る 惟 十 

に 就て 兩 説が ある- 

の  で，. K 傅 や.^ 記 や" 

是に從 つて 居る。 

氏 審 秋、 逸 周 書. 竹 書 

受命紀 年 か卽位 

論 (卞は 動もすれば 

して、 歷 史上 の 大事 

どに 限つ て 居る の 


ない、 或は 竹書紀 年に 基いて 後から 書き 加 へ 


も の で  >  め ら 


有三祀 や、 書 序の 惟 十 有 

. I は是 等の 紀年は 文 

劉 歆ゃ鄭 玄の說 であ.^ 

一 は是 等の 紀年 は武王 

紀 年の 說 であ り， 蔡 沈 の 

紀年 かどい ふ問题 は、 现 

純學術 的な る 紀年學 の 

件な る武王 伐殷ゃ こ れ 

で， 受 命の 歳 V」 伐 殷の歲 

一 の 問題 を 講究 し， そ れ 


王 


化：： 


年 は 

受命 

代 を 

位 か 

集傳 

論 や 

圍 を 


て 文 王-:^ 年 や 文王受 命の 歲に 至る 間隔に 


き 決 

硏究 


何れ 

の歲 

通じ 

ら 數 

は  一 j 

大義 

し て 

さ れ 

の 步 


か ら 

か ら 

て 殆 

へ た 

れ に 

名分 

て 居 

召誥 

問題 

た る 

を 進 


數 

も 


、 Z 

ン プ 

、 乙 

異說 

の で 

つ て 

ど 錯 

) 我 

誥 の 

主要 

に、 伐 

る こ 


もの か V」 いふ 

ものである ど 

な く， 王肅、 皇甫 

ある VJ いふの 

居 る。 

絵し、 これに 關 

〃 は當 面の 問 

年代 を 講究す 

部分に は關係 

殷の歲 を墓點 

どに したい，/」 


こ VJ 

い ふ 

謐 も 

で、 呂 

す る 

題 w 

る  一 J 

力 な 

VJ し 

0 ふ。 


G 年次 推定 

我々 は 生 霸死潁 に 就て は王國 維の 解釋 

從 へ ば武成 V」 召誥 V」 の 間隔 は 九 年 か 又は 

る が、 前 に揭 げたる 諸說の 中、 劉 歆の說 は 誤 

捨 て、 溯 りて 史 記の 說を 見れ ば， 克，， 殷 後 二 年 

政 ど なって 居る の で、 武 成 V」 召誥 どの 間隔 

推算に 適合す る。 王國 維の 考證 によれば- 

なほ  一 $ の學者 間に 傳 へられて 居った ヾ」 

よる 推算 を 年次 序列に 利用した かも 知れ 

用した もの ど すれ ば， 劉 歆の 生覇死 覇に對 

たる ものなる こどが 明か に證 明され るの 

ど な く、 單 に 記錄 によりて 得た る もので あ 

する V」 いふ こど は、 大 に該 記録に 對 する 信 

ぬ o 

S 初の 年代 


を 以て 正當 なる もの ど 認める ので そ^に 

十四 年 かの 中で なければ ならない ので あ 

りたる 解 释に累 された る もの V」 して 之 を 

にして 武王崩 じ， そ れょ. 5 七 年間 周 公の 攝 

は 丁度 九 年 ご な り、 恰 も 好く 月の 相 力ら の 

.漢 代に は生覇 死^に 關 する 正しき 解釋が 

思 はる、 の で、 或 は 太史公 自身 も 月の 相に 

ない ので ある が、 若し 太史公 が 其 推算 を應 

する 解釋が 古來の 傳統ど 異なりた る 誤り 

であり、 若し 又、 太 史公は 其 推算 を 試む る こ 

る ど すれ ば、 そ の說が 現によ く 推算に 適合 

|SS を增 さしむ る もの V」 いはなければ なら 

八 九 
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私 は 更に 晋語 に 【晋 之始封 也. 歲在 大火 7 あるこ^-を 考究して 見 

は^:， 虞の 封せられ たる 年 どして 戰國 時代に 信せられ て 居つ た 

又は 十五 年 かの 中であった V」 い ふこ VJ である。 唐叔 虞の 封 せら 

の 外に は 明かなる 記載 はない が、 これに 就て は 一條の 物語が 傅へ 

虞が 封せられ た 土地で 珍ら しき 嘉禾を 得た ので これ を 成 王に 献 

に so る 周 公に 餽 歸 禾 V」 いふ 篇を作 b  、周 公 は 東に 居つ て 嘉禾を 

いふ 篇を 作った どい ふ 話 で、 現 に 書 序に 

唐叔 得禾。 異献同 穎" 献諸 天子。 王 命^ 叔歸 周公于 東。 作 

周 公旣得 命禾。 旅 天子 之 命。 作 嘉禾。 

V」 あ り， 歸 禾. 嘉 禾 の兩篇 は鄭玄 時代に 旣に C んで今 曰に 傳はら な 

本紀 及び^ 世 家に 载 せて あ り、 そ れ によれば 此 事件 は 周公攝 政の 

もな き 時で なければ ならぬ ビ思 はれる。 

竹書紀 年に は， 成 王 十 年 (周 公 攝政を 併せ C 數ふ) の 條に唐 叔虞を 

十 一 年の 條に^ 禾の 話が 载 せて あるが， これで は史 記に 載せて あ 


九 o 

たい V」 思 ふ。 これ 

の は、 克殷後 三 年 か 

れ た 年 は、 竹 書紀年 

られて 居る。 唐叔 

じ 成 王 は これ を 東 

受けた の で、 嘉 禾ビ 

歸禾。 ， 

い が， 此話は 史記周 

始 め、 武王崩 後 の 間 

封 じた こどが あ. 5. 

る 話 ど 調和し ない 


のみなら す. 晋 の始封 は克殷 後三年 か 又は 十五 年 か-、， - いふ 普 語の 條件 にも 適 合 し な 

い の で. 竹 書紀 年の 是 等の 記事 は 後世の 攙入 VJ して これ を捨っ ベ きで あらう ど 思 ふ- 

若し 史 記の 說に從 つて、 武王崩 年 を 克殷後 二 年 ど すれば、 晋の始 封 は 其 翌年 卽ち 克殷 

後三年に ありし ものなる ベ く、 嘉 禾の 物語に も、 晋 語の 條件 にも、 少しも 差 支な く 適合 

す る o 

史 記の 說を 採る こ V」 ゝ すれば、 これ V」 調和せ ざ る 史料 は. 管 子 小 問篇に f 武王 伐殷、 克 

之. 七 年而崩 jv」 あ る こ く 及び 禮記文 王 世子の 夢物語で ある。 管 子 は 或は 先秦の 文献 

であるか も 知れない が， 今當 面の 問題な る 【武王 伐殷克 之、 七 年 而崩』 ど ある 文 も 亦先秦 

の ものである どは斷 じ， 難い。 この 文 は 管子卷 十六 小問篇 にある ので あるが、 卷 十六 

は、 封^^ 五十 襍編 一、 小 問 第五 十 一 襍編 二、 及び 內業 第五 十二 襍編 三、 の 三 編より 成り. 

, こい ふの は、 傳 本に は 早，、 散逸して 欠けた の で、 古 書に 引用した もの を^め て 補 

つた 部分で あらう。 現に 封 禪篇に 就て は 唐 代の 古註に 

元篇 c。 今 以司馬 遷封禪 書 所載 管 子 言。 以補 之。 

ど あ b  、明 の趙用 賢は襍 篇に闊 して 


^^天文 學史 研究  九 二 

襍^ 已下。 多 非 管 子 書。 語意 大不 類。 


力 

要 


力 


VJ いふて 居る。 要するに 問題の 文 は、 始 めから 管 子 

たもので はな く， 後 世の 或る時 期に 他の 古書 中から 

ものである こ ど は 疑ない^ である。 從 つて 若し そ 

の 際 に， 當 時 一 般に 信せられ て 居った 劉 飲の 七年說 

も 知れない。 兎に 角， 傳 铳上必 すし も 多くの 信用 を 

ければ ならぬ。 fj 記 文 王 世子の 夢物語 は秦 漢時代 

か ら ^ 物お である 以 上、 何 程の 信用 を お くべき か は 

者 は、 太 史 公が 採用して 居らぬ の を 以て 見れ ば. あ まり 多くの 價値を 有 す 

^ むる こ VJ が出來 ない。 私は史 記の 權 威に 信頼 し、 他 の 材料^ 調和せ ざる 此兩者 を 

松 てるこ どに したい ど 思 ふ。 

逸 周 書 

ゅー おに は 坷 初の^ 日ゃ紀 年に 闢 する 記 載 が あ る が， 是 等 は當 時よ b 傳はれ る 史 


の 完本の 中に 栽 

管 子の 文な- 9 ど 

れ が劉歆 以後で 

誤って 浞 入し 

求す る 資格 は 

作られた もの 

じ 難い。 いづ 


せ ら 

し て 

あ れ 

た も 

な き 

で あ 

1 I 一 


れ て 

還 原 

ば、 或 

の で 

も の 

ら う 

し て 

る も 


よ P 

I こ 

還 原 

る か 

見 な 

始 め 

も此兩 

の VJ は 


料 ど 見 

よりて 

逸 周 

冢か ら 

を 始め 

て陳振 

5!& 人の 

に關す 

<リ VJ 同 

る _ こ ど 

も 知れ 

のが 頗 

々は 逸 

^に 就 


るべき や 

推算せ る 

書 は 時 ど 

出た もの 

兩漢の 諸 

孫 (書錄 解 

作爲 する 

る 方面 か 

一 の 七十 

を 示して 

な い が、 長 

る 多い の 

周 0 を 引 

て仃 細に 

S 初の 


否や. 

も の 

し て 

で ま 

書 に 

題) は 

所 w 

ら 見 

1 一 候 

0 る- 


き 傅 來 

で は あ 

りする 

其內容 

年 代 


し 後人 

あらう 

汲冢周 

く， 漢書 

用され 

國 以後 

ふて 居 

も， 月 

ある こ 

思 ふ に 

の 間， 殊 

るまい 

に I！ 田つ 

を 吟味 


の作爲 せる 

か。 これ は 

書 ども 稱 へ 

藝 文 志に 周 

て 居る ので- 

の 人の 作爲 

るの も倾聽 

解 に 【惟 一 月 

ビ な ど は、 共 

逸 周 書 は 其 

に西晋 時代 

か。 鬼に 角 

て は、 無條件 

したる 上に 


ものな 

愼 重に 

られて 

書 七十 

漢代相 

する 19 

す ベ き 

旣南至 

に 明か 

一 部分 

汲冢發 

其 傳 來 

に 之 を 

て 採否 


ら X 

考究 

居 る 

一 篇 

傳 の 

V」 い 

相當 

云 云 j 

I  - 七 

一 一 S 


何れの 


信 用 

を 決 


て 見 

四 庫 

あ る 

で あ 


根據 

あ る 

篇 が 

よ 古 

頃 に、 

は 多 

る >  j 

る 外 


き 弋： 

、ふ ナ 1 

提要に よ 

ものに 相 

る。 なほ 

恒 (古 今 僞 

が あ り、 更 

こ V」 や、 時 

戰國 末期 

き 傳來の 

新ら しく 

く の 疑問 

ど は出來 

は な い。 

九 三 


何なる 暦法に 

ならぬ。 

れ ば. 決 して 汲 

當 し， 左 傳史記 

其內容 から 見 

書 考) は 殆ど 後 

に 又， 天文 暦法 

訓解に 呂氏 月 

以後の 產 物な 

もの も ある 力 

附 加され たも 

が あるの で， 我 

ない。 一々 の 
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今 逸 周 書の 中よ b  ，周 初の 曆 日に 關し 月の 相 V」 日の 干支 V- を ； T 一に 载 せる も の， 及 

び 周 初の 年次 序列に 關 する 記載 を 有する もの を 摘記 すれば 次の 如， 、である。 

"^保お 二十 一 維 二十 三祀。 庚 子お) 朔。 

= 小 Ei^ 二十 三 維 三十 有 五祀。 王 念 曰 多 口。 正月 丙 子 B) 拜 sr 

ハ齊典 第二 十九 維 王 三祀。 二月 丙 辰 (お) 朔。 

二  ^は 第三 十七 維四 月 乙 未 (お) 日。 

維 一月 丙午 (S 旁 生魄。 若 翼 曰 丁 未 (")。 

二月 旣死霸 越 五日 甲子 (1)。 丁 卯 (4)。 戊辰 (5)。 

壬 申 (i。 辛 巳 (s)。  B-史丑)。 

(四月) 辛亥^)。 壬 子。 癸 1。 甲 寅。 乙 卯 (お)。 

(閎 二月) 庚 子お)。 乙已 (£。 

^四月 旣旁 生魄越 六日 庚 戌お)。 辛亥 越 五日 乙 卯 (お)。 

ホ文 傅お 二十 五 文 王 受命之 九 年。 時 維莫寿 在鄗。 

へ 明 党お 五十 五 旣克紂 六 年 而武王 崩。 


1 世 俘 解 

是 等の 暦日が 如何なる 暦法に よる もの か、 何 れの 年代に 適合す る ものなる かを考 

究す るに は、 先 づ曆 日の 記載の 最も 多き 世 俘 を 取り、 これ を 同 一 の 事件 を 記せる 武成 

ど 比較す るの が 最も 捷徑 である VJ 思 はれる。 現に 兩 者に 於て 

二月 旣死覇 越 五日 甲子 

四 H: 旣旁 生覇越 六日 庚 戌 

は 全く 一  致して 居る の で、 其 他の 暦日に 關 しても 兩 者の 記事 は 全然よ く 相 調和す ベ 

きもので ある こ ど は 勿論な ので あるが、 一 月に 就て は 

武 成に は 壬 辰 (？ -) 旁死覇 

世 俘に は 丙午 (S 旁生魄 

VJ あ り， 此 兩 者 は、 生 覇死覇 を 劉 歆の說 の 如くに 解釋 すれば、 

壬 辰 は 一 月 二日 

丙午 は 一 月 十六 日 

で. 互 によく 調和す る が、 若 し王國 維の 說の 如くに 解釋 すれば、 旁 生覇は 上弦で あり、 旁 
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死^ は 下弦で なければ ならない の で， 全 く 相 反撥 して 兩立 しない。 

これ は 頗る 面白い 事實 で、 これにより て 

ベ き 材料な ので ある が、 不 幸に して 世 俘の 

き 句で ある。 古き 時代の 世 俘に は 

ィ惟 一月 丙 辰 (お) 旁 生魄。 若 翼 曰 丁 巳 

ヾ」 なって 居った が、 そ れ では 如何にしても 

の^が ある こ V」 は 明かな ので. 抱 經堂版 は 

リ 惟一 月 丙午お) 旁 生魄。 ^Ir4H  丁 未 

の衍 なり VJ して 改 め、 爾 來 普通に それ に從 

れは 寧ろ 武成 V- 全く 同じ 曰の こど を述 バ 

ハ 惟一 H: 壬 辰 (お 旁 死魄。 ^翼：：： 癸 巳 

の ^ つた もので あらう VJ いふて 居る。 な 

力く からの こ ./J である，、」 見 え， 恵 楝 は 偏 く 

改める こ VJ が出來 なかった どい ひ、 な ほ 溯 


直ちに 世 俘 製作の 年代 を 決定す るに 足る 

- J の 「丙 午 旁 生魄」 の 句 は 傳來の 甚だ 疑 はし 


武 成の 月の 相 V」 調和せ す、 何 等 か 傳來の 間 

これ を 

つて 居る ので ある が、 王 嗚 盛 (尙 書 後 辨) は、， J 

たもの ならん どし， 


ほ 世 俘の 文が ィの 形に 誤った の は 非常に 

宋本を 求めて 逸 周 書 を 校した が此 誤字 を 

りて は 晋の孔 晁 が 逸 周 書の 注 を 作る 時に 


旣に瑰 つて g つた ざ 見えて. 書 序の 一 月 戊 午 渡 盟津？ 」 あま b に 接近して 居る のに r 

み、 師度孟 律 也 V」 注して 居る。 

若し 王 鳴 盛の 說の 如くで あれ ば、 前 に 述べた 如き 世 俘 ど武成 どの 比較の 問題 は、 勿 

論 直ちに 消滅す るので あるが. 丙 辰 旁 生魄を 以て 壬 辰 旁 死魄の 誤 ご 見る の は あま b 

に. 稱理な 樣に& はれる。 これ はや はり 世 俘の 作者 が. 律 歷 志に 丙午 逮師 V. "あるの を 

取り入れ て^の 如くに 作った ものが、 間もなく 丙午 は 丙 辰に、 丁 未 は 丁 巳に 誤った も 

の VJ 見る 方 が、 寧 ろ穩當 であら う VJ 思 はれる ので ある が、 そ れ にしても 其傳來 にか ゝ 

る 疑が ある a 上、 若 し單 獨に此 旬： U けなら ば、 重要な る 問題 を 決定す ベ き證據 材料 ど 

して あまりに 大 なる 責任 を 負 はせ る こ VJ は出來 ない。 

幸に も 世^の 中に は、 丙 午 旁生魄 V- 相照應 すべき 第二の 證據が ある。 世^ 記載の 

曆日は 幾 段 か に 分た れ屢 反覆して 居る の で、 少 しく 明瞭 を 欠く 慷 みは あるが、 

二月 旣 死魄 趦五 = 甲子 (1)。 丁 卯 (i。 戊辰 (io 壬 申 (9)0 辛 巳 (5)。 甲 申 (s)o 

等の 日が 二月の 中に ある こ VJ は 明かな 樣 であ 又 明か に 四月の-名 を 冠して は 

四月 乙 未お)。 旣旁 生魄越 六日 庚 戌お)。 


九-へ 

蒴死霸 に 闘し 劉歆 の解釋 を 取る V」 すれ ば， 

四月 巳 丑^ ) 朔 

もな く 其. 月 の 中に 納まる ので ある が、 之 に反して .」 し 王國維 

四 月 丁酉^ ) 朔 

€ な \ 丁 卯 (i 乃至 E-  .5. (ち. 及び 乙 未 (S は 共に 三月の 中で なければ ならない こ^-にな 

る の で、 明 かに 相容れない。 

要するに 世^: 所載の 曆日 は、 武 成の 暦日 以外に は 極めて 僅かの もの を附 加した る 

に過ぎないの である が、 か く附 加した る 部分 は 

a 丙午 旁 生魄。 若 箕 tn  丁 未 

b 二月 丁 卯 乃至 甲 申 

c  EI 月 乙 未 

の 三 項北ハ に. 生 顆死 潁に關 する 劉歆の 說には その ま、 調和 し， 王 國 維の 說 には銜 突す 

る。 畢^ 武 成に 記载 せる 暦日の みなら は. 劉、 王， 孰 れの說 にても 解釋の 出來る 餘裕が 
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が ある。 是等 は、 若し 生 

二月 庚申 巧) 朔。 

ごなる の で、 少 しの 差 支 

の 解 释を取 や ど すれば 

二月 戊戌お) 朔， 


あつたが. こ 

歆の 解释に 

し た， る 如 く- 

僻說 である 

上に て それ 

も 、 こ 己 i 

ま ナ ー一 一一 a も 

ふまで もな 

ほこれ を容 

步を 進めた 

ぬ もの VJ な 

逸 周 書の 

ぶる 如くで 


れに此 俘 記載 


よらな けれ 

王 0.  ^ の  一 一! 

こ VJ は t;^ も 

に 迎合し て 

な の で、 生 覇 

く、 な ほ劉欽 

れ るこ^が 

がた め に、 も 

つたの で、 明 

作者が 生覇 

あ る が、 周 初 


ぶ 

力 

の 


の曆日 

ならな 

古來ょ 

いので， 

爲 した 

覇に關 

僻 說ヾ. - 

來 たの 

や 動き 

に 世 俘 

覇に關 

年代 を 


を 其 ま、 承け て 西紀 前 

て 西紀 前 一 〇 七 〇 年 を 

周 初の 年代 


取った か 


を 加 ふれ 

いどい ふ 

りの 通說 

畢竟 世 俘 

る もの VJ 

する 古來 

雖も 巧み 

である が- 

の  取れぬ 

は 劉歆以 

して §f 飲 

何れに 置 

年 ど 取つ 

二つ の 中 


X も 

, J  ノレ 

で あ 

の 曆 

見 る 

よ り 

に そ 

世 孚， 

も の 

後 の 

の說 

r こ 

ク， >  P 

V7 力 

の 一 


はや 王說に 

になる ので 

り銮 欽の說 

日 は， 後 世 の 

よ， 9 外 はな 

の 通 說 (卽 ち 

れ に 適應す 

の 作者 は 劉 

VJ な り、 古 來 

產物 である 

を 其 まゝ蹈 

か は 明瞭で 

■ 又は 後に 述 

に 相 逢 な い 


は說明 で き す、 必 す や 劉 

る が、 旣 に 第五 節に 詳論 

劉歆が 始めて 誤りた る 

が 劉歆の 推算 を 見た る 

リ 武 成は當 時の 事實に 

說) に 適應 する こざ はい 

如く 作った 說 なの で、 な 

の 僻說に 基いて 更に 一 

通說 にて は解釋 の出來 

ヾ J を 暴露して 居る。 

して 居る こ-/」 は以 上述 

い。 これ も 亦 劉 歆の說 

る 如き 緯書の 說に從 つ 

は 思 はる ゝ が、 其 何れで 

九九 
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ちる かよ 贝か でない。 若し 前者で あらば 言 ふまで もな く、 後者の 場合 ご 雖 も、 次 節 に 

詳説す る 如 く、 緯書 の 說は卽 ち殷歷 による 推算で、 これ は 劉 歆の說 を 見た る 後に 推算 

した ものである こど は 疑 もない の で， 結 局 逸 周 書の 曆日 を作爲 した のが， 劉歆の 推算 

以後で ある VJ いふ こビ には變 h- がない。 私 は 逸 周書曆 日の 作爲は 恐らく 緯書に よ 

つた もの で， 從 つ て 周 初 の 年代 を 前 一 〇 七 〇 年 V」 取って 居る ので はない か V」 疑 ふの 

である が， 次 の 二 項 を 論す るに 當 りて は、 繁 を 避 け て、 逸 周 書 は 前者 卽ち前  一 一 ニニ 年 

を 取った もの V」 して 論す る こど、 する。 何れ を假定 して 論じても 結論に は變 化が 

な い。  . 

2  ^典 解 

資典 解の 維 王 三祀は 武王卽 位の 三年 ど い ふ 意. M である こ ご は 明かで ある が、 克殷 

の 歲が何 祀に當 つ て 居る のか 逸 周 書に は 明記がない の で、 從 つ て 二月 丙 辰 (お) 朔は 克 

般^ 何年の こど か 判然し ない。 今 試に 西紀 前  一 一二  二 年 以前の 月 朔表を 取り、 二月 

巩の千 支；^ 丙 辰 (お ) に 近き もの を 物色 すれ ば， 前  一 一二 六， 前 一 一三 一、 飮  一 一一 二 七 等で 

あり， * に 其 中の 前  一 ニニ 一年 を 採れば 克殷前 九 年に 當 るの で， 丁度 竹喪紀 年の 如く 


克 殷を以 

は、 若 し 律 

たもの ヾ」 

(S  ) 朔 V」 は 

熟思 ふ 

す カナ S 

さは 正し 

も 連大月 

丁度 寶典 

なほ 逸 

日から も 

俘が 律歷 

旁 生魄で 

もので あ 


て 武. 王 卽位 十二 

歷志 により 克殷 

し て、 そ れ よ り. 溯 

三日の 差 で 一 致 

に、 此 差 違 は 或 は 

に 生じた る もの 

く  二十 九日 半な 

を 置く こ どなく 

解 記載 の 如くに 

周 書の 作者が 曆 

• 又 逸 周 書の 多く 

志引武 成の 日月 

あるが. これ は 劉 

り、 其 他 は^めて 


闳 初の 年代 


年の こ VJ  、見た こ VJ に適應 する ので あるが、 二月 朔の 干支 

の歲を 以て 前 一 一 ニニ 年な b  V」 し 周 正月 辛 卯 (が ) 朔 で あ つ 

て 推算 すれ ば. 突 丑(加 )VJ なる ベ き箬 で， 寶典 解の 二月 丙 辰 

しない。 

逸 周 書の 作爲が 曆數の 計算に 疎き 人の 手に よりて 成され 

では あるまい か。 今 若し 作 爲者は 曆數に 疎く、 一  ヶ月の 長 

り VJ 思 ひ 込 み、 常 に 規則正しく 月の 大小 を 交替せ し め、 少 し 

. 律歷志 推定の 克殷の 歳より 溯りて 推算せ る もの ど すれば、 

. 九 年 前 卽ち維 王 三祀に 二月 丙 辰朔を 得る 箸で ある。 

數に 疎き 人で あったら うざい ふこ VJ は、 世 俘に 附 加せ る曆 

の曆 日の 記載ぶ りから 見ても 察せら るゝ こどで ある。 世 

以上に 附 加した もの を 見る に、 其 主 もなる もの は卽ち 丙午 

歆 が律歷 志に 丙午 逮師ど 載せた る もの を 其 ま、 蹈襲せ る 

僅かの 出入に 過ぎない。 これ は作爲 者が 曆數の 推算に 關 

1 o 1 
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して は 甚だしく 自信に 乏しき こビを 示して 居る 様に 思 はれる。 


3 其 他 

世 俘，賓 典 一の 

根^  VJ し て， 曆 

鄧 保の 二つの 

一 五 一 年で、 正 

容ょ hv 見て 維 

者 は 共に 前 一 

して 說明 する 

じ. 武王卽 位 十 

の說ど 一 致し 

古き 文献に 


二つ の 例に よ 

數に 疎き 人の 

場合 も 亦 容易 

H: 壬 戊^  ) 朔 な 

四十 三祀 (卽 ち 

一 ニニ 年より 

こ VJ が 出來る 

二 年に し て. 殷 

て 居 る。 

て、 周 初の 年代 


,9 て 明かなる 如 く、 逸 周 

手に よ， りて 作爲 された 

に 了解す る こ V」 が出來 

り VJ し、 酆保維 二十 三祀 

受命 後) 庚 子朔の 衍で 

出發 し、 一 ヶ月の 長さ 

リ これ は 年次 序列に 

に克 つた ど いふ 


周 書， 及 び 竹書紀 年で あるが 

記 すれば 次の 如くで ある。 


書 

る- 

卩 


九 


を 

に 於て は 

VJ に 相 ！ I 田 


曆日は 漢書 律 

のなら んど假 

卽ち小 開 維 三 

朔は、 (朱 右 曾の 

四 三年で ある 

• 五日 V- し て 溯 

■ 文 王卽位 五十 

する ので！^  口 も 


を 文武 卽 位の 年より 數へ て 

こ の 三 者 を 比較し なほ 律 歷 


歷 志の 推算 を 

定 すれ ば、 小 開、 

十五 祀は前 一 

說の如 く) 其 內 

ビ すれ ば， 此 兩 

りたる もの VJ 

二 年に して 崩 

好く 竹 書紀年 


居る の は、 呂 氏 春秋 首 時 篇、 逸 

志 及び 帝王 世紀の 說をも 併 


文 王 在位 年數 

武王卽 位よ リ数 へ 

たる 克殷の 年 

, 文傳 V」 明 堂 どの 紀 

でもない。 

斯 くして 逸 周 書の 

劉歆 以後に 作爲 せら 

典、 小 開， 酆 保に 於け る 

ではない が、 或 は 双方 

ど 疑 はれる。 要する 

な の で、 周 初年 代 を 硏 

4 朱 右 曾の 集 訓校释 

朱 右 曾の 逸 周 書 集 

释 して 居る が， これ は 


呂氏 春秋 竹 書紀年 逸 周 書 律歷志 帝王 世紀 

五一  五 二  五 二  四 六  五 〇 

一二  一二  一二  四  四 

年が 劉 歆の說 を 受けて 記された ものである こ VJ は 今更い ふま 


中. 世 俘、 贊典. 小 

れ たもので あ 

紀年は 竹書紀 

ども 西晋 時代 
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に對 して は， 二れ を 充分に よく 理解し 批判す る. たけの 能力が な く， 劉 飲の 推定し 得た 

る 結 桌 (不 幸に して 誤， o たる 結 果) を 以て 直ちに 周初當 時の 事實 なる が 如くに 速斷 し. 

僅に こ 1 に  一 二の 小細工 を 加 ふるこ どに よ b て 周 初の 眞を發 揮し 得たり V」 して 居 

るが 如き は 笑止の 至りで ある。 斯の 如き 誤認 速斷の 結果 どして、 逸 周 書の 作 爲者は • 

あまりに 劉歆の 推算に 拘泥した るが ために、 却て 逸 周 書が 後世の 僞、 托 なるこ ごの 馬 

脚 を 露 はすに 至った ので あ り、 朱 右 曾 はせ. (逸 周 書 集 訓校釋 に 於 て， 無 意識的に 劉 散の 

推定 年代 を 用 ひて 解釋 して 居る にも 拘 はらす、 

恿觀此 書。 雖未 必果出 文武 周 召 之 手 C 耍亦非 戰國秦 漢人 所 能 偽托。 

ど推稱 して 居る ど いふ 奇觀 を呈 して 居る。 

緯書，、」 殷歷  ， 

1 易 緯乾鑿 度 

緯書 は哀 平の 際に 起り 後 漢時代に 盛に 行 はれた もの ど いはれ て 居る が， 其 中には 

古來 の傳說 にして 儒者の 整理-、」 修飾 ごを經 ざる ものが 多く 含まれて 居る ので あら 

周 初の 年代  一 o 五 
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う V」 信じて 居る 人が 少なくない ので、 周 初の 年代 を 論す るに 當っ て も 

所 傅 を 調べ て 見なければ ならぬ。 

不宰 にして 緯書 は屨 禁書の 厄に 遭 ふて 

もの を^め て 見る より 外に は 方法な く、 從 

なければ ならぬ。 其 中に て 易 緯乾繫 度 は 

收 めら れ、 又 幸に も 其 中には 周 初の 年代に 

も 私 はこの 易 緯乾憨 度の 傳來に 就て 重大 

書の 代表 VJ して 易 緯乾鑿 度 を 取 り、 其 中 に 

て 見たい ど 思 ふ。 

四 ^提要に は 

^易 乾^ 度ニ卷 If 大 案 周易 乾 鑿 

公武 竝^ 爲倉讃 修古籀 文。 誤併爲 一 

康成 注^ 乾 酷 度 三卷。 而不及 乾坤 鑿 
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度。 本 二 書。 晃 

. 今考宋 志有鄭 

„ 說者稱 其 書 出 


於 先秦。 自^ 漢書 南北朝 諸史。 及 唐人 撰五經 正義。 李 鼎祚作 周易 集 解。 徵引 


最多。 皆 於^ 旨 有所發 明。 較他 緯獨爲 醇正。 至 於 太 乙 九宮。 四 正 四 維。 皆 本 

於 十五 之說。 乃 宋懦戴 九 履 一之 圖。 所 由 出。 朱 子 取 之 列 於 本義 圖說 e 故程大 

昌謂。 瀵魏 以降。 言易學 者。 皆 宗而用 之。 非 後世 所 託爲。 誠 稽古 者 所 不可. M 

矣) 原本 文字 斷缺。 多 有 譌舛。 謹 依 經史所 引谷 文。 及 旁 釆明錢 叔寶舊 本。 互 

相 校正。 增損 若干 字。 其定爲 上下 ニ卷。 則 從鄭樵 通 志 之 目 也 

ヾ J ある が、 そ の 乾 鑿 度の 卷 下に 

1C き も： so  ^ お 已ョ B"  f 椎先爲 歷始 名。 言 無 前 也 0 按錢本 正文 元歷 十字。 S. 咯) 

ヌ歷 翻； 名 ^  57  In  B1 す 作 歷元名 握 先. 紀曰 甲子^ 3. 寅。 注 推 字 作 握 , 一 キ轮、 

今 入 天 元 二百 七十 五 萬 九 千 二百 八十 歲。 昌 以西 伯受命 入 戊 午 部 二十 九 

年。 伐 崇侯作 靈臺。 改 正朔。 布 王號於 天下。 受錄 應河圖 | 齢 islsl^l?s 

者。 数 不可 改其 名。 而應猶 如 也。 如 前世 聖主河 圖言之 其 數故嗨 也 0 按錢 本。 注^ 爲此者 

句。 作 乃 爲改此 者。 数 不可 改其名 而應^ 如 也 二 句。 作數 不可 改。 改其 名。 而應猶 如 也 

ヾ J いふて 居る。 これ は 要するに 文王受 命の 歲は入 戊午蓟 二十 九 年 (從 つて 克殷 の歲 

は 入 戊午葫 四十 二 年) で、 こ れを^ 大年數 にて 言 へ ば、 入 天 元 二、 七 五 九， 二八 〇 年に 當る 

どい ふこ VJ なので あるが、 この 後者 は 後に 述 ぶる 如く 實は入 戊 午 節 二十 四 年に 當り • 

前者 ご は 五 年の 差が あるの で、 鄭注 の f 受命後 五 年 而爲此 者」 ど いふの はこれ を說 明し 

闳 初の 年代  10 七 
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てお る ものである。 是 等の 紀年は 如何なる こ VJ を 意味す る か， 如 何なる 程度に 信用 

すべ きものな るか を 論せ んビ する に は、 我 々は 先 づ殷歷 の 如何なる ものなる か を 明 

かにし なければ ならぬ。 

2 股歷 

及び これ に關聯 して 漢 代に 論議され たる 諸 穉の曆 法、 及 び 所謂 開闢 以來の 年 

数 ，」 稱 する^- 大年數 等に 就て は， 甞 て 研究した る 結 果を， 「漢 代に 見えた る 諸種の 暦法 

を ^  .HVJ 題して 發 表した る こ ビが ある が、 今 緯書の 曆を 論す る に當 うて 必要なる 部 

分 を こ 、 に 摘記す る こど ゝ する。 

^脍 VJ いふの は、 一 太陽年の 長さ を 三 六 五. 二 五日 V」 し、 十 九 年の 長さ は 精確に 二三 

五ケ ほに 等し V」 する 四 分曆の 一 種 で、 前 漢の初 元 二 年 (西 紀前四 九 年) 前 十一月 朔が丁 

^屮 子の 日で 冬至に 當っ て 居った V- な し、 此 日 を 基準 的朔 夜半 冬至の 日 どな し、 そ れ 

より 一 紀千五 百 二十 年 溯りた る 西紀 前 一 五六 七 年 を 以て 曆元 どす る曆 法で ある。 

四分^ 法 で は， 十 九 年の 長さ は 六 九 三 九. 七 五 曰 で、 其 間に 七 閏月 を 置けば 朔 季節 ど 

が 全く 同じ 關係 にも どるので 之 を 一 章 VJ 稱 へ る が、 日 の 端數を 去る ために 四 章 七十 
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六 年を取れば 二 七 七 五 九日 で、 季 節ご朔 VJ 日の 時刻 V」 が 全く 同様の 關係 にも どるの 

で 之 を 一 蒒ど稱 へる。 二十 藓千五 百 二十 年を取れ ば、 朔 の 日の 干支まで. か 同じ もの 

にも どるので 之 を 一 紀 V」 稱へ る。 

今 西紀 前 一 五六 七 年の 曆 元より 始め. 十九 年毎に 章 首朔旦 冬至の 日の 干支 を 記せ 

ば 次の 如くで ある。 
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卽ち 此^ 法に よれば， 例へば 西紀 前 一 一 一 一年に 戊 午 都 首で、 此年前 十一月 朔は丁 

度 戊 午の 曰の 曉天 夜半 で、 朔 V」 冬至 ごが 一致 し、 前 一 〇 七三 は 入 戊 午 節 三十 九 年の 第 

一二  ^ ほ で、 此 年 前 十 一 月 朔は丁 丑の 日の 日中に 朔ご 冬至 v.- が 一 致 し. そ れょり 三年 後 

の 前 一 〇 七 〇 は 入 戊 午 都 四十 二 年 で、 此 年 前 十 一 月 朔は庚 直 一^) ど な る 箬 である。 


3 殷歷 による 殷周紀 年 

ノ飞 法の 主張者 は、 同時に 又 上古の 年代に 對 して 其 暦法に よる 推算 を 試み， 上代の 紀 

年- -關 して 二 定の 見解 を 下す VJ いふの が 普通であった 樣に思 はれる。 殷歷に 就て 

^殷の 太 甲 元年が 殷 歷の歷 元に 當るビ いふ こど 

r 武王 克殷の 年が 殷歷戊 午 都 四十 二 年に 當る どい ふこ^ 

0 寿 秋の 曆日 は殷歷 によりて 解釋 すべ きもので ある ど い ふこ ビ 

d 殷歷紀 年 法 

等が 常に 殷歷. の 本 體に附 け 加 へられて 一所に 論せられ て 居る。 我々 は ー應是 等の 

諸點に 就て 考究して 見なければ ならぬ。 

^殷初 漢書 律歷 志に 引用せ る 所に よれば 

め 書 序 曰。 成 湯 旣沒。 太 甲 元年。 使 伊 尹 作 伊訓。 

り 伊訓篇 曰。 惟 太 甲 元年。 十 有 二月 乙 1 朔。 伊 尹祀于 先王。 誕資 有牧方 明。 、 

T 殷歴 曰。 當成^ 方卽 世。 用事 十三 年。 十一月 甲子 朔旦 冬至。 

^初の 年代  一一 一 
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VJ ある。 これによ つて 見れば， 尙 書伊訓 

の を. 殷 歴の 主張者が. 或は 誤解に よりて 

ご 改めた ものら し く、 劉 歆 はこれ に對し 

て 居る。 こゝ に f 以 夏時 jv」 批難して 居る 

故に 當然胶 正 を 用 ひ、 仲 冬の 月 を 十二月 

一 月朔： Z; 冬至 VJ いふて 居る の は 間違つ 

ならば 明か に 劉歆の 批難の 方が 間違つ 

つたら う VJ いふの は戰國 以後の 考で、 決 

がお して 太 E 'ゆ 代からの 事 實を傳 へ て 

の な ら ば、 寧 ろ 十 一 月が 古き 形 で、 後 に 劉 

れる。 なほ 伊訓 の^ 文に 朔 V」 いふ 字が 

を 以て 月 初 V」 したの は 周 代に 始まった 

以て：：！： 初，、」 した もの に 相違ない VJ 思 は 

傅 來の問 に^りて 俊 入した もの か、 或 は 


一 一 二 

篇 に は 「惟 太 甲 元年 十 有 二月 乙 i 朔 jv」 あった 

か、 或 は 故 意 にか、 これ を 十一-月 甲子 朔旦 冬 至 

て 一又 以 夏 時、 乙 丑爲 甲子、 中略 皆 非 是 ャ、」 批評し 

の は， 劉 歆の考 で は、 伊 訓 は、 殷 時代の 書なる が 

ヾ」 數 へて 居った 箬 であ る、 殷 歷の 主張者が 十 

て 居る VJ いふ こ VJ である V.- 思 はれる が， これ 

て 居る。 殷の 時代に は 所謂 殷正を 用 ひて 居 

して 殷 時代 當 時の 事實 ではない。 若し 伊訓 

居 り、 し か して それが 仲冬 月 を 指して 居る も 

歆が 十二月に 改めた もので はない か VJ 思 は 

あった VJ いふ こども 私 は 承認し かねる。 朔 

こ どで， それ 以前に は 新月の 見え 始めの. 咄を 

れ るからで ある。 朔の字 は 或は 劉歆 以前に 

又、 殷 歴の 主張者が 朔旦 冬至の 日 ど 認めて 朔 


の 一 字 を 加 へたので それに 鈎り 込まれて 劉 歆も朔 の 字 を 加 ふるに 至った もので は 

ないで あらう か (僞 古文 尙書伊 訓には 惟 元 祀、 十 有 二月 乙 丑， 伊 尹祠于 先王 V」 あ り、 朔 の 

字がない が、 これ は 證據に はならない であら う)。 

十二月 V」 朔 どの 二つの 例によって 見れ ば. 劉 歆が 「乙 丑爲甲 子 7 い ふ て、 殷 歷 主張者 

が 涼 文 乙 a を 甲子に 改 めた VJ 批難して 居る の も、 直 ちに 其 ま、 承認す る こ V」 は出來 

ない 樣に思 はれる。 劉歆の 引用した 形が 原文 か、 殷 歷 主張者の 傳 へた 方が 原形 か、 今 

日より 之 を判斷 する こ VJ は 困難で ある が、 兎 に 角、 

劉歆 はこれ を 仲冬 月 乙 1 朔旦 冬至 ど 見た が 故 に、 三 統歷の 推算に よりて これ を 

孟 統 (太 初 元年より 一 五三九 年 前) 以 前 九十 五 年に 當る もの W し、 卽 ち 西紀 前 一 七 

三 八 年に 當て 、居 り. 

殷歴 主張者 はこれ を 仲冬 月 甲子 朔旦 冬至 ビ見 たが 故 に、 直 ちに 其歷 元なる 西紀 

前 一 五六 七 年に 當て、 居 る。 

殷の世 はこれ より 以前な ほ 十二 年 ある VJ して は あるが、 兎に角 太 甲 元年に 其歷元 

を 當てゝ 居る VJ い ふこ VJ が. 殷歷 V」 いふ 名稱を 取った 所以で あらう ご 思 はれる。 劉 

阁 初の 年代  一二 二 
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歆の 推算 VJ 殷歷の 推算 ごで は. 殷 初の 年代 は 右の 如く 百 七十 一 年の 差が あるの で， 若 

し 周 初の 年代が 双方で 同^であるなら ば、 殷 の 世が 丁度な 七十 一 年の 差になる 箬で 

ある。 律歷 志に はこれ を 「則 爲距 伐桀四 五十八 歲、 少 百 七十 一 歲， 不 盈六百 二十 九 JVJ 

いふて 批評して 居る。 

b 周初 乾魃 度に、 文王受 命の 歲を入 戊午藓 二十 九 年 V」 し、 從 つ て 武王克 殷の歲 を 

入 戊 午^ 四十 二 年に 當てゝ 居る の は， 殷歷 によつ. たもので ある こ ビは疑 もない。 殷 

膝で は朔 nl 冬至の 基準の 取り 方が 三 統歷に 比して 四 分 三日 だけ 後れて 居る の で、 殷 

歷 によりて 溯りて 周 初の 月朔を 推算 すれば "—一 .25  =  J.75 卽ち約 二日 程 早く 見て 

居る 箬 である。 從 つて 第 六 節に 作製した 周 初月朔 表の 各月 朔の 干支 番號 より 2 を 

減 や れ ば， 大 體殷歷 による 推定 月朔表 どなる 箬 である。 今 周書武 成に あ る 【惟 一 月 壬 

お (？ i) 労 死 5 を 劉歆流 に解释 すれ ば、 一 月朔は 庚 寅^) か 又 は 辛 卯 (？ ov」 な る の で， 殷歷周 

初 月剐^ 屮に てこれ に當る 年 を 物色 すれば、 _• 1 W  2, 1127, 1 1 0 一， 10  9  G, 1070, 1 0  6 ひ 

10  3  0,  I  0  3  4 等 を 得る ので あるが、 此中 にて 他の 方面からの 傳說 V」 も 調和せ しむる 

ため に 凡そ 千 〇 六 七十 年頃の もの を 撰 み， 結 局 西紀 前 一 〇七〇 年 を 以て 克殷の 年 ど 


定めた ものである 思 はれる。 前. 一 〇 七 〇 年 は 殷歷入 戊 午 都 四十 二 年に 當 るので 

これに i きかの 解 釋に從 つて 受命後 十三 年が 克殷 に當る どい ふ^ 算を 入れ ゝば受 

命-年 は 入 戈 午 都 二十 九 年 どなる 箬 である。 なほ 乾 鑿 度に 『今 入 二百 七十 五 萬 九 千 

二  fc 八十 歲？ ある は、 次 項に 述 ぶる 如き 計算に より、 入 戊 午 都 二十 四 年に 當 るの で、 前 

考^の 間に 五 年の 差が ある。 これ は受 命が 二度あった ざ 見るべき でもな く、 又傳寫 

の 間に 五の 字が 脫し たど 見るべき でもな く， 寧ろ 殷歷 によりて 月の 相に 適應 する 年 

化 _ を 物色す る 際に、 1ミ5, 1070 の 二つの 答 解 を 得、 其 中前 者 は 適合の 度が わるい の 

で 、安に は 後者 卽ち前 一 〇 七 〇 を 以て 正解 ざする に 至った もの ど 見るべき であらう- 

なほこの 周 初年 代の 推定に は f 歲在鶉 火」 どい ふ 條件を 少しも 考慮に 入れて 居らぬ こ 

vj よ 注意すべき こ ど である。 

0 养 秋の 昏曰 は殷歷 によりて 解释 すべき ものである^ いふ 說が ある。 例へば 春秋 

命 暦 序に 

孔子 治 寿 秋。 返 修殷之 故歷。 使其數 可傳于 後。 春秋 宜以 殷歷正 之。 今 考之交 

會。 不抨 殷歷相 應。 

周 初の 年代  一一 五 
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ヾ」 あるの がそれ である。 

歷 によれば 約  一 B ほ 

期間の 曆 日が 一 定の 

が 、春秋 半ば 頃より 後 

期に は股歷 古法 V」 も 

ば 頃に 至り 整頓 さ れ 

たので はない か VJ 思 

こどで ある o 

^紀年 法 戰國か 

寅の 歲 VJ する 紀年法 

歷 元の 前 十 一 月 は 甲 

なる 前 一 五六 七 年 を 


三統 

秋 全 

居 る 

後半 

の 半 

轉し 

す る 

d 殷 

を B- 

は、 其 

腠元 

を 以 

歲 で 


又 現 に漢 代よ 

どの 差が ある 

曆 法に 從っ て 

は閡 月の 揷入 

いふ ベ き曆法 

て顓頊 歷に脫 

はれる。 これ 


一 二- 

溯りて 春秋 後期 頃の 月の 相 を 推算 すれば. 

_ 殷歷 によれば 太抵 丁度よ く 適合す る。 春 


る VJ いふ 樣なこ VJ は 明か に 

ほ  > 規則正しく なつ て 居る 

大體の 標準に なつ て 居 り、 そ 

し、 其 殘骸が 後に 漢初 頃に 至 

頗る 面白き 問題で なほ 慎重 


ら漢初 頃までの 間に 提案され 

を附 加す る こどが 行 はれて 居 

子 朔 で、 其 歲は甲 寅で ある どい 

以て 甲 寅の 歲 V」 し、 な ほそれよ 

て 第二次の 元始 甲 寅の 歲 V」 して 居る。 前 三 六 六 は 顓頊歷 紀年法 

あ り、 前 三 六 五 は 歲星紀 年 法の 元始 甲 寅の 歲 なので、 偶然に も 三種 


たる 曆 法に は- 

る。  日 甲 子、 歲 

ふこ ビ である- 

り 千 二百 年後 


事實 に反して 

の で， 或 は 春秋 

れ が戰國 時代 

つて 殷歷に 進 

なる 考究 を 要 

やがて 其歷元 

甲 寅、 ど いふの 

. 殷歷 では 其 

の 前 三 六 七 年 

の 元始 甲 寅の 

の 元始 甲 寅の 


1 パ目^ 接して 居る VJ いふ 奇觀 を呈 して 居る。 歲星紀 年 法 は 最も 古く  f 國^ 代の 

半ば 頃から 行 はれ、 顓頊歷 紀年法 はこれ に 次で 漢初 頃より 行 はれ、 殷歷紀 年 法 は 最も 

炎れ て、 太初 改暦の 少し 以前 頃よ，. 行 はれ 始めた もの V」 思 はれる。 是 等の 三種の 紀 

年 法 は前漢 末に 至りて、 劉 歆の超 辰紀年 法に よりて 巧み に 整理され、 やがて、 後 漢に至 

りて 現 1 了， の 干支 紀年 法に 進轉 する に 至った もので、 殷歷紀 年 法 は 丁度 現行 千 支紀年 

法 V」 一 致して 居る。 

4 殷歷 の來歷 

殷歷 よ. 漢初 頃から 論せられ た曆 法で、 太初 曆 制定の 際に は 有力なる 候補者の 一 ど 

して^^され たもの ど 見える。 不幸に して 八十 一 分 法の 太初 歷 (三 铳歷) に對 して 一 

さ を輸 し、 官き V」 して 採用 さる ゝには 至らなかった が、 殷歷の 養成 者 も 相 應に多 かつ 

たもの VJ 見え， 太初 以後 三十 年に 至りて、 太史 令張壽 王が、 殷歷の 採用 せられん こど を 

上 書 し、 頗 る 頑強に 爭 つたこ^ が律歷 志に 見えて 居る。 なほ 劉歆は 世經を 叙す るに 

當りて は 三 統歷ど 比較して 常に 殷歷を 引用して 居る。 • 但し 前項に 論じた るレ ゆ^ 

^は 稀々 の^代に 殷歷に 附け加 へられた もの で、 決 して 始めからの もので はない。 

^初の 年代  一一 七 
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a 胶初 年代の 推定 は、 律 歷志 世經に 引用され て 居る の 

は 疑 もない。 律歷志 に、 壽王 に關 して 

壽王又 移 帝王 錄。 舜禹年 歳。 不合人 年。 壽 王き n 

爲 天子。 在殷周 間。 皆 不合經 術。 

ヾ」 ある が、 殷 初年 代の 推定 も此 中に あった の 

歷の 提案され た 時から 太 甲 元年 を歷 元に 當 

b 周 初年 代の 推定 は、 世 經に 引用して 居らぬ 

爲 天 子、 在 殷周^ どい ふ 程度の 妄 誕不稽 なる 

に 見 ゆる 如き 年 代 (前 一 〇 七 〇 年) の 推定 は、 其 

、以後の ものであるが、 思 ふに 劉歆の 推算 を 見 

らう。 二百 七十^ 萬 年 どい ふ^ 大年 數の算 

あ る。 

歷紀年 法 及び 現行 干支 紀年法 は 太初 前後より 

^に 共和 以来の 年代に 附 せる 干支 紀年 や、 竹 書紀年 


で 

出 


よ 

ゝ 

る 

も 


つ- 

過 


死 

後 に 

S> 力 


で、 劉 

化 益 

か VJ 

た か 

見れ 

ぎ な 

の 解 

そ れ 

に 劉 

の も 

言 ゼ 


以前の ものである こ V」 

爲 天子 代禹。 驪 山女 亦 


疑 

力 

釋 


はれる。 或 

p  b  、！ *  、  o 

<K  f 乃 レ 

劉歆 時代 ま 

つたので あ 

から 見ても 

傚 ふて 試み 


は漢初 に 設 


歆の超 辰 法 以後 

ので ある。 從っ 

る 干支 紀年 は， 悉 


は f 驪 山 女 

う。 緯 書 

力 に §ぜ 新 

もので あ 

の もので 

つ 史 言 年 

皆 後人 


の 書き入れの 攙 入した ものである こ ビ^-疑 もない— 

5 甲 寅 元 ど 庚申 元 

发 漢書 聿曆 志に は、 後瀵 代に 甲 寅元ミ 庚申 元^ の 優劣に 就て 屢論爭 があった こ £ 

が 載せて ある。 甲 寅 元 どい ふの は、 初 元 二 年 (前 四 七) より 一 五 二 〇 年 溯りた る 前 一 五 

六 七 年 甲 寅 を 以て 歷元 VJ する 殷歷 のこ^で あ り、 庚申 元^ い ふの は、 前 漢の文 帝 後一 ヌ 

三年 (前 一六 二より 一 五 二 〇 年 溯りた る 前 一 六 八 一 年 庚申 を 以て 歷 元^す る 四分歷 

で、 三 統歷の 後 を 承け て 元 和 二 年 (西紀 八 五) より 建 安 十 一 年 (西紀 二 〇 六) に 至る まで 後 

漢^に 實 行され たる 後漢 四分曆 のこ ビ である。 なほ 前 四 七、 及び 前 一 六 一 より 二、. V 

六 o、 三 二 〇 年. たけ 溯りた る 所 を それ I の 暦の 上 元 又は 天 元ざ稱 へて 居る (二、 七 六 

〇、 三 110 ど いふの は  一二 統歷 V」 四 分歷の 諸種の 過 期 を 結び 合 はせ て 作り上げた 尨ヲ 

年数で、 其 算出 法に 就て は甞て 「漢 代に 見えた る 諸種の 暦法 を 論す 7 い へ る 論文に 於 

て 論じた こどが あ るので、 こ ゝには 反覆し ない )o 庚申 上 元より 春秋 獲轔 (前 四 八 一) ま 

では 丁度 二百 七十 六 萬 年^な り、 甲 寅 上 元より 獲瞵 まで は、 それより 百 十四 年少く、 二 

七 五 九、 八 八 六 年 どなって 居る。 

周 初の 年代  一一 リ 
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^お 害 本曆 志に 引用せ る 論議に よれ ば， 緯 書の 中に は. 甲 寅 元 (殷 1.) を 用 ひて 居る も 

の VJ, 突 P 元 (後 漢四分 曆) を 用 ひて 居る もの どの 二種 あ り、 命 曆 序、 考 靈 曜は 前者に 屬し 

ー匸 命 ^、乾 整 度 は 後者に 屬 する こごに なって 居る。 卽ち今 我々 の 考究 せんどし つ ゝ 

ある 乾 接. 度に 就て は， そ れは 庚申 元 (後 漢四分 曆) を 用 ひ， 開 闢 より 獲 鳞 まで を 一 一， 七 六 〇、 

〇〇〇 年 ど 見て 居る ど い ふので あるが， これ は 明か に 第 1 項に 引用せ る 現行 本乾髮 

度の 內容 V」 は 相違して 居る。 現行 本 乾 鑿 度に 今 入 天 元 二百 七十 五 萬 九 千 二百 八十 

歲 VJ あるの は， 獲 蟒 (前 四 八 一) 以前 二、 七 五 九 八 八 六 年より 降りて 計算した もので 

(48  1  +  2,7  5  9,8  S  <;)| さ 5  9,2  80  =  1087  B.  C. 

V」 なる ので， それより 十二 年後の 克殷の 年 を 【075  B.PW した ものである こ VJ は 疑 

もない。 入 戊 午 節 二十 九 年 V- は 五 年の 差が あるの で， 鄭 玄は其 差の 說明を 注して 居 

る。 なほ 日 甲子 歲甲寅 V」 あるの も、 甲 寅 元 卽ち殷 歷を用 ひて 居る V」 い ふ こ v-なの で. 

現行 本 乾^ 度が 庾申 元によ つ て 居らぬ こど は 少し も 疑 ふの 餘 地がない。 

現 通行の 乾 鑿 度に ある 曆 ビ， 後 漢書 律曆 志に 引用して ある 乾 鑿 度の 曆 ごが 相 矛盾 

して 居る VJ いふ こ V」 は 頗る 重大なる 事件で ある。 如何にして 斯の 如き 矛盾が 生じ 


た か、 我 々は 詳細に これ を 吟味し なければ ならぬ。 

G 蔡邕 V」 鄭玄 

後 漢書 律曆 志に 蔡邕 の曆 議を载 せて 居る。 これ は 緯書の 曆に關 する こビを 論じ 

て 頗る 重要なる もの ど 思 はる、 の で、 繁 を 厭 はす 其 大部分 を 次に 揭げ る。 

靈帝熹 平 四 年。 五官 郞中馮 光。 沛相 上計 掾陳晃 言。 曆元 不正 故妖 S 叛冠益 州- 

盜賊 相續。 爲曆用 甲寅爲 元。 而用 庚申。 圖緯無 以庚爲 元 者。 近. 秦 所用 代 周 之 

元。 太 史治曆 郞中郭 香 劉 固。 意 造 妄說。 乞與本 庚申 元 經緯。 有 明 受虛欺 重 誅_ 

乙 卯 詔書 下 三府。 與儒林 明 道 者。 詳議務 得道 具。 以羣臣 會司徒 府議。 

^郞蔡 邕議以 爲曆數 精微。 去聖 久遠。 得失 更迭。 術 術 無常。 是 以承秦 正。 曆 

用 顓頊。 元 用 乙 卯。 百 有 ニ歲。 孝武 皇帝。 始改 正朔。 曆用 太初。 元 用 丁 1。 

行 之 fH 八十 九歲。 孝 章 皇帝。 改後四 分。 元 用 庚申。 今 光晃 各以 庚申 爲非。 甲 

お 爲是。 案曆 法。 黃帝顓 頊夏殷 周 魯凡六 家。 各自 有 元。 光晃 所據。 則 殷^ 元 

也。 他元雖 不明 於 圖讖。 各 家 術 皆 當有效 於其當 時。 黃帝始 用 太初 丁  S 之 元。 

有 六 家 紛錯。 爭訟 是非。 太史 令張壽 王。 挾 甲 寅 元。 以非 漢曆。 雜候 淸臺。 課 
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在 下 第。 卒以 疏閽。 連 見 劾奏。 太初 效驗。 無 所 漏 失。 是則雖 非 圖讖之 元。 而 

有效於 前者 也。 及 用 四 分 以來。 考之行 度。 密於 太初。 是又新 元 效於今 者 也。 

延光 元年。 中謁者 亶誦。 亦 非 四 分 庚申。 上 言。 當 用命 曆序甲 寅 元。 公卿 百 寮- 

參^ 正處。 竟不 施行。 且三 光之 行？ 遲速 進退。 不必若 一 術 家以算 追而求 之。 

取合 於當時 而已。 故 有 古今 之 術。 今 之 不能 上 通 於 古。 亦 猶古術 之 不能 下 通 於 

今 也。 元 命 苞乾鑿 度 皆以爲 開闢 至 獲轔。 二百 七十 六 萬 歳。 及命曆 序。 積獲麟 

^  起 庚 子 節 之 二十 三歲。 竟已酉 戊 子 及 丁 卯 節 六十 九歲。 合爲 二百 七十 五 

歲。 漢 元年 歲在乙 未。 上 至 獲轔。 則歲在 庚申。 推此 以上。 上 極 開闢。 則 (不) 在 

庚申。 讖雖無 文。 其數 見存。 而 光晃 以爲 開闢 至 獲麟。 二百 七十 五 萬 九 千 八 百 

八十 六歲。 獲 鱗 至漢。 百 六十 ニ歲。 轉差少 一 百 一十 四歲。 云當滿 足。 則 上 違 

乾蹩度 元 命，； 51。 中 使 獲 麟不得 在 哀公 十四 年。 下 不及命 曆序獲 麟漢. 相 去 四藓年 

數。 與奏 記譜 注 不相應 中略 元 和 二 年。 乃 用 庚申。 至 今 九十 ニ歲。 而 光晃 言。 

秦 所用 代 周 之 元。 不知 從秦 來漢。 三 易 元。 不常 庚申。 光晃 區區。 信用 所學。 

亦妄虛 無 造 欺 語 之愆。 至 於 改朔易 元。 往者壽 王 之 術。 己 課 不效。 亶誦 之議不 


用。 元 和 詔書。 文備義 著。 非 羣臣議 者 所能變 易。 太 尉 耽 司徒晚 司^ 訓。 以邕 

議劾 光晃 不敬。 正 K 薪 法。 詔書 勿 治 罪。 

(則 土 庚申 は宋 版本 も 同じ 樣 になつ て 居る が、 不 の 字 は、 衍 字^ 認め これ を 削る 

こ V- 、する-二 十二 史玫異 では 元の 字の 衍ビ して 居 る) 

これ によりて 見れば、 光、 晃は甲 寅 元 (殷歷) に 改めん こ V」 を 主張し) 蔡邕は 現行の 庚申 

元 (後 漢 S 分 誓) にて 可 なりどして 論爭 して 居 り、 其 結 果 光， 晃 は 不敬な り^-して 彈劾さ 

れる こどに なった 程の 大事 件な ので、 其 論爭の 眼目 點に關 して、 乾 鑿 度 は 開闢より 獲 

瞬まで を 二百 七十 六萬歲 どし， 庚申 元 を 用 ひて 居る^い ふ 蔡邕の 言に 誤が あらう 箬 

まない。 これ 程 確かな 證據 はない ごい はなければ なるまい。 

こ I に對抗 すべ き 現行 本、 乾 鑿 度に ある 1 項の 引用文 は、 或は 詩 正義 文 王 之 什の 疏 

いら 集めた もので あらう VJ 思 はる ゝの で、 今 孔穎 達の 疏の 中より これに 關 する 文 を 

摘記 すれば 次の 如くで ある。 

文 王 之什疏 易 乾 鑿 度 云。 入 戊 午 節 二十 九 年。 伐崇。 作 靈臺。 改 正朔。 布 

王^ 於 天下。 受籙。 應 河圖。 注 云。 受命後 五 年。 乃爲 此改。 ロ猶如 也。 
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一、 現 通行 本 乾 鑿 度の 

玄の 注した る 乾 鑿 


又 案 乾憨度 云。 歷元名 握 先紀。 日 甲子 

十五^ 九 千 二  W 八十 歲。 昌 以西 伯 受命。 注 

一 二の 文字の 異同 を 除いて は 

用が 誤って 居らぬ  >」 すれ ば、 鄭 

0 度 V」 は、 明 か に 矛盾して 居る 

蔡邕 V」 鄭玄ど は、 共 に 後漢末 

何れも 暦 數に長 じた 人 ど いは 

た ど は 想像す る こ ど が 出来な 

ど すれ ば， 其 狻生は 思 ふ に 次の 

ィ 或 は， 後 瀵末 頃まで は、 緯 書 

い ^ 名 を 帯 び て 其 內 容 を 

にあった ので はなから う 

U 或 は 又、 孔 潁達は 朥數に 疎 

の 


の 人 

れ て 

r  o 

二 つ 

は秘 

o^、  )  * 

Rr 一  \  { 

が。 

い の 


で、 ほ  >  同時代 

居る の で、 同 一 

蔡， 都， 兩 者の 權 

の 場合より 外 

密 の家學 どし 

せる もの が， 別 


歲 甲 寅。 

云。 受洛 

文 ど 全く 

度 w  、蔡邕 

の 人で あ 

の 乾 鑿 度 

威 を 認め 

はない。 

て傳 へら 

々の 家元 


又 

力 

れ、 


曰。 今 入 天 元- 

之 命。 爲 天子， 

樣 である。 孔 

其 曆議に 引用 


差 別 を 浞 同 に 乾 懇 k に 非 ざ 


で， 緯書 の曆を 引用す る 

る もの を、 乾 鑿 度 どして 


弓 


ら. 

從 

當 

用 


思 は れ る- 

そ れ を 反 

の 矛盾 を 

て 時 VJ し 

らるゝ VJ 

て， 緯書 の 

た の で は 


リ 二 百 七 

穎 達の 引 

したる 乾 

" しかも 

對に傳 へ 

解釋 せ ん 

て は、 同 一 

いふ 狀况 

中の 彼此 

な か ら う 


力 

兩 1 、 たつれ にしても， 斯の 如き もの を^め て 作り上げ たる 現 通行 本 易 乾 翳 度の 如き 

もの は、 頗る 信用の 出来ない もの VJ 見なければ ならない こ^になるの である 力 t は 

右の 兩點に 就て 其 いづれ にも 多少の 疑 を かけるべき 理由 を 持って 居る。 

め 現に 乾 鑿 度に 就て、 現行 本に 

卽置 ー歲。 積 日 法 二十 九日 與 八十 一分 日 之 四十 一 三 二 の 誤)。 除 之 云々 

ヾ J あり、 又 後 漢書 律曆 志に  . 

犋帝漢 安二 年 (西紀 一 四 三)。 尙書侍 郞邊韶 上 言。 世微於 數虧。 道 盛 於 得 常。 數 

虧則 物衰。 得 常 則昌。 孝武 皇帝。 攄發聖 思。 因 元 封 七 年 十一月 甲子 朔旦 冬至 ( 

乃 詔 太 史令司 馬遷。 治曆鄧 平等。 更建 太初。 改元^ 朔。 行 夏 之 正。 乾 鑿 度 八 

ゲ (•！ の 字を脫 す) 分 之 四十 三 爲日法 下略 

ヾ」 あるの は. 乾 鑿 度 はだ^- ,ー  分 法 を S ひて 居る V」 いふ こ V」 なので ある 力/十 - 分 法 

は 甲 寅 元 (殷歷 ) や 庚申 元 (後漢 四 分曆) などの 四 分 暦法 ど は 全く 異なりに る 太初 暦法な 

の で、 诀 して 是等 ど 併せ 揭 げらる ベ きもので はない。 現行 本が 甲^ 亓ヒ 「ノ十 一 分 法 

抝 初の 年代  一二 五 
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V」 を竝 ベて 载 せて 居る 

相 當の權 威 を 認めな け 

漢 安二 年 二 四 三) 頃まで 

く 知られて 居り， 兹平四 

る ものが^く 行 はれて 

乾^ 度の 三 字 は， 宋刊本 

は ha  ;w 文 屮には 無 か 

ない。 おし さう である 

リ孔 穎迮が 將數に 疎き 

依 三 統歴。 七十 上ハ 

皆 歳 &•  ^。 日 S '子 

ど あるの は だしき^ 

す， 一 千 五 百 二十 歲を 一 


一 二 六 

の は餘. り に甚 しき 矛盾で 論外で あるが、 若し 邊韶 の上嘗 に は 

れ ば な ら ぬ V」 すれ ば. 後 漢時代に 

は、 乾罄， 度の 中に て 太初 歷 (八十 一 

年 二 七 五) に蔡邕 が曆を 論す る 頃 

つた もの ど 見る よ b 外 はない 

も 同桡に はなって 居る が、 文 总 上 

りし もの で、 後 世 傳寫の 間に 攙入 

ど すれ ば， 問 題 は 簡單に 片付け る 

人であった こ VJ も 否み 難い。 現 

歲爲 一 都。 二十 都爲 一紀。 積 一 

下略 

o  ^隱 公元 年。 歲在乙 未 下略 

亂 である。 三 統歷は 八十 一 分 法 

紀 ビ せ や、 歴 元 を 甲 寅 V」 稱 へ て 居 


は 乾 鑿 度に 一 定の 底本な く、 

分 法) を 用 ひて 居る ものが よ 

に は 時 曆 (庚 巾 元) を 用 ひて 居 

であら う (佴 し 邊韶の 上書 中、 

無く  VJ も 差 支 はない の で、 或 

したる ものである かも 知れ 

こ VJ が 出來る )o 

に 同じ 文 王 之 什の 疏に 

千 五 百 二十歳。 凡紀首 者。 


な の で， 七十 六歲を 一部 V」 せ 

ら C5。 こゝに 述べて 居る の 


は 全く 殷歷 のこ どなの で 、依 三 統歷は 依殷歷 でなければ ならぬ。 又 三 統歷は 超-お 紀 

年 法 を 用 ひて 居る の で， 三 統之 術に よれば 隱公 元年 は 己 未に はならない。 f 一 一統 之 術 

の 四 字 は 誤で あ る， 削 り 去らなければ ならない。 此ニケ 條の錯 亂は單 なる 不注意の 

誤 VJ して 看過す る こ VJ は出來 ない。 要するに 孔穎達 は 、一二 統歷の 特徵が 八十 一 分 法 

ど^ どに ある VJ いふ こ V」 に 就て 十分なる 了解がない もの ど 見なけ^ば ならぬ- 

同じ^ 所に これ. たけの 誤 をして 居る の を 以て 見れば、 乾 鑿 度 どして 引用して 居る 部 

分に 就て も、 何 程の 錯誤 をな して 居る か 計り 難い。 更に 此事實 によりて 頹推 すれば 

孔領 達の 注疏に 引用せ る もの を 蒐集 還元して 其 主 もなる 部分 どせ る 緯書 類に 對し 

て は， 槪 して 多くの 言 用 をお くこ V」 は出來 ない V」 いはなければ ならぬ。 

7 緯書の 暦の 作製の 年代 

前數 項に 亘りて 考究した る 所に よれ ば、 現行 本 易 緯乾鑿 度に ある 次の 四ケ條 

ィ文王 受命は 入 戊午蒒 二十 九 年に 當る どい ふこ ど 

"右 は 又 入 天 元 二百 七十 五 萬 九 千 二百 八十 歲に當 る^-いふこ^ 

、ノ 日 甲子 歲甲寅 の 殷歷を 用 ひ 居る V- いふ こ ヾ」 

問 初の 年代  ニー 七 


^作 天文 學 史硏究  1 二八 

-ー 八十 一分の 四十 三 どい ふ數 


は、 蔡 ^の 見た る 乾 整-度の 中には 斷 じて 

午茄 二十 九 年に 常る V」 い ふこ VJ  、卽 ち 武 

歷の 計算 は 何れ かの 緯書の 中に あった 

推^ は 

A 武成 にある 一 月 壬 辰 旁死躕 

B 生^死^に 關 する 劉 歆の解 

の 二 ケ條に 基いて 克殷の 年代 を 

C 克胶は 受命後 十三 年 VJ いふ 

を 加 へ て、 受 命の 歲を 定めた もの 

じ 史料 を，^ 歆ど 同梳の 方法に て 

G  ^ 在雜火 V」 い ふ こ V」 を考盧 

K 股^ぐ」 三統歴 ./」 で は， 周 初 顷 

の 二つの 條 件で， こ れが ために 推 


〈，リ ま 

王克 


どい ふ 記事 

释 

決定し 

なので 

處理し 

に 入れ 

の 月の 


れて居 

殷の歲 

は 疑 も 


そ れ 

解释 

耍 i 

た る 

ぬ 

相 の 推算 に 


るに # 

ものに 


な 


な 


但し 文 王 

〇 七 〇 年 

どの ほに 


定周 初年 代 は劉歆 


歆 以後 

相違な 

1 日 の 

の 推定 


のゾ カタ * 

、 O こ 5> 


受 命の 歲は入 戊 

に當る VJ いふ 殷 

思 はれる。 この 


歆の 採， 9 たる 同 

主要なる 相違 は 


相違が ある 

より は 五十二 年 程 二 


ニ對ー 〇 七 〇) 新 らしくな り， 稍 真に 近 

^  -嫉 紀年法 は 始めから 超 辰 法 ど は異 

る 超お 法 は 劉歆沒 後に は 後漢の 初め 

〇) は 超 辰の年に 當り 乍ら 超 辰して 居 

鶉 火 を 考慮に 入れな か つたこ ごも 少 

初年 代の 推定 は 劉 歆沒後 若 千年 を經た 

入れられた もの ど 見る ベ きで あらう。 

王公の 積年 

王公の 在位 年數を 積算して 周 初の 年 

で， 又 最も 確實 なる 方法で ある ど 思 はれ 

完全なる ものが 無かった の で、 劉 歆 は 

年代 を 決定 し. 斯 くして 定めた る 年代 

七 七 〇) に 至る までの 間隔 を補塡 する 


の を 得る 

たる 立ち 

旣に實 行 

の を 以て 

怪 むに 足 

後 漢時代 


と 

丄 

す 


に 至 

場 に 

さ れ 

見れ 

hy な 

に 成 


つ 

V6、 


こ 


現 


の は 偶然 

たる 上に 

に 建武ニ 


-ゃ 


歷 に 

要 す 

が て 


よ る 

る に 


の 幸 で あ 

ぎ 飲の 案 

十 六 年 (西 

椎算者 力 

殷歷 によ 

の 緯書に 


る o 

出 せ 

糸 i 

歲在 

採 り 


決定す る 

が， そ れ に 


こ VJ 

必要 


力 

な 


出 

乙 


來れ 

材料 

む を 得す 暦法の 推算に よ 

り 降りて 共和 元 年 (前 八 四 

め に、 史 記魯世 家に あ 


ば， そ れは 最も 簡單 

は劉歆 時代に 旣に 

りて. K 接に 周 初の 

一) 又は 平 王 元 年 (前 

る ©3 公の 在位 年 數を整 


H 初の 年代  ニー 九 


^^天文 學史 研究  ニニ  0 

理し補 1 する VJ い ふ 態度 を V」 るに 至った ものである。 我々 は 旣に周 初の 年代に 就 

て は 劉 飲の 推定した る もの を 却け 、列に 新たに 推算 を 試みた の で、 從 つて 先づ劉 就の 

加へ たる 制限 を撤廢 し， 平 淡に 世經 V」 史記ビ を 比較 硏 究 し、 斯 くして 若し 劉歆の 補正 

を S 元 すれ ば， 史 記に 傳 はれる 魯 公の 在位 年數 よりして 何程の 事 を 知り 得べ きか を 

考慮して 見なければ ならぬ。 

劉歆 以後 二百 餘 年. 西 晋 時代に 至りて 汲. 冢 よ b 出で たる 竹 書紀年 は、 戰 國 時代 末に 

記された る 三代 以来の 紀 年な の で、 若 し そ れが 完全に 傳 はって 居れ ば、 此 上 も な き 究 

t の材： &; であ り、 凡 て の 問題 は 直ちに 決定す ベ き箬 なので ある が、 不 幸に して 竹書紀 

年 は 末代に 散逸して 完本が なくな り、 現 通行 本 は 其 後 多くの 古書に 引用され てあつ 

たもの を 蒐集して 作った ものであるが、 蒐集の 際に 眞竹 書紀年 以外の ものが 多く 附 

加され たのみなら す、 具 竹 書紀年 どして 引用され たもの 、中に も、 當 初 發見後 問 もな 

く 書き入れられ たもので 攙 入した ものが 頗る 多い ど 思 はれる の で、 何 程が 果して 戰 

國 時代の 真竹 書紀 年で あるか を钊斷 する こど は 甚だ 困難で ある。 竹 書 紀年を 利用 

せんごす る に當っ て は 我々 は 極めて 細心の 用意 を 怠つ て はならぬ。 
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四 
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四 

豕 

世 

七 

九 
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五 

0 

七 

五 
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o 〇 

四 

四 

六 七 

決 

四 

九 

o« 

四 

，七 

五 

〇 

四 

' 四 

五， 
五 • 

I 世綏 V」 史記 

律 歷志世 經には 

春秋 殷歷。 皆 以殷魯 自周昭 王 以下 13 年數。 

故據周 公伯 禽 以下 爲紀。 魯 公伯 禽。 推卽位 

四十 六 年。 至康王 十六 年 而薨。 故傳 曰。 燮 

父禽 父。 並事康 王。 言晋 侯燮。 魯 公伯 禽。 

倶事康 王 也。 子 考公就 立食。 考 公世 家。 卽 

位 四 年 云々 

ど あ り、 以 下 歷代魯 公の 在位 年數を 揭げて 春秋 時 

代にまで 及んで 居る。 こゝに 春秋 V」 いふの は 寿 

秋 左 氏傳卽 ち劉歆 にまで 傅 はった 流派の 紀 年ビ 

いふ こ V」 であ り、 殷 歷 どい ふの は 殷歷の 流派に 傳 

つた 上代 紀年 V」 いふ 意味で あらう。 昭王 以下 年 

數な し- y」 いふて 居る の を 以て 見れ ば、 劉 歆 時代 ま 

闳 初の 年代 


東洋 天文 SS- 史硏究 

で は， 成 王康 王の 年代 は 或は 史記か 或は 其 

れる。 ^公の 在位 年數の 中、 伯禽の 分 だけ 

0 に 伯 禽は康 王 時代まで 仕 へ た ど い ふ傳 

による 周 初年 代に 調和せ しめる ために. こ 

は， 凡 て 史記世 家に は 基き 乍 ら、 推 算 年代 ヾ， - 

認 め て， 訂 正す る こヾ」 を敢 てした もの ど 見 

年数 を相對 照せ しむれ ば 別表の 如くで あ 

右の 對照表 中， 律 歷志 世經に 引用せ る も 

相 一 致せる 年數に 就て は、 い は >  二重に 保 

のが 當然 であら， フビ思 はれる。 一致せ ざ 

^等に 就て は 一 々の 場合に 考究して 次の 

(武 公) 武 公の 在位 年数 は， 世經 では 二 年， 世 

て 居る が， これに 就て は 世 家に 

^公 十四 年。 周厲王 無道。 出奔 彘。 


他に 明記した ものが 

は劉歆 時代 に 旣に不 

說 があった の を手懸 

れを 四十 六 年 ビ 定 め _ 

調和せ しむる ために- 

える。 世經 ど^ i 世 家 

る o 

の V」 、現 通行 本 史記世 

證 されて 居る ものな 

る 部分 は 伯禽、 煬 公， 獻 

如くに 處分 する こど 

家で は 九 年、 十二 諸侯 


あった もの かど 思 は 

明で あつたの で、 た .> 

りに し て、 曆法 の 推算 

，以下 魯 公の 在位 年數 

•  一  二 ケ所記 錄の誤 ど 

ヾ」 に 於け る魯公 在位 

家に ある もの VJ  、互 に 

ので 梵ハま 、採用す る 

公， 及 び武 公で あるが、 

\ す る a 

年表で は 十 年 V」 なつ 


共和 行政。 二十 九 年 周 宣王卽 位。 三十 年 


真 公 卒。 

yj あ り. 真 公 十五 年が 共和 元年に 當る どい 

當 \ 养秋隱 公元 年 (前 七 ニニ) 以前 百 十九 年 

經のニ 年、 世 家の 九 年 を 誤 ど し， 年 表の 十 年 

(煬 公 V」 獻公) 世 經に煬 公 十六 年 ご あるの 

柊の 計算から 見て 律歷 志の 原文が 六十 年 

煬公 六十 年、 獻 公 五十 年の 二つ は、 劉 歆が推 

むる ため に 世 家の 年數を 引き延ばした も 

間 題 は 世 家の 原文が 何で あつたか V」 いふ 

である ベ きに も拘 はら す、 そ れが 古く か ら 

十六 年であった ためで は あるまい か。 こ 

る が， 私 はこれ を 手懸り どし て、 現行 本 世 家 

VJ 思 ふ。 獻 公に 就て は、 何 等 手懸り V」 なる 

年 を 古き 文の ま、 である ビ 認める。 

周 初の 年代 


ふ こ ビ 、、其 共和 元年 は 西紀 前 八 四 一年に 

に當っ て 居る こ VJ によりて 計算 すれ ば. 世 

を 以て 正し VJ しなければ ならぬ。 

は宋 版本 も同樣 であ るが、 これ は 世 經の前 

であった こど は 少しも 疑 ふの 餘 地がない- 

算 によりて 得た る 周 初の 年代に 調和せ し 

ので ある こ V」 は 疑 もない ので ある が、 た V 

こ VJ である。 思 ふに 世經の 原文が 六十 年 

十六 年 V」 誤った の は、 或 は 史記世 家の 方が 

れは單 に 極めて 輕き 疑に 過ぎない ので あ 

に 煬公六 年 VJ あるの を 十六 年 ど 改めたい. 

べき 材料がない の で、 現 行 本 世 家の 三十 二 

1 S 
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伯禽の 在位 年數に 就て 

初年 代に 調和せ しむる ため に 

はって 居る 所で ある。 私 は 新 

武王 在位 年數を 三年 V」 したの 

せな や. 1 ぬ 禽に當 て る こ V」 、 し 

合した る 成 王 元年 を伯禽 元年 

王克殷 後伯禽 薨去に 至る まで 

斯 くして 我々 は 成る ベく 忠 

ど ゝ し、 た い 始めから 史 記に 欠 

の 想.^ に 近き ものに て 補 ふ こ 

tei  ^v.^  ！  0 レゝ J ゝこ周 o  .t- し <s 

、巾に て设も 多くの 妥當性 を 

E- レは^ る o 

り- 竹^ 紀年 


1 三 四 

は 確かなる 證據 がな く、 曆 法の 推算に よ b て 得た る 周 

四十 六 年 ど 定めた ものである こど は 劉歆の 明か に斷 

計算に よ り、 周 初 克殷の 年代 を 前 一 〇 六 六 年、 克 殷 後の 

で、 他 の魯 公の 在位 年 數を加 へ たる もの を 差 引きた る 

• 其 在位 年數を 五十 五年ビ する。 但し 周 公 攝政七 年 を 

どす るので、 伯 禽は康 王 十八 年に 薨じ たこ V」 にな り， 武 

の年數 は世經 より は 二 年 短 か いこ ど になって 居る。 

實に史 記の 原文に 近い ど 思 はる ゝ ものに 還元す る こ 

けて 居つ た VJ いはる 、伯禽 の 在位 年数に 就て は劉歆 

ヾ」 ゝし て、 丁 度 新た に曆 法に よりて 推算した る 周 初の 

る こ V- が 出來 る。 これが 今日より 推定し 得べき もの 

おする もの で、 盖 し當 時の 事實に 近き もので あらう ご 


竹 書 紀年は 晋の咸 寧 五 年 (二 七 九) に 汲 郡の 盜が 魏の襄 王の 墓を發 きて， 戰國 末以來 


埋藏 されて あった^ 書 數十車 を 得た 中に あった もの 

1 1 九 九) に 至る までの 事 を 編 年體に 記した ものである- 

神 田學士 の 「汲冢 書 出土の 始末 に 就て. 一 (支那 學第 一 卷)， 小 

還 曆紀念 論 文集). 兩 論文に 於て 詳細に 述べられて 居る 

晋 書 本 紀， 束 晳 傳， 王 接傳 及び 杜預の 春秋 經傳集 解 後 序 

晋書 武帝 本紀 咸寧五 年 冬 十月。 汲 郡 人不準 _ 

書 十餘萬 言。 藏于 秘府。 

：! 晋書 束晳傳 初 太康ニ 年。 汲 郡人不 準。 盜發 

竹 書數十 車。 其紀年 十三 篇。 記 夏 以來至 周幽王 

家 分 仍述魏 事。 至 安 釐王之 二十 年。 蓋魏 國之史 

中經傳 大異則 云。 夏 年 多殷。 益 干 啓 位。 啓 殺 之- 

Sn 周受命 至穆王 百年。 非 穆王壽 百歲也 中略。 漆 


で， 夏 殷以來 

U 發見當 時 


魏の褢 王 二十 年 (前 


川 博士 

ので あ 

の 一 部 

魏襄王 

爲犬戎 

書。 大 

リ 太 甲 


與 


の 事情に 關 して 

天子 傳考 (狩 野敎 

• な ほ參 照の ため 

、 に 摘記す る。 

冢。 得 竹簡 小 

或 言 安釐王 冢- 

.) 以 (晋) 事 接 之。 

春秋 皆 多 相 應( 


伊 尹。 文 丁殺季 


| 曰 皆 科 斗 字。 初 發冢者 < 


よ、 

授 


照 取^; 物 e 及 官^ 之。 多 儘 簡斷礼 e 文 旣殘缺 C 不復詮 次。 武帝以 其 書付 


篆古 

〕 三 

〕 其 

歷。 

燒策 

秘書 ( 


^^天文 ゅ史 研究  - 

校^ 次^。 尋考 指歸。 而以今 文お 之。 晳在 著作。 得觀竹 書。 隨疑 分释。 皆 有 

o 晋書 王接傳 時 秘書 丞衞 恒考 正汲冢 書。 未訖而 遭難。 佐 著^ 郞束晳 述而成 

f 之 雄。 ま。 時 東萊大 守陳留 Ai^- ^な ^あ^か。 晳又釋 難。 而庭堅 

ac。 散 騎侍郞 潘滔謂 接 曰。 卿 才學理 譏 足 解 二子 之紛。 可 試論 之。 接 遂詳其 

得失。 摯^ 謝 衡哲傳 物 多 聞。 咸以爲 允當。 

.7 杜預 春秋 經傳^ 解 後 序 太康 三年 二月 中略。 會汲郡 汲踩。 有 發其界 內舊冢 

〜者。 大导 古書。 皆 簡編科 斗 文字。 發冢者 不以爲 意。 往々 散亂。 科 斗 書 久癡。 

i ふ- ト， 5 も^。 始者藏 在 秘府。 余 晚得見 之。 所 記 大凡 七十 五卷。 多 雜碎怪 妄_ 

、可 W 力。 周 為 及 .紀. 年。 .最 お^で 巾 略。 其紀 年篇。 起自 裒殷 周。 皆 三代 王事- 

^^^別 也。 唯 特記 晋國。 起自 殤叔。 次 文侯昭 侯。 以至 曲沃莊 伯。 莊伯之 十 

一 年 トー 1。 ^隠 公之 元年 正月 也。 皆 用 夏 正 建 寅 之 月爲歲 首。 編 年 相次。 晋 

國滅。 菊^ 瑰事。 下 至 魏哀王 之 二十 年。 蓋魏國 之史記 也。 推 校哀王 二十 年。 

^^^^-^o 是周赧 王 之 十六 年中 略。 下 去 今太康 三年 五 百 八十 一歳 下略 


耍す 

^ ま で 

定 さ 

竹甞 


千 支 

, o 

で、 杜 

年 力 

き で 

ら れ 

な 


預 

あ 


る に 

の 間 

た も 

中 で 

は 勿 

年 を 

か ら 

へ V6 

S 權 

く、； ii 

ネ 

ら う 

の で 


發 

ふ 


目 

で 

る 


應 に 

て 整 

に 書 

あ ら 

か つ 

の は 

ノレ を 

或 S 


t 書 紀. W 'は 晋の咸 寧 五 年 (二 七 九) に 發 見せら れ， 翌 々年の 太 康ニ年 (二八 二 

に、^  E 助、 和 嶠、 衛 恒. 束 晳の四 人の 手に よりて 整 

のど 思 はれる が、 發 掘の 當 時には 頗 

最も 分 了 どい はれて 居る 紀 年ど雖 

論で あらう。 從 つて それ を 年次に 

記 入 し、 或 は 甲より 乙まで 何年 V」 い 

本文に 紛れ込んだ ものが 少なくな 

戰國 時代に 現行の 如き 干支 紀年 法が 

校 哀公 二十 年、 太歲在 壬 戌 一 ど いふて 居 

預が 自ら 紀年 をた どって 壬 戌に 當る 

が. 同時に 又、 かく 推定した る 干支 紀年 

はない か V」 疑 はしめ る。 

ほ 考定者 相互の 間に も 時々 意見の 相 逢が あ 

相 論難した る こど は、 前揭 王接傳 にい へる 如くで あ h..、 又 現に 隋書 經籍 志に 紀年十 

W 初 Q 年代  一三 七 、 


さ れ、 今 文 

扱 はれた 

損の 部分 

する に^ S 

入れ， や が 

こ VJ は 想 

こ VJ は 疑 

書紀 年の 

つた VJ い 

ちに 本文 


太康ニ 

に 書き 

ものら 

ゃ錯簡 

つ て、 便 

て 其 等 

陵す る 

もない 

原本に 

ふ 00 

の 傍に 


お 

力 

一 I 

よ 


さ れ， 考 

いので， 

多 かつ 

上 或は 

書 入れ 

難くな 

實 なの 

干支 紀 

解す ベ 

き 入れ 


書 

何れに 決定す ベ きか に 就て 互に 


^^天文 學史 研究  ニー 一八 

卷 VJ あり 其 注に 

汲 冢書並 竹 書 同異 一 卷 

VJ ある を以 て 見 れ ば. 汲 冢 出土の 竹 書紀年 は、 或は 科 斗 文字の 讀み 方に 就て、 或は 錯簡 

に 就 て、 明 か に 若干の 異見 を 挾み 得べ き狀 態に あ つ 

て 所謂 考 定本 ど 雖も必 すし も戰國 時代の 原本の 眞 

はなければ ならぬ。 林 春 溥は其 竹 書 紀年補 證の卷 


の 整理 方に 就て. 或は 殘闕の 補正 

たもの ど 見なければ なら す、 從 つ 

を 傅へ たもの ご は斷じ 難い VJ い 

末に 附 せる 後 案に 於て 

^桉。 竹^! 之 出。 其 定之非 

^お 和 嶠衛恆 束晳。 而王庭 

久^。 疑似 相^。 各事揣 摩 

いふて 居る。 

斯 くして 一 たび 整理され 考定 

りて^び 散佚し 其 完本 は 全く 失 

し て， 後 人の 作り上げ たる ものが 


一人。 則 傳之非 一本。 考 晋書 隋 志。 維時 撰 次 者。 

堅 加之辨 難。 束晳 爲之釋 難。 王 接詳其 得失。 科 斗 

, 豈必盡 合。 故 隋志載 紀年有 竹 書 同異 ー卷 云々 

された る 竹 書紀年 は， 不 幸に して 其 後 兩宋の 際に 至 

はれた の で、 や がて 諸 書に 引用され たる もの を蒐蕖 

現行の 今 本 竹 書紀 年で ある。 これ は 其 蒐集の 際に， 


原本の 文に 非ざる 雜駁の 異分子が 頗る 多く 混入して 居る の で， 殆 ど 全く 原本の 面冃 

を 失して 居る もの V」 いはれ て 居 り、 四 庫 提要に は 十數ケ 條の證 を擧げ てこれ を 論じ 

て 居る。 

真偽 相錯雜 して 處 分に 困難なる 竹 書紀年 を、 再 び 整理して 復活せ しめた もの は， 實 

に 近時に 於け る 故王國 維の 研究で ある。 一 方に 於て は、 朱 右 曾が 古書に 引用せ る紀 

年の 文 を蒐輯 して 作れる 汲冢紀 年存眞 を， 考 證し 補正して 古本 竹 書 紀年輯 校なる も 

の を 作製した が， これ は 竹 書紀年 原本の 文に して 今日まで 傳 はれる もの ゝ 殆ど 全部 

であらう VJ 思 はれる。 更に 一方に 於て は、 今 本 竹書紀 年の 各條に 就て 一 々其 出 所 を 

明か にして 今 本 竹 書 紀年疏 證を著 はして 居る ので、 此両 書に より て、 竹 書紀年 內容の 

眞僞は 一目して 截然 判別す る こどが 出 來る樣 になった こ ビは實 に 學界の 幸で ある。 

3 古本 竹 書紀年 

今王國 維の 古本 竹書輯 校よ り、 周 初年 代の 決定に 關係 ある もの を 摘記 すれ ば、 僅 に 

十 數ケ條 に過ぎない。 

0 ^ 滅夏以 至 于受。 二十 九 年 (王の 衍 r 用歲 四百 九十 六 年 史記殷 本 紀集解 

W 初の 年代  一 三 九 


^^天文 學史 研究  一四 〇 

"(武 王) 十 一 年 庚 寅。 周 始伐商 唐 書 歷志引 

八 武王年 五十 四 路电發 ®w 引 

o  K  -も こ 上。 F  ^  d  o 『 4tf  g  4«  fe-  F  RH 文選 資良 注。 太平 御覽 

-1 成 康之世 天 写 お 四 寸 -is- hr 芹  <  十四 引 十 下有餘 字 

ホ 昭王 在位 十九 年 以上なる こど。 

へ 自周受 命 至穆王 百年 晋書 束晳傳 

ト稳王 在位 三十 七 年 以上なる こど。 

チ孝王 在位 七 年 以上なる こ ビ。 

リ^ 王 在位 七 年 以上なる こど。 

共和 十四 年。 大旱火 焚 其屋。 伯 和篡位 立。 秋 又 大旱。 其 年 周厲王 死。 宣 王立 

太平 御 K 八 W 七十 九 引 史記。 

然 無此 文。 常出耙 年。 

^宣王 在位 三十 九 年 以上なる こ^。 

ヲ幽王 在位 十 一 年なる こど。 

ヮ自武 王滅殷 以至幽 王。 凡 二百 五十 七 年 § 鍵 讓ミ 

是 等 の 中、 問 题 解決の 材料 どなり 得べき もの はィ" へ ヮ等 であ る が， 其 屮へ は王國 


維 も 「束， 隱括 本書 之 語 Jv」 いふて 居り、 當時 親しく 考定の 任に 當 つた 束 晳の 語ぐ」 して 

束晳^ に 載せて あるので、 必す しも 原本の 文で はない かも 知れない が、 最も 信頼す ベ 

きもので あらう ぐ」 思 はれる。 叫^ は 古本の 文に は 相違ない かも 知れない が、 西晋 

發見 後に 書 入れられ たもの で、 決 して 原本の 文で はない。 

叫の 庚 寅 VJ いふ 如き 干支 紀 年が 戰國 時代の 原本に あらう 箬 がない こざ は、 干支 紀 

年 法の 發 達の 歷史 から 見て 毫も 疑がない。 戰國 時代の 半ば 頃に 始まった 歲星紀 年 

法に 基いて それの 轉 化した る 太 歲紀年 法， 漢初 頃に 起った 顓頊 歷紀年 法， 少しく 後れ 

て 次で 起った 殷歷紀 年 法. 以上 三つの 紀年法 を 統一 し 整理した のが. 前漢 末の 劉 散の 

超 辰紀年 法で あ り、 其 紀 年を繼 承し 伹し超 辰 法を廢 したの が 現行の 干支 紀年 法な の 

で， 現行の 干支 紀年法 ご戰國 末の 數へ方 どで は 二 年 程の 喰逯 ひが ある。 現に 呂氏春 

秋に 【維秦 八 年， 歲在 浯灘 一 ど あり、 西紀 前 二三 九 年 現行 干支 壬 戌の 歲を^ 灘 (申) の 歲ど稱 

へ て 居る の は 明かな 證據 である。 

ハ^-の 如き 積年 計算 も 亦 一の 干支 紀年ど 同じく 出土 以後に、 しかも 恐らく は考定 

整理の 際に 書き入れられ、 やがて 本文に 攙 入した もので あらう ど 思 はれる これに 
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就て は叁 照の ため 今 本 竹書紀 年疏證 のこれに 相當 する 部分 を 次に 摘記す る。 

ィニ 沿滅 S 以 至于受 二十 九 王" 用歲四 fn 九十 六 年 原注 始努亥 終 戊 寅 

注。 史記殷 本紀粜 解引紀 年。 文選、 六 代 論 注、 通 鑑外紀 分 引。 原注 戊 寅 乃 庚 寅 

之 訛 U 案 自癸亥 至 庚 寅實五 fil 八 年。 而以諸 帝 積年 計 之 亦 同。 並與 都數不 合。 

蓋以 湯元 年爲癸 亥。 本 唐書歷 志張說 歷議。 而以 周始伐 商爲庚 寅。 則 本 歷議所 

引紀 年。 二者 本 不同 源。 無怪與 古紀年 積年 不合 也。 原注 見其不 合。 乃 改爲戊 

寅。 然 不免與 本書 諸 帝 積年 及 歲名相 齟齬。 蓋 本書 與注。 亦 非盡出 一人 之 手。 

成雖出 一 手而 前後 未 照 也。 古紀 年用歲 四百 九十 六與 與易緯 稽覽圖 同。 

ヮニ武 王 滅殷歲 在 庚 寅。 二十 四 年 歲在甲 寅" 定鼎 洛邑。 至幽王 二百 五十 七 年。 

共 二： c 八十 一年。 自武王 元年 巳 卯 至 幽王庚 午 二百 九十 二 年。 

注。 史記周 本紀集 解引紀 年。 自武王 滅殷以 至 幽王凡 二百 五十 七 年。 通鑑外 

紀.？ 汲^ 紀年リ 西 周 二  f= 五十 七 年。 此 二百 八十 一年 與古 紀年不 合。 乃 自幽王 

十 年 逆 數至其 前 二百 五十 七 年。 以此爲 成 王定鼎 之歲。 以與古 紀年之 積年 相 

： 血 K 從 一!: 志 所引紀 年。 以武王 伐殷之 歲爲庚 寅。 而 共和 以後 之歲 名又從 


史記。 無 怪其格 格不入 也。 余 疑隋志 所引堯 元年 丙 子。 唐 志 所 引武王 十-年 庚 

寅。 皆 歴家追 名 之。 非紀年 本文。 蓋 雖古紀 年中 亦多羼 入之說 也。 

午 本 竹 書 紀年を 作製す るに 當 りて， 古本 紀 年の 文相 互の 間の 矛盾 を 調和せ しむる 

ために、 乍 製 者が 種々 の 小細工 を 施した こど は. 今 日より して これ を 追跡す る こど 力 

出お るが、 程 茂の 差 こそ あれ、 多少 それに 類似した こどが 古本 竹 書紀年 考定の 際に も 

試 >  られた であらう ど 想像す るの は不當 では あるまい。 

武王克 殷の歲 を 庚 寅^)  V」 すれば、 平 王 元年 は 前 七 七 〇 で 辛 未 (S) な ので、 西 周 二百 八 

十一 年 VJ なる箬 であるが、 古本 紀 年に 二百 五十 七 年 ど あるので、 止む を 得す 庚 寅 後 二 

十四 年に 定鼎 どい ふ 事件が あった もの どし， 定鼎 後西 周 二百 五十 七 年 ごい ふ 意味 ど 

解 荜 して これ を 調和 せん V」 した ものであるが、 古本 竹書紀 年の 文に は 「武 吐滅殷 よ， 5 

幽 王に 至る 二百 五十 七 年 マ あるの で、 こ れは 甚だ 無理で ある。 思 ふに これ は、 レ诙卞 n 

w  ^  一一  in  ^ 七^ ^ど は 別々 の 人が 書き 人れ たがために 相 異なれる もの ど 解す るの 

が當然 であら う。 

り 武王克 殷の歲 に 庚寅ビ 書き入れた 人 は、 發見當 時の 竹書紀 年に は 無 か." しどい 
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は る 

定し 

め て 

で あ 

は 疑 

の A 

で あ 

な い 

こ の 

は. 私 


、 m に 

得た る 

考究す 

滅殷後 

る 力 こ 

もな く 

き 入 れ 

武王滅 

つた も 

ので あ 

• 少しく 

一 年の 

のこの 

^代の 


關 し て、 帝 堯 元年 丙 子 V」 書き入れた 人 VJ 

干支 を 記入した ものに 相逮 ない。 如何 

る こご、 する が、 兎 に 角 發見當 時の 原本 

西 周の 年 數をニ 五 七 年 V」 すれ ば、 克 殷 の 

れは何 V」 しても 他の 方面からの 史料 VJ 

傅. おの 際の 誤で なければ ならぬ。 私 は 

is 

胶 以至幽 王。 

の V」 思 ふ。 私 

るが、 これ は 書 

偏りた る^ 解 

^  ^が、 次に 述 


同 


凡 二百 九十 七 年 

の 推算より すれ 

き 入れ をした 人 

のために 一 年 古 

ぶる 如 く殷代 の 

^説 を 確め る察實 である。 

年数が 四 九 六 又は 五 〇 八 V」 な 


ば、 I し く 

が、 伐殷 ど 

く 數へ違 

年數 計算 


歲 


樣に曆 法 上 

し て 推算し 

は 無 かりし 

は 西紀 前 一 

おする こ 、/J 

れは 簡單に 


は 二百 九十 六 

克殷ど に 就て 

へた もので あ 

に 其 儘 及んで 


の 計 

す 力 

も の 

〇 二 

は 出 

五 は 


算 によりて 推 

は、 次 に 項を改 

である。 

七 年 VJ なる の 

來 ない、 二 五 七 

九の 衍 で、 當初 


年で 

己 w> 

ら う- 

^0 る 


つ て 居る の は 頗る 面白 


なければ なら 

の 文 の 解釋を 

) しかも 丁度 

ど 思 はれる の 

これ は 其數. 字 


から 見て. 明かに 殷歷 派の 推算 紀年を 信じて 居った 人の 書き入れ である こど を 察せ 

しめる。 思 ふに 汲冢 出土の 竹 書紀年 は、 或は 錯簡ゃ 一部 欠損 等の ために、 確かなる 殷 

代の 年 數を與 へる こ V」 が出來 なかつ たもの か、 當 初の 考定 者なる 束 晳はー 夏 年 多殷. 一 ど 

、 ふて 居る にも 拘 はら す、 そ れに 反する 年數を 褐げて 居る の は、 早 くから 殷歷 派の 紀 

年に 依て 竹 書の 欠 を 補った もので あら う。 

第 九 節に 述べた 如く、 殷歷の 推算に よれば、 太 甲 元年 は 西紀 前 一 五六 七 年で あり、 武 

王 克殷の 年 は 西紀 前 一 〇 七 〇 なので. 太 甲 元年より 克殷は 四、 九 七 年、 湯元 年より 克殷 

よ 五 年 V- なる 害な ので あるが、 この 書き入れ をした 人 は 克殷の 年に 就て 一 年の 

^ひ 違 ひ をした の で、 西 周の 年數を 一 年 多 く、 殷 の 年數を 一 年少な く 計算す るに 至つ 

たもの^ 思 はれる。 殷歷 元は 太 甲 元年に 當て、 あるので、 これ を殷初 ごする 理由 は 

ない ので ある が、 四 九 六の 書き入れ をな した 人 は、 殷 歷 元の 名のた めに これ を 殷元祀 

ど 思 ひ 誤った もので あ b 、殷 王の 年次 を 整理し 湯元 祀に 干支 を 書き入れた 人 は、 正し 

く 殷祀五 〇 八ど數 へた もの ど 思 はれる。 なほ 私の この 臆說 のために は、. ィー i 今 本 竹 

書^ 年 疏^の 注に^ 緯稽覽 圖同ど ある こ VJ も 注意す ベ きこ VJ である。 易 緯稽覽 膠 
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は 鄭玄の 注した 緯書で は ある が， 後 世の 書き入れの 攙 入した V」 思 はる 、部分 も 頗る 

多く 本文の 眞偽 判別の 困難なる 書で ある。 其 中に 歷 代の 年 數を 揭げて 

^四 1 二十 一 。 殷 四百 九十 六。 周 八 百 六十 七。 

ど 記して 居る ので ある が、 周 代の 年数 は 世 經に從 つ て 八 六 七"、」 し、 竹 書 ど 全く 異なつ 

て 居る にも 拘 はら す， 殷 代の 年 數を四 九 六 どして 居る の は 甚だ 面白い。 これ は 竹 書 

紀年ど は無關 係に， その 出土よ， 9 も 以前に， 殷歷 派の 推算して 居った 年 數を揭 げた も 

の ど 見る のが 穩當 なる 解释 であらう。 

上來の 如き 硏究 によ り、 結 局 我々 は 古本 竹 書 紀年を 通じ て， 戰 國 時代の 原本 竹 書か 

らの 材料 どして 

a 武王克 殷の年 は 平 王 元年 (前 七 七 〇) 以前 二 九 六 年 

h 文王受 命より 穆王 前年まで KH 年 

の 二 ケ條を 採 川す る こ V」 が 出 來るど 思 ふ。 但し 原本に 明かに 受命 どあった か， 又は 

束晳の 見解に より 克殷 以前 若干 年 を 以て 受 命の 歲 どして 加算し たかは 必す しも 明 

かで はない。 この 見解の 如何によ りて は 「二 年の 差違 は 有り得る もの V」 見な けれ 


ばなら ぬ。 

C 十 一 年 (庚 寅) 周 始伐商 

のが k なる 干支 紀年は 如何にして 書き入れ たもの か。 我々 は 先づ此 文の 引用して 

ある 唐 書 歷志を 吟味して 見なければ ならぬ。 

4 唐 書歷志 V」 竹 書紀年 

本 竹書紀 年に は 『十 一 年 庚 寅 周始伐 商 丁」 あ り、 庚 寅の 年に 當る 干支 を 溯れ ば， 西 紀 

前 一 〇 五一 年， 一 一 一 一年 等，、」 なる ので ある が、 現 に 今 本 竹書紀 年に 記載され て 居る 

歷代周 王の 在位 年數を 積算 すれば. 伐 殷の歲 は 丁度 前 一 〇 五 一 年に 相當 する 桡 にな 

つて 居る ので、 かく 一致せ る 前 一 〇 五一 年 庚 寅を以 て 伐 殷の歲 ^する こ V」 は 可な り 

廣く 信せられ て 居る。 よしや 今本紀 年に ある 周 王の 一 々の 在位 年 數には 確かな 保 

證が 無く ビも、 又よ しゃ 古本 紀年 にある 庚 寅 は戰國 時代の 原本に は 無かった にして 

も、 *2 し^ 本 竹 書に あった 周 王の 在位 年數を 凡て 積算 すれば 正しく 前 一 〇 五 一 年 (庚 

戈 設 V」 なる 樣に あった もので あらう ど 信せられ て 居る。 斯 くして 悸 初ジ- 年^ — 

就て は， 三 統歷の 前  一 一二  二 年 說に對 して 竹書紀 年の 前 一 〇 五一 年說が 殆ど 唯一の 
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仃 力なる 對立 者で あるが 如く 見ら れ、 前 者が 推 法 密耍を 以て 重ん せられて 居る のに 

對 し. 後 者に 或は 事 實上周 王の 積年に 墓き たる もので はない か V」 St み を屬 せらる ゝ 

點に 於て 一種の 强みを 有して 居った ものである。 十一 年 庚 寅 は 果して それ 程の 信 

賴を献 す ベ きもので あらう か。 

十一 年庾 お， 周 始伐商 V」 いふ 文が 古本 竹書紀 年の 中に あつたで あらう VJ い ふこ ヾ J 

は， 唐 書歷志 所载、 一 行の 大衍歷 日 度議に 基いて 居る ので あるが、 今 同歷議 中より 問題 

に關係 ある 部分 を 摘記 すれば 次の 如くで ある。 

ィ國語 曰。 武王伐 商。 歲在鹑 火。 月 在天 駟。 日 在析木 之津。 辰 在 斗 柄。 星 在天 

鼋〕 舊說 歲在已 卯。 推^ 脚魄。 迺文王 崩 武王成 君之歲 也。 其 明年 武王卽 位。 

新 ^ 孟春 定朔丙 辰。 於商爲 二月。 故 周 書 曰。 維 王元祀 二月 丙 辰朔。 武 王訪于 

周 公。 竹^ 十一 年 庚 寅。 周始伐 商。 而管子 及 家 語以爲 十二 年。 蓋 通 成 君之歲 

也。 先 儒 以文 王受命 九年而 崩。 至 十 年 武王觀 兵盟津 。 十三 年復伐 商。 推元祀 

二月 W ぉ朔。 距伐商 日月。 不爲 相距四 年。 所說 非是。 武王十 年 夏 正 十月 戊 子。 

周 師始起 中略 又 三日 得 周 正月 庚 ^朔 中略 故武成 曰。 維 一月 壬 辰 旁 死魄」 翌日 


癸已。 王朝 步自 周于 征伐 商 中略 是歲歲 星 始及鶉 火。 其 明年 周始 革命。 歲又退 

行。 旅 於 鶉 首。 而後 進 及 鳥 帑巾略 

^又 周 書 革命 六 年 而武王 崩。 管 子 家 語 以爲七 年。 蓋 逋克商 之歲也 中略 

づ自伐 紂及此 五十六 年。 ，k^r^。  ^^ぎ 一 不合。 而三統 歷以已 卯 爲克商 之歲非 

也。 夫 有効 於 古 者。 宜合於 今。 一二 統歷自 太初 至 開 元。 朔 後天 三日。 推 而上之 

以至周 初。 先天 失 之 蓋 益 甚焉。 是以 知合 於 歆者必 非克商 之歲。 

ー應 右の 文意 を解釋 すれば 次の 如くで ある。 國 語 に f 武 王 伐 商、 歲在鶉 火 云々 7」 あ 

る 年 を、 劉 欲の 三 統歷の 推算で は已 卯の 歲卽も 西紀 前  一 一二  二 年 どした が、 今新歷 (大 

^ 歷) に よって 龃 塊の 月の S を 推算して 見る ど 適合し ない。 巳 卯の 歲 (前  一 一二  二) は 

蓋し 伐 殷の歲 ではな く，  丁度 文 王 が 崩じ武 王が 君 V- 成った 年に 當 つて 居なければ な 

らぬ。 さすれば 翌年 は卽位 元年な の で、 逸 周 書に 維 元祀ニ  丙 辰朔ど あるの も 前 一 

一 二 一年の こ VJ  、して 朔の 干支が よく 適合す る し、 又 竹書紀 年に 十 一 年 (今 ならば こ 

ゝ に、 卽 ち 前 I 一 一 一年 V- 注すべき 所 を、 干 支に て 巳 卯より 下って 十 一 年、 卽 ち 庚 寅 年 

ヾ J がした ものである) 周始伐 殷，、 J あ b  、武 成に 一月 壬 辰 旁 死魄^ あるのに よく 適合す 
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る。 耍 する に武 王克殷 

當て る こ VJ ゝ すれ ば、 上 

,5， 終 り は 召誥， 顧 命， 畢命 

は な い が、 反 之 三 铳歷の 

ら， 武 王克 殷の歲 は舊說 

て 居る の が、 右 に 引用せ 

同樣の 方法で 處理 して 

問 ^ つて 居る こ V,- は旣 

推算が 出來 る^に なつ 

已卯 ではなく 庚 寅で な 

從っ て 古本 竹 書紀年 

近が 立たない。 これに 

算 によ h- て 庚 寅 (前 一 一 

なほ 管 子 及び 家 語 を 


一 五 〇 

の 歲を庚 寅 (前 一 一  一 二に 改め、 已卯 (前  一 一 ニニ) を 文 王 崩 年に 

は 周 書の 維元祀 二月 丙 辰 朔、 中 は武 成の 維 一 月 壬 辰 旁 死魄よ 

に 至る ま で、 上 下 五十 餘 年の 間の 膦魄 及び 日 名 盡く合 はざる 

如く 武王克 殷を已 卯 VJ すれば 脾魄日 名の 記事に 合 はない か 

の 如く 已卯 ではな く， 必 す 庚 寅で なければ ならな い V」 論歸し 

る 歷議の 文の 旨 趣で ある。 畢竟 一行 も 劉歆ビ 同一の 史料 を 

居る ので ある が. 周 初 の 月の 相に 關 する 劉歆の 推算 は 1 1 、三 日 

に 指摘した 如くで あ り、 大衍歷 で は 三统歷 より は遙に 正しき 

たので、 周初當 時の 記事に 適合す る ものごして は、 克 殷の歲 は 

ければ ならぬ V」 論斷 する に 至った ものである。 

の 文の 中に 始めから 庚 寅^-あつたので は、 右 の 歷議の 文の 筋 

論者が 明かに 斷 はって 居る 如 く、 ま 魄の 記事 を證 據？」 し て， 推 

一 一) の 年.、. -斷定 し 記入した ものである こど は 毫も 疑がない。 

引用して (通行 本に は 管 子に も 家 語 にも 見 當らな い. 成 は呂氏 


专 秋に 武 王立 十二 年而成 甲子 之 事 ど あるの を 思 ひ 違 ひ をして 弓 用した ので 

まい か、 他日の 考證を 期 す) 竹 書の 十一 年 を， 卽 位 十 一 年 ど解釋 したの も 此歷議 

りで あらう。 今 本 竹 書 紀年も それに 傚って 居る ので ある が、 古 本 竹書紀 年の 

周始 K 商 は、 受命十 一 年 か、 卽位十 一 年 か は 明かで ない。 

、y 上の 如き 研究の 結 果、 我 々は 唐書歷 志に よりて 次の 如くに 論斷 する こど 

る o 

^古本 竹書紀 年の 原形で は單に 『十 一 年 周始伐 商？ あ b, 庚 寅の 二字 は 無い 

(  • 

を 記入した の は 一 行の 推算の 結果で ある。 

M 一  行の 書き入れた 庚 寅 は、 三 統歷の 周 初巳 卯 (前 一 一 ニニ) より 十一 年後 の 庚お で _ 

前 一 一 一 一年 庚 寅で ある。 

C- 從 つて 書^ 年の 原本に 十 一 年 庚 寅 V- あつたで あらう ビ し， そ れが前 一 〇 五一 

ぎが 货 である V」 解釋 する の は、 1 一 重の 錯誤に 陷っ て 居る もの で. 事 實 何等の 根據 

のない ものである。 

^古本 竹書紀 年の 十 一 年 周 始伐商 を 卽位十 一 年 V- 解釋 したの は 恐らく 一  行に 始 
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i5 ある 

が 始 ま 

十 一 年 

が出來 

o こ れ 


11 

り よ 位 卽王武 
で ま 殷 \^ 

6 

後殷克 
位-お 王^; 

37 

王 成 

26 

王 康 

19 

王 昭 

55 

王 穆 

丄 z 

土 

25 

王 懿 

9 

王 孝 

8 

王 夷 

12 

王 厲 

(841B.C.  = 元 和 共) 


一 五 二 

一行が， 克殷の 年代 を 前 一 一 一 一年 ど 推算し 十一 年 庚 

つた V」 いふ こ V」 は、 竹 書紀 年の 內容 が、 單 獨に克 殷の年 

： は 完全で なか つ た V」 いふ こ VJ を 示す もので あらう 

王 在位 年數を 次の 如くに 揭げて 居る。 
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まるこ VJ であら う。 

e  ^：呼 紀年を 引 £ して 居る 

お ど 記 載して 怪しまな か 

代 を 決定し 主張し 得る 程 

o 今 本 竹^: 紀年 

今 木 竹ヒ： ：紀 年に は歷 代の 周 


是^ は王阈 維に よれば、 い づ 

ある。 從 つて 古くから 傅來ど 

者が 出 所 不明の 材料 を^め て 

ある。 特に 取り上げ てこ ゝに 


れも 古本 竹書紀 年に あ 

いふ 信用の ない もので 

乍り 上げた に 過 ぎ な い 

論す ベ き 資格 のない も 


つた V」 いふ 證據 のない もので 

あ り、 單 に 今 本 竹書紀 年の 作製 

ヾ」 見なければ ならない もので 

のな ので ある が、 そ れ にも 抅は 


ら す , J 

眛 する 

ィ武王 

殷の歲 

に 合致 

こ VJ は 

き 入れ 

がそれ 

に谏き 

を 滅 ぼ 

に對し 

いふ こ 

一 IT り 

I  ,ィ し 

な ほ 


れに對 して 

こ VJ 人す る 

克殷 後厲王 

は 西紀 前 一 

する が 故に 

前項に 於 て 

た も の、 し か 

に 合致せ し 

こ "/J を 示す 

し， 十 二 年に 

よく 調和せ 

ヾ」 に 執 はれ 

所說 V」 一年 

武王卽 位の 


多少の 未練 を 有する 學者も 少なくな いので. 一 應其 等の 所論 を吟 

末年に 至る までの 年 數を加 ふれば 二 〇 九 年 ごな り、 從 つ て 武王克 

〇 五 〇 年 (辛 卯) どなり、 十 一 年 庚 寅 伐殷， 十二 年 辛 卯 滅殷ビ い ふ こ ど 

.北 5.- 年 は ^0 すべ きで あらう V」 いふ 說が ある が、 か ゝ る 說の妄 なる 

論じた る 所に よりて 明かで ある。 庚 寅 は 一行の 推算に よって 書 

も それ は 前 一 一 一 一年に 當 るべき ものな の で、 今 本紀 年の 作爲者 

めん ど 〕 て 干支 一周 六十 年 を 誤った の は、 偶 々 以て 作爲 者の 暦數 

に過ぎない。 なほ 一行 は 十 年末に 周師出 發， 十 一 年に 殷を 伐ち 之 

命 を 革め たど い ふ こ V」 にして 居る の は、 月の 相ゃ歲 星の 所在な ど 

しめんた めな ので あるが、 今 本 作 爲者は 十 一 年周始 伐^の 始伐ど 

たもの か， 十 一 年 伐殷、 十 二 年滅殷 V」 いふ こ V.- にし て. 滅殷 に 就て は 

の 喰 逢 ひ を 生 じ、 折 角の 苦心の 作 を無殘 にも 踏み 蹂っ て 居る。 

年から 昭王 末年までの 年 數を加 ふれば 九十 九 年 どな 年の 數 
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に 八 "はせ て 居る が、 これ もさうなら しむ る^に 昭 王の 在位 年數を 伸縮して 作った も 

ので ある こ V」 は 1 言 ふまで もない。 

U 林^ 溥は 竹^ 紀 年補證 の卷 末に 附 せる 竹 書 後 案に 於て 次の 如き こ V」 を 注意し 

て 居る。 成 王 元年 を伯禽 元年 V」 し、 そ れ より 北 ハ和元 年 (前 八 四 一) に 至る までの 年 數を、 

1 方に は 竹^ 紀年 によりて 歷代周 王の 在位 年數を 積算し、 一 方に て は 史記魯 世 家に 

て 们 お .r 四十 六 年 どし 以下 眞公 十四 年 ま で を 加 ふれ ば. 共 に 二 〇 三年 ごな り、 丁 度 両 

々相 合致して 居る。 これ は是 等の 記事に 相當の 信用 を 置かし むる に 足る もので は 

ないか どい ふので ある が、 然 しょく 吟味 すれ ば. 伯 禽の 在位 年數を 四十 六 年 V」 したの 

は 劉欣の 推^に よって 作った ものである 上に， 劉 歆は伯 禽元を 成 王 親政 元 (卽 位 八 年) 

に お て 、 ，is るの で. 今 伯^の 四十 六 年 を 採用し 乍ら 伯 禽元を 成 王 元 (攝 政 元) に當て ゝ 

計ね する の はお^で はない。 かくの 如くに し て、 よ しゃ 一 致した る 積年 を 得た ど し 

て も， そ れは 偶然の 一 致 V」 いはなければ ならぬ。 

ハ 姚文田 は 其^ 初^: ：：：：!： 歳星 终逸 雅堂學 古錄卷 四) に 於て 

余 前以 史記^ 闳公^ 家。 證 共和 以前。 以史公 親 見 秦紀。 證 春秋 以後。 知 竹 書 


史記 所載 年數皆 合。 而漢志 爲劉歆 私增。 可 灼然無 疑矣。 今玫ニ 書。 亦 有 未 は I 

者。 竹 書 武王六 年。 管 子 史記皆 作 七 年。 又 竹 書厲王 十二 年 流彘。 共和 行政 十 

四 年。 凡 二十 六 年。 史記厲 王卽位 三十 年 妇利芮 良 夫諫。 一一 一 十四 年 王 益 嚴召公 

諫。 哲 不聽。 三年 王 出奔 彘。 所謂 三年 者。 逋召公 諫言 之。 實共 三十 六 年。 兩 

三 字 皆 二字 之 誤。 與竹書 年數正 同。 惟史 記 又 載 共和 十四 年。 合 之 得 四十 年。 

竹 書統入 二十 六 年內。 則 連 武王少 十五 年矣 

.0 いふて 罟 る。 要するに ^本 竹書紀 年の 年数 中、 厲 王 十二 年を訂 正史 記に 從っ て 二 

十六 年 V- し、 武 王 六 年 を 管 子 (史 記 を 引ける は 誤) に從 つて 七 年 V」 し、 其 他 は 凡て 其 儘 ど 

す れ ば、 周 ^の 年代 は 十五 年 古くなる こビ 、な り、 滅 殷の歲 は 前 一 〇 六 五 年、 伐 殷 の 歳 

は 前 一 〇 六 六 年 V」 なる^ い ふて 居 り、 數 字 的 結果に 於て は 私の 推算に よりて 到^し 

たる もの ど ほ  >  一致した る もの を 得-し 居る ので ある が、 其 積算の 徑路に 就て は 私 は 

必す しも 同总し 難い。 厲王 以外の 周 王の 在位 年 數は今 本 竹書紀 年に 所載の もの を 

其 ま、 受 入れる ビ いふ こ V」 は、 旣 に 論じ 來 つた 所に よりて 明かなる が 如く 承認し 難 

いこ どで あるが、 特に M: 王の 在位 年數を 二十 六 年 (共和の 十二 年の 外に) ど 訂正 するど 
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いふ こ VJ に 就ても 異見が ある。 周 王歷代 中. 恭、 懿. 孝、 夷. 四 王に 就て は 何等 著しき 歷史 

的ボ おの 記 錄 がない ので、 其 在位 年 數は四 王の 總 和に 於て さ へ 正しく あれ ば、 其 谷 王 

に 就ての 異同 は 何等の 問題 どならな いので ある が， 厲 王に 就て は 相關聯 せる 記事が 

史 記木紀 及び 世 家に 散見して 居る の で、 我 々は 彼此 參 照して 慎重に 吟味して 見なけ 

れ ばなら ぬ。 

n 欣 王の 在位 年数 

北ハ和 以前の 周 王の 在位 年數 にして 史 記に 記載の あるの は 

武王 三年。 穆王 五十 五 年。 厲王 三十 七 年。 

の 三 王： U け で あるが、 武 王に 就て は、 旣 に 第 七 節に 論じた 所で あ り、 穆 王に 就て は 他に 

お^がないの で、 此 兩者は 其 儘 採用す るこ^、 する が、 厲 王の 在位 年數に 就て は、 史 記 

M 木紀 S  ^家の 記が V」 が 相 矛^して 居る の で、 其 ま、 承認す る こ ビ は出來 ない。 

ィ周. 4 紀 .Ig 王卽位 三十 年。 好 利 近榮夷 公。 大夫芮 良 夫 諫厲王 曰 中略。 三十 

HI 年。 王 益嚴。 國 人莫敢 言。 道路 以目 中略。 一二 年 乃 相 與畔。 襲厲 王。 厲王出 


これに よれば. 奔彘 までの 厲王 在位 年數は 三十 七 年 か 若く は 三十 六 年で ある。 然る 

リ 衛&家 貞 伯卒。 子 頃 侯 立。 頃 侯 厚賂周 夷王。 夷王 命衞爲 侯。 頃 侯 立 十二 

年卒。 子釐侯 立。 釐公 十三 年 周厲王 出奔 於彘。 共和 行政 焉。 

これに よれ ば、 共 和 以前 二十 五 年が 頃 侯の 立った 時で、 しかも それ は 厚く 周 夷王に 赂 

して 侯 ざな つた V」 いふので あるが 故に、 夷王の 次の 厲 王の 在位 年 數 (せハ 和 以前の 分) は 

二十 五 年よ り 短くなければ ならぬ。 

T 齊世家 哀公 時。 紀侯讃 之 周。 周烹 哀公。 而立 其 弟靜。 是爲胡 公。 胡公徙 

都 薄 姑。 而當周 夷王 之 時" 哀公 之 同 母 少弟 山怨胡 公。 乃 與其黨 率營邱 人。 襲 

攻殺胡 公。 而 自立。 是爲獻 公。 獻公 元年 盡逐胡 公子。 因徙薄 姑郤治 臨茁。 九 

年獻 公卒。 子 武公壽 立。 武公九 年。 周厲王 出奔 居彘。 十 年 王室 亂。 大臣 行政- 

號曰 共和。 

これに よれ ば、 共 和 以 前、 武 公 九 年、 献 公 九 年 で、 合 計 十八 年 前に 獻 公が 自立した 時 は 周 

夷王の 時に 當 る，、」 いふの で、 共 和 以前の 厲 王の 在位 年數は 十八 年より 短くなければ 
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ならぬ。 


-ー 陳杞世 家 孝 公 卒。 子 慎 公 圉戎 立。 慎 公 當周厲 王^。 慎 公 卒。 子幽公 寧 立。 


こ の 

V」 す 

十 四 


幽公 十二 年 周 厲王奔 于彘。 二十 三年 幽王卒 _ 

年に なって 居る の は 誤 面 宣 王卽 位。 一二 十六 年 

年卒。 子 夷公說 立。 是歲周 幽王卽 位。 

文 は 少しく 誤字が あ. b, 幽 公に 關 する 年 數が互 

れば 後の方 は 二十 一 年で なければ なら す、 後 の 

年で なければ ならぬ。 此闊係 を圖示 すれば 次 


子釐. 公孝 立。 釐公六 年 (年表に 五 

釐 公卒。 子 武公靈 立。 武公 十五 

に 調和し ない。 前の 方 を 十二 年 

方 を 二十 三年 V」 すれば 前の 方 は 

の 如く で あ る。 


從 つ て .zg  H の サハ^ 以前 在位 年數は 十二 年 以上 か、 又は 十四 年 以上で なけ れ ば な ら 


問題の 年数に 關 する 古き 史料 は 右の 四ケ條 に過ぎない (古本 竹 書の 年 數は傳 はら 

ザ. 今 本 竹 書の 年數 はこ、 に參 照す る こど は 出来ない )。 なほ U に 就て は史 記の 文 は 

殆ど 全部 周 語から 採用した もので あり、 たい 周 語の 原文に は紀年 はなく、 三十 年 及び 

一二 十四 年の 二つ の 紀年は 、今日 不明の 史料に よって 太史 公が 補った もの ど 見える。 

これに 就て 史記志 疑に は 

案厲王 在位 之 年。 漢初已 無 可 放。 故史 公作 表。 斷自 共和。 而據 本紀所 書。 是 

一二 十七 年 流彘。 五十一 年 崩。 後 儒皆從 之。 其 實此紀 載お 良 夫 諫用榮 夷 公。 お 

召 公 諫王監 謗 二 事。 倶圃語 文。 國語無 年。 佴云監 謗 之 後三年。 王 流 于彘而 已( 

史公 以良 夫 之諫。 繋于 三十 年。 以召 公之 諫。 ？三 十四 年。 ま 知 何據。 竹 書 

謂。 厲王 十二 年奔 載。 二十 六 年陟。 而 以命榮 夷公爲 元年 事。 監謗爲 八 年 事。 

外紀又 謂。 厲王 在位 四十 年。 恐倶難 信。 

是 等の 史料に よって 見れば や」 りリ」 は 明かに 矛盾して 兩立 しない。 我" は 其 

31 か 一 方 を 採り 一 方 を 捨てなければ ならない ので あるが、 私 は ニ對ー の多數 決に 

よて 且つ は 出 所 不明の 疑の ためにる を 捨てる のが 穩當 なる 解決法で あらう， y ふ 

- t  一  五 九 

闳 初の 年代 


束洋 天文 學史 研究 

前^に 述べた 姚文 田の 二 

い。 今歿れ る" ハ 二の 條 

年 以下 十四 年 以上 ど すれ 

し 若し 此年 數を變 す る 場 

總 和の 中より 減す るこ^ 

乙 帝王 世紀 其 他 

古本 竹書紀 年の 古書に 

阈 維の 古本 竹 書 紀年輯 校 

て^ 昧 した 所で ある が、 な 

融 むして 居る ものも^な 

一 應帝王 世紀 以下 唐宋 に 

ィ 帝王 世紀 は ^ の 皇 甫 諡 

.て 沒〜 て 居り， 竹 IS 紀 年の 

^ で あ つた どい はれて 居 


1 六 〇 


十六 

件 の 

ばよ い 

"口 に え 

にさへ 


年說 

凡 て 

い の 

は、 單 


用 

の 


も 亦" 

を 支 障 

で、 私 は 

に それ 

n  f. 一 


れて 今日 

られて 居 

に、 引用文 

あるで あら 

での 歷 史家 

皇 甫 謐 は 晋 

咸寧五 年 (一 一 


力 


合 

ら 

假に之 

だけの 

切 他に 


で 傳 

ヾ」 田-」 

形式 

う ヾ」 

の 著作 

書に よ 

七 九) で 


な いので 

むる ため 

十六 年 ご 

數 を 恭 懿 

響 を 及ぼ 


採用す 

に は、 問 

定める 

孝 夷 四 

す こ VJ 


で、 定 めし 皇甫 謐 は 竹 


れる もの 

る、 ので 

取らす し 

せらる ゝ 

を 吟 味 し 

れ ば太康 

• 太康ニ 年頃まで 

書紀 年の 內容に 


る 


こ^が 出來な 

の 年數を 十八 

ビ、 する o  ffi- 

の 在位 年 敷の 

な い。 


は. 殆ど 

そ れ は 

て 史家 

の で、 此 

て 見 な 

三年 (二 


漏る、 所な く 王 

旣に第 3 項に 於 

の 著作の 內容に 

點に 於て 我々 は 

ければ ならぬ。 

八 二) 六十 八 歳に 

が 整理 考定の 期 

就て 聞知した で 


あらう し， 或は 自ら 紀 年の 原本に 就て 研究す るの 機 會をも 得た であらう ごも 察せら 

れる。 從 つてよ しゃ 帝王 世紀 は それ 以前に 旣に 完成した 著作であった どしても、 竹 

書紀年 出土 以後に、 或は 皇甫謐 自らの 手に よって， 或は 其沒 後に 門下生の 手に よって 

若干の 增補ゃ 修正が 加 へられた こ V」 が必 無な り V」 は斷 言 出來 ない。 

帝王 世紀 は宋 末に 至り 完本が 散迭 して 今日に 傳 はらない。 諸 書に 引用して ある 

ものに 就て 見る より 外 はない ので あるが、 顧觀 光が 廣く 集めて 年次に よって 序した 

ものが あるので、 それによ りて 見れ ば、 三 代の 年代に 就て は ， 

夏 四 三 二。 殷 六 二 九。 

周 \ 六 七。 以上 初學記 引 

で， 全く 劉歆の 律歷志 世經に 推算せ る もの を 蹈襲して 居る にも 拘 はらす、 往々 それ ど 

矛盾す る ものが 介在して 居る の は 頗る 怪しむべき こどで ある。 今 周 名の 年 

係 ある もの を 摘記 すれば 次の 如くで ある。 

◎ 文 王卽位 四十 二 年。 歲在鶉 火。 文 王 於 是更爲 受命之 元年。 始稱 王矣。 周 書稱" 

文 王 受命九 年。 惟暮之 春。 在鎬召 太子 發。 作文 傳。 九 年猶召 太子。 明 其 七 年 

闳 初の 年代  一六 一 


^^天文 S& 史硏究  一 ブー 一 

未 崩 

X 文 王 受命四 年。 周 正月 丙 子朔。 

X 武王 定位 歲在乙 酉。 六 年 庚 寅 崩。 

◎ 伯 禽以成 王 元年 封。 四十 六 年康王 十六 年卒。 

X 成 王 八 年。 封 伯禽， 于^。 七 年 王 崩。 年 十六 矣。 

〇 康 王位 在 二十 六 年 崩。 

〇 昭王 在位 五十 一 年 崩。 

〇 穆王五 十五 年。 王百歲 崩。 

〇 周 自恭王 至 夷王。 四 王年紀 不明。 是以歷 侬魯爲 正。 王 在位 二十 年 崩。 

〇 夾王 十六 年。 王 崩。 

◎ 自克殷 至 秦滅周 之歲。 凡 三十 七 王。 八 f« 六十 七 年。 

右 の 中、 ◎ 印を附 せる もの は. 全 然劉 歆に從 つた ものである。 こ、 に 注意すべき こ 

ぐ」 は ひ w  が 明か に 逸 Ml:  文 傅 を 見て 居る こ V」 で、 鄭 玄が 明か に 文傳を 見て 居らぬ 

こ.、」、 對 照 文 傅 作製の 年代 を 示す もの ど 思 はれる。 


〇 印を附 せる もの は、 劉 歆の 推算に 順應し 

つた もの も あるで あらう し、 一 部 は 皇甫譜 力 

る。 恭懿孝 夷の 四 王の 年代 明かなら す^-い 

或は 竹書紀 年に て 不明 ，、- - い ふ 意. 味 かも 知れ 

X 印を附 せる もの は、 明 か に-前 兩 者に 矛盾 

VJ する VJ いふ こど は、 前 一 一 一六 年 か 又は 前 

八 六七ビ いふ 劉歆の 推算 V」 は 六 年 か 又は 六 

矛盾せ る ものが 載せて あるか は 明かで ない 

正しく は 前 一 〇 六 六 年 乙 亥 どすべき の を， 整 

乙 酉 ど 見た のでに あるまい か。 成 王 親政お 

竽 にして 康禽 十六 年に 卒す ど い ふこ ビ 、同 

盾で ある。 後から 書き 加 へられた る もので 

ものが 竹書紀 年の 原文に あった ども 考 へ 難 

る もの か。 

闳 初の 年代 


て 居る ものである。 一部 は 古くから 傅 

乍 製した もの も あるで あらう" /」 思 は^. T 

ふて るの は 注意す ベ きこ ビ である。 

な い D 

せる ものである。 武王 定位 元年 を 乙 酉 

一 〇 五六 年 どい ふこ どで ある。 周の 世 

十六 年の 差が ある。 如何にして か、 る 

が、 或 に 新に 出土せ る 竹書紀 年に 從 つて 

理 未完の 際 に 算へ 誤りて 前 一 〇 五六 年 

年に して 崩す VJ い ふこ V」 が、 伯禽 四十 六 

一 の 書中に ある V」 いふの は甚. たしき 矛 

ある こ VJ は 疑 もない がさ b  V」 て か ゝる 

い。 或は これ も 匆卒の 際に 算へ 誤りた 

一 六 三 


^^天 文^史 研究 

：: f 初に 編お さわた る 太平 御覽皇 王 部に， 竹 

W る が， 其 巾に 史記 より VJ して 引用せ る もの 

されて 居る が • これ は 無論 現行 本史 記に は 無 

思 はれない。 其 一部に 對 して 王國維 は、 或 は 

らう VJ い ふて 居る が、 必 すし も 凡てが 同樣に 

一 々の 引 川^の 何であった か を 明かに する 

勘學 者の 硏究 を^む。 

W  ： ヒ山ハ や 代に 就て は、 史 記 曰 どして 

稅王 五 五。 懿王 二 五。 孝 王 一 

が^? 川して ある。 懿王、 孝 王の 在位 年 數は或 

^はれる。 

ハ 宋末. S までの 著作に 見えた る 周王歷 代の 

くで ある。 (書名の 傍に 記せる 數字は 大體の 


VI に，^ 年史 一一 一 IP ず 王 t^I 

に 夏殷周 三代 の 帝 

いのみなら や. 古本 

竹書紀 年から 引用 

誤っ^も のど も 認 

こ ど は 面白い 問題 


五。 厲 王 (史 記 の 

は 竹書紀 年に あつ 


1 六 四 

紀等を 多く 引用して 

王 在位 年數が 多く 記 

史記 にもあった VJ は 

したの を 誤った であ 

め 難い 場合 も ある。 

である ，、」 思 は れ る， 校 


文 を 引用) 三 七。 

たもので はない か VJ 


在位 年數を 一 括して 表示 すれば 次 

著作 年代 を 示す) 


の 如 


^ 王 

tL 王 

m 王 
昭 王 
m 王 
恭 王 
懿 王 
孝 王 
夷 王 
m 王 

き 命一ま 王 
武王 一共 和 
克殷の 年代 


决 


今 本 竹^^ 年 
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通逡 前編 
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帝王 世紀 以下 通鑑 前編に 至る ま で、 盡 

W 初の 年代 


皆 劉歆の 推算せ る 年代に 適應 させ 

1 六 五 


之 


來^ 天文^ 史 研究  1 六 六 

に^く ものが な いのは 著しき 事實 である。 これが ために は實 際の 年 

年お^? き 延ばさなければ ならない 箬 なの で、 思 ふに 昭王厲 王の 年數は 

に 著しく 引き延ばされ たもので あらう。 昭 王の 分は史 記に 記載が な 

始めて これ を 五十 一 年 VJ 定めた もので あ b  、厲 王の 分は史 記が 三十 七 

幸に して 其 儘 三十 七 若く は 四十 VJ した もので あら う (或 は 疑へ ば， 周 本 

は 始めは 十 年， 十 四 年 V」 あった の を、 世 紀 以下の 紀年を 見た る 後の 人が 

し て 三 十， 三 十四 V」 改めた もの かも 知れない )o 

世紀の 成 王 七 年 は、 或 は 古本 竹 書 紀年を 見誤りて 記入した もの か。 

十六 は 竹 書 を a ざる 前に 劉歆の 推算に 適應 せし むる ために 作った 數 

御覽史 記の 懿王 二十 五、 孝 王 十五 は、 或は 古本 竹書紀 年に あった 年數 

恭王， 爽王、 腐 王の 年 敷が、 一 方 に は經 世、 通考， 前編， 一 方 に は 外紀， 通考 VJ 

て 居る の は. 深 い 意味 はな い、 單 に 流派の 系統 を 示す： u けの もので あら 

終りに 附 したる 今 本 竹書紀 年の 年 數は明 代に 作爲 した もので あら 

を讁み 誤りて， 伐 殷の歲 を 前 一 〇 五 一 年 V」 定めた がた め に、 其 當 時 行 は 


數 より 

其 目的 

いので. 

誤 つ 

厲王 

の 字 


五十六 

のた め 

せ紀が 

たの を 

の 文に 

を 挿入 


恭王 

であらう 

かも 知れ 

の 二 派に 


卜ば E 


れ 


。 唐 

て 居 


な い 一 

分れ 

歷志 

た も 


のより 七十 一 年 程 短 

下に 作製した もの ど 

8 推定 

武王 三， 成 王 三十 七 

畢 命より 見れば 十二 

でなければ ならない 

儘 二十 六 年を取る こ 

ふ數に 適合せ しむる 

克殷の 年代 を 前 一 

中より 以上 決定した 

覽 史 記 (或 は 古本 竹 書 

二十 四 年 どなる ので 


縮す る 必要が あ に 主 どして 昭王 V」 厲王 

見える。 

-穆王 五十 五、 厲 王 十 六、 は 旣に 論じた 如く 

年 以上， 前に 推算した る 伯禽の 在位 年數 

の で あ る が、 世 紀の 二十 六 年 說に對 して 

VJ  、する。 さすれ ば、 束 晳傳 の受命 以後 

ど すれ ば， 昭 王 は 二十 四 年 ごなる。 

〇 六 六 年 ど 推算して 居る の で、 武 王よ， 9 

る もの を 差 引け ば、 恭 懿孝夷 四 王の 年數 

紀年 か) に從 つて 懿王 二十 五、 孝 王 十五 ど 

，これ を恭王 十二 年、 夷 王 十二 年 ど 配當す 


ビ にて 減少す る 方針の 


である。 

から 見れ 

異說も 見 

昭王 末年 

共和 元 ま 

は 六十 四 

すれ ば， 恭 

る こ VJ  、 


康 王に 就て は 

ば 十八 年 以上 

えない ので 其 

まで 百年 VJ い 

で ニニ 五 年， 其 

年 どなる。 御 

王、 夷 王 合せ て 

す る o 


古来の 研究 

周 初の 年代  一六 七 


^^天文 學史 研究 

周 初年 代の 決定 は 

a  . 十： 公の^ 年に よる か 

b 當^ の 月の 相の 記載 を 利用 に ま 魄の 推算に 

の 二つの 方法が あるので ある が、 戰 國^ 代まで は- 

め 得べき 程の 材料が あった もの V」 思 はれる。 

^國お (戰國 中期) 

王公の^ 年に よりて 武王 克殷の 年代 を 定め、 こ 

數 へ.^ 在 钕 火 どい ふて 居 り， 又 尙書武 成に ある 一 

文 現象に 飜 案して 居る が、 これが ために は 古顓頊 

たもの V- 思 はれる。 

秦火 のために 王公 積年の 記 鈸は失 は れ、 や が て 

する に 至った の で， 問題 は 迷宮 に 入，^, 爾來 二 千 除 

が 出来な いのは 慨 しい。 


六 八 


よる か 

王公 積年 に よ 


れを 十二 年 一 

月 壬 辰 旁死霸 

歷 ごも 名く ベ 

又、 月 の 生覇死 

年、 今 日に 至る 


て 周 初の 年代 を定 


過の 歲 星の 位置に て 

云 々 の曆 日記 事 を 天 

き 一 砘の曆 法に よつ 

覇の 意義 も 傳統を 失 

まで 正解 を 得る こど 


周本紀 にも 諸侯 世 家に も、 共和 以前の 紀年 は傳は つて 居ない。 た》 魯世 家の み紀 

p., 古く 溯って 居る が、 初代 伯 食の 分が 欠けて 居る。 從 つて 太史 公は斷 じて 共和 ーフ 

(前 八 四 二 以後 を 整理して 十二 諸侯 年表 を 製作し、 それ 以前に は 溯つ て 居らぬ。 

3  #  0^w. ま 末) 

, 武成 にある 一 月 壬 辰 旁 死覇の 記事，、」、 周 語の 歲在鶉 火 ど を 利用，， 二し、 周 初 克殷の 年 

代 を 前  一 一二 二 年 ど 推定した。 推算 は 頗る 巧妙で、 推 法 密耍ど 嘆 貧され、 其 結 梁は爾 

來ニ 千年、 周 初年 代に 關 する 最大の 權威 どして 推 重され て 居； - が. 不幸に して 歲在鶉 

火 ど 生 霸死霸 の解释 を^つ たがために、 推定 年代 は 五十六 年 程の 差が ある。 

4 緯 書 (後 漢) 

劉歆 V」 同様の 方法. により、 た ニニ 統歷の 代りに 殷歴を 用 ひ， なほ 歳 在 鶉 火の 條件を 

認めない こ V」 、して、 克殷の 年代 を 前 一 〇 七 〇 年 ど 推定して 居る。 殷歴 派の ものが 

^初の 年代 を 推定した の は、 確かに 劉歆 以前で ある が、 周 初の 年代 を 推定した の は是 

又 確かに 劉 飲 以後で ある こど は 生 覇死覇 の 解释に 就て 劉 歆の說 を 蹈襲して 居る こ 

ビ によって 明かで ある。 この 殷歷の 推定 は、 劉歆の 推定に 對 する 有力なる 異說 どし 

IS 初の 年代  一. 7 ゴ 


來^ 天 文^史 研究 


七 0 


經 V」 緯 書 

る o 

ヾ， -の杆 格 

よる 5 ^一 


の 罾 VJ を 參 考 し、 幼 稚 な る 方法に よ 


て對 立すべき ものな ので ある が， 不 幸に して 緯書に よりて 傳 へられ たがために、 後世 

の學 者に よりて 相 當の價 値 を 認められて 居らぬ。 

5 逸 周^ (後漢 末) 

逸 周 書の 曆の 作爲者 は， 後 漢末 頃に 世 

りて 周 初の 朥 = を 硏. 究 した もの V」 見え 

£鄭玄 (後澳 末) 

坷 初の 年次 序列に 就て は史記 V」 世經 

周 初の 年代に 就て は、 緯 書の 曆の 推算に 

のど 思 はれる。 

^ 帝 王 仳 紀 (西 晋) 

周 初の 年代に 就て は 全然 劉 歆の說 を蹈龔 して 居る ので ある 

れビ 矛^せる 條项が 見える の は、 思 ふに 皇甫謐 の 

で. お ^半ばの 匆卒の 際に 誤り 傳 へられた ものに 

8 竹 A 紀 年 (戰 國 —— 西晋) 


を 調和し た る 

〇 七 〇 年 を 正 


說 を 

し ヾ」 


lis 


して 居 

て 居つ 


る 力 

た も 


晚 年：.」 出土し 

よりて 隶曰 き 加 


た る 

へ た 


>  I 一、 三、 明 かに こ 

竹書紀 年の 影 響 

もので あら ，フ。 


咸寧五 年に 汲 家から 出土した る 竹 書紀年 は， 秦 火 以前の 紀年 書な の で、 王 公 積年に 

よりて 直接に 周 初の 年代 を 決定し 得べ き 有力なる 史料で ある 箬 である が、 出 土 以 後 

宋 代に 散逸す るまでの 間 に. 案 外 多く 利用され て 居らぬ。 思 ふに 汲冢 出土の 竹齊紀 

年 に は， 周 初の 年代 を 適確に 決定す ベ き 程 に、 王 公紀 年の 有力なる 材料が 完全に 具倘 

して DJa ら なか つた もので あらう。 

9 孔穎逹 (唐 初) 

詩 正義に、 鄭玄の 尙書及 緯書 注 を 引用して 周 初の 年代 を 論じて 居る が， 甚だ しく 彼 

此浞淆 し 支離滅裂 である。 耍す るに 注疏 家で 曆數 家で はない。 

§  I 行 (唐 初) 

唐書大 衍歷議 によれ ば、 劉 歆 V」 同じ 方法に て、 た い 三 統歷の 代りに 大衍歷 を 用 ひて 

周 初の 年代 を 論じ， 克殷の 歲を前 一 一 一 一年 庚 寅 ど 推定して 居る。 た^-生 霸 死^の 

解釋に 就て は 無 批評 的に 劉歆の 見解に 從っ て 居る の で、 巧 妙なる 推算 もさした る價 

値 を 生じな か つたの は 惜しむ ベ きこ ^である。 

U 皇極經 世 (北 宋) 


は， 十 一  一 V」 三 十 VJ を 組合せた 

史的 年代 を も 其 型に 篏め込 

なので ある が、 手 近 かな 事 實 

歆の 推算 を 採用し て 居 る。 

鑑 前編 . 

就て は 皆 劉歆の 推算に 從 


^^天文 ffi- 史硏究 

天地 問の 一 切の 現象 

る どい^ 假說を 立 て. 腠 

はない。 始めから 論外 

周 初の 年代に 就て は 劉 

E 通鑑外 紀，， fl 志， 通 考， 通 

是等は 周 初の 年代に 

こ V- はない。 

に 今 本. 竹 嘗紀年 

今 本 竹^ 紀年は 明 代に 作製され たる もの ど 思 

周 初の 年代 前 一 一 一 一年 庚 寅 を 誤りて 前 一 〇 五 

る 如く 王 公紀 年-ど 篏め 込みて 今 本 竹 書紀年 を 作 

し く. 與 而 n に 論 f- る價： 1 はなき もの V」 いはな け 

淸 朝の ゆ 者 

^  U 綱 (乾 隆) 漢志武 成 日月 表 


れ 


1 七 二 

る 週期に て 繰， 9 返 へす もので あ 

まん，、」 する のは藶 史家の 態度で 

に 就て は 成る ベく 諸說 を參 酌し、 


つて B3 る。 取り立て ゝ論 する 程の 


れ る が， 作 

上げた も 

ばなら ぬ 


製 者 は 二 行の 推算せ る 

思 ひ 込 み、 そ れ に 適應す 

の で あ る。 滑稽 も亦甚 


錢大昕 (乾 S 三統 術衍。 二十 ニ史 玫異。 

李 鋭 (嘉慶 ) 召誥 H 名玫。 三統術 注。 

召誥 日名玫 は， 殷麼紀 年の 周 初年 代， 卽ち克 殷の年 を 前 一 〇 七 〇 年 どして 周 初 

の 日月 を 研究して 居る。 

林春溥 (嘉慶 ) 古史 紀年。 古史 考年 異同 表。 

竹 書紀年 補證。 武 王克殷 日記。 

トコ 史の歼 究に盡 せる 努力 は 頗る 多 どすべき ものである. か、 周 护の年 f に^ 「 

は 今 本 竹書紀 年に 從 ひ、 前 一 〇 五 一 年 を 採らん V」 して 居る 如 き は 惜しむべき 

こどで ある。 

姚文田 (道 光) 周 初年 月日 歲星玫 

伐 股の 年 を 前 一 〇 六 六 年 V」 推定し、 顓頊歷 によりて 周 初の 日月 を硏究 して 居 

る o  . 

朱 右 曾 (道 光) 逸 周 書 集 訓 校释。 

汲冢紀 年存眞 


東诈 天文 學史 研究  一 そ 0 

な 股の 年 を 前  一 一二  二 年 VJ し， 所謂 周 歷を用 ひて 逸 周 書 を解釋 して 居 る。 

成 蓉 鍩 (近 光) 尙 お .0 譜 

三統歷 によりて 周 初の 日月 を 研究して 居る。  . 

以上つ 硏^ よ-, 耍 する に 一- も劉歆 以上に 出で ない ので ある が、 近 頃に 至りて 之 を 突破 

した もの は 故王國 維で ある。 

王 圃 維 (民 國) 生莉死 覇考。 

古本 竹 書 紀年輯 校。 

今 本 竹 書紀年 疏證。 

王國 維の 生顆死 靳 考は、 恐らく 俞 おの 生覇死 覇考 及び 吳承 志の 哉生魄 解 (詁 經 

精 お 三 犯) を 承け て、 これ を 完成した もので あらう。 

以上 古来の 硏究を 通^ すれ ば、 周 初 克殷の 年代に 對 して は 

ィ前^ ぶ 劉歆の 推算  西紀 前 一  一二  二 年 巳 卯 

歴 派の 推算  一 〇七〇 年 辛 未 


ハ 初 一 行の 推 

の 三つ より 外に はな 

であり. た  >  ィ は 三統 

靳の旁 死顆を 月の 如 

に陷 つて る。 此主 

問題で はない。 劉歆 

足らぬ。 王國 維の 生 

いた ものである が、 た 

以上 三 個の 推算の 

二 周王歷 代の 積 

ヾ 」 いふ 年代 を 與 へる 

紀年 作製 者の 誤解に 

0 誤の 因由 を 明か に 


算 

い。 しかも 何れも 同一 

歴ぶ は 殷歴ズ は 大衍歷 

何なる 相に ゅ田 てる かヾ J 

要なる 點に 於て 誤って 

以來ニ 千年 一 も 傾聽す 

霸死霸 考は實 に 漢代以 

> 其 出づる こ V」 の 甚だ 

外 に、 な ほ 竹 書 紀年は 

算 によりて  西紀 前 

ので はない か V- 疑 はれ 

基き ノ の 推算 年代より 

して 見れ ば. 少 しも 顧る 


1 一一 一年 庚 寅 

の 材料 を 同様の 方法に て硏究 した もの 

にて 推算した  >  けの 差で、 一 月 壬 辰 旁 死 

いふ 點に 於て は、 三者 共 全 

居る 以 上， 枝 葉の 點に 就て 

るに 足る 稃の 硏究 がない 

來 蹈襲の 誤 を 正して 始め 

邁か りし こ V」 が慽 まれる 


く 同樣の 謬見 

の 異同 は 殆ど 

の は 怪しむ に 

て 新生面 を 開 


一 〇 五一 年 庚 寅 

て 居た ので あるが、 これ 

六十 年 を 減じて 作爲し 

厦値 のない ものである 


全く 今 本 竹 書 

ものな の で、 其 


周 初の 年代 


1 七 五 


天 文學史 研究  一七 六 

周 初年 代の 決定 

1 武王克 殷の歲 

生^ 死 擗に關 して は王國 維の 解 釋に從 ひ、 古 き文獻 の根據 どして は 

武成 一月 壬 反 旁 死 觀 (周 初當 時の 記 錄) 

周 ^  ^ 武王 伐殷、 歲在鹑 火 (戰國 ^代の 記 錄) 

の 二つ を 取り， 

武王 克胶は 西紀 前 一 〇 六 六 年 

ど 椎 定 す る。 

お^は 一 定の 脣 法 はない が、 時 々歳 終 gl を I ^きて 夏 正に 近き 月の 數 へ 方に 調節し 

日の 數へ方 は. 三 日月の 見え 始め を肶ど し、 月 の 初日 ど し、 胧 より 始まれる 一 ケ H: を 七 

日 侮に^ I  W りて 

初^ 旣生靳 旣^ 旣死觀 

り 四 e に 分 た 終 りの 既 死^に 八 n  ^  く は 九日 どして 翌月の 脾が 始まる まで 續け る 


二月に 當っ て 居る) 

死 £ 

武 王出發 


yj  、して 日を數 へた もの^ 思 はれる 

伐 殷の歲 に 就て は 

一 戊辰 (5) 朔 (夏 正 十 

壬 辰 (^) 二十 五 旁 

癸 巳お) 二十 六日  〕 

二月 戊 產 ) 朔 

戊 午 (；ヒ 二 十一 日  渡孟津 

庚申 (W) 二十 三 日 旣死覇 

癸 亥 (S) 二十 六日  夜陳 

甲子 T) 二十 七日  誅紂 

三月 丁 卯 (4  ) 朔 

四 E:  丁 酉^  ) 朔 

丙午お) 十日 旣旁 生覇 


來^: 天文 學史 研究 

庚 戌 (S 十 四 日 

辛亥 (S 十五 日 

乙 卯 (お ) 十九 曰 

V」 して 武 成の 日月 は少 

午 ど ある ものであるが- 

もの ご-認め る o 

2 周 初の 年次 

お 七 節に 論じた る 所 

1 y  Ac ジ. CS1 

3  ^ 筇 子、 武 王 崩 

4 坷公攝 政 元 

M 成 王 親政 元 

^成 王 崩 


七 八 


!> 祝捷祭 

しも 支障な く、 皆 よく 納っ 

ごれ は 書 序の 著者が 三 正 


て 居る。 二月 戊 午 は 書 序に 一月 戊 

論に 累 されて 二月 を 一 月に 誤った 


に よ b. 、次 の 如くに 推定す 

書 序 十一 年  西紀 前 

^範惟 十 有 三祀 

伯 禽 封， 晋 始 *i 

召 誥， 洛 誥 


る 


〇 六 六 

〇 六 四 

〇 六 三 

〇 五 七 

〇 五六 

〇 二 七 


(克殷 1066  B.C.) 


武 

王 

3 

成 

王 1 

7 

30 

伯 

禽 

55 

康 

王 

26 

Jbs. 

公 

4 

昭 

王 

24 

餳 

公 

16 

穆 

王 

55 

幽 

公 

14 

恭 

王 

12 

懿 

公 

50 

懿 

王 

25 

厲 

公 

37 

孝 

王 

15 

獻 

公 

32 

夷 

王 

12 

眞 

公 

14 

(30 の內） 

厲 

王 

16 

(共和 元 S41 B.  C-) 


2  fe^  E 

5  .Bras ョ 

周.^ ぽ 

第 十 節 


十二 年  畢命 

十八 年  伯禽薨 

代の 周 王 及^ 公 在位 年數 

に 論じた る 所に より 次の 如 


〇 一 五 

〇〇 九 


推定す る- 


4 周の 世 

せハ 和 以後 は史 記 

王 五十 九 年 (前 一 一 五 

いて 認められて 居 


に 年表 も あり 其紀 年に 就て は 少しの 疑 もない。 武王克 股から 赧 

六) に 至る までの 周の 世 は 八 百 十 一 年 V」 な \ 從 來劉歆 の 推算に 基 

つ た 年 數八百 六十 七 年より は 五十六 年 程 短 か い こど、 なる。 


闳 初の 年代 


七 九 


來^ 天文 ゆ 史硏究  一八 〇 

二  s: 初よ.^ 春秋に 至る 月朔表 

第 六 節に 於て 周 初年 代 推定の ために 作製した る 周 初 月 朔表を 春秋まで 繼續 し， 西 

紀前ー ；四九 年より 西紀 前 七 二三 年 ま で、 四 百 二十 七 年間の 推定 月 朔表を 作製す る。 

これに 【春秋 長歷 j にて 考定 したる 春秋 朔閡表 を接續 せし むれ ば、 周 初 前より 春秋 末 ま 

で (前 一 一四 九 I 前 四 七 九) 前 後 六 百 七十 一 年間の 朔閏は f 目 瞭然に 知る こ V」 が 出 

來 る。 

前 七 ニー 二 年 十二月 辛 巳 (S) 朔は 春秋 隱公 元年 正月 辛已 朔に當 り、 さき に 「春秋 長歷 J に 

て 推定した る もの VJ  丁度よ く 一致して 居る。 十月 之 交、 朔 日 辛 卯 (お  >  の 蝕 は、 幽 王 六 年 

(前 七 七 六) か、 又 は 平 王 三十 六 年 (前 七三 五) か、 容易に 決し 難い ものである が， 若し 前者 ヾ」 

すれば 其 當時は S 正 八月 を 十 ほ V」 稱 へ て 居った こ V」 になる ので. 其 前に 誤って ニ閏 

を 失した ものな ので あらう し、 若 し 後者なら ば、 夏 正 十 一 月朔を 十月 朔 VJ 稱 へ て 居つ 

たこ VJ になる ので、 其 前に 誤って 一 閏 多く 入れす ぎた もので あらう。 


1 受命 元 V- 卽位 元 

武 王克殷 の 歲を 決定した る 上に て、 武 王卽 位、 文 王 受命は それより 何年 前 か V」 い ふ 

問題が 殘 つて 居る。 これ は 畢竟 洪範 にある 惟 十 有 三 祀， 及 び 書 序に ある 十 有 一 年が、 

受 命から 數 へ たもの か、 卽 位から 數 へ たもの か ビ いふ 問題で あるが、 これ は 今日より 

して 適確に 決定す る こ VJ は 困難で ある。 逸 周 書 及び 今 本 竹 書 紀年を 以て 卽位紀 年 

說に 有利なる 證據 V」 見ん どす る 人 も ある が、 逸 周 書 は 後漢末 以後 に 改竄され た 部分 

が 多く あ り、 今 本 竹 書 紀年は 明 代に 作爲 された ものな の で、 共 に 決して 古き 傳統 の證 

據 VJ する こど は出來 ない。 古き 文献 を受命 紀年說 VJ 卽位 紀年說 どの 二 派に 分類し 

て 見れば 次の 如くで ある。 

受命說 尙書 大傳。 史記。 劉歆。 鄭玄。 束晳引 竹書紀 年。 

卽位說 呂氏 春秋。 

逸 周 書。 唐書歷 志。 今 本 竹書紀 年。 

呂氏寿 秋に は 首 時篇に 

武 王立 十二 年而成 甲子 之 事 


^作 天 文^史 研究  了/二 

ご あるので あるが. こゝに 十一 • 一年 ざ-あるの は 注 意 すべき こどで ある。 これ は 唐書歷 

ぶの 如く に 【蓋 通 成 君之歲 也】 ど 簡單に 片付け 去るべき もので はない。 これ は 必すゃ 

武 王 伐 股 を 以て 十一 年から 始まり 十二 年始め に. 終った ど 見る 考に 基いて 記した も 

のに B  ^ ないど 思 はる、 ので、 i 冬 十月 を 以て 年の 始め どす る秦 時代の 考 や、 古 顓 頊 

歴： よって 武成 を解释 して 居る 國 語の 考へ方 ご は 明かに 調和し ない。 これが 呂氏 

^秋の 中に ある ど い ふこ VJ は 甚だ 諒解に 苦む 所で ある。 成 は後漢 末に 高 誘が 注釋 

を 施す 以前の 或る人 か、 又は 更. に 疑へば 高 誘 自身の 手に よりて 多少の 改竄 を 加 へら 

れ たもので はないで あらう か。 

^ し S 氏^ 秋の こ の 文 を 後潢末 以後 の もの ど 見る こ^が 出來れ ば， 我 々の 右の 分 

類 表に よりて、 受， 命 紀年說 は 古 來の說 であり、 卽位紀 年說は 後漠末 頃から 始めて 唱へ 

出された 說 である VJ 見る こ VJ が出來 る。 なほ 唐書歷 志に 

^ ぞ及 家^ 以爲 十二 年。 蓋 通 成 君 之歲也 

V」 あるが * この 事 は 通行 本管 子 及び 家 語に は 共に 見えない。 

2,^ 初の 年代 


旣に第 九 節殷歷 の條に 論じた 如く、 殷初 年代の 推定に 就て は、 劉 飲 も 殷歷派 も 共に 

尙書伊 訓篇を 唯一 の 文献 どして 推算の 根據 どして 居る ので あるが， 私が 甞て 研究し 

た 所 (拙著 論文 三十 八 宿の 傳來 を 論 S0 照) に よれば、 朔を 以て 月の 初 どした の は 周 初 

頃に 二十 八 宿. £ -を應 用して から 後の こ V」 であ り、 そ れ 以前に は 肫が月 初 で、 朔 ど， -ふ 

文字す らも ある 箬 がない。 伊 訓篇の i も 後から 書き 加 へられた ものである こど は 

疑 ふべ くもない ので あるが までなければ 伊 訓篇は 年代 推定の 材料 ビ はなら す、 何等 

の 手 i り どもなる べき もので はない。 從 つて 劉 歆の殷 祀六ニ 九 も、 殷歷の 殷祀五 o 

八 も， 共に 何等の 根據 なきもの V」 して 斷じ. て 抛擲し なければ ならぬ 

すで に 伊 訓篇を 捨て、 劉歆 ビ殷歷 ^の 推算 を 捨てる こ^、 したる 上に て、 其 外に 殷 

初の 年代 を 推定す るに 足るべき 材料 は 殆ど 無い。 我々 は 成るべく 古き 傳說を 求め 

て， 大 約殷祀 何程 ご定 むる より 外 はない。 

"左 傳宣 公三 年に 王孫 滿の話 どして 

桀有 昏德。 鼎遷于 商。 载祀六 百。 

商 射 暴虐。 鼎 遷于周 中略 成 王 定鼎于 郯鄹。 ト世 一二 十。 卜 年 七 百。 天 所 命 也。 

S 初の 年代 
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o 周 初より 春秋に 至る 月朔表 

お」、 節に^ て 周 初年 代 推定の ために 作製した る 周 初 月 朔表を 春秋まで 繼續 し、 西 

紀前 一 一 四 九 年より 西紀 前 七 二三 年まで、 四百 二十 七 年間の 推定 月 朔表を 作製す るハ 

これに 【春秋 長歴】 にて 考定 したる 春秋 朔閎表 を接續 せし むれ ば、 周 初 前より 春秋 末 ま 

で (前 一 一 四 九 I 前 四 七 九) 前後 六 百 七十 一 年間の 朔閏は f 目 瞭然に 知る こどが 出 

來 る。 

前 七 二三 年 十二月 辛 巳 (比) 朔は 春秋 隱公 元年 正月 辛已 朔に當 り， さき に 【春秋 長歷】 に 

て St したる もの V」 丁度よ く 一致して 居る。 十月 之 交、 朔日辛 卯 (S の 蝕 は、 幽王六 年 

(前 七 七 六) か、 又は 平 王 三十 六 年 (前 七三 五) か、 容易に 決し 難 いもので あるが、 若し 前者？」 

すれば： K 當時は S 正 八月 を 十月 ど稱 へ て 居った こど になる の で， 其 前に 誤って ニ閏 

を 失した ものな ので あらう し， 若し 後者なら ば、 夏 正 十一月 朔を 十月 朔"」 稱 へて 居つ 

で こどになる の で、 其 前に 誤つ て 一 閏 多く 入れす ぎた もので あらう。 


1 受命 元 V」 卽位 元 

武王克 殷の歲 を 決定した る 上に て、 武王卽 位、 文 王 受命は それより 何年 前 か ビ い ふ 

問題が 殘 つて 居る。 これ は 畢竟 洪範 にある 惟 十 有 三 祀、 及 び 書 序に ある 十 有 一 年が- 

受 命から 數 へ たもの か、 卽位か ら數 へ たもの か ど い ふ 問題で あるが、 これ は 今日より 

して 適確に 決定す る こ V」 は 困難で ある。 逸 周 書 及び 今 本 竹 書 紀年を 以て 卽位紀 年 

說に^ 利なる 證據 VJ 見ん ビ する 人 も ある が、 逸 周 書 は 後漢末 以後に 改竄され た 部分 

が 多く あ 今 本 竹 書 紀年は 明 代に 作爲 された ものな の で、 共 に 決して 古き 傅統. の證 

據 VJ する こ VJ は出來 ない。 古き 文献 を受命 紀年說 V」 卽位^ 年說 V」 の 二 派に 分類し 

て 見れば 次の 如くで ある。 

受命說 尙書 大傳。 史記。 劉歆。 鄭玄。 束晳引 竹書紀 年。 

卽位說 呂氏 春秋。 

逸 周 書。 唐書歷 志。 今 本 竹書紀 年。 

呂氏^ 秋に は酋 時篇に 

武 王立 十二 年而成 甲子 之 事 
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て^ 祀合計 を！ S 算 する こど は 出来ない。 又 帝王 世紀 以下の もの は 皆 推定せ る殷初 

の 年代に 適合せ しむる^ に作爲 した ものな ので、 こゝ に參 照す る價値 はない。 

へ iw 書 歷志五 星 譲 に f 成^ 伐 桀歲在 壬 戌 ？ あ b  、又隋 書 律曆志 に f 案 竹 書 紀年堯 元年 丙 

子 JVJ ある： f., 是 等に 何れも 武王 元年 を 竹書紀 年に よりて 辛 卯 (が) ど し、 そ れょり 溯. o て- 

^世 五 〇 八 年お 世 四 三 一 年， 舜 在位 五十 年 塔 位 三 年， 堯 在位 百年 空位 三年，、. - して 干支 

を數 へた いけの もので、 他に 何等 確かなる 出典の ある もので はない。 しかも 竹書紀 

年が 武王 元年 を 辛 卯、 伐 殷を疾 {贞 V」 したの は 一 行の 推算 を 誤解して から 後の こ V」 な 

ので、：^ 等の 干支の 附 加され たのが 一 行よ. 5 後でなければ ならぬ こ ど は 言 ふまで も 

な い。 

ト 以上 を 通 ： お す れ ば、 結 局 我々 は 主 V」 して イリ ハの三 項に よ り、 大 約 殷祀六 百 どい ふ 

お^に 推定す るよ， o 以上の こど は出來 ない。 若し 殷祀六 百 V」 すれば， 胶 初の 年代 は 

前 ！ ，： ハ六六 年 な る。 

3  K の^ 

I:- ぶ^:^ に は 十七 王 四 三十 ニ歲 V- あ 如 何に して 算出し たかは 記 して な い 


^  ^お n に s 四百 三十 一 年 ビ あ り、 竹 書紀 年に は 四百 三十 一 年に 適合す る はに 千 

支を附 して あるの は、 いづれ も 世經の 推算に 基いた ものである こど は 言 ふまで もな 

い。 古本 竹書紀 年に 四 七十 ー歲ご あるの は、 寒 浞の 四十 年 を 加 へた もので あらう ハ 

卞 與に はお 年多殷 V」 い ふて 居， 5 乍 ら， 古 本 竹書紀 年に 夏 を 四百 七十 一 年、 殷 を 四百 

匕 十六 年 V」 書き入れて 居る 程度な の で、 其 何れに も 多くの 信用 を 置く こ ど は 出來な 

い。 要するに 竹 書紀年 原本に は 欠損 多 く、 歷 代の 積年 を 算出す るに は 不充分な もの 

であった こ VJ  、思 はれる。 

今日よ b 飜っ て 見れ ば、 夏 の 世の 積年に 就て は. 算出 法 不明^-る 劉歆の 四百 三十 二 

年 ど. 張 衡の損 夏 益 周 V」 いふ 批評の 外に は手懸 りがない。 試みに 劉歆力 周に 增 した 

五十六 年 を 復^して 四百 三十 二 年に 加 ふれ ば、 夏 は 四百 八十 八 年，/」 なる。 孟子 の 「堯 

舜 よりして 湯に 至る 五 百 有餘歲 どい ふの も、 大體夏 の 世 は 五 百年 ，とい ふ 程度の こど 

か VJ 思 はれる。 若し 夏の 世 を 五 百年 ど すれ ば、 哀 禹 元年 は 西紀 前 二 一  六 六 年 ど な る _ 

4 鐘 鼎 文  • 

大體周 初 頃の もの ど 鑑定され て 居る 銅器に して 其 銘文に 年月日 及び 月み 相の 記 

W 初の 年代  一八 七 
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^を 具備して 居る ものが あれ ば、 其 暦日の 硏究は 周初紀 年の 問題に 關 して 有力なる 

jM 料 を^ 供す るで あらう V」 忍 はれる。 H+ 國維 は宣王 時代の もの.、. - 思 はる、 虢 季子 

白 盤、^  ^ 蓋. 師 虎 歆. 伯 士ロ 父 盤. 頌 鼎、 ig 歆、 ® 壺、 及 び幽王 時代の もの W 思 はる、 師兗歆 等 

にある 銘文 を 取り. 二れ を 硏究し て 【生 覇死覇 考」 の 論文の 材料 どした ので ある が、 斯 く 

年代の 相應 によく 推定 出來る もの は 甚だ 少 く、 多 く は 王の 何祀ど はありても 何 王な 

るかい 明かで ない。 一の 試驗的 方法 ど して は 年數の 長き もの を 撰み 出 し. 在 位年數 

の 長き 二三の 周 王の 時代に 就て n 月肺魄 の合不 4； "を撿 して 見る の も 面白 い。 

私 は^みに 籠 古鈸佥 文、 窓 齋 ® 古 錄、 及 び 古文 審の三 書の 中よ り、 記 載 年數長 く， 且 つ 

日 月 肭魄を nl; 備 せる もの 求めて 次の 三つ を 得た。 

"お 攸从 佗卅又 一 年 一一 IH: 初吉壬 辰 (お) 王 在 周康宫 辟大室 據古錄 一二 

叫^ 盤 ^卄又 八 年 五月 旣^ 庚 寅^) 王 在 周 康穆宫 旦王格 大室卽 位 攙古 錄三 

ハ^^^ 惟 廿又ニ 年 四 0: 旣^ 巳 酉お) 

今 是等を 假に寿 秋 以前の もの ど し、 推 定周 朔月朔 表に よ し 肶魄の 合 不合を 吟味 

す れ ば， 次 の 如くで ある。 
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鬲攸从 鼎 は 宣王平 王 時代  >」 して は 適合し な い が、 穆 王 三十 一 年の もの V」 すれば 推定 

年代に て 丁度よ く 適合す る。 寰盤 及び 庚嫦鼎 は穆， 憝. 宣、 平 何れに も 適合し ない。 こ 

れは 後の 兩者は 春秋 以後の ものである ため か、 又 は 穆王憝 王の 推定 年代が 誤って 居 

るた めか、 二者の 中 孰れ かで なければ ならぬ。 若し 斯の如 き 鐘 鼎 文 の參考 すべき も 

のが 多く めれば、 或は これによ りて 昭王穆 王の 推定 年代 を 確認し 又は 修正す るた め 

"據 VJ する こ V- が出來 るか も 知れない。 なほ 他日の 研究 を 期したい。 

要旨 槪括 

一、 現今 普通に 行 はれて 居る 支那 上代の 紀年は 劉歆の 推算に 基いて 居る もので あ， 9、 

劉歆の 推算 法 は 詳細に 漢書 律歷 志世經 に採錄 されて 居る が、 劉歆は 周初克 殷の歲 

周 初の 年代  一八 九 
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を 推^す るに 常り て 、根本 史料の 解释に 就て 重大なる 誤解 をな して 居る の で， - - れ 

を訂 H して 新ら し く 推算 を 試み たのが 本論 文の 仕^で ある。 

の 一 は歲 星の 立 置に 關 する もので， これ は 私が 甞て 左傳國 語に 見えた る歲星 

の 位 S の硏究 によりて 得た る 結果に よりて 訂正した。 

おり 二 は 月の 相に 關 する もので， これ は 王國 維の 【生 覇死覇 考^ よりて 訂正 しな 

： お ^ の， 丌正 は、 更に 國語 所载伶 州鳩說 話の 新 解 释ど相 照 應 して 居る。 

i 、周 初 武王克 殷の歲 は 两紀前 一 〇 六 六 年 (乙 亥) で 劉歆の 推算に 比し 五十六 年 程 新ら 

し い o 

； 、問 初より 北ハ 和 元 年 (前 八 四 1 ) に 至る までの 周魯 王公の 歷 代に 就ても 考察 を 加 へ て 

-ぉ お よ. o 奔 秋に 至る までの 約 四 f!!:^ 年間の 月 朔表を 作製した。 

；.^  A に は ゆ る^ 初い 紀^ は胶歷 派の 推算に 基いた もの で， 武 王克殷 の歲を 西紀 前 

一 〇 七 〇 年 ど 推せして 居る。 劉歆の 推算 以 後、 後 漢時代の 產物 である。 

；. 逸坷ぶ 山^  ：=： は 劉歆の 推算 以後に 作つ たもので ある。 恐らく 後漢 末より 後の も 


の で あ ら う o 

！、 竹 書紀年 は王國 維の 硏究 によりて 唐宋 時代まで にあつ た 古本 W, 明 以後に 作爲さ 

れた今 本 V」 に 判別され たので ある が、 斯 くして 馔み 出された 古本 竹書紀 年.、」 雖も、 

西晋 出土 以 後 唐 代に 至ん-頃 1 での 間に 書 加 へられた る 部分 頗る 多い らし く、 確 か 

なる 史料 ごする こ Vi は出來 ない。 

一、 竹書紀 年に 武王伐 殷の年 を 西紀 前 一 〇 五 一 年 庚 寅 VJ して 居る の は. 饬 書 歷 志 に あ 

る 一行の 推 算 (前 一 一 一 一年 庚 寅) を 說 解して 一 干支 六十 年 程 新ら しくした もので. 

他に 何等の 根據 もない。 

一、 周 以前の 殷 及び 夏の 年代に 就て は、 殷 の 世 約 六 百 年， 夏 の 世 約 五 百年 VJ いふ 程度 以 

上に は 知る こ VJ が出來 ない。 

1 、 周 初の もの VJ いはれ て 居る 鐘 鼎 文の 硏究 は、 本 問題に 對 して 多少の 貢獻 をな すで 

あ ら う ど 思 はれる。 本論 文 は 其 端褚を 開いて 居る。 
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^  吾 

本論 文 を 草し 終. 5 て 之 を 學界に 問 はん V」 する に當 h- 、私 は 深く 感慨に 堪え ざ る も 

のが あ る。 本論 文 を 通^ すれ ば， 其 全體の 結構に 於て 故王國 維の 力に 賴る所 頗る 多 

い。 ^ま I 武 成の 硏究は 本論 文の 根幹 を 成す ものであるが、 この 硏究 をして 可能なら 

しめた もの は^! に王阈 維の 名 著 「生 覇死覇 考」 に 外ならぬ。 これにより て 推算し 得た 

る 結^ を收柬 せんどす るに 當 りて 必す 一 瞥を與 へなければ ならぬ もの は 竹 書紀年 

であるが. 支那の 文献に 通せざる 私 をして、 古來 疑問の 書ど稱 されて 居る 竹 書 紀年を 

處现 する こど を 得せし め、 し かも 多少の 効果 を舉げ 得た bvj 自信せ しむる の は、 全 く 

王國 維の 竹^ 紀^の 硏 先 (古 本 竹 書 紀年輯 校 及び 今年 竹 書紀年 疏證) の 賜で ある。 

本論 文の 硏究は 一 昨年 末に 着手し 昨年の 春に は ほ "大體 の 結論 を 得た ので ある 

が、 な ほ^せの 始末に 就て 少しく 明か にし 得ざる 所 あ り、 特 に蔡邕 V」 鄭玄 VJ の 見解の 

^  ^ を 如何に 處理 すべき か は、 容 易に 解き 難き 錯節 であつ たので ある が、 偶 々昨年 四 

e: 北京 に^ん だ の で， 直 ちに 淸華學 校に 王國維 氏を訪 ひ、 本 論文の 梗槪を 以 て、 又特 に 


蔡邕 V」 鄧玄 V- の 問題に 就 て. 同 氏の 敎を請 ふたの は、 今 にして 思へば 忘れ 難き 永久の 

記念で あ る。 

^くして 其 首尾 を 通じて 王 氏 V- 因 緣淺か らざ る 本論 文 は、 冷 や 期 年に して 漸く 成 

が、 先 づ其第 一 本 を 以て 叱正 を 請 はん V」 期して 居った 人 は旣に 

る。 しかも 私の ひ は 止まん ど して 止む こ ビ が出來 ない ので、 限 

越して 謹で 本論 文 を 以て 王 先生の 靈に 捧げる。 季子の 顰に傚 

ふの 譏 は 敢て辭 する 所でない。 

. (昭和 三年 五月 支那 學) 


るを吿 げたので ある 

幽明 境 を 異にして 居 

り ある 世の 死生 を 超 
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二十 八 宿の 傳來 

序 說 

二十 八 宿 は 黄 赤道 方面 を 二十 八の 不等なる 部分に 區 分した もので. 殆んど 相 類似 

せる 區分 法が 支 那， 印 度， ェ ジ ブト， ベ ル シ ャ 等に 古くから 存在して 居る が， 其 區分. 法の 

相 類似せ る狀 態から 見れ ば、 決 して 別々 に 案 出 さ れ た も の で は な く、 全 く 共通の 源 か 

ら發 して 是 等の 國々 に傳 はった ものである こど は 疑 もない。 予は數 年 前. 支 那に於 

ける 二十 八 宿の 發達を 調査し て、 其 結果 を 大正 二 年 九月の 藝文 誌上に 發 表した が、 此 

頃 (大 正 七 年 )乂 々此 問題 を攻 究 し、 支 那、 印 度 及 西方 諸國に 於け る 二十 八 宿の 關 係に 就 

て 少しく^ 得した 所が ある VJ 思 はる ゝ ので、 これ を 陳述して 大方の 批評 を 仰ぎたい 

VJ 思 ふ。 

本 問題の 研究に 就て は、 文科の 諸敎授 特に 內 藤、 榊 兩敎授 の 高 敎を煩 はした 點が尠 

くない。 爱に 謹で 謝意 を 表する。 


古代に 於け る 觀象授 時 

1 年 四季の 變 化に 古代人 民の 日常生活に は 頗る 重大なる 關係を 有して 居った も 

ので、 從っ て適當 なる 方法に て 天象 を觀測 し， 成 る ベ く 精確 に 季節の 變 化を豫 知して、 

適當 なる 作業の 時 を 民に 授 くる ご 云 ふこ ど は， 何れの 國の 古代に 於て も、 政 治の 主 も 

なる 部分 をな して 居った^ である。 今日の 我々 は、 一 年の 長さ は 三 六 五. 二 四 ニニ  = 

なるこ VJ を 知， 5、 それに 適應 せる 如く 定めた るグ レ ゴ リオ 太陽 曆を用 ひて 居る が 故 

に、 四 季の變 化 は 年々 同 一 の曆 日に 繰り返へ し， 一 日 ^上の 差 • を 生す る こ V」 な く、 自 か 

ら にして 季節 を 知る こどが 出來 るので あるが、 古代に 於て 一 年の 長さが 精確に 知れ 

て g ない 時代に は、 季節 を 正しく 知る VJ 云 ふこ は、 可 なり 困難な 仕事であった こど 

ゝ思 はれる。 殊に 時の 長さの 中間 區分ビ し て、 g の盈 傲に よる 一 ヶ月 を 用 ひ. 所 謂 太 

陰替を 採用して 居る がた め に、 曆 日 V」 季節 VJ を 調和す るた めに 時々 閏月 を揷 入し な 

ければ ならぬ ので ある が、 十 九 年の 日 數が約 六 九 四 〇 日に 當り 丁度 二三 五月に 等し 

く、 從 つて 十九 年間に 七閏を 置けば 季節が 正しく 同じ 暦日に 復 するど 云 ふこ ど は， 比 

二十 八^の 傳來  一九 五 
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較的 後世に 至って 始めて 知れた こ V」 で、 支那で は史 記の 曆 書に 始めて 書いて ある。 

S ふ に 紀元前 百年 頃に 至りて 漸く 知れた もので あら う。 其 以前 は 何等かの 方法に 

て 年々 天象 を觀 て， 季節に 合 はす 樣に 適宜 閎 月を揷 入した もので， この 閏月 揷入 法に 

は 頗る 苦心した ものら しい。 春秋 時代に も 季節の 差が 一 ヶ月 乃至 二 ヶ月に 及ん： U 

實 例が 尠 くない。 (昭和 三 年 五月 追記， 春秋の 曆を 研究 したる 結果に よれ ば、 十九 年 七 

阖の法 は 紀元前 六 百年 頃から 行 はれて 居る。 本書 採 錄第四 篇 「春 秋 長 歷 5 照。) 

一 體 四季の 變 化の 起る の は、 正 午に 於け る 太陽の 高さが 變す るた めで ある が、 我 々 

から 見た る 太陽の 方向 は、 天 の 恒星に 對 して 南北に 移動す る V」 同時 に， 西 から 東へ 移 

動す るの で、 养分 の 時に 赤道 の 上に あ り、 そ れ から 東へ 一 日に 約 一 度 宛 の 割にて 移る 

ど 共に 次第に 北へ 移 り， 夏 至の 時に、 春分 點の 東へ 九十 度， 北 へ 二十 三度 半に 至 り、 そ れ 

より 回復して、 秋分の 時 に、 春 分點 より 柬 百八十度の 所に て 赤道 を橫ぎ り、 冬 至 に は、 春 

分點 より 東 二百 七十 度に て 南へ 二十 三度 半まで 下 り、 更 に 上りて 春分 點に 至り、 一 年 

間にて 丁度 天 を 一周す るので ある。 恒星に 對 して 太陽の 方向の 移動 を 知れ ば、 直 ち 

に 其 時の 季節 を 知る こ どが 出來 るので あ る が， 太 陽の 位置の 移動の 中、 南 北に 於け る 


移 幼 ^¥  ^の 變化を 起さし むる 異源 因で は ある が， 其 移動の 範圍は 南北 二十  一 二度 半 

宛の 間 で、 比 較的 小さい。 西から 東への 移動 は. 直接に 季節 變 化の 源 因で はない が、 南 

北の 眵 動に 伴な ふ もの で. 其範圍 は 一 年間で 三百 六十 度で あるから 比較的 大きい し 

卡^ の dw 近よ 其 光二 蔽 はれ て. 恒 星 を 見る こどが 出来ない の で. 恒 星 間に 於け る 太 

i の 位 S を i 接に 觀測 する こど は 頗る 困難で あるが、 間接に 其 位^ を 知らん 力た め 

古代 か ら種々 の 方法 を 用 ひて 居る。 其 主 もなる もの を舉 ぐれば 凡そ 次の 如し， 

めロ沒 のす ぐ 後. 又 は 日出の すぐ 前に 於け る 著しき 星の 位置 を觀る こど。 

例 へ ば 支那の 古代に 於 

東方に 見 ゆ る 節 を 以て 

堯 典に 見 ゆ る 鳥. 火. 虛， 曰 卯 

定む るの 用に 供した も 

見え 始 むる 節 を 以 て、 ナ 

し， * ハ ビ & ン にて は 日 一に 

C 日沒 のす ぐ 後に 北 斗 柄の 方向 を 觀るこ V, -。 

二十 八.： ほの St 來  一九 七 


て は， 堯 舜 以 前 か ら、 初 昏に 火の 南中 す も 節 をお て 夏 ビ し、 參 の 

一. 

冬^して 居った こ ど は. 左 傳に見 ゆる 說 話に 依て 明かで あり. 

の 四 中 星 は， 初 昏に是 等の 星の 南中す る 節 を 以て 春夏秋冬 を 

ので ある。 埃 及の 古代 にて は旦に シリア ス (天狼星) の 東方 に 

イ^ 河の 洪水の 來 るべき 時 節 (夏 至 の 頃) ど して 年の 始め i な 

力 ベ ラの見 ゆる 節 を 以て 年の 始め V」 して 居った^ である。 


VJ あるの は 北 斗の こご で， 史 記 天官 書に 
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これ は 支那の 古代に 於て 用 

ひられた 方法で ある。 紀元 

前 三千 年から 二 千年 頃に は， 

北 斗に 頗る 北極に 近 く、 從 つ 

て 決して 地下に 沒 する こ £ 

なく 常に 北方の. I 仝に 懸っ て 


一 九 八 

居た 箬 であるか ら、 北 斗 は 一 

年 の 季節 を 指示す る 辰 ノレ し 

て、 又 夜の 間の 時刻 を 指示す 

る 時計 ，二 し て、 甚 だ 重 寶なも 

のであった こ V」 、思 はれる。 

舜 典に 在 壤璣玉 衡、 以 齊七政 


北 斗 七 星、 所 謂 漩璣玉 衡、 以 齊七政 巾 略 

斗爲帝 車. 運 於 中 央、 臨 制 四 鄕. 分 陰 陽、 建 四 時， 均 五 行. 移 節度、 定 諸 紀， 皆 繫於斗 

VJ あるの は、 支 那の 古代に 於て 北 斗が 非常に 重要なる 役目 を 務めて 居た こどの 言 ひ 

傅へ を 述べた ものである。 

ハ 月 を 媒介物，、」 して 太陽の 位置 を 推定す る こ ビ。 

月 ど 太陽 VJ が、 其 東西の 經度相 合した る 時を朔 V」 云 ふ。 朔の 時の 月 は 無論 見えない 

が， 三 日月が 見え 始めてから 筏の 月が 恒星に 對 して 其 位^ を變 する 狀態 を觀測 し、 そ 

I から 溯って 朔の 時に^け る g の 位置 を 推定す る こどが 出來れ ば、 卽 ち 太陽の 東西 

の 位置 を 知る こ V- が 出 來る箬 で， つ まり 月 を 媒介物に して 間接に 太陽の 位置 を 知る 

こ V」 が出來 るので ある。 これが ために は、 恒 星の 天に 對 して 月が 如何様に 移り行く 

か を 詳しく 吟昧 する 必要が ある。 月 は 恒星に 對 して は 次第に 西から 東へ 運動し、 二 

七士ー  日で 天 を 一 周 し、 再 び もどの 恒星の 所へ もどる ので、 この 期間 を 恒星 月.、. -稱へ る- 

黄道 方面の 天 に、 著 しき 星 を 目印 どして、 西から 東 へ 二十 七 又は 二十 八の 標準 點を設 

けたの は、 全 く 恒星に 對 する H: の 運動 を 吟味す るた め で、 溯 つ て朔に 於け る 日月の 位 

二十 八 宿の 傳來  一太 九 
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^を^らん がた めに 外ならぬの である。 太陽に 對 して 朔の位 置か ら、 盈 蝕の 一 循環 

を經て 再び もどの 朔に復 する までの 期間 を 太陽 月、、」 稱 へ れ ば. 太 陽 月 は その 間に 太 

陽が^ 三十 f ほど 東 へ 移つ て 居る がた め に、 そ れ だけ 恒星 月より 長く.  二 九. 五 三 日 で 

ある。 この 太陽 月 卽ち盈 蝕の 一 循環 は 普通に 用 ひられて 居る 一 ヶ月で、 古代に 於て 

は 誠に 自然 的な 時の 區分 である が、 恒 星 月に 應する 二十 八 宿 區分法 は それ^ は 全く 

別物で ある。 

7 地面に 垂直なる 棒 を 立て (土 圭)、 正 午の 時の 影の 長さ を 測る こど。 

影の 長さの 最も 長き 時 は卽ち 太陽の 最も 低き 時で 冬至に 當 るので あるが、 この 方法 

にて 冬至 を定 むる こ V」 は 支那の 古代で は あまり 精確で はなく， 二三 日の 前後 は 免れ 

なかった 樣 である。 

.?茈 接 太陽の 位 匱 を 指示す る ためにに 、黄道 方面 を 十二に 等分す る。 例 へば パ ビ リ 

ン， 埃 及、 ギ 7 シ ャ等 にて は 十二宮に 分 ち， 支 那 では 十二 次に 分って 居る。 伹 しか、 る 

-EE 分 は 太陽の 位置 を 指示す るた めの もので、 直接に 觀測 する 方法で はない。 なほ 注 

意 すべき こ V」 は， 十 ニ宫も 十二 次 も 共に 等分 法で ある こどで ある。 等分 法 は 不等 區 


分 法よりも に發 達した もの ど 見る こ VJ は 自然で ある が. 逆 に 等分 法から 不等 區分法 

が 生れた V」 は考へ にくい。 

以上 列記した る 觀象法 及 指示 法が， 古代に 於て 發達 したる 順序 は、 國 によりて 必す 

しも 同一 ではない であらう が、 支那に 於て はィ" は 堯典舜 典 に 見 ゆるが 故 に、 定 め し 

紀元前 二 千 三百 年 以上の 古代から 用 ひられて 居つ たもの で. な ほ 紀元前 千 百年 殷末 

周 初 頃の 天文 事項 を 記載せ る もの^-思 はる、 夏 小 正に も 見 ゆる を 以て 見れ ば， 周 初 

頃まで は實 際に 用 ひられて 居った 方法で あらう。 然るに ィは 不精 確で. 漸次 進み 來 

りで る 時^に 應す るに は 不充分で あり、" は歲 差の 現象の た^ に、 北 斗が 次第に 北柽 

より 離 れ、 周 初 頃に は其觀 測が 旣に 可な り 不便に なって 來 たの で、 是 等に 代る もの ヾ」 

してつの 方法が 用 ひられた もので あらう。 次 節に 述ぶ るが 如く 二十 八 宿の 存在 は. 

ほい 周 初 頃まで は 記錄の 上に て 追跡が 出 來る樣 である。 尤も ィ " ど " ビは或 時期 

の S3 は 併用され たもの VJ 見る のが 至當 であらう。 -1 ホは思 ふに 春秋の 中頃お 後に 

相伴 ふて 用 ひられた もので あら う。 

1 左傳昭 公元 年子 產の說 話 

二十 八 宿の 傳來  二 〇 一 
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支那に 於け る 二十 人 宿 
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ビロンの 天文に 就て」 


二十 八 宿に 黃 赤道 方面の 周 天 を 二十 

八の 不等なる 部分に 區分 した もので あ 

る が、 同 じ 方面 を 又 四 陸、 十 一 一 辰、 十 二次 等 

に 分って 居る。 是等四 種の 區分 法の 相 

互の 關係は 次の 如くで ある。 

二十 八 宿の^ 宿の 初點 は、 多 く は 著し 

き 星 を 標準 點 どした も の で、 從っ て 二十 

八 宿の 位置に 正しく 黃 道の 上に は な く 

其 南北に 出入し 又 其 廣狹も 頗る 不 齊 で 


ある。 初點 間の 距離 を 赤道 上に て 計れる もの を 二十 八 宿の 相 距ご稱 へ， 淮南 子及漢 

書 以下 代々 の曆 志に 記載して あるが、 年代に よりて 相距の 値に 少し宛の 差、 の あるの 

は、 歲 差の 現象の ために 自然に 生じた もので、 二十 八の 位置 は 淮南子 以後 は 4 日に 至 

るまで， 大 に 於 て 異動な く、 其 ま、 を傳 へて 居る 樣 である。 (昭和 三年 五月 追 記、 太 初 

曆 制度の 際に も 若干の 整理 を經 たで あらう".」 思 はれる。) 

十二 次 は 一 年の 季節に 應 する 太陽の 所在 を 示さん がた め に、 黄道 の 周 天 を 十二に 

等分した もので、、 パ ビ " ン、 ギリ シ ャ 方面の 黃道 十二 宫ビ 同樣の ものである。 歲 差の 

J により て、 長 年 H: の 間に は 二十 八 宿に 對 して 漸次に 前進すべき 箬 である が、 周 漢 時 

代に はま. た歲 差の 理を 知らなかった の で、 十 二次 ビニ 十八 宿 ど は 一 定不變 の 關係を 

有 し、 共 に 天に 附着して 動かざる もの^ 考 へ て 居つ たので ある。 

四 陸 及 十二 辰 は 地上に 於け るが 如き 方位 を 天に 附し たもの で. 冬 至に 太陽の 在る 

^置 を 北 若く は 子 ビ し， 十 二 辰の 順序 は畫 夜の 運動の 如く 束から 西に 向 ひ 日月 五 星 

の 運 動、 從 つ て 十二 次の 順序 V」 は 正 反對に 廻る の は 特に 注 怠す ベ きこ V」 であって こ 

の 十二 辰の 逆轉 は. 斗 柄の 方向に よりて 季節 を 定めた る 時代からの 遺物で あらう ど 

二十 八 宿の 傳來  二 〇 三 
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思 は れ る。 

二十 八 衍の名 稱、 位 捍廣 狹、 宿 の 數、 起 首 點， 四 陸 十二 辰 十二 次 區分法 どの 關係 等の^ 

條 項に 就き 一々 に 吟味す る こど は、 藝 文 第 四 卷第九 號に褐 げた 舊稿 二十 八 宿 論に 讓 

り 、こ、 に は 特に 注意す ベ き點 だけ を 述べ よう。 先づ 二十 八 宿の 名稱が 古い 赛 物に 

見え 始めた 順序 を 表記して 見れば 別表の 如くで ある。 

右の 表 中 左端の 列に 記せる は 夫れ々 々右端の 列の 書物の 中から 引用した 記^-の 

想定 年代で ある。 堯典及 夏 小 正に 記せる 天文 事項の 年代に 就て は 前褐藝 文の 拙稿 

中に 詳論して ある。 洪範 が 周 初の ものである こど は 疑 もない。 詩 は 一 々 の 年代 を 

吟味す る こどの 煩 を 避けて 大體の 年代 を 記 し. 左傳、 國語 及爾雅 は戰國 時代 の 書 どし 

て 大體の 年代 を 記した。 左 傳は漢 代の 僞作 である ビ云 ふ說も あるが、 其 中に 記 栽せ 

る歲^ の 記事に よれ ば. 戰國 時代 の 作で ある こど は 疑 もない^ である。 なほこの こ 

ど は 他日 機 を 得て 詳論した いど 思 ふ。 十二 次 は 爾雅に 記載の もの を參 照の ため 附 

記した ので ある。 月 令は秦 初の も の、 淮 南 子 及 史記は 前漢の もので 年^に 就て は 疑 

が な い。 
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この 表 を ： 見 すれば， 二十 八 宿の 存在 は 左 傳、 國 語、 及 爾雅の 時代まで は 疑 もない 様 

である が. な ほ 溯 . り て 周 初 の 頃を考 ふる に、 堯 典、 洪 範， 及 S 小 正に 見えた る もの を 合す 

れば、 二十 八お の 中 八つ 程 は 記載され て 居る が 故に、 此 時代に 旣に 二十 八 宿が 設定 さ 

れて居 つ た ご 推定 す るの は敢 て不當 でな か ら う V」 思 は れ る。 

表の 下段に 記せる 變遷の 項 は、 二十 八 宿の 設定 以 後、 漢 代 以前に 變遷の 形跡 ある も 

の を 措 摘した ので ある。 近代の 牛 女 虛の三 宿は黃 道に 沿 ひ， 餘 ，9 著しから ぬ 星 象で 

あるが， これに 設 定 當 初 に は 現 在 河 鼓、 織 女， 瓠 瓜 V- 稱 へて 居る 星が 夫れ々々 牛 女虚の 

宿であった もの が、 或 る 時期に 改良 整理の 際に 黄道 方面の ものに 變 じた もの，、」 思 は 

れる。 牛 女に 就て は、 史 記 天 官 書 に は 一, 牽 牛爲犧 牲， 其 北 河 鼓、 河 鼓 大星上 將、 左 右左 右將。 

婺 女， 其 北 織 女， 織 女 天女 孫 也 jv」 あ り， 明 かに 牽牛ど 河 鼓、 婺 女 yj 織女 V」 を區 別して 居る 

が， 爾 雅 に は 【何 鼓 謂 之 牽 牛、 郭 註、 今 荆楚人 呼 牽牛星 爲檐 鼓， 檐 者 荷 也 J  V」 あ ，0、 何 鼓 -、」 牽 牛 

ノレ は 昔 便に て轉 訛せ る もの VJ の說 あ り， 思 ふに 同 一 物に 對 する 同 昔 異 字の 名稱 を、 整 

理の 際に 分離して 二つ の 星の 名 V」 なせる もので あらう。 織女 VJ 婺女 VJ は、 名 稱 も 星 

も 別物 で あるが、 織女に 關聯 して婺 女 又は 须 女なる 名稱 を附 したる ものである こど 


ま 疑 ふべ くもない。 虛 は爾雅 に顓頊 之 虛. 虛 也 ビ 見 え、 廢墟の 形象 を^す る こご を ^ 

味す る にも 係 はら や、 現 今 の 虛 宿 は黃道 上に あ， 9 て 著し き 星 象に も あら す、 又 其 形 も 

何等 似つ か はしき こどがない が、 其 北の方 天の河の 近くに 現在 瓠 瓜ご稱 して 居る も 

の は、 稍 i 人の 注目 を 値する 星 象 で (紀 元 前 二 千 三百 年堯 時代の 人の 注目 を も 値した 

で あ ら う) M 墟の 形ど 云 へば 何人も 首肯し 得る 如き 形 をな して 居る。 思 ふに 當初ニ 

十〜 宿 設定の 際に は 成る ベ く 著しき 星 象 を 撰み て 標準 點ど なした るが 故 に、 自 ダ〔 黃 

道の 南北に 出入し 頗る 不規則で あつたが、 天文 觀 象の 進 步 ビ、 歲 差に 基く 變動 ごのた 

め に、 成 る ベ く 黄道に 近き 星 象 を 採用す るの 必要 を感 じ、 牛 女 逢 の 如き は 殊に 黄道 を 

離る、 こど 大な るが 故に、 寿 秋 末期 乃至 戰國 時代 頃に 一 度 整理 を 試み たもので あら 

う。 なほ 黃道 よりの 距離 颇る大 なる にも 係 はら す、 當 初 設定の 際に 牽牛 織女 瓠瓜等 

を 二十 八 宿 中に 採用せ る 理由 は、 牽 牛 織女 は 古くから 牽牛 織女の 物語に 編成 さ れ、 著 

しく 人の 注意 を牽 いて 居った、 め で、 又 瓠 瓜は虛 どして 堯 典に 記載され たがために 

早くから 廣く 知られて 居つ た 、 めで あらう。 

井 鬼の 代りに 狼 弧 を 用 ひて 居った 疑が ある。 獏は黃 道の 南に 可な り 離れて 居る 

二十 八 宿の 傳來  二 0 七 
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が， 光 輝 最も 大 なる 

^  i さ  一 a  ^  ^1 さ  一 a 

思 ふ。 

表の 最下 段に は 

ら * さるもの を 指摘 

の 形象 は 頗る 著し 

室 及 壁 は 正方形の 

東方に 見え 始 むる 

び 星 (鳥) は 赤色の 星 

る 後 は 紛れる 恐 は 

牽牛 織女 虛を加 へ 

、 ご 云 ふの は大に 

一 層の 確信 を與ふ 

二十 八.： e の 起^ 


星で ある 故、 或 は 當 初 

載され て 居る が、 この 

宿の 名稱の 字義 明瞭 

した。 角 亢^ 房 心 尾 

く 毫も 疑 を容る ゝ の 

星 象で， 其柬 方の 一 邊 

ものなる 故 に、 參 は 三 

_觜 及 鬼に 星の 巢囿 で、 

なから う ど 思 はれ る- 

て、 二十  八  宿 中の  十五 

注 意 すべき こどで、 二 

る ものである C 

が 负 を 以て 始 ま れ る 


の 二十 八 宿 中に 採用 

書 は 古き き 口 ひ 傳へを 


さ れ 


な る も の、 及 び 形 像の 著し 

は全體 を 合 せて 龍の 形に 

餘 地がない。 箕 及び 斗 も 

を 東 壁ビ稱 へた もので あ 

つ 星 な る 故 に、 名 つけたる 

命名の 意味 は 分らない が 

」 角 亢^ 房 心 尾 箕斗室 壁 

まで も 其 命名の 意義が 明 

十八 宿 は 支那 固有の もの 


二  o< 

てあつた 

たもので 

くして 紛 

見立てた 

形象に 疑 

る c  G ^は 

名稱 であ 

, 一 度 命名 

昴 參に變 

^に 了解 

である ヾ」 


も. わ 

ら ，フ V」 


の 

月 

U 

ら 

ふ 


ン 3 

し 力 

で こ 


畢及 

X ク， - 

前 の 

ら る 

0  { 


理由 は、 角 は 丁度 北 斗 柄の 方向に 當っ て 居る 


がた め で. 斗 柄の 方向に よりて 一年の 季節 を 定めた る 方法の 名殘. ^である。 史記天 

官 書 に 

大角 者、 天 王 帝 廷、 其 両旁有 三 星、 鼎 足 勾 之曰攝 提、 攝 提 者、 直 斗 杓 所 指、 以 建 時 節. 故 曰 

攝提 格。 

V」 ある は 北 斗 柄よ b 角に 移 b たる 經 過に 關 する 古き 言 ひ傳 へ を 記した もの で、 大 角 

は 斗 柄 V」 角ビの 中間に あ り， 黃 道 を 去る こ VJ 遠き が 故 に、 支 那 では 二十 八 宿 以外で あ 

る が、 印 度で は 二十 八 宿 中の 一 になって 居る の は 甚だ 面白い こ VJ である。 

一 chevalier  et  Tsutsihashi  Catalogue  d  ctolles  fixes  observ&s ひ n  Chine  sous  l  es&pereur  K 二 en-long,  IOI4. 

schle^cl  U5n0 ぬ raj〕llle  clunoise,  1895, 

T? 「人 文」 第 ニ卷 第八號 拙稿 牵牛 織女 

第二 節 觀象授 時 法の 第三 項に 述べ たこ VJ に 關聯し て、 な ほ 少しく 朔 VJ 云 ふ 言 葉 の 

意義 を考 へて 見やう。 朔 V」 は 月の 始めで ある こど は 疑 もない が. 月の 如何なる 狀態 

二  4- 氏.！ e の傳來  二 〇 九 
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の 日 を 月の 始め VJ し、 朔 ど稱 へて 居つ 

を 定め る。 

£■ 太陽 V」 月 ど 東西の 經度相 合する 

である。 

乙 三：：： 月の 見え 始めた る 日 を 新月 

又は 哉 生 明 VJ 稱 へ て 居る。 

今 多くの 古代の 國々 に 就て 見る に- 

等の 國々 にて は 新月 を 以て 月の 始め 

以て 月の 始め どして 居った 樑 である 

新 H: を 以て 月の 始め VJ する の は 自然 

せしめた 理 .3 の 說明を 要する。 本 居 

つ いたちの： SS を. y むる こ と、 日 次に はか V- 

そむる EL を始 とせり。 唇に 朔 とする 日 は- 

は、 合朔と  い ひ て、 月 と 日と まさしぐ 一 方 に 

W の 古 は然、 りず、 つ いたちと は、 月 立の 意に 


二 1 0 

たか  > 間 題で ある。 今 便宜上 次の 如くに 意味 


日 を 朔 ビ 云 ふ。 これ は 近代に 於け る朔の 意味 


の 日 又は 新 H: ど稱 へる。 これ は 周 書に て は 拙 


支那 及 印度 を 除く 外メ ビ U 

ヾ 」 して 居る。 支 那 で は 朔、 印 

" 朔の月 は 見え す、 新 S: は 見 

的で， のる が. 朔 を 以 て 月の 始 

宣 長が 眞曆考 に 我 邦の 古曆 

は ら ず、 今 の 二日の 日に ま れ、 三 日 の 

■ いまだ 月見え ざれ ば、 な ほつ もごリ 

會て、 いさ X かも 月の 光の 見え ざ る 

て、 月 の そらに 立て 見 ゆ. る を い ふた 


ン. 

え 

を 


、デ 

の 

じ 


-ギ 

の 


>  6 


シ ャ 

0 を 


る 


力 


ら 


，其 


日-」 ま れ、 ifs に 月の 見え 

の 末た リ。 から 國 にて 

日 を朔と はす めれ ど、 皇 

"、立と は^に 見 ゆる を 


ヾ」 云へ る は 面白い。  - 

支那の 古代に 於て 甲の 意味の 朔を 以て 月の 始 V」 したの は 何時頃よ， 9 なる か。 朔 

に對 して は， 說 文に 月 一 曰始蘇 也、 白 虎 通に 朔之 言 蘇 也， 明. 消 更 生、 故 言 朔ビぁ り、 晦 に 對 

し て は， 說 文 に 月盡 也、 释名 に晦灰 也. 火 死 爲 灰、 月 光 盡似之 也 V」 あ り、 是 等 だけから 見れ 

ば、 朔 は 新月 を 意味す るかの 如くに も 見 ゆるが、 これ は 漢時代の 考 へ 方に て 陰の 極の 

時 は旣に 一 陽萠し 居る もの V」 考 ふるが ためにて * 必す しも 光が 現實に 見え 始めた の 

を 蘇 ご 云 ふて 居る ので はない。 確實 なる 證據は 春秋に ある： n 蝕の 記事で ある。 三 

十六 日蝕 中 不明なる もの を 除 き、 朔 に 於て 蝕せ る もの 二十 六、 晦 に 於て 蝕せ る もの 三 

なる を 以て 見れ ば. 當 時の 曆法は 甲の 意味の 朔を 月の 始 どして 居つ たこ V」 は 明かで 

ある。 なほ 溯. りて は 詩 小雅に 十月 之 交、 朔 日 辛 卯， 日 有 食 之 ど あるから 紀元前 八 百年 

^にも 亦 同 ほであった こ ^ が 知れる。 

辰 ど い ふ 字 は 古代に 於て 旣に 種々 の 意味 を 有して 居つ たが、 其 原始的の 意義 は， 民 

に 時の 早晚を 知らし むる ために 觀測 する 主 もなる 天 體ど云 ふこ ど である。 故に 第 
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節 第 一 項 第二 現に 

對 曰 、日月 之 會， 是 


V」 あるに M 

る II！  ^ -衫 ど 

この 輝-由に 

子贯欲 

w あるに 依 

朔 V」 いふ 

VJ を 有して 

ふ ^ 味に 用 

たる 位 S ご 

VJ を 示 し て 

以上の. S 

の^ 在 を 追 


て 見れば * 

した こ ど 

^て 生じ 

去 吿朔之 

て 見れば 

字 は 古文 

居る。 、>* 

ひられて 

云 ふ 意味 

!H5 る V」 田 i 

き 見解に 

湖す-る こ 


究 

よ り、 火. 參. 北 斗 は 皆大辰 V」 云 はれて 居る が 

謂 辰， 故 以配日 

日月 之會卽 ち朔に 於け る 月の 位置 を 以て 

は 明かで ある。 朔に 於け る 觀測を 標準 ど 

たもので あらう。 論語に 

0 羊、 子 曰， 賜 也， 汝 愛 其 羊、 我 愛 其 禮 

朔を 重ん する の 風 は 其由來 可な り 古い 樣 

^、月 に从 ひ^に 从 ふ、 會 意の 字で、 月に 關す 

を附 した る 溯の 字 は 薪 又は 泝に 同じ /、、現 

居る。 これに 依て 見れ ば、 朔 の 原始的 意味 

で、 二十 八 宿 設 定 ど 關聯し て， 從 前の 新月 月 

は れ る。 

よ れ ば， 甲 の 意味に 用 ひたる 朔を 追跡 すれ 

ヾ 」 になる 华：： で、 朔 の 字の^ 究は 二十 八 宿の 


二 】 二 

，左 傳昭公 七 年の 條 


辰 VJ 

、另 


な し 

を 重 


ん す 


に 見 

る 意 

に 逆 

は 新 

始を 

ば、 從 

起原 


え る- 

味 ビ. 

流し 

月 よ 

つ て 

に 關 


を 定 む 

る 風 は 


逆 返 

て 上 

り 逆 

せ し 

又 二 

し甚 


の 意味 

る VJ 云 

に^-, 5 

めた こ 

十八 宿 

だ 重 き 


な * をお する こ Vi になる ので ある が、 周 以前の こ？」 に關 して は. 不 幸に して 予は 未だ 

^不： ： 何れ ども 判斷を 下し 得ない。 

^  ；、 周 以前の 書に 甲の 意味の 朔の 字の 見 ゆる もの は 

大 禹謨。 正月 朔 旦、 受 命于神 宗。 

胤征。 乃季秋 月朔， 辰 弗 集 千 房。 

大甲。 惟三 祀， 十 有 二月 朔。 

である が、 是 等 は 孰れ も 偽 古文^- 稱 せらる 、もの で、 確 實 なる^ 論の 材料 どす る こ ビ 

が出來 ない。 胤 征の中 辰 弗 集 千 房の 句 は 左傳に 見えて 居る が 故 に、 秦 火 以前の 眞夏 

書中に あった もの ど 思 はる、 が、 今 當 面の 問題なる 乃季秋 月朔の 句に 關 して はや は 

b 證據 がない。 又 羅振玉 氏の 殷虛書 契 中に も 朔の字 は 見えない。 

反 之、 周書康 誥召誥 等に は、 肶、 旣 望， 哉 生魄 等の 言 葉に て 時 曰 を 記して 居る を 以て 見 

れ ば、 周 初 頃に はま だ 新月 月始 なりし に 非す やど 疑 はる ゝ ので ある。 

第二、 朔の 字に は 又 北 ど 云 ふ 意 味が あ り、 古 きものに は 

堯典。 宅朔 方、 曰幽 都、 平在朔 易。 

二十 八 宿の 傳來  ニー  三 
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舜典。 二月 東 巡 守 中略 十 有 一 月、 朔 巡 守、 至 于北 岳。 

洛誥。 我 卜 河朔黎 水。 

詩 出 車。 城彼朔 方。 

等が ある。 是 等の 朔は 北方 を 意味す る こ V」 は 疑 もない が， 何 故に 朔は北 を意眛 する 

か、 朔 の 字は轉 用に て 後に 至りて 改めた る もの か、 若 し 然らす ど すれ ば、 月 の 朔 ど 北 ど 

如何なる 關係 あるか。 堯. 典 の 傅に 北 稱朔， 疏 に朔 北方 也、 舍人 曰， 朔盡 也、 北方 萬 物盡、 故 

言 朔 也.、」 ある が、 頗 る 無理な 解釋で 首肯し 難い。 今强て ー說を 提出 すれ ば、 堯 舜 時 代 

よりも 以前 に、 黃 河が 北より 南に 流る、 邊に て、 下 流 地方の ものが 上流 地方 を 指して 

朔ど稱 し、 後 に 至りて 一般に 北方 を朔 V」 稱す るに 至りた るに 非る 乎。 若し 斯く 解释 

す れ ば. 甲 の 意 眛の朔 も、 從 つ て 又 二十 八 宿の 存在 も堯舜 以前まで 溯る こ ど になる で 

あらう。 (昭和. 三年 五 H: 追 記、 堯 舜 時代 以前 どい へる の を 周 初 頃 V- 改めたい。 堯典舜 

典に ある 朔の 文字 は 孔子の 編纂 時代に 用 ひられた もの V」 見れば 差 支ない。) 

文字の 字義 及 其 起原の 詮索から のみ 論究 すれ ば， 動 も すれば 危險 なる 結論に 陷る 

こどが 尠 くない。 况んゃ 文字の 學に閽 き予の 如き ものに 於て は猶更 である。 こゝ 


に はた  >  疑問の 一端 を 提出して 敢て 大方の 高敎を 待つ。 

r 藝文第 四 年 第七號 拙稿 辰 と 蝕 

二  ■ 朱駿聲 ー 說 文通 訓定聲 

印度、 ァラ ビヤ、 及 其 他に 於け る 一 一十 入 宿 

印度 古代の 天文 事項 殊に 二十 八 宿に 關 せる こど を 記せる ものに は 次の 如き もの 

が ある。 

ィ摩登 伽經。 ^舍 頭諫 太子 二十 八宿經 

(  ( 

ハ 大集經 月 藏分第 十二 星宿 攝受品 第 十八 

- 宿曜經 

古 暦 書に は 

ホ Varaha  IVIihira  Panchasiddhantika  (替 法 大成) 英譯 

乂吠咜 の 古典 中に ある 天文 事項に 關 して は 一 八 六 〇 年の 伯林 大學 論文 集中に 

へ Wcbcr  Vedisclie  Ncichnchtcn  veil  tlcn  Naxatra. 

二十 八 宿の 傳來  ニー 五 
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なる 硏究が ある。 ィ" は原來 同一の 經文 であ 

本から 別々 に 支那に 飜譯 した もの で、 相 互の 間 

譯 されて 居る。 原本 は 紀元後 

れて 居る。 原本の 時代 は 不明- 

る  の み。 其 順序に 就て は 問題 

た も の、 原 本 は 七 八 世紀より 以 

度 固有の もの を 吟味す る に 適 

五 種の 曆法を 集めて 大成した 

が、 其 一 部 は 印度 固有の もので 

ャ ト ラ (宿) の 數は 二十 七に して 

精 細なる 硏 究の大 論文で ある 

の で、 主 V」 して 印度の 二十 八 宿 

养分點 なりし 時代に 設定され 

なりし 時代に 設定され たる 


は 西晋の 時代に 

朝の 時代 に譯さ 

が列舉 されて 居 

は^代に 譯 され 

甚だ 多く、 古代 印 

まで 傳っ て 居た 

が 大部分で ある 

時代に はナク シ 

どで ある o へ は 

原 說を駁 した も 

き、 其 理 由 は 品 が 

八.： S は^: が 秋分 


る が、 時代 を異 

に 可な りの 出 

二 世紀 頃の も 

" 當 面の 材料 

力 ある 力 他 曰 

前の もので あ 

しない。 ホは 

ものである。 

ある。 たい 1 

黃道を 等分し 

が、 要 する にビ 

が 昴 を 以て 始 

た、 めで ある 

ものな り VJ し 


二 一 六 

に し、 傳來 を異 にせる 異 

入が ある。 ィは吳 にリ 

ので あらう。 "は 南北 

ヾ」 して は 二十 八 宿の 名 

に 讓るこ VJ ゝ する。 -1 

らうが、 西洋 起原の 分子 

紀元後 五 世紀 頃に 其 頃 

明か に 西洋 起原の もの 

つ 注 意 すべ きこ ど は、 此 

たもの を 用 ひて 居る こ 

1 の 二十 八 宿 支那 起 

れる こどに 重き を 置 

に 同 樣に 支那の 二十 


ォ 

ヾ J 

0 


算 によ-りて 印度の 方 


(表 の 高 さ〉 
1 十 二 寸リ 

影 の 
長 さ 

推算せ 
る 緯度 

六月 中旬 

5 す 

七月 中旬 

o 
O 

a  r* 

4o 

八月 中旬 （晝? 等分） 

丄 c5 

47 

九月 中旬 

13 

on 

十月 中旬 

~i  o 

lo 

OD 

十一月 中旬 

2丄 

o7 

十— 月 中旬 

丄 b 

OD 

一 用 中旬 

15 

40 

二月 中旬 （晝ぉ 等分） 

13 

47 

三月 中旬 

10 

51 

四月 中旬 

7 

50 

五月 中旬 

4 

42 

平均 43° 


七 


が 支那よりも 千 餘年も 古い V」 論斷 した ものである。 

摩 登 伽經の 中には 種々 の 天文 事項が 記載して ある。 精細に 研究 すれば 發明 する 

所が 尠 くないで あらう V」 思 はれる。 こゝ に は 先づ其 大體に 於て 注意す ベ きこ VJ を 

述ぶ るに 止む る が、 多 くの 事項の 中には 明かに 西洋 傳來の もの も ある。 七曜の 順序 

を 日， 月. 熒 惑、 辰 星、 歲 星. 太 白、 鎭 星 VJ なせる は それで ある。 十九 年 七 閏の法 は 西洋 傳來 

か、 支那 起原 か 判らぬ。 五 年苒閏 のこ V」 、分 野の こ V」 、春 分 を 二月 VJ する こ ど、 日 中の 影 
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の 長さ を 測る こ VJ, 二十 八 宿の こ 

^を 樹て 、， 各 季節に 應する 日中 

から 容易に 其觀 測地 點 


粱は 別表の 如く 

の 記事から 推算 

二の 平均で ある 

度の 國內に はな 

度 これ に當 る。 

印^ 固有の もの 

して 得た る 智識 

摩 登 伽 經に記 

ト ラ に .B  { おする 

略 圆 を揭げ て， 支 

照^ を揭げ る。 


で、 十二 

した も 

から 可 

い、 緯度 

此事實 

に 非 す 

に 基い 

載せる 

M 宿 を 


緯度 を 

平均の 

である 

りの 程 

以て 云 

依て 見 

て、 中央 

so る VJ 

クシ ャ 


三 


さ 


0 定 する 


ビ は 支那，、」 共通 

の 影の 長さ を 記 

推算す る こどが 

値に 緯度 四十 

から 精確なる 

度 に き H 弔す ベ 

へ ば 古の 月 氏 

れ ば， 摩 登伽經 

アジ ャ にて 北 

云 はなければ 

ト ラ (宿) の 記 事 

こ V」 が 出來る 


那 VJ 印度の 二十 八 宿の 異同 を 示 


である。 殊に 面。 

せる ものが ある つ 

出 來る箬 である。 

度 どなる。 勿論 粗 

VJ を 期 侍する こ ノレ 

もので あらう。 北 

，ソグ デャナ のサマ 

ある 天文 事項の 少 

四十 三度 內 外の 某 

ら ぬ。 

よりて、 二十 七 乃至 

次に ギン ツエ ルが 

、及 び 支 那， 印 度， ァ 


, い、 十 ニ寸の 

, . の 影の 長さ 

f.  • 推算せ る 結 

缵 なる 影の 長さ 

は 出来ない が， 十 

緯 四十 三度 は 印 

ルカン ド邊が 丁 

く  V」 も 一部分 は 

地點に 於て 觀測 

二十 八ナク シ ャ 

製作した る圖の 

ラビ ャ の 名稱對 


印 茂の 二十 八 宿 に 就 


Chinese 
" Siu  ，， 

Indian 
" i\akshatra  " 

Arabian 
,, Manzil 

i 角 

(12)  chit ほ 

(14) 

as-simak 

•- ) 亢 

( Id )  svati 

(15) 

al-^hafr 

3 丘 

(16) 

az-zubana'v 

4 房 

(丄 anuradha 

(1") 

al-iklil 

5 心 

(16)  jyeshtha  (？) 

(IS) 

al-kalb 

c 尾 

(17)  mulam 

(19) 

(/>< 

P 

7 箕 

(18)  purva-shadhas 

(20) 

an-na  ajim 

(19)  uttara-shadh^s 

(21) 

al-baldah 

9 牛 

(22) 

sa'd  ad-dabih 

10 女 

(21)  sravana 

(23) 

sa'd  bula' 

11 虛 

(22)  gravishtha 

(24) 

sa'd  as-su'ud 

12 危 

(23)  satabhishaj  (？) 

(25) 

sa'd  al-ahbija 

13 室 

(24)  purva-bhadrapadas 

(26) 

al-fargh  al-aw\val 

14 壁 

(2o)  uttara-bhadrapadas 

(27) 

al-fargh-altani 

丁 5— 奎— 

(26)  revati 

(-28) 

batn  al-hut 

16 婁 

(27)  asvini 

( リ 

as-saratani 

1" 胃 

(28)  bharan 

al-butain 

18 昴 

( 1 ) krittika 

(3) 

at-turaija 

19 畢 

( 2  )  rohini 

(4) 

al-dabaraa 

20 觜 

( 3  )  mrigaSiras 

(5) 

al-hak'a 

21 參 

( 4  )  ardra 

(6) 

al-han'a 

22 井 

( 5  )  punarvasu 

(7) 

al-dira'u 

•23 鬼 

( 6  )  pushya 

(S) 

an-natra 

24 柳 

|(7)  a§lesha 

(9) 

at-tarf 

2.5 星 

ぶ 

1  GO 

(10) 

al-gabha 

26 張 

|(9)  purva-phalguai 

： (11) 

az-zubra 

'2  丁 翼 

！ ひ 0)  uttra-phalguni 

(1-2) 

as-sarfa 

28 榦 

' (11)  hasta 

i  (1-3) 

al'awv/a 
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十 七. 其 數 一 定せ ざるが、 二十 七に する 時 は^女 三 十) を 省く こ ヾ J 

二 

e バビ！ i ンに て 「星 の 中の 星 j ど して 主 もなる 觀象 標準 物な りし ど 云 はる ゝ 力 ベ 

ラを まさる こ ぐ」 

f 名， の 意義 は， 殆ど 全部 今日 より 解釋 する こ V」 を 得-ざ る こ ノレ 

是 等の 事實は 孰れ も 二十 八 宿の 傳來 に關 して 重要なる 暗示 を與 ふるもの で、 實 に 本 

論の 骨子で ある。 大 角、 織 女、 牽 牛. 瓠 瓜 等 は 孰れ も 黄道 を距る こど 可な り大 なる 故， 何 

等 か 特別の 理由がなければ 二十 八 宿 中に 採用 さるべき 箬の もので はない。 是等は 

支那に 於て ならば 第三 節に 述べた る 如く、 歷 史的に 採用 さる ，ぺ き 理由が 存在して 居 

るので ある。 ^の 順序 轉 倒は歲 星の 現象の ために 自然に 生じた 結果 で、 織 女 を 先き 

- 1 したる 方 は、 牽 牛 を 先き にした る ものより 後世 的なる こご を 示して 居る。 d は 織 

女 ご 牽牛^ は 其相距 甚だ 小なる 故、 二 つ 存在せ しむる 必要 な し、 黃 道 を 距るこ ビ 遠 き 

方 を 省きた る ものなる べし。 e は a  b  V」 對照 す れ ば、 非 バ ビ リ ン 起原 說の 一 の^.^ 

な る ベ く、  f は 第三 節 ご對照 すれば 支那 起原 說に 一 層の 强眛 を與 ふるもので あ る。 

なほ 更に 一 歩 を 進め て、 大 角の 印度 名 Svati は大 角の 別名 攝提 の轉 訛した る もの ご 見 

二十 八 宿 の傳來  ニニ 一 
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る こ V」 を 得ざる か、 奥 味 ある 問題で ある。 

ク H  I パ， I は 

g 晶 を ttl 首 V」 せ る こ VJ 

に ^ き を 0 き、 印 度の 二十 八 宿 は 曰 卯が 春分 點 なりし 時に 設定され たもの なるこ ビ を 

示す VJ 云 ふて 居る が、 これ は 二十 八 宿 ご 十二 宫 V」 を 混同 し、 西 洋 にて 春分 點を 十二宮 

の 起 首 VJ したる 考を その ま 、印度に 當箝 めた もの で、 無 理 な 解釋 である。 支那 起原 

說 にて 說明 すれ ば、 堯 典に 日 短 星 昴. 以 正 仲 冬 VJ あ る 如 く、 昴 は 冬 至の 中 星で ある が， 印 

度の 二十 八 宿 は 支那に て 冬至 を 年の 始め ど せんどし 始めた る 頃 (寿 秋 中頃 以 後) に 支 

那 を出發 して 印度に 傳 はりた る もの ど すれ ば、 了 解す る こ V」 が 出來る ビ 思 ふ。 

も 一 つ 面白い こ VJ は 

h  二十 八 宿 を 東西南北の 四方に 配布す る 順序が 支那 VJ 反對 なるこ ビ 

である。 昴より 始めて 第 七まで を 東方 ど し、 第 八より 第 十四まで を 南方 VJ し. 第 十 五 

より 第二 十 一 を 西 方、 第 二十 二より 第二 十八まで を 北方、 yJ して 居る。 卽ち 東南 西北 

の 順 で， 支 那の 東北 西南に 比して 逆轉 である。 支那で 二十 八 宿 を 四 陸に 配當 したの 


は 春秋 中頃 以後で あらう ど S ふ。  ョ  ^ 

ベ レ， シャ 及ァラ ビヤの 二十 八 宿に 關 して は、 ホン メレ ノ及 ゥュ ー パ ー の 硏究が ある 

が、 大體に 於て 印度の 二十 八 宿に 比し 二 宿 だけ 數 へ 方が 進んで 居る ので ある。 なほ 

ゥ ェ ー , 1 によれば 、。へ レノ シャの 二十 八 宿 も 古い 頃 は 印度ぐ」 同じく 昴 を 起 首にして 

!ya っ^ら しい V」 云 ふこ V」 である。  • 

，、 ビ" ンの 天文 は 非常に 古い^ 代から 發 達して 居った こぐ」 は 疑 もない 樣 である 

ので. 從 つて 二十 八 宿の 起原 もパ ビ " ン なる べしぐ」 推測され、 古き， ハ ビ " ン に 於け る 

二十 八 宿の 存在 は 早くから 期待され て は 居た が， 今日に 至る まで 其 確證は 未だ 一. つ 

も發 見され ない。 ほ ギン ツユ ^ レ ミア ス等 によれば. 紀元前 一 一七 〇 乃至 七 〇〇 年 

代の もの V」 推定 さる、 境界標 石に て 其 面に 十二宮の 形象 を 記載せ る もの 十四 個 ほ 

ど 現存して 居り. 十二宮の こど を 記せる タブ レット は 紀元前 九 世紀までの ものが あ 

る。 紀元前  一二  二 及 一 〇〇 年の タブ レツ トには 四十 個の 星の 名 を 記せる もの あり 

エツ ビング は 其 中に 二十 八 個の 標準 點 あるが 如し？」 云へ ど 、それに 單に 想像に 過ぎ 

よ、。 は ン，. レニー  人.^ 一  年) は VR  4G なる タブ レツ トに 十六 個の 星の 名 を 記せる も 
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の あり ど 云 へど、 これ は 二十 四 個の 星の 名 を 記せる もの ゝ 一 部分な らん ご 云 はれて 

^る。 ゼレ ミアス (一九 一 三) は CT  XXXIP4 なる タブ レ ッ トに 十五 個の 星の 名 を 記 

せる もの を發 見し 

月の 軌道に 沿 へ る 星 

c 卯， 畢. 參、 馭者， 。へ ：ク ス嬖， 子、 蟹，. 獅子，  天秤、 餳， 射手、  水瓶， 魚 尾、 北 魚、  

牡羊 

ヾ」 ある を 以て， 二十 八 宿の 存在の 記錄が 始めて 實 現された ^云 ふて 居る が、 し かし 空 

席の 廣さ から 推察 すれ ば、 そ れを充 たした る 時の 全數は 二十 四なる ベ く、 到 底 二十 七 

おく は 二十 八に はなり 得ない V」 云 ふて 居る。 單 に 【月 の 軌道に 沿 へ る 星 jv」 ある だけ 

で、 支 那 印度の 二十 八 宿、、」 同様の もの どす るの は速斷 である。 

バ ビ U ン にて は、 十 ニ宫 及び 其 南北に それ を 二倍し 三 倍 し て、 1 1 十 四、 三 十六の 星 を 

列記せ る もの は 從來も 度々 發 見され たが、 二十 七 乃至 二十 八の 二十 八 宿 區分法 は 今 

n に 至る まで 未だ 發 見され ない。 

一 (is2cl  l>as  Altel.  tier  ba 一 Jvlon-schen  Asll.ono ョ ic. 


つ Sayce  II  -The  Babylonia-  Astrl-my,  M.  N.  R.  >.  S.  39-  t.  -f .  -?. 

^一一 o 画 el,luebe 一- (13  urspsng  §d  (las  Alter  der  ibisd 一 s  n  一 5(一 i-sbcsilcrc  der  Mils 一 ationcn. 

Z.  D.  M.  G.  45-  1891. 
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二十、 宿の 起原 地に 就て は、 ビォ ー(」 八 四 〇) は 支那 起原 說を唱 へク" ー バ I 二八 

六 〇) は 之を駁 して 印度 起原 說を唱 へ， ホ ン メ レニー  八 九 ニはバ ビ " ン f 原 說を唱 へ、 後 

に 至りて 1 ェ ー バ ー(一 、八 九 四) も 亦パビ "ン說 に 傾き、 曆法學 の 大家 ギン ツエ レノも 亦 

パ ビ " ン說を 採って 居る ので、 今日 學界の 大勢 はパ ビ" ン 起原 說 である ど 云 ふて 宜 

しい。 パビ" ンに 二十 八 宿區分 法が 存在して 居った ど 云 ふ 證據は 今日に 至る まで 

少しも 發 見され て 居らぬ にも 拘 はらす メビ" ンを 以て 二十 八 宿區分 法の 發祥地 ど 

し、 古き 時代に 印度支那 等に 傳っ たもので ある ど 云 ふので ある。 

二十 八 宿の 傳來  ニニ  3 
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今 日まで 二十 八 宿の 起原 及 傳來を 論じた る是 等の 學 者の 凡て を 通 

る 一 の 重大なる 誤解が ある。 それ は 十二 宫 VJ  二十 八 宿の 根本の 意義 

動機 を 混同 し. 其 差異 を 充分に よく  了解して 居らぬ V」 思 はる ゝ こどで 

原說を 採れる ビォ I すら も • 支 那の 二十 八 宿 は堯の 時に 二十 四 宿を設 

が 四 を 追加して 二十 八 宿 どなせ る ものである ど 云 ふて 居る の は、 バ 

を^れ る 人々 が、 バ ビ & ン に は 古くから 十二 宫ぁ り、 そ の 二倍 三倍なる 

の 星の 名の 表 も ある 故， 二十 八 宿 は 自然 それ 等の 間から 發生 せる もの 

て 居る の v> 全く 同樑の 誤解に 基いて 居る。 

十二 宫は谷 季節に 應 する 太陽の 所在 を 指示 せんがた めに 黃道を 十二 

もので あり， 二十 八 宿 は 恒星に 對 する 月の 運動 を 追跡して 朔に 於け る 太 

推定 せんがた め に. 著 しき 星 を 目印 V」 して 設けた る 二十 八 個の 標準 點で 

八 宿の 後に 十二 等分 法が 發 達する こど は 誠に 自然で あるが、 十二 等分 法 

る^に 不等なる 二十 七 乃至 二十 八區分 法が 生やる こ VJ は 不自然で ある 

以上の 理由. たけで もパ ビ U ン 說を排 する に 充分で ある が、 な ほ 其 上に 


て 3 

く  S 

る o 

し、 後 

V ン 

十 四、 

ら ん 

に 等 

陽 の 

あ る- 

の  發 


つて 居 

設定 の 

支那 起 

ち 周 公 

起原 說 

三十 六 

ノレ 云 ふ 

分せ る 

所在 を 

〕 二十 

達した 


ビ & ンに 


は 今： n まで 兎に角 何等の 形跡 も發 見され. さる こ ご， 印 度め 二十 八 宿 中に 大角索 牛 、織 

女、 1 仄等を 合 J にも 係 はらす 力 ぺ ラを合 まざる こど 等 も非パ ビ " ン說の ォカァ "る 

論據 であらう。 

ァラ ビヤ， ペル シャの 二十 八 宿が 印度の 二十 八 宿よりも 後世 的の ものである こど 

は 云 ふまで もない。 思 ふに 印度から 西漸した もので あらう。 

印度 V」 支那の 比較に 就て は、 旣に 第三 節 及第 五節に 述べた こどに 依って 自ら 明か 

である。 

一 Kiot    Tour?  dcs  savants,  1840 

二 .wcbcr    I〕ic  Vedisclic  NacJiricliten  von  cl ひ n  Naxatra-  i860. 

三 Hommel  loc.  cit. 

四 Weber —— Vedische  weitr;ige,  werl.  sitzIDer:  1894. 

五 〇inzel  loc.  cit. 

# 

s  侖 

糸  き n- 

上來 論述せ る 所に より， 二十 八 宿の 起^ 及傳來 に關し 次の 如く 結論す る こどが 出 

二十 八 宿の 傳來  ニニ 七 
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來 る。 

一 支那に 於け る 二十 八 宿の 存在 は 周 初まで 追 

ニ朔 の硏究 はな ほ 一 層の 證據 を與 ふる かも 知 

二十 八 宿の 存在 は 今日 ま 

-こは 全く 異なりた る 目的 

支那の 二十 八 宿の 始まり 

は 古代に 於て 北 斗 を 主 も 


三バ ビ " ン に 於け る 

四十 二宮 VJ  二十 八 宿 

§ 印度の 二十 八 宿 は 

g 二十 八 宿の 發祥地 

ければ ならぬ。 

§ 二十 八 宿の 發祥地 

八 印度に 輸入 さる、 

あ る。 

九， 二十 八 宿 を 四 陸に 

£ 以上 を總括 すれば 

二十 八 宿に 支那に 


は 古代に 於て 牽 

前に 北緯 四十 三 

配當 する のが 支 

於て 周 初 又は そ 


牛 織女の 

度內 外の 

那 i 印度 

れ 以前に 


跡す る こ VJ が 

れ ない。 

で ま だ 確證が 

のために 設定 

の狀 態に 相當 

な る觀象 標準 

傳說 があった 

地方に 暫時 停 


ニニ 八 


出來 る- 


な I 

さ れ 

し て 

地 方 

IW し 

る o 


ビ 異なつ て 居 

設定 され、 春秋 中期 


たもので ある o 

居 る。 

る 地方で な 


ノ  Z 

L す 

で あ 

て 居 


ら う o 

つ す开 2^ 力 


以後に 支那 を 出 


發 し、 中 央ァ ジ ャを經 由して 印度に 傳は り、 更 に ペルシャ * ァラ ビヤ 方面に 傅った 

ものである。 

(大正 七 年、 史 林^  一一 一  S 


二十 八 宿の 傳來 


ニニ 九 
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春秋 長歷 

緖 言 

春秋 は^の 隱 公 元 年 (西 紀前七 ニニ 年) よ b 哀公 十四 年 (西 紀前四 八 一 年) に 至る 十二 

公， 二  四十 二 年間の 魯の史 記 で、 孔 子が 其 晩年に 魯の 宮庭 文庫の 史料に よりて 編述 

された もの vj いはれ て 居る。 編年體 の記錄 で. 其 中に 凡そ 七 百の 月の 名 ど、 三 西 八十 

九の 口の 干支 どが 揭げて ある が、 是 等の 月 ど 日 V」 は 今日より 之 を 追跡して^ へば 現 

行の 太陽^に 引き直せ ば、 何 年 前の 何月 ど 何日 ビに當 るか。 これ を 一 目 明瞭なる 如 

くに^ 列せ る もの を 春秋 長 歷ど稱 へ る。 

春秋 長歷 は. 寿 秋 を 了解 せんがた めに は先づ 第一 に 明かに しなければ ならぬ もの 

である が、 古 來 の硏究 頗る 多い にも 拘 はら す、 不 明の 點 甚だ 多 く、 要 する に 今日までな 

ほ 未決の 問題で あるの は、 甚 • た遺慷 のこ どゝ いはなければ ならぬ。 

^は 年 In::!: によつ て 記して 居る が、 年 は 公卽 位の 年 を 以て 元年 どして 數 へ 


隱公 十一 年。 楦公 十八 年。 

僖公 三十 三年。 文 公 十八 年。 

襄公 三十 一 年。 昭公 三十 二 年。 

に 跨 り、 先 公の 末年 ど嗣 公の 元年 ど は、 重 複 

て 居 り， 隱 公元 年が 西紀 前 七 二  二 年に 當 り- 

數へ 方に 就て は、 今 日より 追跡して 少しも 

mp ひ. 正 月より 十二月まで ど し、 隨 時 閏月 を 

VJ に 努めた ものである こ^は 疑 もない が 

しかい 不明で ある。 なほ 正月より 三月 ま 

り 九月まで に は 秋、 十 月より 十二月まで に 

記さる、 月 名に は 王の 一 字 を附し 例へば 

用 ひ、 月 の數 へ 方に は無關 係に 連續 して 數 

月の 朔の 干支が 明かで ない の で、 欺 くして 

に 相當せ る もの か 不明で ある。 

春秋 長歷 


莊 公三 十二 年。 閔公 二 年。 

宣公 十八 年。 成 公 十八 年。 

定公 十五 年。 哀公 十四 年。 

もせす. I 仝 隙 もな く、 常 に 丁度よ く 相 接績し 

哀公 十四 年が 西紀 前 四 八 一 年に 當り、 年の 

疑がない。 月に 朔 より 晦 までの 太陰 曆を 

插 入して 太陽暦の 季節 VJ の 調和 を 保つ こ 

• 月の 大小 や 閏月の 插入を 如何様に 按排せ 

で に は 春. 四 ST より 六月まで に は 夏， 七 月 よ 

は 冬の 四時 を 冠して 居 b  、更 に 年の 始めに 

春 王 正月 ど 記して 居る。 日 は 六十 干支 を 

へ て 居る ので ある が、 閏 月插 入の 場所 V」 每 

記せる 某月 某日 どい ふの が 如何なる 時日 

二三 1 
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春秋の 劈頭 第 一 に f 春 王 正 月 7 あるが、 この 

來問题 VJ されて 居る。 普通に は， 周 は 冬 至 を 

は その 二 ヶ月 後 を 正 月 V」 して 居った ど い ふ- 

居 る が， 寿 王 正月に 果して 冬至 を 含む 月な り 

不穏 當には 非る か。 孔子 は 豫て夏 之 時 を 行 

^秋 を 記述す る に當， 9 て こ れを實 現 し、 周 の 

るか。 成に 又、 正 月は當 時の 曆 のま ゝ で、 冬 至 

一端 を 示さん がた めに 春の 一字 を 加 へられ 

起 り、 春 秋 長歷の 問題 は、 春 秋曆法 論、 春 王 正月 

綜 し， 甲 是乙 非紛々 どして 容易に 歸著 する 所 

に對し 最後の 斷案を 下し 得べ きもの は、 實 に 

春秋 長歷 及び これに 關聯 せる 諸問題が 今 

て 近世に 至り 其傳を 失した るが ために 始め 

類に も旣 にこの 問題 は 千古 不 決の 疑な り V」 


正月 は 如何なる 季節に 相當 する か V 古 

合む 月 を 正月 ，/J こ、 設 に その 一 ケ 0: 後、 夏 

所 謂 三 正 交替 論が 可な り 廣く行 はれて 

や。 冬 至 を 合 む 月 を 春 V.- 稱す るに 頗る 

ふ を 以て 理想 VJ して 居られた るが 故に. 

月 を 改めて 夏 正 を 用 ひられた るに は 非 

月で ある こ V」 は 止 む を 得 な い が、 理 想 の 

たるに は 非る か 等の 諸問題 雜然 V- して 

論、 三 正 交替 論 等 種々 の 形に 於て 論議 錯 

を 知らない。 しか も是等 幾多 の 諸問題 

春秋 長歷の 直接 硏究 より 外に はない。 

日 明瞭なる 解決 を 得て 居らぬ の は、 決 し 

て 紛糾した ので はない。 宋 代の 朱 子 語 

いふて 居る が • 溯 b て漢 代に 出来た 漢書 


^歷 志. 史記歷 書 等 を 見て も、 又 更に 溯りて 戰國 時代に 書かれた ど 思 はる、 左^ を 見 

て も、 是 等の 時代に 旣に 春秋の 暦が 明瞭 を缺 いて 居った こ，、」 は 疑 もない 樣 である。 

更： ー步を 進めて， 春秋の 編述 者た る 孔子 自身、、」 雖も， 暦法 學の專 門. 家たら ざ，" し以 

上， 必す しも 二百 十餘 年間の 朔閎 に逋曉 して 居られた ど 信す る 理由 はない。 ^糾 

の 原 は 或は 旣に當 初の 根本 史料に あるの かも 知れない。 我々 は^く も 本 間 題の 硏 

究に 志した 上 は、 所 謂聖 經，、 」 雖 も 決して これ を妄 信して はならない。 

春：^ は 流石に 千古の 聖人が 自ら f 述而不 * 作。 信而 好^^」 いふて 居らる、 程 ありて. 

飽. くまで も 根本 史料に 忠實 ならん こど^ 期せられ たもの らもく、 疑 はしき を闕 きて 

一せ もお 爲の跡 を 見な い。 今日より 見れば、 二 千 四 W 餘年 前の 上代に 於け る 史料"、」 し 

ての 春秋の 蕖價は 實に此 點に存 する ので あらう。 私 は 忠實に 春秋 記事の 內容 を吟 

咏 する こ VJ によりて 春秋 長歷を 作製して 見たい ど 思 ふ。 春秋 は 筆 削に よりて  一^ 

疲乏の 意 を^せられ たもので ある どい ふ考を 押し ひろげて、 日食 記事の 日 附の存 無 

まで を も 意味 ありげ に解釋 する が 如き は、 蓋し 夫子 を誣 ふるの 甚だしき もの，、」 いは 

なければ ならぬ o 
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春秋の 劈頭 第 一 に 【寿 王 正月】 V」 あるが * この 正月 は 如何なる 季節 に相當 する か  >  古 

來問题 V- されて 居る。 普通に は、 周 は 冬至 を 含む 月 を 正月 ビ L  、殷 は その 一 ケ H: 後、 夏 

は その 二 ヶ月 後 を 正 ほ VJ して 居った どい ふ， 所 謂 三 正 交替 論が 可な り廣く 行 は れ て 

居 る が， 养 王 正月 は 果して 冬至 を 含む 月な り や。 冬至 を 合 む 月 を 春，、. -稱す る は 頗る 

不穩當 に は 非る か。 孔子 は 豫て夏 之 時 を 行 ふ を 以て 理想 ごして 居られた るが 故に. 

ぃ仆^ を 記述す るに 當， 5 てこれ を 實 現 し， 周 の 月 を 改めて 夏 正 を 用 ひられた るに は 非 

るか。 或は 又. 正 月は當 時の 曆 のま、 で、 冬 至 月で ある こ V」 は 止む を 得 な い が、 理 想 の 

一端 を 示さん がた めに 春の 一字 を 加 へられた るに は 非る か 等の 諸問題 雜然 ごして 

起. o、 春秋 長歷の 問題 は、 春 秋曆法 論， 春 王 正月 論， 三 正 交替 論 等 種々 の 形に 於て 論議 錯 

綜 し. 甲 是乙 非紛々 ど して 容易に 歸著 する 所 を 知らない。 しかも 是等 幾多の 諸問題 

に對し 最後の 斷案を 下し 得べ きもの は. 實 に 春秋 長歷の 直接 研究より 外に はない。 

舂 秋長歷 及び これに 關聯 せる 諸問題が 今日 明瞭なる 解決 を 得て 居らぬ の は、 決し 

て 近世に 至 h- 其傳を 失した るが ために 始めて 紛糾した ので はない。 宋 代の 朱 子 語 

類に も旣 にこの 問題 は 千古 不 決の 疑な り VJ いふて 居る が-溯りて 漢 代に 出来た 漢書 


休 歷 志、 史 記 歷書等 を 見 て も， 又 更に 溯り 

て も、 是 等の 時代に 旣に 春秋の 曆が 明瞭 

更に 一 步を 進めて， 春秋の 編述 者た る孔 

上， 必 すし も 二百 四 十餘 年間の 朔閏に 通 

の 源 は 或は 旣に當 初の 根本 史料に ある 

究に 志した 上 は、 所 謂 聖經 ど雖も 決して 

春秋 は 流石に 千古の 聖人が 自 ら f 述 而 
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ての 春秋の 眞價は 實に此 點に存 する の 

味す る こ VJ によ， 5 て 春秋 長歷を 作製し 

褒 貶 の 意 を {sS せられた ものである V」 い 

まで を も 意味 ありげ に解釋 する が 如き 

なければ ならぬ。 


て戰國 時代に 書かれた ど 思 はる 、左 傳を見 
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もので あらう o この 部 


力 


ある。 左傳は 古來孔 

本 史料に 基い て 春秋 

私の 硏究 したる 所に 

戰國 時代に、 三晉 地方 

、ので、 寿 秋の 經文ビ 

いか も 知れぬ。 殊に 

なから す 見 ゆるので， 

赞せ考 ふ る 場合に は 


の 門人 子 夏より 出で、 幾 代 かの ロ傳を 經て漢 初の 頃 


：策簡 にて 傳 へ らる、 に 至つ たもの V」 いはれ て 居る。 傳文は 全く 狹き 意味に ての 

經 文の 解释 のみに 止つ て 居る の で、 本 問題の 研究 材料 どす ベ きもの は 多く はない。 

なほ 春秋の 本文が 左、 公、 穀 三傳 にて 相 異なる 如き 場合に は、 早 くから 策簡」 て傳 へら 

れ たる 左 # の 方に 比較的 多くの 信用 を拂 ふの が當 然で あ ら う。 

私 は 十數年 前に 始めて 支那 上代の 曆法を 研究した る 際 に、 其 一 部分 どして 本 問題 

を 研究し、 大體に 於て 一定の 解決 を 得、 更に 大正 九 年に 至り 左 傅の 製作 年代に 關 する 

硏究に 引锫ぃ て 再び 本 問題 を硏究 し、 ほ V 妥當ど 信す る 春秋 長歷を 作製し 得た ので- 

爾來其 結論の 要領 は旣に 二三の 論文に 發 表した ので あるが、 本論 文に 於て は 寿 秋 長 

歷の 作製に 就て 少しく 詳細に 述 ベ て 見た い ど 思 ふ。 

本. 論文の 研究に 關して は、 狩 野 內藤兩 博士の 示 敎を煩 はした 點が 少なくない。 私 

が 支那の 文獻に 通せざる にも 拘 はらす 多少の 硏究を 遂行し 得た る は 全く 兩 博士 指 

導の 賜で ある。 茲に 謹で 謝意 を 表する。 

三 正論の 誣妄 

春秋 長歷  ニー 二 五 
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交替 

切 の 

三 正 

殷は 

る VJ 

一) 

こ の 


支那 上代の 暦 を 攻究す る に當 り、 常 に 甚だしく 累を なして 居る の は 所謂 三 正 

論^く は 三 正論 V」 稱 する 謬見で ある。 我々 は 春秋 長 歷の硏 究に當 り 努めて 一 

豫斷を 避 け、 成 る ベく 虛心 平淡に 確かなる 根本 史料 を硏究 しなければ な ら ぬ。 

交替 論 V」 い ふの は 古くから 信せられ て 居る 說 で、 周 は 冬 至 を 含む 月 を 正月 ご し 

それより 一 ヶ月 後， 夏 に ニケ H: 後の 月 を 以て 正月 V」 した こ V」 が歷 史的 事實 であ 

し， な ほ是 等の を 子 寅 の 月 V」 名 くれ ば、 夏 殷周 三代の 交迭の 如き 革命の 場合 

子 1 お、 の 三 正が 順々 に 交替す るの が當 然の理 である ども 見る 考 へ 方で ある。 

說は廣 く 一  般に行 は れ、^ へば 朱 子 論語 集註に 

天 開 於 子。 地闢於 1。 人生 於 寅。 故 斗 柄 建 此三辰 之 月。 皆 可 以爲歲 首"」 而三 

代迭用 之。 夏 以寅爲 人 正。 商以 S 爲地 正。 周 以子爲 天 正 也。 

V」 い ひ， 蔡沈は 書槳傳 の f 怠棄三 正 5 項 に 

三 正。 子 之 正 也。 S 正 建 寅。 怠棄 者。 不用 正朔 也 e 巾 略 今 按此章 e 則 三 

正迭 建。 其來 久矣。 舜協時 月 正 日. C 亦 所以 一 正朔 也： 子 丑 之 建。 唐 虞 之 前。 

當 已^ 之。 


ぐ」 までい ふて 居 る が、 か 、る說 の 來歷は 頗る 古い。 後 漢書 陳寵 傳に揭 げたる 陳寵の 

上書に は 

夫 冬至 之 節陽氣 始萠。 故 十一月 有 蘭 射 干芸荔 之應" 時 令 曰 諸生蕩 安形 體。 天 

以爲 正。 周以爲 春。 十二月 陽氣上 通。 雉雊雞 乳。 地以爲 正。 殷 W 爲春。 十三 

月 陽氣已 至。 天地 已交。 萬 物 皆 出。 蟄蟲始 振。 人以爲 正。 夏 以爲 春。. 三微成 

著。 以通 三統。 周以天 元。 殷以 地元。 夏以人 元。 

どい ふて 居 り、 前 漢には 

史記歷 書 夏正以 正月。 殷正以 十二月。 周正以 十一 ，月。 蓋 三 王 之 正。 若循 

環 窮則反 本。 

-3： 書大傳 a 以 孟春 月 爲正。 殷以季 冬月爲 正。 周以 仲冬 月爲 正。 

ど 見 え、 戰 國 時代に 書かれた 左 傅に は、 昭 公 十七 年の 條に、 寿 秋 時代の 梓 慎 をして 

火 出。 於 S 爲 三月。 於商爲 四月。 於周爲 五月。 

V」 いはしめ て 居る。 更に 思 ふ に、 論 語に 顔 淵問爲 邦に 答 へ て 孔子が 

行 夏 之 時。 乘殷 之輅。 服 周 之 冕。 
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三^の^ 卽 

は、 三 正論 を 

る 意味に 於 

三 正論が 

あって も、 我 

究 を 待 ち て 

に 旣定の 見 

秋 長 歷の研 

$  §2 ではな 

的に 冬至 正 

採用に 正當 

どして は、 _p? 

ので あら う. 


天文 學史 研究 

らるゝ の を 

ち 三 正 な る 

妄信し、 夏 殷 

て， 十月 を 以 

如何に 古き 

々は 決して 

後、 其 結 架に 

解 V」 して 採 

究 によ， 5 て 

い。 春秋 中 

月 を 採用す 

なる 理由 を 

殷周を 通じ 

^秋に 入り 


二三 八 


以 て 

も の 

周 三 

て 歲 

來歷 

こ れ 

よ hy 

用 す 

私 の 

期 頃 

る - J 

與 へ 

て 春 
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が考 へ 

代 の 三 

始 どす 

を 有す 

を肓信 

て 始め 
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得た る 

に 天文 

VJ  、な 

卢 カナ 

和 、レカ 0 


江 

の 


孔子 


れ て 

交替 

こ ど 

も の 

て ま 

決定 

で S 

に よ 

測 法 

た の 

に 案 

頃 ま 

CM. 田 on 


の 時代に 

つた もの 

以 て事實 

改めて 居 

あ り， 如 何 

らぬ 。か 

ベ きもの 

レ  1<T 富 

ば、 三 正 交 

重大なる 

三 正. 交替 

された る 

は 所 謂 S 

正に 近き 


に 夏 

も 关 

信 じ 


之 時、 殷 

4, な レ 

こ パ 文 

ナ 力 も 


之 


る 說 

- 決し 

の 結 

ヾ」 い 

正が 

な る 

の に 

に 近 

の に 


信 せ 

當 否 

寿 秋 

に 於 

こ VJ 

、其 

の は 

な ら 

曆 を 

0 て 


な 

そ 

K 

0 


• 周 之 

ほ秦 


ひ て 


時なる 

の 代に 

適應 す 

る說で 

歷の硏 

如 く、 春 

歷 史的 

て 自然 

正月の 

的事實 

つた も 


，麻^ 中與 お 


後戰 

交替 

葉で 

ひ 

は 必 

の 曆 

育 力 

整頓 


國 時代 

が歷史 

はない 

ど り 三 

す や 其 

法 が あ 

ら豫定 

したる 


の 半ば 顷 ま で 

勺 り 1&- き- - OF 

61 ゾ Mr  1st\  ，、ま 


正 

曆 

し 


前兩 節に 

研究 材料の 

問題の 紛糾 

ふ ベ く.^^ 

春 


ム s  Q 

一ず リ 

vyi  — 1 

た か 

て 掛 

定の 


ベ た 

捨 に 

た る 


取材の 


み で 

基 い 

否か 

つ- て 

曆 法 


の 間 

さ る 

な I 

^0 る 

寿 秋 

な ら 

春秋 


は 所 謂 

V」 共 に- 

リ 春秋 

もので 

長歷を 

き ャ - - 

日 /T  I 


究 の 


る 所 

原因 

範圍 


よ り 

は 極 

主 ，、し 

全然 


て 見れ 

めて 慎 

して 不 

春秋 經 


周 正に 近 

夏 正、 周 正 


時代に 

あらう 

に 本論 

は 存在 


き 

ヾ」 

て 


ば、 我 々 

重 な る 

確實な 

の 本文 


よ- 


る 


W を 用 

稱 1 る 

等 か 一 

斷 する 

に 始め 

居らぬ- 


寿 

史 


ひ 

よ 


秋長歷 

を 採 ら 

料の 盲 

り、 左溥 


居った もの 

すら も齊 に 

曆 法が あり • 

一 の 謬見で 

明す ベ き 問 

ば、 太初 以後 


ふノ 


始 


な の 

適 當 

春秋 

あ る A 

題で、 

に 見 


で，  一二 正 

な る き n 

の曆日 

_ 1 定 

研究 以 

る 如き 


秋長歷 


究 せん V」 する に當 り、 せハ 

れ ばなら ぬ。 今日まで 

基いて 居る。 我々 は 能 

め 一 切の 注释は 凡て 第 

二三 九 
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二次的の 材料 どして 單に本 硏究の 參考に 供す るに 止める V」 い ふ 程の 用意が 望まし 


幸に も 春秋 經 及び 较經に 三十 七の 日食 記 

今 n よ， o 推算して 容易に 其 時日 を 確定す る 

日 V」 對照 する こ ^によ， 5、 春秋 正績ニ  fa 四十 

決定す る こ VJ が出來 る。 なほ 是 等の 確定せ 

日の 干支 を 講究す る こ V」 によりて 閏月の 位 

入の 位 K を 推定す る こ VJ が 出来る。 斯 くし 

に f ノぉ 文 記载の 一 切の 曆日 を、 眞 に 其 所 を 得 

目 瞭然たら しむる 寿 秋 長歷を 作製す る こ ご 

元來 春秋 長歷 に， 春 秋 所載の 曆曰を 適當に 

る ものな ので あるが， 今 我々 は 問題の 曆ロ總 

に^ 應 する 如き 長 歷を其 上に 築かん どして 

加 へざる 純正の- 4< 歴 V」 いふ ベ きもので ある 


三 

な 


十 

で- 


在 


あ 


力 


る 


三 


事が あ り、 其 中 

こ V」 が 出來る 

四 年間に 三十 

る 時日の 間に 

置 を 按 排 し、 可 

て 結局 寿 秋 全 期間に 

たる 位 S に 排列し、 時 

が 出来る 箬で 

序列せ しめん 

體を 取りて 研 

居る ので. これ 

〕 我々 は斯く 


究 材料 

し て 得 


ゆ 

確 

對 

m 


め に 

ぐ」 


食に 對し 

經文 記載 

たる 根據 

百 九十 四 

ま で に 閏 

て朔閏 を 

經過 をし 

れ を 必 要 

-最 もよ く 

しの^ 爲 


て ま. 

の 曆 

Hi を 

の 曆 

月插 

ザ 力 

て 一 

- 」 れ 

を も 


長 0 を 十分に 


よく 吟味し 批評す る こ VJ により 

^^^如何 を 察 する こ V」 が出來 

はれ 居りし や 否 や. 三 正論 者の 主 

は いづれ も 純正 寿 秋 長歷の 吟味 

る o 

1 派の 論者 例 へ ば 飯 島 忠夫氏 

の 末.. 西 紀前 三百 年頃に 書き入れ 

來 せる 日食 過 期サ& スの 智識に 

畢竞 我々 が これから 硏究 せん ビ 

如く 春秋の 曆日 干支 全體を 否認 

一 應は 純正 長歷の 形勢 を 見なけ 

る 後 に、 斯 の 如き もの を 後世に て 

であらう- yj 田； j ふ o 

日食 記事 V」 暦日 干支の 外に も 


て， 始 めて 寿秋當 時の 曆 及び 天文 

る。 寿秋當 時には 果して 整 船せ 

張す る 如き 所謂 周 正が 行 はれ 居 

によって のみ 始めて 明か に 決せ 

の 如き は、 春 秋 所載の 暦日の 干支 

たもので あ り、 日 食の 日附 は、 此 頃 

よ り、 計 算 して 插 入した もので あ 

して 居る 材料 全部 を 否認して 居 

せん V- する 論者 V」 雖 も. 議 論の 前 

れ ばなら ぬ。 十分よ く 純正 長歷 

作爲 したり どす る說 の妥當 なり 


に關 する 智識の 發 

る 一 定の曆 法が 行 

b しゃ 否や。 是等 

る ？ き 問題で あ 


悉く 皆戰國 時代 

西洋 方面よ h- 傅 

，フ VJ いふて 居る ( 

ので ある が、 斯 の 

どして は、 必 す や 

形勢 を 攻究した 

否や を 決すべ き 


なほ 研究に 資すべき 材料がない ではない。 今 利用 


^秋 長歷  二 四 


m  ；ば 天文 學 史 研究. 

し 得べき 多くの 材料 を 

1 日 食 さ 一 P 事 

經 に  一二 十六、 總經に 一 

にせ ハ 時日 を 推定す る こ 

2 曆 日の 干支 

ィ經に 三百 九十 四日 

" 傅に 三百 八十 五日 

3 茈接 暦法に 關 する 記 

ィ养王 正月 寿 秋 

い。 精細なる 奔王正 

れは 本論 文の 結尾に 

句 を解釋 すれ ば， 王 の 

见 るの が當然 であら 

如 き は 、甚だ しく 此句 


二 四 二 

分類して 見れば 大體 次の 如くで ある- 


の  B 

ど が 


食 記 

出來 


毎年 

月 論 

讓 る 

正月 

，フ o 

を C 


の 


ご 


事が あ 

る o 


體次 

，其 中 


始 

ど 


あ る 春 

寿 秋 長 

し、 今 何 

以上 は 


春秋 は 魯の曆 _ 

解せ る もので 


三 十三の 日食に 就て は、 今 日より 容易 


王 正 

歷 の 

等の 

周 の 

又 は 

あ る 


月 

硏 

夏 


の 

左 


句 

も な 

よ り 

曆 に 

博 - - 


に 就 

た な 

よ つ 

此句 


て S 

け れ 

執 も 

た る 

匸 nJ 

1 言 

を ^ 


古來論 

ばなら 

な く、 平 

曆 によ 

せる も 

して 春 


な 

淡 

14 

の 

王 


る ふ亘 し 

の で、 こ 

こ の 一 

正 月 ヾ J 

見る が 


周 正月 ど 


い へる は 二 曆其 意眛を 明かに したる もので は あるが、 左傳の 書かれた 戰國 時代に 

は、 三 正 交替 論が 一般に 信せられ て 居った の で. 左 傳 著者の 意で は、 周 正月 VJ いふの 

は. 或は 殷 正 月、 夏 正月に 對 せしめた もの かも 知れない。 經の春 王 正月に は， か 、 る 

對 立の 意味 は 勿論 合んで 居らぬ VJ 思 はれる。 又 正月が 事實 冬至 月で ある 場合に 

もな ほ 常に 正 二三の 三 ヶ月に 春の 字 を 冠せ しめて 居る の は， 正 二三 月が 事 實上寿 

であった 時代からの 慣習が 殘 つて 居り， 一 般に はな ほ 正 二三が 當然 寿で ある ベ き 

害 VJ 考 へ られて 居った こ VJ を 示す もので あらう。 

"春秋 當 時の 人の 暦法に 關 する 說話 どして は 左 傳昭公 十七 年 (西 紀前五 二 五 年) に 

梓愼の 話が あり， 左傳 哀公 十二 年 (前 四 八 三) に 孔子の 批評が ある。 然し 是等は 或は 

左 傅の 著者が 例の 慣用 手段に よりて 後より 作爲 した もの か ビも疑 はれる ので 無 

條 件に 受け入れる こ V- は出來 ない。 

ハ晉の 杜預は 春秋 經傳集 解 後 序 に， 其 當 時 (西 紀 二八 〇 年 頃 5 掘され たる 竹 書紀年 

のこ ど を 記 し て 

上略 莊伯之 十一 年 十一月。 啓隱 公之 元年 正月 也。 皆 用 夏 正建贫 之 月爲歲 首。 

春秋 長歷  二 四 三 
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V」 述べて 居る。 これに よれば 竹 書 紀年は 夏 正 を 用 ひ、 春 秋 は それ ど 二 ヶ月の 差 あ 

る 所 謂 周 正 を 以て 記して 居る 樣に 見える が、 元 來竹 書紀年 は戰國 時代の 末に 編述 

された る ものなる が 故 に、 當 時 一 般に 信せられ て 居った 見解に 從 ひ、 寿 秋 は 所 謂 周 

正にて 記せる もの ど速斷 し、 そ れ ビ 二 ヶ月の 差 ある 時 月 を 夏 正 V」 見做 し、 そ れ にて 

竹 書 紀年を 記述したり しゃも 斗り 難い。 竹書紀 年の 原形 は 今日に 傳 はらざる が 

故に 厳密に 批評す る こど は 出来ない が 、要するに 前揭の 記述 だけで は、 舂 秋 周 正の 

證據に はならない。 現に 春秋 長歷 の硏究 によれ ば、 隱 公元 年 正月 は S 正 十二月に 

當 り、 S 正 十 一 月に は當 つて 居らぬ。 

4 日 至の 記事 

日 至卽ち 冬至の 時日 を 記せる ものが 左 傅に 二 ケ所ぁ り、 又 春秋 時代の 人なる 孟獻 

子の 日 至に 關 する 說 話が 禮 記に 記載され て 居る。 

ィ 左 * 

僖公五 年。 春 王 正月 辛亥 朔。 日 南 至。 


昭公 二十 年。 寿 王 二月 己 丑。 日 南 至。 

この 二つ の 記事が 果して 當 時の 實 測に 基き た る も 

の 中の 僅に 二 年 だけで は ある が. 確 かなる 根 據點ヾ J 

るべき もので あらう が， 兩 者 VJ も 左傳に 

る ものに は 非ざる かどい ふ 疑が ある。 


る 材料 VJ な 

者が 作爲せ 

出來な い。 

"^記 雜 

孟獻子 曰 _ 

獻子爲 之 

孟獻 子の 名 

秋 中頃の 魯 

に は、 冬 至 を 

ならぬ。 又 

月。 以 祿 禮 

春 秋 


のな，^  V- すれ ば、 一 一 百 四十 餘年 

し て， 日 食 記事に 次 ぎ て 有力な 

ある 記事な の で、 或 は 左 傳の著 

長 歷硏究 の 材料 どす る こ ^ は 


-si 伊 

) 正月 日 至。 可以 有事 於 上帝。 七月 日 至。 可以 有事 於祖。 七月 而； 稀 ( 


也。 

は 左 傳文公 十五 年の 

の大 夫で ある。 右の 

合む 月 を 以て 正月 VJ 

末 段に 【七月 而稀。 獻 

祀周公 於 大廟ー V」 參照 


て 


條に 見え 

き a 事 を 

する こ VJ 

子爲之 也 JVJ 

す れ ば、； 稀 の 


に よ 

疑な 


力 


あるの 

祭 を 七 


ば襄公 十五 年に 卒す ビ あ り， 寿 

もの VJ すれ ば、 文， 宣， 成， 褢 の 時代 

認められて 居た V」 見なければ 

は， こ れ を 禮記明 堂 位の f 季夏六 

ほ 夏至の 月に 改めた の は孟獻 


長 歷  二 四 五 


^^天文 學史 研究  二 四 六 

子より 始まる V」 い ふこ VJ なる ベ く. し かも 時の 人 はこれ を禮に 非す V」 して 批難せ 

る 意味が ある 樣に思 はれる。 この 事 は， 所謂 周 正が 春秋 中期の 人に 對し 新ら しき 

ものであった？」 いふ こど を 察する に 足るべき 有力なる 一 の例證 で、 事 實 春秋の 曆 

が 冬至 正月に ほ^- 定っ たの は 文 公 以後で ある ビ い ふ 本論 文の 結論 どよ く 相照應 

して 居る。 

5 朔閎の 記事 

お 秋 正 給 二  fn 四十 四 年間 に、 月 の 數從て 朔晦の 數は約 三 千、 閏 月の 數は約 九十 程 あ 

る 华：： で あ る が、 其 中 經傳に 明記して あるの は 

閏 H: 經に 二。 傳に 丄ハ。 

朔^-よ 日食に 關する もの \  ^ 

朔  經に 二。 傳に 十一。 

晦  に 二。 專に 七。 

である。 經 にある もの は 其 儘 長歷に 利用す る こ V」 が 出来る。 傳 にある もの は單 

に叁考 に 供す るに 止む ベ きで あらう。 


りな おに 關 する 記事 は， 主 もな る 材料 どす る こ VJ は 出来ない が. 有力な る參考 材料 ど 

なすべ きで あら う。 

y  文 公元 年閏 三月の 問題 

寿 秋 長歷の 硏究を 始めん どす る に當 b. 、真 先に 一 掃し なければ ならなかった 繁累 

は 三 正 交替 論の 跋扈であった が * やがて 材料 を 取捨し 研究の 步を 進めん どす るに 至 

りて 更に 遭遇せ る 難 關は文 公元 年閏 三月の 問題で ある。 私 は 十數年 前に 始めて 春 

秋 長歷の 硏究を 試みた 折に は， 此難關 を 透過す る こどが 出來 なかつ たがために 一 度 

軍 を^め て 再舉を 期す るの 止むな きに 至った のであっ^ が、 や がて 戦線 を擴 めて 左 

傅の 研究に 從事 し、 左 傳 製作 年代の 推定に よりて 本 問題の 眞相を 明かに し、 漸くに し 

て 大正 九 年に 本 問題 を 解決し 得た ので、 爾來奢 秋 長歷の 作製 は ー舉 にして 其 效を收 

むる こどが 出來 るに 至った ので ある。 實に本 問題 は 春秋 長歷 作製に 就て は 其 死命 

を 制する どもい ふべ き要點 である。 

左 傅に は 文 公元 年 (前 六 一 一 六) に 閏 三月が あった こどが 明記して あるが それ は果し 

春秋 長歷  二 四 七 


^^天文 a- 史 研究  二 四 八 

て 寿秋當 時の 事實 であるか どうか どい ふ 問題で ある。 私 はこれ は^,  .-.-l 一  ほの 著者 

が 椎^に よつ て 案出した に過ぎない もの で、 事 實に 於て は 存在せ ざ b  >■  i の な ら ん 

ぐ」 斷定 し， この 閏 三月 を 抹殺し 去らん どす るので あるが 、一種の 左傳 不^^. i どもい 

ふ ベ きもの を 決行 せん VJ する に當 りて は 多少の 躊躇す る 所な きを 得ない。 春秋 經 

VJ 左專 VJ の 密接なる 關 係から 見て も、 出 來る * たけ 慎重なる 態度に よ 十 分に よく 其 

典 相 を 明かに しなければ ならぬ。 

經 及び 傅の これに 關 する 部分 を揭 ぐれば 次の 如くで ある。 

ハ^ 秋經、 文 公元 年 二月 癸 亥。 日 有 食 之。 (公 羊 傳の經 文で は 癸亥朔 どなって 

居 る) 

夏 四月 丁 巳。 葬 我君僖 公。 

"左 傅、 文 公元 年 於是閏 三月 非禮 也。 先王 之 正 時 也。 履 端 於始。 擧正於 中。 

歸餘於 終。 屐端 於始。 序 則 不愆。 舉正於 中。 民 則 不惑。 歸餘於 終。 事則不 悖。 

葬僖公 緩。 (錯簡 の た め 誤つ て 前年 末に あり) 

左 傅の 著者 は、 M 蝕 は 必す朔 にある べき もの，、」 信 じ 、信 公 十五 年經に f 夏 五月。 H3 有 食 


之  一 VJ あ 

月 癸 亥 

し て 傳 

書 る。 

ば 調和 

^に 合 

る o 

然 し 

上朔蝕 

中 に、 n 

で、 記事 

つ を 除 

もじ 難 


るのに 對し て 「不 書 朔 與 日。 官 失 之 也 一 V」 い ふ て 

朔 であった こ V」 、信じて 疑はなかった もの ヾ J 

文 はない か、 杜預は これに 對し て f 癸 亥月 一 日 也 

二 月 朔が 癸 亥 (S ) で， 四 月に 丁 巳 (W ) が ある ど すれ 

しないの で、 三 月に 閏が あった もの V- 見， 從 つ て 

はない V」 い ふ 批難の 意味の 傳 文を發 する に 至 


居る 様に * 二月 癸 亥の n 蝕 は 二 

見える。 この場合の 經 文に 對 

, 不 書朔。 官失之 也」 V」 注して 

ば， 其 問に 必ゃ や 閏月が なけれ 

此年 三月 に 閏を §K  くの は！ W 問 

つたの は 誠に 自然の こ V」 であ 


熟々 寿 秋の 記載 例 を 見れ ば、 朔 V」 書 せ ざ 

でな かりし もの VJ 見る のが 至當 である 

を 記して 朔を 書せ ざる もの は 七^ ある 

三 (月 初)。 僖 十二 (晦 )。 文 元 下)。 宣八 (晦 )。 

の 誤りで 其 月の 蝕に 非ざる 宣公 十七 年 • 

きたる 四 個の 記事 中、 隱 公 三 年、 宣 公 十 年 

い が、 愴 公 十二 年， 宣 公 八 年の 二つの 場合 


る もの は. 或 は 悔， 或 は 二日の 蝕 で、 事 實 

樣に思 はれる。 現に 三十 七 n 蝕 記^- 

が， 是等を  吟味して  見れ  ば (後 段 參 照) 

宣十 (月 初)。 宣 十七 菲蝕 r 襄 十五 (誤 )0 

襄公 十五 年， 及 び 問題の 文 公元 年の 三 

の 二つ は H7 初 で、 朔 か 二日 か は 容易に 

は 疑 もな く晦 食で ある。 これによ つ 


春秋 長歷  二 四 九 


東洋 天文 ffi- 史 研究  二 五 〇 


て 見て も、 文 公元 年の 場合に 始めから 朔 ご斷定 する の は 

書せ ざるが 故に 朔 なら ざり しもの ど 見る のが 寧ろ 當然 

記して あっても なくても 常に 朔 にあ， 5 しもの V」 見て 居 

羊傳 及び 穀梁傅 は 共 に、 朔 ど 書せ ざる もの は^ 實朔に 非 

なほ 問題の 經文 は， 左 傳、 穀 梁 傅 共に 同様で、 二 月 癸 亥 ど 

傳の經 文で は 三月 癸 亥朔。 日 有 食 之 ブ」 なって 居る が、 こ 

問に か i の 一字 を攙 入せ しめた もので， 古き 公 羊 傳には 

つた VJ いふ こ VJ である。 王 引 之の 經義述 聞 はこれ に關 

公 羊傳。 文 元年 二月 癸 亥朔。 日 有 食 之。 引 之 謹. 按 

此經。 無朔 字。 而引董 仲 舒劉向 之說於 下。 仲舒傳 

字 可 知 也- 志乂 曰。 凡 寿 秋：：： 食 三十 六。 穀 梁以爲 

日 一。 公 羊 以爲朔 二十 七。 二日 七。 晦ニ。 今以ニ 

言朔 者。 穀梁 皆以爲 晦日。 公 羊 皆以爲 二日。 遍數 

七。 中略 此七者 皆 言 日 不言 朔。 故穀 梁以爲 晦日。 


決 

し 


公 羊 

朔ニ 

傳 之 

春秋 


て 穩當 ではない。 朔 ぐ」 

らう。 なほ 日 傲は朔 VJ 

は 三傳中 左傳： U け で、 公 

しもの V」 解釋 して 居る。 

て 居 り、 現 在 通行の 公 羊 

通行の 公 羊 傅が 何時の 

り單に 癸 亥 V」 なって 居 

左の 如く 考證 して 居る。 

衍字 也。 漢書 五行 志载 

リ 向傳穀 梁。 其 皆無 朔 

十六。 晦七。 夜 二。  二 

例考 之。 凡 日食 言 日 不 

日 食。 言 日 不 言 朔者^ 


公 羊以爲 二日。 故 志 曰。 穀 


梁 以爲晦 七。 公 羊以爲 二日 七 也。 若 如 今 本 公 羊。 文 公元 年 日 貧 二月 癸 亥下 有 

朔字： 則 非 二日 矣。 所謂 公 羊以爲 二日 者佴有 六 事。 志 何以云 二日 七 乎。 更以 

公羊朔 二十 七 考之。 所謂 朔ニ 十七 者。 中略 此ニ 十七 者 皆 言朔。 故 曰 公 羊以爲 

朔ニ 十七。 若 文 公元 年 二月 癸 亥下 亦有朔 字。 則是朔 二十 八矣。 志 何以云 二十 

七 乎。 自顔師 古注 漢書 劉向傳 日食 三十 六。 引 泰秋文 元年 二月 癸 亥朔。 則 唐 初 

巳衍朔 字。 不始於 開 成 石 經矣。 當據 五行 志删 正。 

經 文の 原形が 三傳 共に 單に 一 一月 癸 亥で、 朔 の 字が あら ざり しこ VJ は 少しの 疑 もな 

い 樣に思 はれる。 今 毫も 左傳の 著者の 意見に 拘束 さ るゝこ V」 な く、 全 く 白紙の 態度 

で經 文に 對 すれば、 この 年 附近の 曆日 干支の 記載 は 次の 如くで ある。 

僖公 三十 三年。 四月 辛 巳 (5)。 癸 巳お)。 

十二月 乙 巳 S). 公薨于 小寢。 - 

文 公元 年  二月 癸 亥 (g ) 日 有 食 之。 

四月 丁 巳 (M ) 葬 我君僖 公。 

十月 丁 未 

春秋 長歷  二 五一 


柬^ 天文 S- 史硏究 

文 公二 年  二 

左 傅の 著者 は、 日 食 の 

にせ ハまゝ では これ ど 調 

1 十二月 乙 巳 を 十 一 


01 三 

"つ 十 

ので あ 

如 き は 

癸亥晦 


月 


る 


平 


2 さ： ^ 

3  i さ 


に SH 力 

より 

が， 魯& 

る 無理 

淡 に， 二 

MM. 乙 巳. 

三十 三 

りたる 


ありた 

TO: 月 ま 

の 薨去 

な解釋 

月 癸 亥 

の VJ 解 

四月 丁 

年 四月 

もの ど 


お 

禾 

の 


释 

VJ 


以 

な 

ZJ 


甲 

も の 

閏月 

n 附 

い は 

朔 ビ 

す れ 

共 に 

十二 


子 I" 


て 二 

、 o 

の 讓 

•yj し 

を 併 

の 如 

な け 

書 せ 

せ ( ま 

月 ヾ 」 


月 癸 亥を朔 ビ 見 

止む を 得す 

な り ビ f  (杜 

て 「於 是閎三 月 非 

せて 七 In: に 互る 

きもの を も 誤 記 

れ ばなら ぬ。 

ざるが 故に 朔に 


た の で、 十 二月 乙 巳， 四 月 丁 巳 は 共 

乙 巳 十一月 十二 日。 經書 十二月 ( 

禮 也」.、」 非難し 

ので、 f 葬僖公 緩 也 「、い 非難して 居る 

された る もの どして 訂正す るが 

は 非 * さ hs しもの V」 し， 此 場合に は 


ゝ にて よく 調和し 

の 間に 一- 閏， 文 公元 年 十月 V」 二 年 二月、、」 の 間に 


；；' 十二  rrr よ. 四月まで は、 丁 度 五月に i るの で， 諸 侯 は 五月に して 葬る ごい ふ^に 

も適當 して ゐる 

の で. 少 しも 無理が な く. な だら か に解釋 が出來 る。 

なほ 文 公元 年 前後の 日食の 時日 を 推算 し、 日 食 相互の 間隔 を 計算 すれば 次. の 如く 

である o 


文 
公 
十 
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前 

一し 

ハ 



六 
月 
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文 

公 
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一し 
ハ 

月 
癸 
亥 

公 
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前 
ハ 
四 
八 

月 
庚 

曰 
食 

事 

四 
九 
八 

〇 
〇 
八 

し 

四 

九 

A 

u 

^-v"  ,v— 

四 
八 
四 
八 

七 

リ 

ク 

ス 

積 

曰 

五 

九 
八 
曰 

九 

！ 間 

七 

ハ 

月 

〇 
月 

隔 

曰 蝕 相互-問の 月數が 確に 定っ て 居る の で、 日 食 記事の 解釋 如何に 應 じて^ 間の 數は 

次の 如くで なければ な ら ぬ。 

春秋 長歷  二 五三 
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束洋 天文 學史 研究  二 五 四 


杜預の 長歷に 於て は 置 閏の數 が、 あ るべき 數 V」 一致し ない。 曆日 干支の 按排が あ 

る の で， 如 河に しても 合致せ しむる こ V」 が 出来ない ので ある が、 其 不都合の 原因 は 全 

く. 1 1 月 癸 亥朔， 三月 庚午朔 ご解释 したがた めに 外ならぬ。 この 兩者 を晦食 V」 解释す 

るより 外に は 解決の 途 がない。 私が 斷乎ビ して 左 傳の說 を 排斥した の も 全く これ 

がた めで ある。 

左^.^ 著者 が， 多 くの 無理 をも敢 て 辭せざ る 程に 强き 確信 を以 て、 日 食に 凡て 朔に 


限る もの v.- 信じて 居った V」 いふ こ VJ は 頗る 注意す？ き事實 である。 漢書 五行 志に 

見えた る劉歆 の說で は、 寿 秋 三十 六日 蝕の 中， 十六が 朔， 十八 が 二日、 一 が晦 ごい ふ 見解 

を 下して 居る の に 比し 著しき 對照 であ り、 左 傳は劉 歆の僞 作せ る ものな らん V」 疑 ふ 

說に對 する 明確なる 反證 である。 

ひ V」 り劉歆 のみで はない。 漢 代の 人 は 多くの 晦 食に なれて 居る の で、 日 食 は朔に 

限る ものな ど、 確信す る箬 がない。 單 にこの 點； u けから 見て も， 左 傳の 著者 は戰國 

時代の 半ば 頃 に、 新 た に 制定され たる 暦法に 對 して 強き 信賴を 有せる 人で あつ たら 

う VJ 察する こ V」 が 出来る。 思 ふ に、 ほ  >  同じ 時代に、 孟子が 曆& に對 する 同じ 信賴か 

ら. f^? 求 其 故。 千 歲之日 至。 可 坐而致 也？ 豪語して 居る のど 妇 一 對を なす もので あ 

ら う o 

文 公元 年閏 三月 問題の 解決 は， こ れ によりて 長歷 作製の 第 一 難關を 突破し 得た る 

直接 效果の 外 に、 な ほ 次の 如き 諸點を 明か にした ヒ VJ に 於ても 頗る 重要なる 意義 を 

有し て 居る。 

り 左傳の 記事 は 春秋 ご 同じ 根本 史料に は 基いて 居らぬ こど。 從 つて 左 傅の 記事 中 

春秋 長歷  二 五 五 


來^ 天文 學史 研究  二 五六 

に は、 左 傅の 著者が 其曆 法に 關 する 智識に よりて 作爲 したる もの も あり 得べ きこ V」。 

2 左 博の 著者 も亦閔 三月 問題の 解決に 就て は 頗る 苦心した V」 思 はる ゝ こ V」。 襄公 

三十 年に 見 ゆる 絳縣 老人の 話、 襄 公二 十七 年に 見 ゆる 苒失 閏の批 評， 僖 公 五 年 及び 昭 

公二 十 年の 兩 度の 日 南 至の 記事の 如き も、 或 は閏 三月 問題の 解決に 當 りての 推算に 

基いて 居る 者 か VJ 思 はる ゝこ V」。 換 言 すれば 左 傳の曆 の大體 は、 文 公元 年閏 三月 間 

题を樞 軸 どして 居る が 如き 觀 ある こ ノレ。 

この 問題に 關し 私、/」 同じ 結論に 達した 學 者が あるの を 見る の は、 實 に. S 谷に 跫 昔 

を閉 くの 感が ある。 江 永の 羣經 補義に 

古 蔴皆用 平朔。 謂 日月 皆 平行。 故 朔日或 失 之 先。 或 失 之 後。 日食 有 不在 朔者。 

文 元年 二月 癸 亥。 日 有 食 之。 姜笈大 衍授時 皆 推是。 三月 癸 亥 朔入食 限。 餒書 

二月 癸 亥。 不言 朔。 蓋誤以 癸亥爲 二月 晦。 而以 甲子 爲 三月 朔也 e 三月 B- 子朔。 

則 四月 宜^  丁 巳。 故經書 四月 丁 巳葬僖 公。 是年 本無閏 三月。 左 氏以爲 日食 必 

在朔。 二  H: 爲癸 亥朔〕 刖 四月 無 丁 巳。 意 其 間必有 閏月。 故 憑 空發傳 云。 於是 

： 一一  月 非^ 也 巾ぬ 皆 由 左 氏 憑^ 發傳之 誤 而杜注 遂由誤 生 誤者數 端。 古今 未 有 


正 其 失 者り 則蔴法 何可不 

ヾ」 い ふて 居る の はよ く 我が 意 

して 居る。 


を 得て 居る。 なほ 近世の 王韜も 同じ 結論に 達 し、 江 永 


の 意見に 赞同 


古来の 研究 


春秋 をよ く 

を 明か にす る 

二 千數百 年、 春 

法 VJ して 古來 

る こ VJ、  U 一定 

する こ- y」 、ハ 曰 

大勢 を 察する 

1 左傳 

春秋 長歴を 


fl^ 角す る 
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秋 長歴の 
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の 替法を 

食 記事 を 

こど 等で 
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定し 
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，主 もな 
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干支の SIB 
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る 硏究者 


月.？' -ー 

H. ノカ. I" 

よ らな 

數 ふる 

按排に 

3- 力， f* 

る 時 H 

VJ 其 研 


る 第 一 人 者 は 左傳の 著者で あ 


春秋 長歷 


しなければ なら 

ければ ならな い 

に 遑 な、 い 程で あ 

よりて 閏月 插入 

くこれ V- 調和す 

を 決定し これに 

究 方法の 大體 ど 

る。 左傳の 如く 

二 五 七 


す宭秋 

の で， 春 

る。 硏 

の 位置 

る や 否 

よりて 

を 次に 


の 時日 

秋以來 

究の方 

を 察す 

ゃを儉 

長歷の 

揭げ る。 


に 委曲 を 盡 


* 洋 天文 學史 研究  二 五八 

したる 注釋を 施す ために は、 先 以て 充分に 寿 秋 長歷を 明かに する の 必要 ある こど は 

言 ふまで もない が、 し かも 如何なる 方法に より 如何なる 長歷を 作製した か は、 偶 々 左 

の 著者 が， 文 公元 年閏 三月 及び 褢 公二 十七 年 再 失閏の 二つの 場合に 試みた る失當 

なる 批評に よつ て 其 一 端 を 暴露して 居る。 

ィ曆法 左傳文 公元 年に 

於" yra:: 二月 非禮 也。 先王 之 正 時 也。 履 端 於始。 舉正於 中。 歸餘於 終。 履 端 於 

始。 序 則 不愆。 舉正於 中。 民 則 不惑。 歸餘於 終。 事則不 悖。 

VJ いふて 居る の は， 十 九 年 一 章の 置 閏法を 述べた る もの ど 解すべき で、 思 ふに 左傳 

の 著者 は 戰！； 時代の 半ば 頃に 整頓せ る曆 法の 新に 出來た 時代の 人で あらう。 佴 

し 一 定の 整頓せ る曆法 が. 其 ま、 寿 秋 時代に 正しく 行 はれて 居った もの どは考 へ 

す. 展 法 は 取に 折に ふれて 寿 秋の 曆を 批評す る 標準 どして 居る の は 誠に 適 當の用 

^であるが、 このよき 曆法 になれ たため か、 蝕 は 必す時 曆の朔 にある ベ きもの V」 確 

さ 一ぶ ，L て るの は 惜しむ ベ きこ どで ある。 

"文 公元 年閎 三月  二月 癸 亥の 蝕 を 癸亥朔 蝕.、. -輕 信した がた め に、 四 月 丁 巳 ど 


の 編 0 上， 三 月に 閏が あった もの ど 見て 居る。 然し 實際當 ^の曆 に はこの 年  一二 月 

には閎 がなかった ので、 これが ために 左 傅の 長 歷は其 前後に i りて 少なから ざる 

皮 淀 を來た し、 MB  V」 傅 どの 間に 幾多の 齟龉を 生す るの 因 をな した こど は遗慽 であ 


る o 

T 襄 公二 十七 年 再 失閏の 問題。 

經 十 有 二月 乙 亥朔。 日 有 食 之 

傳  十 有 一 月 

VJ あるが、 經 V」 傳 VJ 

V」 い へ る は 果して 

兩閎 によって 其 謬 

問題で ある。 

今 案す る に、 經文は 

"： 疋ぉ在 申。 而司歷 

たもの で、 左 傳の十 

春秋 長 


司歷過 也。 苒失 閏矣。 

正し VJ すべき か。 又傳に 再失閏 

杜預の い へ る 如く、 こ の 年に 頓ぉ 

のか。 否か 是等は 何れも 古来の 

漢書 律歷 志に はこれ に關し て 【於 

て 居る が、 これ は 皆 早くから^ つ 

いど 思 はれる。 襄 公二 十四 年の 

二 五 九 


乙 亥朔。 日 有 食 之。 辰 在 申。 

一 ヶ月の 差が あるの は 何れ を 

事實 なる か。 若し 事實 ならば- 

を 正し 以て 天 正に 應 じたる も 

一二 傳 共に 十二月^な つ て 居り 

以爲在 建 戌。 史書 建 亥」 どい ふ 

有 一月 乙亥朔 どい ふの が 正し 

歷 


來^: 天文 學史^ 究  二 六 〇 

B なからの 間隔 S-0 後の 暦日の 千 支の 按排 V」 を考ふ れば、 二十 六 年 八月 壬 午 (S  ) ご 

二十 七 年 七月 辛 巳 (び) V」 の Si に 閏月が あ り， 乙 亥の 蝕 は 十 一 月朔 であった もの ど 見 

なければ ならぬ。 

次に ® 失閏ビ い ふの は 明か に事實 に反して 居 り、 故 意 か 無意識 か 左傳の 著者の 誣 

^ である。 現に この 十 一 月朔の 日食 はュ リウ ス積日 一 五 ニニ  二八 二日の 食 で、 現 

行グ レ ゴ リ ー liu 法に 引き 當て 、十月 七日で あ り， 從 つ て此 年の 正月 朔 は (閏 月 に 0 

印ぶ にあ， 9 しもの V」 し て) 十 二月 十六 日に 當 り、 周 正ビ して は 少しも 閏を 失して 居 

ら ぬ o 

杜預の 長 歷 によつ て 見れ ば、 左 傳は文 公元 年に 誤つ て閏 三月 を 入れた る 影響^し 

て， 文 公. K 公 時代の 插 閏が實 際の 春秋 當 時の 曆 V」 合致せ や、 通 計 ニ閏を 失して 居る- 

從 って假 令ば 值公五 年 九月の 蝕以來 今年 襄 公二 十七 年の 蝕に 至る ま で、 百 〇 九 年 

の 問に： 迪計 四十 閏 ある ベ く、 又 事實當 時の 曆 では 四十 閏 入れて あつたに も拘 はら 

r  ^つて 三十 八閎 しか 數 へて 居らぬ。 換 言 す れ ば、 當 時の 司歷の 過に は 非す して 

左 傅の 著者の 長歴 作製が 誤った がた めに ニ閎を 失した の で、 や がて 十九 年 七閏法 


の 計算に よ h- て eh: 月數の 過少なる こ^に 氣づ き、 此 年に 匆惶 V」 して- 顿に兩 閎を插 

入す る こ V」 ゝし たもの ど 見える。 從 つて 左 傳の 著者が 有して 居つ た長歷 は、 此年 

以资は 正しき ものに 近い が、 文宣 時代 か ら襄 公二 十七 年に 至る まで の 間 は、 甚だ し 

く當 時の 事實 V」 相 齟齬せ る ものであった 箬 である。 

當 寺の 司歷 者が 此 年に 至り 苒び閏 を 失せる こ ビに氣 付 き、 匆 惶 V」 して 兩閏を 置い 

た VJ  、-  ^こ ドー は， た どひ 左 傳の說 である どしても あまり に 無理な の で、 古 W この 點 

に關 して は 反對の 意見 を 述べて 居る ものが 少 くない。 羣經 補義に 於け る 江 永. の 

批評 はよ く 要領 を 得て 居る。 

襄ニ 十七 年。 經書 十二月 乙亥朔 日食。 傳作 十一月 乙 亥朔。 傳 文是。 經 文傳寫 

訛 耳。 此年 七月 經有辛 巳。 則 乙 亥 朔必是 十一月 矣。 姜笈 云。 十一月 乙 亥朔交 

分 入 食 限。 大衍 同。 授時 云。 是歲 十一月 乙 亥朔。 加 時 在 晝入食 限。 三 家 所 推 

皆 同 (則 是辰在 戌 非 在 申)。 而左傳 云 辰 在 申。 司 歷過苒 失 閏矣。 此左 氏之妄 也。 

春秋 時蔴術 不精。 失 ー閏者 固有 之。 如昭 二十 年 日 南 至 在 二月 是也。 然亦隨 時 

追改。 豈有再 失閏而 不覺者 乎。 如 苒失閏 則 近 此數十 年間 n 食^ 不能 合。 何以 

春秋 長歷  一一 i 


東洋 天文學 史 研究  二 六 二 

去 之 千 年 蔴家猶 能 推算 與經 符合 乎。 大抵 左 氏 長 於 史不長 於 麻。 杜氏 曲徇傳 

文。 前 去 兩閏。 此年 冬頓置 兩閏。 皆 非 事實。 十一月 辰 在 戌。 則 明年 春 辰 在 子 

丑。 當 大寒 時 無冰。 故 書。 非 因 驟增兩 閏始得 春無冰 也。 麻 家 推 遠 年 之 食。 訂 

荞秋之 訛 者。 自姜 笈始。 杜氏 雖作 長蔴非 知蔴者 也。 

一^^ 老人の 年齢 勘定 襄公 三十 年の 傅に、 文 公より 襄 公に 至る 問題の 期間 K 

跨つ ての 日數 計算の 插 話が ある。 

二月 癸未。 晉悼 夫人 食 輿 人 之城杞 者。 絳縣人 或 年長 矣。 無 子 而往與 於 食。 有 

與疑 年。 使 之 年。 曰臣 小人 也。 不知 紀年。 臣生 之歲。 正月 甲子 朔。 四百 有. 四 

十五 甲子 矣。 其 季於今 三 之 一也。 吏 走 問 諸 朝。 師曠 曰。 魯叔仲 惠伯會 郤成子 

于承 匡之歲 也。 是歲 也。 狄 伐魯。 叔孫莊 叔於是 乎敗狄 于鹹。 獲 長狄僑 如及虺 

也 豹 也。 而皆以 名 其 子。 七十 三年 矣。 史趙 曰。 亥 有 二 首 六 身。 下 二 如 身。 是 

其 n 數也。 士文伯 曰。 然則ニ 萬 六 千 六 有 六 句 也" 

これ は 一 見して， 左 傅の 著者が 日 敷の 計算 を 明示す るた めに 作爲 せる 物語-り であ 

る こどが 察せられる。 老人の 生年 は 文 公 十一 年 (前 六 一 六) に當 り、 左 傅の 著者 は晉 


は 夏 を 用 ひて 居った V」 信じて 居つ たの で. 正 月 甲子 朔 ビ い ふの は 周 正の  一 二月 甲 

子 に當る 積り であらう。 それより 襄公 三十 年 (前 五 四 三) 二月 癸未 (が) ま で は 七十 

三 年 で、^ 間に は 麻 法 上 二十 七閏 ある ベ き箬 で、 又 事實當 時の 曆 でも 二十 七 閏を入 

れて居 り， 左 傳の曆 には襄 二十 七 年の 頓置兩 閏を加 ふれば 二十 七閏 どなる の で、 日 

數ニ六 六 六 〇 日ビ なる 箬 である。 この 一條の 物語 は 、要するに 襄 公二 十七 年の 頓 

^兩閏 の 正しかった こ^-を 裏書せ しむる 意味に 於て 左傳の 著者が 作 爲し插 入し 

たる 說話 に過ぎない であらう。 

日 南 至の 記事 左 傳に日 南 至の 記事が ニケ 所に ある。 

僖公五 年。 春 王 正月 辛亥 朔。 日 南 至。 公旣 視朔。 遂 登觀臺 以^ 而書。 禮也。 

凡 分 至 啓 閉必書 雲 物。 爲備故 也。 

昭公 二十 年。 寿 王 二  H: 己 丑。 日 南 至。 梓 慎望氛 曰。 今茲宋 有亂。 國幾. u。 三 

年 而後 弭。 下略 

この 二つの 記事 は當 時の 實 測に 基いた 記錄 か、 又 は 左傳の 著者が 後より 推算に よ 

.9 て插 入せ る もの か、 この 問題 は 容易に 決し 難い。 今 試に 是 等の 年に 於け る 正し 


^洋 天文 Is- 史硏究 

き 父、 一 至の 時日 を 推算 し、 な ほ參 照の た め 顓頊歷 

分 を も 併 記 し、 記 錄 又は 當 時の 暦法に よる もの 

如くで ある。 

記 錄 又. は 曆 法 

僖公五 年 正月 辛亥^)  前 六 五 五 

昭公 二十 年 二月 己 i(w )  前 五 ニニ 

前 三 六 六 年 前 十 一 月 冬至 前 三 六 六 

太初 元年 前 十一月 甲子 (1 ) 前 一 〇 四 

(-1 頊歷 では 前 三 六 六 年 正月 甲 寅朔旦 立春 を 

は 直接 觀 測した もので はな く、 冬 至の 時期 を觀 

る 四 五丄ハ ：：： を 隔てた る 所 を 立春 ど 定めた る も 

の經 茂に 於け る 夜半 を 以て 日の 始め VJ し、 十 分 

錄の 方に て は 日の 端数 は 切.^ 捨て 、あるので 

ヾ」 が出來 ない。 なほ ュ リク ス積 日の 钕 よ b 1 


二 六 四 

及び 太初 歷の歷 元に 相當 する 年の 

ど 推算せ る もの を 比較 すれば 次の 
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三- 


• 四 

•〇 


早 
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推 算 

一四 八 ニー  八 I 

1 五三 〇 七 五八. 四 

1 五八 七 七三 六. 四 

一六 八 三 四 二 九 • 九 丁 一  晚 

歷元 VJ して 居る が. 立春 どい ふ 時期 

測して それより 一 年の 八 分の 一 な 

の V」 見做す。 又 推算 は 支那 中央部 

の 一 の端數 まで を 記し たれ ど も、 記 

要する に 日の 端數は 問題 どす る こ 

〇 を 減じ 六 〇 にて 除した る 殘餘は 
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甲子の 序列 番號 に相當 する)。 
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てこの 記事 を作爲 して 插 入した もので あらう。 

7^ 俾 の長歷 以上 を^ 覽す れ ば、 左 傳の 著者 は 春秋 を解釋 せんがた めに 春秋 

長歷を 作製して 時日の 排列 を 吟味した もの で、 そ れは 大體に 於て 殷歷ゃ 顓頊歷 の 

如き 整頓せ る曆 法の 智識 を參 照して 居る こビを 察する こどが 出來 る。 この 左傳 

長歷は 後世に は 傅 はらない が、 史 記 十二 諸侯 年表に 

太 史公讀 春秋 歷譜 諜。 

VJ あり、 司 馬贞の 索隱に 

按。 劉杳 云。 三代 系 表。 旁 行 邪 上。 並效 周譜。 譜起周 代。 藝文志 有 古 帝王 譜_ 

又 自古爲 养秋學 者。 有 年 歷譜諜 之說。 故 杜元凱 作 春秋 長歷及 公子 譜。 蓋 因 於 

お^。 故 太 史公得 讀焉也 

ビ いふて 居る の ど 對照 すれ ば， 左 傳の 著者の 作製せ る長歷 は、 或 は 太史公 時代まで 

は 存在して 居つ たもので あらう VJ 思 はれる。 

左： 傅^ 歷の特 徵は文 元年に 誤つ て閏 三月 を 入れた がた め に、 文 宣 時代に 兩閏を 失 

に.： 我 二十 七 年に 頓に 兩閏を 置く  VJ いふ 無理 を敢 てして 居る こ ど である。 大體に 


於て 杜預の 長歷ご 類似せ 

意を繼 承し 敷衍して 居る 

01 -s^ ヒー 一 n 

太 史公は 左 傳の長 歷を其 

して 長歷を 作製した 形跡 は 

周襄王 二十 六 年。 閏三 

V」 い ふて 左傳の 誤解に なれ る閏 三月 を 其 

00  §き 飲  ， 

漢書 律歷 志に は 

向子 歆。 究其 微眇。 作 三統歷 及譜。 

ど いふて 居る。 三 統歷の 微妙なる こ ど を 

して 居る の で、 定 めし 春秋 長歷を 吟味した 

を 作製した か 否か は 明かで ない。 五行 志 

日 VJ し 意見 を附 して 居る が、 これ は 星 占 的 

春秋 長歷 


VJ 思 はれる。 蓋し 杜預は 忠實に 左 傅の 

もの ビ 見える。 自ら 春秋の 時日 を 研究 

- - ま 

まゝ歷 史的 事實 V」 して 容認して 居る。 

以說 春秋。 推， 法 密耍。 故 述焉。 

證 せんがた め に、 こ れを 春秋の 時日に 應用 

に は 達ない^ 思 はる、 が、 自 ら寿 秋^ 膝 

に は、 寿 秋の 各 日食に 就 き、 劉 歆以爲 某月 某 

に 日食の 災殃 を受く ベ き 分野 を 決定す る 

一 1 六 七 


る もので あら， フ 

からで ある。 

ま、 受け入れた 

ない。. 現に 歷書 

月。 春秋 非 之。 


束^ 天文 學史 研究  二 六 八 

た め に， 日 食の 時日 を 三統曆 によりて 推した ものである。 三 統曆に は 百 三十 五月の 

蝕の 週期が 含まれて 居る が、 こ れは 近似 的の もの で， 春秋 時代 ま で 溯れば 旣に  一、 二日 

の 差 を 生 じ、 春 秋の 日食 を 推算して 朔に當 る もの 十六、 二日に 當る もの 二 十、 晦 に當る 

もの 一 ビ いふ こどに なって 居る の も 止む を 得ない。 しかも これ を 手掛り どして 寿 

秋 長 歷全體 を 吟味 すれ ば. 相 當 の成鑌 を擧げ 得た であらう ど 思 は る ゝ にも 拘は らす、 

か ゝ る 形跡 は 少しも 見えない。 

律歷 志に 

周 道 旣衰。 幽王旣 喪。 天子 不能 班朔。 魯歷 不正。 

どい へる 如き 見解 を 取 り、 左 傳の 謬見に よりて 生じた る閏三 月、 再 失 閏を其 ま ゝ事實 

VJ して 輕 信して 居る。 思 ふに 劉歆は 一 方に 於て は 三 統歷の 完成 者で ある VJ 同時に 

又 一 方に 於て は左傳 の忠實 なる 紹介者で あつたの で、 左 傳に對 して は 絕對の 信用 を 

© き、 若 し 左傳長 歷が當 時まで 存在して 居ったなら ば， 自 分の 意見に よりて これ を改 

め， 又 は 其 以外に 別に 自ら 長歷を 作製す る 等の こ V」 は敢 てし なかた もので あらう。 

4 漢末 の 宋仲子 


杜預の 春秋 長歷 によれば 

大凡 經傳有 七 百 七十 九 曰。 三百 九十 三 曰經。 一二 百 八十 六日 傳。 其 三十 七日 食 _ 


三 無 甲 乙。 

黄 帝歷得  四 六 六日 

顓頊歷  五 〇 九 

夏歷  五三 六 

眞夏歷  四 六 六 

殷歷  五 〇 三 

周歷  五 〇 六 

眞 周歷  四 八 五 

魯歷  五 二 九 

三統歷  四 八 四 

乾象歷  四 九 五 

泰始歷  五 一 〇 

春秋 長歷 


八 

九 


二 六 九 


^^天文 學史 研究  二 七 〇 

乾度歷  五三 八  一九 

今 長歷得  七三 六  三 三 

漢末宋 仲 子^ 七歷。 以玫 春秋。 案 其 夏 周 ニ歷。 術 數皆與 藝文志 所 記 不同。 故 

更其名 爲眞夏 眞周歷 也。 

VJ ある。 思 ふに 漢 末に 宋仲 子なる 人 あ り、 其 當時學 者 間に 論せられ て 居った 黃 帝歷、 

顓 M  0.M 歷，^ 歷、 周 歷、 啓 歷三 統歷の 七歷を 取りて、 其 等が 春秋 當 時の 歷ど どれ 程 合致 

する か を 吟味した もので あらう。 事實に 於て 春秋の 實 際の 歷は 一定の 整頓した 曆 

法に は 則って 居らない の で、 何 れの歷 を當て はめて 見ても 干支の 合 はざる ものが 頗 

る 多い。 

5 晉 の杜預 

杜预 はお 秋 終 傅 を 解す るに 當り， 舂秋 長歷を 作製 し、 春 秋释例 中に 收め てあつた が、 

明 代に 至りて 散佚した の で、 更 に永樂 大典 中に 引用せ る ものに よりて 苒び輯 製した 

ものが 現に 世に 行 はれて 居る。 杜預は 其 序文に 於て 

自古 巳來。 諸 論^ 秋 者 多 違 謬。 或 造 家 術。 或用黃 帝以來 諸歷。 以推 經傳朔 日。 


？不き ^合〕 日食 于朔。 此乃 天驗。 經傳又 書其朔 日食。 可 謂 得 天。 而劉賈 諸 

儒。 皆 以爲月 二日 或 三日。 並 公 逢 聖人 明文。 其 蔽在于 守 一元 不與天 消息 也。 

余 感^ 秋 之 事。 甞著歷 論。 極言 歷之 通理。 中略 書 所謂 欽若昊 天歷象 日月 星辰。 

易听謂 治歷明 時。 言當順 天以求 合。 非 爲合以 驗天者 也。 推此論 之。 春秋 二百 

餘年。 其 治 歷通變 多矣。 雖數術 絕滅。 還尋 經傳微 旨。 大量 可 知 時 之 逢 謬則經 

專き 驗。 學者 固當曲 修經傳 月日 日食。 以玫 晦朔。 以推 時驗。 而見皆 不然。 谷 

據其 學以推 春秋。 此無異 度 己 之 跡。 而削 他人 之 足 也。 中略 

今 具 列 其 時 得失 之數。 又據 經傅微 旨證據 及失閏 旨。 玫日 辰朔晦 以相發 明。 爲 

經傅 長歷如 左。 經傳 證據。 及 失閎違 時。 文字 謬 誤。 皆甄發 之。 雖未必 其 得 天。 

1 盍 ^ ぎ秋當 時之歷 也。 學者 覽焉。 

VJ い ふて 居る 如く、 何等 一定の 暦法 を假定 せす、 た V 忠實に 經傳の 日月 を 吟味し、 最も 

よくこれ に適應 する 様に 閏月 を插 入した る ものである。 た》 左 傳を經 ど 同じ 程度 

- . ぼ m し經 母の n 月 を 併せて 一 團の硏 究對象 マ」 したが 故に、 文 公元 年襄 公二 十七 年 

共に 左傳の 過失 を 其 ま、 蹈襲して 居る の は 止む を 得ない。 思 ふに 杜預の 春秋 長^ 

春秋 長歷  一一 i 
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は 以前にあった であらう ど 思 はる ゝ左傳 の 長歷を 復活した に 近い もので あらう。 

6 杜預 以後 

一 定の朁 法 を假定 して 春秋の 曆に 當て篏 める こどに 就て は， 宋 仲 子に 七歷を 集め 

て、 杜预は 十三 歷を 集めて 試みた が、 何れ も 成功し なか つたので、 これ 以上に この 方法 

によ， o て步を 進め 得る 見込 は 少ない VJ 思 はれて 居る 時代 に、 杜 預の 作製した る 春秋 

長 歷ょ經 與の日 CT に逾應 せしめた る もの V」 して は 頗るよ く 出 來て居 り、 忠 實 に左傳 

の ^ を 0 承 し、 恐 らく 左傳の 長歷を 復活した 程の もの V」 思 はれる の で、 爾 來長 きに 互 

り 殆ど 唯一 の準據 ごして 一般に 推 重され て 居った ので ある が、 そ れ でもな ほ 種々 の 

方面から 春秋 長 歷の硏 究に從 事した 人は挱 なくない。 

天文笋 及び替 法の 進步 によ り、 日 食 時日 に關 する 計算 も 次第に 正しく 出 來る樣 に 

なった ので、 この 方面からの 批評 は 漸次 杜預の 長歷の 缺點を 暴露す るに 至った もの 

で ある。 一行の 大 衍 歷. 郭 守 敬の 授時歷 による 計算の 如き は 其 主 もなる ものである 

が、 更 に 近世に 至り チ ャ ル マ ー ス が 西洋 天文 學の 知識に 基き て 春秋の 日食 を 計算す 

るに まりて は 、春秋 二 西 四十 年の 期間に 三十 有餘の 確乎 不拔 なる 根據點 が出來 るの 


で、 如何なる^ 歷.、 」 雖も是 等の 根 據點ど 相 調^せ ざ る もの は 成立す る こ ビカ H 來 7 

f  o 

今 主 もなる 硏究者 を 時代の 順序に 次に 列記す る。 

後秦 姜笈 三紀 甲子 元歷 によりて 春秋の 日食 を 推算す 

唐 一行 大衍歷 によりて 推算 

元 郭守敬 授時歷 によりて 推算 

元 趙汸 寿 秋屬辭 

杜預 の長歷 ど、 大衍歷 による 長 歷ミを 比較 研究して 居る。 

淸 陳厚耀 (康 熙) 春秋 長歷 

十九 年 一章の 古 歷法を 以て 春秋の 暦に 適合せ しめん ど 試み、 なほ 杜歷 

及び 大衍歷 ど 比較して 居る。 

淸 徐發 (康熙 ) 經傳 注疏 辨正 

日食の 推算 を根據 ごして 全 經の朔 日 を考定 して 居る どい ふこ どで あ 

るが、： y 寄 は 專 はらない ので 見る こ ど 力 ii*? ん， > 


0 


0 


淸 
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顧 楝 高 (乾 隆) 春秋 朔閎表 (春秋 大事 表 第二) 

る ベ く 忠實に 經傳の 日月に 適應 せし 

なほ 杜歷の 全 本 を 見る こ V」 が 出來な 

藤 及び • 大衍歷 V」 比較し. 又 授時歷 の 日 


歴 法 を 用 ひ 

閎を 按排し 

趙访の 書に 

引用して 居 

施彥士 (嘉 慶) 

兩書 共に 未 

て^ 歷を硏 

羅士琳 (道 光) 

開 元 占經所 

仲 子 以上 に 

姚 文 田 (道 光) 

^二十 八 年 


す、 た ,v 成 

て 居る。 

よりて 杜 

る o 

春秋 經傳 

推^^ 日 

だ 見る こ 

究し たも 

春秋 朔閏 

載の 七歷 

は 出て 居 

春秋 經傳 

に 三閏を 


朔 閏表發 

食 ま 

VJ を 得 な 

の で、 頗 る 

異同 

によりお 

な い。 

朔閏表 

入れた る 


覆 

い が、 徐 

注目に 


發 の 

値 す 


に 傲 ひ， 日 

ものら し 


む る 

か つ 


樣に朔 

たので、 

算をも 


食 の 


推算 

後 に 


： よ，， 9 

述 ベ る- 


る 計算 を 杜歷ど 比較して 居る。 結局 宋 


が 如き は妄 も亦甚 しく 共に 論す るの 價 


値がない。 

淸 鄒伯奇 (道 光) 春秋 經傳 日月 考 

昔人考 春秋 朔閏 多矣。 類 以經傳 日月 求 之。 今 以時憲 術 上 推 二 ぼ 四十 

二 年 之 朔閏及 食 限。 然後以 經傳所 書。 質 其 合否。 乃 知 有經誤 傅 誤 及 

術 誤 之 別。 V」 云て 居る。 

淸 王韜 (光 緒) 春秋 朔閏 至日考 

春秋 日食 辨正 

春秋 朔閏表 

英 チヤ， マ T- ス 二八 六 五) 

日食の 計算に よる 春秋 暦日の 硏究 

日本 保 井 寿 海 (負 享) 春秋 杜歷考 

春秋 述歷 

日本 平 田 篤 胤 (天 保) 春秋 曆本術 

7 施 彥士、 王韜、 及び 湛約翰 

春秋 長歷  一一 七 五 


朮^ 天文 學史 研究  一一 七 J, 

前項に 列^-せる もの、 中、 特 に 注目 を 値する もの は施彥 士、 王 韜、 及 び チャル マ！ ス 


の 研究で ある。 

施 彥士の 書 は 未だ 見る こど を 得ない 

彥士 謂。 杜氏 長曆。 顧 氏朔閏 表。 

行。 元郭 氏。 谷 以曆推 春秋 日食。 

而其書 不傳。 陳厚耀 長曆或 稱較預 

僖公五 年 止。 以下 因 一 一 與杜曆 相 

ra: 之誣。 似 未及辨 正。 而隱桓 之 初 

之 初 失 閏^ 漸。 似 尤不得 泥 周 正 建 

此不敢 求異於 杜氏。 亦 不敢强 同 於 

お 終 文。 仿顧氏 表。 推全經 朔閏。 

卷。 

vj いふて 居 り， 其 研究の 方針 は 頗る 妥當 

辨 正に 引用せ る 所に よれ ば、 其 結論 的批 


が、 疇人傳 によれば 

祗 就經傳 推較。 而 

而未及 全經朔 日。 

爲密。 而僅從 四 庫 

符。 不復續 載。 則 

0 杜氏 之 得 者。 轉 

子 以致疑 也。 總之 

陳氏。 爱遵徐 氏 法 _ 

而憑 日食 爲天 驗。 


未諳歷 法。 晉 姜笈。 唐 一 

徐 氏能以 曆考定 全經朔 日。 

提要 中略 見 一 班。 且推至 

襄 公二 十七 年傳注 頓置兩 

未 免 異同。 中略 正徵 春秋 

置閎可 移。 而交食 不可 移。 

。 推 全經食 限。 而 以置閏 

因更撰 春秋 朔閏表 發覆四 


である"/」^ はれ 

評は必 すし も當 


る。 しかも 王 韜が寿 秋日 食 

を 得て 居らぬ の は、 惜 しむべ 


き •  j 

際 に 

ン M 

し ナ 


寿 秋 


VJ である o 

韜は レッダ 

チヤ タマ 1 

これ を授時 

ものである 

推算 春秋 麻 

相 推 求。 然 

至 以定朔 日 

月。 瞭然 如 

不 考 其 異 同 

日食 辨 正に 

推 求 春秋 日 

步。 有 合 有 

諸元 史。 最 

春 秋 


を 企てた る 際に 渡英して 其 業 

よりて 推算した る 春秋 日食の 

較し、 一 方に はこれ を 利用して 

日考に 就て は 

逮晉杜 元 凱 始作長 麻。 而僧 一 

泗源顧 震 滄姚秋 農 三 家。 亦 谷 

リ 由 日食 以求歲 正。 而後 寿 秋 

起 者易爲 功。 而於 古今 中西^: 


が 支那 古典の 英譯 

ス が 西洋 天文 學 に 

曆 による 推算"、」 比 

0 其 著 春秋 朔閏至 

日 者。 始於 劉歆。 

猶未精 也。 國朝陳 

リ 依 經傳以 1^ 閏月 

指 諸 掌 上矣。 雖後 

0 以衷於 一 是焉。 

就て は 

食。 始於漢 劉歆。 後 秦姜笈 唐 僧 一 行 宋衞樸 沈 括 

不合。 惟 元郭守 敬。 以授 時歷上 推。 詳其交 分 食 

爲 精密。 我 朝如閻 H" 詩 江 慎 修梅定 九 皆 有 論說。 


を 助けた る 人で 其 

時日 を 受けて 一 方 

寿 秋の 長歷を 研究 

行 趙柬. H 繼之。 な， 

有 所得 失。 余 準 冬 

二百 四十 二 年 之 日 

學之 源流。 要 不可 


U 皆 能摅蔴 法以推 

限。 正 其 差 誤。 載 

而江說 最爲明 允。 


長 歷  二 七 七 
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日 食 記 事 

春：^ 經 にある もの 三十 六、 續 經 にある もの 一、 併せて 三十 七の 日蝕 記事に つ き、 其 經 

文 -、」 左 公 穀 三 傳 V- を 次に 揚 げ る。 

1 ぼ 公三 年。 春 王 二月 己巳。 日 有 食 之 C 

公 羊 傅 何以 書。 記異 也。 日食 則 曷爲或 日 或 不日。 或 言朔或 不言 朔： 曰 某月 某 

曰 朔日有 食 之 者。 食 正朔 也。 其 或 日 或 不日。 或 失 之 前。. 或 失 之 後。 失 之 前者 

朔： ti 前 也。 失 之 後者 朔在後 也。 

^あ 傳 言 日 不言 朔。 食 晦日 也。 其 日 有 食 之 何 也。 吐 者 外 壊- 食 者內壌 e 闕然 

不見 其壤。 有贫之 者 也。 有 內辭也 或外辭 也。 有 食 之 者 內於日 也- 其 不言 食 之 

者 何 也。 知 其 不可知 知 也。 

2 梪公 三年。 秋 七月 壬 辰朔。 日 有 食 之。 旣 

公 羊 傅 旣者 何。 盡也。 

穀梁萬 言 日 言朔。 食 正朔 也 •」 旣者盡 也。 有 繼之辭 也。 


H  ^公 卜 七 年。 冬 十月 朔。 日 有 食 之 C 

左專 下書 日。 官失之 也" 天子 有 日^。  ^^有 日 御。 日 宵 居 卿。 以底 日。 ゆ 也 U 

日 御 不失日 C 以授 百官 于朝。 

^梁 傅 言 朔 不 言 日。 食旣朔 也。 

^莊公 十 有 八 年。 寿 王 一二 月。 日 有 食 之。 

穀^き 不言 日 不言 朔。 夜食 也。 何 以知其 夜食 也。 曰 王者 朝日。 故雖爲 天子。 

必 ぽ 尊 也。 贵爲 諸侯。 必有長 也。 故 天子 朝日。 諸侯 朝朔。 

M 莊公 二十 有 五 年。 六月 辛 未朔。 日 有 食 之。 鼓 用牲于 社。 

左傳 非常 也。 唯 正月 之朔。 慝未 作。 日 有 食 之。 於是乎 用幣於 社。 伐 鼓 于翊。 

公 羊傳 日食 曷爲鼓 用牲于 社。 求 乎 陰 之 道 也。 以 朱絲營 社。 或 曰 脅 之。 或曰爲 

閽恐人 犯 之。 故營 之。 

穀梁傳 言ョ 言朔。 食 正朔 也。 鼓 鱧 也。 用 牲非禮 也。 天子 救 日。 置 五麾。 陳五 

7 兵 五 鼓。 諸侯^ 三麾" 陳三鼓 三 兵。 大夫擊 門。 士 撃柝。 言 充其陽 也。 , 

^莊 公二 十お 六 年。 冬 十 有 二月 癸^ 朔。 日 有 食 之。 

春秋 長歷  一一 八 一 


(10)(9)(8)(7) 
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莊公 三十 年。 九月 庚 午朔。 日 有 食 之。 鼓 用 牲于社 

位 公 五 年" 九月 戊 申朔」 日 有 食 之。 

倩 公 十お 二 年。 寿 王 三月 庚 午。 日 有 食 之。 

^公 十お 五 年。 夏 五月。 日 有 食 之。 

左 傅 不 窗朔與 日。 官失之 也。 

文 公元 年。 二月 癸 亥。 日 有 食 之。 

(公 羊 傅の 經文は 二月 癸亥朔 V」 なつ て 居 る) 

^文 公 十お 五 年。 六月 辛 丑朔。 日 有 食 之。 鼓 用牲于 社。 • 

左 傅 非禮 也。 日 有 食 之。 天子 不擧。 伐鼓于 社。 諸侯 用幣于 社。 伐 鼓 于钊。 

昭^ 神。 訓 民事 君。 示 有 等 威。 古 之 道 也。 

に^ 公 八 年。 秋 七月 甲子。 日 有へ U 之。 旣。 

W 宣公十 年。 S 四月 丙 辰。 日^食 之。 

：3 宣公 ト^ 七 年。 六月 癸 卯。 日 有^ 之。 

^成 公 十冇六 年。 六月 丙 寅朔 e 日 有 食 之。 


(2G)(2.3)(24)(-23)(22)(21)(20)(I9)(18)(17) 


成 公 十 冇七年 十 有 二月 丁 巳朔。 日 有 食 之。 

襄公 十お 四 年 二月 乙 未朔」 日 有 食 之。 

襄公 十お 五 年 秋 八月 丁 巳。 日 有 食 之。 

襄公 二十 年。 冬 十月 丙 統朔。 日 有 食 之。 

襄公 二十 有 一年。 九月 庚 戌朔。 日 有 食 之。 

十月 庚 辰朔。 日お 食 之。 

襄公 二十お 三年。 春 王 二月 癸 酉朔。 日 有 食 之。 

襄公 二十 有 四 年。 秋 七月 甲子 朔 C 日 有 食 之 C 旣 Q 

八月 癸 已朔。 日 有 食 之。 

襄公 二十 有 七 年。 冬 十 有 二月 乙 亥朔) H 有 食 之。 

左傳 十 有 一-月 乙 亥朔。 日 有 食 之。 辰 在 申。 司歷過 也。 再失閏 矣" 

；昭公 七 年。 夏 四月 甲 辰朔。 日 有 食 之。 

、左^  ^佼問 於 士文伯 曰。 誰將當 日食。 街 曰。 魯衞惡 之。 衞 大^小。 E 何故。 

對 rq。 去衞地 如^: 地。 於是 有災。 魯實受 之。 其大咎 其衞君 乎。 ^將上 卿。 公 

春秋 長歷  二八 三 


^^天 夂學史 研究  二八 四 

曰。 詩 所謂 彼日而 食。 于何不 威 何 也。 對曰。 不善 政 之 謂 也。 國 無 政。 不用 蕃 

則 -E 収謫于 H 月 之 炎。 故 政 不可 不愼 也」 務三而 巳。 一 曰擇 人。 二 曰 因 民。 三 

曰從 時。  ， 

S 昭公十 有 五 年。 六月 T 巳朔。 日 有 食 之。 

g 昭公十 有 七 年。 S 六月 甲 戌朔。 日 有 食 之。 

左傳 祝史請 所用 幣。 昭子 曰。 日 有 食 之。 . 天 子不舉 

伐 鼓 於 朝。 禮也。 平 子澳之 曰。 止 也」 唯 正月 朔。 

有 伐 鼓 用幣。 f お 也り 其餘則 否。 大史 曰。 在 此月也 

於是乎 fc 宫降 物。 君 不舉。 辟 移 時。 樂奏 鼓。 祝 用 

不^ 于房。 锊奏 鼓。 嗇 夫馳。 庶人 走。 此月朔 之 謂 

平 子 弗從。 昭子退 曰。 夫子 將有異 志。 不君 君矣。 

犯昭 公二 十^一^。 秋 七月 壬 午朔。 日 有 食 之。 

左 傅 公 問 於梓愼 曰。 是 何物 也。 禍福 何爲。 對曰。 

災。 n 月 之 行 也 C 分同逍 也。 至 相 過 也。 其 他 月 則 


〕 伐 鼓 於 社。 諸侯 用幣於 社。 

慝未 作。 日 有 貧 之。 於是乎 

. 日 過分 而未 至。 三 辰 有 災„ 

幣。 史 用辭。 故 夏 書 曰。 辰 

&。 當夏 四月。 是 謂 孟 夏。 


二 至 二分。 日 有 食 之。 不爲 

爲 災 C 陽不克 也。 故常爲 水。 


於 是叔輙 ^日食。 昭子 曰。 子叔將 死。 非所哭 也。 

；-昭 公二 十 有 二 年。 十 有 二月 癸 酉朔。 日 有 食 之。 

お 昭公 二十 有 四 年。 S 五月 乙 未朔。 日 有 食 之。 

左傳 梓愼 曰。 將水。 昭子 曰。 旱也。 日 過分 而陽猶 不克。 克 必甚。 能無旱 乎。 

陽不 克莫。 將積聚 也 

昭公. 三十 有 一年。 十 有 二月 辛亥 朔。 日 有 I 之。 

左傳 是夜 也。 趙簡子 夢。 童子 羸 而轉以 歌。 旦 占諸史 墨。 曰 吾 夢 如是。 今而日 

食 何 也。 對 曰。 六 年 及此月 也。 吳 其入郢 乎。 終 亦 弗. 1* 入 郢必以 庚お。 日月 

在 辰 尾。 庚 午 之 日。 日始 有謫。 火 勝 金。 故 弗克。 

定公五 年。 寿 王 三月 辛亥 朔。 日 有 食 之。  • 

(公 羊 傳の經 文 は 春 王 正月 辛亥 朔ど なつ て 居る) 

お 定公十 有 二 年。 十^ 一月 丙 寅朔。 日 有 食 之。 

M 定公十 有 五 年。 八月 庚お 朔。 日 有 食 之。 

お 哀公 十^ 四 年。 五月 庚申 朔。 日 有 食 之。 

春秋 長歷  一一 八 五 


柬 ^天文 學史 研究 


二八 六 


以上の 記事の 中に は， 記 述の 一部 缺 けたる も の、 傳 來 の 

孔子の 編述 さる 、際に 旣に 根本 史料の 間に 錯誤の あり 

で， 我々 は先づ 第一 に是 等の 記事 を 吟 眛 し. 精 細なる 硏究 

し 又は 取捨し なければ ならぬ。 

ィ 一見して 直に 氣の つく こど は、 寿 秋の 後 

どで ある。 今 試みに 春秋の 全 期間 を， 宣 公 

九 〇 II 四 七 九) V」 に 分てば 


半に 於て は 記 

以 前 (前 七 ニニ 


宣 公 以前 —— 十五. 


一 11 十七 日 饑< 


成 公 以後—  二十 


曰 

曰 

X 

X 

曰 


且ハ せる もの 


間に 誤 h- 

たる もの 

によ， o て 

事が 甚ょ 

I 五 九 

六 


たる も の、 又 は 當 初 

等が 混じて 居る の 

適當に 解釋し 修正 

、整頓して 居る こ 

) ど 成 公 以後 (前 五 


具せ る もの  二十 


の^き 統計 で， 某 月 某日 朔 V」 い 

の 中 六で あ り、 成 公 以後 は 二十 

なほこの^ 秋 後半の 蝕が お 

殷歷ゃ 顓頊媵 ど い ふ 

が資 際より は 少しく 

戰國 時代の 半ば 頃に 

の は、 漢 初よ， り 太初に 

に 先た つ 一 曰に ある 

居る。 これ は 春秋 後 

を 距るこ VJ 遠から ざ 

去 ： まよら すして^ 時 

もの ビ 思 はれ る。 

^闕文 

^は 朔を 書せ す 或は 

春秋 長歷 


至 

る 


き古歷 

く 約 三 

定 さ れ 

るまで 

の 三 ヾ」 

の . 暦 は 

時代： 


ふ 樣 

二 の 

に 朔 

i よ 

一 年 

た 曆 

の 二 

い ふ 

. 若 し 

制 定 


の觀 測に よ 


に 招 ！！！北ハ に 具して S3 る も 

中二 十 一 である。 

に 前って 居る，/」 いふ こ ヾ」 

皆 四分曆 で あ る が、 四 分 歷 

で朔 望に 一 日の 差 を 生す 

法 を 用 ひて 約 二 ほ 年後の 

十七 n 蝕. 屮 、朔 にある もの 

統 計 を 示して 居る のに 比 

一 定の曆 法に 依， 5 たる も 

された る もので あるか， 或 

りて 絕 えす 調節せ る曆で 


の は， 寅 公 以 0 に は 十 五 


も 著しき 事實 

法で は 月の 平 

る 程の もので 

漢 初の 日餾を 

五. 晦 にある も 

-し 著しき 對 照 

の V」 すれ ば、 寿 

は 又 始めから 

ある こ VJ を 示 


である o 

均の 長さ 

あ り. 現 に 

記せる も 

の 十九、 晦 

を な し て 

秋の 半ば 

一定の 曆 

して 居る 


日 を 書せ ざる 場合の 解释 が、 左 公穀三 傅に て 皆 それ 

二八 七 


( 0 な 
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つて 居る。 左 專 は、 晦 V- 日 VJ を 書せ ざる は 官失之 也 ど い ふて、 朔 V」 明 記 さ れ す V」 も 蝕 

は^に 時 暦カ朔 にあった もの ど 見て 居る。 公 羊 傳に其 本文で は單に 

^成 日 或 不日。 或. 夭 之 前。 或 失 之 後。 失 之 前者 朔在前 也。 失 之 後者 朔在後 也 

ビ いふて 居る. たけで ある が .漢 書 五行 志に 引用 以後 は、 日 を 曾 ふ て 朔 を 言 は * さるもの 

は 二日 贫， 口 ご 朔 V」 を 言 はざる もの は晦食 V」 いふ 說 だ ，、- -解释 して 居 る。 穀 梁 傳 は、 日 

を 言 ふ て 朔 を 言 はざる もの は晦 食. 日 ご 朔 V」 を 言 はざる もの は 夜 食 (明 け 方に 缺 けな 

がら 出る V」 いふ ^か). 朔 を 言 ふて 日 を 言 はざる は 二日 食 VJ 區 別して 居る。 

公 羊 傅の 後の 說に 就て は、 萬 斯大は 學 寿秋隨 筆に 

日 K 會 爲朔。 日食 必在 朔。 寿 秋 書 某月 某日 朔日有 食 之 者。 凡 二十 六。 公 羊 謂 

之な 正朔 是也。 書 日 不書朔 者 七。 乃 食前 之 月 當大而 小。 一 日 未 朔而以 爲朔」 

故^ 在 二日。 公 羊 謂 失 之 前者 朔在 前。 何怵謂 二日 食是 也。 日 朔並不 書 者 二。 

乃^ 前 之 月當小 而大。 一 日 跪朔而 以爲朔 C 故 食 在 晦日 (前 月 之 晦-。 公 羊 謂 失 之 

後者^ 在 後。 何 休 謂 晦日 食 是也。 二日 食 則 二日 爲朔。 晦日 食 則 晦日 爲朔。 而 

蔴 不以爲 朔 (麻 0 以 一日 爲朔) 。故 史不 得書朔 也。 二日  <艮 尙是此 月 之 故史得 


書 日。 ： ゆ ほ 食 並 非 此月之 日。 故 史不得 書 日 也。 凡此皆 司歷之 過。 故 左 氏 曰。 

官失 之。 

どい ふて. 左 傳の說 ども 調和せ しめん 試みて 居り、 穀粱傳 の 「不 言 曰 不 言 朔. 夜 食 也 7 

い へ るに 對 して 李 光地 は 

不書朔 K: 書 日。 陰 雨 食 也。 陰 雨 食 則 國都不 見 而他燧 見 之。 非靈 臺所覩 測。 則 

未知 其爲 正朔 歟。 朔之 前後 歟。 是以闕 之 也。 

^ いふて 居る。 是等は 何れも 一 應の說 明で は あるが 、要するに 附^の 說 たるに 過ぎ 

な い。 

左傳 は、 春秋 後期の 朔食 か， 又は 戰國 中期 以後の 暦法 整頓 時代に 常にあった であら 

う y-  S はる、 明 食に 熟れて、 蝕 は 常に 朔 にの みある もの V」 思 ひこんだ 人の 說 であら 

う。 公羊傳 は、 或は 秦漢初 頃の 事情に 基いた 說な るべ く、 其 本文 は 大體常 を 得て 居 る 

^に S はれる。 怪 文に 朔 V」 書せ ざる もの は、 或 は 傳來の 間の 脫字 もない，、. -は^ らな 

いで あらう が、 多 く は 事實朔 にあら ざり しが 故に 朔ど 書せ ざり しもの で、 或 に 二日 食- 

或は 晦^であった もの ど解释 すべき もの ど 思 はれる。 其 孰れであった 力 は， 一 々の 

春秋 長歷  一一 八 九 
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場合に 就て 前後の 記事に よりて 判斷 する よ b 外 はない。 


二 九 o 


己  Mr 

き P  .3- 


曰 


曰 


左 傳 


凡て 朔食 

書せ ざ る は 

失 之 也 


朔 
食 

或 ま 

一 晦 
日 ぶ 

食 食 

― ^ 曜 ■  

朔 
食 

文 

公 

羊 

朔 
食 

晦 

食 

曰 

食 

朔 
食 

ゆ ^2 に'; r  mi  t=H 

曰 

食 

夜 

晦 
食 

朔 

食 

駁^ 敏 

闕文 ある 記事 は 合計 十 個で ある が， 其 中僖 一公 十五 年 及び 宣公 十七 年の 分 は 

ざる もの VJ して 之 を 省 き， 其 他の 八 個に 就て は それぐ 仔細に 吟味した る 結 

如く に 解释す る こ V」 が 適當で ある V- 思 はれ る。 

—ほ 公三 年 二月 己已 X は  月 初 


此年 三月に 庚 戌お)、 四月 に 辛 卯 (？ -) が あるの で. 己 已 (.i は 二月 海で はない。 

3 桓公 十七 年 十月 X 朔は  庚午朔 

日蝕の 推算 (ュ リク ス積 日) か ら 

4 莊公 十八 年 三月 XX は  壬子晦 

これ は 前 六 七 六 年 四月 八 日 (グ レ ゴ リ I- 太陽 曆) の 曰 蝕に 相當 する ものである 

が， 若 し 記錄を 三月 朔 V」 見れば、 次の 莊 公二 十五 年の 蝕まで 七 年の 間 に、 蝕 の ^ 

隔の 計算 上、 た U, 一関，、」 なる の で、 あ まりに 不都合で ある。 三月 晦.、 - 見れば 二 

関あった こ VJ ゝ なる。 又 季節から 見て も、 三 月朔 どす る こ ご は 其 前 後の もの 

ど 調和し ない。 

日 は 蝕の 推算 (ュ リウ ス積 日) か ら 見て 壬 子で ある。 

9 倩 公 十二 年 三 ほ 庚 午 X は 庚午晦 

十二月に 丁 1(：13) が あるの で、 三月 庚 午 (？) は 月 初で はない。 なほ 次^  、》 關聯し 

て考へ ても晦 e なければ ならぬ。 

も 文 公 元年 二月 癸 亥 X は 癸亥晦 

春秋 長歷  二 九 一 


天. 《學史 研究  二 九 二 

旣に第 四 節に 詳論した る 如 く， 9  n は 共に 晦食 でなければ ならぬ 

!2 穴 公 八 年 秋 七月 甲子 X は 九 月 甲子 晦 

；!: 宣公十 年 四月 丙砭 X は  月 初 

蝕の 推算に よれば^  U 兩 蝕の 間隔 は 十八 ヶ月で なけ 

如くに 解释 して 相 接近せ しむる より 外に 解 释の途 が 

ヾ 」 せす して 九月 晦 V」 したる 理由 は 成る ベく は 秋の 中 

て 始末 をつ け、 次 に 冬 十月 ご あ る經 文まで 影響を及ぼ 

る o 

门 ノ； m 公 十五 年 秋 八月 丁已 X は 七月 丁 巳 (月 初) 

蝕の 推算に よれば、 前年 二月 乙 未朔の 蝕よ 

らな いの で， 七 月 丁 巳^) 月 初 V」 す る。 

"お 節 ^  ^  0 傳 

n 食 記事の 中に は、 其 ま、 では 事實に 適合せ ざる ものが 苦 干 あ 

の 間に 文字の 誤つ たもの も あるで あらう し、 又 は 孔子の 編 述の際 か 


れ ば 

な い 

に て 

さ ざ 


ならな 

. な ほ 

を 九 

し む 


七 

ら 


の で 

を 十 

誤傳 

た め 


，右 の 

月朔 

ノレ し 

で あ 


りの 間隔 は 十七 ヶ月で なければ な 


る。 或は 長き 傳來 

又は それ 以前よ 


h-, 或は 史官の 誤りた る記錄 或は 錯簡 によりて， 根本 史料が 旣に 誤って 居った もの も 

あるで あらう ど 思 はれる。 兎に角 正確に 推算の 出来る 自然現象に 關 する ものな の 

で、 記錄の 誤りで ある こどが 毫も 疑 もな く 明かなる ものが ある。 是等は 簡單な る訂 

正により て 事 實に 適合せ しめ 得る もの は 勿論 復活せ しむべ きで ある が， 多 少 な り ノレ 

も^ 正の 手 を 加 へたる もの は、 硏究 史料 どしての 價 傲が 自ら 低下す る こど は 止む を 

得ない。 從 つて あまりに 多くの 訂正 を 要する 如き もの を 復活せ しめん ど, むる こ 

ヾ」 は 畢竟 無益の 手數を 重ぬ る に過ぎない。 

訂正 を 要する もの 八 個に 就き 私 は 次の 如くに 處 分しょう ど 思 ふ。 

ol 襄公 二十 一年 十月 庚辰朔 非 蝕 

W 褒 公二 十四 年 八月 癸已朔 非 蝕 

この 二つ は 何れも 所謂 比 月食 で、 事實ぁ り 得ない こ V」 である。 或は 度々 の^ 

ひて 人^ 恂々 たる 際 に、 偶 々 一天 搔き 曇り. 密雲の 掩ふ所 ごな つたの で、 又 

々蝕 VJ 忍 ひ^. o たる もの か、 又は 李 光地が ー蓋 史者 異文。 或 曰 九月 庚 戌。 成 n 

十月 庚 辰。 而 夫子 兩存 之。 以闕疑 耳 jv」 いへ る 如く 一事が 二つに 記された も 

春秋 畏歷  一一 九 一一 一 
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のか も 知れない。 

2 佧： 公 十五 年 夏 五月  非 蝕 

u.:::: 公 十七 年 六 ほ 癸 卯  非 蝕 

この 二つ も 推算して 蝕に 當 つて 居らぬ。 ！2 に 就て は. 王 韜 は 宣 公 七 年 六 巧努 

夠の^ 簡 であらう ビ いふて 居る。 或は さう かも 知れぬ。 計算に よれば 丁 

度 その 時に 支 那 中部 で 見 ゆる！ n 蝕が あった 箬 では ある が、 年 まで 移して 復活 

せし むる こ V」 は 思 はしく はない。 

^襄 公二 十七 年 十二月 乙 亥 朔は十  一 g 乙亥朔 

こ 1 は 左^  "富 かる、 頃まで は 十 一月であった もの が、 其 後 十二月に 誤った 

もので あら ，つ。 

：2  . バ公八 年 秋 七月 屮子は  九月 甲子 晦 

£：  ^ 公 十五 年 秋 八月 丁 巳 は 七月 丁 巳 

この 二つ は 前項に 述べた 如くで ある。 

^'昭 公 十七 年お 六月 甲 戌朔は 九月 癸 k 朔又は 八月 癸 酉 晦 (第 八 節 を 見 よ) 


時 こ  い 

曰 ど (10)(13)(1) 前 記 
、- 、 （15) (卬 ）（3) —  塞 
比 し （2'2)(2G)(4) 項 の 
較 か' （ぉ）(29)(  9  ) に 整 

す く  （U) 述 理 


これ は 太陽 膀 八月 十五 日の 蝕に 當 るべ きものな の で * 十 月 朔 か， 又 は 0 に IE 

を S いて 九月 朔 V」 しなければ 季節が 合 はな，， 。 癸 酉 V」 いふの は 日蝕の ユリ 

クス積 日の 計算から さう でなければ ならぬ。 なほ 左 傅に は 六 H: 蝕に 就ての 

說 話が 載せて あるので、 九月 朔を 六月 朔に 誤った の は、 左傳 製作 以前で なけれ 

ばなら す、 或 は 孔子 以前の 根本 史料に 生じた 誤で あらう ど 思 はれる。 

ベ たる 所に よ り、 合 計 三十 七 個の 日食 記事 中 

は 補正し 

は 訂正し 

は 捨てる 

して 整理し 得た る 三十 三 個の 日食 記事 を 以て 硏究の 材料 ご し， 推 竹ル の 

る こど、 する。 比較 參 照の ため 私の 整理 案 ど 王韜の 整理 案 ど を 次に 

揭 げ る。 

本論 文  王 韜 

春秋 長歷  二 九 五 
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二 九 六 


二月 己 巳 (H: 初) 

十月 庚午朔 

三 壬子晦 

三 ほ 庚午晦 

五月 蝕な し 

二月 癸亥晦 

九月 甲子 晦 

四月 丙 辰 (月 初) 

蝕な し 

七！ H:  丁 巳 (月 初) 

比 月食な し 

が襄 二十 七， 十 一 月 乙亥朔 

f i 昭 十七 几： H: 癸？ C 朔 


1 隱三 

3 桓 十七 

4 莊 十八 

o. な： 十 一 一 

川^ 十五 

U 文 元 

S 宣八 

H 宣十 

53 宣 十七 

S 襄 十五 

9_  2 


二月 己巳 朔 

同上 

同上 

四月 庚午朔 

同上 

三月 癸亥朔 

十月 甲子 朔 

四月 丙辰朔 

宣七 年に 移す 

七月 丁巳朔 

同上 

同上 

十月 癸酉朔 


^者の 差は槪 して 微細 で、 長 歷の 大勢に 影響す る 程の もので はない が、 王 韜 が 經 文 
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記載の 月 名 を 改 め 

立場に な h- 得ざる 

ホ 日蝕 表 

別表 は 右の 如く 

一覧表で ある。 表 

第 一 列 は 記事 番 

第二 列 は 經文日 

第三 列 は 私の 解 

括弧 中の 數 

第 四 列 以下 は 日 


てまで も朔 食に 執着 せん -y」 する 態度 は. 耍す る に 未だ 純 批判的の 

こ ど を 示す もので、 惜 むべ きこ ど、 いはなければ ならぬ。 

にして 補正し 訂正して 得た る 日蝕 記事 及び それに 關 する 計算の 

中 

食 記事 

释に從 つ て 整理した る もの 

字 は 日の 干支 を 干支 番號 にて 示せる ものである。 

食の 推算に 基き たる もので、 次 節に 說明 する こビ、 する。 


日食の 推算 

春秋 文に ある 日食 記事に 相當 する 日食の 時日 は 今日より して 容易に 推算 1 る 

こ V」 が出來 る。 か、 る 推算の ために は， 一八 八 七 年に 維納 大學 論文^ 第五 十二 卷ど 

春秋 長歷  二 九 七 
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して 出版され たる ォッ 。ホ ， ッ ェ 

.Ritter  v.  of>polz2.  canon  del- 

に は， 西 紀前  一 二 〇 八 年より 西紀 

〇〇〇 の 日蝕 ど 五 二 〇〇 の 月蝕 

記載され て 居る ので、 これ によれ 

食^-:! I を 對 照せ しむる こ VJ が 出 

別表 第 四 列 第五列 は， そ れ ぐ 

である C ユリ クス積 日 V」 いふの 

たる n 數なの で， 何 等の 曆法 にも 

ちに 時日 を 指定す る こ V」 が出來 

数へ 方で ある。 こ ゝには 支那の 

する こ V」 にした の で. 〇• 五 卽ち正 

ば、 如 何 な る 刻限に 見え たかを も 

リ ー 暦 に相當 する もの に 改算し 


二 九 八 


^ の 日蝕 表が 頗 

!Mnstel.nlss ひ, i887 

二  f 六 一年に 至 

ヾ J に關 する 事項 

ば 我々 は 殆ど 何 

來 る。 

の 日食に 相當す 

は、 太 古に 溯りた 

關 係な /、、 從 つ て 

る の で、 頗 る 便利 

中部 にての 夜半 

午の 前後に 亘 り 

知る こ V」 が出來 

たる もの を揭ぐ 


る 便利で ある- 


る  まで  三千 

が、 精細な る 

等の 計算 を 

る ユリウス 

る 某 時日よ 

何等の 疑義 

な もの V」 し 

を 日の 始め 

季節に 應 す 

る。 又 太陽 

る こご ゝし 


三 

も 

を 

る 

曆 


百餘年 

字ヾ J 圖 

耍 せす 

日 及び 

た 3. 頃 

も 生す 

廣く用 

して 曰 

日の 長 

の 時日 


間に 於け る 八 

表 V」 によって 

して 直 vO に 日 

太陽暦の 時日 

に 推して 數へ 

る こ V」 な く.!^ 

ひられて 居る 

の端數 をも附 

さ を 考慮 すれ 

は 現行 グ レ ゴ 


かくして 推算し 得た る 時日 を經文 記載の 時日 ご對 照せ しむる こ"」 によ.". 我." は 

直ちに 二百 四十 四 年間に 三十 三 個の 時日 を 確定す る こぐ」 が出來 るので， 單 にこれ だ 

けで も 寿 秋歷の 大勢 を 察する こ^が 出來 る。 なほこれ を 都合よ く 利用す るた めに 

：: 日^の 月より 正月まで 溯り、 其 年 正月 朔. か 太陽暦の 如何なる 時日に 當る かを^ 算 

い 別表 第 七 列に 揭げ る。 佴 しこの 計算の ために は、 日蝕の 月 ど 正月 どの 間に 閏月が 

あつたか 否か を 知らなければ ならない ので、 これ は 次 節の 硏究の 結果 を 利用して 第 

六 列に 揭げ る。 

一  の 蝕，、」 次の 蝕 どの 間隔 は ュ リク ス積 日の 差で あるが、 これ を月數 に改算 して 第 

： 离げ る。 この間 隔月 數ど、 記載 年月の 間隔 ごの 差 は， 卽ち兩 蝕 時日の 期 問に 插 

入され てあつた 閏月の 數 である。 これ を 第 九 列に 揭げ る。 

十九 年七闺 若く は 三十 二 ヶ月 毎に 一 閏^い ふの は、 季節 を 調和す るた めに 插入さ 

る ベ き 標^^ 月數 であるが、 當時 果して 其 通りに 實 行した か 否か は 固より 知る こど 

が 出来ない。 こ ゝ に 計算し 得た る 閏月 數は、 か 、る 暦法の 問題に は觸れ すに、 兎に角 

當^^ 入した る i! 月の 實 際の 數を数 へた ものである。 この 閏月 數に 合致せ しむる 

二 九九 

春秋 長歷 
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お^; 天 ，ズ ゆ 史 研究  三 〇〇 

ために は、 一 々の 閏 用 を 何れに 插 入すべき か は 次 節に 於て 講究す る こ V」 ゝ する。 な 

ほ參 照の た め に.^ 十 列に 杜預 長歷 による 閏月 數を 揭げ る。 

干支 番號表 


曆日千 支に よる 閏月の 按排 

寿 秋き 代に. 月^ を定 むる に は 如何なる 暦法に 依って 居った か、 又 は 一定の 曆 法に 

は よら やして 隨 時の 觀 象に よ り 調節し て 居った か、 是 等に 輕々 しく 前以て 豫斷 する 

こ VJ は出來 ない が， 然し 大體に 於て 平朔に 近い もの を 用 ひて 居った であらう こど は 

疑 もない V」 思 はる ゝ ので、 今日 食 記事に よりて 知り 得た る 三十 三 個の 朔日を 根據ご 

一  ヶ月の 長さ 二 九. 五三 〇 六日 を 用 ひて、 寿 秋 二百 四十 四 年の 全 期間の 平朔を 

推定 すれ ば、 當 時の 朔日 ど大體 一 致せる もの を 得る こ^が 出來 る^ 思 はれる。 其く 

して 月明の 千 支 を 定め 得た る 約 三千 個 月 を 排列 に 其 中に 經文 所載の 暦日 干支 三百 

九十 を插 入す る こ V」 ゝ し， 若 し 合 はざる 筒 所 あらば 閏月 を 置きて 之を疏 通す る 

どい ふ 方法 を 用 ふれ ば、 或 る 程度まで は、 これによ りて 寿 秋 置閏の 箇所 を 察する こご 

が 出来る。 これ は 杜預が 其 春秋 長歷を 作製す るに 當 つて 用 ひた 方法で ある 

我 な は 日食 記事の 硏究 によりて、 三十 三 個の^ 日 を 確定し 得た の で. 杜預の 方法に 

加 ふるに このお 力なる 材料 を 利用す る こどが 出來 る。 卽ち寿 秋 全 期間 を 三十 三 個 

春秋 長歷  一一 一 0 一 


天文 學史 研究  三 〇 二 

の 時：：： によりて 三十 四の 區 問に 分て ば， 其 中間の 三十 二の 區間は 何れも 其 始終 兩端 

の 時日 ゲ 確定して 居る ので ュ、 れ /\ 他の もの に は 全く 影響され ざる 獨 立の 區間 ご 

見る こ VJ が 出来る。 我々 は是 等の 兩端 確定せ る 小 區間每 に 杜預の 方法 を應用 すれ 

ばよ いので あ り， し かも 其 小 15! 間內に 置，、 ベ き 閏月の 數も 確^ に 定まって 居る ので- 

杜預の 仕事に 比すれば 甚だしく 簡單 であ り、 精 確で あ り、 其 大綱に 於て は 毫も 誤 る 心 

配 はない。 

1 一 獨立ー £! 間內に 於け る處理 方法 V」 して は 

ィ 一 ヶ月の 長さ は 二 九. 五 三 〇 六日 な の で、 普 通 は 大 (三 十 日)、 小 (1 一十 九 曰) を 交互に 置 

きて， 二 ヶ月 毎に 干支 番號を I つ 宛 減す る 様に し、 約 十六 七 ヶ月 每に連 大を置 き、 約 

三十 二三 ヶ月 間に 二つの 連大が あり 從 つて 干支 番號の 減少 を 一 つ だけ 復活す る 

こ V」 人す る o 

U  ； g 端の 月朔の 干支 番號 VJ  ，其 間の 總月 數 (閏 月 を 加へ たる もの)  >」 を參 照 し、 幾 何 の 

速 火 を S くべき かを定 む。 成るべく は 標準 間隔に 近き 月數を 隔て、 連 大を. 配 S 


,7 經文 にある 膽 H の 干支 番號が 丁度 相當の 月に 納まる 樣に ra: ほ を 按^す。 

,7 ie 月 は 互に 約 三十 二 ヶ月 を 隔てる を 以て 標準，、」 す る。 な ほ 或は 歳 終 ^或 に ^ 

歷、 顓 頊歷 等の 置閏法 を參照 す。 

等の 條 件に 维據 すれば よい。 

^各 區間は 確定せ る 時日の 間に 挾まり、 全く 互に 獨 立して 居る ので、 區問 處理は 何れ 

の區 間より 着手しても 差 支ない。 一例 どして 

:T 襄 二十 年 十月 II S  二十 一年 九月 ー閏 

^鹿 二十 一年 九 弓 I 裒 二十 三年 二月 閏 なし  • 

m 襄 二十 三年 二月 ！ 褢ニ 十四 年. 七 月 一 閏 

の 三^間 を 考 へ て 見 る。 

先 づ：： " を 取って 見れば 

襄公 二十 一 年 九月 庚 戌お) 朔 

十月 庚 辰^  ) 朔 

二十 二 年 七月 辛 酉お) 

春秋 長歷  三 0  一二 


東洋 天文 學 史硏究  三〇 四 

二十 三年 二月 癸 酉 (S ) 朔 

曰 倣 計 党に よれば 中 問に 閏月な し 

二十 一 年 十月から 二十 三年 二月 ま で、 十 六 ヶ月で 干支 番號は 7  . たけ 滅 じて 居る ので、 

其 問に 二つの 連大 がなければ ならない。 二つの 連大の 間隔 は 十六 七 ヶ月 どすべき 

ものな ので， 此 場合に は兩 端に 連大を 置き 

二十 一 年 九月 大、 十月 大 

二十 二 年 十二月 大、 二十 三年 一 月大 

"/J する o さすれ ぶ 

二十 二 年 七月 丙午 (S 朔。 辛 酉お) は 十六 日 

ビ な る o 

次 に ー を 取る。 

褒公 二十 年 十月 丙 辰 (お) 朔  . 

屮 間に 曆日 干支な し  . 

二十： 年 九月 庚 戌お) 朔 


日食 計算に よれば 中間に 一 閏 

二十 年 十 《p から 二十 一 年 九月まで 閏月 を 加へ て 十二 ヶ月で 干支 番號は 

て 居る の で、 中 間に 連大 はない。 二十 一 年 九月 は 前項に よりて 大 なるこ 

居る ので. 二十 年 十月 を大 V」 しそれ より 大小 を 交替に 蘆けば よい。 中間 

支がない ので 閏月 は 何れに ありし や を 知り 難い。 他の 條項を 顧慮して 

nr に 置 く  o 

m の區 間に 就て は 

襄 公二 十三 年 二月 癸 酉 (川) 朔 

三月 己 巳 (6) 

八月 己 卯 C5) 

十月 乙 亥 D) 

二十 四 年 七月 甲子 (1 ) 朔 

八月 癸 巳 (5? ) 朔 

日食 計算に よれば 中間に 一 閏 

春秋 長歷  三 0 五 


6 だけ 滅じ 

V- が 知れて 

に曆 日の 干 

二十 - 年 1K 


東洋 天文 學 史硏究  三 0 六 

二十 三年 二月から 二十 四 年 七 nrr まで 閏月 を 加 へて 十八 ヶ月 で. 小 より 始ま h て 小に 

終り， 干支 番號は 9 だけ 減じて 居る の で， 中間 に連大 はない。 二十 三年、 二月 癸 酉 (S) 朔 

小より， 出發 して 小大を 交互に S けば 

三 月 癸 卯 (お) 朔 己 巳 (6) は 二十 八日 

八月 庚 午 (7) 朔 己 卯 (S) は 十日 

十月 己 巳 (•--  i 乙 亥 (2:1 ) は 七 日 

でよ く 適合して 居に 此 間に 閔月 はない。 一 閏は 二十 三年 十月 乃至 二十 四 年 六月の 

問に ある 箬で， 其 中 何れの 月に あるか は 明かで ない。 他の 條 件より 钊斷 して 二十 四 

年 二月に 閏月 を 置く こ V」 ゝ する。 

3  i ヶ月の 平均の 長さ 二 九. 五 三 〇 六に 合 はせ るた めに は， 二つの 連大の 間隔 を 平均 

十 六. 三 月 ど すれば よい こど ゝな り， 實 際に 於て は 十五 月. 十 七 月. 十 七月 VJ い ふ 間隔 を 

跺. o 返せば よいので あるが、 さて 二百 四十 餘 年の 中 何れの 月が 其當時 確かに 連大で 

ありし もの V」 して 推算の 基準 點 VJ すべき か は 容易に 決し 難い。 然るに 偶然に も 我 

々が 前項に 於て 考究した る 期間 n は 丁度 十五 月 を 隔てた る兩 端に 連大を 置 いた も 


ので あるこ^ が 明かに されに ので、 これ は實に 究竟の 手掛 りで ある。 我々 は此兩 3 

大を基 點ど して それより 前後に、 十五、 十七， 十七の 間隔に て 規則正しく 連大を 配^し， 

かくして 試みに 春秋 全 期間に 互る 朔 日の 干支 を 定め 、春秋 經 文に 明記せ る 朔晦の 干 

支 (三十 三 曰 食 及び 外に 朔晦各 二 つ) ど 相 逢す る 所 なきや 否や を撿 する のが 最も 簡明 

なる 方法で ある。 なほ 兩 者の 一致せ ざる 脔 所に 就て は、 例へば 大の 月の 一二つ 重ねる 

ビ いふ 如き 無理なる 方法に よる こどな く、 たい 僅に 連大の 位置 を數 ヶ月 進 返す る こ 

^によ hM し 調和し 得る もの 人然 ら ざる もの どを區 別し、 是等を 列記 すれば 次の もく 

である。 

時  日 

隱 三， 二 月 月 初 

桓 一一 一、 七 月 (つ) 朔 

桓 十七， 十 月 (7) 朔 

莊 十八、 一 一一 月お) 晦 

莊ニ 十五， 六 月 (S  ) 朔 

長^ 秋歷 


合 不 合  調和の 可能性 

一 一 月 (.し ) 朔  二日 どしても 可 

七 月お ) 朔  可 能 

四 月 (幼 ) 朔  可能 

合 

三 〇 七 


屮 メ 

莊 ニ十士 

莊 三 十、 

僖 五， 

僖 十二、 

文 元， 

文 十五， 

宣 八， 

宣 十、 

成 十 六、 

成 十七， 

0 十 四. 

裏 十 五. 

裏 二十. 

襄ニ十 一 


夂學 史^ 究 

：、 十 一 一 月 (S ) 朔 

九 月 (7  ) 朔 

九 月 C?) 朔 

三 月 (7) 晦 

1 一 月 (§  ) 晦 

六 月 (お) 朔 

九 月 T ) 晦 

四 月 (，q 一月 初 

六 月 (3  ) 朔 

十 二 月 (お) 朔 

二 月 (S 朔 

七 月 (，^.)m: 初 

十 月 (お ) 朔 

、 九 月 (£朔 


合 

九 月 (00  ) 朔 

合 

四 月 (7  ) 朔 

三 月 (§  ) 朔 

合 

十 月 (1 ) 朔 

四月 (S 

七月 《靈 

合 


三 〇 八 

|l 食 

1 口 ム B 

可能 

可能 

二日 V- する を 得す 


曰 VJ しても 可 


春 


秋 


定定 昭昭昭 昭昭昭 昭襄装 裝裴褢 


さ 五、 

十 

十 

十 

十 

十 
七、 

十 
五、 

七' 

十 

十 

十 

十 十 

十 一 

四- 

七 

四 

四 

十' 

五 

ギ 

七 

九 

ハ 

四 

十 

八 

七 

二 十 

月月 月月 aaaaaaassfl 

T  4?  48  32 10 19 10  54  41 12  30 1 10  LT 
g 朔 蒴蒴蒴 蒴蒴颍 朔朔朔 朔朔朔 


合 

合 


合 

合 

八 月 (S ) 晦 

合  . 

三 0 九 


困 

難 


可 可 

能 m 


*  天 女 史硏 *i 

定 十五， 八 月 (に i 

哀 十四， 五 月お ) 朔 

口な に關 せざる もの 

僖 十五， 九 月な K 

僖 十 六、 正 月 (：？ ) 朔 

僂 二十 二. 十 一 月 (i 朔 

成 十 六、 六 月な ) 晦 

左 W にある もので 特に 注意す ベ きも 

僖五， 正 月お) 朔 

昭 二十、 二 月 (，f,) 

4 前項に 列記せ る もの、 中、 記 事 ご 推算 

ものに 就て は， 連 大の插 入が 其當 時に 於 

推定 位 S を數ケ 月 進 返せし めて 記事 ど 

宣公十 年 四 月 丙 ^(お ) は、 朔 U 食で， 朔 の 


三 1 〇 

合  • 

合  . 

の 

正月 (^朔 .  不可能 

二月 (_ ヒ朔  不可能 

ど 直ちに は 合致せ や、 伹 し 調和 可能 V」 記せ る 

て は 規則正しく あら ざり しもの V」 解釋 し. 其 

調和せ しめる こ VJ ゝ する。 

字が 1^來 の 間に 脫し たもの V」 見れば よい。 


& ぶ 九月 甲 戌 n ) 朔 どなる 


も の 

で， 殊 

插入 

ベ き 

事 に 

に こ 


ど 見える。 殆ど 凡て 

に 一 層の 混 雜を來 た 

は 連 大の插 入 箇所が 

の 整 不整に よりて 見 

こ W である o 

關 し、 日 の 干支が 明か 

れは 次の 如く 解释す 


ので あ 

の 日食 

し、 六月 


昭公 十七 年 九月 は， 平 朔 にて 推 

は 八月 癸 ) 晦に U 食が あつ た 

熟れた る 時代に 晦食 があった の 

つた もので あらう。 

5  秋 全 期間 を 通じて 見れ ば. 其 

半 は 頗るよ く 整頓して 居 り、 閏 月 

步發達 を 示して 居る の は 注意す 

6 左傳 にある 二つの 日 南 至の 記 

して 居る の は 頗る 面白い。 思 ふ 

ィ左 博の I ^形に は 

僖公五 年 正月 壬 子 朔日南 至 

昭公 二十 年 二月 庚 寅 朔日南 

VJ あ り、 こ れは 戰國^ 代の 半ば 

りて 推算した る ものである o 

^秋 長歷  三 二 


る が、 偶 々此 場合 


可な り 

たる も 

に 他の 

ベ き も 


は朔 〈： ^な 

甲 戌朔食 

不揃 であ 

の VJ 全く 

替 日ど不 

ので は あ 


る こ. V」 に 

など、 誤 

る が、 其 後 

同様の 進 

調 f をテ 

るまい 力， 


至 

過 ぎ 


に、 左 傅の 著者が 顕頊歷 若く は 殷歷の 智識に よ 


^^天文 ffi- 史 研究  三 ニー 

U 後に 劉歆 は， 左 傅 を硏究 する に當 り、 三統術 によりて 推算し、 この 二つ を 一 日 宛 早 

め て 

^公 五 年 正月 辛亥 朔日南 至 

昭公 二十 年 二月 己 ax 日 南 至 

VJ 改めた もので あらう 

此問题 は 左傳長 歷の 研究 を 終りて 後に よく 完全に 解決 さる ベ きもので あらう^ 垤 

はれる。 

長 歷圖表 

前：.！ 節に 述べた る 方法に より 研究して 得た る 朔閏の 配置 を 成るべく 一  目 暸然な 

らしむ るた め に 次の 如き 三種の 圖表を 作製す る。 

1 お 秋^ 藤圖 

これ は 本論 文 硏究の 全 體總覽 どもい ふべき ものである。 二百 四十 四 年、 各 年 十二 

月 宛 どした る もの を 述^した る ー聯 V」 し- 閏 月 は 前 月^ 後月 VJ の 間に X 印を附 して 


示す こぐ」、 し， 说 岡の お 際が 十九 年 七閏の 自然法に 對 して 何程 合致し 何程 背反せ る 

か を 見易から しむる ために 二 聯の 年月 を 十九 年 宛に 區 切りて 十三 列に 並べ 其 中に 

次の 順序に よりて 長 歷事 項 を 記入した る ものである。 

•0 三十 三 の 日食 記事に よ， o て、 三 十三の 指定され た る 月に 朔の 干支 番號を 記入す- 

この 確定せ る 三十 三の 朔の 干支 番號に は o を附 す。 

^この 三十 三の 指定 點 によりて 全 期間 を 三十 四の 獨立區 間に 分 ち， 其 中間の 三十 

ニ區 間に 對 して は、 其 間に 插入 すべ き 置 閏の數 を 記入 す (赤)。 

； s 經文 記載の 曆 日の 干支 番號を それ ぐ の 年月に 記入す。 

卜各區 間にて、 閏月 を 加 へ たる 總月數 ご、 兩 端に 於け る朔 干支、、」 に 調和す る樣 に、 月 

の 大小の 交替 を考 へ、 各月の 朔の 干支 を 推定して 記入す。 

V  ;2  €  ^  V- を 調和せ しむる ために 置閏を 必要 ごする 場所 を 推定 し， そ の 前後の 範 

園 を 縱 線 (赤) に て 示 し、 な ほかく 必要 どす る 閏月の 數 が、 日 食 記事に よりて 確定 さ 

れ たる 閔 月數 vj 一致す る や 否や を檢し て， 眞 に 閏月 を 置く ベ きか、 或は 經 文の 誤 

に 起因せ る もの V」 して 閏月 を 撤廢す ベ きか を 決す。 

^秋 長歷  三 一 三 
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.5! 前 ^に 定めた る 

ィ 成る ベ くは橫 

U 养秋 前半に て 

二 の曆法 を假定 

ハ 杜 8 卽 ち左傳 

等の 方針に より 

^ 參 照 の た め， 王 韜 

斯の 如くに して 作製 

あ り、 お に养 秋の 唇に 

2 春秋 置 閏朔日 表 

春秋 二百 四十 四 年 

插 入の 位 S ビ連大 の 

簡ぉ 明瞭に 確定され 

^秋期 間內に 於け る 


範園 

は 歲 

し、 成 

8 の 

て、 閏 

ビ 杜 

し た 

に 對 

月 の 

る の 


內 にて 其 何 

ベ る 各 列に 

x>  も 一 I 一 

るべ く そ れ 

0 閏 を 參 照 

月の 進 返 を 

預の 置閏を 

る 本 圖表は 

其 一 切 を 語 

し、 每 年 正月 

ま S  V」 を揭 

で， 更 に 其 上 


れに 閏月 を 置く ベ きか は 

て 同じ 位置に 揃 ふ 如く 按排す る 

て は、 或 は 其 頃に 發 達し 始めた か 

に適應 する 如く 閏月 を 按排す る 


する こ VJ 

試み、 ほ U. 妥當 VJ 認 め 

併記す る。 

春秋 長歷圖 である^ 

る ものである o 


たる 場所に 

同時に、 又 春 


朔 に相當 する ュ 

* ける o ユリ クス 

に 閏月の 位置 ど 


切の 暦日 は 容易に 之 を 明かに 


ジ ク 

積 日 

月 の 

す る 


V」 田 •」 は る 

t  J  VJ 

閏月 を插 

秋歷 研究 


ス 積 日， 太 陽 

により て、 正 

大 小 交 替 ど 

こ VJ が 出来 


入す 一 

錄 で 


曆 日， 及 び 

月朔の 時 

を 考慮す 

る o  (ュ リ 


閏 月 

日 は 

れ ば 

ク ス 


表 號番支 干 


50  40  30  20 10  0 

m     rn     m     rn     txi txi 

甲 甲 甲 甲 甲 屮' 
寅 辰 午 申 戌 子！ 

1 

乙 乙 乙 乙 乙 乙！ 
卯 巳 未 酉 亥 丑 

2 

丙 丙 丙 丙 丙 丙 
K 午 巾 戌 子 寅 

3 

丁  丁  T  丁  丁 ァ 
巳 未 酉^ 丑 卯 

4 

戊 戊 戊 戊 g さ 
午 申 戌 子 寅 ^ 

5 

己 己 己 己 己 己 
未 酉 亥 丑 卯 巳 

6 

庚 庚 庚 庚 庚 庚 
申 戌 子 寅 辰 午 

7 

辛辛 辛辛 辛辛 
酉 亥 丑 卯 巳 未 

8 

壬 壬 壬 壬 壬 壬 
戌 子 寅 辰 午 申 

！  9 

癸 癸 癸 癸 癸 癸 
亥 丑 卯 巳 未 酉 

10 

ュ リウス 積 日 はお 想した る 太 十 2 の 或る時 代より 連 綾して 數 へ たる R 

(これより S を 減じ、 S にて 除した る 殘餘は 千 支番號 となる-」) 

隱公 元年 正月 辛 巳 (S) 朔は 一四 五 七 七 二八 

哀公 十六 年 ra 月 己 丑 (S) は 一 五 四 六 五三 六 

昭和 三年  一 a  日 は 二 W 二 五 二 四 七 

太陽 曆日は 現行 グ レ ゴリ 1- 膀法 にて 逆算した る 時日 を 示す 


一 置 閏朔日 表 

置閏 連大圖 

，年始 早晚圖 
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積 a の數 よ， 52 を 減じ g にて 除した る 殘餘は 干支 番號 に相當 する： 

3 荞秋 K 閏朔 日圖 

ィ 閏月 及び 連大 月の 位置 を圖示 

：! 年々 の 正月 朔を 太陽暦に て 示 

ありた る 年に 相當 する もので 


せ 

あ 


る もの 

たる 早 

る o 


を圖 示す。 圖中大 なる 黑點は 日蝕の 


春秋の 


西紀 前 六 百年 を 中心 V」 して 前 後 

し. 日 を 追 ふて 記載せ る 編 年 體の記 

確かなる 日蝕の 記事が あるので、 こ 


二 百 四十 

錄が <_r 日 

れ により 

は. 東 西 を 通じて 實に 得難き 硏究 史料 どい は 

にも 此 期間 は、 曆 法に 闊し 重要なる 變 革の あ 

步發 達の 跡 をた どる こビが 出来る ど 思 はれ 

に 望外の 賜で ある。 我々 は是 等の 史料に より 


年間に i る どい ふ遙 遠なる 時代に 關 

で傳來 し， しかも 其 中には 三十 三 個 の 

確實 なる 時日 を 推算し 得る ど い ふの 

ければ ならぬ。 なほ 研究の 結 果， 偶 然 

た 時期で あ り、 我 々は 歷々 どして 其 進 

の は、 我 々 天文 暦法の 學徒 に對 して 實 

寿 秋の 曆を 研究す る こ ビ によりて、 一 


春秋 長歷  三 一 五 


^^天 文^史 研究 

方に は 一 般 的に 上代に 於け る 天文 暦 

を 察 し， 更 に 一 方に はこれ によりて 東 

であらう ご ふ。 

1 荞秋曆 の 大勢 

文 公 な 一 公^ 代 を 界 V」 して 

よりも 一 ヶ月 晚き 正月 を 用 

る。 なほ それ V- 同時 に、 前半 

は 可な りょく 整つ て 居る。 

が 行 はれた ものである こヾ J 

法に HSI 大 なる 變更が あ り、 そ 

あ ら う か、 し かも 私 は 荞秋以 

更は卽 ち 土圭の 採用に 外なら S 

居る が、 これ は 土 圭が周 初から あ 

日中の 影の 長さ を 測 り、 其 ^長の 


法學 の發逹 は 如何なる 道 

洋 古代 の 文化史 に 重要な 


秋 

wit- 

示 


を ^ 

居 り 

て i 

實 は 

し て 

伴な 

於け 

の で 

つ た 

時期 


三 一 六 

程 をた どれる もの か 

る 材料 を 貢獻し 得る 


後 二期に 分て ば， 其 前 半 

後 半に 於て は殆 ど、 正 し 

置 閏法も 甚だしく 不規 

明かに 大體文 公 頃に 曆 

居る ので ある が、 私 思 ふ 

ふ 自然の 結果 VJ して 生 

る 天文 學の發 達ど叁 照 

はない か V」 思 ふ。 土圭 

*/」 いふ 證據に はならぬ- 

卽ち日 南 至の 日 を 以て 


於 て 

冬至 

で あ 

關す 

こ れ 

た る 

てノ  J 

こ VJ 

一 た 


は、 大體 

正 月 を 

る が、 後 

る 重要 

は 其 頃 

もので 

の觀測 

は周禮 

び土圭 


季節の 標準，、」 


冬至 

用 ひ 

半 に 

な る 

は な 

方 法 

に 見 

に よ 

す る 


正月 

て 居 

於 て 

改革 

測 方 

い で 

の 變 

え て 

P て 

ど -ぃ 


ふ 方法 を 採用 すれば，  • 

ハ 季節の 判定 は 從來の 二十 八 宿 十二 辰に よれる 方法に 比して、 遙に 精確 どなり、 從 

つ て 5!p 閏も 規則正しくなる こど， 

つ 始めは 觀測上 便宜の 時期 ど して 採用した る 冬至 が、 更 に 理論 上、 當 然 年の 始めた 

るべき もの VJ 考 へら れ、 自 然 に 冬至 正月 を 採用す る に 至る ベ き こ ど 

の 二つの 變 化が 必然的に 起る であらう ど 想像され るので ある が， 丁 度斯の 如き 一， 一 つ 

の變 化が 文宣 時代 頃から 現 はれて 居る。 

斯の 如き 考 へ 方より して 見れ ば， 寿 秋 經、 文 公の 條に  • 

六 年。 冬。 閏月 不吿 月。 猶朝 于廟。 

十 有 六 年。 夏 五月。 公四不 視朔。 

ヾ J あるの も。 或は 替 に關 する この 重大なる 變 革に 關聯 する もので はないで あらう 

か ど 疑 はれる。 當 時、 或 は觀測 法に 關 し、 或 は曆 法に 關 し. 專 門 家の 間に 新舊兩 派の 意 

見の 相逯が あ ，9、 そ れが ために 遂に 或る 年に は 適當の 時期に 天子よりの 曆を 諸侯に 

頒っ こ、/」 が出來 なかった^- か、 若 く は それに 類した こど が、 是 等の 經 文の 裏面に あ る 
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ので はないで あら う か。 

2 春秋 後期の 曆 

文 公 宜 ： 公 時代 は新舊 過渡の 時代 V」 見 て， 成 公 以後 は置閏 が相應 によく 揃つ て 居る 

十九 年 宛に 區 切りて 橫に 並列 すれ ば、 十 九 年毎に 七閏 になって 居 り、 又 大體橫 列に よ 

く 揃って は 居る が、 伹 し 正確に 同じ 撗線 上に 載って は 居らぬ。 思 ふに 旣に 基準 的 置 

閏法は 知れて 居つ ても必 すし も嚴 重に 格 守せ す、 時 々 王室の 都合 等に よ， 5 て. 閏月 を 

前後に 移す VJ いふ 程度の もので あつたかに 見える。 蓋し 整頓せ る曆 法に 發達 すべ 

き 準^ 時代 V」 兒 るべき であら I 宣 公 十四 年 (前 五 九 五 年) 正 月 は 甲子 朔 で、 推 算 によ 

れ ば 多 至 前 四日に 當っ て 居 り、 前 年 十二月に 閡月を 置いた こ V」 、思 はれる が， 或は 當 

時の 幼稚なる 觀測 法で は、 此 年 正月 を 以て 甲子 朔旦 冬 至 V」 見做 し、 そ れ より 三十 ニケ 

月 乃至 三十 三 ヶ月 毎に 閏月 を 置く こご を 基準 VJ した もの ではない であらう か。 漢 

代に 見えて 居る 殷歷 によれ ば、 宣 公 十四 年 は 正月 甲子 朔. 丁 卯 冬 至ビ なる ので. 全く 合 

致して は 居ない が. 澄 閏の 箇所 は雙方 全く 同 一 であるので、 この 寿 秋 後期の 曆が 後に 

至 h  1^ 確なる 觀測 によりて 殷 歷に脫 化した V- も 見得ら る ゝ であらう VJ 思 ふ。 若し 


然 らば 成 はこれ を殷歷 古法 ご稱 へても よいで はない か を 思 はれる 

3 三 正 論 

始め どす る こ VJ は、 當 時の 司歷者 

れな いが、 I 般 民衆に 取りて は 可" 

理 想 VJ して は 【夏 の 時 を 行 ひわ 

された もの ど 見る ベ きで あ 

する 一 般 民衆の 信賴を 

うこ VJ は 少しも 怪 むに 

た か、 又は 春秋 末期 


冬至 を 以て 年の 

想であった かも 知 

疑ない の で、 孔子が 

民衆の 希望 を 代表 

こ ビ を 宣傳 し、 こ れ 

のが w  された で 

文 S 時代の 改革 直 

なほ 他日の 講究 を 

三 正論の 內容も 

代に 三 正 交替の 歷 

お、 互に 相 交迭す る 

第二 期の 璲遷 で、 或 


あ 

た 

一 nl^ 

天 


さ ん 

ら ぬ- 

頃 で 


3 

力 


力 


變遷 した ものら しく 思 はれ 

赏がぁ る VJ 宣傳 する 程度の 

地 自然の 理法 VJ い ふ 檨な理 

時代 半ば 以後 のこ^で は あ 


0 

クし 

つ 


正月 

た ノレ 

時代 

に、 所 

其 三 

か は 


の 

力 

i ひ 


常 

で 


初 の 

あ り 

せ ら 

か ビ 


め て 

で あ 

い ふ 

に 新 

謂 三 

正論 

容 易 


三 正 

そ れ 

れ る 

思 は 


自然 的なる 理 

つ た こ ども 亦 

の も、 畢 竟 一 般 

暦の 至當 なる 

正論の 如き も 

唱導の 時期が 

に 斷じ難 い。 

諭 は、 夏 鈹周三 

が やがて 子 1 

に 至った の は 

れ る。 


春秋 長歷 


三 1 九 
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三 正論の 由来が ほ い 明かに な 

は 春秋 長歷 によりて 直ちに 其眞 

れて 甲是乙 非紛々 どして 歸 著す 

れを 一 掃す るの 外 はない。 

4 一  定の 曆法說 

春秋 時代に も 必すゃ 何等か 一 

て 居る。 我々 の 作製し 得た る 寿 

較 的進步 せる 後半 ど雖 も、 閏 月 の 

殷歷 又は 顓琼歷 の 如き 整頓 せ る 

に 於ても 末期に 近づく に從っ て 

に 到ます ベ き準懶 時代に ある も 

時の 閟月插 入の 早 晚を論 じ、 或 は 

當 である。 左傳 以来の 誤り で は 

る。 閬若璩 ほどの 考證家 も其尙 


れ ば 

相 を 

る 所 


、春 王 正月 論 


る こ 

を 知 ら 


定 の 

秋 長 

插入 

曆 法 

次第 

の V 一 

閡 を 

あ る 


暦法が 

歷圖表 

は 決し 

の 示す 

に 整頓 

思 は れ 

失せり 

が、 成 法 


て 


あ 


よ 

is 


ジ -T 

る o 

ど か 

を 知 


如き は 殆ど 

來 るの で、 根 

流の 所論 の 


る の 


るな らん VJ 

ば、 寿 秋 前半 

正しく 行 は 

はなって 居 

で 要する に 

つて 後世の 

は 司 歷過也 

て 發達史 を 


三 二 〇 

顧る に 足らぬ。 我々 

據 なき 三 正論 に累さ 

如き はた  >  斷 じて こ 


いふ 考は 明かに 誤つ 

は 1 一一 曰 ふ.^ でも-! く-比 

れては 居らぬ。 所 謂 

らぬ。 但し 春秋 後期 

整頓せ る 一 定の曆 法 

罾法を 標準 VJ して 當 

V」 批評す る こ ビ は 失 

誌 解せ ざる もので あ 


書 古文 疏證 に 


或 問。 i 旣無頻 日月 食 之 事。 則 春秋 襄公 二十 有 一年 二十 有 四 年。 四赛 U な。 

兩爲 比き。 將 春秋 不得 爲信史 哉。 佘曰。 春秋 固 信史。 佴爾 時史失 其官。 閏餘 

き 次。 從古未 有 過 於 春秋 之 世。 則 難 信 亦 未 有 過 春秋 之 書 者 也 卽以ロ 食 論。 二 

百 四十 ニ年當 四百 八十 四 交。 除 交 而不食 及 合 朔在夜 人目 不 見者。 以四之 一 約 

算。 仍當ー 百 二十 餘 日食。 何 一二 十六 之 寥寥 也。 春秋 失 之 一。 以三 十六 日食 論 ( 

有 誤五爲 三者。 莊公 十八 年僖公 十二 年是。 有 誤三爲 二者。 文 公元 年是。 有^ 

十爲七 者。 宣公八 年是。 有 誤 九爲六 者。 昭公 十七 年是。 有 以後 月 作 前 月。 不 

應閏 而閻。 先 時 者。 隱公 三年 桓公 三年 十七 年莊 公二 十五 年 三十 年是。 有 以前 

き 作 後 3。 應閏而 不閏。 後 時 者。 宣公 十七 年 成 公 十七 年襄公 十五 年 二十 七 年 

昭公 十五 年定公 十二 年是。 至僖公 十五 年。 五月 之 交宜 在 四月。 然乃亥 時 月食- 

非 日食。 何 誤 至此。 春秋 失 之 二。 則 由此以 推。 無比 食 而書比 食。 其 誤 又何怪 

^いふて 居る の は 同じ 誤に 陷っ たもので、 所謂 己れ の 跡 を はかって 他 入の 足 を 削ら 

ん V」 する もの. た》 に 杜预の 笑 を 招く のみで はない。 

春秋 長歷  一一 ニニ 
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作爲說 


更に 又 春秋 曆 日の 干支 は 凡て 後より 作爲 

の 如 き も、 到 底 容れ難 き 誣妄の 論で ある こ VJ 

哚 である。 例へば 飯 島 氏の 如き は， 春秋の 凡 

紀前 三百 年頃に、 西洋の 天文 暦法の 智識 を受 

であらう どい ふて 居らる ゝ が. 其 當 時 は 一定 

で あ b  、三 正論が 確かな 歷 史的 事 實 どして 信 

法に も 合 は す、 さ り -y」 て 又 全く 亂雜 にも あら 

ふ 如き^  = 配置 を 作製す る こ ど は 到底 有り 

なほ 飯 島 氏 は昭公 十七 年 六月 甲 戌 朔日有 

にあった 日食で 記事に 一 日の 相違が あるの 

莊 公二 十五 年 (前 六 六 九) 六 月 辛 未 朔の曰 食よ 

り 推算に よりて 作爲 した もので あら う. 此 場 

生す るこビ になって 居った ので， S 際ど 相違 


して 插入 した もので はない か V」 いふ 說 

は、 春 秋 長 歷圖表 を 一 覽 すれば 直ちに 明 

ての 曆日 干支 は、 戰 國 時代の 半ば 以 後、 西 

けたる 人 が、 推 算 によりて 記入した もの 

の 整頓せ る曆 法の 行 はれて 居った 時代 

せられて 居った 時代で ある。 一定の 曆 

す， 恰 もよ く 進步發 達の 道程 を 示す V」 い 

得ざる こ VJ である。 

食 之の 記事 を 問題 どし， これ は 癸 酉の 日 

は實 際の 記錄 でない 證據 であり 定めし 

りサ 5- ス (十八 年の 日食 週期) の 八 倍 を 取 

合に はサ& スの 計算が 偶々 一 曰の 差 を 

せる 記事が 出來 たので あらう ど し， これ 


を 以て 凡ての 春秋 日食の 日附は 西洋 方面より 傳は りたる サ U ス の智讖 によ て 作 

爲 したる ものである VJ いふ 證據 V」 なさん ビ して 居らる、 が、 これ も 亦 あま b に牽强 

附 會の說 である。 現に 此 場合 に、 莊 公二 十五 年 六月 朔 より サ" スの八 倍 を 取れば 昭 

公 十七 年 九月 朔 V」 なる ので、 記事 は 一 日の 相 逢で はない、 三月 V」 一日の 差で ある。 春 

秋の 凡て の 日食の 日. 附を こしら へ たで あらう V」 いはる、 程の 人が 三 ヶ月の 數 へ 違 

ひ をす る箬 はない。 これ は簡單 なる 誤記で ある 史官が 記錄 する 前に 六 H7 の 日蝕 ど 

0i  I  , こ •> こり こに ヽ き： p  g 月 此年は 七月に 閎が あり、 八月 癸 酉 晦、 九 月 甲戌朔 で、 日&は 八月 癸 9 

誤 傅した 力た めに 丄ん月 甲 戌^ 酉晦の 曰に あった ものと 見える、 g 事 は 月 も 于支も 誤って 居る G 

日食 ど 記した に過ぎない であらう。 ュれ 以上に 、サ" スの 誤りた る應用 ど附會 する 

の は 全く いはれ なき 想像 ど い ふより 外 はない。 

6 左 傳の曆 

左傳の 暦日 は 別に 研究す る こ VJ を 要する。 左傳の 著者 は 左傳を 著 はすに 當り自 

ら寿秋 長歷を 作製して 春秋 二百 四十 餘 年間の 朔閏を 研究した ど 思 はれる ので ある 

が、 其 際に 明かに 二三の 錯誤 をな して 居る ので 左 傅の 著お の 作製した る長歷 は 眞 の 

春秋 長歷 VJ 合致せ す、 其 間に 多少の 扞 格が あるべき 箬 である。 現に 經傳 日月の 問に 


左傳 

定 に 
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s 逯 せる ものが 所々 にある の 

要する に 左 傅の 長歷は 春秋 長 

同して はならぬ。 しかも 

の 著作 年代 や， 著作^の 推 

他日の 硏究を 期したい。 

7 列 國の曆 

春秋 時代に 晉は夏 正 を 

たす 列國 自ら 推步 をな し 

來 ない。 か、 る說は 多く 

るので あるが * これ は必 す 

の 人で あ り、 其 時代 に は 一 

通じ て、 夏 正 を 用 ひて 居つ 

傅の 著者が 溯って 晉の事 

した.、」 いふ こど も. 或 は あ 


は 多 

歷 ど 

長歷 


用 ひ 

て 曆 

よ 0 

し も 

定 の 

た ヾ J 

，ど 1L 

を さ 一 a 

る 力 


力 


て 居 

を 作 

當 を 


つ 

得 

せ 

い • ふ說 

する： 

も 知 れ 


究 

な 


れに基 

の 問題 

は 顓 琼 

る 材料 


こ 

て 

る 


其 


力 

當 h 

な ： 


せる もので 

して 硏究す 

及び 殷歴の 

提供す るで 


か、 又は 

つた ど 

一 致 を 

リ 思 ふ 

法が 行 

當時 に 

て 二三 

が、 事實 


0 


一一 ニー  四 

あらう ビ 思 はれる。 

ベ き も の で、 互 に 相 混 

硏究 ど 相 待つ て， 左 傅 

あ ら う ど 思 はれる。 


秋 時代 

ふ說は 

れ によ 

左傳の 

れて居 

は れ て 

事 項 を 

の 間 題 


- 一 よ 

輕々 

hN て 

著者 

り、 一 

居 つ 

夏 正 

ノレ し 


天子 必 す し 

し 0 す る 

說明 せんど 

は戰國 時代 

般 に 晉 は 春 

た W 思 は る 

に 相 せ し 

て、 二 ほ餘年 


も 曆を頒 

こ V- が 出 

試 み て 居 

半ば 以後 

秋 時代 を 

、 の で. 左 

り匸己 

の 長き 問 


春秋の 國々 が曆を 異にして 居った V」 いふ 檨なこ VJ は 信じ 難い。 此 問題 は 他日 左 傅 

長歷の 研究に よりて 解決され るで あらう ビ 思 はれる。 


1 隱 公元 年 (前 七 i 1 

年 間 に， 三十 三 個 の 

問に 經文 記載の 三 

千 〇 九 個の 月朔の 

年の 春秋 長 歷を作 

2 左 傳の曆 日は單 

左 傅の 長 歷は純 春 

つ， お 秋 長歷を 見易 

ィ 春秋 日蝕 表 

" 寿 秋 長歷圖 

春秋 長 


括 

二) 正月より 哀公 十 六 年 (前 四 七 九 一四 月 に. 至 る 

確かなる 日食 記事が あるので、 これによ りて 

百 九十 四 個の 曆日 干支 を 適當に 按排す る こ 

干 支 VJ  、八 十八 個の 閏月の 插入 位置^ を 定め 

製した のが 本論 文の 仕事で ある。 

に 之を參 照す るに 止 め、 寿 秋 長歷の 作製に は 

秋長歷 VJ は 明か に區 別す ベ きもの VJ 思 はれ 

からし めんがた めに 次の 四つの 圖表を 作製 


春秋 正 

時日 を 

^によ 

おくし 

與 らし 

る o 

して 罟 


績 二百 四十 四 

確 定 し、 更 に 其 

り て、 全 期間 三 

て 二百 四十 四 

めて 居らぬ。 

る o 


歷 


三 二 五 


^^天文 學史 研究 

、ノ  ^秋 s  朔日表 

二 お 秋 S 閏 朔日 圖(^ 閏 連大圖 ご 

4 光 緒の 初年に 於け る王韜 の硏究 

を 得て 居る が。 

ィ兩長 歷には 多少 

VJ  E,J はる ゝこ VJ 

"研究の 方法 及び 

V」 

の 二つの 理由に より て、 本 ^ 文 は、 王 

占めて 然る * へきで あらう VJ 思 は れ 

(私 は 本論 文の 研究の 全部 完成 

の で、 硏 究の 際に これ を 利用し 

から 兑る こビを 得た VJ しても 

なかった であらう V」 思 はれ る y 


一一 ヨ六 


年始 早晚 

は、 本論 文 


の 出入 あ り、 そ 

結果の 發表樣 


れ 等の 

式 共に 

韜の論 

る o 

したる 

得な か 

，本論 文 


圖) 

ご ほ い 同じ 方法 を 

點に 於て は槪 して 本 

本論 文の 方が 簡單明 

文の 存在に も拘 はら 

後に 始めて 王 韜の論 

つたこ ど は 造 域で あ 

硏究の 際に 省き 得た 


用 ひ， ほ ぃ同樣 の結杲 

論文の 方が 妥當 なり 

瞭なり yj 思 はる ゝこ 

す、 更 に 別個の 地步を 

文 を 見る こ VJ を 得た 

る。 然しよ しゃ 早く 

勞カ はさ して 多く は 


5 养 秋の 曆 は文宣 時代 を界 VJ して 前後に 於て 全く 趣 を 異にして 居る。 前半に 於て 

は、 大 體 歳 終 閎 で、 所 謂殷 正に 近き ものに なつ て は 居る が、 置閎法 も連大 月の 配^も 甚 

だ 不規則で ある。 後半に 於て は、 殆 ど 正しく 所謂 周 正にな つ て 居 b, 大體宣 公 十四 年 

を 章 首 どなせ る置閏 法に 則れる もの 、如 く、 連 大 月の 配置 も 頗る 規則正しく なつ て 

居る。 文宣 時代 は 過渡の 時代で 年始 早晩の 變 化が 甚 しい。 

6 春秋 劈頭 隱公 元年 春 王 正月よ b  、續 經 末尾 哀公 十六 年 夏 四月 己 丑 孔丘卒 に 至る ま 

で、 春秋の 曆 日に 關 する 問題 は古來 頗る 多い が、 是 等 は 皆 本論 文の 如き 春秋 長 歷に立 

脚して 解決され なければ ならぬ。 所謂 三 正論の 誣妄。 寿 王， 正月 論の 解決 や、 更に 又、 

森 秋の 一 切の 日の 干支 は 後より 作爲 して 插 入した ものな らん どい ふ 說に對 する 反 

駁の 如き は. 詳 に 本論 文に 辯 じて 居る。 


春秋 S 歷 
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歳星 の 記事 に よりて 左 傳國語 の 製作 年代 ミ ... 

干支 紀年 法の 發達ミ を 論ず 

序  ^一目 

左 傳及國 ^の 中に ある 歲 星の 記事 は、 今 日 か ら 推算し 吟味して 見れ 

合 はない。 是 等の 記事 は 決して 其當 時の 實 見に 基いた もので はなく • 

不完全なる 智識に より 推步 して 製作した る ものである こ ビは疑 もな 

等の 記琪 をよ く 咀嚼し 吟味したならば， 一 方に 於て は是 等の 記事の 製 

は 左 傅及國 語の 製作 年代 を 推定す る こ どが 出來る であらう し、 又 一 方 

於け る 天文 學の發 達の 程度 を 窺 ふこ ごが 出 來る箬 である。 左 傅の 製 

て は古來 多くの 議論が あ り、 近 年 飯 島 忠夫氏 は 『漢 代の 暦法より 見た る 

洋學報 第二 卷) を 論 やる に當 り、 歲 星の 記事 を 主 もなる 論據ビ して、 左 氏 

の 偽^な り ど斷定 t て 居らる、 程 で、 歲 星 記事の 詳細なる 吟味 は 甚だ 


ば、 悉 く 事實に 

後の 時代から 

い。 從 つて 是 

作 年 代， 引 い て 

に は 其^ 代に 

作 ¥ 代に 關し 

左傳の 僞作ー (東 

傳は漢 の劉歆 

si ましい こ" こ 


で あ 

た る 

支紀 

は 頗 

ビ 疑 

が て 

に 謹 


先 


る。 予 

もので 

年 法 等 

田 5 ふ、 由 

る 不明 

ふ學者 

是 等の 

論文の 

で 謝 意 


づ左傳 

周 語 

王 將 41- 


は 今 回 夭 正 七 年) 硏 


ある V」 

の、 戰 國 

來、 春秋 

胶 なる 

も 少な 

疑圑を 

硏究 に 

を 表す 


及 國 語 

景王ニ 


云 ふ 結論 

より 秦漢 

時代の 幼 

がた めに. 

くないの 

一 掃し 去 

就て は內 

る o 


の 中に あ 

十三 年 

問-律 於 伶 


亘 

一 ^ 

れ 


結果 

し た 

る 際 

0 法 

は ^ 

力 (汐 

が 出 

兩敎 


ご 

ヾ」 

來 

0 


し て 

で あ 

於け 

，太初 

よ hy 

ば 

る で 

の 示 


是 等の 記 

る が、 同時 

る發 達に 

暦 以後の 

輸入せ る 

記 飯 島 氏 

あ ら う。 

敎を煩 は 


は戰國 時代 

又， 十 二次 區 

し て も、 大 體 

頓 せる 替法 

識に 基いた 

如 き) 發 達 徑 


に 製作せられ 

分 法、 分 野 法， 干 

の 了解 を 得た 

どの 間の 連鎖 

もので あら， フ 

路 の 闡明 は、 や 


した こどが 少なくない。 茲 


る歲 星の 記事 を： 摘 記 すれば 次の 如くで ある 


鳩-中略 對曰。 昔 武王伐 fe„ 


歲在 ft 火 一。 月 在-天，。 日 


KM の 記事に よ リて左 傅^ 語 の 製作 年代と 千 支 紀年法 の 發逹と を 論ず  三 二 九 
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在-, 析 木 之 津 1。 辰 在-斗 柄 lo 星 在 "天 竈ー 中略 歲之 所 * 在。 則 我 有 周 之 分野 也 下略 

說 話の 時 西紀 前 五 ニニ 年 

武 王伐殷 年代 不明  歲在鶉 火 

ニ晋語 文 公齊を 去らん V」 する 時 

(姜 氏) 言-於 公子 1 曰 中略 吾 聞 晋之始 封 也。 歲 在- 大 火-。 閼伯之 星 也。 實 紀-- 商 人-下略 

說 話の 時 西紀 前 六 四 六 年 

晋之始 封 年代 不明  歲在 大火 

三晋語 

ィ 文 公 在 十二 年中 略 過，， 五 鹿,。 乞， 一食 於 野人,。 野人 擧 k 以 與 "之。 公 子 怒。 將&レ 

之。 子 犯 曰" 天賜 也。 民以 * 土 服。 又 何 求焉。 天事必 象。 十 有 二 年。 必 獲- -此 土-。 

二三 子士 ^ 之。 歲 在., 壽 星-。 及 ft 尾-。 其 有，， 此七, 乎。 天以 命矣。 復 _,壽 星,。 必獲 -1 諸侯,。 

天之逍 也。 由， 是 始；. 之。 有 fe 其以& 申 一 乎。 所 > -以申 i 也 

說 話の 時 西紀 前 六 四 四 年 

得 P 塊 之歲 西紀 前 六 四 四 年 歲在壽 星 


後 十二 年 西紀 前 六 三 三年 十 一 月 (夏 正) 六 日 戊 申の 日に 果して 五 鹿の 地 を 取 

れ り  . 

7 十 弓。 惠 公卒。 十二月。 秦伯 納-- 公子 1 中略 董因迎 --公 於 河 -o 公 問， 焉曰。 吾其濟 

/IV 

乎。 對曰。 歲 在- 1 大梁 i。 將 集-天 行 1。 元年 始受。 實沈之 星 也。 實沈 之虛。 晋人是 

居。 所，， 以奥, 也。 今 君當レ 之。 無^^ 濟矣。 君 之 行 也。 歲在 失火-。 大火 閼伯之 星 也- 

是 謂 失 辰- 下 略 

說 話の 時 西紀 前 六 三 七 年 

濟 河之歲 西紀 前 六 三 七 年 歲在大 梁 

奔 狄之歲 西紀 前 六 五 五 年 歲在 大火 

四左傳 

"襄 公二 十八 年 春。 無 泳。 梓 慎 曰。 今茲宋 鄭其饑 乎。 歲在 i 紀-。 而淫- -於玄 

9。 以 有-時 m -。 陰 不&^ 陽。 蛇 乘" 龍。 龍 宋鄭之 星 也 巾 略 

裨^ 曰。 今 茲周王 及楚子 皆將. 死。 歲棄 其 次-。 而 旅-於 明年 之 次-。 以害 __鳥 焚。 周 

楚惡 * 之 

歳 虽の 記事に ょリて 左傳阀 語の 製作 年代と 干支 紀年 法の 發 達と を 論ず  三 三 一 


來^ 天 文^史 研究 

說 話の 時 西紀 前 五 四 五 年 

"襄 公三 十 年 於 干 蜣 之 卒- 也。 

門 上 生， 莠。 子 羽 曰。 其 莠猶在 乎。 

其 猶 可，， 以 終&。 歲 及- 1 此 次 - 也 已。 

僕展 -1 伯冇 一。 與 * 之 皆 死 

說 話の 時 西紀 前 五 四 三年 

へ 昭公八 年 晋侯 問-於 史趙 1。 n 陳 

陳顓頊 之 族 也。 歲在& 水。 是以卒 

說 話の 時 西紀 前 五三 四 年 

-ヘ昭 公 九 年 夏 四月。 陳災。 鄭裨 

子產 問-其 故，。 對曰。 陳水屬 也屮略 

道 也。 故 P 五 十二 年- 

說 話の 時 西紀 前 五三 三年 

五及弒 火の 歳 西紀 前 四 七 八 年 


星紀 V」 玄栲 

： レ葬。 公孫 揮 5 裨竈 fc 會 焉。 過-伯 有 氏-。 其 

於レ是 歲 在- - 降婁 1。 降婁中 而旦。 

在- 娵訾之 口 1。 其 


及-其. Lh 也。 歲 

歲在娵 訾 

其遂亡 乎。 對 

滅。 陳將. 如；. さ 

歲在析 木 

竈 曰。 五年陳 

歲 五 及，， 鶉 火,。 


裨竈 指乏。 曰 

明年 乃 及 一一 降 婁； 


曰。 未 也。 公 曰 ( 

" 今 在-祈 木 之津, 


何故。 對曰 _ 

猶 將& 由 i 


復封。 封 五十二 年而遂 u。 

後陳卒 亡。 楚克有 * 之。 天 之 


に陳 果して. U ぶ 


つ 昭公十 年 春 王 正月。 有 * 星 出-子 婺 女-。 鄭裨 竈 言-於 子 毫】。 曰 七月 戊 子。 晋君 

將ぉ。 今茲歳 在，， 顓頊之 虛,。 姜氏 任氏實 守- 1 其 地-。 居-其 維 首 1。 而 y 妖星 1 焉。 吿 _r- 巴 

姜 1 也 

說 話の 時 西紀 前 五三 二 年 歲在顓 頊之虛 

7- 昭公 十一 年 景王 問-於 萇 弘&。 今茲 諸侯 何 實吉。 何實 凶。 對曰。 蔡凶。 此 

蔡侯 般弑- 其 君-之 歲 也。 歲 在-家 韋-。 過 &矣。 楚將^ VN。 然壅 也。 歲 及-犬 梁-。 

蔡復楚 凶。 天 之 道 也 

說 話の 時 西紀 前 五三 一 年 歲 在豕韋 

五左傳 

昭 公三 十二 年 夏。 吳伐 k 越。 始 用- -師於 越-也。 史墨 曰。 不 * 及-四十 年-。 越 其 有 * 吳 

乎。 越 得 .歲 而 吳 伐 * 之。 必 5_ 其 凶- 

說 話の 時 西紀 前 五一 〇 年 越得歲 

三十 八 年の 後 西紀 前 四 七三 年 越滅吳 

是 等の 記事に 就て 注 意 すべき こ ビ は、 第 一 に その 凡てが 占 星 若く は豫 言 に ■ する も 

歳 ^ の 記事に ょリ て左傳 S 語の 製作 年代と 干支 紀年 法の 發 逢と を 論ず  三 三 三 
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ので ある こ V」。 第二に その 豫 言 が餘 りに よく 適 中せ 

は 十二 年後に 五 鹿 地方 を 得る 時日まで 豫 言 して 適 中 

無論 事件の あった 後より 作製した ものである こどに 

歲 星の 位置 を 示す に 十二 次 を 用 ひて 居る こ^。 第 四 

の考 によれる こ V」 等で ある。 

な ほ 參 照 の た め、 次 の 二つ の 記事 を 併せ 考 ふるこ ビ 

六漢 元年 西紀 前 二 〇 六 年 

ィ史記 天官書 漢 之與。 五 星 聚，， 于東 井- 

^漢書 高帝紀 元年 冬 十月。 五 星聚手 東 井- 

ハ浅^ 天文 志 漢 元年 十月。 五星聚 = 于東 井- 

七 太初 元年 西紀 前 一 〇 四 年 

ィ史 記歴書 太初 元年。 歲名焉 逢 攝提格 

史記 天官書 以 _,攝 提格歲 1。 歲陰左 行在^。 歲 

晨 出-東方 10 名 曰 &德 1 


る こ VJ  ^ 

して 居る 

疑 ふま で 

に 占 星 又 

ゝ する a 


に 三ィの 場合の 如き 

の は、 常 識ょ， ^見ても 

も あ るまい。 第 三 に 

は 豫 言 の 方法 は 分野 


星 右轉居 i。 正月 與，, 斗牽牛 .1。 


r 漠省 律歷志 太初 元年。 距 --上 元-十四 萬 三千 一 百 二十 七歲。 前 十一月 甲子 资 

f 旦 冬至 C 歲 在-星 紀-。 婺女六 度。 故 漢志曰 C 歲名 4 敦-。 正月 歳星 出- 婺 女】 

此 外に 孔穎 達の 春秋 正義に は 春秋 十二 公の 元年 毎に 是歲歲 在-某 次 一 ど 記して ある 

が， 是等は 皆三統 術の 百 四十 四 年 超 辰の 法に よりて 後から 推算した ものに 過ぎない 

ので、 特に 吟味す る 必要 はない。 

考證の 一 、年代 

前節に 揭 げたる 材料の 中、^ 以下の 年代に 就て は 殆ど 疑問 を容 る、 の餘地 はない 

が， -? 及 T1 に 就て は、 太史 公の 史記 編纂 時代に 旣に 不明で あ つ て、 史記 年表に は 共和 以 

炎 て 年次に よって 聯 ねて 居る。 今 林 寿溥の 古史 考年 異同 表に よれば、 武王克 

殷の歲 は 

竹 書紀年  辛 卯 西紀 前 一 〇 五 〇 年 

. 史 記 甲 午  一 〇 四 七 年  ^ 

帝王 世紀  乙 酉  一一 一六 年 

の 記事に よ リて左 傳國語 の 製作 年代と 千 支耙年 法の 發 達と を 論ず  三 三？ 


來^ 天文 學史 研究 

ので ある こ VJ。 第二に 

は 十二 年後に 五 鹿 地方 

無論 事件の あった 後よ 

歲 星の 位置 を 示す に 十 

の考 によれる こ V」 等で 

な ほ 參 照 の た め、 次 の 

六漢 元年 西 紀 前 二 〇 六 年 

ィ史記 天官書 漢 之與。 五 星 聚，， 于東井 1 

"^ヒ： お 帝紀 元年 冬 十月。 五 星 聚手東 井- 

漢^ 天文 志 漢 元年 十月。 五 星 聚=于 東 井- 

七 太初 元年 西紀 前 一 〇 四 年 

ィ史 記歷書 太初 元年。 歲名焉 逢 攝提格 

史記 天宫書 以，， 攝 提格歲 1。 歲陰左 行 在， 寅。 歳星 右轉居 あ。 正月 與 -斗牽 牛,。 

S 出-東方 一。 名 曰_, 監德 J 


三 三 四 

その 豫 言 が餘 りに よく 適 中せ る こ VJ, 殊 に 三ィの 場合の 如き 

を 得る 時日まで 豫 言 して 適 中して 居る の は、 常 識 より 見ても 

b- 作製した ものである こど は 疑 ふまで も あるまい。 第三に 

二次 を 用 ひて 居る こど。 第 四に 占 星 又は 豫 言 の 方法 は 分野 

あ る。 

二つ の 記事 を 併せ 考 ふるこ V」 ゝ する。 


^漢^ 体歷志 太初 元年。 距 _-上 元-十四 萬 三千 一 百 二十 七歲。 前 十一月 甲子 朔 

旦 冬至。 歲 在-- 星 紀-。 婺女六 度。 故漢志 曰。 歲 名お 敦-。 正月 歳星 出- 婺女 1 

比 外に 孔穎 達の 春秋 正義に は 春秋 十二 公の 元年 每に 是歲歲 在-某 次 1 ど 記して ある 

が、 是等は 皆三統 術の 百 四十 四 年 超 辰の 法に よりて 後から 推算した ものに 過ぎない 

の で、 特 に 吟味す る 必要 はない。 

考證の 一、 年代 

0^  -if  .3 る 材钭の 中 f! 以下の 年代に 就て は 殆ど 疑問 を容る 、の餘 地 はない 

が、^ 及 T? に 就て は、 太史 公の 史記 編纂 時代に 旣に 不明であって、 史記 年表に は 共和お 

むマ^ 始めて 年次に よって 聯 ねて 居る。 今 林 春 溝の 古史 考年 異同 表に よれば， 武王克 

殷の歲 は 

竹お 紀年  辛 卯 西紀 前 一 〇五〇 年 

史 記 甲 午  一 〇 四 七 年 

帝王 世紀  乙 酉  一一 一六 年 

isa の 事に よ リて左 傳闳語 の 製作 牟 代と 千 支耙年 法の 發 逢と を 論ず  三 三 r 


等 ど 

せ る 

は ^ 

- 一 言 

存 せ 

一 了  i 


來？ ：；： 天文 學史 研究 

三統歷  已卯 

大衍歷  辛 卯 

通 志  已卯 

詩 正義  辛 未 

通鑑 前編  巳 卯 

あ り. 雑 然 どして 歸着 する 所 を 知らな 

年 代 は， 夫 れ）^ の麼 法に て推步 して 

をな さない。 現下の 問題の ために は 

せられて 居った 年代で あれば よいの 

書 紀年は 戰阈^ 代の 書冊が、 西紀 前 二 

ら れ、 晋 の太康 年間に 至りて 世に出で 

れて 居った 紀年を 知る ために は、 有力 

兑當 時の 古本 竹 W 紀 年は宋 代に 至りて 全 

用せ る もの を蒐軿 して 再び 構成せ る もの 


三 三 六 


二  二 年 

一 〇 年 

二  二 年 

三 〇 年 

二  二 年 

い。 なほこ 

加減した る 

、ぶ.^ しも 眞 

である が、 そ 

九 六 年に 沒 

たる もの VJ 

なる 材料 を 

く 散 伙し今 

で、 こ の 構成 


の 中 三 統歷ど 大衍歷 V」 に 記載 

年代で ある 故 に、 我 々の 目的に 

正の 年代で なく ども 戰國 時代 

れす らも 不明で ある。 

したる 魏の哀 王の 墓の 中に 保 

云 はれて 居る の で、 戰 國 時代に 

提供すべき 箬 である。 併し 發 

本 は 其 後 篤 學の士 が 諸 書に 引 

の 際 に、 古 本 に な き 異分子の 竄 


入せ る もめ 甚だ 多 く、 今 本 竹書紀 年中の どれ だけの 部分が 果し 

亡 る もので あるか を 判^す る こ VJ が 困難で ある。 

武王伐 殷の歲 に. 關 して， 今 本 竹書紀 年に は 

ィ (帝 辛) 五 十二 年 庚 寅周始 伐 V 殷 

7( 武 王) 十 二 年 辛 卯。 王 率 ，-西 夷 諸 侯-伐 fe。 敗-之 于拇 野- 

7- 武王 滅棱。 歲 在- 1 庚 寅-。 二十 四 年。 歲 在 "甲 寅 >。 定-- 鼎 洛 邑-。 

年。 共 二百 八十 一年。 自 --武 王 元年 巳 卯，。 至- -幽 王 庚 午-。 二 

^あるが、 王國維 氏の 古本 竹 書 紀年輯 校 及び 今 本 竹書紀 年疏證 

よ れ ば、 宋 以前の 古本 竹書紀 年に は 

-ー (武 王) 十 一 年。 庚 寅。 周始伐 fe 

ホ 王 率-西 夷 諸 侯 一。 伐 fe。 敗-一之 于坶 野- 

へ  き 武 王 滅.. 殷。 以 至 __幽 王,。 凡 二  B 五十 七 年 

ヾ」 あったらう， ^云 ふこ V」 である。 幽王平 王の 年次 は史記 年表 

元年 は 西紀 前 七 七 〇 年で ある こざ は 疑ない やうで ある。 故に 


て戰國 時代より 傅來 


至 _| 幽王 1。 二百 五十 七 

百 九十 二 年 

に考證 せらる ゝ 所に 


に 明記し あり て、 平 王 

武王伐 殷の歲 は ハ に 


歳 鬼の 記事に ょリて 左傳^ 語の 製作 年代と 千 支紀年 法の 發 逢と を 論ず  三 三 七 
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三統歷  巳 卯  11 

大衍歷  辛 卯  11 

通 志  已卯  11 

詩 正義  辛 未  11 

通鑑 前編  巳 卯  11 

等 VJ あ り， 雜 然 VJ して 歸着 する 所 を 知らな 

せる 年代 は， 夫 れ ）^ の歷 法に て推步 して 

は 用 をな さない。 現下の 問題の ために は _ 

に 信せられ て 居った 年代で あれば よいの 

竹 書紀年 は戰國 時代の 書冊 が、 西 紀前ニ 

存 せら れ、 晋 の太康 年間に 至りて 世に出で 

行 はれて 居った 紀年を 知る ために は、 有力 

見當 時の 古本 竹書紀 年は宋 代に 至りて 全 

用せ る もの を蒐輯 して 再び 構成せ る もの 


三 三 六 

二  二 年 

一 〇 年 

ニニ 年 

三 〇 年 

二  二 年 

い。 なほこの 中 三 统歷ど 大衍歷 V」 に 記載 

加減した る 年代で ある 故 に， 我 々の 目的に 

-必 すし も眞 正の 年代で なく  V- も戰國 時代 

である が、 そ れす らも 不明で ある。 

九 六 年に 沒 したる 魏の哀 王の 墓の 中に 保 

たる もの VJ 云 はれて 居る の で、 戰 國 時代に 

なる 材料 を 提供すべき 箬 である。 併し 發 

く 散佚 し、 今 本 は 其 後 篤 學の士 が 諸 書に 引 

で、 この 構成の 際 に、 古 本 に な き 異分子の 竄 


人せ る もの 甚だ 多 く、 今 本 竹書紀 年中の どれ だけの 部分が 果して 戰國 時代より 傳來 

せる ものである か を 判別す るこ^-力 困數 てま-る 

武王 伐^の 歳に 關し て、 今 本 竹書紀 年に は 

^帝 辛) 五 十二 年 庚 寅周始 伐 V 殷 

リ武 王) 十二 年 辛 卯。 王？ 西 夷 諸侯-伐 &。 敗-之 于坶 野- 

武王滅 k。 歲 在-庚 寅-。 二十 四 年。 歲 在-申 寅 1。 定- 鼎洛邑 1。 至- 幽 王-。 二百 五十 七 

年。 共 二百 八十 一年。 自 --武 王 元年 已 卯-。 至- 幽 王 庚 午-。 二百 九十 二 年 

V」 あるが、 王國維 氏の 古本 竹 書 紀年輯 校 及び 今 本 竹書紀 年疏證 に考證 せらる、 所に 

よ れ ば、 宋 以前の 古本 竹書紀 年に は 

-1( 武王) 十 一 年。 庚 寅。 周始伐 fe 

ホ 王 率お 夷 諸 侯 一。 伐. 殷。 敗-之 于坶 野- 

へ  き 1 武 王 滅. fe。 以 至- 幽 王-。 凡 二百 五十 七 年 

一」 あったらう ビ云 ふこ どで ある。 幽王平 王の 年次 は史記 年表に 明記し ありて、 平 王 

元年 は 西紀 前 七 七 〇 年で ある こざ は 疑ない やうで ある。 故に 武王伐 殷の歲 はハ、 に 

歲^ の 記事に ょリて 左俥國 語の 製作 年代と 干支 紀年 法の 發 逢と を 論ず  三 三 七 
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よれば 西紀 前 一 〇 五 一 年 V」 なり、 へ 

じ 古本 中に あるべき 一一 の 干支^ へ 

調和 せんがた めに 二十 四 年 を增加 

思 ふに 年代に 附 せる 干支 は、 王 氏 

なくして 發見 後に 附 加され たもの 

發兒當 時の こど を 記せる 中に 

蓋魏國 之史記 也。 推-校 哀王ニ 

一 歲 下略 

VJ ある。 推校ビ 云へ るに よりて 察 

支 はな か つたで あらう し、 又 最 初 通 

せらる ゝの である。 又 後段に 論す 

は後漢 以後の こ VJ であ り. 其 原始的 

はる ゝ が、 戰 國 時代に 於け る 數へ方 

十 年 は， 壬 戌に 非す して 庚申で ある 


三 三 八 

によれば 西紀 前 一 〇 二 七 年 V」 なる 箬 である が、 同 

の 年 數ごは 互に 調和し ない。 今 本 はこの 二つ を 

したる もの V」 思 はれる。 

も 云へ る 如 く、 宋 以前の 古本に は ある が、 原 本に は 

であらう。 杜預の 寿 秋 經傳集 解 後 序に、 竹 書紀年 

十 年-。 大歲 在-壬 戌 1 中略 去-今 大康 三年-。 五 百 八十 

發 


す れ ば， 發 見の まゝの 原文 

讀の 際に 直ちに 干支 を 記入 

るが 如く、 干支 紀年法 は， 一般 

な 形式に て は戰國 時代に も 

によれ ば、 太康三 年よ b 五 百 

ベ き箬で あ る (後段 第 十 一 節 


に は 年代に 附 せる 干 

したで あらう ど 想像 

に 廣く用 ひられた の 

行 はれて 居つ た V」 思 

八十 一 年 前の 哀王ニ 

0 照)。 哀王 二十 年 を 


壬 戌 V- しそれ に 調和す る 如き 干支 紀年法 は， 凡て 後漢 以後の もので なければ ならす 

戰國 時代の 竹書紀 年に はあり 得ない 箬 である。 

旣に 年代に 應する 千 支 を 以て 發見 以後の 記入で ある VJ すれ ば、 そ れ VJ 密接の 關係 

ある 積年 通算 も 亦 同時の 記入で あるか も 知れぬ。 への 二百 五十 七年^ 云へ るも果 

して 戰國 時代の 原本に ありし や 否や 疑 はしい。 

要するに 材料の 一 伐 殷之歲 の 年代 は 不明で ある。 二 晋の始 封の 歲も 同樣 である- 

考證の 二、 十二 次  f 

歲 星の 位置 は 十二 次に よって 示されて 居る。 十二 次は黃 道に 沿 ふたる 天の 一周 

を 

壽星 大火 析木 星紀 玄栲 娵訾 

降婁 大梁 實沈 鶉 首 鶉 火 鶉 尾 

の 順-一予に 十二 に 等分した もの で、 各 次 三十 度 宛。 壽 星の 中央 は 秋分 點に、 星紀の 中央 

は 冬至 點に、 降婁の 中央 は 春分 點に. 鶉 首の 中央 は 夏至 點に當 る。 是 等の 名稱は 、漢書 

^星の 記事に ょリ て左傳 K 語の 製作 年代と 干支 紀年 法の 發 達と を 論ず  三 三 九 


^^天文 學史 研究  三 四 0 

摔歷志 以後 は 代々 の歷 志に 見え 實 際に 用 ひられて 居る が、 漢 以前の もので は、 左 傳 國 

お 及爾雅 にある のみで， 呂氏 春秋 ゃ淮南 子ゃ史 記に 見えな いのは 或る 意味に 於て 不 

思議で ある V」 云 へる (後段 第 十三 節 及第 十五 節叁 照)。 爾雅に は 

壽 星角亢 也」 大辰房 心 尾 也、 大火 謂-之 大 辰-。 析木之 津箕斗 之 間漢津 也。 星紀斗 

^牛 也。 玄栲虛 也。 娵訾之 口 營室東 壁 也。 降 婁奎婁 也。 大梁昴 也。 咮 謂- 1 之 柳 1 

柳 鹑火也 

ど ある。 十二 次の 位置 は歲 差なる 現象の ため に， 恒 星に 對 して 少し づ ゝす れ、 恒 に 同 

1 の 關係は 有せざる 箬 である が、 爾 雅に 記せる 相互の 闊係 は、 丁 度戰國 時代に 於け る 

十二 次の 位置 を 示せる ものである。 

某 年に 歲 在-一 某 次- V」 云 ふこ VJ は、 其 年の 始めに 於け る歲 星の 位置が 其 次の 範圍內 に 

ある VJ 云 ふこ VJ である。 故に 多くの場合の 平均 を 取りて 云 へば、 年始に 於け る歲星 

の 位 I ^が 丁度 其 次の 中央に ある ど 云 ふこ ごになる 箬 である。 然るに 一方に 於て 標 

準 的 元始の 年に は、 歲 星が 年始に 星紀の 次の 始めに あ り、 年 末に 其 次の 終りに ある を 

以て^" 想 どして 居る こ VJ は、 例 へ ば 漢書 律歷 志に 


上略 以紀 曰 月 lo 故 曰-星 紀-。 五 星 夢 其 初-。 曰 月？ 其.？ 

V」 ある を 見ても 明かで ある。 

十二 次の 名称 及び 十二 次，、」 恒星 ど の 關係か ら. 十 二次 制度の 年代 を 推定す る こビ 

が出來 得べき 箬 である。 この 事 は 後段に 讓 る (第 十三 節) 

考證の 三、 分 野 

材料のお の 越 得 * 歲 ^云 ふの は， この 年の 歲 星の 位置が 越の 分野に ある ビ云 ふこ ど 

である 。分野 ビ云 ふの は、 天の 部分， 主 どして 黄道 方面の 一周， を 地上の 谷 方面に 割 り 

附け たもので あるが、 こ、 に 所謂 越の 分野 は 天の 何れの 部分な り や。 この 問題 は 一 

見頌る 簡單で 直ちに 答 へ 得べ きもの、 如くで あるが、 實際は 甚だ 複雜 にして 且つ m 

要なる 問題 で、 實 に 本論 文の 眼目 をな して 居る。 

普通に 行 はれて 居 る說 では、 吳 越の 分野 は星紀 で， 從 つ て 越 得き ご 云 ふの は， 此年歲 

星が 星紀に 在った V- 云 ふこ どで ある。 而 して 左. 傳 の 本文の 意味 は 杜預の 注に 

此年歲 在-星 紀-。 星 紀吳越 之 分 也。 歳星 所き。 其國有 J 職。 吳先用 * 兵。 故 反 

歲 W; の^^ によ リて 左傳^ 語の 製作 年代と 干支 鈀年 法の 發 達と を 論ず  三 四 一 
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き 

ど ある 如 く， 吳 も 越 も 北 ハに歲 を 得て 居る の に. 吳 先 づ兵を 動かし て， 歲 を 得 て 居る 越 を 

攻めた から わるい ど 云 ふので あるが. この 解釋は 頗る 無理で ある。 若し吳 も 越 も 共 

に歲を 得て 居るならば 本文に 越 得；. 歲 V- 書く 箬 がない。 (一) 或は 說を なして-同じ 星 

紀の 中で も 越の 分 は 其 初めの 斗に 當， e  、吳の 分 は 其 終りの 牛 女に 當 るが 故 に、 此 年 歲 

星が 星 紀の 初め に 在り て、 越 だ けが 歲を 得、 吳 は ま だ 歲 を 得ない ので ある ど 云 ふの も 

あるが、 この 說も 充分の 論據 がない 上 に， 本文 の解釋 VJt て も 頗る 不充分 なるこ ど を 

免れない。 

分野の 考 へを纒 めて これ を 整理 し、 黃 道の 一 周 天 を それ <^ の國に 割り 當て たの 

は. 後 段に 論す るが 如 く、 戰 國 時代で あらう V- 思 はれる が、 今 曰傳 つて 居る の は， 淮 南 子 

天 文 訓、 史 記 天 官 書， 及 び 漢書 地理 志に 記載せ る もの で、 み な漢 以後の もの、 みで ある 

ィ淮南 子 天文 訓 

星 部 地名。 角 亢鄭。 ^房 心宋。 尾箕 燕。 斗牽牛 越。 須 女吳。 虛 危齊。 營室東 

壁衞。 奎婁 科。 胃 昴 畢魏」 觜籑 參趙」 京 井 輿 鬼秦。 柳 七星 張 周」 冀き楚 


？ 史記 天官書 - 

き 亢^ 兗州。 房心豫 州。 尾箕幽 州。 斗 江湖。 牽牛婺 女 楊 州。 虛危靑 州。 營室 

柬壁幷 州。 奎 婁胃徐 州。 昴畢冀 州」 觜喷參 益 州。 柬井 輿鬼雍 州。 柳 七星 張 一二 

河。 翼 鰺荆州 

中略 二十 八舍。 ま， 十二 州，。 斗秉兼 所- 從來- 久矣。 秦之疆 也。 候 f 太き。 占 

於- S 弧 1。 吳楚 之疆。 候 在- 熒 惑-。 占 於 "鳥 衡-。 燕齊 之疆。 候 在-辰 星-。 占 於- 虛 さ。 

宋鄭 之疆。 候 在- 1 歲 星-。 占 於-房 心-。 晋 之疆。 亦 候 在" 辰 星-。 占 於 i 罰- 

ハ前 漢書 地理 志 

秦地 於，， 天 官-東 井 輿 鬼 之 分野 也。 魏地觜 醺參之 分野 也。 周 地 柳 七星 張 之 分野 也 _ 

韓地角 亢丘之 分野 也。 趙地 昴畢之 分野。 燕 地尾箕 分野 也。 齊地 虛危之 分野 也 

魯地 奎婁之 分野 也。 宋地房 心 之 分野 也。 衞地營 室 柬壁之 分野 也。 楚地 翼敏之 

分野せ。 吳地斗 分野 也。 粵地牽 牛 婺女之 分野 也 

是等 相互の 間に 多少の 異同が あるの は. 傳來の 間に 自然に 生じた 誤で あらう。 當面 

の 問 なる 吳 越の 分野に 就て は、 淮 南 子 ど 前 漢 書 どに て 順序 相轉倒 し、 其 何れ か 一方 

^象の 記事に よりて 左俾^ 語の 製作 年代と 千 支紀年 法の 發 達と を 論ず  三 四 三 
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を^し どす るより は 寧ろ 吳越は 始めより 同 一 次 (星 紀) な りし"、」 解す る 方穩當 なる か 

に 見 ゆるが (二)、 更に 一 步を 進め て、 戰 國 時代の 分野 も 果して 是等 V」 異なる 所な かり 

しゃ 否や を 考究し なければ ならない。 

吳 越の 分野の 問題 ご 關聯 して、 燕の 分野が 析 木 (尾 箕) で ある こ V」 が 問題で ある。 分 

野の 割り 當て は、 大 體に 於て 南東 北西の 順に 地上に 割，^ 當て たので ある が、 其 中 燕の 

分野が 析 木なる こ V！ だけ は， 目 立ちて 不規則で ある。 何等か 斯く ある. べき 特殊の 理 

由がなければ ならない。 

徐發の 天 元 曆理は 其 分野 論に 於て、 吳 越の 分野 V」 、燕 の 分野 V」 の 二 問題 を捉 へ、 巧み 

に 之 を 解 決 し、 し かも 大體に 於て 正鵠 を 得て 居る V」 思 はる、 の は， 實 に 二 千年 來の疑 

翊 を氷釋 せしめた もの VJ 云 ふべき である。 其說 によれば 分野の 割り 當に 戰國 より 

漢に 移る 際に 多少の 變更を 受けた が， 其 主 も なる もの は 越 V」 燕の 分野で ある。 古 分 

野に て は， 析 木 は 鹎の分 野、 星 紀は吳 の 分野 で、 燕 は齊の 分野の 一部に 合 まれ 特別の 割 

b 常 を 有せなかった ので ある C 斯く すれば 分野の 割り 當は 全體 V- して 順序よ く 誠 

に 自然 的で ある。 然るに 漢 初に 至りて 南 越 王尉陀 固き を 負んで 久しく 王化に 服せ 


ない の で， 漢 人 これ を惡 み， 越 を 分野の 割り 當 より 省 き、 越 より 取り上げた 析木 を， 漢 初 

に 大功 あつ た 燕に 與 へ、 斯 くして 遂に 星 紀は吳 越の 分 野、 析 木 は 燕の 分野 V」 なる に 至 

つたので ある。 

天 元曆理 全書 考古之 四 若 碎-- 越 于吳- 。而易 * 之以 vli。 則 漢人 之變 法。 漢初燕 

最有， 功。 越最 負き。 故 易-之 燕,。 燕 適 在 _| 東北 寅 地-。 古法 似 T 以- 齊秦 趙楚越 五大， 

爲， 外 方、 . 其餘 七國。 倶 屬-內 方-。 理 或 有 * 之 

斯の 如き 論 斷の根 據は第 一 には當 面の 問題なる 二つの 事實が 最も 自然 的に 解釋 

さる ゝ こど。 第二に は前揭 U 史記 天官 書の 分野の 後段 に 「, 齊 の 疆は虛 危に占 す JVJ 

ある こどで ある。 史記三 書に は 古くから 傳來 せる 說を其 儘 採， 9 入れた る 箇所が 少 

なから す 見える が. これ も 其 一 例 で、 燕 V」 齊 W の 分野が 共通に 虚 危 (玄 拷) な りし 戰國時 

代の 古 分野 法の 一 端 を 示して 居る もので あらう。 

以上の 見解に 從 へ ば、 越 の 分野 は， 戰 國 時代に は析木 で、 漢 以後 は星紀 であるが 故に， 

材料の 五 は 

戰國 時代の 人 は， この 年 歲星析 木に 在り ビ 解し 

^おの 記事に よ リて左 博 W 語の 製作 年代と 千 支紀年 法の 發 逢と を 論ず  三 四 五 
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乙漢 以後の 人 は * この 年歲 星々 紀に 在り ど 解した 箬 である。 材料の  一 二 を 捨て、 三 

四 五 を 併せ 考ふ る に， 西 紀前六 五 五 年よ， 9 西紀 前 五 一 〇 年に 至る 百 四十 五 年り 間に- 

歲星は 甲に よれば 十二 周 V」 一 次卽ち fH 四十 五次 を 進 み、 乙 によれば 十二 周 V」 二次 卽 

卞ニ：： 四十 六 次 進んだ こどになる。 甲に よれば 一年に 一 次、 十 二 年で 一 周 天で あるが- 

乙に よれば 一 年に 一 次より 少し 多く を 進 み、 其 餘 分が 積り て 百 四十 五 年の 間に 一度 

超お する こごになる。 是 故に 若し 歲 星の 記事 を 製作した 人が 戰國 時代の 人で ある 

な ら ば、 其 人に 歲 星の 運行 を 以て 正しく 十二 年に 一 周 天す る もの ビ 信じて 居った 人 

であらう し. 又 この 記事 を漢 以後の 人が 研究したなら ば、 其 人 は 記載の 事項よ りして 

容易に 百 四十 四 年 超 辰の 法 を 誘導し 得た であらう。 

二) 左 氏會箋 昭 公三 十二 年の 條、 及 び 襄公九 年の 條參照 

(1 1) 王 念 孫 I 讀書雜 志 斗 牽牛越 須女吳 の 項 

計  算 

今日より 溯りて 二三 千年 前の 歳星の 位置 を推步 する こ VJ は 容易で ある。 今 ( 一 ) 


― ~         JJU  五 六 六 

〇 〇 一 三 四 四 五 
四 六 〇 一 五 四 五 

星實 壽 析 壽實鹑 
紀 

始沈 星 木星 沈 首 

3. 東 （乙) (甲） 豕 星壽大 
星 析 

紀井紀 木 韋紀星 火 


ノィゲ パク ェ ルの 太陽 及 遊星 表に より て、 そ れ の 年の 年 首に 於け る歲 星の 位 S 

を 計算 すれば 次表の 如くで ある 


年 代 西紀 前 計算せ る 位置 


紀 


1% 


差 


三 • 九 

三， 九 

二 入 

二人 


三- 


合 

合 


な ほ 六 五 五、 五 一 〇 、 一 〇 四 G- 分 を 次に 圖示 する 

歳^ のお 事に ょリ て左傳 H 詰の 製作 年代と 千 支紀年 法の發 逢と を 論ず 


:- 一 S 七 
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( |  )  Neug.eh>auer — Abgek(--rztc  Tafeln  der  Sonne  und  drtr  gsssen  rla-eten,  B2.H11,  Is.. 

第一 圖  第二 圖 


0 

三 


歳星の 運行に 關 する 智識 

歲星は 地球の 五， 二倍の 距離で 太陽 を 廻って 居る の を、 一 年で 太陽 を 一 周す る 地球 

^  JX,  ^  上から 見て 居る ので あるか ら、 其 運 行 

 71^ き 

に は， 緩 急 あり 停滞 あ り、 時 に 逆行 も あ 

る 如く 見 ゆるので ある が， 大 體に 於て 

西より 東へ 一年に 約 三十 度 宛 移り、 約 

十二 年で 天 を 一周す るので ある。 歳 

星の 位置 を 以て 年を紀 する 考 へ を 起 

し た當時 は、 正 しく 十二 年に て 天 を 一 

^"する もの ビ さ 5 じて 居った であらう 

が、 正確に は  一 丁 八 五六 五 年で 天 を 一 

周す るので、 一 年に 移る 度數は 三十 度 

^  V  より 少しく 多い。 この 少し宛の 餘分 

歳 mi の ^事に よ * て 左傳^ 語の 製作 年代と 干支 紀 年^の 發 達と を 簾ず  三 四 九 
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が 次第に 積り て 約 八十 三年 

； 次に 割り 當っ れ ば， 八 十 三 

へ る o 

： 周 末から 漢 初まで は 超 辰 

じて 居る 

ィ淮南 子 天文 訓 故 十 

六 分 度 之 七。 十二 歲而 

"史記 天官書 歲行 三 

天 

(是 等の 度數 は、 周 天 を 

レ左傳 昭公九 年 材料 

て 居る ものであるが. 其 

昭公 十五 年に 超^が あ 

十二 年 目が 鹩 火に 當る 


で 三十 度に な る。 

年毎に 一 次 を 飛び 

を 知 ら す、 歲 星 は 正 

ニ歲而 行 _|1 1 十八 宿 1 

周 

十 度 十六 分 度 之 七 < 

三 六 五 度 四 分 一 ビ 

の 四-一の 說話 は、 其 

製作者 は 超 辰なる 

る箬 なる が、 こ の 說 

ために は、 この 超 辰 


卽ち 若し 周 天 を 十二 次に 分ち 二 年 を 

越す こ VJ になる ので、 これ を 超 辰 V」 稱 

しく 十二 年に て 一周 天す る もの，、 」 


日 行 十二分 度 之 一。 歲行三 

率 日 行 十二分 度 之 一。 十二 


其 十二 

の 年代 

を 知ら 

に 見えた 

見込んで 


分の 一 及び 

を 本論 文の 

な I  。  # 默 

る 計 算、 卽 ち 

居らぬ。 こ 


一 日 分 

硏究問 

の說に 

五 年後 

れに劉 


十 度 十 

歲而周 

で あ る) 

題 V」 し 

よれば、 

より 五 

散 偽作 


說に對 する 有力なる 反證 である (ご 

B 一  し 左お i 公二 十 \ 年の 記事 は、 歲 每の歲 星の 位置 を 示せる 條下 に、 史 記天官 書に 「次 

を 失すれ ば 云々 j ，淮南 子 天文 訓 に 「某 々對 を爲 す S ど あ る ど 共 に 、歳 星の 運行が 全然 規 

s 正しき ものに は 非す して， 時々 豫定の 次 以外に ある こざ を 認めて 居った こ^-を 示 

す ものである o 

7j 劉歆の 三統術 は、 歲 星 を 以て 百 四十 四 年毎に 一 たび 超 辰す る もの ど し、 西 紀前六 七 

一、 五 二 七 (昭 公 十 五 年)、 三 八 三、 一 一 三 九 (秦 始 皇帝 八 年). 九 五 (漢 武帝 太始ニ 年) 等の 年を以 つ 

て 超 辰の年.、」 して 居る (二) 

. 二) 左 氏 會箋襄 公二 十八 年の 條參照 

(二) 前 漢書 律 歷志世 經及歲 術の 部參照 

記事 ご 計算、、」 の 差違の 説明 

第 六 節に 得た る 如 き 記事 ど 計算 どの 差違 は 如何 樣に說 明すべき ものな り や。 若 

し 絕對に 書物 を 信用し、 記載の 事項 を以 つて 疑 ふ ベ からざる 史實 なり.、」 見做すなら 

歳星の^^ によ リて 左傳^ 語の^ 作 年代と 千 支 紀 年 法の 發 達と を 論ず  三 五 一 
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に、 推 步の方 を 誤れり どす るより 外 は な 

ご-ぶふ こ V」 になる。 例へば 唐書歷 志に 

歲 星。 き， 商 周, 迄， I 寿 秋 之 季,。 率 百 二 

微差。 及- 哀平間 ^勢 乃盡。 更 八十 

之。 則不 P 可， 得 也 

ヾ J 云へ るが 如き ものである。 これ は 一 

夫 天運。 三十 歲ー 小變。 百年 中 變- 

此其 大數也 

ご 云 へ るが 如き 考 V」 ，又 一 つに は 晋の虞 

實に鑑 み、 現 在の 觀 測の 事 實に よりて 一 

あらう。 一行の 當 時に ありて は 無理な 

如き 心配 は 全然 無用で ある。 ノィ ゲバ 

で 精確に 推步し 得る 樣に 調製した もの 

計算の 方に 誤りがない ど すれ ば、 記 事 


載 せ 

十餘 

四 年 

方 に 

) 五 

喜 の 

槪 に 

ら ぬ 

ク ェ 

で、 こ 


後 

年 


世の 觀 測に 

る 一行の 五 

而 超-一 次 -0 

0 次 1。 


ぼ 

一 . - 

れ 


史 記 天 官 

载 大變。 

見 以來漸 

を 推す こ 

VJ ゝ 田-〕 は 

の 遊星 表 

に 疑 を 挾 


よ， 9 て 古 一- 

星  議に 

戰國後 其 行 

以 爲__ 常 比， 中 


の 方が 當時實 見 


推 す の が 0 理 


急。 

V 一一 


^漢 尙 

術 以 ^ 


大變 一 紀。 ， 三 紀而大 

差 


確かめられ 

を 危 險 な ，り 

、が 今日 に 

如 き は、 一 度 

ベ き 餘地は 

事 實 を 記 し 


る 歲 

感 じ 

り て 

十分 


の 一 

し も な い 

もので な 


ジ. 事 

の で 

斯の 

一 ま 


或は 想像に よ， 9、 或は 誤れる 推步 法に よ， 9、 若干 後の 時代に 製作した もの 

ばなら ぬ 

A- 劉歆の 製作せ る もの どす る說 

先づ 第一 に 疑 はれ H 居る の は、 前 漢の 末に 劉 歆が是 等の 記事 を 製作し 

う V」 云 ふ こ V」 で、 こ の 疑 はー應 理由が ある。 何 V- なれば 是 等の 記事 は 凡 

ざるに も拘 はら す、 劉歆の  一二 統 術に は 非常によ く 適合す るからで ある。 

の&經 には是 等の 歲 星の 位置が 如何によ く三統 術の 藤 法 ど 適合す るか 

S3 る。 事實に 違へ る 記事 ビ、 異實 に 非ざる 百 四十 四 年 超 辰法ビ が、 互 に よ 

て 居る VJ 云 ふの は 決して 偶然で は 有り得ない。 ィ百 四十 四 年 超 辰 法に 

に 1 合する 如くに 記事 を 製作した か、 又 は "是 等の 記事 を 事實ど 認めて 

四十 四 年 超 辰 法 を 導き出し たか 二者 其 一 でなければ ならぬ。 

實際は 八 二 丄ハ年 にて 超 辰す ベ きもの を 百 四十 四 年 超 辰 法に て 推算す 

得た る 位置 は 平均 一 九 四 年毎に 一 次の 差 を 生す る箬 である。 材料 はに 

を 取れ ば、 西 紀前 五三 一 年 ど 五 一 〇 年 V」 の 間に 超 辰 ありし 箬 故、 超 辰 後の 

歳星の， S 事に よりて 左傅閣 語の 製作 年代と 千 支紀年 法の 發 逢と を 論ず  三 五三 


VJ 見な けれ 


たので あら 

て 事實 に 非 

漢書 律藶志 

を 記述して 

く. E 鹿 合し 

よりて それ 

それから ：C 

れ ば、 推 步 し 

て 乙の 見解 

西紀 五 一 ■〇 
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年の 記事 を 取 り、 其 

其 差 ニ丄ハ に 一九 四 

數 へて 西紀 前 六 年 

前後に 十 年 乃至 二 

を 土 臺 V」 し WI 四十 

る 害で あ り、 又 " 左 

辰 法が 誘導 さる ベ 

飯 島 氏 は ィの見 

論斷 して 居らる 、 

^) う V」 ふ。 

B 戰^ 時代に 製作 

乃至 五 を 通じて fo 

を U じて^った 人 


時 の 差違 三- 

を 乘じ五 〇 

は 推 步を始 

十 年 位の 出 

四 年 超 辰 法 

傳國 語の 記 

き 害で ある 

解に て歲星 

が、 予 は" の 

せる もの V」 

の 分野に 關 

四十 五 年の 

が戰國 時代 


四 

| 一 

事 

U 

の 

し 


よ 

て 

ヾ J 

言 


Z 、超 辰 後の 位置 


を 得 

年 VJ 

あ る 

推步 

事 を 

を 取 

說 

は 甲 

一 度 

^ し 


の 


0 西紀 前 

る o こ の 

あ ら う が- 

れ  ば， 左 傳 

レー E 沒 kr 

釋 し、 左傳 

、歳星 記事 


見解 を 有 

超 辰が な 

もの VJ  T3 


- - 目 

t ネ 

五 一 

0 算 

耍 す 

國語 

實 ヾ 」 

を 以 

の 製 


當 す 

〇 年 

は 勿 

る に 

に あ 

を聯 

つ て 

作者 


し て 


る 


ベ き 

よ り 

論 精 

ィ 前 

る 如 

結す 

# 散 

を ESj 


居 つ 

從 つ 

ど が 


た 箬 

て 正 

可 七 匕 


國 の 

五 〇 

確な 

漢末 

き 歲 

れ ば、 

り 爲 


値 0. 五 を 減 じ. 

四 年 だけ 後に 

もので はなく， 

の 歳星の 位置 

星の 位置 を 得 

百 四十 四 年 超 

作せ る もの V」 

國 時代に 求め 


であるか ら、 材 料 三 

しく 十二 年 一 周 天 

である。 十二 年 一 


間 天 ビ して 推步 すれば、 八 二. 六 年毎に 一次の 差 を 生す る箬 である 故に、 基準に 取りれ 

る 元始の 年 は 

ひ 55-  S2.6X  (3.9—p5)  =  374 

5IO--82.6X  (2.I-—-P5  一  =  378 

なる 計算に より、 西紀 前 三 七 六 年頃 ビ なる。 尤も 前後に 十 年 乃至 二十 年 位の 出入 は 

免 1 ないで あらう が、 大約 この 年代 頃 を 出發點 どし、 十二 年 一 周 天^して 推步 すれば 

左 專國^ にある 如き 歳星 記事 を 得る 箬 である。 

要するに 歲 星の 記事の みに 就て 論 やれば， A 及 ゆの 二つ ^ 答 解が 可能で ある。 二 

i の答谇 ある 所以 は、 材 料の s に， 關し 甲乙 二様の 見解 を容 るすた めで あつ て、 單 に 記 

^ そ れ 自身 だけから はめ s の 何れ を 正し ど 決定す る こどが 出來 ない。 予が ひ を 松 

て^を 採らん V」 する の は 次 節 以下に 述 ぶる 理由に よるので ある 

(昭和 三年 五月 追記 材料 i7 左 傳昭公 九 年陳の 滅亡 に關 する 豫言 は、 ひ 說 に 

對 する 有力なる 反證 である。 この 事 は 一再 び 左傳國 語の 製作 年代 を 論す 7 い へ 

る 次篇に 詳論して 居る。) 

议.. K  o 記事に よ リて左 傅^ 語 の 製作 年代と 千. 支耙年 法の 發 達と を 論ず  三 五 五 
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干支 紀年法 其 


三 五六 


上に 溯り て歲 星の 位 S を推步 し、 これ 

將來に 向つ て も 同じ 紀年法 を應用 せん 

くに 戰國 時代の 人が 正しく 十二 年 一 周 

の 名 は 十二 年毎に 循環 し， 結 局 は 十二支 

らうが、 黄道の 一 周 天 を 十二支に 配當せ 

期 頃 よ り) の こどなる に、 不 幸に も 十二支 

反對 なる が 故 に、 十 二の 歲名 ど 十二支 ど 

の 制定に 際して は 少なから. さ る混雜 を 

る o 

是 故にお し戰國 時代よ h- 秦 漢に亘 りて 

ば、 紀 年 法の 發逹其 者 も 興味 ある 問題で 


によりて 年を紀 せん VJ 

V- 企てた に 相違な から 

ヾ J 信じて 歲星紀 年 法 を 

紀年法 若く は 干支 紀年 

る は旣に 久しき 以前よ 

の 配當は 東より 西へ 廻 

は 首尾 相轉 倒す る こ ヾ J 

免れなかった であらう 

_紀 年 法の 變遷を 研究す 

ある VJ 共 に、 そ れ に關聯 


試みた 

う。 殊 

月 乙. V/ 

法に 歸 

り (恐 ら 

i 星 

、なり- 

VJ 想 像 

る こ VJ 

し て 前 


る 人 は， 必 や や 

P  ^  一  の. 5 

り V」 すれ ば、 歳 

着すべき であ 

く は 春秋の 初 

の 運行 VJ は 正 

，十二支 紀年法 

される ので あ 

が出來 たなら 

節の A 若く は 


B の 問題に 對 しても 有力な る材 料 を 提供し 得る で あらう 一 


論述の 便宜 上， 種 々 の 紀年法 を 次の 如くに 定義す る 

r お (星 紀年法 直接に 歲星 所在の 次 を 指示す る 方法，。 例へば 歲在壽 星， 歲 在 大火 

V」 云 ふ が 如し。 

^？歲 陰， 太 陰 若く は 太 歲紀年 法 歲 星の 運行 は， 天 に 於け る 十二支の 配 當 (十 一 一 辰) ど 

は 正反對 なる が. 故 に、 其 不便 を 避く るた め に， 歲 星 ど相應 じて 正 反對の 方向に 進 

行す る 假想的 指標 を 設定し、 これ を 歲陰太 陰、 若 く は太歲 ，ヒ 名け、 この 假想 指標の 

^置に よりて 年を紀 する 方法。 例へば 歲陰 寅に 在る 歲. 太 歲 寅に 在る 歲 ビ 云 ふ 

が 如し。 斯く すれば 歲の 順序に 十二支の 順序 を 追 ふこ ヒ 、なる 

め 十二支 紀年 法， 千 支 紀年法 歲 星の 運行 ど關係 を絕 ち、 十 二 支 又は 六十 干支の 順 

序に 數 ふる 紀年 法。 例へば 現行の 千 支紀年 法の 如き もの 

右 の 中、 W の紀年 法に 於 て、 歲 星の 運行 を 以て 正しく 十二 年 一 周 V」 信じて 實行 せる 間 

ま、 無 超お^ 陰紀年 法に て， 寶 S に 於て はの 紀年 法^ 同樣の もの どなるべく ヌ歲 星の 

運行 を 以て ^四十 四 年 超 辰 V」 信じて 實；， 仃 せる 間 は、 太 歲の 干支 も 亦 百 四十 四 年毎に 

1 超 辰 をな す箬に て、 超 辰 的 太 歲紀年 法 ど 云 ふ べきで ある。 

歳星の 記事に ょリ て左傳 s 語の 製作 年代と 干支 紀年 法の 發 達と を譎ず  三 五 七 


朮^ 天文 學史 研究  三五パ 

歲陰 VJ 太陰 VJ は 同 一 物で あるが、 太 歲も亦 同 一 物な b や 否や は 議論の 存 する 所で 

ある。 (一) 錢大 昕の說 によれ ば， 共 に歲 星の 運行に 反對 して 廻る 假想 指標で は あるが 

同  一 ^ではない. 太 歳 は 常に 歲 陰より 二 辰 だけ 後れて 行く 指標で ある ご 云 ふので、 こ 

の說 によれば 歲陰紀 年 法 ご 太 歲紀年 法 V」 を區 別し なければ ならない が、 予 はこの 說 

を 採らない。 常 初 は  一二 者 共に 同一 物であった 箬^ 思 ふ。 錢大 昕の說 は、 舉竟 太初 元 

年の 歲名 を說明 せんがた めに 提出した 說 であって， 從來の 說に對 して 確に 一 步を進 

めた 見解で は ある が、 ま だ 頗る 不徹底 を 免れない。 太初 元年の 歲名間 題 はギ 支紀年 

去の 發逹を 論す るに 當 つての 中心 問題で ある。 も 少し 根本的に 論じなければ なら 

ぬ o 

紀年法 及び 歳 名に 閥 し、 次 の 如き 記事 は、 當 時の 人の 下した る 定義 V」 も 見る ベ きも 

ので ある。 我々 は先づ これ を 議論の 土臺に 置かなければ ならぬ。 

に 鲥雅释 天 

歲陽」 太 尨 が 甲 曰 _B 逢： 在. 乙 E_- 旃 S 在 曰- 柔 兆〗 在亍 S 園： 在 "戊 曰-著 X 

； ^己 E_l お 維； 在 *庚 曰-上 章； 在， 辛 曰 量 光； 在 壬 曰- 玄 R 在 癸 m_- 昭陽； 


歲名" 太 歳 在お 曰， -攝 提 格； 在レ卯 rai 賜： 在 k 曰-執 徐； 存巳 曰- 大 ^  f グト L 

敦ゃ。 在 レ未き 協洽； 在 レ申 曰- |诺 灘； 在 fel 曰-作 噩； 在 * 戌 曰】 茂； 在. 亥 曰-大^ 獻； 

在レ千 曰.- 困 敦： 在 * 亥 曰-赤 0 若 M 

ほ淮^ 子 天文 訓 

太陰 在. 寅。 名 曰- 攝提 格； 其 雄爲- 歳星 一 舍- 斗牽牛 一 以- 十 一 月- 與 * 之晨 出-東方- m 

ャ輿鬼 爲^。 太陰 在 * 卯。 歲名 曰- 單閼 I 歳星 舍- 須女 虛危ー 以- 十二月- 與 V 之晨 出-ま 

方； 柳 七星 張 爲レ對 下略 

へ史記 天宫書 

4^^^. 歲陰左 行 在 P 寅。 歲星 右轉居 i。 正月 與- -斗牽 牛； 裊 出- - 東方； 名 曰- 

監 略 單 閼歲。 歲陰 在. 卯。 星 居. 子。 以 二月- 與- -婺女 虛危赢 出。 曰-降 入-下略 

VJ 前 漢書 天文 志 

セ；： &が せ。 曰-, 攝提 格； 歲星 正月 晨 出-東方 I 石 氏 曰 名 &德 I 在-斗 牽 牛- 失-次 构- 

早 水 晚旱。 甘 氏 在-, 建星婺 女； 太初 歷在 -營室 東 壁： 在. 卯 曰- -單 S  二月 出。 石 氏 

曰 名-降 入； 在き 女 虛危： 甘 氏 在^ 危； 失 k 約 ％ - 水災マ 太初 在 i 婁-巾 略 在， 子 曰- 

asi の 記事に よ リて左 傅國語 の 製作 年代と 干支 紀年 法の 發 逢と を^ず  三 五. 7 


東洋 天 文^史 研究  三 六 〇 

困 敦； 十 一月 出。 石 氏 曰 名-天 宗； 在 & 房 始： 甘 氏 同」 太 初 在-建 M 

太初 歷所； 一 以不 7 同 者。 以 i 贏 縮 在っ前。 各 錄_, 後 所 i 也 


千 支 紀年法 其 二 

戰國 時代より 秦漢に 百 一り て. 實 際に 行 はれた 

锞の 今：：：： まで 傳 はれる もの は 甚だ 少ない。 僅 

過ぎない が、 この 極めて 少數の 材料 V」 雖 も、 - 』 れ 

こ V」 が出來 る。 

一 太初 元年の 歳 名 は古來 未決の 問題で ある。 

元年 を 推せば 丁 丑で あるが、 漢書 律歷 志に よれ 

である 

ィ史 記歷書 十一月 甲子 朔旦 冬至 已詹。 其 

-格； 月 名 聚； n 得， 一甲 子； 夜半 朔旦 冬至 

U 漢書 俅歷志 迺以 前 01 元泰初 四千 六 百 


牽牛, 中略 甘 氏 


る紀年 法の 證據 ごな 

に 太初 元年 秦の八 年 

により て當 時の 紀年 

現行の 干支 紀年 法に 

ば 丙 子で あ り、 史 記 歷 


ベ き歲 名の 記 

歲名等 二三に 

の 變遷を 窺 ふ 


よ ひ 麼 ，0 てお 初 

書に よれば 甲 寅 


更 以- 一七 年- 爲- 太 初 元 年； 

一 十七 歳-。 至-於 元 封 七 


年 名-, 焉 逢攝提 

年； 復 得^ 逢 


懾提格 之歲； 中 冬 十 一 月 甲子 朔旦 冬至。 曰 月 在-建 M 太 歳 在 * 子。 巳 得-太 初 本 

星 度 新 正 1 

歲術 欲， 知-太 歲ー巾 略 數 従-丙 子 一起 下略 

斯の 如き 歲 名の 混亂は 如何にして 生じた る ものな b や。 混亂の 由て 來る 所以 を 

徹 g 的に 明かに する こどが 出來れ ば、 紀 年 法の 變遷も 自ら 明かになる ベ き箬 V」 思に 

る 、 が、 古 來の 註释家 一人 V」 して 満足なる 解說を 下した ものがない。 眞に錢 大昕の 

所 謂 一， 寥 々千載。 ^有 其 故 1 者. -矣ー の 歎に 堪えない。 

丙 子 ど 丁 a ビの差 は、 容易 に 理解す る こ V」 が出來 る。 丙^ は三統 術の 超 辰 的 太^ 

紀年 法に よる 歲 名で、 この 法に よれ ば. 太初 以前 に は 秦の八 年 (西 紀前ニ 三 九 年)、 太初 

以後 に は 太 始ニ年 (西紀 前 九 五 年 )• 後漢 の建武 二十 六 年 (西紀 後 五 〇 年) 等に 超 辰す る 

箸で ある。 秦八 年，、. -太始 二 年 V- に は 劉歆が 溯って 超 辰せ しめた が、 劉 歆の沒 後、 後 漢 

に 至りて はこの 超 辰 法 を 不便 なりどして 用 ひ す、 建 武ニ 十六 年 及び 以後の 超 辰を廢 

t し， 單 に 六十 干支に て紀 年す る こ ビ 、なせる ものが、 今日まで 傳 はれる 現行の. 干支 

^年 法で ある。 故に 現行 干支 紀年 ど 劉 歆の太 歲紀年 V」 は. 太 始ニ年 以前 秦九年 ま で 

歲 の 記事に よりて 左 傅國 Si の 製作お 代と 干支 鈀年 法の 發 達と を譫ず  三 六 一 
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は 一辰の 差， 秦 八年以 前 

i の 差 ある は 少しも I^H 


三 六 二 


反 之， 丙 子 

^々なる 說 

其說 によれ 

歲 V」 は 同 一 

に從 ひて 歳 

^大听 は 

り V」 一! ^じ， § 

一 に 前節に 

ノレ が 元來同 

^紀年 法の 

何なる 必要 

にか ゝる理 


,1 レ 甲 ビ の 

が 提示され 

ば 大 史 公 は 

物に 非 す、 常 

陰 及び 太歲 

斯の 如く 歲 

る 得意なる 

揭 げたる 爾 

一 物なる こ 

お 在せ るに 

によりし や 

.S にて 假に 


む に 

差 は 

て 居 

歲陰 

に 一 一 

V」 歲 

陰 (太 

力 女 

s»i  、雀 

ど は 

も 係 

粉 は 

子 は 


辰の 差 を 

足らぬ。 

其由來 一 

る が、 其 中 

紀年法 を 

辰の 差 を 

星 V」 の關 

陰) ご 太歲 

くに B ^ゆ 

南 子， 史  一一 一： a 

疑 もない- 

はらす 藝 

しき 二つ 

达 诉し导 


有すべ き箬 で， 從 て 

見 


太初 元年 


て 明瞭 

^ ナ に 

-f  ^ は 

る もの 

圖 示す 

熟 々 思 

の 文 を 

二に 若 

これ V」 

年 法 を 

る も 


な ら 

の 說 

太歲 

で あ 

れ ば 

る こ 

ふ - 一 

平淡 

し 假 

異な 

用 ふ 

丙 は 


-頗 る 

注 意 

年 法 

V」 云 

の 如 

に よ 

說も 

解釋 

同 一 

太歲 

に 至 

何。 


の 

あ 


歲名 


に 丙 子 -、 J  丁 


ジ， 

法- 


の 

る - 

を 

陰- 

き i 

は 如何 


で 

あ 

，歲 

あ 


あ る。 

る。 (一) 

陰 ど 太 

そ の 說 

.- Bn?  ，J 

し笮ナ 

る。 第 

ぐ」 太歲 

• 旣に歲 

る は、 如 

リ 第三 


甲子 V」 せす して 丙 子 V」 


菌 I 紀年法 " 55  2  第五圃 寵 年 法 8  •  I 歲 


S 記^に ょリ て左傳 5SS の 製作 华 代と 千支紀 年. 法の 發 達と を 諭ず  三人 三 


^^天文 學史 研究 

せる 理由 は說 明が 出來 まい。 

王 元 啓 は 史記三 書 正譌の 中に 太初 改麻 年名辨 を述- へ、 丙 子 VJ 

運行に 關 する 當 時の 智 f| が實際 VJ 一致せ ざるが ために 自然に 

ど 疑 ふて 居る が、 この 考は 大體に 於て 

く 太初"、」 劉歆 時代 VJ の 間に 生じ 


力 


比較的小 さ く、 太 初の 際に は f 已 得-一太 初 

りて 元始の 基準 狀 態に 相當 せる もの 

年 前 十 一 月 甲子 朔旦 冬至。 歲 在，, ^紀 

に 至りし. たけの 差で ある。 丙 子 VJ 甲 

せなければ ならぬ 

二) 旣褐 

干支 紀 年 法 

太初 元年の 歲名を 論じて、 其^ 亂の 


正 ゆ I を 得て 居る VJ 思 ふ 。 

た も の で は ない。 この 期 

本 星 度 新 正 一」 V」 云へ るが 如 

な る を、 三 統 術に 至りて は 

婺女六 度 1」VJ し星紀 の 末に 

寅 VJ の 差 は、 太初 以前、 戰國 


三 六 四 

甲 寅 ビ 

生じた 

但し 王 

間に 生 

く、 歲 星 

、推步 に 

あ- 9 し 

時代 ま 


の 差 は、 歲 星 の 

る ものな らん 

元 啓の 云 へ る 


• ン ゥ. - 

/ 一  f 

よ hy 

も の 

で 溯 


る 差 違 に 

の始 にあ 

て 『太初 元 

VJ 昆 做す 

りて 考究 


其 三 

由來 を戰國 時代まで 溯.^ て 探究 せん ごする に 


おりて、 なほ 併せ 考ふ ベ きものが 二 つ ある。 

ニ淮^ 子 天文 訓 

太陰 元始。 建 手 甲 寅 1 中略 歲徙ニ 辰： 立春 之 後。 得-其 辰； 而 濯-其 所^ 

これ は 太陰 紀年法 は 甲 寅の 歲を 以て 元始 ど し、 無 超 辰の 十二支 若く は 六十 干支 を以 

て 年を紀 する ものなる こ V」 を 示して 居る。 甲 寅 を 以て 元始 V」 せる 理由の 中、 甲 は 

ふまで もな く 明かで ある が、 寅. を 以て 元始 V」 せる に は 二つの 理由が ある。 其 一は 元 

始 基準の 年に は歲 星々 紀 (丑) に あ り、 其 映像に して 逆に 進行す ベ き 太陰 を 寅より 始 む 

る こ ど は 最も 自然なる こ ど。 其 二 は 夏 正 は 建 寅 月 を 以て 正月 どせ るが 如 く、^ を 以 

て始 むる こ^ を 不自然 V」 考 へざる に 至つ て 居る こどで ある。 

三呂氏 春秋 序意篇 

維秦八 年。 歳：^? li 灘； 秋 甲子 朔。. 朔之 日。 良人 請 K 十二 紀- 

秦八年 は 始皇の 八 年に て 西紀 前 二三 九 年、 現 行 干支 紀年 法に て 壬 戌に 當る。 歳 在^ 

灘は 申の 歲 VJ 云 ふこ VJ である。 (一) 或は 八 年 は 六 年の 誤な らん V」 云 ふ 人 あれ ど も、 下 

文ビ 照合 すれば 秦八年 は 決して 誤で ない。 秋季の 月朔が 甲子の 日に 當る こど は、 丁 

歳； の 記事に よりて 左傳^ 認の 製作 年代と 干支 紀年 法の 發 達と を 論ず  三 六 五 


天文 學史 研究  三 六 六 

度 西紀 前 二三 九 年に は 有り得れ ども 其 外に は 前後 を 通じて 十 年間 は 有り得な いか 

ら である。 要するに 本文に は^な く、 秦 八 年 は當時 施行の 紀年 法に て は 申に 當りし 

ものに 相違ない。 三統 術の 超 辰 的 太 歲紀年 法に よれば、 秦八年 ど 九 年 どの 問に て 超 

K する^: 故. 秦 八 年 は 庚 屮に當 る こ V」 、なり 本文 V」 適合す る。 

以上， 7  TT  3 を 通じ 併せ 考 ふれ ば、 太初 元年 歲 名の 混亂は 次の 如くに して 生じた る 

もの V」 解释 する こ VJ が出來 る。 

戰 時代に 歲星々 紀 にある 年 を 以て 元始 V」 し 甲 寅より 始めて 無 超 辰の 歲陰紀 年 

法を赏 行し 秦八 年に は 庚申 V」 な り、 太 初 元年に は 乙 亥 V」 なる 如く 數 へ 來れる に. 太 初 

元年に 至り 暦法 制定の 際 観測せ る 所に よれ ば、 冬 至 朔旦に 日月 共に 建 星に あり (星紀 

の 屮 $0 星 は 星 紀の始 にあ り、 恰 も 元始 基準の 年の 如き 天象に て 此年を 以て 甲 寅 ど 

する に 適せる が 如し。 實 際の 天象に 應 すべき 歲名 V」 、數 へ來れ る歲名 V」 の 差異 を 如 

何に 調和すべき かに 就て， 議論 容^に 決せ ざり しもの、 如 く、 漢 書律歷 志に 當 時の 狀 

况 を 記して g 得-一太 初 本 星 度 新 正； 姓 等奏。 不^, 爲. 算。 願 募-治 歷者； 更 浩 -* 密 度； 谷 

自^ 減。 以 太 初 滕； 一.、」 云 へる は 浞亂の 一 班 を 示して 居る ものである。 史記は 天 


象に 從 つて 此年を 甲 寅 V」 せ 

提格 なれ ども 太歲は 子に あ 

して 天象 V」 歲名 V」 の 調和 を 

斯の 如き 見解 を 採れ ば、 最 

年 は 容易に 推定す る こ どが 

ば、 現行 干支 紀年 法に て 丙 辰 

間 は、 無 超 辰 にて 數 ふれば 天 

條 件に 從ひ 
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なる 式に よ り. 大 體 西紀 前 三 
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第二 

ヾ き 


太歲 VJ を 區別〜 

せしめて 此年を 

を實 行し 始めた 

八 年， 太始ニ 年の 

に 此 年よ り 太初 

程で ある。 故に 


、此年 は閼^ 攝 

丙 子 V」 し、 斯 く 

る 元始 甲 寅の 

超 辰 を 差 引け 

元年に 至る 期 

此年は 第二の 


五 二 年 を 中心 VJ し 其 前後 十 年內外 位の 間なる ベ く、 更 に 


二十 一次) 

三 六 五 年 V- な る 


れ は 


歳 凰の 記事に よ = て 左 傅 ま 語の 製作 年代と 干支 紀年 法の 發 達と を 論ず 


第 八 節 二に 計算 

三 六 七 


して はたる も 


^^天文 學史 研究  三 六 八 

の、 卽 ち 西紀 前 三 七 六 年の 前後に 十 年 乃至 二十 年 以內ご 云 へ る 範圍內 にあり て 、颇る 

よく 適合して 居る。 

要するに 西紀 前 三 六 五 年 は、 戰 國 時代の 星 占 家が 採用した る 元始 甲 寅の 歳で， この 

年よ，^ 始めて 一方 は 上に 溯りて 春秋 時代の 歳星の 位^ を 推 歩 し、 他 方に は此年 以後 

に 無 超 辰の 歳 陰紀年 法を實 行し 始めた もの ^すれ ば、 上 來 講究した る 凡ての 事實を 

完全に 說明 する こどが 出來 るので ある (歲 陰， 太 陰. 太 歲は 勿論 同一 物な りご す) 

(一) 許 兵 部 鑑 止水 齋笫 

^飼 敬 所 三書钤 窺 

一 干支 紀年法 其 四  _.シ 

戰國 時代よ，^ 秦漢 に亘れ る 間の 歲名 にし て. 其 記錄 Q 今日まで 傳 つて 居る もの は- 

前節に 考究した る もの 、外にな ほ 次の 如き ものが ある。 

四淮^ 天文 訓 

淮^ 元 年。 冬。 太 一 在-一 丙 子； 冬至 甲 午。 立春 丙 子 


淮南 元年 は. 後 漢の高 誘の 註に は f 淮南王 作 書 之 元年 也。 一 曰 中略 淮南王 安。 卽位之 

元 年。 以 紀ぉ 也」 V」 ある。 作 書の 元年 は 正確なる 年代 不明で ある が、 多 くの 注 釋家は 

みな 後說を 取て 居る。 淮南 王安卽 位の 年 は、 史 記 諸侯 年表 及 漢書 文帝紀 によ り， 文 帝 

十 六 年 (西 紀 前 一 六 四 年) で ある こ V- は 疑 もな く、 この 年 は 太初 元年より 丁度 六十 年 前 

に 當 り、 現 行 干支 紀年 法に て 丁 丑， 劉 飲の 超 辰 的 太 歲紀年 法に て は 丙 子で ある。 但し 

此 年の 冬至 は 甲 午 に 非す、 立 春 は 丙 子で ない。 本文に 何等か 誤傳 あるに 相違ない こ 

ビは踐 大昕其 他の 註釋 家の 旣に 論じて 居る 所で ある。 之に 反して 王 念 孫の 讀書雑 

志 に は 『立 寿 丙 子。 與-ー 上 文始起 始" 子 爲 * 韻 云々」 ど 云 ひ 本文の^ しかる べき を 論じて 居 

るが、 これ は 無理で ある。 錢 塘の淮 南天 文訓 補註 は、 丙 子 V」 冬至 VJ の 間に 脫字 あ り、 说 

文 は 

淮南 元年。 冬。 天 一 在-丙 子； (己 酉) 冬至。 甲 午 立春 

にて、 下の 丙 子 は 高 誘の 註の 文に て 【丙 子。 淮南王 作 書 之 元年 也 云 さ ど 聯絡す ベ き も 

ので あらう VJ 云 う て 居 る。 

要するに 本文に 誤謬 ある こ VJ は 疑 もない が、 原文の 如何な りし や を 察する は 容易 

SS^M の 記 率に ょリて 左傳^ 認の 製作 年代と 干支 紀年 法の 發 逢と を 論ず  三 六 九 


^^天文 學史 研究  三 七 〇 

でない。 思 ふに 文 帝 十六 年 は、 劉 歆の超 辰 的 太 歲紀年 法を應 用せ ざる 以前 は 乙 亥で 

ありし^. 3 である。 淮南 子の 原文 は 

淮南 元年。 冬。 太 一 在-乙 亥； (己 酉) 冬至。 甲 午 立春 

なりし を、 早 く旣に 劉歆の 修正 を經 たるに 非る か。 畢竟 衍文 訂正 はな ほ 慎重なる 考 

究を 要す ベ く、 差 當 りての 考證の 材料 どす る こどが 出來 ない。 

め 前 漢書 耱樂 志 

天^ 徠。 從 _,西称1 巾 略 

太初 EI 年。 渉， 宛 王； 

" 前 漢 寄 武帝紀 

太初 四 年 寿。 貳師將 

執徐 時"、」 は^の 歲 "こ 云 ふ 

辰 なれ ど も. 劉歆 の 太歲紀 

常り し笞 なり。 20 ふ に 天 


天馬 徠。 執徐 時下 略 

獲-宛 馬 一作 

軍廣 利。 斬，， 大宛王 首； 獲，， 汗血 馬, 來。 作-西 極 天馬 之 歌- 

こ V」 である。 辰の 歲は 現行 干支 紀年 法に て は 太初 四 年 庚 

年 法に て は 太初 五 年、 劉歆 以前 の紀年 法に て は 太初 三年に 

馬の 来れる 執 徐の時 は 太初 三年なる を、 漢 書 を鎢纂 せる 東 


漢人 は、 當 時の 無 超 辰 干支 紀年 法に て 執 徐の歲 を 推し， 太初 四 年.、」 書せ しもの なる へ 

し o 

( 誼爲& 沙傅； 三年。 有 飛 人 &舍- 巾 略 迺 爲.. 賦。 以 自廣。 其辭 曰。 單閼 之歲。 

四月 孟夏。 庚 子 日斜。 服 集-余 舍-下 略 

單闕之 歲マ」 云 ふの は 卯の 歲ど云 ふこ^で ある。 年代 不明なる 故 考證の 材料-.」 する 

こ W は出來 ない が、 思 ふに 古紀年 法の 卯歲、 現 干支 紀年 法の 巳 歳で、 文 帝 八 年 己巳の^ 

—，- 

に ゅ2 るで あら， フ 

ヒ馄蚤 

帝 高 陽 之 苗裔 兮。 朕 皇考 曰-伯 庸； 攝提 貞手孟 陬-兮 。 惟 庚资吾 以降 

漢の王 逸の 注 以下 普通に は攝提 格の 歲 i 陬 の 月、 庚 寅 の 日， 卽 ち 寅年 寅 月^日に 生す 

たこ ど 、解釋 して 居る が、 朱 子の 楚辭 辯證に は、 攝提 は攝提 格に 非 す、 攝提き 于 孟 脈 一 ど 

よ，： 斗 W: 王し く 寅 立 を 指す の 月 V」 云 ふ 意 で、 寅歲 V」 云 ふ 意味 はない ど辨 じて 居 る 

S ふに 朱 子の 說は 正しい、 攝提は 決して 歳の 名で はない 箬 である。 若し 歳 名なら 1 

饯虽の 記事に ょリ て左傳 ^語の 製作 年代と 干支 紀年 法の 發 達と を 論ず  三 七 一 


柬洋 天文 學史 研究 

ど すれば 本論 文の 問題外 

理 論 通 りに 用 ひざるべく. 

生年に 就て は^々 の考證 

元始 甲 寅の 歲に 生れた る 

れ ば、 西紀 前 三 六 五 年 (現行 

(昭和 三年 五月 追記 

歲は文 帝 七 年 (前 一 七 

である。 五天 馬 歌の 

當時 の 殷曆紀 年 法 を 

諸稱の 暦法 を 論 す J 干 


三 七 二 

で あ る が、 併 し 本文の 如き 詩賦 にあり ては必 すし も 文字 を 

作者の 意 或は 寅年 寅 月 寅 日な り しゃも 計，^ 難い。 屈 原の 

あるに も拘 はらす 定說は な い が、 想 像を逞 うすれ ば、 當 時 の 

がた めに 殊に 綠起を 祝 ひたる に 非る か、 元始 甲 寅の 歲 ごす 

干 ま 丙 辰) に て 周 顯王四 年， 楚 の 宣王五 年で あ る。 

四淮南 元年 丙 子 は 前 一 六 四年亍 丑) に當 り、 六賈誼 單閼之 

三年 戊辰) に當 り、 共に 其當 時の 顓頊 曆紀年 法に よった もの 

太初 四 年 (前 一 〇 一年 庚 辰) を 執徐時 (卯) V- 數 へて 居る の は 其 

用 ひて 居る ものである。 本書 採 錄第七 篱 5 代に 見えた る 

支紀年 法の 項參 照) 


戰國 時代に 於け る 天文 學の發 達 其 I 

上に 溯. o たる 歲 星の 記事 VJ 下に 及ぼした る紀年 法の 歲名 V- によりて. この 紀年法 

は戰國 時代 西紀 前 三 六 五 年 を 元始 ごせる ものなる こ V」 を論斷 したので ある が， か \ 


る 兌 解 を 取りて 戰國 時代の 史料 を 吟味 すれ ば， 今 日に 殘存 せる 斷片 的^ 錄ど雖 もこ 

れ によりて 當 時に 於け る 天文 學發 達の 一 班 を 窺 ふこ どが 出來 るの みなら す、 か く し 

て 考究し 得た る もの は 飜て前 揭論斷 の傍證 どす る こどが 出來 る.、」 思 ふ。 

一 十二 次の 制定 

黄^ 方面の 區分は ，一 周 天 を 東から 西 へ 十二 辰に 分ち たる もの く 西 から 東へ 十二 

次に 分ち たる もの ど 二種 あり. 何れに して も. 季 節を定 むる ための 觀 象が 北辰より 黄 

道 方面に 移りた る 後， 卽 ち 春秋 初期 以後で なければ ならぬ ど 思 ふ が， 其 中前 者 は 北 斗 

の 向きに て 季節 を 定めた る 慣習 を 受けて、 東より 西 へ 子 丑 寅 卯の 十二 辰に 分けて 居 

る の で. 早 くから 行 はれた もので あらう。 後者 は 西より 東へ 卽ち 日月 五 星の 運行の 

方向に 十二 次に 區 分して 居る ので、 其 成立の 當 初に は 多少の 變 遷を經 たで あらう カ- 

ー  度 これ を 整理 し、 現 在の 如き 十二 次の 名を附 したの は戰國 時代で， 主 どして 五 星の 

位^ を 示す ために 用 ひられた もの V」 思 ふ。 十二 次 VJ  二十 八 宿 V」 は 共に 西から 柬へ 

A へ る 黄道の 區分 法で あるが， 二十 八 宿 は 主 VJ して 曆術 家に よりて B 月の 位お を 指 

示す るた めに 用 ひら れ， 十 二次 は 主 V」 して 星 占 家に よりて 五 星の 位置 を 指示す るた 

鈸 S? の 記 * によ リて 左傳闕 語の 製作 年代と 干支 紀年 法の 發 達と を 論ず  三 七三 
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めに 用 ひられた 樣に 見える。 月 令 

理 .3 によ， o て說 明し 得る に 非る か 

十二 次の 名稱の 意味 は 多く は 解 

ため， 大火 は 星の 名， 析 木 は 意味 不明 

むた めで、 虚は本 來の其 星 象が 廢墟 

^して 居った が、 後 に 至り 堯^ 代の 

れを 含む 次 を 玄枵ご 名け た る もの 

は 星の 名 奎婁ど 同 昔， 大 梁 及 實沈は 

の 象 を 朱 鳥に 見立てた るた めで あ 

此中大 梁^ 沈の 名より 見る も戰 

る が (次 ^ を 見 よ). この 事 は 又 星 紀の 

至點を 含む 次で あり、 爾雅 に 「星 紀 は 

半ば， 丁度 牽 牛の 初 點 前後が 冬至 點 

/9  capriccr ョ is で此星 の 赤稃が 丁度 


淮 南 子， 史 記に 十二 次の 名の 


三 七 四 

見え * さる は 斯の如 き 


釋が 出来る- 

星紀に 冬 至 

の 形に 類せ 

冬 至點 V」 云 
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四 三 〇 


年 VJ なる。 赤鸫は 百年に 付 終 一度 半 すれる 箸 故 *十 二次 制定の 年代 は两紀 前 四 三 C 

年 を 中心 V」 して 前後に 百年 乃至 二百 年 以內の 問 V」 云 ふこ ど が出來 る。 

二分 野の 制定 

分野の 考は 古い。 天の河 を 地上の 漢 水に 見立て、、 天漢 又は 河 漢ど稱 へたの は、 力 

^、デ ャの 古代に チグリ ス、 ュ ー 'フ ラ テス の 二 大河に 見立てた の V」 同じ く， 分 野の 考の 

原 is 的に して 又 自然 的なる もの ど 云 ふ べきで ある。 參を晋 の 星 どし 火 を 宋の显 ご 

したの は 一 步を 進めた る もの で. 參 も 火 も 共に 黃道 方面の 著しき 大 星で 古代に 於て 

年內の 季節 を 知らん がた めに 觀測 したる 所謂 大辰 である が# の 祖先 か 又は 晋の地 

方 民の 祖先 は 主 どして 參を觀 測 し、 宋 (殷) の 祖先 か 又は 宋の 地方 民の 祖先 は 主 どして 

火を觀 測して 居った がた め に、 後 に 至， 9 次第に 參は晋 の 星， 火 は 殷 (宋) の 星 V」 なる に 至 

つたので ある。 この 事 は 左傳昭 公元 年の 條に見 ゆる 次の 說 話に 依て 明かで ある 

子產 曰。 昔 高 辛 氏 有-二子； 伯 曰 動 伯； 季 曰- -實 沈； 居手曠 林； 不-- 相 能 1 也。 n  _ 

干戈； 以相 征討。 后 帝 不*臧。 P 關伯于 商 丘； 主&  (火)。 商人 是因。 故お 火さ^ 

星， S 實 沈于大 夏； 主 * 參。 唐 人 是 因。 以 服 夏 商 1 中略 故 參 爲" 晋 星- 

K の 記事に. ょリ て左俾 K の 製作 年代と 千 支&年 法の 發達ふ を 論ず  一一 一七 五 
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斯の 如き 地方 的傅說 若く は 慣習 を 心 核 どして、 分野 

う V」 推察 さる ゝ が， 遂 にこれ を粜 成統 一 して 黄道の 

戰闽^ 代で、 前^ 十二 次の 制定 V」 約 同時代で あらう 

^五節に 輯錄 せる 如き 分野の 割- 9 當て は、 大 體 に 

こど を 既定の 條件 どして， 周 天 を 順次 周邊 の國々 に 

だけが 著しき 例外 をな して 居る のは漢 初に 改めた 

くで ある。 一 々の 割， 5 當てを 詳論す る こ V」 は 問題 

係 ある 次の 諸點は 特に 吟味し なければ ならない。 

パ 韓， 都) 魏 超が つの 分野 を 有 し、 晋 は 分野 を 有せ 

の は、 史 記 六國浚 及び 韓， 魏 世 家に よれば 西紀 前 三 七 

あ り、 竹 せ：：： 紀年 によれば 西紀 前 三 七 〇 年で ある。 

3 淮： S 子に は韓の 代り に鄭 V」 して ある が、 韓 が 0 を 

によれば 西紀 前 三 七 五 年 で、 古 本 竹書紀 年に よれば 

ハ 魏ご趙 の 分野 は淮南 子.、」 漢書 どに て相轉 倒して 


の 考は次 第に 發逹 したので あら 

一 周 天 を國々 に 割り 當て たの は 

VJ 思 はれる。 

於 て， 實 沈 を 晋 に、 大 火 を 宋 ごする 

割 b 當て たもの で， 其 中 燕の 分野 

ものである こ V」 は旣に 述べた 如 

外で あるが、 制定 年代に 密接の 關 

ざる こど。 韓魏趙 が 晋を滅 した 

六 年 (趙 世 家に よれば 三 五 九 年) で 

滅 して 都 を鄭に 移した の は， 史 記 

西紀 前 三 七 六 年で ある 

るが、 これ は淮； S 子の 方が 正し 


く、 魏 の 分野に 大梁 で、 趙 の 分野 は 晋の後 を 受けて 實 沈 で あった 

が 河 西の 地 を秦に 入れて 郤を大 梁に 移した の は， 史 記魏世 家に 

年で あるが、 古本 竹書紀 年に よれば 

(梁 惠 成 王) 六 年 四月 甲 寅 徙& 于 大 梁 1 

ど あ り、 西 紀前三 六 五 年で ある。 二者の 間に 二十 五 年の 差が あ 

既 得 * 意。 燒-1 天 下 詩 書； 諸侯 史記 尤甚爲 jv」 斷 つて ある 如 く、 僅 か 

る史 記より は、 寧 ろ 竹書紀 年の 方 を 採る べきで あらう。 

I 及 二 を 併せ 考 ふれ ば、 十 二次 V」 分野 ど は 同時代に 制定され 

星 記事 及び 歲陰紀 年に 對 する 元始の 年、 卽 も 西紀 前 三 六 五 年頃 

る o 

戰國 時代に 於け る 天文 學の發 達 其 二 

三十 二 の歲名 

攝提格 ま閼等 の 十二 の歲名 は， 爾雅， 淮南 子， 史記， 漢書 等 に 見え 

饶 のお^-によりて 左 傅 ^語の 製作 年代と 干支 紀年 法の 發逡と を^ず 


、思 はれ る 

ぱ 西 紀 前 三 


も 


四 〇 


，これ は史記 

存 材料に よ 

の で、 其 年代 

M す- る ど S わ 


に 『秦 

り た 

は、 歳 

は れ 


て 居る が、 是 等の 名 は 

三 七 七 
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古き 詩 書 春秋 等に 見え や， 後世に に赏 用に 供せられ や、 其 詰 原 不明な る こ.、」 等の ため 

に， (一) 或は 漢^に 事を好む ものが 創製した もので あらう ご か， 又 は、 (一一) 是 等 は 外 國 

# 來の 語なる ベ く、 以 て 周 末に 外國曆 法の 支那に 輸入され たる こどの 一 證ど なすこ 

V」 が 出お る. たらうな ど、 疑 はれて 居る ので ある が、 予 思 ふ に是 等の 歲名 は戰國 時代 

_,し 創製され たもので ある。 歲 星の 運行 は 十二 辰の 方向 ど反對 なる が 故に、 十二 支 を 

紀年に 利用す る こ V」 は 却て 一種の 混 雜を來 たす の 恐れ あ り、 殊 更に 耳 熟れざる 名稱 

を 用 ふるの 必耍 あり て， 地 方 語な ど を 利用して 案出され たもので あらう。 後 次第に 

^星の 映像なる 太歲を 以て 紀年 する 方法に 熟れ， 遂に は歲 星.、」 絕緣 せる 干支 紀年法 

を 用 ふるに 至， o て は、 攝 提格 以下の 名稱は 全然 之 を 用 ふるの 必要が なくなつ たので 

ある。 文人墨客が なほ 是 等の 歲名を 襲用して 居る の は、 單に奇 を 好 むに 過ぎ や、 當初 

採用の 意 を 去る こ ご甚 だ 遠 い 。 

今^に 是 等の 歲名. こ、 それに 對 する 歳星 太歲 等の 位 ^さ を對應 せしめて 列舉 すれ 

ば 次の 如くで ある。 
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尾^ 張參  危 


昔昔 昔晋意 
韻 韻 韻 韻 眛 


赤 困 大 阅 作 诺 協 敦 大 執 ^  m 
m 淵  荒 從 

软獻茂 II 灘 ^胖落 徐^ 格 


予は昔 韻の に 通じない が、 私 か に 思 ふに 單 閼， 斜 徐， 大 荒 落敦肝 お =^ 等の 名 は 天 

M-0 待 、ゆ 鏨， 大 梁， 析 木 等 ど 同 昔 若く は轉訛 等に よりて 相 通す るに は 非る か、 文 ゆの 士 

：城 V の 記事に よりて 左俾 1： おの 製作^ 代と 丁 支紀年 法の 發逢 i を 論ず  三 七 九 
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次 
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大芒 落、 大巟路 

大律 
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作鄂， 作詻 

拖茂、 淹茂 
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力 考 究 を ^む。 攝提格 

火^お」 天 王帝廷 

以¥吋 節： 故 

ヾ 」 云へ るが 如 く， 何等か 

星紀 にある 歲を 以て 標 

予の 想像が 當 を 得て 居 

W 來 るので ある。 外國 

§ 曆法 

左 傅に n 佝 至 を 記せ 

イ^ 公 五 年。 春 王 正 

"昭 公二 十 年。 春 王 

この 二つの 記事の 間 は 

六十 五 = 四 分の 一 ごせ 

至の 時に 和當 して 居る 
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は史記 天 官 書 に 

" 其 兩旁谷 有-三 星； 鼎 足 勾 提； 攝提 者。 き斗枘 所， 指." 
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て、 丁度 一年 

北ハに 十九 年 

よ h- て 後よ 


に は、 歲 

韻 に 關 

する こ 


^ さ を 

章 首， 朔 

製作し 


M 力 

す る 
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旦冬 


の で あ 

>: る も 

大に進 

くの 觀 

^しむ 

れ たも 

の VJ す 

^代の 

干 - - 

メ  fK 

V」 ゐ る 

かなる 

は 二三 

よりの 


ら ラど疑 ふ 人 も ある (例 へ ば 前 揭飯島 氏の 如 

のか は^ 易に 判斷し 難いが、 寿 秋 中期 以後に 

步 した 箸で あるか ら、 予 は 當時實 見の 記^ ど 

則の 中から 特に 朔旦 冬至の もの 、みが 記錄 

に 足らない し、 太初 曆. 三 统曆の 如き は 却て 斯 

の VJ 見る 方が 至當 である V」 思 ふ。 假， 9 に 一 

る も. 其 製作 年代 は戰國 時代なる ベ く. 決 し て 

人士が 日 至の 觀測 及び 推步に 就て 如何に 大 

之 高 也。 星 辰 之 遠 也。 苟 ま-其 故； 千歳 之 日 

に 見ても 明かで ある。 但し 土圭 による 日 至 

如 く. 大 な る 精確 を 期し 難き ものなる が 故に 

n 前後の 差違 は 到底 免れな か つたで あら う 

推步 V」 二三 日 位の 差が ある VJ して も、 當 時 の 


き)。 當時 の實見 か， 後 か 

は土圭 による 太陽の 影 

見て 少しも 差 支 な い VJ 

されて 溥 はった こ VJ も 

の 如き 記錄を 材料 どし 

步を 譲， 5 て 後よ b 製作 

漢 代に 降る の 必要 はな 

なる 自信 を 有して 居つ 


ら^ 作 L 

の 觀測カ 

思 ふ。 多 

自然 的で 

て 案 出 さ 
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たる も 

. 戰國 
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至 G 可-坐 而致 1 也 

の觀測 は、 後 世の 歷 志に 

• 戰國 時代 若く は养秋 時代 
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りて 明 
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,r ハク 
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^  天 夂 S& 史 研究 
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以化ぉ 節： 故？ 攝 

V」 云へ るが 如 く， 何等 か 

星紀 にある 歲を 以て 標 

予の 想像が 當を 得て 居 

出來 るので ある。 外國 

w 暦法 

左 傅に 日 南 至 を 記せ 

ィ信公 五 年。 春 王 正 

"昭 公二 十 年。 春 王 

この 二つの 記事の 間 は 

六十 五日 四 分の 一 ごせ 

至の 時に. ffl 當 して 居る 
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は史 記天官 書に 

" 其 兩旁谷 有-三 星； 鼎 足 勾 * 之 曰-ま 提； 攝提 者。 き 斗枘^ 指」 
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其 語 原 

るで あ 


の 場合 
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韻 に 關 

する こ 
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の で あらう ど 疑 ふ 人 も ある (g へば 前揭飯 岛 氏の 如 き)。 當 時の 實見 か、 後から 製作 し 

たる もの か は 容易に 判斷し 難いが. 寿 秋 中期 以後に は土圭 による 太陽の 影の 觀測 が 

大に t 歩した 箬 であるか ら. 予 は 當時實 見の 記^ ど 見て 少しも 差 支ない？」 思 ふ。 多 

くの 觀 測の 中から 特に 朔旦 冬至の もの、 みが 記錄 されて 傳 はった こども 自然 的で 

^しむに 足らない し、 太 初 暦. 三 統曆の 如き は 却て 斯の 如き 記錄を 材料 どして 案出 さ 

れ たもの V」 見る 方が 至當 である V」 思 ふ。 假， 9 に ー步を 譲りて 後よ， 9 製作した る も 

の ノレ す る も. 其 製作 年代 は戰國 時代なる ベ く. 決 して 漢 代に 降る の 必要 はない C 戰阈 

時代の 人士が 日 至の 觀測 及び 推步に 就て 如何に 大 なる 自信 を 有して 居つ たかは， 孟 

子 - - 

"天 之 高 也。 星お 之 遠 也。 苟^-其 故； 千歳 之 日 至。 可-坐 而致 1 也 

V- あるに 見ても 明かで ある。 但し 土圭 による 日 至の 觀測 は. 後世の 歷 志に よりて 明 

かなる 如く、 大なる 精確 を 期し 難き ものなる が 故に、 戰國 時代 若く は^ 秋 時代に 於て 

は 二三 n 前後の 差逑は 到底 免れな か つたで あらう ど 思 はれる。 い，^ の 記事 力^  f 

よりの 推步ど 二三 日 位の 差が ある どして も、 當 時の 實見 記事に 非ざる 證據 ど はなら 

^足の 記事に よりて 左傳國 語の^ 作 年代と チ支紀 年 法の 發 達と を 論ず  三 八 一 
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な い。 

千^の H 至 を推步 する V」 云 ふこ V」 は ，一年の 長さの 精確なる 智識 を 有して 居る ど 

云 ふこ VJ である。 旣に 一年の 長さに 就て 相當の 智識 を 有する 以 上， 比 較的簡 單に知 

り 得べき 一 ヶ月の 長さに 就ても 精確なる 智識 を苻 して 居った こど は 勿論で あらう 

に從 つ て 兩者を 結合 すれば 容易に 案出し 得べ き 十九 年 七 閏の法 も 戰國^ 代の 人士 

に 知 "て^った であらう V」 推^される。 なほこの 想像 を强 むる もの は、 左 傅の 著者 

が 所々 に 寿 秋の 曆 法に 對 して 加へ て 居る 批評で ある。 

り 文 公元 年。 春。 於 一  非^ 也。 先王 之 ま 時 也。 I？ 端 於始； S 正 於 中； 

^お 於 終； P11 於始； 序 則 不&。 舉- 正 於 中； 民 則不き 。 歸 fe 於 終； 事則不 *悖_ 

(この 文は史 記 藤 書に も 引用され て 居る) 

^遜 公二 十七 年。 十一月 乙 亥朔。 曰 有 之。 辰 在 &.。 司 歷過也 C 再 失^ i 矣 

へ 哀公 十二 年。 冬 十二月 螽 e 季孫 問-, 諸 仲 尼； 仲 尼 曰。 丘 聞 * 之。 火 伏 而後 蟄者犟 

今 火^ 西 流。 司歷過 也。 

是 ^ の 批^ は. 浅 お^ 志 世 の 計算に よりて 明かなる が 如 く， 十 九 年 七閔の 法を標 


準.、」 して 加 へ たもの VJ も 見る こ. /」 が出來 るの 

は 他日 機會を 得て 寿 秋の 曆を 詳細に 吟味した 

著者 は 多分 十九 年 七 閏の法 を 熟知せ しならん 

が 如 く、 予 は 左傳を 以て 戰國 時代に 製作され た 

代に 旣に 大體 太初 曆 程度の こどが 知れて 居つ 

十九 年 七閏の 法に、 太初 曆 以後の 凡ての 整頓 

あるが、 それが 戰國 時代に 知られて 居った し 

ィ リ が實 見の 記事 V」 して 傳 はって 居った ごす 

春秋 二  fR 四十 餘 年間の 忠實 なる 記錄を 少しく 

當 精確に 算出 し、 從 つ て 十九 年 七 閏法を 發兒す 

易の こ V」 で ある V」 思 はれ る。 

十九 年 七 閏の法 は， 西 洋 では 西紀 前 四 三 二 年 

て 居 るが、 一 年 を 三百 六十 五日 四 分の 一 どした 

年 法 は 西紀 前 三 三 四 年頃に カリ ポ ス の 修正し 


である 

る 後に 

ご 疑 ふ 

る もの 

たらう 

せる 暦 

て も 少 

れ ば 勿 

复ハ 面 目 

る こ VJ 


が. 果 し て 

罾 る こ ノレ 

ご ナ -I 上 

ヾ J  0 す る 

ヾ」 云 ふこ 

法の 根柢 

しも^ ii し 

論の ：フ」 - 

に 吟味す 

は 、《ns  0 の 


頃に メ トンの 發 

る 十九 年 法、 卽 ち 

たる もので あ る 


\ し 

め る 

力 も 

ビ に 

を な 

む に 

若 し 

曆 法 


斷定 


す is 

る o 

て 

年 
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き 七十 六 

月 A  - - 己 

B. 一  力 f 言 


^^天文 ffi- 史硏究 

せる もの VJ して は 西紀 前 百 年頃 

如 き は. 太 初 暦 は 西洋から 支那に 

は 理由がない。 一年の 長さ V」 一 

ど すれ ば， 早 晚 十九 年 七閎の 法に 

偶然に 非す して 當然 である。 况 

七十 六 年 法の 形跡 は， 左 傅の 製作 

で..^' て柯^ よりも 古い。 

五 ^ 正 ど S 正 

お 秋 力 後期 は 所謂 周 正 を 用 ひて 居る の に、 秦 初の 呂氏 春秋 月 令に は 明か に 夏 正 を 

川 ひて 居る。 ^秋 以後 秦 初に 至る までの 間に 月の 數 へ 方 を 二 ヶ月 ほど 變更 した 時 

期. か あるに 相逑 ない が， そ れは 何時頃で あらう か。 

^  ^  ：  ^  5  ^.fe  V」 あり。 この 陳 は 贩 誉 の娵 なる べし V」 思 はる ゝカ 果してお-: らば 

太陽^ 娵 ，& 室) に あるの は 所謂 建 寅 月で ある 故. 爾雅及 離 騒 は 夏 正の 月 を 用 ひて 居 

る C 阈 おの 越 語に 玄 月-、. - あり. この 月の 名 は 爾雅に 見 ゆる もの 故， 國 語 編^ 時代 も 亦 


三 八 四 

の淮南 子史記 等に 始めて 見えて 居る の で、 飯 島 氏の 

輸入した る ものな らん ど 疑 ふて 居る が， 斯 の 如き 疑 

ヶ月の 長さ VJ を 調和せ る 所謂 太陽 太陰 曆を用 ひん 

到^す ベ き箬 で， 柬 西 別々 に 同じ 法を發 見す るの は 

んゃ 上述せ る 疑が 事實 なり ど すれ ば、 支 那に 於け る 

時^ 卽ち 西紀 前 三 六 五 年 頃 (次 節 を 見 よ) ま で 溯る の 


夏 正の 月 を 用 ひて 居った もの V」 見なければ ならぬ。 

忍 ふに 月の 敷へ 方 を 改めた る は， 左 傳國語 の 製作 時代， 西紀 前 三 丙 六十 年 前後 に 非 

るか。 それより 少しく 時代 を 後に せる 孟子に 見 ゆる もの は 皆 周 正の 月で あるが こ 

れ. は 改正 後日な ほ淺 くして、 暫く 混用せ る 時代に 當る ぐ」 見る ベ きで あらう。 なほ 西 

紀前ニ 九九 年までの 記事に 終れる 魏の 國の史 記なる 竹書紀 年が 全部 夏 正の 月に て 

記せり VJ 稱す るの VJ  、左 傳の 中に て 主 V」 して 晋に關 する 部分が 多く 夏 正 を 用 ひて 居 

る 如く 見 ゆるの V」 は * この 月 名の 改正が 魏晋 地方に 始ま り、 特 に晋の 歴史： U け は 早く 

夏 正に 改めん VJ 試みた るが ためな.， つん、、. 一思 はれる。 晋は 春.^ 時代より して 夏 正 を 

用 ひて 居った V」 云 ふ 人 (一二) も あるが、 列 國曾盟 などの 多 か h- し 春秋 時代に 長き 期間 

を 通じて 異なる 曆を用 ひたり VJ は 信じ 難い。 夏 正 周 正の 混用され て 居った の は， 戰 

固 時代に て 改正 後の 數十 年の 間に 止った であらう。 

斯の 如き 見解に よれ ば、 左 傅の 中の 一部 特に 晋に關 する 部分に は 左 傅 製作の 際に， 

其當 時の 曆 法の 考に より て、 月 の 名 を 改めた る ものが ある V」 見なければ ならぬ。 從 

つて 春秋 長 歷を 考究す るに 當ては 一 々經 V ー傳 VJ 曆 日の出 所を區 別して 吟味し なけ 

歲^ の 記事に ょリて 左 博 W 語の 製作 年代と 干支 紀年 法の 發 逢と を 論ず  三 八 五 


柬洋 天文學 史硏究 

れ ばなら ぬ。 

更に 秦が 天下 を 一 铳 して 正朔 を 改め 

て 改めて、 S 正の 月 ご 三 ヶ月 ほど 異なりた 

あるが， これ は 信じ 難い。 秦の 正朔 を 襲用 

は ，賈 誼の 鷉鳥賦 及 太初 改暦の 詔書に 依て 

據は 漢書に I. 元年 冬 十月 五 星 拳 東 井-マ あ 

正) に あった 箬 なる 故、 十 月 V」 云 へ る は三ケ 

.、J も 疑 はる ゝの である が？  J れ だけ で は 確 

七 月 を 冬 七月、、. -云 ふの は 無理で ある。 思 

を 以て 秦に入 b  、六 七月 頃に 至りて 五 星 東 

て^ 同した る もの VJ 見る 方が 至當 であら 

(一) 明張邢 思— 瑯邪 代醉篇 歳 陽 月 S8 の郎 

(二) 旣揭钣 ね 氏^ 文 

(三) 】 IS 炎武 = 知錄 

(四) i 乇檢 討^ 問^ 


三 八 六 

を I 併せ 

る 月 名 を 用 ひたで あらう V」 云 ふ說 (S も 

したる 漢 初の 曆 月が S 正の 月で ある こど 

明かなる こ V」 で あ る： 改月說 の 唯 一 の 論 

る 記事で、 この 現象 は 同年の 六 月， 七 月 頃 (夏 

月 異なりた る 秦月を 以て 記せる に 非す や 

かな 論據 V.- し て は 不充分 で あ る C 夏 正の 

ふ に史 記に は 十月 ご はない 、高 祖が前 十月 

井に 聚， - たる を、 漢 書の 記者が 兩者を 併せ 

う o 


十 HT を 以て 歲首 V- した る 際に、 H: 名 


(昭和 三年 五月 追記 四曆 法、 五 周 正 ど 夏 正， 兩 項に 就て は， 本 書 採 錄第八 筵 戰 闽 

秦漢の 暦法」 に 詳論して 居る) 

左傳國 語の 製作 

1 歳星 記事 

第 八 節 及第 十 一 節に 論斷 したる が 如 く， 左 傳及國 語に 見えた る 歳 星の 記事 は^ 紀 

前 三 六 五 年の 天象 觀測 により、 この 年 を 基準 元始の 年 どして 推步 したる ものなる が 

故 に. 其 製作 はこの 年 以後で なければ ならぬ こど は 無論で あ る、 が 併し 又、 こ の 基準の 

年より 後 十數年 を經れ ば. 旣 に觀測 ご推步 VJ の 間に 若干の 差 逢 ある こ VJ に氣 がっく 

や： であらう から、 この 記事の 製作 は、 基 準の 年 以後 數年 以內 でなければ ならぬ こご 、 

思 ふ。 基準 元始の 年 西紀 前 三 六 五 年 は， 周 顯王四 年、 梁 惠 王 六 年， 現 行 干支に て 丙^の 

歲に當 る。 

この 時代に この 記事 を 作製せ る 人の 誰なる か は 容易に 知り 難いが， 其 人 は 五 星 を 

觀測 せる 星 占 家に し て. 星 占の 方法 VJ して 十二 次 及 分野 を 制定 し、 且 つ 己の 星 占法に 

=Km 一の 記事に よ = て 左傳 n 語の 製作 年代と 千 支紀年 法の 發 逢と を 論ず  三 八 七 


に 偏して 居る を 以て 見れば * この 

ヾ き で あ ら う。 

殷商 巫咸。 周 室史佚 萇弘。 於 * 宋 

" 魏石申 


^^天文^ 史 研究  三八メ 

權威 を與 へんが ために 溯 て歲 星の 記事 を 作製した もので あらう。 十二 次 ご 分野 

V」 が大 梁の 名. によって 明かなる 如 く， 特 に魏晋 地方 

製作者 は魏晋 地方に 關係 深き 星 占 家の 中に 物色す 

^記 天官 書に 古来の 天文 星 占 家 を 揭げて 

昔 之 傅-, 天數 1 者。 高 辛 之 前 重黎。 於-唐 虞- 義和。 

子韋。 鄭則 裨^。 在 * 齊廿公 e 楚唐昧 e 趙尹皐 

,,レ あ b 、張 守 節の 史記 正義に は 劉 向の 七錄を 引いて 

廿公楚 人。 戰國 時。 作-天文 星 占 八 卷- 

石. 5- 魏人。 戰國 時。 作-天文 八 卷- 

-、 - 述べて 居る。 前 漢書 天文 志に は、 歲 星の 位^ を 記 

甘 氏の 言 を 引用して 居 り、 宋 の邵康 節の 皇極經 世 書 

云うて 居る。 今 n 傅 はれる ものに 甘 石の 星經 なる 

言 を 多く 引用して 居る が 其 傳來の 正しき や 否や は 


す に 當 り， 太 初の 位置の 外に 石 氏 

に は 「五 星 之說。 自- 甘 公 石 公一 始」 ヾ.. - 

もの あ 開 元占經 に 甘 氏 石 氏の 

確かで ない。 


^石 S 氏に 就て は、 これ 以上 その 生存 年代 等に 就ても 知る 所がない が， 予 は 私 か に 
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歳 KS の 記事に よ U て左傳 ^語の 製作 年代と 千支耙 年 法の 發 達と を 論ず  三 八 九 


^^天文^ 史 研究  三 力 0 

は 戰國^ 代 西紀 前 三 六 五 年 以後に て潢 初まで は 降らぬ ご 云 ふ 結論 へ ... -力 である 

左 傅の 製作 年代に 就て は 古 來學者 間に 種々 の 議論が るる 二)。 其 一 で.： ： ーぷ 氏の 

左 氏 ^箋 卷首總 論の 部に 輯錄 せる もの によりて 見れ ば. 左 傅 の 立 論 -カ し , -乂 の 勢 

どより 見る 論 は 別 V- し、 左 傅 を 以て 戰國 £ 代 以後の もの V」 する 論^ は-. ん. y 中に 戰 

國 ほに のこ ビを 或は 記載し 或は 豫 言 せる が 故で あ り、 そ れ にも拘 はらす 左傳を 以て 

直に 春秋に 接せる もの、、」 する 說 は， 是 等の 戰國 時代の 記事 は 左傳の 論旨 を 事 實の上 

に 闞 明 せんがた めに 著者の 志 を 繼 で 後より 追加した る も の、 豫 言 は 字義 通. 5 の豫 言 

なりし もの V- して 說明 せん^す るので ある が、 予 は 旣に左 傅の 製作 を 以て 戰國 時代 

西紀 前 三 六 五 年 以後 ど 論斷 せる が 故に 後者の 如き 辯 明 は 全く 無意味で ある。 戰國 

i& 代に 關 する 記事，、」. 遙に偶 中 率 を 超越せ る豫 言 の 適中ビ は， これによ りて 左傳 製作 

年代の 範圓を 限定す るの 材料に 供し 得べき 箬 である (5  o 

ィ左傳 の 記事 は大體 哀公 二十 七 年 (西 紀 前 四 六 八 年) を 以 て 終 て 居 る が、 其 末尾に 次の 

こ V」 が附 加され て 居る。 

淖之四 年。 晋苟瑤 帥 * 師 P 鄭 中略 趙褒子 由 if 知 伯； 遂喪乏 C 知 伯^ 而愎。 故韓 


魏反而 喪 i  (終) 

三 族が 知 伯 を 滅ぼした の は 西紀 前 四 五三 年。 趙襄 子が 卒 

紀前四 二 五 年で あ る。 

"信 公三 十 一 年 (西 紀 前 六 1 1 九 年) 

冬。 狄圍， 衞。 衞遷手 帝 丘； 卜 GL- 三百 年 1 

この 年より 三 百年 後 は 西紀 前 三 二 九 年 

衞の. C びた の は 西紀 前 二 〇 九 年で ある。 

" 文 公 六 年 (西 紀 前 六 ニー  年) 

秦伯任 好卒。 ^干 車 氏 之 三 子奄息 仲行铖 虎^^ 殉。 皆秦之 

賦- 黄鳥； 君子 曰。 秦穆之 不：. 爲，， 盟 ま也宜 哉。 死而棄 k 巾 略 

又 收__ 其 &以 死。 難- 以 在 i 矣。， 君子 是以 知.. 秦之 不& 東 征 I 也 

史記秦 本 紀には 此文を 引用し 君子 曰 云々 の 批評 を 加 へ て 

東 征 一也 ど變更 して あるの は、 事 前 ど 事 後 V」 に 於け る 語勢の 

ら ラ。 

歳 ffi の 記事に よ リて左 傅！：^ の 製作 年代と 千 支&年 法の 發達と を 論ず 


し て 諡號を 得た • の は 西 


良 也。 國人哀 * 之。 爲 * 之 

今 縱 無，， ， 法 以 遣-後 嗣； 而 

居 る が、 是以 知， 秦不, 能 & 

差 を 示して 居 る ので あ 

三 九 一 


* 洋天 文^史 研究  三 九 一一 

天子 伯 を秦に 致し、 諸侯 畢く 秦を賀 する に 至つ たの は 西紀 前 三 四 三年で 秦が 六國 

を滅し 皇帝 ご稱 したの は 西紀 前 ニニ 一  年で ある。 

-ー褢 公二 十九 年 (两 紀前五 四 四 年) 

季子 諾國の 樂を聽 きて 其 輿. C を 論す る條に 

鄭。 其 先. C 乎 鄭の 滅びた る は 西紀 前 三 七 五 年 

齊。 國 未 量 也 齊は 西紀 前 三 八 六 年に 田齊 どなり 西紀 前 ニニ 一年に 滅ぶ。 

ホ 昭公四 年 (西紀 前 五三 八 年) 

渾罕曰 上略 姫 在， 列 者。 蔡及 曹滕其 先. C 乎。 倡而無 * 禮。 鄭先 亡。 倡而無 * 法 

蔡の 滅びた る じ 西紀 前 四 四 七 年、 曹 の 滅びた る は 西紀 前 四 八 七 年で せ ハに疑 はない 

が、 の 滅びた る 年代に 就て は 稲々 の說が ある。 林 春 溥の戰 國紀年 は戰國 策に よ 

り て、 周 愼覿王 三 年 (西紀 前 三 一 八 年) に 宋王 偃に 滅ぼされた どして 居る が， 斯く て は 

孟子に 滕定 公文 公の 話が あるの V」 合 はぬ ので、 通鑑 はこの 事 を 周赧王 二十 九 年 (西 

紀前 二八 六 年) に 載せて 居る。 然るに 竹書紀 年に よれば 今 本に は 威烈王 ナ年 に 於 

越 滅 * 滕 V」 あ 、古 本に は (幽 公 十四 年) 於 粤子朱 句 三十 四 年 滅ぉ滕 ど あ b. 孰れに しても 


(ホ） 


m  w 蔡 
c  c  c 


四 四 四 
一八 四 

五 七 七 


gr」 前 四 一 五 年に 滅びた こどに なって 居る。 思 ふに 膝 は 一 たび 越に 滅さゎ 孟子 

の 少し 前の 時代に 復活した るに 非る か。 

以上 輯， M せる もの を 通^ し、 豫 言 の 適不適 を 顧慮して 左 傅の 著作 年代 を 進退 すれば 

次表の 如き ものになる。 、 


*  M の-お^によ リて左 降^お の 製作 年代と 千 支紀年 法の 资 達と を 論ず  三 九 一一 一 


年 代 . 

以  前. 

漢  初 


ミニ 九 

三) 


一二 二  0 頃： 

(滕 ご 孟子) 


論  據 

^星い 記事 ど 干支 紀年 


ィ現實 記事 

" 衞未. U 

ハ^^ 征の勢 

} (鄭. 13 


三 六 五 

四 二 五 

(三 

一二 七 五 


束汴 天文！^ 史硏究 ：  一二 丸 四 

思 ふ ： に 左 傅-の 装 代 は、 西 紀 前 三 六，， 五 年以 後、 西 紀前三 二 九 年 以前で、 多分 西紀 前 

三百 四 五十 年頃で あらう。  - 

著作者の 誰 人なる か を 考究す るの は 本論 文の 範園 外で あるが 、歳星 記事 ど 聯關し 

て 考、. ふ れ ば， 魏 の 人^く は 魏に關 係 ある 人なる ベ き は 無論で あらう。 史記魏 世家惠 

王 三十 五 年の 條に 

惠王數 收-於 軍旅； き 禮ーひ 幣。 以 招-賢者； 鄒衍 淳于髡 孟軻皆 至-梁 云々 

ど ある が、 左 傅 の 著作者 は是 等の 學 者の 中に 求むべき では あるまい か。 

左 傅の 著者 は 二三 fH 年 を 溯りて 其 人の 言 は ざ， 5 し豫 言 を 言 ひし もの、 如くに 作 

製し 記载 せる を 以て 見れば 其 他の 事項 V」 雖も 凡て 當 時の 事實 のみ を 記載せ る もの 

ど 信用す る こ VJ は出來 ない 箬 である。 從 つて 左傳に 記载 せる 事 賞 を 引用す るに 當 

て はこの 點に關 し 周到なる 吟咏を 要する ビ云 ふこ ビ になる。 拙著 支那 上代の 曆法 

屮に引 川せ る 巧. ^に 就て も、 か 、る 見解に 從 へば 多少 取捨すべき ものが ある 様に 思 

ふ。 該 論文の 大綱 は 幸に も是 等の 小 修正に 依て 影響 を 受けない が， 十 一 一 次、 分 野 及び 

歳^ 紀年 法に 關 する 論斷 は、 本 論文に 硏究し 得た る 如く 訂正す る こど を 要する。 


二) 11^ 仝ヒ" 總 nr^ 耍— 卷 秋左傳 正義の 部 

竹 添 氏 I 左 氏ね i< 卷首總 論 

旣揭钣 ft 氏 論文 

(二) 瓯炎武 ロ知綠 ー 左 氏 不必盡 信の 條參照 

1" 左， 國語 にある 歳星の 位置 は當 時め 赏 見に 基き た る ものに 非す して、 後の 時代よ 

不完全なる 智識に よりて 推步 したる ものである。 

二 推步を 始めた る 基準 元始の 年代 は  . 

十二 年 一 周 法に よ b て 戰國時 代 (西 紀前 一 二百 七十 年 前 後) か、 又 は 

百 四十 四 年 超 辰 法に よりて 前漢 末 (西 紀 前 十 年 前 後) か 

兩者其 一 でなければ ならぬ。 

日 太初 元年の 歲 名に 甲 K 丙 子， 丁 等の 混雜ぁ る こ VJ, 及び 秦漢の 際の 歲 名の 研究に 

よれば， 歲陰紀 年 法卽ち 干支 紀年 古法 は戰國 時代に 始まれる もので、 其 元始 甲せ 力 

歲は 西紀 前 三 六 五 年 (現行 干支 丙 辰) で あ る。 

鈸虽 の 記事に よりて 左俾 の 製作 年代と 干支 耙年 法の 發 達と を 論ず  三 九 五 
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四 ，s 雨^ を 併せ 

陰紀年 法を實 

五十二 次 V」 分野 

六是 等の 仕事 は 

七 左 傳及國 語の 

察す る に、 戰國 

八 左 傳の豫 言 法 

ので ある。 

九戰國 時代 に始 

れ、 後 漢に 至り 

從っ て^ 記 十 

支 は、 凡 て 後 漢 

十 十二 歲 分の 

しど すれば， こ 


考 ふれ ば、 上 に 溯りて 歲星 

行し 始めた る 年に して 西 

ヾ」 は 星 占の 目的の ために 

魏の石 申の 手に 成った で 

製作 年 代、 は 其 中に 編入せ 

時代 西紀 前 三百 六十 五 年 

は後驗 的で ある 事 實を見 


めら れたる 歲陰紀 年 法 は 劉 

て 歳星に 無關 係なる 干支 紀 

二 諸侯 年 表、 竹 書紀年 等に 見 

以 筏に 附 加した る もので あ 

紀年法 は 西紀 前 三 六 五年以 

の 年 制定の 際に 甚だしき 混 


位置 を推步 した る 年 は卽ち 下に 

前 三 六 五 年周顯 王の 四 年で ある 

項 V」 同時代に 制定した る もので 

ら う VI 思 はれる。 

歲 星の 記事 ビ 豫 言 の 適不適 ど に 

り  一二  fm 三 十 年 に 至る 間で ある。 

る 後に 溯りて 豫 言 の 形式 を與 へ 


歆に 

年 法 

る 如 

る o 

前 に 

I を 


より て 超 辰 的 太 歲紀年 法に 

に 改めら れ、 以 て 今日に 及ん 

き、 戰 國 時代 以前の 紀 年に 附 

は 存在し ない。 若し 以前よ L 

見る べき 箬な るが 故で ある。 


向て 歲 

0 

あ る。 

よ， o- て 

たる も 

改めら 

で 居る 一 

せる 干 


あ 


從 つて 周 禮爾雅 

の もので なけれ 


の 如き は、 少 く  V」 も 其 十 有 ニ歲の こ V」 を 記せ る 部分 は こ の 年以 伊 

ばなら ぬ。 

P 攝提 格、 單閼等 の 十二の 歲名 は外來 語に は 非る が 如し。 

お 太初 暦の 智識 は戰國 時代に 發 達せる もので 畢竟 寿 秋 二百 四十 餘 年間の 忠實 なる 

( - I  -  )  o  (大正 七年藝 文) 

記錄の 賜で ある。 


S 星の 記事に よりて 左傳阒 語の 製作 年代と 干支 紀年 法の 發 逢と を 論ず  一一 一九 セ 
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苒び 左傳國 語の 製作；^ 代^ 論ず  。 

附 公 羊穀梁 兩傳の 年代に 就て 


本論 

ど 題し 

囘の硏 

V」 を 硏 

硏 究 を 

硏究 ど 

に^し 


文 


一一 一一 口 


は 「歲 星の 記事に より 

一 昨年 (大正. 七 年) 十 一 月 

究 に 於て は 主 どして 左 

究の 材料 VJ したので あ 

補 はん VJ すろ ので ある- 

密接の 顯係 をお する の 

たので ある が， 論述の 便 

じ 其 結朵 のみ を 引用す 


て 左傳國 語の 製作 年代 V」 干支 紀年 法の 

及 十二月の 本誌に 發 表した る もの 、繼 

傳國 語の 中に ある 歲星 記事 V」 秦漢の 際 

る が、 今 囘 は其範 圍を漢 代の 文獻に 及ぼ 

. なほ 本 問題の 硏 究は漢 代に 見えた る 

で， 兩 々相 並んで 硏究を 進め 相互 照應し 

宜上 後者 は篇を 改めて 述 ぶる こど ゝ し. 

る こ vj  、する。 (引用の si 合に は 前 論文 


發達 V」 を 論 や J 

績 である。 前 

に 於け る歲名 

して 前 論文の 

種々 の曆 法の 

て 若干の 結論 

本論 文に は必 

を 第 一 篇 V」 し， 


本論 

代 を 

て」 VJ 

て 謹 

於 て 

辯 VJ 

同氏 

^9 る 

は 到 

應す 


文 を 第二 篇， 後 の 論文 を 第三 篇ヾ. - 

囘の 論文に 對 して 飯 島 忠夫氏 は 

し、 橋 本堦吉 氏 は 本年 一 


論 す」ど 

題し 批 

で 敬意 

卑見 を 

す る o 

の疑點 

豫  一一 一 e  VJ 

底 決定 

る 如く 


評 的 論文 

を 表する 

陳する こ 

同氏の 主 

は 定めし 

見るべき 

5a グ- ^0 里 I 

解释 され 


を 公に された 

0 橋 本 氏 の 論 


VJ  、し 

もなる 

氷解し 

ものが 

では あ 

なけれ 


, 飯 島 氏 

論點に 

得る で 

あ る VJ 

り 得な 

犮 な ら 


前 論 文の 要旨 


稱 へる こ VJ  、する) 

昨年 五月の 東洋^ 報に 於 て S; び 左 傅 著作の 年 

月 以後の 史學雜 誌に 於て 【左 傅の 製作 年代に 就 

は 共に 同 一 の 問題に 閥す るお 力なる 研究 ごし 

は 未完なる が 故に 完結 を 待て 更に 次の 機會に 

論文に 對 して は 本論 文 特に 其 第三 節 を 以 て 答 

して 豫想 外に 適切なる 反 證を發 見し 得た ので- 

らう VJ 思 ふ。 なほ 同 お は 左傳の 中に 劉 氏に 閥 

ふ こ V- に 重き を S て 居ら る ゝ樣 であ るが、 これ 

ヾ」 思 ふ。 他に 有力なる 論 證が あれ ば、 そ れに適 

もので あらう。 


前囘の 論文に 於て 左傳國 語の 中に ある 歲星 記事の 製作 年代 を 決定す るた めに 使 


£ び 左傳^ ^の 製作 年代 を 論 * ナ 


三 九九 


辰 （乙） 其 れ 


東洋 天文學 史 研究 

用した る 材料 は 結局 次の 五 件で ある。 

1 晋 語 に 晋の文 公が 狄に奔 るの 歲に歲 在 失 火 1 ど 

卽ち 西紀 前 六 五 五 年に 歳星が 大火の 次に 在つ 

ビ は 三. 四 次の 差が ある。 (前 論文 第 四 節に 述べ 

傲より 〇. 五 を 減じた る もの を 用 ふ)。 

2 左傅昭 公三 十二 年の 條に越 得， 歲 ^ある こ V」。 

卽ち 西紀 前 五 一 〇 年に 歳星が 越の 分野に あつ 

甲戰國 時代に は析 木で あ り、 乙 漢初 以後 は星紀 

ニ^に 解釋 する こ VJ が出來 る。 實 際の 天象 ヾ」 

ば 一 1 丄ハ である。 なほ 1 より 91 に 至る までの 年 

間に 歳星 は、 甲 の 見解に よれば 丁度 百 四十 五次 

の 見解に よれ ば. fn 四十 六 次 を 進ん： U こ VJ にな 

した V」 云 ふ こどになる ので ある o 

3 左 傅 昭公九 年の 降に 陳の滅 C の豫 言 が あ り、 陳 


四 〇〇 


あ る 

た ノレ 

た 理 


こ 

で 

る 


ヾ」 

ふ 


云 

ん 

で、 


ふ 

ぐ J 

で 


V」 


リ こ 

第 六 


れ 


で あ 

る ゝ 

れ ば 


十五 年に 

超 辰 はな 

四十 五 年 


實 

表 


が、 越 

で， こ 

丄ハで 

つ て 

>  J ヾ」 

間 に 


の 

揭 


天象 

げ た 


分 

る 

度 


野 は 

事 は 

よ 


は 今より 五 年 目に 一 度 復活 し. そ れ 


より ft- 十二 年 目に 歳星 鶉 火に 在る 歲に 遂に. C ぶで あらう^ ある こ ビ 

卽ち 西紀 前 四 七 八 年に 歳星が 鶉 火に 在る 歲に陳 が C ぶ V」 云 ふこ ど。 この 勘定に 

よれば、 少 くど も 西紀 前 六 五 五 年より 西紀 前 四 七 八 年に 至る 百 七十 七 年間に は 一 

度 も 超 一氏し ない VJ 云 ふこ どに な り、 2 の 乙 ビ は兩. 3 しなん 

ハ呂氏 春秋 序意篇 に 維秦八 年. 歲在 &灘 一 ど ある こ ど。 

秦八年 VJ 云 ふの は始 皇帝の 八 年で 西紀 前 二三 九 年で ある。 歲 在- 逮 灘 一，.」 云 ふの は 

0 陰 (太 陰) サ n  く は 太 歳が 申に ある V」 云 ふこ V」 であるが 、二様の 解 釋 力 ある .せ 爾 雅 

淮南子 天文 訓、 史記 天官書 及び 漢書 天文 志に ある 太歲， 歲 陰の 記述 を 其儘卒 淡に 讀 

め ば、 太 歲も歲 陰 も 同じ も ので、 それが 申に ある V」 云 ふの は 歳星が 鶉 首 にある V」 云 

ふこ V」 である。 P 然るに 餞 大昕は 太 歲は歲 陰 ど 二次の 差 を 有する もので、 漢^ 天 

t まが 二者 を 同 一 視せ るの は 誤で ある どし、 こ、 に 云ふ歲 在-一^  0i 云 ふの は j  4 

申に あ bvj 云 ふこ どで 歳星 は 鶉 尾に 在る ど 云 ふこ ど、 解释 する。 丙の 解 釋に從 

へ ばお 歲の歲 星の 位^ は. 左 傳 國. 語 にある 歲 星の 位置より 無 超 辰に て 推せる もの 

-yj  一  ^ し、 P の 解 釋に從 へば 超 辰 法に て 推せる もの ど 一致す る亍 度 超 辰の 歲に當 

再び 左傳^ 語の 製作 年代 を 論ず  四 0 一 


(乙） （甲） 【よ 

の の （甲) 
解 解 （乙) 
释釋兩 
をを樣 
有 有の 
しし 解 
てて 釋 
居 居の 

つつ 可 

た た 能 

が が な 
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つて 居る の で. 嚴 密に云 へば. 一 年の 差で 外れて 居 る)。 

太初 元年の 歲 名が 現行 干支 紀 年. 法に て は 丁 a であるが. 漢書 律歷 志に よれば 丙 子 

で あ り、 史 記歷 書に よれば 甲 寅 (焉 逢攝提 格) で ある こヾ し。 

この 混 雜を說 明 せんがた めに 錢大 昕は歲 陰 (又 は 太陰) ど 太歲 ど は 別物で 二 辰の 差 

を 有する ものである，、」 〜， 太 初 元年 は 歲陰紀 年 法で は 寅で、 太 歲紀年 法で は 子で あ 

る、、」 云 ふこ どに よりて 說 明し 去らん どして 居る が、 これ は 頗る 無理で ある。 これ 

は 寧ろ 無 超^ 紀年 法が 賁 際の 天象，、」 一致せ ざるが ために 生じた る混雜 どして 解 

|& すべ きもので あら-つ V」 思 ふ。 當時實 際の 天象よ りすれば 寅の 歳なる に， これ を 

子歲 V」 數 へて 居りたり V」 すれ ば、 無 超 辰紀年 法の 差が 其 年までに 積り て 二次 ビな 

り， たる も の、 若 し亥歲 V.- 數 へ て 居りたり./」 すれば  一二 次の 差 どな り たる もの ど 見る 

ベ きで あら う。 

以上 五 件の 材料の 中. 1 に 就て は 議論 はない。 2 に， 就 て 

る こどが 寳に 妙味の 存 する 所で ある。 戰國 時代の 人 は 

故に 十二 年 一 周 法に て 歳星 記事 を 作製 し、 前 漢 末の 人 は 


故に 丼く 

が释。 - Is 

にして 疑 

傳 のこの 

0 せん ビ 

て 3 は 疑 

其 0 據 VJ 

ち 得ない- 

かなる 一 

あり 得な 

に 第三 篇 

從て獨 立 

是 等の 

しての IS 


し て 

能な 

な し 

己 0 

h. み 

ふ ベ 

し て 

) 太 

の據 

い VJ 

- - 羊 

な る 

論證 

M ま 


作 裂 

る こ 

VJ  一一 一一 口 

は 杜 

ら れ 

い ら 

陰 (歲 

點 で 

田 3 は 

論す 

一 の 

相 互 


さ れ 

S  > ひ 

ひ 得 

預が 

た の 

ざ る 

値が 

陰) VJ 

あ る 

る ゝ 

る 力 

據 0 


こ 己 

V7 さ- n 

徐發 

る 程 

後 よ 

で あ 

1 の 

定 ま 

太歲 
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5- の 丙 子 はこれ を秦八 年の 申 V」 比較 すれば 其 間に (如何なる 理由に よる か は 暫く 別 

問題 V」 して) 一 辰 を 超えて 居る こ V」 は 明かなる が 故に 一 次 だけ 引き 炅 して 乙 亥 V) し， 
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記 事 ど は兩 立し 得ない の で あ 


再び 左 it 阈 語の 製作 年代 を ！i ず  so 七 


東洋 天文 學史 研究 

るから、 飯 ^氏が 右の 如き 疑 を 起された の は ー應 尤もな 次第で ある。 現行 本に は， 

左 專昭公 九 年 (西紀 前 五三 三年) 夏 四月 陳災。 鄭裨竈 曰。 五 年陳將 --復 封-。 封 

五十 r 一年 而遂 亡。 子產 問-其 故-。 對曰。 陳水屬 也 中略 歲五 及-鶴 火-。 而後 陳卒 cn 

楚 克 有 * 之。 天 之 道 也。 放 曰-五十二 年-。 

左 傅 哀公 十.^ 年 (西紀 前 四 七 八 年) 秋 七月 已卯。 楚 公孫 朝 帥， 師 滅 * 陳。 

VJ あるが、 飯 島 氏の 說 によれば、 左 傅の 原形に て は 九 年の 傳 文に は 五十二 年が ニケ所 

ども 五十 一 年 V- なって 居り、 次の 傳文は 哀公 十六 年の 條 にあって、 双方 マ」 も 超 屍 法の 

勘定に 合って 居た の を、 晋 の 杜預が (西紀 二八 〇 年頃に) 集 解 を 作る に當 b, 自分の 信じ 

て 居る 無 超^の 十二 年 一 過 法に 合 ふ樣に 勘定して 現 形の 如くに 改作した ので あら 

うど 云 ふので ある。 

汲お 氏が 斯の 如き 說を 提出され た 理由 どして は， かくすれば 氏の 有せら る ゝ劉飮 

偽 乍 説に^ 合が よい yj 云 ふこ W の 外に は、 單に 陳滅. a の 年が 史 記の 本紀， 世 家、 年表 等 

こよ， 5 て 記載が 區々 で 一定して 居らぬ ど 云 ふこ どに 過ぎない。 積極的の 證據は 一 

つもない。 劉歆を 以て 左傳僞 作者 ビ し、 杜 預を 以て 左傳 改竄 者で ある ど 申立つ るた 


めの^^  VJ して は餘， 9 に 薄弱で ある ど 云 はなげれば ならぬ。 

加 之. 左傳 のこの 記事 は 前 漢書 五行 志に も 引用して ある。 

前 漢書 五行 志 第 七 上 (昭 公) 九 年 夏 四月 陳火。 董仲 舒以爲 云々。 劉 向以爲 云々 A 

左氏經 曰。 陳災。 傳曰。 鄭裨竈 曰。 五 年陳將 _ ま 封-。 封 五十二 年而遂 c。 子產 

問-, 其 故，。 對曰。 陳水屬 也 中略 故 曰-五 年-。 歲五 及" 鶉 火-。 而後 陳卒 亡。 楚克 有^^ 

天 之 道 也。 說曰。 顓頊以 * 水 王。 陳其族 也。 今茲歲 星 紀-。 後 五 年 在- 大 梁-中略 

故 曰 五 年陳將 _-復 封 1 中略 自失 梁-四 歲而 及-鶉 火-。 四周 四十 八歲。 凡 五 反- -鹑 火-。 五 

十一 年 而陳卒 亡。 火 盛 水衰。 故 曰 天 之 道 也。 哀公 十七 年 七月 已卯楚 摔陳。 

飯 島 氏の 說 によれば、 この 五行 志 も 亦、 原形 は 五十 一年. 十六 年 V」 あつたの を杜 預の修 

正 を經て 現在の 形どな つた もの^-しなければ ならない であらう。 なほ 劉 歆の超 辰 

法に よれば 昭公 十五 年 (西紀 前 五二七 年) に 超 辰が ある 箬 であるか ら， こ の 文に 見えて 

居る 大梁 V」 鶉 火 v "の 間で 一 つ 超 辰し なければ ならぬ ので， この場合に は大 梁より 三 

年 SI 後の 年 を 入れて) にて 鹑火 になった 害で ある。 併し 大 梁. 實 沈. a 首). 鶴 火 ご 接近 

して 居る もの を單 に自- 一大 梁 一 一二 歲而 及-】 鶉 火 一で は 意味 をな さ ぬから-こ、 に は超娱 法に 

再び 左倬^ SS の 製作 年代 を 諭ず  四 ◦. つ 
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よ， 5 て^^ を 飛ばす こ VJ を 明かに 示した 文句が あった もの VJ しなければ ならぬ。 

卽ち杜 預は單 に 三 を 四に 改めた 3- けで な く、 超 辰 法 を 示して 居る 若干の 文句 をも删 

り 去った ものごしなければ ならぬ。 新の 如き こ ご は 到底 有り得べ からざる こ どで 

ある。 否 な. 有 .9  V」 云 ふために は積标 的なる 確證を 要する 事件で ある。 

追 記 (昭和 三年 五月) 


昭 公三 十二 年 (前 五 一 〇) の 越 得 歲の條 に 注し てー是 歳 歲在星 紀^ い 

これ は昭公 十五 年 (前 五 一 一 七) に 超 辰した ものに 相當 して 居る もの 

t&H る ど 否 どに 拘 はら 、ず. 傳 文に 成るべく 忠 

竄を 加へ て 居らぬ。 陳の滅 C の豫 言 に 關 

據 なき 誣 言 V」 いはなければ ならぬ。 


杜預 は左傳 
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な の で、 杜預 

實 なる 註释 
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漢書 五行 志に は 

漢書 五行 志 第 

宣元之 後。 劉 

左 氏 10 傅-其 春 

傅， 載 眭 孟夏 侯 

著-於 篇-。 

VJ ある 如く 寿 秋より 漢に 至る 間の 災 異に 

が、 董仲 舒. 劉 向、 劉 歆、 京 房 等の 說に 就て は 一 

云 ふ 4- には當 時學宫 に 列せ る 人々 の 問に 


は 自ら 551 辰 ま を 信じて 

を 加 へ 、私 意 によって 改 

改竄 說の 如き は 全く 根 

其始 めの 部分に， 

七 上 景武之 世。 董 

向 治 _1穀 梁 春秋 1。 數議 

秋 一。 意亦已 乖矣。 言； 五 

朥京房 谷 永 李 尋之徒 所 


仲舒 治-公 羊 春秋-。 始 推-陰陽 1。 爲 者 字 ：-。 

福,。 傳 以-, 洪 範-。 與_ -仲舒 1 錯。 至 a 向子 歆 1。 治-一 

行傳 一。 又頗不 fe。 是以濫 仲 舒-。 別-向 歆 1。 

-陳 行 事 訖 _| 于 王 莽 一。 學-十 1 1 世-。 以 傅 一 * 秋-。 

關 して 人々 の 意見 を 揭げて 居る ので ある 

々其 名 を 揭げて 其 責任 を 明か に し、 說 曰 ビ 

行 はれて 居った 說を 一 括して 揭げて 居る 
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^である。 斯の 如き 五行 志の 記载 例から 見れば、 この 陳诫. C の 一條： 

ふ の は， 劉 歆 より 以前に まだ 超 辰 法 を 知らぬ 時分 

歆は當 時す でに 斯の 如き 說が 存在して 居る ため 

を 差 控 へた もの^-見る べきで あらう。 

な ほ 漢 書 に は， 律 歷 志に は 三 統歷の 超 辰 法が 堂 

が 五行 志の この 一部分の み を 改作す るビ云 ふこ 

もない こ ど であ り、 又 杜預の 時代に は 左傳も 漢書 

行 はれて 居った V」 思 はる ゝか ら、 其 一 部 を 改作す 

ざ る こ VJ ゝ云 はなければ ならぬ。 

結局 陳滅. C の豫 言 に闊 する 左傳の 記事に 就て 

この 豫 言 の 作 者 (卽 ち 左 傳の作 者) は 昭公 十五 年の 

を 冇せざ りし もの VJ 云 はなければ ならぬ。 
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くで あるが、 なほこの 年 附近 は 曆法上 

漢 代に 見えた る 種々 の曆 法に 就て は 

こゝに 引用し 第 一 篇の 結論^ 共に 列 

ィ 西紀 前 三 六 五 年は歲 星の 位置より 

する 一 派 は 此歲を 以て 元始 甲 寅の 

"西紀 前 三 六 六 年 は 夏 正の 正月 朔が 

を 元始 甲 寅の 歲 V」 して 居る。 

ハ 西紀 前 三 六 七 年は殷 歷の歷 元なる 

り 千 二百 年で 歲名は 同 千 支で ある 

の 歲 V」 し、 從 て 又 西紀 前 三 六 七 年 を 

一一 西紀 前 三 六 七 年 は 緯書に ある 殷歷 

る o 

再び 左傳國 語の 製作 年代 を 論ず  四 一 三 


三 六 五 年 を 元始 甲 

第二 節に 論じた 如 

べき 時期で ある。 

が、 其 結果の 一部 を 


の 


おので 


月 


次 的の 元始 甲 寅の 歲ご 


五 

し 


で、 星 占 譏 祥を事 ど 

顓頊歷 では この 歲 

子朔旦 冬至の 歲) よ 

六 七 年 を 元始 甲 寅 

て 居る。 


の 開闢 上 元から 丁度 二百 七十 六 萬 年に 當て居 
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右の 中ハ ビ 二  VJ は 相關聯 した も 

な. 5 たる 理由から 元始 基準 的の 

て 偶然 相 接して 居る ど 云 ふの は 

つの 元始 某 準の 歳が 全然 同 一 の 

るまで も 斯く相 接近して 居る ど 

を與 ふるに 至った で あらう ど 察 

是 等の 三つ の 元始 甲 寅の 歲は 

三^相 互の 閻係は 如何。 三者の 

る が、 先 づ 直に 氣 のつ くこ ど は。 

十二 年 一 週 V」 信じて 居った 時代 

の 差 を 生す る箬 故， ィ の 甲 寅 元 は 

ければ ならぬ こ vj。 "及び" 二 

元 VJ する こ VJ も 可能で ある こ ヾ」 

て 採用され たもので あ り ♦ な ほ - 一 


ので あるが， ィ ど " V」 及び 

資 格 を 有して 居る の で. そ 

實に 珍ら しき 適合 ど 云 は 

歲で 有， o 得たならば 猶更 

云 ふこ VJ は， この 年 附近に 

せられる。 

同時に 行 はれた もの か。 

結末 は 如何。 是等 は篇を 

ィは歲 星の 位置に 關 する 

に は、 二三 十 年の 間に は實 

必 すゃ當 時の 天象に 基い 

は 二 三百 年 乃至 數百 年後 

である。 從て少 く  V」 もィ 

の歲 附近 は戰國 から 秦漢 


卜" U 


、ノ 一一  ぐ」 

れ 等が 

なけれ 

であつ 

一 種 神 


逐次 的 

改めて 

もので 

際ど 推 

て 其 時 に 

からの 推 

は 其 當 時 

に 至る 際 


そ れ 


步 


-  > 1 了 

I  , ィ 

羊 # 

1.1-1  ft  -^p 


星 

力 


A\ 全 く 異 

年 宛の 差に 

ぬ。 是等三 


の 曆 


力  一 I 

勿體ら 

れ たも 

る こ VJ 

運行 を 

間に 可 

たもの 

溯， 9 て 

甲 寅 元 

家が 常 


せ ざ 

し さ 

の か ( 

、 す 

以て 

な り 

で な 

甲 寅 

VJ し 

に 注 


目して 居った 年代で ある V」 云 ふこ ビは 明かで ある。 

西紀 前 三 六 五 年 附近が 歲 星に 闘して 基準 元始の 歲ビ して 

こ VJ は， な ほ 單獨に 漢書 天文 志の みからで も 明かで ある。 

漢書 天文 志 第 六 太歲在 * 寅。 曰- 1 攝提格 1。 歲星 正月 晨 

在-斗 牽牛、 失-次 杓 1。 早 水 晚旱。 甘 氏 在-建 星婺女 1。 太初 

單 閼-。 二月 出。 石 氏 曰 名- 1 降 入つ 在 女虛危 1。 甘 氏在& 

初 在， 一 奎 婁, 中略 在^ 曰，, 困 敦 1。 十一月 出。 石 氏 曰 名-天 宗 1。 

初？ 建星牽 牛； 略 甘 氏 太初 歷 所- -以 不^者。 以 S 星 贏 縮 在 

同じ 攝提 格の 臭 寅 y 同じ 單閼の 歳 (卯) 等 十二 歳に 於け る歲 星の 

る 所 及び 太初 歷 制定の 際に 見た る 所 を 記して 居る の で、 し か 

るの は 時 々歳星の 進退が あるの を 見た ま、 に錄 したからで 

居る。 この 記 錄は實 によく 太初 元年の 歲 名の 混雜の 理由 を 

はなければ ならぬ。 卽ち 太初 元年の 始めに 歳星 は 星 紀 (斗 牽 

石 氏の 定め 方に よれば f 太歲在 * 寅。 曰 &提格 一。 石 氏 曰。 在-斗 


採用され たもので ある 

出，, 東方,。 石 氏 曰 名,, 監 德ー。 

歷， 在- 營室東 壁 I。 在 レ卯曰 a 

危 ,o 失-次 杓 1 有， 永 炎,。 太 

在 &房始 1。 甘 氏 同。 太 

へ 前 各 錄，， 後 所 P 見 也。 

位 置 を、 石 氏 甘 氏の 見た 

も 化ハ立 置の 同じ か らざ 

あらう VJ 正直に 斷 つて 

說 明して 居る もの ど 云 

牛) の始 めにあつ たので、 

牽 牛，」 で此歲 を攝提 格の 


再び 左傳國 語の 製作 年代 を 論ず  四 一 五 
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歳 V」 稱 へなければ な ら な い。 然 

よれば 困敦 になって 居った ので • 

在& 星 (斗) 牽 牛 ラ」 したので ある。 

ば、^ 星の 位置の 差 は、 十 二 年 一週 

問 に 自然に 生じた 差ビ 見な けれ 

見 れ ば、 石 氏 V」 甘 氏 VJ に 就て は 其 

の 差で ある。 八 ニ丄ハ 年毎 に 一 次 

名-/」 太初の 際の 歲名 どが 連績し 

太初 以前 一 六 五 年 V」 なり 大約西 

秦八年 以前 ど す れ ば， 秦 八 年の 歲 

が 故 に， 石 氏廿 氏の^ 名 も 亦 太初 

もの ど 見る のが 至 當 で あらう か 


.石 氏让 氏の 時代 は 太初 以前 二 四 八 年で 大約 西紀 


る に それ 以前から 十二 

右の 記錄に 修正 的 追加 

斯樣な 見解に よりて こ 

に て 歲を數 へて 來た爲 

ばなら ぬ。 今 十二 歲の 

差 極めて 僅少で ある。 

の 差 を 生す る箬 である 

て 居った もの VJ して 計 

紀前ニ 六 九 年頃 V」 なる 

名 は旣に 太初の 歲名 ヾ」 

の 際の 歲名ど は 直に は 

ら、 結 局 同名の 歳に 就て 

前 三 


四 一 六 

年 循環で 稱へ來 つた 歲 名に 

を 施し て 【在 V 子 曰-一 困敦 1。 太初 

の 天文 志の 記錄 を解釋 すれ 

に 石 氏 甘 氏 時代 ど 太初"、」 の 

記錄に 就て 其 差 を 平均して 

石 氏 VJ 太初 どで は 丁度 二次 

か ら、 若 し 石 氏 甘 氏 時代の 歲 

算 すれ ば、 石 氏 甘 氏の 時代 は 

ので ある が、 石 氏 甘 氏 時代 を 

連續 せす して 一 辰の 差 ある 

連續 せす して 一 辰の 差 ある 

は 三次の 差 ど 云 ふこ どに な 

五 二 年 前後 V」 云 ふこ ど にな 


この 計算 は 第 一 篇第十 一 節 及び 本篇 第二 節 5 の 計算，、. -實 質に 於て 同 一 の もので 

あるが， た  >單 に 漢書 天文 志から だけで も 石 氏 甘 氏の 時 代 (從 て歲星 記事 製作の 時代) 

を 推定す る こどが 出来る VJ 云 ふこ ど を 明 言 して 置きたい VJ 思 ふ。 

劉歆僞 作說に 就て 

歲 星の 記事に よりて 左傳國 語の 製作 年代 を戰國 時代 ご斷定 した 

ける 劉 歆の僞 作說の 如き はも はや 成立ち 得ない の で、 別 に 駁撃を 加 

ので ある が、 な ほ  一 二の 蛇足 を 添へ て劉歆 のために 辯 じ やう ど 思 ふ 

1 史 記の 中に 左傳國 語に 關 する 記事 及び 糙に 左傳 よ， 5 引用せ り？」 

る こ VJG 

リ 十二 諸侯 年表 魯 君子 左 丘 明。 懼， 弟 子 人人 異 各 き 其 意-失 * 其 眞. -。 故 因- 孔 子 

史記 1。 具 論，, 其 語 1。 成-左 氏 春秋 1。 

"太史 公 自序 左 丘 失 fe。 厥 有 _1國 語 1。 

7- 歷書 周襄王 二十 六 年。 閨-- 三月-。 而 春秋 非乏。 先王 之 f 時 也。 履-端 於 始-。 

再び 左傳國 SS の 製作 年代 を 論ず  四 一 七 


上 は、 前漢末 に 於 

ふる 必要 もない 

田 3 はる、 部分 あ 


^^天文 ^史 研究  四 一八 

Mi 於 中 一。 歸.， 邪 於 終 1。 下 略 


これ は 

事實は 

0 め て 

必すゃ 

を 春秋 

-1 秦本紀 

の 君子 

の は 例 

からの 

業 帝。 

も 明か 

ホ吳世 家 

もので 


左 傅 文 公元 年 

この 年 三月に 


見 當 違 

左傳か 

ご 稱 へ 

三 

曰の 說 

の左傳 

攙 入で 

作 。秦本 

である- 

季 

あ る。 


ひの 批 

ら史記 

て 居る 

良の 殉 

を 引用 

流の 豫 

ない こ 

紀ニ VJ あ 

ネカ贄 

l!an  -  -  A、、 

ぞ. I 方 


て 


條 から 引用 

闺 月が な い- 

を 加へ て 居 

引用した も 

は 注 意 す ベ 

に關し 君子 

たもので あ 

で、 史記 は 其 

は、 太 史公自 

■ 太史公 自身 

を 歷訪せ る 

の 談話の 中 


HB- 一 

び 

で 

VJ 


己 

言 3- 

に 鄭 


ものである。 春秋 長歷 の硏究 によれば， 

一三 ほ】 ど 云 ふの は 左傳の 著者が 誤て さう 

に過ぎないの であるか ら， 先 後の 順序 は 

ある こ VJ は 疑 もない。 なほ 左傳 のこ ビ 

どで ある。 

して 加 へたる 批評 は 左 傳文公 六 年の 條 

其 結 尾 のー是 以 知 __秦 不 * 復 東 征春 あ る 

採用した ものである。 又 この 部分が 後 

本紀の 分に f 以， 人 爲^。 詩歌 黃鳥。 昭襄 

の 記事に 重き を 置い て 居る を 以て 見て 

は 左傳襄 公二 十九 年の 條ょ， 9 引用せ る 

に對し て 【是 其 先 亡 乎」 ど 云 ひ、 齊に對 し て 


函 末 V  ，量 也」 ご 評せる は^ 左 傅 一 流の 豫 言 であるが 故 に， 史 記 は左傳 よ. - 採用せ 

る ものである こ》， -は疑 ふ ベく もない。 

贊に 「余 P 春 秋 古文 1。 乃 知， 中 國之虞 與， ー荆 蠻句 吳, 兄 弟， 也 之 あるが、 こ、 に 寿 秋 古文 

ヾ」 云 ふて 居る の は左傳 のこ ど である。 

へ 鄭世家 參、 じ 商 V」 に關 する 說話は 左傳昭 公元 年の 條 より 引用した る もので 

ある。 星の 祟りの 因 緣話は 無論 左傳 一流の ものである。 

ト晋世 家 荀 息の 死に 對 する 君子 曰の 評 は 左 傳僖公 九 年の 哓 より 引用した る 

ものである。 

チ 孔子 世 家 「孔子 年 十 七， 魯 大 夫孟釐 子. 病 且 死， 誡 其 嗣 懿子 曰、 孔丘 聖人 之 後、 ゆ 峪 

今孔丘 年少 好 禮、 其 達 者 歟. 吾 卽 沒. 若 必 師之、 及釐子 卒、 懿 子 與^ I 人南宮 叔、 往 學 踡 焉 一 

VJ あるの は 左 傳昭公 七 年に 「九月 一公 至自 楚、 孟 傳. 子 病 不能 相 禮、 乃 講 學 之パ？ 能禮者 

從 之， 及 其 將死 也， 召 其大夫 曰， 禮人之 幹 也， 無 禮無以 立、 吾 聞將有 達者、 曰孔 丘， 聖人 之 

後 也 下略 jVJ あるの を 誤解して 引用した ものである。 昭公七 年 孔子 年 十七の 時 

に孟僖 子が 孔子の こ VJ を 述べた ので はない。 後に 昭 公二 十四 年 孔子 三十 五の 

再び 左傳 » 語の 製作 年代 を 論ず  四 一九 


来^ 天文 學史 研究  四 二 0 

きに 孔子の 禮を學 べビ遺 言 したの を、 左 傳は 事の 序で に f 及 其 將死也 j ごして 

七 年の 條に終 言 した ものである。 これ を 史記は 同年の こ ど、 誤解して 引 

史記 であつ て、 其 逆で は 有り得ない。 

六 年の 部 に 「春 有；. 星 出- 婺 女-。 十月 公 薨 j ど あ k 

公 十 年の 條 に 【春 王 正 0-。 冇， 星 出- 1 于 婺 女-。 鄭 

將， 死 下， ど あるの を 引用した もので あ る (春 

方から も 同樣に 見えた 箬 であるから 何等か 

を晋の 部に 置く 箬 がない。 晋の 部に 入れた 

で. 兩 者 を 星 占 的の 考で 結び付け たの は左傳 


以上 

も の 

で あ 

引 用 


た の で、 引用 は 明かに 左傳 から 

十二 諸侯 年表 普 平 公二 十 

れは 十月 は 七月の 誤 で、 左 傳 昭 

言， 1 於子產 1。 曰 七月 戊 子。 晋君 

に はこの 記事な し)。 何れの 地 

の 理由が なけれ ば、 史 記が これ 

平 公の 死 V」 關聯 せし むる ため 

の 豫 言 である。 

は^ 過の 際に 氣 のつ いた もの 

ゝみを 列記した ので ある。 若 

らう。 劉歆僞 作說を 主張す る 

した どす る か， 又 は左傳 製作の 


昭公 

用 し 


秋經 

特別 

の は 


ゝ 中で 明かに 左傳 から 史 記へ 採った ど 思 は 

し 徹底的に 搜し たら 決して この 數 件に 止ら 

ために は、 是 等 は 凡て 史記 にあった もの を 左 

後に 溯て 後から 史 記の 中 へ揷 入した もの ど 


る ゝ 

な い 

傳 が 

し な 


ければ ならぬ であ 

17 漢書 後 漢書 

ィ 漢書 粱奉傳 初 

るの は 左. 傳 昭 

"後 漢書 陳元傳 

左 氏 學、 以 欽 爲 

ら 一 家 を. なし 

成立の 餘 地が 

立 事、 左 氏、 曰 品 

三 劉歆の 意 見 V」 左 

劉歆 は忠實 なる 

に 見えて 居る の 

る i 大なる 意見 

ィ 漢書 五 行 志 に 


ら う が、 冋 れも 不可能で ある。 


元元 年 (前 四 八) の 封 事 に 「是 

公 九 年 に 一辰 在 子 卯， 謂之疾 

に f 父 欽習左 氏 春秋 事黎陽 

默難將 軍 一 ど ある。 劉歆 ど 

陳氏 春秋 ど 名け たどい ふ 

ない。 なほ 劉歆 V」 同時に 

藻. 太 史遷、 曰 實錄」 ビ いふて 

傳の 著者の 意見 ど は必 す 

左 氏の 祖述 者 を 以て 任じ 

は 甚だ 少ない が、 そ れ にも 

の 相違 VJ 云 はなければ な 

は 春秋の 日蝕の 一 々に 就 


目 王者 忌 子 卯 也、 禮 經 避 之 、春秋 諱 焉 j ど あ 

日 jVJ あるの を 引いた ものである。 

賈 護、 與 劉歆同 時、 而 別自名 家、 王 莽 從欽受 

同時の 學 者が 左 氏 春秋 を傳 へ て 別に 自 

こ VJ なの で， 劉歆 の 左傳僞 作說の 如き は 

し て 交 遊 深 き 櫞雄 の 法 言 に 「或 問 周 官， 曰 

居る の も 同様の 證據 である。 

しも 全然 一 致せざる こ VJ。 

て 居ったら しいので， 其 意 見 の 

拘 はらす 次に 指摘す る ニ點の 

ら ぬ o 

て 劉 歆の說 を 揭げて 居る が， 劉 歆以爲 云 


差の 明か 

如き は頗 


再び 左傳國 語の 製作 年代 を 論 ず  四 二 


東洋 天文 學史硏 

な VJ して 摩げ た 

ヶ月 も 早くな つ 

たゝ めで ある。 

週期 はさ ほど 正 

經過 すれ ば 蝕の 

ど 取るべき 時期 

確なる ベ きを 信 

周袞 天子 不 * 班 V 朔 

？朔 而 實 非 JSO 

-yj 云 ふて 居 り、 三 

ヾ」 し， そ れを土 臺 

所襄 公二 十七 年 

朔ど 記せる 外 は 


究  四 ニニ 

る 日蝕の 時日 は、 經 に 記載の 時日 V」 は 著しく 相 逢 

は 劉歆が 春秋の 日蝕 を 三 統歷の 法 

の 週期 V」 して 百 三十 五 H: を 採用し 

な く、 前 後 百年 以^の 間 は 有効で あ 

月 すれる 程の ものである 上 に. 飩 の 

なして 0© るので ある。 劉歆 は三統 


て 居る o これ 

三 統歷に は 蝕 

確の もので は 

月が 丁度 一 ケ 

に 就て も、 誤 を 

じて 居る ので 

. 魯藶不 fe。 

或 不」 P 朔 而 實 

統歷の 誤れる 

VJ して 星 占 的 

の日徵 に、 經 に 

凡て 經の 時日 


に 侬 

て 居 

る が" 

推步 

歷 の 


置 &不. 得-其 月 1。 月 大小 

朔。 或脫不 JE_, 朔與 _ 日。 

推算に よりて 訂正せ る 

の 判斷を 下して 居る。 

は 十 有 二月 乙亥朔 VJ あ 

を 其 儘 受け入れて 居る 


不， 得-其 度-。 

皆 官 失 * 之 也 

日蝕の 時日 

反 之. 左 傳 の 

るの を傳に 

リ 兩 者の 相 


て  一 二 

推算し 

が、 こ の 

百 年 を 

出發點 

對に正 


史 記，, 日 食,。 或 


を 正 

著者 

is 十 

違 の 


しきもの 

は 唯一 ケ 

一 月 乙 亥 

殊に 明か 


なる 例の 二三 を 次に 揭げ る- 


左傅莊 公二 十五 年。 夏 六月 辛 未朔。 H 有 V 食 * 之。 鼓 用- 牲 于 社 lo 非 V 常 也 下略 ！ 漢 

書 五行 志 劉 歆以爲 五月 二日。 魯趙 分。 下略 

左 傳文公 十五 年。 六月 辛 丑朔。 曰 有 * 食 * 之。 鼓 用 --牲 于祉 1。 非， 禮也 下略 .—— 漢書 五 

行 志 劉 歆以爲 四月 二 日、 魯 衞 分。 

左傳昭 公二 十一 年。 秋 七月 壬 午朔。 曰 有 x< 之。 公 問-於 梓 慎-。 曰是 何物 也。 禍 

福何爲 下略 II 漢書 五行 志 劉 歆以爲 五 B:  二日。 魯趙 分。 

V 左傳の 著者 は 日儎は 凡て 朔に 限る もの ど 思 ふて 居る。 

左 傳僖公 十 有 五 年。 夏 五 ほ。 曰 有 ス< 之。 不 朔 與 P 曰。 * 官 失 * 之 也。 

ど 云 へ る 傳文を 見ても 明かで あるが、 なほ 著しき 實證は 文 公元 年 二月 癸 亥の 日 

蝕に 對 する 左 氏の 見解で ある。 事實は 二月 癸 亥晦の 日食であった ので あるが _ 

左 傅の 著者 はこれ を 二月 癸 亥朔の 日食 V- 斷定 したがた めに-四月 にある 丁已の 

曰附ご 調和す るた めに は 三月に 閏 がなければ ならぬ 箬どな b  、斯 くして 事實に 

非 ざ る閏 三月が 生 れ、 や が て 「於 閏- 一三 月 1。 非 也 云々 J の 堂々 たる 批評 的 傅 文が 

發 せらる、 に 至った ので ある。 他に は 何等 據る べき 材料がない にも 拘 はらす- 

再び 左傳國 語の 製作 年代 を 論ず  四 二三 
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斷 然斯の 如き 傅 文を發 する 程、 强 き 確信 を 以て 蝕の 必 や 朔 

じて 居った ので ある。 

然るに 劉歆 は、 漢 時代の 多くの 晦食 になれ て、 日 蝕は必 すし 

うて 居らぬ。 現に 春秋 三十 六日 蝕の 中 十六が 朔， 十 八が 二 

を 下して 居る。 

TO1 漠書 五行 志 及び 律歷志 等に は 以前から 傳っ て 居る 事 實ゃ說 

かに 區 別し 得る 樣 に記载 して 居る。 

ィ 五行 志に は左傳 にない 歲 星の 位置が 三つ 程 載せて あるが 

記して あ る。 殊に 其 中 莊 公 七 年 (西 紀前六 八 七 年) 四 月 辛 卯 

に 關 ム劉 飮以爲 巾 略 是歲。 歲 在- 玄 枵 1。 齊 分野 也 7 あるの 

前 六 七 一 . 年の 超 反 以前な の で. 左 傳國 語に ある 他の 歳星の 

超えて 居る。 左 傅が 若し 劉 歆の僞 作なら ば， 此 の 如き 超 辰 

る 記事 はき： 論 左 傅の 中に 揷入 さる べき 害で あらう。 

" ^ ぶ^ 經を熟 0 す れ ば， 其 屮 どれ 程の 部分が 劉歆 以前 か 


四 二 四 

にある ベ，, ？こ ご を きぶ 

も、 朔 に 限る もの ご 思 

日 二 が晦 V- 云 ふ 見解 

ヾ J 劉歆 等の 說，、 .- は 明 

• 何れも 劉 歆以爲 ど 明 

夜 恒星 不見 云々 の 件 

は、 三統歷 による 西紀 

位 H5i に 比し， 一 つ 前へ 

法 を 確む るに 有利な 

ら の傳說 で、 劉歆 は ユ- 


れを 如何に 利用して 睃 周の 

る こどが 出來 る。 例へば 飯 

三 統上元 至-, 伐桀之 歳,。 十四 

火 閱伯之 星 也。 實紀ぉ 人 1。 

自，, 文 王？ 命而至 fe 十三 年。 歳 

是 等の 文中 〇 點を附 せる 部分 

傳曰 は證據 を擧げ て、 三 統歷に 

する 論法で ある。 强て 疑の 眼 

によつ て說 明す る こ ごが 出 

無 理 である。 それほど ま で 

ノレ に 感謝し なければ ならぬ 

歷 によりて これ を  一 R. して 

併記して 枝の 學 者に 批評の 

もの V」 云 はなければ 


年代 を决定 する の 材料 

島 氏が 引用 せられた る 

离 一千 四百 八十 歲。 歲 


亦 f 鶉 ■ 火 1。 故傳 曰。 

は、 三 統歷 よ， 9 すれば 

よりて 計算せ る 年代 

を 以て 左 傳國語 を 見 

るが 故 に、 左 傅國語 は 

に 律歷志 世經を 編み 

である。 當時 存在せ 

序 ある 系統に 仕上げ 

地を與 へたる 學者的 


ヾ」 した か  >  頗る 明瞭に 認む 

部分に 就ても 

在-大火 房 五 度-。 故傳 曰。 大 

歲在 --鹑 火 1。 下略 

斯 くなる VJ 云 ふこ V」 にて. 故 

の 正しき こ ビを證 明 せん ど 

て、 其 中 にある 記事 は 三統歷 

劉 歆の僞 作な り VJ 云 ふ の は 

上げた る 劉歆の 苦心 ど 努力 

る 一 切の 材料 を 整理し， 三統 

たる 手腕 ど. 材 料 ご 結論 VJ を 

ipS  vj は實に 嘆" 貧に 做す る 


な ら ぬ o 


W び 左傳^ 語の 製作 年代 を！ II ず  四 二 五 
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公羊傳 及び 榖梁傳 の 製作 年代に 就て 

公 羊 傅 及び 穀梁傳 に は 天文 曆 法に 關 する 記事が 少ない の で、 其 方面から 製作 年代 

を 判定す る 材料に 乏 し い が、 た ,y 一  つ 日蝕の 朔 晦に關 する 見解 を 利用して 若干の 見 

當を つける こ V」 が出來 る。 前節に 述べ た 如く 左 傅の 著者 は n 蝕 を 以て 常に 朔 にの 

みある もの V」 の 兌 解 を 有し て 居 る が、 公 羊傳穀 梁傳に 於て は必 すし も朔に 限る もの 

VJ は 見て 居らぬ o 

公 羊 傅に は、 

曰. 木 月 某 曰朔曰 有, 之 者。 Hi 正朔 - 也。 其 或 曰。 或不 * 日。 或 失-之 前-。 或 失-之 後 1。 

失-之 前お 朔在前 也。 失-之 後一 者。 朔在， 後 也。 (隱 公三 年傳) 

^ ゆ.^ に は. 

言 "日。 不、 尸朔。 食，， 晦 曰^。 (隱 公三 年傳)  . 

言, 日朔つ 食-正朔-也。 (桓 公三 年傳) 

言， 朔 e 不 fe,:n。 食-, 旣朔, 也。 (梪公 十七 年傳) 


不き， 曰。 不 J 戶朔。 夜食 也。 (莊公 十八 年 傅) 

ヾ J 云 ふて 居る。 これ を 左 氏傳の 

不， 齊日。 官失 "之 也。 (椬公 十七 年 傅)  • 

不 4S 與, &0 官失乏 也。 (僖公 十五 年傳) 

ヾ」 云へ るに 比すれば 著しき 相 達で ある。 斯の 如き 相逯 は^ 竟 時代の 差に 歸 すべき 

もので あらう VJ 思 ふ。 左傳は 西紀 前 三百 四 五十 年の 戰國 時代に 製作され たもの ど 

論斷 したので あるが、 公 穀兩傳 は それよりも なほ 若干 後の 時代に 製作され たもので 

あらう。 なほ 戰國 より 秦に 至る 間の 日蝕 は 史記秦 本 記 及 年表の 記錄の 極めて 粗雜 

なる を 以て 見れ ば、 此 時代 は 日蝕に 對 して 相當の 注意 を 拂ふ餘 裕が無 か つた 時代で 

あるか も. s れぬ。 若し この 見解に して 當れり どするなら ば、 公 穀兩傳 の 製作 年代 は 

或は 漢初 まで 降る ものである かも 知わぬ。 

耍旨槪 括 

本論 文 は f 歳星の 記事に よりて 左傳國 語の 製作 年代 ど 干支 紀年 法の 發達ど を 論じ】 

再び 左 傅 Kmi の 製作 年代 を 論ず  四 二，"' 
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たる もの ゝ^ 綏 で、 戰 國 より 秦漢に H れる 

硏究の 第二 編 ごなる べき ものである。 第 

て 之 を 說 明 し， 第 三 節に 於て は 右 論 斷の主 

して 飯 CIS 氏の 疑問に 答 へ、 第 四 節に 於て は 

る點に 於て 注目す ベ き 時期で ある こ V」 、及 

氏 甘 氏の 時代 は 漢書 天文 志より 推算 すれ 

に 互り て 前囘の 論文に 於て 到達し 得た る 

節に 於て は 劉歆僞 作說に 向て 追 擊を加 へ 

利用して 公 羊 穀梁兩 傅の 製作 年代 を 考究 

云 ふ 意見 を 提出した ので ある。 なほ 漢代 

今囘の 論文 ど ^ 接の 關係を 有する もので 

ノレ を 期して 居る。 • 


四 二八 

時代に 於け る 天文 暦法 學の發 達に 關 する 

二 節に 於て 前囘 論文の 要領 を 述べ 圖に依 

耍 材料の 一 なる 陳滅. u の豫 言 に 就て 考證 

西紀 前 三百 六十 五 年 前後に 曆法上 種々 な 

び 天文 星 占の 說の 元祖 V」 目され て 居る 石 

ば 丁度 此 時期に 當るこ どを述 r 以上 三 節 

結論 を 反覆 論證 したので ある。 更に 第五 

て 劉 歆の寃 を 雪 ぎ， 第 六 節に 於て は^ 勢 を 

し、 共 に 左 傅より 新ら しきものなる ベ し VJ 

に 見えた る穉々 の曆 法の 硏究は 前 囘竝に 

あるので、 第三 篇 ど して 引^き 發 表せん こ 

(大正 九 年 八月 藝文) 


漢 K に 見^たろ 諸種 の 曆法を 論ず 

緖 言 

戰國 より 秦漢に 互れ る 時代に 於け る 天文 暦法の 學の發 達 如何 は 頗る 典眛 ある 問 

題で ある。 上 は忠實 なる 二百 四十 餘 年間の 記錄を 有する 搴秋時 代 (西 紀前七 ニニ  — 

四 八 二 を 承 け、 下 は 暦法 制定の 太初 年 代 (西 紀前 一 〇 四) に接續 する 約 四百 年の 間に 於 

て、 天 文 暦法に 關 する 知識 は 如何^に 發 達した か。 問題 其れ 自身に 於て も、 ヌ 引て 諸 

方面の 研究に 關聯 する 點 から 見ても 颇る 重要なる 問題で ある が、 從 來 は硏究 材料の 

不足なる こ VJ  、、材料の 取捨 甚だ 困難なる こ V」 ゝの ため に、 殆 ど 手 を 著け てない ど 云 

ふても よい 程で ある。 太初 曆の 制定 は外國 から 輸入され たる 知識に よる もので あ 

らう ど 云 ふ說が 學界に 提出され たこ ど さ へ あるの は、 如 何に 此方 而の 事情が 從來暗 

黑 であつ か を 示す 好適 例で ある。 

予は 前囘の 論文^ 一  篇 及第 ニ篇に 於て 左 傳國語 は 西紀 前 三 R 四 五十 年頃の 戰國 

^代に^ えたる 諸種の 暦法 を 論ず  四 二 九 
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時代に 製作され たもの ビ 論斷 したので あるが、 この 研究の 結 

國 語の ニ大 著述 は 著作 時代の 比較的よ く 判明せ る戰國 時代 

ならす、 これに 關聯 して 爾雅 及び 周禮の 一部 も 同時代に 出來 

び 分野 法の 制 定、 干 支紀年 法の 創 定等も 亦 殆ど これ"、. -同 一 の 

が 明かに なった ので、 戰國 時代に 對 する 研究 材料 は 俄に 豊富 

あ る。 

斯 くして こ の 約 四百 餘 年の 間 (西紀 前 四 八 一 — 一 〇 四) に 於 

著述で 比較的よ く 年代の 判明して 居る もの は， 

左 傳及國 語 西紀 前 三百 四 五十 年頃 

呂氏 春秋 西紀 前 二百 四十 年頃 

淮南子  西紀 前 百 六十 年頃 

史記  西紀 前 百年 頃 

で あ り、 な ほ 其 外 に 孟子 及び 楚辭は 大約 西紀 前 三百 年頃の も 

研究 材料 V」 L てに 割合によ く 全 時代 に 分布して 居る VJ 云 は 


果 V」 し て . ^大 なる 左 傅 

の 材料.、」 なりたる のみ 

たもので あ \ 十 二次 及 

時代の ものである こど 

を吿 ぐるに 至った ので 

て、 硏究 材料 どなるべき 


ので あら ラ 

なければ な 


田 g 

ぬ- 


に れ る- 


太初 元年に 於け る曆法 制定 は 支那の 曆法 史上に 重要なる 時期 を 劃す る 空前の 大 

事業であった いけ に、 制 定の 際に 於け る 混雜は 頗る 大 なる ものであった らしい。 漢 

書律歷 志の 記述に よれ ば、 少 くご も 幾 十の 人々 が實 測，、」 運算 VJ によりて. 十 數の異 り 

たる 曆法を 比較 硏究 して 慎重に 審議した ものら し く、 差 當 りて は 太初 元年 五月より 

新曆を 施行した ので あらう が、 論議が 充分に 決定す るまでに は 前後 十數年 乃至 數十 

年 を 要した ものである らしい。 

比較 硏究の 結果， 優勝者 w して 採用され たもの は卽 ち 太初 藤 (三統 8 で あ る が、 ひ ノレ 

り 三統歷 のみなら す 其 他の 歷 法に 就て も、 主 張 者に みな 其 警證 を歷 史的 記 錄， 主 V」 し 

て 春秋の 記事に 求めて 居る ので， 是 等の 歷 法の 論議 を硏究 すれ ば、 是 等の 歷法 相互の 

關 係 や， 歷 法發 達の 徑路 V」 共 に、 古 代の 史實に 就ても 閬 明し 得る 所が 尠 なくない であ 

ら う o 

曆法 制定に 關 する 當 時の 事情 や 論議 等 は 史記歷 書 及び 漢書 律歷 志に 記述され て 

あ る が、 な ほそれに 關聯 して 參考 すべ き 材料 は後漢 書， 晋 書、 唐 書 等の 歷 議、 並 に 緯書の 

中に 散見して 居る。 

漢 代に 見えた る 諸種の 曆法を 論ず  四 三 一 


來洋 

第 一 篇及 

に ゅ5 る 部 分 

なる；^ n 法の 

此 時代 は 寿 

備 時代"/」 見 

硏究 は， や が 

で あ る。 
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び 第二 篇に 

を ま ^  { す 

硏 究 を 題 目 

秋 二  fn 四十 

るこ^が 出 

て 全 時代の 


月の 盈蝕 

ヶ月 は 三 八 

用 ひながら. 

0 入 して 太 

足な の で あ 


於て は 左傳國 

こ VJ になった 

ぐ」 し て， 此 時代 

チ %  ジ. き a  0 

來 るので ある 

狀 態 を闞 明す 


十九 年 七閏の 法 


る 


よる ーケ 

m  -yj なる 

一の 曆日 

ぉハ 季節 

か ら、 大體 


月の 長さに 二 

のに、 一 ケ 年の 

が^に 似寄り 

ヾ 」 の 調和 を 計 


の硏究 により 

で あ る が、 本鴛 

末期の 方面 か 

咀嚼して 整 頓 

ら、 曆 法 制定 前 

ための 材料 ど 


_ 五三 〇 五八 八 

さ は 三 六 五 .11 

る 季節に 相 當 

なければ なら 


-問 

る 替 

に 現 


年 半每に 一 囘 位の 割に 閏月 


て 

ん 


S1  一二 一 

取り；. 

漢代 L, 


て 恰好 


で、 十 


. 十 

入れ 


見 

の 


る 


ケ 

ノレ 


る 

ヾ J 


定 

の 


月 

月 

云 


で 


時代 

え た 


甲し 

あ 


は 三 五 

力. S  { 

ぶ 


曰 


四 

に、 太陰 

時々 閏 

約 十 一 

ど に な 


初 实 

種 々 

蓋し 

き 準 

法 の 

き 尝 


，十三 

曆 を 

月 を 

日 不 

る の 


であるが， 


なる 關係 が 

七 ヶ月の 閏 

ぐ」 云 ふこ ヾ J 

に は 充分す 

は其發 達の 

十九 年の 

が ある o 

ィ 二 年若く 

リ 平分して 


365*2422  X 19  n  6939*602 

29.53059  X  235  MM  6939*688 

あ つ て、 殆 ど 精確に 十九 年 は 二百 三十 五月に 等し 

月 を 入れ、 ば、 十 九 年の 後に は、 丁 度 同 一 の曆 日が 

になる ので ある。 これ は 所謂 十九 年 七閏の 法で • 

過 期の 長さ も 手頃の 長さで あ 

ベ き曆 法で ある。 

して. これ を 如何 樣に 


ぎる 程 精確で あり， 

途上に 必す 到達す 

間に 七閏を 置く  V- 


い。 卽ち 十九 年の 間に 

同 一 の 季節に 相當 する 

• 季節の 循環 は 古代 の 人 

る の で. 太陰 太陽 曆 に て 


配 S する か に 就て は秫々 の 方法 


は 三年 目の 年末 に. 

三十 二 ケ 月 乃至 三 

一 年 を 冬至より 始めて 十二 

け， 一 ヶ月の 中に 含める 中氣 

漢 代に 見えた る 諸種の 暦法 を 論ず 


置く。 

十三 ヶ月 目に^く。 

に 等分し 其 時期 を 十 


月 中， 十 


の 名 を 以て 其 月の 名 どす る。 か 


月 中 

四 三 


■ 一  月 中等 V」 名づ 

れ ば、 中 の 中 V」 の 


柬洋 天文 學 史硏究  E 三 四 

間 は 三十日 餘で， 一 ヶ月の 長さより 長き が 故 に， そ の 少し宛の 差が 積り て 三十  一 ニニ 

ヶ月 毎に 中氣を 含まざる 無名の 月が 出 來る箬 である。 これ を 閏月 ^ す る。 (月 名 

は 所 謂 夏 正の 場合 を 記 す) 

-1 十二の 中 氣を定 むる に當 り" 多 至點 より 始め 黃道徑 度 を 十二 に 等分した る ものに 

相當 する もの を 用 ふ る 場合に は， 中 V」 中 V- の 間が 一 ヶ月より 短 かきもの も あり 從 

て 一 ヶ月の 中に 二つの 中氣 を 含 む 場合 も ある こ VJ になる が、 この場合に は， 冬 至、 寿 

分、 S 至， 秋 分 を 含 む 月 を 必 す 十 一 月. 二月. 五 月， 八 月、、」 稱 へ る ど 云 ふこ V」 を 附加 すれ 

ばよ い。 

太初 以後 は ハ を 用 ひ、 近 世に 至て は 二 を 用 ひて 居る。 太初 以前の 漢 初に は ィを用 ひ 

て 居る。 荞秋 初期に は 十九 年 法で はない が 歲終置 閏法を 用 ひて 居る 樣 であ り、 春 秋 

後期に は U 若く は ハ を 用 ひて 居る C 戰國 時代の 左傳の 著者が 文 公元 年の 條に、 

先王 之 正お 也。 P 端於始 -e 皋- 正 於 中 1C 歸 __餘 於 終,。 履- 1 端於始 1。 序 則 不.. 愆。 擧- 正 

於 中 I。 民則不 kr 歸_- 餘於終 1。 事則不 *悖。 

ど 云 ふて 居る の は パ の lis! 閏法を 主張して 居る もの V」 思 はれる。 履-端 於 始ー V」 云 ふの 


は 朔ど標 ^季節 VJ 合致せ る VJ き 例へば 十 一 月 朔旦 冬至の 歲を 十九 年 


し VJ 云 ふこ ヾ， 一。 

W0 歸， 一修 於 終ービ 

であら， フ ど 田- J ふ 

左傳 のこの 文 

定 せる もの VJ し 

終 置 閏法を 用 ひ 

ふ說が ある。 或 

しく 論す るより 

K なる の を 選ん 

漢 代に 見えた 

一四 分歷法 I 


舉-- 正 於 中 一 V」 云 ふの は 必す中 氣を其 月の 中に 含む 様に 

云 ふの は閏 餘を閏 H: にて 一 掃して 片付ける V」 云 ふこ 


史記歷 書 及び 漢書 律腾 

當 時の 暦法 家の 間に 重 

の は， この 文 G 中、 歸 _1 ま 於 

さう かも 知れない が、 實 

，寧ろ 閏月 は 常に 歲 終に 

もので あら う。 

曆法は 凡て 十九 年 法で 

の 長さ を 三 六 五. 二 五日 


365.25  X  5  H  H  X  235, 

^代に UJ えたる 諸種の 曆 法 を 論 * 十  四 三 五 


志に 引用され て 居る。 思 ふ 

ん せられた もので あらう。 

終 IV」 あるの を 誤解した 爲め 

地 問題 VJ して は 季節の 僅か 

ある もの^する 方が 年中 行 

- 要するに 次の 二種 類に 過ぎ 

なり VJ し、 十 九 年の 章 法 を 正 


な 

な 


章 首 VJ す ベ 

る.、 J ーェ ふこ 

、ぎす へき 

S 問 法 を規 

ほ漢 初に 歲 

あら， フ VJ 一ぶ 

差 を やか ま 

の 割 當が簡 


な り ど すれ 


取^: 大文^お 研究  四 三 六 

で， 一 ヶ月の 長さ は 二 九. 五三 〇 八 五日 V」 なる。 朔の 位置 は 三百 年で 一 日， 季節 は 四 

t 年で 三日の 差 を 生 す る。 

二八 十 一 分 法 蝕の 週期 を 取り入れる ために 一 ヶ月の 長さ を 二十 九日 八十 一 分の 

四 十 三 V」 し、 な ほ 十九 年の 章 法 を 正確な り V」 すれば、 

4:3 

H  X 19  =  291^1  x に 35, 

H  =  365  ..y;;  =  365*2i302 

で， 一 年の 長さ は 三 六 五 .一 一 五 〇 二日 ど な 月 の 長さ も 一 年の 長さ も 殆ど 四 分歷法 

ど 同一 である。 

後者 は 三 統歷に 採用され た 値で あ b  、前者 は 三統歴 以外の 凡ての 漢 代の 暦法に 用 ひ 

られて 居る。 

四 分歷. 

一年 力- U さ を 三 六 五-二 五日 V」 すれば 十九 年に て は 六 九 三 九. 七 五日で 四 分の 三日 


•  たけの 端數が ある。 この 端數 をな くす るた めに は 十九 年の 四 倍なる 七十 六 年を取 

れ よよい。 十九 年 を 一章 ど し、 四 章 七十 六 年 を 一都 ど稱 へる。 今 ある 歲に 前年 十一 

月 甲子 朔旦 冬至であった 歲を第 一 章の 首 V」 すれ ば、 第 二 章 首 は 前年 十 一 月 努卯朔 冬 

至. 第三 章 首に 前 十  一 H: 癸未 朔 冬至. 第 四 章 首 は 前 十 一 月 癸亥朔 冬至. 第五 章 首 卽ち第 

二 都 首 は 前 十一月 癸 卯朔旦 冬至 どなる。 かくして 滿七 十六 年の 間に 二十 八 閏. 九 四 

〇 1- 二 七 七 五 九日 で、 季 節 は 再び 同 一 の 曆日同 一 の 時刻に 循環して 十 一 月朔旦 冬至 

ビな るので あるが、 日の 千 支 は 甲子であった ものが 癸 卯 になって 居る。 この 都 首の 

日の 干支 は 甲子、 癸 卯. 壬 午、 辛 酉 等 どなり、 再び 甲子の 藓 首を^る の は 第二 十一 都 首で 

ある。 二十 都 は 一千 五 百 二十 年で これ を 一紀 マ， -稱 へる。 若し 第 一紀 首が 甲货 の歲 

で、 前 十 一 月 甲子 朔旦 冬至の 歳から 始まれば、 第二 紀首は 甲 戌の 歳、 第 三 紀首は 甲 午の 

歲 で. 第 四紀 首に 至て 再び 甲 寅の 歲、 前 十一月 甲子 朔旦 冬至の 歲 になる。 三紀を 一元 

ど稱 へる。 卽ち 一元 三紀 四千 五 百 六十 年 を經れ ば、 同名の 歲. 同名の 月. 同名の 曰の 同 

1 ^刻に 同じ 季節 V」 朔ごが 再び 循環し 來 るので ある。 

殷歷 及び 後漢四 分歷の 場合に 就て、 一 紀 二十 都の 都 名 、都 首朔旦 冬至の 旦 括弧 內に 

漢 代に えたる 諸種の 暦法 を 論ず  四 三 七 
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節 首に 非る 章首朔 冬至の 日). 及び 節 首の 歲名を 次に 揚げる。 


乙 

丙 

丁 

戊 

己 

庚 

辛 

壬 

癸 

曰 

午 

卯 

子 

西 

午 

卯 
クリ 

キ 

lis 

節 

都 

都 

都 

都 

都 

y 

丁 

}X 

し 

お 
尻 

本 

工 

矢 

酉 

午 

卯 

子 

酉 

午 

^  N. 

卯 

子 

/■  N 

< — S 

甲 

乙 

丙 

丁 

戊 

己 

庚 

辛 

壬 

， 

酉 

午 

卯 

子 

酉 

午 

卯 

子 

甲 

乙 

丙 

丁 

戊 

己 

庚 

辛 

壬 

辰、 

戌 

未 

辰 

戌 

未 

辰 

甲 

乙 

丙 

丁 

戊 

己 

辛 

— 

士 

申 

巳 

亥 

串 

巳 

> — y 

寅 

亥 

申, 

戊 

壬 

丙 

庚 

甲 

戊 

壬 

丙 

庚 

午 

寅 

戌 

午 

寅 

戌 

午 

寅 

戌 

戊 

壬 

丙 

庚 

甲 

戊 

壬 

丙 

庚 

寅 

戌 

午 

寅 

戌 

午 

寅 

戌 

午 

戊 

壬 

丙 

庚 

甲 

戊 

壬 

丙 

庚 

戌 

午 

寅 

戌 

午 

寅 

戌 

午 

寅 

甲 

戊 

壬 

丙 

庚 

甲 

戊 

壬 

丙 

子 

中 

辰 

子 

串 

辰 

子 

串 

辰 

甲 

戊 

壬 

丙 

庚 

甲 

戊 

壬 

丙 

串 

辰 

子 

串 

辰 

子 

丰 

辰 

子 

甲 

戊 

壬 

丙 

庚 

甲 

戊 

壬 

丙 

辰 

子 

申 

辰 

子 

中 

辰 

子 

中 

注 意 すべき こ VJ は. 朔 旦 冬至 VJ 日の 干支 ビ だけなら ば 一 紀千五 百 二十 年に て 循環 

する こ VJ である。 一 元三 紀を 一 週 どす る VJ 云 ふこ VJ は 全く 歲の 干支 をして 同 一 に 

ならしむ るた めに 外ならぬので あるから、 四千 五 百 六十 年の 週期 V」 云 ふこ VJ は 直に 

干支 紀年 法の 行 はれて 居った VJ 云 ふ證據 になる こ VJ である。 例 へば 淮南子 天文 訓 

^代に 見えた る 諸種の 暦法 を 論ず  四 三 九 
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の始の 方の 部分に， 

凡 二十 紀。 一千 五 百 二十歳。 大終。 日月 星辰 復始 >1 甲 寅 元-。 

ヾ」 あるの は 顓頊歷 の 標準時 期なる 正月 甲寅朔 ft 立春が 千 五 百 二十 年に て 循環す る 

y 一  云 ふ こど を 述べて 居る の で、 歲 の 干支に 關係 はない が、 後 の 方の 部分に， 

太陰 元始 建- 于 甲 寅 一。 一 終 而 ？甲 戌-。 ニ終而 建-甲 午】。 三終而 復 -1 甲 寅 之 元 一。 

ど 云うて 居る の は 明かに 六十 干支 紀年 法に よる 四千 五 百 六十 年の 循環 を 述べて 居 

る ものである。 思 ふ にギ 支 紀年法 を 採り 入れざる 前の 顓頊 歷を傳 へ たる 說 -/」、 干 支 

紀年 法を傳 へたる 說 V」 、二つの 流派の 說が 偶々 其 端を顯 はして 居る もの VJ 解すべき 

であらう。 なほ 錢塘 S 淮南 天文 訓 補注に よれば 韓非 子に 「四千 五 【：： 六十 歲爲， 一一 元, JVJ 

ある V」 云 ふが 韓非 子の 現行 本に は 見えない。 若し 韓非 子の 原本に この 句が ある こ 

V」 が 確に 證明 さるれ ば， 韓 非 子 時代に 六十 干支 紀年 法が 行 はれて 居つ た ご 云 ふ證據 

になる であら う し， 又 逆に 若し 戰國 時代に は 六十 干支 紀年法 はま だ 行 はれなかった 

V- いふ こごが 明かに 證明 さるれ ば. 韓非子 のこの 句 は 後世からの 攙入 である V」 云 ふ 

^據 になる であらう。 


四 分 法 は 一 ヶ月 

年の 間に 一 曰、 季節 

測定法に て は 二三 

上の 差 は 容易に 認 

是に 於て 一 の 方法 

現實の 天象に 適合 

曆の 詔書 に， 

春秋 保 乾圖曰 

VJ 引用せ る こ V」 や 

太初 曆 不， 能ャ 

曰。 三百 年 斗 

ど 云へ るの は 皆 か 

五 六 七 年 を 以 て 前 

へ歷 元.、」 して 居る 


の 長さ も 一 年の 長 

に 四 W 年に 付 三日 

日 乃至 四 五日の 差 

め 得る 程 不都合な 

は、 同 じ 四 分 法 を 用 

せし むる 隠に する 


さも 過大な ので、 實 際の 天象に 對し て、 朔 は 三 fH 

の 差 を 生す る。 季節の 方は當 時の 不精 確なる 

も 或は 看過した であらう が、 朔 晦の方 は 一 日以 

の で、 此歷法 は 到底 長く 用 ふるこ V」 が出來 ない。 

ひ 乍ら 時々 其出發 基準 點卽 ち歷元 を變更 して、 

こ V」 である。 後 漢書 律" -曆 志に 載せた る 元和改 


リ 三百 年 斗 

-賈 達の 論 曆 

通-一 於 今 ,0 新 

曆 改 * 憲。 

、る考 を ^1  一一 口 

年 十 一 月 甲 

V  で 二 易 

-S 言 I あ 


曆 改， 憲 

- -、 

曆 不 レ能， 

ひ 表 は 

子朔旦 

げられ 


上 得 _1漢 元 1。 一 家 曆法必 在-三 百年 之 問-。 故識文 


した も 

冬 至 の 

て ある 


^代に 見えた る 諸 棹の 1! 法 を 論ず 


ので あらう。 現に 所 謂 

歲 な り しもの V」 し、 此 年 

太初 賑( 歷術 甲子 篇) に て 

四 四 


殷 歷 は 西紀 前 一 

を 甲^の 歲^ 稱 

は 太初 元年 を 以 

1 
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て 前年 十一 H: 甲子 朔旦 冬至の 歲 である ご し， 此年を 以て 歷元ビ し：" i 焉 逢攝提 格) 

の 索，、」 稱 へん V」 した ものである。 後 漢の四 分 歷は文 帝の 後 三 年 " 前 一 六 一 年) を 

以 て ( 一 n 繰 上げ て) 前年 十 一 月 甲子 朔旦 冬至の 歳な りし もの どし， こ. レ， 歲を仲 紀の歷 

元 どして 居る。 

三 統歷 

三^ 歴の 特^よ ハ 十九 年の 章 法 を 用 ふるこ V」。 ； i  :c 三十 五月の 蝕の 週期 を 用 ふ 

る こど。 T 成るべき： U け 四 分歷の 値に 近き もの を 用 ふるこ ど。 ，; 一一 百 四十 四 年の 超 

辰^ を s "ふるこ V」 の四點 である。 この 中 一一の 超 辰 法 は 漢書 律 歷志世 經には 大に利 

用され て 居る が， 三 統 歷の實 質に はさして 缺 くべ からざる もので はない。 S ふに 後 

から 劉 歆の附 加した もので あらう。 太初の 曆法 制定の 際に 採用され たる 鄧 平の/ 

十 一 分 法なる もの はィ " ハ の 三 件を滿 足す る^に 構成され たる ものである。 

百 三十 五月の 蝕の 過 期 を 入る、 ために 一 ヶ月の 長さ を 二十 九日 八十  一 ^の 四 T" 

三 VJ したので 二 年 は 三 f» 六十 五日 ど 千 五 百 三十 九分の 三百 八十 五、 十 九^で" ナ九 


三 九：！：  V- 

十九 年 を 

子朔旦 冬 

百 十七 歲 

統 四千 六 

同じ 時^ 

も 同じ 歳 

1 ケ 月 

値に 比し 

である こ 

三統歷 

ある 。傲 

洋で 古く 

(十 八 年) で 


八十 一 

取らな 

至 なれ 

の 後に 

百 十七 

に. 朔 ど 

名-卜 ま 

の 長さ 

て 過大 

ヾ」 は 四 

が 四 分 

力ら 力 

あ る の 


分 の 六 十 

ければ な 

ば 第二 統 

第 四統首 

歲を 一元 

季節 ど は 

なって 居 

■ 1 年の 長 

で.^ る こ 

分歷 V」 同 

歷に 比し 

よ £ 以^ ： 

ル、 デャの 

に， 一 一 I 統歷 


1 V」 な り， 日 の端數 をな くす るた 

らぬ。 八十 一章 を 一統 V」 すれば- 

辰朔旦 冬至、 第三 統首は 甲 

前年 十 一 月 甲子 朔旦 冬至 

る。 一元 を經 過した る 後 

て來る が、 歲名は 無 超 辰で 


首 は 甲 

が 再び 

循環し 

ら ぬ o 

さは 成 

V」 や、 從 

樣 であ 

て 優れ 


る ベ く 四分歷 V」 同じ 樣に 

て 三 四 百 年 以上に 亙りて 

る 0 

る 點は百 三十 五月の 蝕の 

に 八十 八月 、百  一二 十五 月， 二百 二十 

サ リ ス どして 知られて 居つ.；；： ど 

に 使用せ る もの は それ ど思ハ なり 


めに は 八十 

第 一統 首が 

申 朔 旦 冬 至 

の歲 VJ なる 

に は 同名の 

數 へ て も、 超 


一章 千 五 

^ほ 年 十 - 

で、 三統四 

ので ある 

月， 同名 の 

辰； W で^ Ij 

る か ら， 眞 

の 出來ぬ 


漢 代に^ えたる 諸種の 曆法を 諭ず 


したので あ 

用 ふるこ ど 

週期 を 採り 入れた こ 

三月， 三 五十八 月^ 

云 ふ 週期 は 二 ぼ 二十 

たる 百 三十 五月で あ 

四 四 三 


三 

月 甲 

千 六 

0 三 

日 の 

う 匸 

實 の 

歷 法 

VJ で 

で、 西 

三月 

る VJ 
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云 ふこ VJ は大に 注意す 

も 述べた 如くに， 漢 代に 

よる もので ない ビ云ふ 

多年の 觀 測から 歸納 

た こ VJ は感す ベ きこ V」 

これ は 一 に は， 百 三 十 五 

こ VJ 能 は * さるもの であ 

^期が 不宰 にして 約 一 

統娇 法に よりて 荞 秋の 

宛の 差が ある。 これに 

周衰 天子 不 * 班 "朔。 

〈一 朔而ぉ 非. 朔。 或 

ヾ j 云 ふ て 居 る が、 歷 の 

の 計お の 方に あるので 


四 四 四 


べき こ VJ である。 これ 

於け る 天文 暦法の 學の 

こどの 有力なる 證據ど 

して 太初 年代に 旣に蝕 

である が、 實際 の 計算に 

月 の 週期 は 近似 的 の も 

る の V」 、又 一 に は 交點 ど 

ヶ月 程 誤って 居った 爲 

日^ を 推せる もの を 載 

對 して、 

魯歷不 i。  ？閏チ 得 _萁 

不 朔而 實朔。 或脫不 

不正な りし こど は 無論 

あ る。 


は 先 年 f 支 那 上代の 曆 法ず 論す る 際に 

發達は 西洋から 輸入され たる 知識に 

なる ベ きもので ある。 

の理を 明かに し、 正 しき 週期 を 知り 得 

は 全く 用 をな さなか つ たので ある。 

ので 二三 百年 以上に 互り て は 用 ふる 

朔 VJ 一  致した る 蝕の 基點 V」 取りた る 

めで ある。 漢書 五行 志に は 劉 歆が三 

せて あるが 記事に 比して 皆  一 二 ヶ月 

月,。 月 大小 不ん ！：_, 其 度，。 史 記-日食,。 或 

眷_| 朔與 P 曰。 皆 官失， 之 也。 

あった VJ して も、 生 な る 誤 は 却て 劉歆 


三統 歷の歷 元に 取った 歲は 

の 交 點 V」 皆 合 致 し、 其 上に 歲星 

始 基準の 歷 元、、」 取った ので あ 

では 見えない 日蝕が あった 箸 

であるの に、 如 何なる 材料 V」 理 

(律 歷志世 經に殷 歷が初 元 二 年 

會 I。 不；. 得， 爲- 一紀 首 一 ど 云 ふて 居る 

合 辰の 會 どして それより 劉飮 

歲 星に 關 して は、 實 際の 天象 は 

ので ある が， 後 に 劉 歆が超 辰 法 

婺 女の 六 度に あった もの VJ 訂 

ら せ て. 上 元より 太初に 至る 十 

全く この 歳星の 運行に 關 する 

漢代 に 見えた る 諸種の 曆法を 論ず 


太初 元年で、 前 

も 亦 丁度 星紀 

- J の 內、 蝕 


年 十 一 月の 朔旦に 


あ る 

VJ に 

紀首 

こ の 

推算 


0 ら、 十 


s: 力 

四 萬 三 

推算の 


よ り 

ヾ 」 せ 

十 月 

し た 

星紀 

^9 る 

に 至 

千 百 

た め 


で、 


の始に 

の ュダ 

一 月朔 

誤りて 

を 評 し 

曰 傲な 

。■  JI* 事 

始 にあ 

當 り て- 

た の で 

十七 歲 

の こ 


あつ たもの 

に關 して は 

は 蝕の 交 點 

合致せ り ど 

て 是 歲 也。 

る もの は 太 

f 貝 こ の歲の 

つ て 墓 準の 

後よりの 推 

ある。 三統 

ビ云 ふ大數 

ど は 第 六 節 


甲子，、. -朔 V-  乂， 一  至 -、 し 蝕 

ノレ 0 め て、 二 の 歲を元 

此年 十二月 朔に 支那 

に は當っ て 居らぬ 笞 

認めた か 明瞭で ない 

十月 曰 蝕。 非 合 辰 之 

初 元年 前 十 一 月朔を 

十月 に は 日蝕がない) 

狀 態に 適して 居った 

步 により て， 星 紀の 末， 

の 上 元 を遙に 古く 溯 

を 出す に 至った の は 

に詳說 する。 

四 四 五 
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太初 歷の 制定 

に 詳 


太初 歷の 制定に 關 する 事項 は史 記及漢 

て ある だけに、 一 見して 前後 矛盾し C 居る 

の 主要なる 點が 今日まで なほ 未決の 疑問 

云 はなければ ならぬ。 史記歷 書に は 太初 

に關 する 詔書 ビ を 揭 げ、 其 後に 歷術 甲子 篇 

の 曆法を 示して 居る が、 この 曆法は 四分歷 

十六 年の 建始四 年まで 繼續 して 居る ので 

であらう ど 云 はれて 居る が 或は さ う で あ 

ほどが 補足 か 吟味して 見なければ ならぬ 

漢^ 律歴 志に は 制定の 際の 事情が 史記 

後 二十 七 年 を 經て張 壽王其 他  一 二の 人に 

揭 げ、 三 十 年に して 是非 堅く 定まる ビ 結 び 


細に 記述して ある が、 詳 細に 記載し 

如くに 見 ゆる 點が尠 なくない C 從て 二三 

V- して 殘っ て OJQ るの は 頗る 遺 域の こど ゝ 

の曆法 制定に 至る までの 事情 ビ、 曆 法 制 定 

ヾ」 して 太初 元年 以後の 實例 によりて 一 種 

法で ある C 歷術 甲子 篇は 太初 元年よ-り 七 

、これ は 太 史公沒 後に 褚少 孫が 補つ 亿 もの 

らう。 どれ 程の 部分が 太史 公の 書で、 どれ 

o 

よりも 一 曆 詳細に 記載して ある 上 に， 制 定 

よりて 提起され たる 新暦に 對 する 論爭を 

，次に 劉 歆が曆 法に 堪能なる 由 を 述 ベ て、 劉 


歆の 手に 成れる 三統歷 及び 腠 譜 (世 S な る もの を 揭げて 居る。 この 三统歷 法の 記 お 

は 劉 欲が 認めた もので あら う が、 其 中の どれ だけが 太初 制定の 際に 定ま り、 ど れ だ け 

が 劉 歆の附 加した もので あるか は 一 見 明瞭で ない。 

問題 VJ なる ベ き 主要なる 論 點に鑭 して 史記 漢書の 記事 を 次に 揭げ る。 

ィ 史記武 帝本紀 及封禪 書 (元 封 七 年) 十 一月 甲子 朔旦 冬至 中略 夏漢 改. 暦。 以& 月 一 

爲，， 歳 首， 中 略 爲， 一太 初 元 年 10 

"前 漢書 武帝紀 十一月 甲子 朔旦 冬至 中略 夏 五 ほ 正 fe き 正 月 1 爲 _1 歲 首-。 

ハ 後 漢書 律曆 志 お 太 初 元 年， 始 用-三 統 曆】。 施行 百 有餘年 

同 元 和 二 年 (西紀 八 五 年) 改 曆の 詔書に 史官 用-太 初鄧平 術-巾 略今改 行-四 分 一 下略 

同蔡 S 厥 譏に 孝武 皇帝 始改- 一 正朔 lo 曆 用-太初 マ 元 用-丁 丑 1。 行 レ之百 八十 九歲下 * 

り 後 漢書 律 曆志論 曰 上略 漢奥承 JT 初 用-乙 卯 1。 至- 武帝元 封-。 不 --與 k 合-。 乃會 a 

術 士，。 作，， 太初 曆 1。 元 丁 11。 王莾之 際。 劉歆 作-三 統一。 追-太初 前世 一 元-。 得-五 

星 會,。 庚 戌 之 歲以爲 _|上 元 1。 

り 史記藤 書 き 今上 卽位、 ，致 方 士「 唐 都 分-其 天 部。 而巴 落下 閎運 * 算 伊歷。 然 

代に 見えた る證 種の 暦法 を 論ず  四 四 七 
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後 n お 之 度與复 正， 同。 乃改 J 兀。 更-官 號-。 封-泰山-。 因 詔-御 史- 曰。 乃 者 有司 言。 

M 度 之 未 ，定 也。 廣 延 宣問。 以 理 _-星 度-。 未 fefe 也 中略 十一月 甲子 朔旦 冬至 已詹。 

其更 以，， .V 年， 爲-- 太初 元年 I。 や^-き 逢攝 I 格-。 月 名- 畢 聚-。 日 得-甲子へ」 夜半 朔旦冬 

至。 

藤 術 甲子 篇 

太初 元年。 歲 名- -焉 逢攝提 格-。 月 名-暴 聚-。 曰 得-甲子-。 夜半 朔旦 冬至。 正北。 十 

二。 無- 大餘 一。 無. i 小餘 1。 無-犬 餘-。 無-小 餘- 下略 

~ 前 漢書 律歷志 遂 詔-卿 遂 遷-。 與 -侍郞 尊。 大典 星 射 姓 等-。 議造& 藤-。 透 定-- 東西- 

立 & 儀-。 下，， 漏刻 \ 以 追-二十 八 宿-。 相 fc 於 四方-。 舉 終以定 * 晦分 至躔離 弦ぎ。 

廼 以 前 ¥ 上 元 泰 初へ 四 ^ だ k  .1 ゲど ぞ 至 一一 於 元 封 七 年-。 復 得 翻 逢 攝提格 之 歲-。 

中 冬 十  一 31 甲子 朔旦 冬至。 日月 在 & 屬-。 太歲 あ：， 子。 已 得-太初 本 星 度 新 正-。 姓 

^お。 や i^iu^ 願 募-治 レ歷 者 1。 更 造-密度-。 各自 增減。 以造& 太初 ，。 廼 選き 

^邠 平^ 長 樂司^ 可 C 酒 泉 侯宜 君。 侍郞 尊。 及與 -I 民間 治 3 者 1 凡 二十 跺ム。 方 

士^ 都。 巴 叩 落下 闕 與爲。 都 分-, 天 部-.、 而閬運 轉 fe 中 格廼？ 遷用" 鄧平所 i 八 


十一 分 律 p。 罷，， 廢尤疏 遠 者 十七 家 1. 中略 

壽王 歴廼太 史官 殷歷 也" 壽王猥 曰。 安 得-五家 歷-。 又 妄言 太初 膝 腐- 分 n 之 三,。 

去-小 餘七百 五分一 C 以& 陰陽 不 fcc 謂-一之 亂 中略 自-ー 漢歴初 起 一 盡 _| 元 鳳 六 年 一三 十六 

歳 (六 は 誤)。 而 是非 堅定り 至-, 孝 成 世 1。 劉 向總- 一六 艮 1。 列- 1 是非 1C 作-五紀 論 1。 向子 歆。 

究-, 其微 眇，。 作-三 統歷及 譜,。 以說 春秋 ふ 推 法 密耍。 故述 ，焉。 

尙ほ漢 代の 文献に して 是等 V」 共に 併せ 考ふ べき は、 

ト徐幹 中 論 歷數篇 成哀之 間。 劉， 歆 用- r 平 術, 而廣， 之。 以爲 = 三統 歷,。 

である。 以上の 記事 を 通覧して 直ちに 起る 疑問 は、 

1 太初 歷 V」 三統歷 どの 異同 

2 三 統歷ど 劉歆^ の關係 

3 歷術 甲子 篇 VJ 太初 歷 V* の關係 

4 太初の 詔書に は 年 名， ー焉 逢 攝提格 IV」 あるに も拘 はら す、 律 歷 志 に は太歲 在 "子 VJ あ 

る こ -yjo 

5 太初の 詔書に 十 一 月 甲子 朔旦 冬至 巾 略 月 名， i 聚 IV」 ある こ ど 

漢 代に^ えたる 諸種の 唇 法 を 論ず  西 四 九 
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G 律歷 志に 四千 六 百 十七 歲 にして 復た閼 逢攝提 格の 歲を 得たり ど ある こビ 

等で ある。 結局に 皆 相關聯 せる 問題で ある が、 殊 に 始めの 三 つ 、終りの 三つ は 夫れ 夫 

れ 互に 密接なる 闆係を もつ て 居る。 

1 2、 太初 歷 ど 三 統歷 ど劉歆 ふ」 の 三者の 關 係に 就て は， 

チ宋 書歷志 何 承 天 曰。 劉 歆三統 法 尤^ 疏闊。 方-於 四 分-。 六 千 餘年又 益-一日 一。 

楊 雄心 惑，, 其 說,。 釆 爲，, 太 玄,。 班 固 謂，, 之最 密,。 著，, 於漢 志,。 司 馬彪因 曰。 ま, 太初 元 

年, 始用 n 三統 歴,。 施行 百有餘 年。 曾不 fe, 劉 歆之生 不&, I 太初、 二三 君子 言， 歷。 幾- 

乎 不知 而妄 言, 歟。 

ど 云へ る 如 く、 早 くから 疑 を 抱い て 居る 人が あ り、 是 等の 人の 考を 明かに 云へ ば、 平 田 

篤 胤が ハ の 文に 對 して， 

リ三暦 由 來記卷 下 (二十 九) 此は旣 に 論 ふ 如く、 班 固 元より 曆法を 知らす。 太初 三 

統ニ 暦の 差別 をも玫 へす。 麁忽に 劉歆が 遺書の 欺き を 受けて， 前 志に 太初 曆を， 

三 統歷に 混へ 記せる 故 に、 後 志 も 亦 かく 記せれ ど、 此 は 「自， 太初 元 年,。 始 用-太 初 曆ー。 

施行 f» 有餘 年。 其 後 自_ 一王 莾天鳳 問,、」 用。 三統 暦,。 ナ有餘 年 」ど 有るべき 事實 なり。 


ど 云へ る 如くで 

に實 施せる 歷ど 

て 助成され たも 

視す るの は 甚だ 

ち 太初 歷 なり ヾ」 

に 於て 當を得 て 

3 歷術 甲子 篇 

人の 外に、 これ を 

ふ考を 述べて 居 

廼太 史官 殷歷也 

歷 ならん ど 早 合 

る が、 歷 術 甲子 篱 

ヌ史記 志 疑 

史 I。 增， 1 人 太 


あ ら 

信 じ 

の で 

0 理 

論じ 

居 る 

に 就 

以 て 

る (ジ 

ヾ J あ 

ビ は 


る 

樣 に 思 

て は， こ 


m 

る 

初等 年 


、思 ふに か 

居る ため 

う。 史記 

リ 成蓉 

のは少 

ふ o 

れを以 

な り VJ 甲し 

ナ ，、アン 

で、 太史公 

ので あら 

なる も 

—附案 一 


VJ 


レ 

ぐ異 

子 篇 


る 考 

，又 一 

だ け 


し く  一 一一 一口 


は、 一 方に は史 記の 歷術 甲子 篇を 

つ に は 劉 歆に對 する 過大の 不信 

過大の 信用 をお きて、 漢書 後漢害 

太初 蔴 放に 八つの 證 を擧げ て、 三 

ひ 足らぬ 點ゃ 訂正すべき 


太初 

て 居 

チ ッ 

手 許 

o 

で あ 

此乃 


號年數 一。 其 所 fe 蔴 


元年よ. り 施行した る 太初 

る 人が ある。 シャ. ワン ヌ 

ク 一 八 九 〇 年 號)。 これ は 

にあった VJ 思 はる、 歷術 

謂^ 歷 なる ものに 就て は 

る C 

當時蔴 家 之 書。 後人 因-本 

法 仍是古 四 分 之 術。 非 ，都 


點はぁ 

歷 ぐ」 信 

の 如き 

律歷志 

甲子 篇 

第 七 節 


以て 太初 

用に より 

を 凡 て. 無 

統 歷は卽 

る が、 大體 

じて 居る 

も さ う 云 

に 壽王歷 

は 卽ち殷 

に 詳論す 


書 之 欽>。 謬 附-于 

平落 下^: 所 fe 定 
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之 太初 麻， 也 中略 签 太初 定庥別 有.. 成 書-。 史 公作 * 史時未 錄 入-。 孟堅作 * 志。 戴-三 

統， 而又 不 太 初-。 其法遂 , 傅 矣。 

ヾ J 云 ふて 居る の は， 後 半 太初，、」 三統 V」 の 闊係は 誤て 居る。 前半 は ほ- «• 當を 得て 居る 

ど 云 ふても よい が、 な ほ ー步を 進めて 考 へて 見たい。 後に 述 ぶる 如く 展術 甲子 篇は 

司 馬 遷 等に よりて 主張され、 一時 は 實行歷 に 決定 せんどし たもので あらう ビ思 ふ。 

叼焉逢 懾提格 VJ 丙 子 VJ の 差に 就て は. 餞 大昕は 太陰 V」 太 歳 V」 の 相 遠に よ ，9 て說明 

し at? たり どして 居る が， 其 說の 不都合 なるこ V」 は、 第 一 篇第十 節 及び 第二 篇 第二 節に 

^ベた る 如くで あ り、 な ほ 更に 本篇第 十三 節に 論す る 所に よりて 明かで ある" i 思 ふ。 

此 問題 及び 次の 二つの 間 題 は、 も 少し 根本的に 考 へなければ 解決に 出來 ない。 

り畢聚 V」 云 ふの は本來 S 正の 正 月， 所謂 寅 の 月で なければ ならぬ。 爾雅 に 「月 在 * 甲 

曰レ畢 j  、又 月 爲 k 陬 j  V」 あ ，o,H: に 甲乙 を附 するど 云 ふの は 如何なる こ V」 力 不明で ある 力 

ら く 問題外 ど し、 陬 は楚 辭の孟 陬の陬 で、 日 の 撖 訾 (營 室 柬 壁) に あ る 月， 卽 ち 所 謂 寅 の 

月 を 指す ので ある が、 聚 は陬 又は 娵.、 J 同 昔で、 つまり 畢聚ど 云 ふのに 夏 正の 正月 ビ 云 

ふこ.、」 である ベ き箬 である。 然るに こゝ に は 十 一 月 冬至の 月で あるの に、 月 名-一 畢 聚 一 


V- あるの は 如何なる 故 か. これに 關 して は 古 求の 注釋家 一 人 V」 して 注意して 居る も 

のがない。 其 偶 ある もの は 張 照の 史記 考證に 述べた る說の 如き 殆ど 一顧の 値 もな 


6 に 就て 

云 ふて 居る 

四歲而 超-一 

一 七 年で は 

十九 年毎に 

志の 原形に 

に 合 はすた 

あ る。 

以上 1 乃 

り や IV」 云 ふ 

ト の 文献 を 


は 張 

の は 

辰,。 

無 超 

統首 

は、 四 

め に 

至 6 

根本 

成 る 


0 力 

至 當 

故 四 

辰 で 

に 一 

六 一 

誤 つ 

の 問 

問題 

ベ く 


史 記考證 

の 疑で あ 

千 六 百 一 

も 超 辰 法 

年 を 加へ 

七 は 四 五 

て 訂 正 し 

題 を 一括 

に歸 着す 

忠實に 解 


漢 代に えたる 諸 種の 曆法を 論ず 


に f 案 四千 六 百 一 十七 歲。 不. 應 -1 干支 重 逢-。 此不^ fej ご 

る。 錢大昕 は 二十 ニ史玫 異に 「歲 陰 與- 一太 歳-。 皆 百 四十 

十七 歲而 復-ー 其 初 一. IV」 云 う て 居る が、 之 は 誤で ある。 四 六 

でも 歲名は 循環し ない。 王 元 啓 (史記 正譌) が 千 五 fc 三 

て、 四 六 二 〇 年 どす る W 云 ふの や、 王 引 之 (太 歲考) が律歷 

1 一 〇、 太 歲 在 * 子 は太歲 在 A 寅 ビ あつたの を、 後 人が 三統歷 

たので ある VJ 云へ る 如 き は. 餘 り に亂 暴な 說で 論外で 

し 綜合して 考 ふれ ば. 畢 竟 「太 初 歷 ピ は 如何 な る ものな 

る もの VJ 見る こ V」 が 出来る C 而 して 此 問題に ィ 乃至 

释 する こ ど によりて 次の 如くに 解決す る こどが 出來 

四 五三 
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る VJ  © ふ。 


四 五 四 


一 太初 歷 

四 分 法 

二 太初の 

ヾ」 云 ふ 

曰 H? も (甲 子 

を 以て 太初 

の稱呼 に關 

聚 (正 月 h」 稱 

ノレ 信 さ られ 

行 は ん VJ し 

せる 時代に 

初期に 於て 


ヾ J は 太初 元年 を 歷 

の歷術 甲子 篇 も、 八 

詔 書 にある 焉逢攝 

意 味で ある。 

朔 旦冬 至)， 歲 星 も (星 

維新の 歷元 V」 せん 

せ す、 改 めて 焉逢攝 

へん VJ したので あ 

て 居った 四 分 法 を 

たので あら う。 歲 

熟れた る考 よりし 

は必 すし も 不可能 


三 太初 元年 夏 五月 以來 施行 


元 VJ して 居る 歷 である。 

十 一 分 法の 三 統歷も 共に 太初 歷 

提格 V- 云 ふの は 元始の 歲。 畢聚 

紀 の 始)， 共に 元始 基準の 狀態 にあ 

ヾ」 したの が、 太 初 Hi 法 制定の 詔 書 

提 格 (甲 寅) V」 し. 月 名 も 冬至の 月で 

る。 歷法 V」 して は此時 ま で 行 は 

採用 せん VJ した もの で. 卽 ち歷術 

名を改 むる ど 云 ふ 事 は、 今 日の 如 

て は 殆ど 不可 思 議 の こ V」 である 

のこ VJ ではな か つたで あらう。 

したる 歷 法は鄧 平の 八十 一 分 法 


あ る- 

云 ふ 

た の 

あ る- 

る  に 

子篱 

干支 

杏田 時 


の は 元始の 月 


で、 斷 じ て 

リ 歲名は 

もお 十 6 ら 

に 正しき 

の 如き も 

紀年 法の 

の 如き 發 


此歲 

從來 

す畢 

も の 

の を 

發達 

達 の 


である。 名稱は 定め 


し 太初 歷 

三统歷 ノレ 

太初 維新 歷の 

？ J は 一, 姓 等奏。 

こビ によって 

十 一 分 法 は、 い 

で、 無論 理論 派 

甲子 篇) VJ 殆 ど 

四 六 一 七 年で 

する の必耍 も 

に 十 一 月朔を 

正 を^ 用す る 

う か ら、 遂 に 十 

四俅歷 志に 


又は 鄧 平の 

稱 へても 少 

制定が 何等 

不 .能. 爲^ ？」 

も { 祭 1 る 事 

交點 月の 週 

よ， 5 提出 さ 

同 ービ云 ふ 

は 歳 名 は 循 

な く、 從 3 稱 

以 て 單に司 

こ v>  、なし 

數 家の 中の 

极得 閼逢攝 


八十 

の 

_ム 

を 


不 


支 

东 

る 


來 

の 

之 


分 法 

0 合 

由 に 

調査 

る o 


採 

る 

こ 


ヾ」 


れ 

. 民 

し 


ビ 稱 へて 

はない。 

よりて 一 

委 員 を 增 

大規模な 

入れて 理 

たもので 

で、 實行派 

ので ある 

丙 子の 歲 

時期た ら 

間より 不 

て 實行太 

云へ るの 


居った であらう。 後に 至って これ を 


時 行 

加 し 

る 調 

論 上 

あ ら 

| の 

の で 

名 を 

し む 

便 を 

初歷 


き 

査 


妥 

其 

ヾ」 

星 


の 

ぺ 

を 


衆 

歷 

入 


止 

る 


の 形勢 

議を徵 

果、 や が 

より 優 

H 行 上 

容易で 

の 歳に 

採用す 

め、 實行 

る、 事 

に 至つ 

き、 單 に 


に陷 つた 

する 方策 

て 案出 さ 

れる もの 

にて は 四 

あったら 

元始 的歲 

る 事 VJ し 

の曆 面に 

もなかつ 

たもので 

H 月 (S  ノレ 


らしい こ 

に 出で た 

れ たる 八 

であるの 

分 1:8 術 

う し、 は 又 

名 を 固 執 

たる 事 ど 

は 所 諧 夏 

た で あ ら 

あ ら う o 

^  0 . 、-- 甲 


筏 代に 见 えたる^ 粍の 勝 法 を 論ず 


四 五 五 


五 

律歷 

つ た 

の 末 

法 の 

ど あ 

こ の 

あ る 

周 の 

歷 

れ ば 


子) に 就 

鄧 平の 

き 完 全 

志 へ に 


に あ 

一ず 算 

る が 

二 ケ 

V」 云 

年代 

恃 fll 

兩者 
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て 元始 基準の 狀 態に 復すど 

八十 一 分 法 は 後に 劉歆 によ 

統歷ビ なった ので あ 

本 星 度の 新 正 を 得た 


な る 三 

は 太初 

して あ 

たこ ヾ」 

結果で 

統上元 

により 

なけれ 

考證し 

子篇が 

篇 V」 三 

差 は、 た 


る の に、 劉歆 の 書いた 

になって 居る。 歳星 

ある。 又 筏 漢書 律：^ 

を 十四 萬 幾千 年 溯ら 

て 見れば 超 辰 法 を 案 

ばなら ぬ。 しかも 劉 

たので 班 固が 究-萁 微 

史 記に 載せられて あ 

统歷 V」 の 差は實 際に 

> 僅に 初 元 四 年 天 


云 ふ 

b, て 

る o 

律 歷 

志 二 

し め 

出 し 

歆は 

眇ー V」 

る 理 

於 て 


意 味 

超 辰 


ありて 

志世經 

紀 の 

*  一  S 


た の 

直 ち 

推 ^ 

由 は 

は 甚 


四 五六 

る o 

附 加せられ て、 律 歷 志に 見る 如 


末 に 


よ 

力 


平 

し 


超 辰 

の S 


だ 僅 


正朔 旦大餘 四十. 七 


も 基 W 

婺女六 

つた 箬 

庚 戌 の 

法の 計 

に附加 

超 辰 法 

は 決し 

ぶ、 o 

,。 i 

である _ 

VJ  *Q る 


SB,、1 、よ 

ム： f。 

に あ 

ユー ー卩 正 

を 以 

で あ 

た る 

溢 美 


る 星 

by ど 

し た 

て 上 

る (次 

も の 

し て 

で S 


の 


成蓉 鏡の 

を 四十 八 


已 ム n 

糸 女 

し て 

の は 

元 V」 

節參 

は § 

巧み 

な い 一 

計 算 

ど 改 


に --の 

星紀 

超 辰 

し た 

照)。 

歆 で 


1 - よ 

む る 


だけの こ V」 である。 新暦 ど 實行上 同 一 なる もの V」 云 ふので 司 馬遷が 載せた もの か 

又は 茇に 至りて 猪少孫 一 派の 人が 新暦に 反對の 意味に て、 この 篇を揭 ぐる を 以て 司 


馬遷の 遺志 を繼ぐ 所以 

どが 困難で ある が、 孰 れ 


ご考 へ て 挿入した も 

にしても 曆法上 肝要 


の か、 是等 

なる 問題 


統上元 1、」 超 辰 法 


劉 歆が超 辰 法 を 案出 

く， 當 時 g る 混雑の 狀態 

ら う V」 思 ふ が、 さ て 愈 超 

にある 歲 星の 記事 VJ 秦 

週期 は 成るべく 短 かき 

五 年) より 昭公 十一 年 (西 

前 五 一 〇 年) に 至る 間に 

五 年 以上で なければ な 


して 三統 歷に附 加す 

になった 干支 紀年法 

辰 法 を 編成す るに 當 

漢の 際の 歲名 ど でな 

もの を 望む ので ある 

紀前 五三 一 年) ま で は 

超 辰して 居る ど 認め 

らぬ。 なほ 其 上に 秦 


る に 至 つ 

を 整理す 

て、 其 基礎 

が、 前 者 よ 

超 辰が な 

たので あ 

八 年 (西紀 


の 事情 は 今日より 推察す る 

ではない。 


た 動機 は、 第 十三 節に 論す る 如 

るの * 要に 逼られ た、 めで あ 

の 材料 V」 した もの は 左 傅國語 

らぬ。 後者より 見れば 超 辰の 

り 見れば 僖公五 年 (西 紀 0 六 五 

く、 次の 記事 昭 公三 十二 年 (西紀 

る か ら、 過 期 は少 くど も 二十 

前 二三 九 年) の 位^ や、 計算 上 の 


^代に 見えた る 諸種の 暦法 を 論ず  四 五 七 
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都合 を 顧盧し て， 其 週期 を 百 四十 四 年 V」 定めた ものである。 

百 四十 四 年毎に 一 たび 超 辰す る もの ごすれば、 一 七 二八 年 問に は 十二 囘の超 辰 あ 

り \ し 一 七 四 〇 次 を 進み、 歲名は 二十 九 甲子 を 循環して 丁度 再び 同名に もどる 害で あ 

る。 日月が 再び 基準 狀態 (甲子 朔旦 冬至) に 復す るの は 四 六 一 七 年で. あるから、 加 ふる 

に 歲名も 亦 同名に 循環す る 週期 は 四 六 一 七 VJ 一  七 二八 V」 の 最小 公倍數 二十 九 萬 五 

千 四 八十 八 年で ある。 卽ち 若し 太初 元年 を 以て 日月 歲， 星 共に 基準 狀態 にあった 

ビ す れ ぱ， 三 統 歷の歷 元は 太初 元年 か 又は それより 以前 二 九 五. 四 八 八 年に あるべき 

箬 である。 

太初 歷 制定の 際の 天象 は， 事 實は 日月 歲星 共に 基準 狀態 にあった ので あるが、 若し 

然 b  V」 すれ ば、 超 辰 法に て は 其 前年 VJ 其 年ビの 間に 歲 名に 超 辰が あった 事 VJ しなけ 

れビ ならぬ。 然るに これ は 記錄に 反する のみなら す、 當 時 整理の 必 耍 に 逼 られて 居 

つた 歲 名より すれ ば， 却 て 太初 V」 初 元 VJ の 間で 超 辰す る こ VJ を 要求して 居つ たので 

あ る (お 十三 節 參 照)。 劉 歆は是 等の 事實に 顧み て、 史 記歷 書の 焉逢 攝提格 V」 云 へ る こ 

ビ や，^ お ^  0 ぶ に 「巳 得 _ 一太 初 本 星 度 新 正, j.、J 云へ る 如 き 記 事 を 以て 必 すし も歲 星の 某 


^犬 態 ど 云 ふこ ど を意昧 せざる もの ど解释 し， 遂 に 三 統歷の 上 元 を 太初 元年 以外に 

求む るに 至った ので ある。 

漢書 律 歴志世 經には 

"漢 歷。 太初 元年 距-- 上 元-。 十四 萬 三千 一 百 二十 七歲。 前 十一月 甲子 朔旦 冬至。 

歲 在，， 星 紀婺女 六 度 >。 

V」 あ， -、 卽ち 太初 元年より 十四 萬 三千 丙 二十 七 年 ほど 溯りた る 年 を 以て 三 統歷の 上 

元 VJ して 居る の： で あ る が、 こ の 十四 萬 幾千 年 ど 云 ふ 年數は 如何にして 算出した る も 

のか。 單： この 一のお 數 により て， 逆 に これ を 算出せ る 方法 を 察する こ ど は 頗る 困 

，若く は 不可能なる ベ き 間 題で あるが、 この場合に は 幸に も 次の 如き 考察に よりて 

解決す る こごが 出來 る。 

T- 三铳上 元の 歳に は 曰 月 (甲 子朔旦 冬 至) 及 び 歲 8 星 紀 始) 共 に 基準 狀態 にあり。 

T? 太初 元き に は 日月に 基準 狀態 にある が、 歲 星に 對 して は 必す しも 然ら す。 歳星 

は 星紀の 次に は ある が、 必 すし も 其 次の 始 ではない。 

三 三統上 元， 太初 元年 共に 歲名は 丙 子で ある。 

^代に 兑 えたる 諸種の. 勝 法 を 諭ず  四 五 九 
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三統上 元よ. o 太初 元年に 至る 年數を N ど すれば、 N は 日月の 

七の 整數 倍で ある 害で ある。 又 歳星が 星紀の 次に ての 端数 

に歲 星の 運行せ る 次數は 六十の 整數 倍に H を附 加せ る もの 

數は 百 四十 四 年に 百 四十 五次の 割にて 換算す る こ V」 が出來 

整数 倍の 中、 二十 九 倍 は 千 七 二十 八 年に 相當 する 箬 である 

整数^だ け は 別項 ざすれば 次の 如き 相當 式が 出來 る。 

N  =  4G  L7  X  p  = 1728  x  q  +  X  (s  n  +  X) 

この 不定方程式 中 p、  q,  n は 整數。 ぶ は 一より 小なる 數で 

N<295,48S,  p<64,  qA171,  n<29 

なる 場合 だけ を 吟味 すれば 充分で ある。 今 p、  q*  n に 順次 1 

が. L より 小に なり 得る 如き 場合 を 試む るに. 右の 式 を 満足す 

合しかない。 

(I)  4G17  X  :U  = 1728  X  82  +  f^.b  X  24  +  • 

(に) 4G17  X  33  = 1728  X  88  +  X ひ I  ^ 


狀態 

を ぶ 


ナ 


ら 


2 

る 


より 貝 

ど すれ 

で、 こ れ 

なほこ 

千 七 百 


"等の 健 

ものに 次 

143,127 


れ ば， 四 六 一 

ばお 年の 間 

に 要する 年 

の 六十 次の 

二十 八 年の 


を 與 へて H 

の 三つの 場 


星 に 

り、 共 

さ れ 

位 置 

箬 ど 

へ ら 

る (嚴 

名 は 

で あ 

世經 


(3)  4ー； 17  X  64  = 1.72s  X 171 
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當 ら ざるが 故 に、 又 g は 太初 元年 を 以て 歲 

る ものなる が 故に 前に 述べ たる 理由に よ 

は 唯一の 解決 で、 三 統上 元は 斯 くして 決定 

元年 は 超 辰 後 百 三 十六 年 目に 當 り、 歲 星 の 

五 だけ 進みた る 所， 卽 ち 婺女六 度に あった 

-三 八 三、 五 二 七 等に 超 辰す る こどに な り、 與 

る 具合よ く 調和で る こ ビ が出來 たので あ 
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十三 歳。 其 八十 八紀 甲子 府首。 入-伐 桀 後- 
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ヾ J あ 四 分 VJ 云 ふ 名 は 世 綏 を 通じて 
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を 八十 八 倍した る ものになる のを以 

甲子^ I の 歷法ど 同^の ものである。 

四 分歷 にて は 日月，、」 歲名 ビ は 三 紀 

三 萬 幾千 年 ど 云 ふ^な^ 大 なる 年 數 

八紀 では 歲名も 循環し ない。 如何な 

これ も單に 成數. たけを 與 へ られ て、 其 

あ る が、 前 記 三統上 元の 算出 法より 額 
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斗 之^。 以 定 --塡 星 之 位 17 あるの は 思 ふに かくの 如き 意味に 解 1 ベ きもので あ 

ら う o 

ぬ 土星 は 二十 八歲 にて 一周 天し、 一歳に 一宿 宛 行く もの V」 す (淮南 子 及び 史記 )。 

お 土星の 位 S に 就て は、 史 記 及 漢書に よ 上漢 元 年。 五 星 聚 --于 柬 井一 マ 云へ る 記亊を 

據 V」 す。 

お を 出 發點ビ しぬ によりて 計算 すれば. 太初 元年に は 土星 は危 宿に ありた る箬 どな 

る (無論 K 際の 天象に は 適合せ や)。 星 紀の始 は 斗で 危は斗 牛 女虛危 にて 斗より 四 宿 

m みたる 位^に あり。 故に 一二 統上 元の 計算 法^-同^に • 

N  = 1ひ20  X  p=  28  X  q  -T 

なる 下定 方程式 を 得、 p、  q を整數 どす る 如き 解答 を 求 むれば 

どなる。 卽ち 所要の 條件を 満足す る 四 分 上 元は 太初 元年 以前 六 〇 八 〇 年 又は これ 

に  一 £  二 〇 ど 二八 どの 任 S 公^ 數， 卽ち 一 〇 六 四 〇 年の 任意 倍 數を加 へ たる もので 

ある^で ある。 其 中に て 成るべく 三統上 元に 近き もの を馔 ぶこ ビゝ したる ために 

溪 代に^ えたる 諸 MIS の 唇 法 を^ず  四ブ- 一一 


-  一 i 

元年 


の 
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四 五六 〇 ど 二八 どの 相乘 積に 當る 十二 萬 七 千 六 百 八十 歲を加 ふる、 

して 十 ：：； お 三千 七 百 六十 歳なる 年數を 得た もので あらう。 

注 ^ すべき こ VJ は、 右 の 如くに して 求めた る 四 分 上 元の 歲 

あらぬ こ VJ である。 若し 歳星 も 基準 狀態 にあ り、 歲 名に 太初 

しもの ど 云 ふ 條件を 加 ふれ ば、 計 算式は 

N  =  45G0  x  p  =  28  x  q  +  4, 

1〕 = G,  <j  =  977,  N  = に 7,360 

ヾ」 な り、 太初 元年 以前 一 一 七. 三 六 〇 年 か、 又 は それに 四 五六 〇 ヾ」 

ち 三 一， 九 二 〇 年の 任意 倍数 を 加へ たる もの な 三 統上元 

初 元年 以前 十五 萬 五 千 〇 四十 歲 V」 なる 箬 である。 これ を 取 

の は 如何なる 理由に よる もの か 明瞭で ない。 

以上 は必 すし も 唯一 の 解答 ど 云 ふこ VJ は出來 ない が、 蓋 し 

る 推 1- であらう VJ 思 ふ。 若し 右の 如き 推測が 果して 當れる 

年代 は 一一 一統 上 元の 計算より 後の ものである ど 云 はなければ 
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ら す 

中 ら 

な ら 

な ら 


ヾ」 

ぶ. 

ぬ- 


VJ ゝな り、 斯 


は 基準 

の VJ 同 


狀 態 に 

一 な り 


任 意 公 

の を 撰 

彼れ を 


倍數. £u 

ベ ば 太 

取った 


雖も 遠から ざ 

の 四 分 上 元の 

思 ふに^ 綏の 


筆^ 劉歆の 計算に なれる もの で、 歷 術 甲子 篇の 如き 四分歷 法に よれば， かくなる^ ど 

云 ふこ ど を 示した もので あらう。 


太初 元 年 (西 紀前ー 〇 四 年) の 曆 法制 


十八 年間 は 三統歷 を、 元 和 二 年より 

漢四 分曆を 施行した ので ある が、 是 

外 に、 曆 法の 名の 漢 代に 見えて 居る 

魯歷 等の 名が 見 え、 藝 文 志に は 黃 帝 

载 つて 居る。 漢 末に 宋仲子 は七歷 

十七 家 V」 云 ふて 居る。 是 等の 中、 全 

も、 曆 法の 發達 史上に 殆ど 何等の 影 

を 追究す る の 必要 はない が、 今 日 よ 

統歷を 除く の 外 は 悉く 皆 四 分歷法 


で、 


定 以 後、 元 和 1 1 

安 十 一 年 (西紀 

の 明かに 實行 

の は 頗る 多い 
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二 〇 六 年) まで 百 二十 一 年間 は 後 
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頊五 星歷， 夏殷 周魯歷 等の 書名が 
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なほ 三 統歷^ 雖 なる ベ く 四 分 法 

で、 如 何に 四 分 法が この 當^ に 一 

る。 ^法に 冠せ る 名 は 云 ふま で 

を發 した もの も あらう が、 多く は 

に 案出され たもので あらう V」 思 

くの 暦法の 中、 殷 歷 及び 顓頊歷 は 

にかけ て 太初の 曆法 制定に 至る ま 

る。 殷歷は 新 曆に對 する 有力なる 競爭 者で 

て は 顓琼歴 の 起源に 對し 密接なる 關係を 有 
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に 供す る こ .、」 が出來 るで あら う- 
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國 時代に 
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る樣 にこ しら 

、？ - 


ら 
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安 得-五家！^ 
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漢書 


ナ 力 

の は 
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察す 

國時 

に 至 

は秦 

て 居 

溯 hy 

ヾ 」 顓 

歷史 


こよ 

又 妄言。 太 


ず 0 ぎ 一 


"^歴 志 化 1 經 殷歷 曰。 當，， 成 湯 方， 世。 用 レ事 十三 年。 十一月 B- 子朔旦 冬至。 終， - 

六府 首,。 當，， 周 公 五 年,。 則爲， 距-- 伐 梁-四百 五十八 歳..。 少-言 七十 一 歳-。 不. 盈-- 六 百 二 

十九，。 又^ a 時-。 乙 S 爲-- 甲子-。 計 其 年-。 廼孟統 後 五 章 癸 亥朔旦 冬至 也。 以 爲- 

甲子 府首 1。 皆 非 *是。 

律 M 志世經 周 公 攝政五 年。 正月 丁 巳朔旦 冬至。 殷藶以 爲-- 六 年 戊 午-。 距 __煬 公 - 

七十 六歲。 煬 公二 十四 年。 正月 丙 申朔旦 冬至。 殷歷以 爲亍酉 1。 距 --微 公-七十 六 

歲。  ， 

以下 七十 六 年の 朔旦 冬至 每に 殷歷の 干支 を 揭げて 居 もが、 三 統歷に 比して 皆 一 

日 宛 後れて 居る。 

^律歷 志&經 元 帝 初 元 二 年。 十一月 癸 亥朔旦 冬至。 殷歷 以爲- 甲子-。 以 爲-紀 首-。 

是歲 也。 十月 曰 食。 非，, 合 辰之會 1。 不 んぉ 爲 _,紀 首 1。 

ホ後溪 書 律 曆志論 曰 上略 故黃帝 造；. 曆。 元 起-辛 卯 中略 殷 用-甲 寅 -o 

等 VJ あ b  、此 外に 緯書 殊に 春秋 命歷 序に は 殷歷 に關 する こごが 多く 載せられて あり， 

其 中の 或る 者 は 後 漢書 律曆 志の 曆議の 中に 引用して ある もの も尠 なくない。 この 

^代に 见 えたる 諸 械の曆 法 を 論ず  四 六 七 


東 洋 

部分の 吟味 

殷歷の 如 

出來 る。 

一 殷歷は 

なる 西 

七 年 を 

二 この 歷 

「惟 太 甲 

朔 V」 見 

歲 ど な 

る o 

三 設歷の 

殷歷に 

首の 朔 


天文 學史 研究 

は 第 十 節 開闢の 年代 ご 緯書 VJ の 

何なる もので あるか は 右に 揭げ 


四 分歷の 一 

紀前ー 五六 

以 て 歷 元 ビ 

元 甲 寅 を 太 

元年 十 有 二 

傲した る も 

り、 三 統歷に 

歷 元にても 

て は 甲子 朔 

旦 冬至の 日 


種で、 初 元 二 

七 年 を 以て 

し、 甲 寅 の 歲 

甲 元年に 當 

月 乙 1 朔 」、、」 

の VJ 見-^ る- 

て  推算せ  る 

，又 初， 元 二 年 

yj し 節 首 VJ 

に 就て 皆 一 


元 


を 


年 (西紀 

^ほ 年 十 

て、 當時 

あるの 

リ 又 か 

ものよ 


にても 乂則 

したる も 

日の 差が 


關係を 論 す 

たる 記事に 

四 七 年) 及び 

月朔旦 冬 至 

二 年 を 以て 

& ま b たる 

何等か の 理 

當て たるが 

百 七十 一歳 

十 一 月朔は 

のなる が 故 

あるの は 當 


四 六 八 

部 に 讓 る。 

りて 明かに 察する こどが 


れ 


よ 

よ 


め 

な 


首 甲 戌 


る 


き  一 J 


誤 

ど 


一 五 

，西紀 

の歲 

し、 十 

は 四 

な つ 


三統歷 に て は 癸 亥 

にノ に揭ぐ る 如 く 

然 である。 


二 〇 年 前 

前 一 五六 

タ J す o 

一月 甲子 

n 五 十，， 八 

たので あ 

朔 なる を、 

凡ての 藓 


i 太初 元年 は殷歷 にて 云 へ ば、 初 元 二 年の 紀 首より 三 章 前なる が 故に 前寸 一 月朔 

は 甲子の 日で 四 分の 一 二日 卽ち九 百 四十 分の 七 百 〇 五日 だけの 端数が 附 いて 居 

る箬 である。 太初 歷で はこの 甲子の 日 を 以て 少しも 端數 なき 基準の 狀態ご 見 

做した ので 張壽 王の 非難 ィ はこの こ V」 を訴 へ て 居る ので ある。 

お 殷歷 の歷元 西紀 前 一 五六 七 年 は 前 十 一 月 甲子 朔旦 冬至の 日で あるので 歷元ど 

し 又 甲 寅の 歳.、」 數へ 始めた ので あるが， この 歳の 數へ方 は 現行 干支 紀年 法，、」 一 

致して 居る。 それより 千 二百 年後 西紀 前 三 六 七 年 も 無論 同名 の 甲 寅で ある 箬 

だ が、 こ れは歲 星紀年 法から 發 生した 元始 甲 寅の 西紀 前 三 六 五 年 ど は 二 年の 差 

が ある。 

お 殷歷は 何時 作られた もの か、 如何 機に 發 達した もの か、 其 紀年法 ど 歲星紀 年 法 ど 

の 差違の 始末 等 は 更に 節 を 改めて 論究す る こ ビ 、す る。 

殷歷が 初 元 二 年 を紀首 ごして 居る こどに 對， する 劉歆の 批難-一は 當を 得て 居らぬ。 

殷歷は 四 分歷の 一 種 で. 蝕 (交 點) の 週期 は 始めから 考慮の. 中に 入れて ない ので あるか 

ら、 4! 辰. 之 會 であるな し は紀首 V- する こ V」 に關 係し ない 箬 である。 加 之 f 是歲 也。 十 

漢 代に 見えた ろ 諸種の 暦法 を 論ず  四 六 力 


^^天文 學史 研究  P モ C 

月 日 食 丁」 云 ふの は事實 に反して 居る。 これ は 劉 歆が三 統歷の 蝕の 計算 法に よりて 

推算した もの VJ 思 はる ゝ が、 不 幸に して 誤て 居 る (第 四節參 照)" 

0 頊 歷 

顓頊 歷に關 して は 次の 如き 記事が ある。 

"史記 張 蒼傳贊 張 蒼文學 律歷。 爲-- 漢名 相-。 而鄉， 賈生 公孫 臣等 言-正朔 服 色事-。 

而 不&。 明 用- 秦之顓 頊歷- 何 哉。 

叫 漢書 張 蒼傳賛 張 蒼 文 好 律歷。 爲-- 漢名 相-。 而專遵 M 秦之 顓頊 膝-何 哉。 

？ 漢書 聿歷志 漢與。 方 綱紀？ K 基-。 庶事 草創。 襲- 秦 正朔-。 EL- 北 平 侯 張 蒼 言-。 用. - 

顓頊 歷-。 比-於 六歷 1。 疏闊中 最爲- -微近 1。 

7 後 漢書 律 暦 志 議郞蔡 邕議 以爲。 暦數 精微。 去 ％. 久遠。 得失 更迭。 術々 無-常。 

是以承 *秦。 暦 用- -顓 頊-。 元 用-乙 卯-。 百 有 ニ歲〕 孝武 皇帝。 始改- 正朔： 曆 用-太初-。 

元 用 亍承。 行乏百 八十 九歲。 下略 

ホ後 漢書 俅曆志 注 引 蔡邕命 論 顓頊曆 術 曰。 天 元 正月 巳 已朔且 立袠。 ^以 H 月 


起-於 天 廟煢室 五 度-。 今月 令 孟春 之 3。 ョ 在 ，,營 室,。 

へ 淮南子 天文 訓 天 一 元始。 正月 建 寅。 日月 供 入-, 煢 室 五 度-。 天 一 以， -始 建 七十 六 

歲,。 日月 復 以-, 正 月， 入 _,營 室 五 度 1。 無& 分-。 名 曰-二 紀 1。 凡 二十 紀 一 千 五 百 二十 せ- 

大終 C 日月 星辰 復 始， | 甲 寅 元,。 

ト淮南 子 天文 訓 太陰 元始。 建，， 于甲寅 一。 一 終而 建-, 甲 戌,。 ニ終而 建- 1 甲 午-。 三終而 

/IV 

復 手 甲 寅 之 元 1。 歲 徒- 一辰-。 立春 之 後。 得-其 辰-。 而 P 其 所 fc。 

チ唐書 大衍歷 日度議 顓頊歷 上 元 甲 寅歲。 正月 甲寅晨 初合朔 立春。 七曜 皆 P 艮 

維 之 首, 中略 命 曰，, 顓 頊 ,o 其 實夏歷 也。 巾 略 其 後呂 不韋 得^ 以 爲 --秦 法,。 更 考 -1 中 星 1。 

斷 取&距 1。 以- 乙 卯歲正 巳 巳 合 朔立寿 1 爲 --上 元-。 洪範傳 曰。 歷記始 -> 於！ is 上 元- 

太 始閼蒙 攝提格 之歲。 畢陬之 月。 朔日已 巳 立 寿。 七曜 倶 在- -營 室 五 度 - 是 也。 

以上 を 通^す るに 顓頊歷 の 如何なる ものなる か は 一 見 明かで ない。 甲赏 元，、」 已巳 

元 VJ  二つ ある 如く 見 ゆるの みならす、 この 兩 者の 關 係に 對 する 大衍歷 議の說 明は不 

幸に も 誤つ て 居る が， これに 關 して は 餞 塘の淮 南天 文訓 補注に 述べ て 居る 解 稃が大 

體に 於て 當 を 得て 居る 檨に思 はれ る。 

茯 代に^ えたる 諸 稀の 暦法 を 論ず  四 七 一 


^^天文 學史 研究  四 七 二 

r 顓 i 歷は四 分歷の 一 種で、 寅の 月 (夏 正の 正 月) の 甲 寅の 日の 寅 の 刻 (晨 初) が 丁度み 口 

^ で 立 寿で ある 時 を 以て 基準 狀態 VJ. し、 か 、る 歲を歷 元 V」 し 甲 寅の 歲 VJ 稱へ る 

71 西紀 前 三 六 六 年 及び それより 一 元 四 五六 〇 年 前なる 西紀 前 四 九 二 六 年 を 以て- 

丁  t 斯の 如きお 態に 相當 せる 歲な り^ し， こ の兩 者の 孰れ を も歷元 どし 甲 寅の 

a ビ 稱 へ 始 む。 

ill この^で よ 一 は餘 りに 新ら しく 二 は餘 りに 遠き が 故 に、 西 紀 前 三 六 六 年より 一 

一 四 〇 年 (十五 都， 十 九 甲 子) 前 なる 西紀 前 千 五 百 〇 六 年 を 以て 第二次 的の 上 元 ご 

す。 この 歲は歲 名 は 同じく 甲 寅に て、 又 正月 朔 立春 なれ ど も、 朔 の 干支 は已 巳に 

富つ て 居る。 

S この 顓頊歷 にて 用 ひたる 歲名 は、 歲 星紀年 法より 發生 せる 干支 紀年法 ビ、 殷 歷 甲 

おより 推せる 干支 紀年法 V」 の 中間に ありて、 現行 干支 紀年 法^ は 一 年の 差が あ 

る。 劉 欲が 超 辰 法に て 干支 紀年法 を 整理せ る 以後の 現行 干支 紀年 法に よれば 

顓 .攻 - 歷の歷 元は 乙 卯の 歲ご なる。 

淮ぉ子 天文 訓の^ 法 へ は 顓頊歷 であ り、 採 用せ る 歲名ト も 顓頊甲 寅より 推せる 


歲名 である。 な ほ 「淮 南 元 年。 冬。 太 一 在，^: 子, jv」 云 ふの も 丁度 この 顓琅 歷の歲 

名に 適合す る (第 一 篇第 十二 節に 今囘 の硏究 によりて 訂 正す。 本 篇第十 ニ節參 照)。 

正月 朔立寿 を 以て 標準 V」 す る 顓頊歷 ど， 十 一 月朔 冬至 を 標準 V」 する 歷 (例 へ ば 殷 歷) ど 

の置閏 法の 異同 は 特に 注意 を耍 する。 

い 冬至 は中氣 で、 十 一 月の 中に 含まれて さ へ 居れば よい。 年に よりて 或は 月 初に あ 

り 或は 月末に ある こども あ， 9 得る ので、 十 一 月朔旦 冬至 VJ 云 ふの は 一 方の 極端の 

場合で ある。 從っ て閏 十月が ありて 閏餘が 全く 盡 きた 翌月が 十  一 H: 朔旦 冬至で 

ある 箬 である。 然るに 一 方の 立春 は中氣 ではない、 正月 節で ある。 十二月 半ばよ 

,5 正月 半ばまでの 間にある べき 箬で あるか ら、 正 月朔 立春 ど 云 ふの は閏餘 の盡き 

た 場合で はない。 丁度 閏月 V」 閏月 VJ の 中間に 當 つてよ ぃ箬 である。 閏 VJ 閏 VJ の 

間 は 平均 三十 二三 ケ ほ であるか ら、 閏 は 正 朔 立春の 月の 十六 ケほ前 に^く ベ き 

箬ビ なる ので ある。 例 へ ば殷歷 では 前年 十月に 閎が あ，^ たる 歲が章 首で あるが、 

顓頊歷 では 八 B: に閏が あ， 9 たる 歳よ， 9  f 年 置いて 後の 歳が 章 首で ある。 左 傅の 

著^が 文 公元 年の 條に 「先王 之 正 fe 也。 履-一端 於 始ー 云々. - V」 批評して 居る の は 前者の 

沃 代に^ えたる 諸種の 唇 法 を 論ず  四 七 三 


東洋 天文學 史 研究  四 七 四 


如き 置 閏法を 主張して 居る ので あ り， 劉 歆 

お-^ 首 二  V」 云 ふて 居る の は 後者の 如き 置閏 

う £ 思 ふ (次 節參 照)。 

ろ顓琼 歷の章 ^(正 ぉ朔 立春) より 十四 ケ 目前 

至に 近い。 冬至なる こ V」 を 測定す る 方法 

は 或は 看過した かも 知れない。 又 置閏法 

2T ル S 後す る こ VJ は必す しも 珍ら し い こ VJ 

き 凡ての 閏を歲 終に 置い て 場合 も ある。 

に殘 された 曆日 だけ を 材料 どして 考究す 


が律歷 志に f 魯歷不 * 正。 ^閏餘 一 之 歳-。 

法 を 不正な り ど 批難して 居る ので あら 


なる 十 一 月 朔は僅 

が 精確なら ざ りし 

が 充分 整頓し ない 

でない のみなら す 

故に 斯の 如き 時代 

る 場 <f 口に は ，當 時 の 


たか. 又は その 一 年 前 を 章 首.、」 したる 冬至 標準 歷 であった か 

る 困難で ある。 差 當 りて は漢 初の 歷法 V」 、春 秋 後期の 歷法 ど 

に 詳論し やう VJ 思 ふ。  - 

^秋より 太初に 至る 間の 暦法の 發達 


に 四、 五 日の 差に て 冬 

時代に は 四、 五 曰の 差 

時代に は閏が  一 ニケ 

-漢 初に 實 行した る 如 

に 對し、 單 に 史實の 上 

曆 法が 顕頊歷 であつ 

を 判定す る こ VJ は 颇 

の 問題が ある。 次 節 


一 谟初歷 

漢 初に 實 行した 

りて 疑 を 挾む の餘 

劉 義叟の 長曆に は- 

漢 初 用- 殷 歷-。 

VJ 云 ふて 居る。 こ 

に 拘泥 し、 又 一 に は 

ビ 田 5 はれ る。 

當 時の 太史 令な 

定めし 一 たび は實 

あ る が、 これ は根據 

年來實 行し 來れる 

見 は 決して 其 官 職 


る 歷 

也 S 

或 云 

れ は 

W 胃 

H  一一-一 P 

る 張 

行 さ 

な き 

當 時 

の た 


に 三十 年 前の 舊曆を 主 


法が 

な い 

用- 1 顓 

一 に 

殷歷 

壽王 

TV こ 

想 %^ 

の 三 

め に 

張す 


顓頊歷 

ので あ 


琼 

力 

る 


第 七 

る 4V 

主張 

曆 で. 

過 ぎ 

歷 に 

束 さ 

ど 云 


で 

の 

し- 

な 

ふ 


あ 


力 


る こど は 前節 ィ" ハ ュに 引用せ る 

- それに も拘 はら す、 資 治逋鑑 目録に 

存， 之。 

引用せ る H< 史官 殷歷 也」 の 句 を 誤解 

就て 重大なる 誤解 をな して 居る た 


言 事 ！— よ 

载せ たる 


溪 代に 見えた る 種の 暦法 を 論ず 


• 律歷 志の 著者が 「太 史官 殷歷 也 j ど 云 へ 

ち 太初 改暦 前の 暦なる べし V」 云ふ說 

い。 壽王 は太史 令の 官 にあ， 9 乍 ら. 現 

對せ る 意見 を 提出せ る を 以て 見れば I 

て 居らぬ こ V」 は 明かで ある。 太史令 

理由 は 少し も 認 め 得 な い。 現に 壽 王 

四 七 五 


して これ 

めで ある 

る替法 は 

がー 部に 

に 二十 七 

壽 王 の 意 

な るが 故 

の 上書に 


^^天文 ffi- 史， 研究 

は 「黄 帝 調-律 腠,。 漢 元年 以來 用^?, - 云 ひ、 これ 

調 歷ー 7 駁 して 居る。 黄 帝歷の 如何なる もの 

首 どせ る ^法で 殷 歷. 顓 頊 歷、 三 統歴の いづれ 

麼也 V」 云 へ る は、 參 考の ため 太 史官の 文庫に 

云 ふ 意味に 解すべき もの で、 太 初曆 以前の 實 

劉 義叟の 長 暦に は漢高 元年 以後の 凡ての 

て 居る ので ある が、 置 閏の 月は兩 者に 就て 全 

年 (两 紀前ニ 〇 六 年) の條に 顓頊 壬. S- 節 九 年 ど 

び 章 首朔の 干支 は 前節に 述べ た る、 西紀 前 三 

居る。 所謂 殷歷に 就て は 漢高八 年 (西 紀 前 一 

で， 第 七 節に 述べ たる 殷歷 V」 同じ 歷元を 有す 

法 は  一 ^特別の もの で， 到 底 かゝる もの を 

い 章 首の 歳の 前 十二月 朔が 冬至になる^ に 

常に 十 一 月の 中に ありて、 十二月に はない- 


四 七 六 

に對 して 當 路の人 は S 漢 元 年 不 * 用- 黉 帝 

であるか は 明かで ない が、 元 鳳 四 年 を 章 

ヾ」 も異 りたる 暦法で ある。 又太史 官 殷 

藏 せる 多くの 曆 法の 中の 一 なる 殷歷 ど 

行 曆 ビ 云 ふ 意味な ど は 少しもない。 

朔閏を 所謂 殷歷 ご顓頊 歷 ，、J に 就て 載せ 

く 同一で ある。 顓頊歷 に 就て は漢 高 元 

記 し， 置 閏 の 歲 (月 は歲 終に 後 九月 V」 す) 及 

六 六 年 を歷元 V」 せる 顓頊歷 に 適合して 

九 九 年) の 條に殷 丙午 都 第 一 年 V」 あるの 

る ものである こど は 明かで あ る が、 せハ 置 

以て 殷歷 V」 稱 する こ VJ は出來 ない。 

なって 居る が、 其 他 の 歲に 就て は、 冬 至 は 

0 殷の 代の 曆は夏 正より 一 ヶ月 早く  、冬 


至 ほ を 十二 0: どして 居った ど 云 ふこ どに 適合せ しめ 檨ど するならば、" きに 章 首の 

歲 だけでなく、 凡て の歲に 就て 冬至 を 十二月に 合む やうに しなければ ならぬ 箬で 

あ る o 

：? 夏 王より 一ヶ月 早き 曆を用 ひた ど 云 ふの は， 殷の 代に さう であったら うど 云 ふク 

( で (こ れも事 實には 非ざる こ^な るが). 漢代 に 見えた る殷歷 にて は 月の 名 を S 正よ 

b 一  ヶ月 早めて 數 へる ど 云 ふこ^ は 少しも 見え て 居らぬ。 

要するに 劉 義叟の 長 曆に殷 歷ど稱 して 居る もの は， 漢 代に 論せられ て 居る 殷歷ど は 

全く 別物で ある。 思 ふに 漢 初に 實 行せ る もの は， 顓頊歷 であった が、 後に 至り 共朔問 

を 見て、 偶々 殷歷章 首に 當 るべき 部分が 十二月 朔 冬至に 近い の を 見て、 これ をお て^ 

歷なる もの V」 速斷 した もので あらう。 

Ti 春秋 後期 歷 

春秋 長 g の 闡明は 頗る 複雜 なる 問題で ある。 數年來 其 硏究に 志して 居る 力 左 傅 

の硏究 や、 漢 代の 暦法の 研究 ど 相 並んで 步を 進めな けれ はならぬ ので， 未だ 完了の^ 

こ 透し ない。 もはや 遠から ざる 將來に 於て 終結し、 其 成績 を 詳細に 發 表し 得る であ 

H 七 七 

沃 代に ^えたる 諸種の 曆法 を詾ず  IHH 


月 VJ して 居る- 

して 居る。 

正 十二月 閏は 

歲に 揃て 居る 


來^ 天文 學史 研究  四 七 八 

らう VJ 思 ふが， こ、 には當 面の 問題に 關聯 する 部分に 於て 旣に 到達し 得た る 大體の 

成お を 利用す る。 

—养秋 後 期 (凡 そ 宣 公 以 後， 西 紀前六 百年 頃以 後) に 於 て は 冬至 月 を 

2  ^閏 法 は 規則正しく はない が， 大 體に 於て 十九 年 七閏の 法に 適 

3 全然 歲終閏 でもな く、 又 全然 等 間隔の 閏 でもない が、 歲 終 閏卽ち 

少 く  V」 も 宣 公 十三 年 (西 紀前五 九 六 年) 及 びそれ より 十九 年 目 毎 

様に 見える。 

研究 未完 了で は ある が. 右 の 三 ケ條は 大體に 於て 認め 得る ど 思 ふ。 ^し是 等が 果し 

て^ ねであるなら ば， 寿 秋 後期の 歷法 は、 

m,  ^ 公 十四 年 (西 紀前五 九 五 年) を 章首ビ せる 冬至 標準 歷か。 

乙宣公 十五 年 (西 紀前五 九 四 年) を 章 首 V」 せる 顓頊歷 か。 

兩 者の 中の 一 であらう ど 思 はれる。 なほ 兩 者の 條件を 比較 すれば， 

4E- 西紀 前 五 九 五 年より 三蓟 ニニ 八 年下れば 殷歷の 第二次 的の 

六 七 年 VJ なる。 


元 なる 西紀 前 三 


乙 西紀 前 五 九 四 年よ， 9 三部 ニニ 八 年下れ 

都 三 八 〇 年下れば 西紀 前 二 一  四 年 どな 

5 甲の 方 は 正月 朔が 冬至より 四、 五 日 早い。 

乙の 方 は 周 正 三月 朔が 殆どよ く 立春に 當 

一 見した 祈で は 45 共に 乙に 對 して 有利で あ 

て 居る こ ビ は、 外 見 的 頗る 有力に 乙の 見解 を 支 

魯藶不 * 正， 以 -1阖 餘 I 之 歳 1 爲-- 都 首-。 

ど 批評して 居る の は 乙の 見解 を 持て 居つ 

衍歷 = 度 議には 明か に、 

魯宣公 十五 年 丁 卯歲。 顓頊歷 第 十三 都 首 „ 

始皇 三十 三年 丁亥-。 凡 三百 八十 歲。 得- 1 顓 

初  > 立 春。 

ヾ J 云 ふて 居 る が， そ れ にも 拘 はら す， 予 は 甲の 見 

至 V」 四. 五 日の 差が あるの は， この 見解に 對 して 


ば 顓頊歷 元 西紀 前 三 六 六 年 V」 な .o, 五 

漢初 の 顓頊歷 都 首^ 聯絡す る。 

つ て 居る。 

る。 殊に 4 漢 初の 顓頊歷 VJ 相 聯絡し 

持す る。 劉歆 が律歷 志に、 


爲め であらう V」 S はる 、のみなら す， 大 


〕 與 -轔德 歷-。 倶以. -丁已 平 且> 立荞。 至- 1 

頊歷壬 申 都 首 1。 是 歲秦歷 C 以 _| 壬 申^ 

解 を 採りた い VJ 思 ふ。 5 の實 際の 冬 

頗る 不利な 哓件 であるが、 この 時代に 


^代に 見えた る 諸 稀の 唇 法 を 論ず  四 七 九 


^^天文 學 史硏究 

は 測定法 精確なら す、 冬 至の 時期 を 四、 五 曰 位 誤 

そわより は、 天 正 論、 周 正論の 最高潮 時な りしな 

を 標^ ビ する 顓頊歷 の 採用 さる、 理由 は 殆ど 

る もの vj  S ふので ある。 

思 ふに 始めは 當 時相 應の 不正確なる 測定法 

至 標準 歷を實 行し 始めた もので あらう。 ^閏 

整頓す るに 至った であらう が、 そ れ 等の 發 達の 

る こど、 する。 ほい 整頓せ る 十九 年 七 閏法若 

たる 時 は、 

丙 宣 公 十四 年 (西 紀五九 五 年) を 以て 甲子 都 首 

この 歷法を 春秋 後期 歷 又は 假 に殷歷 古法 さ稱 

三戰國 時代に 於け る變轉 

^秋 後期 歷は少 くご も 西紀 前 五 九 五 年よ 


よ b て 知る こどが 出 求る が、 其 後戰國 時代 


る こ 

ら ん 

想 像 

- - 匸 
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徑路 

く よ 

VJ し 

へ や 

西紀 

に 至 


ど は 免れ 

VJ  &〕 は る 

し 导 7  、<  - 


冬 至 を 

始めは 

は 春秋 

七十 六 

たもの 

，フ VJ 田-し 

前 四 八 

りて 如 


力 
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め、 

歷 

の 
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四 八 0 

り し 

秋 後 

hr 匕 匕 

In 官 

れ を 

な り 

羊 p 

法 を 


あ ら う， 


何様に 


で の 

發達 


こ- VJ  、 田-」 ふ o 

期に 人 正、 夏 正 

性 は 甚だ 小な 

基點 VJ して 冬 

しもの が 漸次 

なる 研究に 讓 

行ふ檨 になり 


間 は 春秋の 記 

した か。 漢初 


に 至りで 

の 關係は 

の は遺戚 

周 正 を 夏 

に 第一 篇 

月 違 ひの 

で、 夏 正 を 

の は穩當 

思 ふ。 

丁 春秋 

も の 

戊 西紀 

顓頊 

異 に 


な 


顓頊歷 が 行 はれ 

何。 是 等の 典 味 

あるが、 我々 は旣 

に變 じたの は大 

於て 講究し 得 た 

を 用 ふる^ 云 ふ 

準 どせ る 顓頊歷 

る 推察で あらう 


て 居る が- 

ある 問題 

に 糸の 兩 

約 西紀 前 

所で ある- 

こ VJ で、 可 

の 採用 も 

, 是 等の 


顓須歷 の 起源 は 如何。 n 頊歷 

に對 して 斷定 的の 答 解 を 得る 

端 を 握つ て 居る 上 に、 其 中間の 

三 百 六十 年頃に 行 はれた もの 

. 周 正 を 夏 正に 變 する V」 云 ふ 

なり 重大なる 改革であった こ 

か 、 る大 改革の 前後に 伴な ひ 

事情 を 顧慮して 大約 次の 如く 


VJ 


春秋 


あ 

ゝ 

る 


後 


期歷ど 

來 な い 

し て も. 

V- は旣 

にニケ 

る、 の 

■yj する 

に い ヾ」 


後期 歷は少 く  V」 も戰國 時代 

であらう o 

前 三百 六 七十 年頃に 夏 正 を 用 ふる 

歷が 生れた ものである。 この 兩者 

する だけなる が 故 に、 脫 化 は 極めて 


の 半 ば， 西 紀 前 三 百 六 七十 年頃まで は 行 はれた 


に 至れる 頃 に 、春秋 後期 歷 

は 置 閏法は 殆ど 全く 同 一 

容易な りしなる ベ く、 な 


i 


よ り 

で、 た 

こ れ 


化して 

解釋を 

勸楞を 


漢 代に 見えた る^ 種の 曆法を 論ず  四 A 一 


己 


漢 代 

な る 

あ る 


w 云 

出來 

れ ば 

る 力 


^？； ；: 天文 學 史硏究 

與へ たもの は、 西紀 前 

顓^ 歷に脫 化した る 

^西紀 前 三 六 七 年よ 

よ り て、 殷 歷に 進轉し 

に 見えて 居る 殷歷が 

證據 はない が、 西紀 前 

リ なほ 春秋 命歷 序に- 

孔子 治.. 春秋 I。 退修 & 

會 不， 與 -般 歷ー相 應气 

ふて 居る の は、 右 に 述 

る。 殷歷 に進磚 せし 

ならぬ か ら、 漢 初 以後 

秋 後期より 戰國 時代 

否 か. は な ほ 今後の 硏 


四 八 二 


三 六 六 年が 丁度 正月 甲寅朔 立春 

春秋 後期 歴 S 歷 古法) の殘骸 に、 後 


り 千 二  fc 年 前 

たもので あら 

春秋 後期の 歷 

三 六 七 年なる 


な る 西紀 前 一 五六 

，フ o 

法 V」 關聯 して 居る 

特定 年代 は 兩者を 


なりし 

に漢代 

七 年 を 

ビ 云 ふ 

結合す 


こ V J である- 

に  至. o.  て、 其 

歷元 VJ する 

こ VJ に 就て 

る 有力なる 


第 四 都 

こどに 

は 明か 

連鎖で 


之 故 歷，。 使， 其數 可， 傳，， 于 後,。 春秋 宜，， y 殷歷- 正 i 之。 今考， 之 交 


ベた る 如き 消息の 一 端. を傳 へて 居る も 

めた る 年代 は旣に 干支 紀年 法の 行 はれ 

である が、 恐 らく は 太初の 暦法 制定の 頃 

に 互り て 暦法 發 達の 徑路 が， 果 して 上來 

究に 待たなければ ならぬ。 甲 乃至 己 は 


の V」 見れば 

て 居る 時代 

で あら， フ V」 

述べた る 如 


了解が 

で な け 

思 ふ。 

で あ 


決して 斷 定 的 の 結 
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に 见 えたる 諸 械の唇 法 を； S1 十  四 八 三 


論で はない。 現在 考究し 得た る 範圍に 於て 尤も 多く 妥當性 を 有する 假說 どして 提 

出した に過ぎない。 

次に 寿 秋 後期 歷ど 漢初歷 どの 都 首 (章 首) 朔 の 干支 を揭げ る。  f 
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^ 日 4 はの 朔晦 によりて 推定せ る 漢初歷 の 制定 年代 

漢 初の 領頊 歷が大 體戰國 時代の 半ば 頃に 制定せられ たもので あらう ど 云 ふこ ご 

は， 次 の 如き 考察に よりても 確め られ る。 

前 漢書 聿歷 志に は漢 初顓頊 歷に對 して 【朔晦 月見。 弦 望 滿虧。 多 非 * 是さ云 ふて 批 

難して 居る。 月の 晦朔は 比較的 容易に 觀 測し 得る の で， こ の 時代に 於ても 相應 にや 

いまし く 注意した こビ であらう V」 思 はれる にも 拘 はら す、 現 に漢 初の 日蝕が 多く 晦 

にある の は 注意すべき こビ で、 寿 秋 後期の 日食が 殆ど 凡て 朔 にある のに 比し 著しき 

對照 である。 思 ふに これ は 、暦の 制定 當時 に は 合朔が 常に 朔 にあった であらう が. 一 

ヶ月の 長さが 少しく 過大に して 約 三百 年に 付 一 日の 差 を 生す る 如き 暦法 を 用 ひて 

居った がた めに、 制定 後年 所を經 るに 從 つて 次第に 天象 どの 差違 を 生す るに 至った 

もの V」 見るべき であらう。 今 五行 志 により 太初 以前の 日食 を檢 すれ ば、 朔 にある も 

の L ^ゆに ある もの 二十 一、 晦に 先つ 一 曰に ある もの 三で、 平均 すれば 湖 S 前 〇 人  一二 日 

蝕が あった ど 云 ふこ ビ になる。 これより 右の 見解に よりて この 暦法の 制定 年代 

(合朔 が 正しく 朔 U にあり し 時代) を 求 むれば. 


により 約 西紀 

なほ 比較の 

す れ ば， 朔 に 

る が、 三統歷 

く、 大體に 於 

に. 右 の 倣よ 


あ 


て 


V」 な り、 實 際 

後 前漢 末に 

の 二十 二日 

定 せる 年代 


の 

ぶ. 


20O+S4  +0 壬 3  X  310  =  410  a.c. 

前 四 一 〇 年頃 どなる。 

ため、 太初 元年 以後 元 和 二 年に 至る までの 

る もの 十二、 晦 にある もの 三十 三 で、 平 均 す 

て は、 律 翻 志 に 「先 鐯- 半 曰 一。 名 曰-陽 藤 |  HB 

晦 ど 朔ビの 間の 夜半が 合朔 V」 なる 如くに 

〇• 五 を 減じ 前 ビ 同じ 方法に て 計算 すれば _ 

1041841 +  0.2:3  X  310  =  81 ».c. 

年代なる 西紀 前 一 〇 四 年に 對し 二十 三年 

る 四分歷 施行 時代の 日蝕 を撿 すれ ば、 朔 に 

ある もの 四で、 平均 朔 より 早き こ ビ 〇• 三 〇 


s」 十に 一一- 1  0.30  x  310  =  59  A.D. 

し 


統歷施 

ば朔日 

名 曰 ft 

めた も 


行 時代の 日蝕 


以 前 

歷 - 云 

の VJ 


差で あ 

る もの 

どなり 


る 


同 


十 

0 


〇• 七三 

々J ヾし 云 

田-」 は る 


又 元 和 

九、 晦 に 

の 方法 


あ 


を儉 

ノレ な 

る 如 

力 お 


年以 

る も 

て 推 


V」 な &  、實 際の 年代なる 西紀 八 五 年に 比し 二十 六 年の 差で ある。 後の 兩 者の 例よ 

IS 代に 見えた る詻： W の 唇 法 を 論ず  四 八 五 
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お す れ ば、 漢 初 顓頊歷 の 制定 年代 を 約 西紀 前 四百 十 年頃^ 算出した の も、 中 らす^ 雖 

も 遠から す、 三 四十 年以內 位の 程度で 具 年代 を 示す もの ど 見る こ VJ が 出来る であら 

う。 前項お の 推定 ど 約 四十 年 程の 差が ある。 孰れが 眞に 近い かは遽 かに 钊斷し 難 

い が， 漢 初歷の 制定が 大 體戰國 時代の 半ば 頃で あらう ビ云 ふこ どに 於て は兩者 一 致 

して る。 

追 記 (昭和 一二 年 五月) 

本節に 於て 論した る 事項に 就て は 最近の 硏究 によりて 其 大部分 を闡 明す る こ 

ヾ」 が 出來た V」 信す る。 其 結果 所謂 顓頊歷 の不存 在、 殷 歷の 變遷等 修正 を 要する 

點も 少なくない。 本書 採錄 第八篇 f 戰國秦 漢の曆 法 5 照。 

所謂 開闢の 年代^ 緯書 

緯ま | の 中に 開闢 以來 二百 七十 六莴歲 V」 云 ふ樣な こどが あ り、 そ れは又 後 漢書 律曆 

志の 歷議の 中に. も 引用され て數ケ 所に 見えて 居る。 今 曰より 見れば か、 る 年代 そ 

れ自身 は 全く 意味の ない ものである が、 如 何に して かゝ る 年數を 算出し たかを 吟味 


す れ ば， そ れ によりて 暦法に 關 する 當 時の 狀態を 推察す る 一 の 手掛り V」 する 事が 出 

來る であらう V」 思 ふ。 所謂 開闢 以來の 年代なる もの は曆 法の 異なる によ， 5 て 異な 

る もの で、 そ れ等は 開 元 占經に 一纏めに して あるの で、 後 漢書に 見えた る諾嵇 の歷元 

の 記錄ビ 共に 次に 揭げ る。 

ィ後 漢書 律替志 數ケ听 に斷片 的に ある もの を槪括 すれば 

四 分 歷上元 庚申 元より 獲麟 まで 二、 七 六 〇、〇〇〇 年 

殷歷上 元 甲 寅 元より 獲麟 まで  二、 七 五 九， 八 八 六 年 

"後 漢書 律 曆志論 曰 上略 故黃帝 造， 曆。 元 起-辛 卯-。 而顓 頊 用-乙 卯 1、 虡用 A 戊 午-。 

夏 用-丙 寅 I。 殷 用，， 甲 寅,。 周 用， 亍 巳,。 魯 用-庚 子 1。 漢興承 初 用-乙 卯 1。 至- 武帝元 

封 lo 不 n 與^ K 合  >。 乃 ま 術士 1。 元以- 丁 孕。 王莾之 際。 劉歆 作-三 統 1。 追.， 太初 前世 1 

元,。 得-五 星 會庚戌 之 歳-。 以爲 1 元 1。 太初 曆 到-章 帝 元 和-。 旋復疏 ST 徵-能 術 者-。 

課 校 諸曆, 。定 .朔稽* 元。 追 ^三 (四の 誤) 十五 年。 庚 辰 之歲。 追 細  一 □。 乃與， 天 合。 

以爲& 分曆元 1。 加， 一六 百 五 元 一 紀 I。 上 得-庚申 ,。 有 *近-1 於 緯-。 下略 

ハ 開 元占經 古今 歷 積年 

溪 代に 見えた る 諸種の 曆法を 翁ず  四 八 七 


東洋 天文 學史 硏究 

古今 腠上元 巳來。 至 今 

黄 帝 歷上元 辛 卯 至 今 

顓頊歷 上 元 乙 卯 至 今 

夏 歷上元 乙 丑 至 今 

殷歴上 元 甲 i 贝 至 今 

闳歷上 元 丁 巳 至 今 

^歷上 元 庚 子 至 今 

(後 漢四分 歷上元 庚申) 

末 段に 附 加した もの は， そ 

是^: の^ 大 なる 年 數は 如何 

く、 第 六 節 に 述べた るが 如く- 

大数 は 必すゃ 三 統歷カ 過 期 

5-  一二 統歷 によれ ば， 冬 至 ど 

は 二三 五月 ど f 三 五月 


四 八 八 


開 元 


一 年 (西紀 

、七 六 0. 

「七 六 1 ： 

「七 六 Q 

「七 六 1、 

「七 六 r 

「七 六 一 . 


七 一 四 

八 六 三 

〇 一 九 

五八 九 

〇 八 〇 

一 三 七 

三 三 四 


れ）^ の 上 元よ. り 二 

にして 算出せ る もの 

約 一 萬 年 以上の 週期 

を惜り て 算出した る 

朔 VJ 蝕 V」 が 一 たび 合 

どの 最小 一公 倍数で 六 


年) 甲 寅 歲 積 

(西紀 

(西紀 

(西紀 

(西紀 前 

(西 翁 

(西紀 

(西紀 前 

〇， 三 二 

四分歷 

は 出て 來な 

もので なけ 

して 又 再た 

三 四 五月 卽 


_ 七 六 


力 


i 七 

1 

四 四 

一 〇 

三 〇 

一 六 

〇 年 

に て 

い の 

れ ば 

び 一 

ち 五 


五) 

五) 

七) 

四) 

一) 

一) 

に 當 

は 凡 

で あ 

な ら 

^ す 


三歲 


年で ある。 

の 迎期短 か 

か ら、 是 等 の 

までの 週 期 

で あ る (日 の 


干支 V」 朔の 

るまでの 週 

冬 至 ご 朔 ど 

六， 五六 〇 歲 

乙前漢 四分歷 

甲の 週期 は前漢 

分 上 元の 年代で 

丙 周歷上 元の 

二， 七 六 〇、 三 

歷 なる もの 

丁 この 二， 七 六 

の年數 だけ 

戊 例へば 後漢 

二 〇 年 を 加 


時 1 刻 V」 は 必 

期 は 一 三 八， 

傲 V」 五 星 ど 

である。 

の 上 元より 

書律歷 志に 

ある o この 

年 代 は、 乙 前 

二 〇 歳 どし 

は 前 漢書の 

〇、 三 二 〇 歲 

溯， o た， る 所 

四 分 歷の紀 

へたる 突屮 


ホ し 

二 四 

が 一 

太初 

己 ^ 

言 M 

甲 乙 

漢 四 

た も 

四 分 

を 均 

を そ 

元 は 

の 歳 


〇 歲 

元年 

さ れ 

二 つ 

分歷 

の で 

歷 ノレ 

一 に 

の 歷 

西紀 


環 せ す)。 五 星の 一た 

で ある。 右の 二つの 

て 又 再び 一 致 


一 致し 

に 至る 

て ある 

の年數 

上 元の 

あ る o 

同じ も 

凡ての 

の 上 元 

前 一 六 


を 上 元 V」 す 


まで の 年數は 

もので あ り、 乙 

が 問題 を 解く 

年代に 甲の 二- 

從て後 漢書 及 

の で あ る。 

歷 に 當篏 め， 夫 

ど す。 

一 年 (庚 辰) な る 

〕 この 上 元よ 


一 致 

數 の 

る ま 

三 三" 

年代 

き 鍵 

二 六. 

元 占 


して 又苒び 

最小 公倍數 

での 週期 で 


七 六 〇 

は 同 世 

である 

五六 〇 

經に見 


歳で 

經 に 

歲を 

え て 


一 致す 

は卽ち 

二、 六 二 

あ る o 

ある 四 

加 へ て 

居る 周 


れ く の 歷の歷 元より 


故に、 これに 


一一. 七 六 〇， 三 

四 八 一 年) ま 


^代に^ えたる^ 種の 暦法 を 論ず  四 八 九 


朿泮 天文 史硏究  s 九 〇 

では 丁度 二百 七十 六莴歲 ごなる。 

^^麼 紀元 は 西紀 前 四 七 年なる が 故に その上 元は 戊の 庚申 上 V に よ ， り 百 十四 歲後 

どなる。 又 上 元より 二百 七十 六 萬 歲の年 は 獲 轔後百 十四 歲 "で あ 前 三 六 七 年 ど 

な る o 

§$种 書は斯 くして 得た る 上 元 を 以て 天地開闢の 時ど稱 し、^ 大な る 乍 威 V」 相 待て 

神秘的の 色彩 を附 したので ある。 

荞秋元 命^ 及び 易 緯乾鑿 度 は 戊の 庚申 上 元 を 用 ひ 

何 書 考靈曜 及び 春秋 命 曆序は 己の 甲 寅 上 元 を 用 ひて 居る。 

右の 如き 見解に 從 へ ば、 開 隠以來 二百 七十 六 萬 年 ど 云 へ る 年代 は、 い 四 分 上 元の 年代 

に 三統歷 による 週期 を 加 へ たもの で. 所 謂 木に 竹 を 接ぎた る 如き 不都合なる もので 

あるの みなら す、 ろ 前漢 四分歷 のために 計算せ る 年代 を 後 漢四分 歷， 殷 歷其 他に 當篏 

めた る もので 理論 上 何等の 意眛 もな きもので ある。 又 か、 る 年代 を 算出せ る 年代 

も、 其 中に 三 統歷の 五 星の 週期 を 用 ひて 居る の を 見れ ば， 斷 じて 劉歆 以後の もので な 

ければ ならぬ。 後漢害 律^ 志に は 【中 興 以來。 圓識漏 泄ー V」 云 ひ、 曆 法に 關 する 論議の 


^合に はおに^ 讖の 明文 どして 一 種の 權威を 振って 居 

るが 如 く、 何 等 理論 上の 根據 もな く、 又 何等の 古き 傳統も 

讖 なる もの、 多くの場合に 於て 然るが 如 く、 極 めて 低級なる ご 


る が、 解剖の 結 梁 は 右に 述ぶ 

ない ものである。 豫 言 や 圖 

まかし ものた るに 過 


ぎない。 

緯書 は 前 漢末哀 平の 際 

は 古くから の 傳說を 多く 

れて 居る もの で あ る。 例 

る古來 のま、 の傳 說を傳 

探り 得べ き 望み ある もの 

ら ぬ。 開闢 年代 及 び曆法 

前述の. 如くで ある を 以て 

の V」 云 はなければ なる ま 

を 整理せ A  V」 する 試み は 

た る 優勝者で あ b  、緯 書 に 


に 世に出で たる もの ど 云 はれて 居る 

傳 へて 居る もの どして 一部の 人々 に 

へ ば 平 田 篤 胤の 如き は、 これ を 以て 未 

へ て 居 る ものな， C-  VJ し， これによ り て 

ど 見て 居る が、 斯 の 如き 見解 は 誤て 居 

に關 する 部分が 新 製に して 且つ 粗雜 

見 れ ば. 其 他の 部分 ど 雖も餘 りに 多く 

い。 思 ふに 當 時の 天文 曆 法の.^ 識 を 

漢代 一般の 學 風であった 樣 だ が、 其 中 

傳 はれる もの は、 これ に 比して 甚だし 


漢 代に 見えた る 諸種の 暦法 を^ず 


にも 拘 はら す、 其 內 容 

は 可な り 重き を 置か 

だ 儒者の 訂正 を經ざ 

古代の 眞 正の 狀態を 

る ど 云 はなければ な 

なる ものである こ VJ 

の 信 用 を せざる も 

利用して 古 求の 傳說 

に て 三 統歷は 成功し 

く 劣等なる 不成功 者 

四 九 一 


來^ 天文 S- 史硏究  四 九 二 

の記錄 ど 見るべき であら う。 

蔣淸翊 の緯學 源流 典廢 玫の卷 末に 

- ー姚瑩 跋藏經 儒者 推-世 迷 之數， 。如， 春秋 元命苞 云。 天地開闢 至- 魯 哀公 獲 轔之 

歲,。 凡 三百 二十 六 萬 七 千年。 命曆序 云。 二百 六十 七 萬 六 千年。 分爲 -干紀 1。 易 

乾繫度 云。 十紀合 二百 七十 六 萬 年。 每紀 二十 七 萬 六 千年。 列 子 楊 朱 云。 伏義 

至 今 三十 餘萬 歲。 帝王 世紀 云。 自矢地 開闢 人皇 1 以來。 迄- 1 魏咸^  二 年,。 凡 二百 

七十 二 代。 積 二百 七十 六 萬 七 百 四十 五 年，。 所， 說 不^。 大約不 =甚 相 遠 1 也。 世 儒 

以，， 其 緯書 私記, 而不つ 信，、 苦 漢律歷 志 上 元 至 ，>伐 桀之 歲，。 十四 萬 一千 四百 八十 年。 

則兒， ， 於 正史, 矣。 而邵子 皇極經 世。 斷 お， 天地 之 始終- C 止，, 十二 萬 八千年,。 則 出，， 於 

大儒 1 矣。 

ど 云へ る を 載せて 居る が、 この 中、 元 命苞 及び 命曆 序に ある 年數 は古微 書に 輯錄せ る 

もの も 同^にな つ て 居る が、 疑 もな く傳寫 の 誤で ある。 早くから 後 漢書 律曆 志に 引 

用され て 居る 方の 年数が 正しい。 列 子 楊 朱篇に 三十 餘萬 歲ピ 云 へ る は、 易 乾 鑿 度 及 

び禮斗 威儀に 二十 九 萬 一 千 八 百 四十 歲ど云 へ るの ど 同じ もので あらう。 これ は 三 


统歷の 二十 九， 萬 五 千 四百 八十 八 年に ま 

あ る (第 六 節 參 照)〕 帝王 世紀に ある 年代 


歷志上 元は 第 六 節に 計算せ る 如くで あ 

て掊 へ たもので 曆 法に は 關 係がない。 

なほ" に揭 げたる 種々 の歷 法に 就て 

の 外 は， 其 上 元以來 の年數 によりて 察す 

辛 黃帝歷 は 西紀 前 百 七十 一 年 (後漢 建 

且 冬至の 歲 ど し、 歷 元 VJ したる もの 

百 四十 七 年 前卽ち 十三 章 前の 章 首 

帝 歷 V」 一 致す る (第 九節參 照)。 

壬 夏歷は 西紀 四百 四十 五 年 (宋 元嘉ニ 

且 冬至の 歲 ビ し、 歷 元 どした る もの 

にて は 甲子 歲に當 る。 

以上 二つの 歷 元は 孰れ も實 際に 於て は 前 


て， 四 五六 〇 年に 六 四 を乘 じて 得た る數で 

乾 鑿 度 ど 同じく 戊の 庚申 上 元で ある。 律 

リ 皇極經 世の 年數 は簡單 なる 數を 組合せ 

，旣に 講究せ る 顓 頊 歷， 殷 歷、 周 歷、 後 漢 四分歷 


十 

で 


四 年 現行 干支 辛 亥) を 以て 前 

■ それに よれ ば、 元 鳳 四 年 (西 紀 

當る こ ご になり、 漢書 律歷 志 

二 年 現行 干支 乙 酉) を 以 て 前 

-其上 元は 乙 a になる が. 太初 


十 一 月 甲子 朔 

前 七 七 年) は 二 

に 見えた る 黄 

十 一 月 甲子 朔 

以前の 紀年法 


十一月 甲子 が、 朔 にも 當らす 冬至に も當ら 


漢 代に 見えた る 諸種の 曆法を 諭ず  四 九 三 


^洋 天文 學史 研究  四 九 四 

す. 甲 子朔且 冬至の 歳で はない ので ある が、 前 漢當 時の 歷 法に より 推算して さう 認め 

たもので ある。 

^-^ 藤 は 西紀 前 三 〇 一 年 (現 行 干支 庚 申) を 正月 甲午朔 立春 ビし歷 元 どした る 立春 

標準 歷 であるら しいが、 何故に この 歳よ b 八 章 後の 西紀 前 一 四 九 年 (中 元 年) を 正 

月 甲^ 朔 立春 VJ して 歷 元に 取ら ざり し か、 尙 ほ 考究 を 要する。 

干支 紀年 法の 發達 其 一 


今日 見る 如き 干支 紀年法 は、 必 

ではない であらう。 法律 を 施行 

法 を 一 桡にぉ 行し 始 むる V」 云 ふ 

て は、 凡 てのもの ゝ發^ の 初期に 

もの VJ 見る のが 穩當 であらう。 

なる に^: ふて 稀々 の紀年 法が あ 


すし も 始めから 整然 V」 して 一 般 

する が 如くに 或る時 期 を 劃して 

こ VJ は 有り さう にも 田 あはれ ない 

於け るが 如 く、 多 少の 泥雜ご 整理 

上 來硏究 したる 所に よれ ば， 秦 漢 

つ た隨に 見える が、 是 等の 稗 ひの 


に 用 ひられた もの 

一 定の 法式の 紀年 

リ 寧 ろ 其 初期に 於 

の 時期 を經 過した 

の 際に は曆 法の 異 

紀年法 は 年代 的 及 


び 地方 的に、 或は 北ハ通 的な りし か 或は 部分的な りし か， それぐ どれほどの 範圍に 行 


はれた 

はない- 

せらる 

る 超^ 

これ を 

る もの 

して 巧 

ばなら 

1 元始 


が從案 

&歲 

贫 


は， 今 日に 於て 知 b 得る 限 

實 行の 範 園が 次第に 廣ま 

に 至る の は 當然の 勢で あ 

によりて H5 めて 巧みに 解 

て 永久 不變の 天則 ど 信じ 

年 法 どして は 成功せ ざ 

に 整理し、 統 一 せる 紀年法 


寅の 歲 

り 秦漢に 至る 間の 諸種の 

れて居 る樣 に 思 ふ。 

紀年法 を 用 ふ る 系統 に 於 

歲 V」 して 居る。 

歷に 加味せ る 干支 紀年法 

筏 代に^ えたる 諸種の 曆法を 論ず 


る 

る 


秦漢の 際の 歲名を 吟味して 見る より 外に 方法 

に從っ て、 こ れを統 一 する の 必要 は 愈 痛切に 成 

、幸に も此 仕事 は前漢 末に 至り 劉歆の 案出せ 

れ たので ある。 劉 歆の超 辰 法 は劉歆 自身 は 

も拘 はら す、 劉 歆の沒 後 は 一 度も實 行され ざ 

ので ある が、 漢 代に 於け る歲 名の 混雜を ー擧 

きたる こ ど は實に 著しき 効 績ど云 はな けれ 


暦法の 硏究 によれば， 少く  V」 も 次の 四 種の 紀年法 

て は 西紀 前 三 六 五 年 (現行 干支 丙 辰) を 以て 元始が 

にて は 西 前 紀三六 六 年 (現 行 干支 乙 卯) を 以て 元始 

四 九 五 


I 洋 

甲 寅 の 

IS 殷藶に 

寅 の 歲 

丁 太初 歷 

を 以て 

元始 甲 寅の 

れ たる 服 を 

献上に 見え 

する に^ a り 

に 立て 居る 

い^ 一に 

お 四 節 

力 女 き 

ろ 殊に 丁 
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四 九 六 


歲 ヾ J 

V」 し 

制 定 

元始 

歲 力 

以 て 

て 居 

て ま 

か を 

は 本 

乙 に 

理由 

に 就 


して 居 る。 

せる 干支 紀年 法に て は 西. 紀前 三 六 七 年 (現 行 干 


て 居る。 

•/」 せハに 一 派の 人々 は 紀年法 を 

甲 寅の 歲 V」 なさん VJ 試みた。 

いくつ もあった V」 云 ふこ VJ は 

見 れ ば， 甚 だ 不思議に 思 はる ゝ 

らぬ。 從 つて 今 右の 如 き 見 解 

極めて 愼 重の 注意 を 必要 どす 

明白に して^かなければ なら 

0 的 に 然 るべき 理由が あ る。 

就て は 本 篇第八 節， 丙 に 就て は 

により 、夫れ一 ^元始 維新の 年 


改めて 西紀 前 一 

_ 今日の 如き 整 頓 

のみなら す. か 、 

を 採り これ を 事 

る。 この 主張が 

ぬ o 

甲に 就て は 第 一 

第 七 節、 丁 に 就て 

であるべき 資 格 


支 甲 寅) を 以 て 元始 甲 

〇 四 年 (現行 干支 丁  S 

せる 干支 紀年 法に な 

る說は 勿論 古来の 文 

實な， 5  V」 主張 せんど 

どれほどの 根 據の上 

篇 及び 第二 篇 第二 節、 

は 第五 節に 述べた る 

を 具して 居る。 


て は、 太 初曆法 制定の 詔 書 に！. 年 さ焉 逢 攝提格 一。 月 名 _1畢 聚ラ」 云 へ る 


及 び歷術 甲子 篇に 「太初 元 年。 歲 名- -焉 逢攝提 格ラ」 云へ るこ^ は. 由 來 不可解 ど 

されて 居った 部分で、 第五 節-二の 如く 卽ち 丁の 如く 解释 する こどに 依て 始めて 

了解され 得べき ものである。 畢竟 丁 は 文献 上に 明記され たる 事實ど 見て よい 

ど 思 ふ。 

^旣に 太初 元年の 場合に 甲 寅 元の 改元 を 試みた こ を事實 VJ して 認容す るなら 

ば、 太初 以前 にも 甲 ひ 丙の 如き 數 個の 甲 寅 元が 提案され たど 云 ふこ ど は 有- 9 得 

ベ きこ V」 ゝ云 はなければ ならぬ。 

c 是 等の 異なりた る紀年 法が どれほどの 程度に 實 行され たか は、 秦 漢の 際の 歲名 

XIV 

の記錄 の吟眛 によりて 明か にさる ベ きもので ある。 

なほ 是等 諸種の 紀年 法の 成立よ b 考 ふれば 甲 は 西紀 前  一二 六 五 年 以後 間もなく 行 は 

れ 始めた もので あら う (第 二 篇第四 節)〕 但し 始めは 單に 十二の 歲名を 用 ひた もので- 

後に 干支 を 組合せた 干支 紀年 法に したの は 恐らく 漢初 頃で あらう。 乙に 就て は顓 

頊歷の 施行 ど 顓頂 歷紀年 法の 採用 V」 は必 すし も 同時で はないで あらう ご 思 ふ。 ^ 

南 子 天文 訓の これ に關 する 記事 が、 第 八 節 へ 及ト に 引用せ る 如く ニケ 所に 分れて 揭 

/IV  fx 
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载 されて 居る の は、 此 兩 者の 結合が 淮南子 時代に はま だ 新ら しきもの である こ V」 を 

示して 居る か^も 思 は れ る。 丙に 就 て は、 殷 歷の 成立が 旣に 干支 紀年 法の 行 はれて 

居った 時代で なければ ならぬ V」 思 はる、 ので (第 九節叁 照)， 思 ふに 顓 S 歷紀年 法の 行 

はれた るよりも 以後 で、 太 初 以前 餘り 遠から ざる 時代で あらう。 

干支 紀年 法の 發達其 二 

二 戰國ょ b 秦漢に 至る 時代の 歲名 

當 時の 歲 名に して 文献に 見えて 居る も 

5： 離騷 攝提 さ于孟 陬-兮 。 惟 庚 寅 吾 

普通に は 寅 の 歲， 寅 の 月， 庚 寅の 日に 生れた 

云へ る 如 く、 寅 の. 歲 V」 云 ふ 意 眛 はない。 單 

い。 第一 篇第 十二 節に は詩賦 なる が 故に 

るが 故に、 特に 緣起を 祝 ひたる のか も 知れ 

よ れ ば、 (第 九節參 照) 


の を 年代の 順序に 次に 揭げ る。 

以降。  - 

こ VJ  、解释 されて 居る が、 正 しく は 朱 子の 

に 寅の 月の 庚 寅の 日 VJ 云 ふ だ けに 過ぎな 

寛大に 解釋 し、 或 は 元始 甲 寅の 歳の 寅 月 な 

ぬ V」 の 疑を存 して 置いた が、 今 囘の 硏究に 


顓琅歷 の 元始 甲 g 西 紀 前 三 六 六) の歲の 正月 は 甲 寅 朔， 

歲星紀 年 法の 元始 甲 寅 (西 紀前三 六 五 ) S 歲の 正月 は 戊 申 朔， 

で 共に 正月 中に 庚 寅の 干支がない。 この 二つの 元始 甲 寅 以外 ど すれば、 單に 寅の 月 

の 庚 寅の 日 ど 云 ふだけ では 餘 りに 漠^して 何等の 證據 にならない。 たいこの 詩賦 

を 作った 頃 S 原の 沒年は 西紀 前 二 九 六 頃) に 夏 正が 用 ひられて 居った^ 云 ふ 證據に 

なる * たけで ある。 

^'史 記 貨殛傳 白 圭周人 也。 當， -魏文 侯 時-中略 太陰 在 如穰。 明歲 衰惡。 至 ¥旱 

明歲 美。 至 i! 穰。 明 歳 衰惡。 至， 子 大旱。 明 歲美有 * 水。 至 ^積 著。 

魏文侯 時 は 西紀 前 四 二 四 乃至 三 八 七 年で あるが、 この 時に 十二支で 歲を紀 して 居つ 

た ビは思 はれない。 卯 歲. 午 歲等 は白圭 より 史 記に 至る までの 間 に， 白 圭の法 を 傅 へ 

たる 人が 命名せ る もので あらう。 その 命名せ る 時代 は 不明な ので、 證據 どす る こど 

が出來 ない。 他に 反證 がな い 限り、 西紀 前 三 六 五 年 以後に 命名した もので あらう ど 

田 3 ふ。 

S 呂氏 春秋 序^^ 維秦八 年。 歲？ 裙 灘-。 秋 甲子 朔。 

^代に 兄え たる 諸種の 曆法を 論ず  四九ナ 
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これ は 確かなる 一 の 

號 曰. -呂氏 春秋,。 

予. -千 € 

ど 云 ふて 居る の は 事 

早くから 廣く 多くの 

少なき もの VJ 見なけ 

王 引 之の 如き は 其 太 

六。 今 本 誤 作 X 

說 * 之。 非^ r 太 

ど 云 ふて 居る。 錢大 

居 る。 ^  一-^ に述 ベ 

は ある が， 其 他 に は 前 

秦八年 は 現行 干支 

ど は 疑 ふ ベ からざる 


證據 であ る。 

布- 咸 陽 市 門 一。 

實談 なる か 否 

人の 目に 觸れ 

れ ばなら ぬ。 

歲考 に、 こ れ を 

U 許 氏 周 生 曰 

歳 超^ 之說。 

昕の說 に對す 

た 如 く、 秋 の 月 

後 十 年間 は 有 

にて は 壬戌歲 

こ VJ ゝ見な け 


史記呂 不韋傳 に、 

懸 千金 其 ト ：,。 延& 侯遊士 賓客,。 有 fe  S 一  字-者 v 

か を 知らない が、 兎 に 角 か、 る 言 傳 へが ある 程に 

たもので あらう か ら、 其 後 傳來の 間の 誤 は 比較的 

八 年 VJ あるの は 六 年の 誤な らん ど 云 ふ 人 も あり， 

維秦六 年。 歲 在浯灘 V」 して 引用し， 

。 八當^ t 六。 案 許說是 也。 餞 氏 漑亭、 y 太 歲超辰 1 

始-- 於 劉 歆三統 術-。 前. 此未之 有 也。 

る 批評 は當っ て 居る が、 八 を 六に 改めた の は 誤て 

の朔が 甲子になる の は秦八 年 (西 紀前 二三 九 年) に 

b 得ない からで ある。 

であるの を 當時は $9 灘 (申) の 歲 V」 稱 へて 居った こ 

れ ばなら ぬ。 これ は 甲^ 星祀年 法より 始まれる 


紀年 法に 合致す る。 

ゅ漢 元年 

漢書 律歷 志 世經 (漢元 年) 歲 在-犬 棣之東 井二 十二 度 鶉 首 之 六 度 1 也。 故 漠 志 曰。 

歲在失 棣,。 名 BLi 敦榉 t。 太歲 在¥。 

漢志 V」 云 ふの は劉歆 時代まで 傳 つた 記 錄 であらう が， 何 時 頃 編纂され たもの か 判ら 

ぬ。 其 中に 太歲 在，. 午 vj あるの は漢 元年 當 時の 記録に 基いた もの か、 又 その 漢志 編纂 

時代の 紀年 法に 據っ たもの か 明かで ない。 漢元 年 (西 紀前ニ 〇 六 年) は 現行 干支 紀年 

法で は 乙 未 で、 こ れを 午ど稱 ふるの は 顓頊歴 紀年法 V」 一 致す る。 

§： 單 閼之歲 

前 漢書 賈誼傳 誼爲 _,長 沙傳 ，o 三年。 有 * 服 飛 入，, 誼舍， 中略 迺爲 fe。 以 自廣。 其 

辭曰。 單閎 之歲。 四月 孟夏。 庚 子 日斜。 服 集-余 舍 一。 下略 

^ 踢 之歲 VJ 云 ふの は 卯の 歲ご云 ふこ VJ である が. 年 代 不明なる 故に 確かなる 考證の 

材料 ごする こどが 出 求ない。 第一 篇第 十二 節に て は、 古 紀年法 (歳星 紀年 法) の 卯^ で， 

文 帝 八 年 己巳の 歲に當 るで あらう V- 述べた が、 この 點は 今囘の 研究に よりて 訂正し 

溪 代に 見えた る 諸 拽の曆 法 を 論ず  五 〇 1 
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たい。 この 常時 用 ひられて 居った V」 思 はる ゝ顓頊 歷 によれば * 

文 帝 七 年 (現 干支 戊 辰) 四 月 は 壬申朔 で， 庚 子 は 四月 二十 九日、 

文 帝 八 年 (現 干支 己巳) 四月 は 丁 卯 朔で庚 子 は 四月に ない。 

忍 ふに 單閼之 歲は顓 頊歷紀 年 法 乙に よる 卯 歳で， 文 帝 七 年に 當る であらう。 有力 ど 

云 ふこ ど は出來 ない が、 當時 (西紀 前 一 七三 年) 顓頊 歷紀年 法が 行 はれて 居つ た 一の 證 

據 である。 

g 淮南 元年 

淮南子 天文 訓 淮南 元年。 冬。 太 一 在-丙 子 1。 冬至 甲 午。 立春 丙 子。 

第 一 篇に 論じた る 際に は. 顓 頊歷紀 年 法 を 考慮に 置か ざり しが 故 に， 本 文 を 以て 不可 

解な り V」 し， 丙 子 はも VJ 乙 亥な りし を 劉歆が 訂正せ しに 非す や V」 の 疑を附 加して 置 

い た が. 今 囘硏究 の 結果に よれば、 こ の 歲名は 顓頊歷 紀年法 乙に よれ る もの どして 說 

明が 出來 る。 ^文 は 錢塘が 天文 訓 補注に 云へ る 如く、 

淮 南 元 年。 冬。 太 一 在，， 丙 子，。 (己 酉) 冬 至。 甲 午 立春。 

なりし なる ベ く， 淮 ^元年 は淮 南王卽 位の 元年に て 文 帝 十六 年 (西 紀前 一六 四 年) 現 干 


支 丁 丑の 歳で ある が、 顓頊 歷紀年 法に よれば 丙 子で ある。 この 年の 前 冬至 は 十一月 

己 酉 で、 立 春 は 正月 甲 午に 當る。 

乙 卯赦令 

史記封 禪書及 武帝本 記 (元 封 元年 詔 曰) 其大 15 赦 天下-。 如-乙 卯赦 令,。 

史記 によれば 元朔五 年に 大赦， あ り， 漢 書 武帝紀 によれ ば、 元 朔 元年 及び 三年に 大赦 あ 

り、 乙 卯の 歳 は 其 孰れ を 指して 居る のか 明で ない。 元朔 一二 年 (現行 干支 乙 卯) を 指した 

る もの ど すれ ば、 丙 殷歷紀 年 法に 當 り、 元 朔 五 年 (現 行 干支 丁 巳) を 指した もの ど すれば 

甲 歳星 紀年 法に 當る。 若し 乙 顓頊歷 紀年法 を 用 ひて 居った V」 すれば 乙 卯 は 元朔四 

年で ある 箬 である が、 四 年に 大赦の こど は史 記に も 漢書に も 見えて 居らぬ。 以上の 

事實は 如何様に 解释 すべ きもの か、 材料 不充分な るが ため に、 決定す る こ V」 は 出來な 

い が、 思 ふに 此 頃の 時代に は 法定の 紀年法 ども 云 ふべき もの はな く、 人 々 は 其 學派ゃ 

境遇の 異なる に從て 異なりた る 紀年法 を 用 ひたる ものなる ベ く、 偶 詔書 起草の 任に 

當， 9 たる 人が、 甲 若く は 丙の 紀年法 を 用 ひて 居った ど 云 ふこ V」 を 示して 居る ので は 

あるまい か。 

^代に 见 えたる の- g 法 を il ず  五 CM 一一 
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g: 太初 元年 

^お 律歷 志 (元 封 七 年) 太歲 在 * 子 

太初 元年 を 丙 子 VJ する 紀年法 は顓頊 歷紀年 法で ある。 

史記歷 書 (詔 書： 其 更 只-七 年- 爲" 太 初 元 年、 年 名" 焉 逢 攝提格 1。 

歷術 甲子 篇 太初 元年。 歲 名- 焉逢 攝提格 1。 

太初 元年 を 改めて 更に 甲 寅 ど 名け 樣 どす るの は 卽ち丁 太初 歷紀年 法で ある。 

§: 天馬 歌 

漢嘗 禮樂志 天馬 徠。 執徐 時。 

太初 四 年。 誅 n 宛 王-。 碑- n 宛 馬 1 作。 

漢書 武帝紀 太初 四 年 寿。 贰師 將軍廣 利。 斬- -大 宛 王 首-。 ，汗血 馬 *。 作 "西 

^天馬 歌-。 

執徐時 V」 云 ふの は 辰の 歲ど云 ふこ V」 で、 太 初 四 年 は 現行 干支 紀年 法で 庚 辰の 歲に當 

て 居る。 禮樂志 及び 武帝紀 に 太初 四 年 ご あるの は-漢書 を 編纂せ る 東 漢人が 當 時の 

紀年 法に て^ 徐の歲 を 溯， 9 て 推算 し、 太 初 四 年 VJ 記した る もの かも 知れぬ ど 云 ふ 疑 


が ある。 この 兩者 以外に は， 史 記 及 漢書 匈奴 傳に此 事に 關 する 記事が あるが それで 

は 太初 三年 か 太初 四 年か兩 年の 中で は ある が、 其 孰れ であるか は 明かで ない。 太初 

三年 を執徐 時ど稱 へた ど すれば、 この 歌の 作者 は、 太 初 元年 を 攝提格 どす る 太初 歷紀 

年 法 を 用 ひた^ 云 ふこ V」 であ b  、太 初 四 年であった ど すれ ば、 殷 歷紀年 法 を 用 ひて 居 

つ た ど 云 ふ こ VJ である。 

g 初 元 二 年 

漢書 翼奉傳 奉 奏-- 封 事 1 曰 中略 今年 太陰 S 於 甲 戌-。 

この 封 事の 前後の 文 に、 此年 正月 癸未， 二 月 戊 午、 明年 四月 乙 未 ど ある を 以て 見れば 初 

元 二 年で ある こ VJ は 疑 もない (なほ 此年 七月 己 酉 VJ あるの は 日、 月 孰れ か 誤あるなら 

ん)。 初 元 二 年 (西 紀前四 七 年、 現 行 干支 甲 戌) を 甲 戌の 歳 V」 稱 へ て 居った V」 すれば 殷歷 

紀年 法^ 一  致して 居る。 

3- 王莾傳 

漢書 王莾傳 建國五 年。 歲在 n 壽 星,。 倉 龍 癸 酉。 

天 鳳 七 年。 歲 在- -大梁 I。 倉篛庚 辰。 明年 歲 ff 實沈 I。 倉 龍 辛 巳。 

^代に^ えたる 諸： S の 唇 法 を 論ず  五 〇 五 
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建 國五年 (S 紀十 三年) を 癸 酉 V」 稱へ、 天 鳳 七 年窗紀 二十 年) を 庚 辰、 其 翌年 

るの は， 現行 干支 紀年法 ど 同じ で、 殷 歷紀年 法 ど 一致す る。 

g 柬漢 

後漢嘗 張純傳 (建 武) 三十 年。 純 奏.. 上？ 封禪 1 曰、 中略 今 攝提之 

逑武 三十 年 (西 紀五四 年) は ま だ 三統歷 施行 中で あ り、 三 統歷の 超 辰 法 

十六 年に 超 辰す ベ き箬 であるの に， こ の歲 名に よれば 當時旣 に 超 辰 


し 


干支 紀年 法の 發達 其ョ 

三 超 辰 法に よる 整理 

前節に 揭 げたる 如 き、 互 に 相 調和せ ざる 各種の 紀年 法の 存在す る 

來の 目的に 背く もの で、 た めに 生す る 混亂は 可な り 堪え難き もので 

い。 前漢 末に 劉 飲の 前に 提出され たる もの も， 歲 名の 數 はも 少し 多 

-が， 大 體 右の 如き 稃 度の ものであった らう ど 思 はれる。 如何にして 

名 を^ 理 すべき か。 單に 整理 方法 どして ならば， 一 の 系統 を 撰み て 


を 辛 巳 VJ 稱ふ 


歲( 


蒼 龍 

れ ば 

0 ら 


甲 寅 < 

ぬ o 


年 法 本 

相違な 

あらう 

等の 種々 の歲 

れを探 用す る 


で 


どこ、 し. 他の 系統の もの は 皆 これに 適應 する^に 凡ての 記錄 

こども 一 の 方法で あらう が 二 派の 人々 によ， 5 て、 僞 作， 改 竄 等 あ 

れて 居る 劉歆 も， 流 石に か、 る こ V- は敢 てし なかった もの ど 見 

劉歆の 採った 方法 は 合理的で ある。 彼 は 先 づ混雜 の 實况を 

來 の硏究 によりて 知， 9 得た る 如 く、 混 雜の源 因 は、 數 種 の 甲 寅 元 

云 ふこ VJ は， 勿 論 知り 得なかった ので あるが、 一 切の 歲 名の 記錄 

どして 忠實 にこれ を 研究し、 其 間に 自ら 何等か 一 定の 秩序 法則 

の 法則 を發 見す る こ VJ によりて、 眞 正の 整理 方法 を 案出 せん ビ 

今 試みに 前節 に揭 げたる 歲 名の 記 錄を圖 に 示せ ば、 歲名 相互 

易に 明かに する こ^が 出來 る。 左右に 年代 を 取， 9、 現行 干支 紀 

は 水平 軸の 上に 記す こ V」 ゝ し、 こ の紀年 法の 歲名 より 一 辰 若く 

も の は、 そ れ * たけ 上 若く は 下に 記す こ ビ ゝ する。 

幸 か 不幸 か、 是 等の 歲名 は、 丁 に屬 する 少數の もの を 暫く 問題 

三 段に 排列し る 居る。 劉歆當 時の 紀年 法に 對 して 二 辰の 差 あ 

tg^ に 見えた る 諸種の 唇 法 を 論ず 


に 1 り て 訂正 を 施す 

ら ゆる 冤罪 を 負 はさ 

え る。 

研究した。 我々 が 上 

あるが ためで ある VJ 

を與 へられた る もの 

の あるべき を 1  一一 5 じ、 そ 

したので ある。 

の 關係を 一 見して 容 

年 法に 適應 する 歲名 

は 二 辰 前後して 居る 

外 V」 すれ ば. 偶 然 に も 

る もの は 最も 古 く、 戰 

五 0 七 


2^ まえ 5^  I 
B^^^^-|.  ^1 チ, 

^^f<^v^  i  -t 


ぞ&^  S*r 
•3 さ 

、 

もみ、、 

o 


^洋 天. X 學史 研究 


一  I 


五 〇 八 


00/ 


6  $  I6J 

，- ：  8  一  ~  » 


國 より 秦 

同^の も 

名 VJ の關 

どして 對 

な る。 

#  ^ は 

天則な り 

四 年を取 

力， 5 き 1ー 一一 P 

超 辰の年 

か 西紀 前 

十 一 の歲 

最もよ く 

が、 僅 か 1 


に 至る 

の は 太 

係 を. 漢 

照 すれ 

是等 の 

VJ  lis す 

,0、 さ て 

算法に 

次 は 必 

八 五 年 

星 ちロ 事 

適合す 

年の 差 


初 前後 

書 天文 

ば、 左 傅 

著しき 

るに 至 

何れの 

よ hN 凡 

然 的に 

か 二つ 

及び 秦 

る。 秦 

は 止む 


辰 の 

以來 

志 に 

の 歲 

事實 

つ た 

年 次 

て の 

定 ま 

の 中 

八 年 

八 年 


差 あ る 

VJ 云 ふ 

記せる 

星 き P 事 

を發見 

の で あ 

に 超 辰 

もの、 

る こ V」 

を撰擇 

の歲名 

に對し 


もの は漢 初より 

檨 になって 居る- 

如 く、 石 甘 時代 f 

も亦是 等の 歲名 


を 得 す 大 目 


し、 こ れ によ 

らう。 超 辰 

せし むべ き 

基準 狀 態な 

になった の 

すべき 餘地 

に 都合が わ 

て は、 實 は な 

に 見る こ VJ 


て 


の 

る い 

i 一 

、 し 


太初まで 

) なほ そ 

太初 VJ に 

ど 階段 的 

超 辰を以 

期 は 歳星 

云 ふ に、 こ 

き 三統上 

る。 超 辰 

つ す 力ぶ 《2 

。 後者 を 

年の 差に 

たもので 


の 間に 0 

れ のみな ら 

て は 二次の 

に連續 して 


て實 際の 

の 記事よ 

れは第 六 

元の 存在 

の 年次 ご 

者 を 取れ 

取れば 左 

て 適合し 

あ ら う。 


の 紀年法 V- 

す、 歲 星 V」 歲 

差 ある 

TS る こ 


天 


も の 

ノレ に 


象に 應 

して 百 

に 述 ベ 

假定す 

て 太初 

■ 左傅昭 

び ユー In  V 

いので 


す る 

四十 

た る 

れ ば. 

元年 

八、 十、 

あ る 


溪 代に^ えたる 諸種の 暦法 を 論ず  五 〇 九 
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かくして 發 見され た 

共に 殆ど 凡て 満足に 適 

たので ある。 斯 くまで 

こ ビ に 就て は 毫末 も 疑 

來の歲 名 記鈸は その ま 

必耍 もない。 たい 劉歆 

西紀 五 〇 年 及び 其 後 百 

る紀年 法で あるべき 箬 

超お 的 干支 紀年法 は 

支が 一 つ 飛び越える ど 

^の^なる 两紀五 〇 年 

に 至った の は 寧ろ 當然 

もの VJ 云 はなければ な 

て それ，/^ 其 所 を 得せ 


る 超 辰 法に よれ ば， 記 錄 

な 口す る ので^ i 飮 よりし 

によく 適合す る 超 辰 法 

ふ 所がなかった であら 

ゝ にて 秩序 あ り、 整頓 せ 

當 時の 歲名は 西紀 前 九 

四十 四 年毎に 超 辰す る 

である。 

紀年法 VJ して は 良好な 

云 ふの は紀年 法の 本質 

は (三 統歷 施行 時代なる 

の 成 行 で 、要 する に 紀年法 ご 

らぬ。 然し 乍ら これにより 


に あ 

て 云 

が 實 

ラ o 

る も 

五 年 

こ VJ 

る も 

に 0 

-」 も 


しめ、 やがて 統 一 したる 紀年法 


五 一 〇 

歲 名 も だ f  ,  ^ 星 記事 も， 双 方 

ば、 實 に^. で っ大發 見で あつ 

の 天象に^, ： 犬 則なる べき 

の 超 辰 法のに： より すれ ば、 在 

ど な り， 今 更改め て 整. 理 す る の 

超 辰した る 後の もの で、 此 後 は 

す れ ば、 終 古よ く 天象に 適應す 

ではない。 百 四十 四 年毎に 干 

ない。 劉歆の 制定 後 初 度の 超 

は ら す) 旣 に 超 辰を實 行せ ざる 

て は 劉 歆の案 は 失歆に 終つ た 

從 來混雜 せる 歲 名の 記錄 をし 

に 導きた る 成績 を 顧れ ば、 整 理 


方法 VJ して は 實に絕 好の 

四 太陰 太歲 異同 辨 

太陰 ビ太歲 VJ は 由來同 

太初 元年に 於け る 歳 名の 

今、 爾 雅 释 天、 淮 南 子 天文 訓 

すれば 次の 如くで ある。 

璐^ 格の 歳に は、 

爾雅 太 歳在& 

淮南子 太陰 在 * 寅 

史記 歲陰 在， 寅 

漢書 太歲 在， 寅 歳星 在 

ど 云 ふ 様に 十二の 歳に 就 

にある VJ 云 ふので あるか 


ものであった VJ 云 はなければ ならぬ。 

一 の ものであるが、 これ を 相 異なれる もの V」 區 別した の は、 

混 雜を說 明 せんがた め に 錢大昕 の 提出した る說 である。 

-史 記 天 官 書， 及 び 前 漢書 天文 志の これに 關 する 記事 を 列記 


歳星 在 斗牽牛 

歳星 在 斗牽牛 

斗 牽 牛 (石 氏) 營室東 壁 (太初) 

建星婺 女 (甘 氏) 

て 記 し て あ る が， 同 一の 歳に 就 て、 太 歲、 太 陰荇 くは歲 陰が ふ 山： 

ら是 等の 三者 を 同 物 異名 V」 見る ベ き は 常然 である。 なほ 


^代に ^えたる 諸種の 暦法 を 論ず 


五 1 
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^^天文 志に は 

差が ある こ V」 を 

らぬ。 十二 年 一 

に 次第に 生じた 

るが、 石 廿^ 代 

に  一^の 差が 

VJ になった も 

て 天文 志に 記 

歆 もこの 事實 

ぐ」 超 辰 的に 連 綾 

錢大昕 は劉歆 

古来より 自然 的 

どに て 二次の 差 

•/」 J<  ^  ./J は弥に 


• 同一の 歲名 

述べて 居る 

週で 數 へた 

る 差 で. 實 

歲名は 甲 

るた めに 

である。 

又 律 j 志 

認 め て. こ 

する こ VJ 

の 超 辰 法 

ある 所以 

二 辰の 差 


に對 して 歳星の 位置が 石 甘 時代 ど 太初 V」 で 二次 だけの 

ので ある が. - . -れは 今日よ， 5 して 見れば 少しも 怪 むに 

る歲 名が 歳星の 運動 V」 一 致せざる がた め に， 長 き 時の 間 

八 二. 六 年 に 付 一次の 割で， 丁度 三次 の 差 を 生じた ので あ 

星紀年 法に よ り、 太 初年 代 は 乙 顓頊歷 紀年法 で、 兩 者の 間 

局 名義 上同歲 名の 歳に 對 して は 差 引 二次の 差が ある こ 

固に 勿論 この 理由 を 知ら す， 鬼 に 角斯の 如き 事實を 認め 

も閼逢 攝提格 VJ 稱し 乍ら 又 太 歲在子 ど 記して 居る。 劉 

を 考慮の 中に 置け ば、 左 傅の 歳星 記事が 丁度 秦漢 の歲名 

發 見した ので ある。 

以て 正しき 天則な り ど 信す る VJ 其に， 超 辰 法なる もの は 

居った もの VJ し、 そ れ にも 拘 はらす 石 甘 時代 VJ 太初 年代 

前者 は 太陰 紀年法 を 用 ひ、 後者 は 太 歲紀年 法 を 用 ひ、 太 陰 

る ものなる がた めで ある ど 主張して 居る。 かく 太陰 ヾ」 


太 歳 ,fj を^ 別す る考 は， 

史記 貨殖 傳張守 節 正義に 太陰。 歲 

漢書 楊 雄 傳張晏 注に 太陰 歳 後 三 辰 

漢書 翼 奉 傳孟康 注に 太陰 在， 一甲 戌 一。 

ど ある 如 く、 早 くから 見えて 居 り (太 陰 太 

ら ぬ). 錢大昕 はかく 區別 する こ ど によりて 

が 出來た V」 云 ふて 居る が、 結 局斯の 如き 考 

ぎない。 古法 は 太陰 紀年法 を 用 ひて 居る 

法 VJ して 承認し なければ なら す、 翼 奉 封 事 

を! て 太^.、」 混同せ る ものな り VJ し、 漢 書 

てない の で、 S 氏 改-- 太 陰 1 爲-太 歳-。 チ 知-太 陰 

^哩は 皆强て 太陰 ど 太歲ど を區別 せん ど 

上より 云 へ ば、 王 引 之が 其 太 歲考に 云 へ る 

の 六つの 異名が ある が、 其 實は 一 である ヾ J 


後 二 辰 爲-, 太 陰 1 

也 

則太歲 在， 子 

歲 i の 前後 及び 其 差 は區々 で 一 定 して 居 

從來 不明な りし 多くの 點を闡 明す る こど 

は 却て 徒 こに 事 を 紛糾せ しめた .、 けに 過 

ど 云 ひ 乍 ら、 秦 八 年の 歳 在 逮灘は 太 歲紀年 

に は 太陰 建- 1 於 甲 戌, VJ あるの で， 翼 奉 は 太お 

天文 志の 文に は 太陰 太 歳.、. -ニ つ に^^〜 

太歲之 有, 別 jVJ 非難して 居る が 如 き、 是 等 の 

したがた めに 生じた ものである。 文献の 

如 く、 太 ^に は 太 歲、 太 陰，^  ^、天 一 、攝 提、 靑 龍 

云 ふの が當然 である こ ど を 承認し なけれ 


び-代に 见ぇ たる^ 種の 唇 法 を 論ず  T- 一 一一 一 
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ばなら ぬ。 


五 1 四 


耍旨槪 括 


傳國 語の 製作 を 論じた る 前囘の 論文 ご 相俟っ て、 戰 國 よ 

の 學の發 達 を 講究せ んビ する ものである。 論點は 多岐 

統歷の 如何なる ものなる か を 講究し て (第 一 一， 三， 四 節) 太初 

を 閑 明 せん ご 試みた (第 五、 六 節) の が 第一 段で ある。 更に 

ものなる か を 講究 し (第 七、 八 節)， 春 秋 後期に 於け る 暦法の 

じて. 春秋よ h- 太初に 至る までの 曆法を 論じた (第 九 節) の 

相 俟て曆 法 發達史 の 大綱 を總 ぶる こ V.- が出來 たど 信す 

の 算出 法の 硏究 で， これに 依て 圖讖 なる もの ゝ少 くビも 

低铋 なる ごまかし 物に 過ぎざる こビを 明かに し 得た V」 思 ふ。 第 十 一 乃至 第 十三 節 

は 干支 紀年 法の 發達 に關 する 研究で. この結果 V」 し て、 さ きに 第 一 篇に發 表した る も 

のゝ 一部 は 主要なら ざる 點に 於て 訂正 を 要する 筒 所が ある。 主 もなる 結論の 二三 


本論 文 は 左 

間の 天文 暦法 

が， 四 分 藤.、. - 三 

る 詳細の 事實 

歷の 如何なる 

中) V」 遙 に相應 

一 段の 研究 ど 

^  --"  MP  Rw-  -4  f 


り秦瀵 に 至る 

に 互つ て 居る 

歷剖定 に關す 

殷歷 及び 顓頊 

研究 (目下 硏究 

が 第二 段で、 第 

る。 第 十 節 は 

一 部 は 極めて 


を 次に 褐げ る。 

T 太初 元年 以來 施行した る 暦法 は鄧 平の 八十 一 分 法で、 こ 

て 三 統歷を 完 成し たる もの は前漢 末の 劉歆 である。 

TT 劉 歆沒後 は 超 辰 法 を 行 はない。 西紀 五 〇 年 は 三 統歷施 

て 居る にも 拘 はら す、 超 辰し ない。 

三- 漢 初から 太初まで 施行した る 曆法は 顓頊歷 である。 

i 春秋 後期 (大約 西紀 前 六お 年 以後) に は 一 定の曆 法が 行 は 

曆は 西紀 前 五 九 五 年 を蒒首 V」 せる 冬至 標準 歷で 一 種の 

あちう VJ 思 ふ。 西洋に 於て 七十 六 年 法 は 西紀 前 三 三 四 

る ものである^ 云 ふのに 比すれ ば， 支 那に 於け る曆 法の 

いど 云 ふこ VJ になる。 

五 ■ 春秋 後期 歷ビ漢 初の 顓頊歷 VJ は 其 置閏法 殆ど 同樣 であ 

ば (西 紀 前 三 百 六 七十 年頃) に 前者より 脫 化した もので あ 

六^ 書に ある 所謂 開闢の 年代なる もの は、 四 分 歷》」 三統歷 


の曆 法に 超 辰 法を附 加し 

行中で あ り、 超 屄の歲 に^ 


れて 居った 

四 分 歷卽ち 

年頃に カリ 

發達は 約 二 

る。 後者 は 

る o 

の 過 期 を 浞 


らしい o この 

七十 六 年 法で 

.ホ スが 修正せ 

百 六十 年 も 早 

戰國 時代の 半 

合して 造り 上 


^代に^ えたる ^種の 眩 法 を 論 ず  T- 一  五 
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げたる ものである。 算出の 年代 は劉歆 時代 か 又は 其 以後で ある。 

七 干支 紀年法 は戰國 半ば 頃 (西 紀前三 六 五 年) に 始ま b  、後 漢の始 に 完成した る もので 

あ る。 其 初期に 當 てに 元始 甲 寅の 歲： ^四つ も 輩出して 居る。 是 等の 異なれる 系 

统の紀 年 法 は 劉 歆の超 辰 法に よりて 巧みに 整理 さ れ、 後 に 東 漢人の 變 法を經 て， 現 

行 干支 紀年 法に 统 一 した ものである。 

八 春秋 後期の 歷 から 三 統歷に 至る までの 發 達の 徑路は 自然 的で ある。 外国から 輸 

入され た 智識に よる 形跡な ど は 少しも 認められない。 

九史 記天官 書に 其 端 を 顯 は し、 三 铳藤 (八十 一 分 法) に 採用され たる 蝕の 過 期官 三十 五 

月) が、 力 ルデャ のサ" ス VJ して 西方 諸國に 知られて 居った 蝕の 週期 (二百 二十 三月) 

VJ 全く 異なる ものである こ ^は 前項 ご關聯 して 注意す ベ きこ VJ である。 

(大正 九 年、 藝 文) 


戰國 時代 は 種々 の 意味に 於て 活躍の 時代であった ど 思 はれる。 優勝劣敗の 時代 

で あ b  、自 由 競爭の 時代で あつ たの で、 幾 千を以 て. 數 ふる 程であった V」 いはる ゝ 所謂 

遊士 食客の 中に は、 そ れ の 方面に 向つ て 其 才幹 を發 揮した ものが 決して 少なく 

はなかった ので あらう ど 察せられる。 不幸に して 此 時代の 文献の 多く は秦 火に 遭 

ひて 今日に 傳 はらない が、 研究 史料の 不足なる の 故 を 以て これ を暗黑 時代 ど 見做す 

こど は當ら ない。 現に 天文 暦法の 方面から 見れ ば、 此 時代に は曆 法の 整 頓、 五 星の 運 

行の 觀 測、 五 行 說の唱 道， 恒 星 天の 測 定， 星 經の 編纂 等の 仕事が あり、 眞に 百花 燎亂の 趣 

が ある。 僅に 殘存 せる 史料 を 整理し 研究して、 斯の 如き 活躍 時代の 眞 相を闡 明す る 

こ ビは學 徒の 當に大 に 力 を 致す ベ き 所で あらう V」 思 はれる。 

幸に も 暦法に 關 して は、 一 方に は 寿 秋の 曆を 硏究 したる 結 果、 春 秋 末期に は 相應に 

戰國. 秦 B の 暦法.  五一 七 
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整頓せ る曆 

ゝ ので、 それ 

，フこ V」 は^ a 

溯れば 直ち 

を 把握して 

す れ ば、 何れ 

來の 影響 を 

是 等の 問題 

春秋 後期 

『寿 秋長麼 J に 

こど ゝ し、 漢 

たに 硏究す 

て f 漢代 に 見 

て論& した 


用 ひられ 

な ほ 若干 

推察され 

戰國 時代 

る もので 

時期に 如 

けて 或る 

解決す る 

暦に 就て 

て， 寿秋經 

の 曆に就 

こど、 す 

たる 諸嵇 

VJ が ある 


五 一 八 

必すゃ 一 定の 標準に 則って 居った ものに 相 逢 

時代の 間、 戰 國 時代まで も 其 ま、 繼 續 して 實行 

るので あ り、 又 他の 一方に 於 て、 秦 漢の曆 を硏究 

に 入る の で 、要す るに 我々 は 問題の 時代に 關し 

ある。 其 中間の 時代に 於て、 若し 自然 的に 發展 

何なる 進轉 をな した か、 或 は 又、 一 派の 人々 の 疑 

時期に 突然 急激の 變革 をな せ、 り V」 認 むべき 形 

こ VJ は必 すし も 困難で はない ど 思 はれる。 

は， 狩 野敎授 還暦 記念 支那 學 論叢 中に 收 めら れ 

所載の 曆日を 材料 VJ して 硏究 した る もの を 其 

て は、 史 記 及び 漢書 所載の 暦日 を 材料 V」 して 本 

る。 秦 漢の曆 及び それ，、」 戰國 時代の 曆》」 の關 

の 曆法を 論ず j 及 び f 干 支 五行 說ど 顓頊暦 J  V」 題す 

が、 漢初曆 ご殷曆 及び 顓頊 暦"、」 の 三角 關係 は、 戰 


ヾ」 田-」 は 

た で あ 

其 源流 

に其兩 

る もの 

力， 5  く 

り や 否 


ク > 

ま ゝ 

論文 

係 に 

る 1^ 


る 

ら 


拙著 論 

採用す 

に 於 て 

に 就て は、 

兩 論文に 

時代の 曆 


ヾ J 

夕 

や ( 

-甞 

於 


を 


0 す るに 當 りての 中心 問題で あ り， 本 論文に 於て 根本的に 研究し ようご 思 ふので 


なれる 歸結を 得た 

曆 V」 干支 五行 說 VJ 

が、 本論 文 に 於て 所 

千 支 起原 說の 如 き 

はれる。 

づ第 一 に 左 傳を擧 

あ る が、 私 は甞て 「歲 

研究の 結果 を發表 

ものである こ- V」 は 

南 子 (前 一 六 四) が あ 

はって 居る。 是等 

り漢 初に 至る 時代 


げ なけ 

SJ1 さー卩 3- 

して 居 

殆ど 疑 

り、 何れ 

に 加 ふ 

の 暦法 


は、 本論 

就 て は _ 

なる も 

根據を 


文 

失 


研究の 結 果、 前 記 論文 ど 多少 異なれる 歸結 を 得た る 場 合 

正す る こど、 する。 なほ 顓頊曆 V」 干支 五行 說 V」 の關係 

數 次の 論爭を 重ねた ので あるが、 本論 文に 於て 所謂 顓頊 

する こ^が 出來れ ば、 飯 島 氏の 干支 起原 說の 如き は 全 

の 3 ^なきに 至る であらう V」 思 

戰國 時代の 文献 V」 して は 先 

年代に 就て は古來 幾多の 說が 

代 を 論 £^ い へ る 論文に 於て 

紀前三 五 〇 年頃に 著作され た 

呂氏泰 秋 (前 二三 九)、 瀵初 には淮 

較的 よく 保^されて 今日に 傳 

書 (後 瀵 初) を 以てすれ ば， 戰 國 よ 

乏しき を 患 へ ない。 

戰國秦 漢の曆 法  I】 九 


ばなら な 

よりて 左 

，左 傳は戰 

ないど 思 

著作 年代 

1*  * 君\ 言 


を 以て これ を訂 

對 論者 飯 島 氏^ 

、本體 を 明か に 

ひ、 自 ら涫滅 する 


い。 左傳の 著作 

傳國 語の 製作 年 

國 時代の 中期 西 

ふ。 なほ 秦には 

も 明かで あり 比 

一 〇〇 頃) 及び 漢 


研究す る 資料 は 決して 其 
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戰國 ^代.、」 して は 何れの 年代から を 取る のが 適當 であるか VJ い ふ 論 は 別問題 ど 

し て、 本 論文に 於て は 便宜上 春秋に 接續 して 西紀 前 四 八 一 年 以後 を 取る こど、 し、 な 

ほ秦 及び 漢初を も 加 へ て 太初 元 年 (前 一 〇 四) ま での 期間 を 一 括して 研究の 對象 V」 す 

る。 周 初より 春秋に 至る 期間に 就て は 拙著 論 文 「周 初の 年 代」 に 於て、 春秋の 期間に 就 

て は 一春 秋長歷 j に 於 て、 旣 に それ ぐ 長曆を 作製した ので あ う、 又 太初 元 年 以後 は 皆 一 

定の 暦法に よ り、 し かも 其 等の 曆法は 凡て 歷 代の 正史に 揭げて あるの で、 今 こ ゝに本 

論文に 於て 春秋 以後 太初までの 期 間 (前 四 八 〇 I 前 一 〇 五) の 長曆を 明かに する こ 

ビ 力 出來れ ば、 我 々は 今日より 溯りて 周 初まで 約 三千 年間の 圣曆日 を 明かに する こ 

どが 出 來る箬 である。 

曆 法の 發達  一 ,. 

1 暦法 整頓 以前 

太初 以後の 曆法は 凡て 皆歷 代の 正史に 載せら れ、 其 等の 暦法に は 常に， 

ィ 月の 大小の 交替 法 


" 閡 月 の 揷入法 

" 紀年法 若く は曆 元に 關 する こご 

-1 交 蝕の 推算 法 

ホ 五 星の 位置の 推算 法 

等が 記載して ある が、 曆 法の 發達 どい ふ 

時に 始まった もので はな く， 寧 ろ 次第に 

らう VJ 思 はれる。 太古に は 純 太陰 曆を 

陽暦の 必要 を感 する に 至り て、 太 陰暦に 

案 出 し、 長 き 間の 經驗 V」 努力の 結 果、 春 秋 

を發 見す るに 至った もので あ り、 更 に 紀 

頃 よ り、 交 蝕の 推算 法は漢 代に 至りて 漸 

はれる の で、 今 戰國 時代の 曆 法に 就て 研 

は、 必 すし も 同時に 成立した もので はな 

う VJ 思 はれ る。 

職 S 秦 筏の 暦法 


方面より 考 ふれ ば、 是 等の 條項 は必 すし も 同 

發 達し 追加され たもの VJ 見る のが 至當 であ 

用 ひた もので あ り， や がて 農業 時代に 入 太 

時 々閎月 を 設けて 太陽暦 V」 調和す る 方法 を 

時代の 半ば 頃に 至りて 漸く 十九 年 七 閏の法 

年 法， 五 星の 位置の 推算 法 は戰國 時代の 半ば 

く 用ひ始 むる に 至った もので はない かど 思 

究 せん VJ する に當 りて も、 前 揭諸條 ^の 如き 

い VJ 見て 硏究 の步を 進める のが 適當 であら 

五 二 1 
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一派の 論者 例へば 钣島 氏の 如 く、 曆 法 

方面よ. o 輸入した もので あらう ど い ふ 

時に 入され たもの. であらう ど考 へ ら 

ィ" ハの三 項が 同時に 成立した もので 

説 を 組立て、 居らる ゝの である が、 斯 の 

項目の 同時 成立 を豫斷 する の は 穩當で 

切の 文献 を 研究 し、 同 時 成立 說は 果して 

成立 說ビ 逐次 發展說 V」 の 孰れが 多くの 

出で なけれ ぱ ならない であらう。 

2 四 分 暦法 

戰國 より 漢 初に 至る 時代の 曆法を 論 

る が、 四 分 暦法 V」 いふの は、 一 年の 長さ を 

三 五 0: の 長さに 等し く、 七 十六 年 目に て 

返 へす もの- y」 する S 法で ある。 


五 ニニ 

に關 する 智識 は戰國 時代の 半ば 以後に 西洋 

見解 を 取れ ば、 前 揭諸條 項の 如き も 定めし 同 

る、 ので あ b  、現 に 钣島氏 は 顓頊歷 の 場合に • 

あ る V」 し、 其 同時 成立 說に 基いて 其 干支 起原 

如き 假說を 有する 論者 V」 雖 も、 始 めより 若干 

はない。 必すゃ 全く 自由なる 立場に 於て 一 

可能な り や 否 や、 若 し 可能な り どす る も、 同 時 

妥當性 を 有する か を吟眛 する V」 いふ 態度に 

やる に當， 5 問題 V」 なる もの は 四分歷 法で あ 

三 六 五三 五日 VJ し， 正確に 十九 年の 長さが 二 

日の 端數 なく 朔 夜半 冬至 ど. いふ 狀 態が 繰り 


3G5.25X 19  X4  =  27759 

29-530S5  X  235  X  4  =  277s 

この 數 字に 適 應 する ために は、 月 の 大小 交替 法 及び 閏月 揷入法 を 如何様に す ベ きか 

ど いふ に、 今 朔 夜半 冬至の 丁度 一 致した る 曰 を 節 首 vj すれば 

ィ 閏月 香 入の 位置 は.、 蒒 首の 前 月 を 閏月 ど し、 そ れ より 始めて 十九 年毎に 

33  33  32  33  32  33  3^ 

月 每に閎 月 を 挿入す る こ VJ ゝし、 

T 月の 大小 交替に 就て は. 都 首の 前々 月 及び 前 月 を連大 の丹ビ し、 節 首 は 小の 月^し、 

以下 

17 17 15 17 15, 17 17 li3 17 15, 

17 17 15 17 15,  17 17 15 17  Lr)， 

17 17 15 17 lr)， 17 17 15 17 15, 

17 1.7 15 17 15, 17 17 15 17 15, 


17 17 15, 

17 17 15 17 15, 

17 17 15 17 15, 

17 17 15 17 15, 

0: 每に連 大月を 置く こ ど に すれば よい 

戰國秦 漢の曆 法 


五 二三 
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一 都 七十 六 年の 後に は， 朔ど季 

る が、 其 n 數はニ 七. 七 五 九 曰な の 

後退す る こ V」 になる。 若し 二十 

な り、 季 節 V」 朔 VJ 日の 干支 ど 一 日 

で、 こ れを 一紀 V」 稱 へる。 斯 くし 

曆が繰 返 へす こ V」 になる ので あ 

正しく 朔に當 冬至に 當る時 を 

から 年月日 を數 へ 始め、 元年 正月 

白い 實例 を與 へて 居る。 史記歷 

まで 發 せられた 案 は. 太 初 四分曆 

した もの ビ 認め， 此年を 太初 元年 

稱へ る こ VJ にしよう VJ したので 

つた 顓琼 肟紀年 法に よりて 此年 

發議 された る 殷曆紀 年 法に より 


節 V」 一 日の 時刻 VJ が、 再 び 同 

で、 日 の 干支 は 同 一 に復 せす 

都 千 五 百 二十 年を取れば， 日 

の 時刻 V」 が 全然 同 一 の關係 

て 四分曆 法で は 一紀 千 五 百 

る が、 其數 へ 始め VJ して は、 甲 

撰 み • こ れを曆 元 ど 稱 へ る。 

朔 甲子 V- 稱ふ ,1 き 害で、 これ 

書に よれ ば. 太 初 改暦の 際に 

で、 元 封 七 年 前 十 一 月 甲子 前 

焉逢 攝提格 (甲 寅 歳) V」 稱 へ， 此 

あった が、 此時 に は 恐らく 旣 

を 丙 子 ど 稱 へて 居 り、 な ほ 恐 

て 丁 稱 へん vj 論せられ 


じ關 係に 復す るので あ 

干支 番號が 二十 一 だけ 

の 干支 も 同 一 の もの ど 

に復 する こ V」 になる の 

二十 年毎 に 全然 同 一 の 

子の 日の 前夜 半が 丁度 

理 想 V」 して は曆 元の 時 

に 就て は 太初 元年が 面 

一 度 採用に 決定し 詔書 

夜半に 朔ど 冬至が 一 致 

月 (冬至 月) を畢聚 (正 月) V」 

に數十 年來行 はれて 居 

らく は 其 十數年 前から 

て 居った 際な の で， 更 に 


こ 1 を 甲 寅ど改 むる こビに 就て は 頗る 難色が あり、 又 月の 數へ 方に 就ても， 恐らく 戰 

國 後期 以來夏 正の 數べ 方に 熟れて 居った ので、 今更 周 正に M つて 冬至 月 を 正月 ど稱 

ふるこ VJ に は 少なから す 異議が あった もの ゝ 如く、 かくして 遂に 太初 四 分 曆は實 行 

に 至らす して 撤回の 止むな きに 至つ たもので ある。 

顓頊曆 VJ いふの も 亦 四 分 暦の. 一 種で、 前に 述 ベた もの 、中、 冬至 を 立春に、 甲子 を 甲 

寅に、 夜半 を晨初 VJ した ものである。 西紀 前 三 六 六 年の 正 用 甲 寅の 曰の 晨 初 (寅 の 刻) 

が 丁度 正しく 朔で 立春であった もの V」 認めて、 此年 を曆元 どし 甲 寅の 歲ビ稱 ふ る 紀 

年 法 を 用 ひて 居る。 顓頊曆 の曆元 及び 顓頊曆 紀年法 は 何時 提案され 何時 實 行され 

たもの か、 こ れは 本論 文の 眼目 どして 後 節に 詳說 する こど ゝ する。 

3 瀵 代の 改暦 

四分曆 にて は、 一年の 長さ も 一 ヶ月の 長さ も 共に 眞 正の ものより 少しく 畏 いので 

季節に 就て は 四百 年に て 約 三日、 月の 朔^に 就て は 三百 年に て 約 一 日の 差 を 生やる 

箬 である。 朔 望に 就て 一 日 以上の 差 は 容易に 人の 注意 を牽き 頗る 不都合な の で、 お 

つて 屢 改暦の 必要に 迫らる ゝ こど ゝな り、 現 に 後 漢書 律曆 志に 載せた る 元 和 改暦の 

戰國秦 筏の 曆法  五 二  F 
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詔 書 に は， 

春秋 保乾圖 曰。 三百 年斗曆 改憲。 

ご 引用して 居る。 こ、 に 注意す ベ きこ ど は、 四 分 暦法に て は、 十 九 年 一 章の 三倍 五十 

七 年を取れば、 

3G5.2  5  X 19  X3  =  20819.25 

29*5:K}S5  X  235  x  3  =  20819 -2 ひ 

どなる ので、 滿五 十七 年で は、 季節 ど朔 どが 一致した る 上 に、 干 支の 曰 取 も 亦 僅かに 0. 

七 五卽ち 切り上げれば 一 日の 差に て 近く 戾 つて 居る こ VJ である。 漢 代に 於け る改 

曆は主 VJ して 此關係 を 利用して 居る。 

漢 初の 曆が 如何なる 曆 法に 依った もので あるか は 後 節に 論じよう ごして 居る の 

であるが、 ほ V 殷曆に 近い ものである こ ど は 疑 もない。 殷曆は 紀元前 一 五六 七年ヌ 

は それより 一 紀 一 五 二 〇 年後の 初 元 二 年 (前 四 七 年) を 以 て 曆 元 V」 し、 此 年の 前 十 一 月 

甲子 曉天 夜半 0) が朔で 冬至で あつ た V」 して 居る ので ある が、 制 定 後長き 年月 を經た 

の で， 淺初 の 頃に は 曆の朔 望 は 天に 後 れ、 日 蝕 は 多く 晦 にある 樣 になった の で、 太初 改 


曆の 際に は. 殷 暦々 元より 五十 七 年 前なる 太初 元 年 (前 一 〇 四) の 前 十 一 月朔 冬至が 甲 

子の 日の 夜 (一 .75) に 當るこ V」 になつ て 居った の を 〇• 七 五日 * たけ 切り上げ て、 甲 子の 日 

の 曉天夜 半^が 朔 冬至に 當る もの ど 改めた ものである。 (太初 改暦の 際に 一 度 採用 

に 決して 遂に 撤回され た 四 分 法で も、 又 再調査の 後に 採用され た 八十 一 分 法で も， 實 

際の 數^ は ほい 等しい の で、 こ ゝに は簡單 のために 四分曆 法^して 略述す る)。 後漢 

に 至りて は、 太 初 曆の朔 望が 又々 天に 後れた の で、 元 和 一 一 年 (西 紀八五 年) 改 暦の 際に は • 

太初 元年より 五十 七 年 前なる 文 帝 後三年 (前 一 六 一 年) の 前 十 一 月朔 冬至が、 當 時の 曆 

毁曆に 近き もの) にて は. 乙 丑の 日中 や.〕) に 當 り. 太 初曆 にて は 甲子の 日の 夜 (1.75) に 當 る 

こどに なって 居った の を、 更 に 繰り上げて 甲子の 日の 曉天 夜半 3 に當っ て 居った も 

の： U  V」 し て、 そ れを曆 元 V」 して 居る。 要するに 殷曆に 比し て、 太 初 曆、 後 漢四分 曆は五 

七 年、 一 一 四 年 だけ 曆元を 繰 上げる こ V」 により て、 次 第に 天象に 後れた る 朔望を 回復 

せん ど 試みた もの V」 見る こ V」 が出來 る。 

板お 氏 は 西紀 前 三 六 六 年の 顓頊曆 の曆元 に、 甲 寅 歲、 寅 の 月， 甲 寅 の 日、 寅 の 刻 (晨 初) が • 

丁度 朔で 立春で ある ど いふ 如く 凡てが 揃 ふ どい ふこ V」 は 偶然 の 一 致で はあり 得 ざ 
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る こ ごで 

よりて 曆 

ある 曆日 

論じて 居 
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よりて 後 

の 晨 初 (寅 

して 困難 
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證 である 

在し なか 

失 ふで あ 
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ある VJ し 
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日 を紀す 
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年 を 甲 
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亥 J 力 與 

も 不可 

四、 一 六 
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たもの 
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、これ は 

め、 其 年 

る VJ い 

く皆顓 

である 
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で 立春 

能で も 

一 ) ま で 
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必 す 


ど 春秋 後期の 


を 

頊 

力 
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曆 

ふ 

クし 

當 

、 

ナ 
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や 偶々 正 

寅 ど數へ 

ヾ J は、 斷じ 

制 定 以 後 

れは餘 り 

る の は、 恐 

もので あ 

る V」 いふ 

" 現に 漢 

しらへ て 

る 硏究の 

の で、 若し 

もない o 


朔の晨 

めた も 

此 時よ 

溯って 

輕卒な 

く, あ 

yj 田-」 は 

期 を 見 

： よ こ 

るの は， 

果 に よ 

ら ば、 釵 


初が 立春 

のでな け 

h ノ 以前に 

揷 入した 

る 論 , ヾ」 

の 頃に 始 

れ る が、 そ 

出して 曆 

れ V」 同 程 

飯 島 氏 の 

れ ば、 右 に 


に當っ 

れ ば な 


も の 


め 

元 

立 


で 

除 

n 

ま 


ク-1 

ら 

な 

き 


も の 

ぬ、 從 

ヾ 」 で 

け れ 

れ ば 

顓頊 

て， 正 

ビ い 

曆元 

す る 

顓頊 


を 見出 し.！ R 

つて 干支に 

あ り、 春 秋 に 

ぶなら ぬ W 

ならぬ。 西 

曆紀年 法に 

月 甲 寅の 日 

ふこ _yj は、 決 

を 三 つ (紀 元 

明白なる 反 

替は 事實存 


島 氏の 干支 起原 論が 全然 其 根據を 


漢初 

象に 後 

に歲終 

錄に載 

よ く 

曆 若く 

曆の如 

の か。 

で、 問 題 

春秋 

居った 

に 於 て、 

て 居つ 

であつ 


に 於 

I ク， * 

に あ 

せ た 

一 1f31 - 、 

は 0 

き 整 

ま 目 

し ネ 

後期 

こ VJ 

月の 

た も 

V7  >/ 


け る 

る 一 

つ た 

る 蓥 

吟味 

頊 曆 

頓 せ 

末よ 

應 に 

に 於 

は 明 


し 


る 


蝕が 多く 晦 にある の を 以て 見れ ば， 定 

の 替法を 用 ひて 居つ たこ V」 は 察せら 

しいの で、 か 、る もの は 決して 正式の 

叟の長 曆には f 漢初 用殷 歷、 或 云 用顓頊 

て 見なければ ならぬ。 正式の 四分曆 

車に 閏月 挿入に だけ 略式の 便法 を 加 

曆 法に 達すべ き前驅 的の もの か、 更 に 

秦漢の 際 は、 曆 法發 達の 時代で ある ど 

であるか も 知れない。 

が 常に 朔 にあ 


めし 施行 久しき に 及んで 天 

る、 ので ある が、 其 置 閏は常 

四 分 唇 法でば ない。 通鑑目 

歷、 今 兩 存 之 」 ど あるが、 これ も 

法で はない にして も， 或 は 殷 

へたる もの か、 又は 殷 暦、 顓 琼 

或は 右の 兩者を 兼ねた る も 

共 に、 又戰亂 紛糾の 時代な の 


る の で、 月 の 大小の 交替 は大體 正し 


複雜 

て ュ* 日敏 

かで あ り、 漢 初の 朔晦 VJ は 著しき 對照 をな して 居る。 これ 

交替に 關 して は 常に 直接 天象 を 見、 肫 魄の觀 測に よりて 隨時 調節し 


く 出來て 

は 其 常 時 


大小 

のか、 又は 新た に 曆法を 制定 し、 其 曆 法が 未バ 

め で 


天象 


あらう 

戰國秦 漢の曆 法 


今 若し 連 大月を 一 五. 


著し 

七、 一 七月の 間隔に 

五 二 九 


後れざる 期間 

くこ VJ  、すれ 
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ば、 一 ヶ月の 平均の 長さ は 二 九. 五 一二 〇 六 一 

に 甚だ 近 く、 數 千年に て 漸く 一  日の 差 を 生 

も 比較的 簡單 なの で、 或 は 寿 秋 後期に 於 て 

かも 知れない。 春秋 長歷の 研究 中 偶然に 

年 十二月， 二十 三年 一 月が 十五 ヶ月 を 隔て 

で， 此 期間 を 出發點 V」 して 一 五 二 七、 一 七の 

公二 十四 年 七， 八 兩 月の 場合 を 除く 外 は、 凡 

ほ阅 月の 挿入に 就て は、 大 體 十九 年 七閏に 

以て 見れ ば、 此 時代に は， 未 • た 四分曆 法の 如 

法 VJ 閏月 揷入 法-、」 別々 に發 達せる 道程に 

に 就て は、 十 五、 十 七， 十 七の 間隔 法 は 殆ど 眞 

で あ る が、 其 後に これ を 整頓した であらう 

に 一 日の 差 を 生す る ものであるこ^ は 注 


五三 o 

V」 な り， 眞 正の 平均の 長さ 二 九. 五 三 〇 五 九 

する に過ぎない ものである 上 に、 其 揷入法 

は斯の 如き 間隔 法を赏 行して 居った もの 

も襄 公二 十 一 年 九月 十 月， 及 び襄 公二 十二 

たる 連大 であった こごが 明かに なった の 

間隔に て 連大を 配置 すれ ば、 僅 に 唯一 っ襄 

て 皆 寿 秋 所載の 曆日 VJ 適合して 居る。 な 

揃つ て は 居る が、 必 すし も嚴 格で ない の を 

き 整頓した る もの に は 纏まら す、 連 大 配置 

ある もの" y」 見るべき であらう。 連大配 置 

正の ものに 近 /、、永 世 用 ひそ 差の ない もの 

ヾ 」 思 はる 、四 分曆 法に よれば 却て 三百 年 

立& すべ きこ ビ で ある。 


漢 初の 曆 

1 顓頊歷 ど殷歷 

秦漢 の曆に 就て は 次の 如き 文献が ある。 

"史 記始 皇本紀 (二十 六 年) 始皇推 終始 五德 之傳。 以爲周 得 火德。 秦代 周徳。 

從所不 勝。 方今 水德 之始。 改 年始 朝賀。 皆自 十月 朔。 衣服 旄旌節 旗 皆 上黑下 

略。 

叫 史記孝 文本紀 (十四 年) 是時北 平 侯 張蒼爲 丞相。 方 明、 律歷。 魯人 公孫 臣 上書- 

凍 終始 傳五德 事。 言 方今 土德 時。 土 德應黃 龍 見。 當改 正朔 服 色 制度。 天子 下 

其 事。 與丞 相議。 丞相 推 以爲今 水 德始。 明 正 十月 上黑 事。 以爲其 言 非是。 請 

罷之。 

ぺ 史記歷 書 其 後戰國 並爭。 在 於 彊國。 禽敵 救急 解紛而 巳。 豈 遑念斯 哉。 是 

時獨有 鄒衍。 明 於五德 之傳。 而散 消息 之 分。 以顯 諸侯。 而亦 因秦滅 六國。 兵 

戎柽煩 C 又 升 至尊 之日淺 未暇遑 也。 而亦頗 推 五 勝。 而 自以爲 獲水德 之瑞。 更 

戰 國秦溪 の曆法  五三 一 
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及 


正 


名 河曰德 水。 而正以 十月。 色 上黑。 然歷 度閏餘 

北畤 待我而 起。 亦 自以爲 獲水德 之瑞。 雖 明習歷 

初定。 方 綱紀 大基。 高 后 女主 皆 未遑。 故 襲秦正 

臣。 以 終始 五德。 上書 言。 漢得 土德。 宜 更元改 

見。 事 下 丞相 張 蒼。 張 蒼亦學 律歷。 以爲 非是。 

-ー 漢書 律歷志 戰國 擾攘。 秦兼 天下。 未 遑暇也 

德。 乃以 十月 爲正。 色 上黑。 漢舆。 方 綱紀 大基 

平 侯 張 蒼 言。 用顓 頊歷。 比 於 六歷。 疏濶 中最爲 

而朔晦 月見 弦 望 滿虧多 非是。 

ホ史記 張 蒼傳贊 張 蒼文學 律歷。 爲 漢名 相。 而絀賈 生 公孫 臣等言 正朔 服 色事 

而 不遵。 明 用 秦之顓 頊歷何 哉。 

へ 漢^ 張 蒼傳賛 張 蒼 文 好 律歷。 爲 漢名 相。 而 

是等 によれ ば、 秦 は 自ら 水德を 得て 居る vj 思つ たの 

十月 を 以て 歲首 ど する こどに 改 め、 漢初 に は 張 蒼の 說 


未能睹 其 眞 也。 

張 蒼等咸 以爲然 

服 色。 至孝 文 時 

朔易服 色 ( 

之。 

亦 頗推五 

庶事 草創- 

近。 然正 


當 有 

。 而 

襲秦 

服 色- 


漢興 高祖 曰 A 

リ 是時 天下 

〕 魯人 公孫 

瑞。 瑞黄龍 


自以爲 

正朔。 

. 未睹 


獲 水 

以北 

其眞。 


專 

で 


遵用秦 之 

，北方 水位 

よ -り、 漢も 


顓頊歷 

, - 目 ま5 

亦水德 


何 哉。 

する 如 

を 得て 


居 る 


VJ 思った ので、 秦の 正朔 を 其まゝ 受けて これ を顓頊 歷ど稱 へ て 居つ たこ V」 は 疑 もな 

ぃ檨 である。 然し 其 顓頊歷 の 如何なる 曆法 であるか は 少しも 明かで ない の で、 そ れ 

に 就て は 我々 は先づ 次の 如き 文献 を考證 しなければ ならぬ。 

M 淮南子 天文 訓 天 一 元始。 正月 建 寅。 日月 倶入營 室 五 度。 天 一 以始建 七十 

六歲。 日月 復以 正月 入 營室五 度。 無餘 分〕 名 曰 一紀。 凡 二十 紀 一千 五 百 二十 

歲大 終。 (三 終) 日月 星辰 復始甲 寅 元。 

チ後 漢書 律 曆志注 引 蔡邕命 論 顓頊曆 術 曰。 天 元 正月 己巳 朔旦 立春。 倶以日 

月 起 於 天 廟營室 五 度。 今月 令 孟春 之 月。 日在營 室 

ヅ後 漢書 律曆 志論曆 (洪 上 言) 甲 寅曆於 孔子 時 效。 

創。 因而 不易。 至 元 封 中迂濶 不審。 更用 太初。 應 

讖雖有 文。 略 其 年數。 是以學 人 各傳所 聞。 至 於 課 

正。 正月 甲子 朔旦 冬至。 七曜 之 起 始於牛 初。 乙 卯 

三 光 聚天廟 五 度。 

ヌ唐書 大衍歷 日度議 額 頊歷。 上 元 甲 寅歲。 正月 甲寅晨 初。 合朔 立春。 七曜 
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己巳 顓頊秦 所 施 用。 漢奥草 

期 三百 改 憲 之 節。 甲 寅 己 巳 

校。 罔 得 厥 正。 夫 甲 寅 元 天 

之 元 人 正。 己巳 朔旦 立春。 
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皆 K 艮維之 首。 巾 略。 命 曰 顓頊。 其赏 夏歷 也。 湯 作 殷歷。 更以 十一月 甲子 合 

朔 冬-至 爲上 元。 周 人 因 之。 距義和 千祀。 昏明中 星 率 差 半 次。 夏時 直 月 節 者。 

巧 當十有 二 中。 故 因循 夏 令。 其 後呂 不韋得 之 以爲秦 法。 更考中 星。 斷取 近距。 

以 乙卯歲 正月 己巳 合朔 立春 爲上 元。 洪範傳 曰。 歷記始 於 顓頊上 元。 太 始閼象 

攝提格 之歲。 畢陬之 月朔日 己巳 立春。 七曜 供 在營室 五度是 也。 

^'又 秦歷上 元 正月 己巳 朔晨初 立春。 日月 五 星 倶起營 室 五 度。 都 首 日 名 皆 直 

四孟。 假朔返 十五 日。 則閏在 正月 前。 朔進 十五 曰。 則閏在 正月 後 下略。 

つ 又 魯宣公 十五 年 丁 卯歲。 顓頊歴 第 十三 都 首。 與麟德 歷仉以 丁 巳平旦 立春。 

至 始^ 三十 三年 丁亥。 凡 三 fR 八十 歲。 得 顓頊歷 壬申藓 首。 是歲秦 歷以壬 申 寅 

初 立 寿。 

唐 書 歷 志に 一 行の 言 ふ 所に よれば 顓頊歷 の 如何なる ものなる か は， 全く 明かで あ 

る。 紀 元 前 三 六 六 年、 及 びそれ より 三紀四 五六 〇 年 前なる 紀元前 四 九 二 六 年を以 て， 

正月 S 'お： S 初が 丁度 合朔で 立春で あ つ たもの V」 認め、 是 等の 年 を曆元 V」 し 甲 寅 歳ヾ」 

せる 四 分 胼 であ り， な ほ兩暦 元の 中間に て、 前 三 六 六 年より 十五 都 一 一四 〇 年 溯りた 


る 前 一 五 〇 六 年 

て 居る ので、 これ 

漢 以後の 現行 干 

但し 唐 書に 見 ゆ 

漢 初に 實 行され 

代に 見えた る 諸 

を 同一 ど 見、 從 つ 

論じた ので あつ 

の 言 ふ 如き 一 定 

ない。 顓琼^ 紀 

が、 そ れ にも 拘は 

課 校， 罔 得 厥 正 Jv」 

a 、立春 を 正月 節 

法 は 其 一 年 前 か 

戰 國秦漢 


は. や はり 甲 寅歲 にて 都 

を 第二次の 上 元、 とし て 

支紀年 法に て は 乙卯歲 

る 此顓頊 歷 が、 後 漢書 に 

たどい はる、. 顓頊歷 ，、」 

種の 暦法 を 論 す j ど い へ 

て 顓 頊糜は 紀元前 四 世 

た が、 此 點は なほ 愼 重に 

の 形の もの ど 思 はる ゝ 

年 法は漢 初に 行 はれて 

らす 現に 前揭 引用文 リ 

いふて 居る o 

ビ し 平均に 於て 正月 始 

又は 四 年 前 を 章 首 V」 せ 


首に! I 田り 正月 己巳 

居 る (顓頊 歷紀年 法 

に^ S るので、 これ を 

見 ゆる も の、 淮 南 子 

同 一 の ものな り や 

る 論文に 於て 顓頊 

紀戰國 時代の 半ば 

硏究 して 見な けれ 

に 至った の は 或は 

居 り、 漢書 藝文志 に 

に 見 ゆる 如 く、 劉 洪 

めに 當る樣 に すれ 

る 冬至 標準 曆" /」 同 


初が 合朔で 立春に なつ 


- _ 一し >  6 甲 

又 乙 卯の 

に 見 ゆる 

否や。 私 

歷に 論及 

頃より 0 

ばなら ぬ 

後漢 以後 

は 顓頊歷 

は 【是 以學 

ば、 立 寿 種 

樣で 季節 


寅 歳 である が、 後 

元 V」 いふて 居る) 

も の、 乃 至秦 よ，^ 

は 大正 九 年に ー漢 

した 際に は、 これ 

行され たもの^ 

。 顓頊歷 がー 行 

であるか も 知れ 

二十 一 卷 ど ある 

人 各傳所 聞， 至 於 

寧； ^ヵ岡 月揷入 

の 早晩に  一， 二  n 


の 唇 法  五三 五 
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の 出入に 過ぎない。 前 

を 通じて 聯絡 

前 三 七 〇 年 を 

閏月 稀 入よ， o 

もので はなく 
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养秋 後期 

卽も 紀元 

要するに 

して 居る 

ぬ o 

b 立春 W 

の 日に 日 

より 曰 行 

算し たも 

して 载せ 

牛 九 

で、 牽牛 の 

後段に 星 


いふの は 天象 

月 俱に營 室の 

一 日 i 度 V」 し 

のに 相違 な い _ 

て 居る が、 そ れ 

リ 女 十。 虛十 

初 度から 營室 


者 卽ち紀 

して 居り- 

章 首 VJ せ 

見 れ ば、 所 

殷歷 古法 

の觀 測に 

五 度に 入 

て 一年の 

. 開 元. 占 

によれば、 

四。 危九 _ 

の 五 度 ま 


元 

る 


か 又 


の 分 度 どして 載せて あ 


室 

も 


三 六 

甞 て 

の で. 

頊歷 

は 殷 

て 定 

い ふ 

の 一 

直 向 

二十- 

丁度 

の に 


七 年 を 章 首 ，二 せ 

假 に殷歷 古法 ど 

* 丁度 殷歷 に當っ 

なる もの は 決し 

歷 かの 孰れ かど 

むべ き 基準 點 で 

の は、 冬 至の 日躔 

卽ち 四十 六日 後 

の 洪範傳 による 


る もの は 

名け たも 

て 居る。 

て 特有の 

同じ もの 

はない。 

を牽 牛の 

の 日 藤 を 

二十 八 宿 


，宣 公 十四 年 以後 

ので あ り、 後 者 は 

FTI 王- *  月 揷入法 を 有 

でなければ なら 

從っ て 節 首 立春 

初 度 V- 定 め、 そ れ 

營 室の 五 度 V」 推 

の 度 數を古 度 ど 


四十 六 度に なつ 

よれば、 


て 居る。 淮南子 天文 訓の 


牛 八。 女 十二。 虛十。 危 十七。 室 十六 ( 


で、 牽 牛の 初 度から 營室 

に 誤られ て、 營室 五 度よ 

漢代之 初。 卽用秦 

VJ いふて 居る が、 これ は 

摘して 居る。 淮南 子に 

く、 定 めし 後漢 末に 許愼 

り て) 當時 採用 の 度数に 

春 標準 どい ふこ VJ も、 單 

前^  a 及び 此項 b に述 

た曆 術で はな く、 其 當 時 

に 至 りて 溯りて 立春 標 

充分に ある ごい はなけ 

C 顓頊歷 節^, せ 朔の時 

^  秦 筏の 暦法 


の 五 度まで は 五十 一 度 V」 なって 居 り、 祖 冲 之 (宋 書 歷 志) は - ^ れ 

り 逆に 冬至 日躔を 推し、 

歷。 冬至 日 在 牽牛六 度。 漢武改 立 太初 歷。 冬至 日 在 牛 初。 

全く 淮南子 を 盲信した 誤で ある こ ど は、 一 行 も旣に これ を 指 

ある 星の 分 度 は 太初の 測定 以後の ものである こど は 疑 もな 

によ， o 整理 さる 、までの 間に (或は 疑 へ ば許愼 自身の 手に よ 

改められ たもので あらう ど 思 はれ"。 要する に、 顓 頊藶の 立 

に 机上の 標準で、 決して 直接 天象 觀測 による 基準 點 ではない A 

ベた 二つの 事情から 見て も、 所 謂 顓頊歷 なる もの は實 行され 

に 於て は 冬至 標準 歷ビ して 實 行した る もの を、 後 の 或る時 代 

準^い ふ 理論 を附 加した もので はない かど 疑 ふ べき 理由 は 

れ ばなら ぬ。 

刻が、 一 行に よれば 晨初 (ヌ^) 又は ^初 (ヲ) VJ なって 居る が、 其 引 

五三 七 
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用せ る 劉 向洪範 傅で は 朔日ビ なって 居る。 蔡 ^(チ )、 劉 洪 (リ) は 朔旦 どい ふて 居る が 、同 

時に 殷歷の 場合の 朔夜 半 (子) に 當る もの をも朔 旦 (リ) V」 いふて 居る ので. これ は 参考に 

な ら す， 淮 南 子で は 全く 時刻 を 記して 居らぬ。 この 事は必 すし も 偶然で はない もの 

ご 见て注 总 すべき こ VJ で あ ら う 7J 思 はれる。 所 謂 顓頊歷 の 特徴 で あ り、 其 理論的 存 

在の 唯 一 理由 ご なる もの は、， お の 歲、 お ( の 月， 寅 の 日， 寅 の 刻に 合朔ご 立春 どが 一致した 

時 を： I： 元 どして 居る ビぃ ふこ V" である が、 其 中. 寅 の歲 V」 いふの はさう 名 づけ て 其 年 

から 數 へ 始めた ので あるから 問題外で あ り、 寅 の 月 (正月)、 寅 の 旦甲 寅) が 立春に 當るこ 

どに 就て は 前兩項 a  b に 述べた 如くで あるの で. 今 最後に 殘れる 問題 ざし て， 果 し て 

-兀 の 曰の 寅 の 刻 (晨 初) に 合 朔に當 つ た ざ い ふ曆 法が、 戰國 時代から か、 或 は 少 く  V」 も 

漢 初の 時代 に、 お 行され て 居った か 否か。 この 事 は 極めて 慎重に 考究し なければ な 

らぬ。 ^初の 磨 日記 錄に 就て 其 適不適 を 吟味して 見なければ ならぬ。 

なほ 凡 て お に榀っ たもの を 暦 元 V」 した VJ いふ 所 謂 顓頊歴 が 行 はれて 居つ た V」 い 

ふ^代に は. 日 の： £| 切 も 亦 無論 お ((農 初) を 以てして 居った に相逯 ない ど 思 はる、 ので 

あ る が、 斯 〜^^合 朔の 基準 も 日の 區切も 共に 晨初 である どした 場合に は、 連 大の配 


ベ き 

全 く 

—VI 

の 月 

な る 


に， 双 方./」 も 夜 半 (子) ど した 場合 V」 全 


ヾ」 あ 

初歷 

以 て 

當 る 

見 て 


.n^ お 力 日 き P 事 

不可能で あ る。 

文 田 は 漢初 に は 

より 始めた る も 

こ VJ  、田-」 はれる _ 

於 是皆觀 新星 度 

分 日 之 四十 三。 

生。 陰歷 者。 朔 

り， 太 初 改暦の 際 

では 太初 元年 前 

小の 月 どし なけ 

- j  V」 に なって Did 

0  b  、從 つ て旣に 


の 如くに 晝 間に 關 

所謂 陽歷 なる もの 

のなる べし どして 

リ 陰 歷陽歷 V」 いふ 

日月 行。 更以算 推 

先鐯 半日。 名 曰 陽 

而後 月迺 生。 平 曰 

に鄧 平が 新た に 案 

十 一 月 甲子 夜半 子 

れ ばなら ない ので 

り、 其 當時行 つ て 居 

十 一 月 を 大の月 ど 


同様で ある。 其 上に 曆 曰の 適不適 を お す 

する ものの みならば、 兩 者を區 別す る こ ど は 

を 用 ひ、 都 首の 月 を 小の 月よ， 5 始めす して 大 

漢初長 歷を 編成して 居る が、 これ は 頗る 無理 

の は 漢書 律歷 志に 

。 如閼平 法。 法 一月 之 日。 二十 九日 八十 一 

歷。 不籍。 名 曰 陰臉。 所謂 陽歷 者。 先朔月 

リ， 陽 歷朔皆 先旦月 生。 以朝 諸侯 王羣臣 便。 

出した ものである こ yj は 疑 もない。 蓋，.，： 太 

刻 ( 一 •〇) を 以て 合朔 どして 居る の で、 十 一 月 を 

あ る が、 此 日 は殷歷 では 酉 刻 二. 七 五) が 合朔に 

つた 曆 では 恐らく 戌 刻 (丁 八 七) を 以て 合朔 VJ 

して 數へ來 つたの で、 夏 五月に 至りて 太初 歷 


戰國 泰^の 暦法  五三九 


究 


丑 四 〇 


秦 


の^が 成， o 立った 時に は、 最 早曆 元の 十 一 月 を 小の 月に 改む るこ^-も なし 難く 

を 得ゃ鄧 平の 案出せ る 妥協案に よ ，リ， 所 謂 陽 歷を用 ふる VJ いふ 理由の 下 に. 十 一 

を 是認す る こ V」 ゝし たものに 外ならぬ。 從 つて 太初 以前の 漢初歷 が 所謂 陽歷 

ひて 居った であらう どい ふ姚文 田の 說は 到底 承認す る こどが 出來 ない。 漢初 

ける 日蝕が 多く 晦 にある の は， 當 時の 暦が 制定 後 可な り 古くな つ た ^ い ふこ ビ 

めに 生じた もので、 決して これ を 以て 當時陽 歷を用 ひて 居った 證據ビ する こど 

來な い。 

歷 の連大 配置 法 を 所謂 顓頊歷 の それ ご 比較 

年 正月 合朔の 時刻 を殷歷 にて 推算 すれ ば、 甲 

釗 合 朔、 寅 刻 日の 始め VJ せる も の) VJ は 〇• 三 一 一 

平均 約 十 ヶ月 早い VJ いふ こどに な り、 若 し 所 

ヶ月 後れて 居る ビぃ ふこ v> になつ て 居る。 

月 揷入法 

を 承け た る漢 初の 替 が 十月 を以 て 歲首ど し、 凡 ての 閏月 を歲 終に 置きて 後 九月 


せんが 

寅の 日 
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流の 
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右の^ 屮、 前 一 九 九 (高 帝 八 年)， 及び 前 一 八 〇(高 后 八 年) の 後 九月 だ . ..、 を 異にして 

居る のが ほ 立って 居る が、 前 者に 就て は史記 高祖 功臣 侯 年表 第 六に へく-  ^ 八 年後 九月 

己 未の 記事 あ り， 後者 に 就て は、 史記呂 后本紀 及び 前 漢書 孝 文 帝紀に %  ノ 月 己 酉晦の 

記亊が あ る の で • 共 に 疑 はない。 文 帝 後 二 年 (前 一 六 一 一) の 後 九月に 就て. ー 姚文田 はこ 

れを 翌年 後三年に 置い て 居る が、 後 三年 四月 丁 巳 (瀵書 功臣 表 第 四) の 記事に 調和せ し 

むる た めに は 後 二 年に あった^ 見る 方が 正しい ビ 思 はれる。 

3 漢 初の 朔晦 記事 

^初に 於け る 連 大揷入 法が 如何なる ものであった か を 講究す るた めに， 朔晦を 明 

記せる もの、 及び 朔晦に 近い 日 取 VJ 思 はる 曆 日に 關 する 記事 を、 史 記 及び 漢書より 摘 

記 すれば 次の 如くで ある。 

1 高 帝 三年 (前 二 〇 四 )o 冬 十月 甲 戌 (は) 晦。 蝕。 帝紀、 五行 志 

2  十 一 月 癸 卯^) 晦。 蝕。 帝紀、 五行 志 

3せ1 帝 六^ (前 二 〇 一)。 正月 丙 あ (お) 二月 初 )o 史表、 恩 澤侯表 

4  ^ 帝 七 年 (前 二 〇 〇)。 正月 己 酉お r  (月末)。 功臣 侯 表 


(18)(17)(16)  (15)(14)(13)(12)(H)(I0)(  9  )(  8  ) (  7  )(  6  )(  5  ) 


高 帝 九 年 (前 一 九 八)。 

高 帝 十 I 年 (前 一 九 六)。 


惠帝七 年 (前 一 八 八)。 

高 后 二 年 (前 一 八 六)。 

高 后 七 年 (前 一八  一 )0 

高 后 八 年 (前 一 八 〇)。 

文 帝 二 年 (前 一 七 八)。 

文 帝 三£ 前 一 七 七)。 

文 帝 後 四 年 (前 ！ 六 0)( 

铍國秦 ^の 暦法 


夏 六月 乙 未 (お 

十二月 丙 辰 (お 

正月 丙 戌^  )。 

二月 丁亥 (お)。 

寿 正月 辛 丑お 

夏 五月 丁 卯 (4 

夏 六月 丙 戌 (お 

正月 己 1( が)。 

秋 七月 辛 巳^ 

閏月 己 酉 (都 )。 

十 一 月 癸 卯お 

冬 十月 丁 酉お 

十一月 丁 卯 (4 

夏 四月 丙 辰 (お 


嘴。 蝕。 帝 鈀、 五 行 志 

o  (B? 末)。 功臣 侯 表 

晦 )o 功臣 侯 表 

朔て 功臣 侯 表 

。朔。 儎。 帝 耙、 S 行 志 

リ先晦 一日。 蝕。 五 行 志 

。 晦。 儎。 帝 紀、 五 行 志 

喝。 傲。 史 記、 帝 S 行 志 

。 (月末^ 帝鈀 

晦)。 史 m 、帝 耙 

晦。 蝕。 帝 a 、五 行 志 

晦。 僦。 史 m 、帝 耙、 五 行 志 

晦。 傲。 帝 紀、 五 行 志 

晦。 敏。 五行 志 

五 四 三 


(30)       (29)(28)(27)(26)(25)       (24)  (23) (22) (21) (20) ( 19) 
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文 帝 後 六 年 (前 一 五八)。 四月 乙 巳 (お )o  (月 初)。 天文 志 

文 帝 後 七 年 (前 一 五 七 )o 正月 辛 未 (s)o 朔。 蝕。 五行 志 

夏 六月 己亥^  )o  (月 初)。 史記、 帝 & 

景 帝 三 年 (前 一 五 四)。 正月 壬 子 S )。 (月 末)。 百 官 公 卿 表 

二月 壬 午 (s)o 晦。 蝕。 五行 志 

景帝四 年 (前 一 五三)。 十月 戊戌お)。 晦。 蝕。 帝紀 

これ は 五行 志、 史 記本紀 にな. し。 漢書 帝紀の 誤記 

彔 帝 七 年 (前 一 五 〇)o 冬 十 一 月 庚 寅 3)。 晦。 蝕。 帝紀、 五行 志 

景 帝 中元 年 (前 一 四 九)。 十二月 甲 寅^  )0 晦。 蝕。 五 行 志 

お 帝 屮ニ年 (前 ！ 四 八 )o 九月 甲 戌 (ur 晦。 蝕。 史記、 帝紀、 五行 志 

景帝中 三年 (前 一 四 七 )。 秋 九月 戊戌 (お) 晦。 蝕。 史記、 帝耙、 W 行 志 

お 帝 中 TO: 年 (前 一 四 六 )o 十月 戊 午 (お )o 蝕。 帝耙 

これ は 五行 志、 史 記本紀 になし。 漢書 帝紀の 誤記 

四月 丙 申 (お r  (月 初)。 天文 志 


(42)(41)(40)(39)(3S)  (37)  (36)(35)(34)(33)  (32)(31) 


景帝中 六 年 (前 一 四 四)。 秋 七月 辛亥^)。 晦。 蝕。 史記、 帝紀、 W 行 志 

景帝後 元年 (前 一 四 三 )o 秋 七月 乙 巳^  )o 先晦 一 日。 蝕。 五行 志 

史記本 紀， 及 び 漢書 帝 紀には 七月 乙巳晦 V, "あるが、 漢書 百官 公卿 表に 七月 丙 

午 (お) VJ ある によりて 見れ ば、 乙 巳 は先晦 一 日なる こ VJ 明かで ある。 

武帝建 元 二 年 (前 一 三 九)。 春 二月 丙 戌お )0 朔。 蝕。 帝紀、 五行 志 

武帝建 元三 年 (前 一 三 八)。 九月 丙 子 B)。 晦。 蝕。 帝紀、 五行 志 

武帝建 元 五 年 (前 一 三 六)。 正月 己巳 (6)。 朔。 蝕。 天文 志 

武帝元 光元 年 (前 一 三 四)。 二月 丙 辰 (お)。 晦。 蝕。 五行、 

秋 七月 癸未 (go。 先晦 一 日。 蝕。 五行 志 

武帝元 朔ニ年 (前  一 二 七)。 二月 乙 巳 (お)。 晦。 蝕。 五行 志 

三月 乙 亥 (3)。 晦。 蝕。 帝紀 

五月 乙 巳 (ぬ )。 (朔 )。 王子 侯 表 

五月 甲 戌 n )。 (晦 )o 王子 侯 表 

武 帝元朔 三年 (前  一 二 六)。 十月 癸 酉 (s)0 月 初)。 王子 佼表  . 

戰圜秦 漢の曆 法  五 四 五 
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お 武帝元 朔四年 (前  一 二 五)。 

^ 武帝元 朔五年 (前  一 二 四)。 

i 武帝元 朔六年 (前  一 二 三)。 

W 武帝元 狩 元年 (前  一 ニニ)。 

^武帝 元 狩 六 年 (前 一 一 七 )0 

9 

4 

8>武 帝 元 鼎 五 年 (前  一 一二)。 

1 

5 

お 武帝元 鼎 六 年 (前 一一 一)。 

お 武帝元 封 元 年 (前 一 一 〇)。 

M 武帝元 封 四 年 (前 一 〇 七)。 

お 武帝元 封 七 年 (前 一 〇 四)。 


五 四. 

三月 乙 i(i。 (月 初)。 王子 侯 表 

四月 甲 午^  )o  (月 初 )ー 王子 侯 表 

十一月 辛 酉 (お )0  (月 初 r 王子 侯 表 

十 一 月 癸 1(^)0 晦。 蝕。 五行 志 

五月 乙 巳 (お r 晦。 蝕。 帝 紀^ 行 志 

三月 戊 申 CSO 朔。 接、 三 王 世 家 

四月 戊 {mD )。 朔。 楮、 三 王 世 家 

十 一 月 辛 巳 (5)、 朔旦 冬至。 

S 四月 丁  i (は )。 晦。 蝕。 帝 耙、 X 行 志 

五月 壬ホ ("•)。 (月 初 )o 功臣 侯 表 

四月 丁 酉 (お )。 (月 初)。 功 E 位 表 

六月 己酉^)。 朔。 蝕。 五行 志 

十 一 月 甲子 (1)。 朔旦 冬至。 史^ 律歷志 

十二月 甲 子^  y レ 朔。 史記本 &、 封 禪 書 


朔 晦に關 する 記事が 

だ 好都合な こ V」 である 

何なる もので あつたか 

特に： =: 蝕の 記 錄が偶 

比 月食が 1 2  、s  n  、が ^ 

さ れ、 偶 々異常なる 密 雲 

ので あらう ビ思 はれ る 

ぬ o 

日食 記事 三十 二 件 

日蝕 記事 を撿 すれば， 

朔に當 る もの 

晦に當 る もの 

先晦 一 日に 當るも 

どなって 居る ので， 

職 H 桊^ のお 法 


漢初 年間に 五十 餘件も あるの は、 我 々 

. 朔晦 干支の 配置 を 充分に よく 硏究す 

は. S 應 によく 決定す る こ どが 出來 るで 

だ 多い こ V」 は 注意す ベ きこ VJ 

の 四對も あるの は、 畢 竟餘り に 

に掩 はれた る 空 を 日蝕 V」 誤 認 

の 方 は 僦に當 b  、後 の も 


然 にも 甚 

，及び  3  3 

又は 沙璲 

リ 四對共 


r5 


の 問題の た 

れ ば、 連 大 配 

あら， フ -VJ  mo 

である。 其 

頻 繁 な 

した も 

の は 蝕 


る 曰 

の が 

に 岱 


めに は甚 

置 法の 如 

よれ る o 

中 - - CM-  ra3 

つ て 居ら 


の 中、 事 實 日蝕に 非ざる もの 2  n お s お の 五つ を 除き、 二十 七の 


五 

十九 

の  三 

五 四 七 


mm 朔 
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0X511X19  12X3 

5  + 19  +  W 

なる 計算に より、 二十 七日 蝕の 平均 は朔 

は 三 一 〇 年に 付 一 日の 差 を 生す る 四 分 

b  、四 分曆 制定の 始め に は 合朔が 常に 朔 

れ ば， 其 制定 の 時期 は， 

.g-  +  107  +  o.i  X  310 

なる 計算に より、 大凡 西紀 前 四 四 三年 前 

晦に關 する 記事 五十六 件の 中、 

景帝四 年 十月 戊戌 (お) 晦蝕 

景帝中 四 年 十月 戊 午お ) 蝕 

の 二つ は. 共 に 其 日 取が 朔晦を 去る こど 

其 他の 五十 四 件に 就て は、 例 へ ば、 

1 十月 甲 戌 (u  S は  『十一月 朔日 


以 前 〇• 九 


曆 

曰 


を 用 

に 當 

443 

で な 


二 六 

て 居 

て 居 


日に 當 

フ こ .0, 

つ ナカ 

る樣に 


つ 


定 


五 四 八 

て 居 る- 

め  に  生 

めた も 


今 若 し， こ れ 

た 差 逢 で あ 

で ある VJ 見 


ければ ならぬ ビぃ ふこ V」 になる _ 


る i 


干支 は (s )J 


力 


に 誤記で あるので これ を 除き、 


正月 丙 戌 3 )( 月 初) は 『正 ほ 朔曰 干支 はお) 又 は^ ) よ り 小 J 


4 

ビ い 

を泎 


2 


4 


正月 己 酉お X 月末) は 三月 朔曰 干支 は^) 又は^) より 大 一 

ふ隨 に、 もて 朔 日の 干支 番號を 示す ものに 改めて 整理 し、 別 表の 如き 漢初朔 日 表 

製す る。 

漢初朔 日 干支 表 

十 一 月朔 S 

1 

4 

^又はお より 小 

^又はめ より 大 


o 

1 


〇 四 

〇 四 

〇 1 

〇〇 

九 八 

L し、 

八 八 

八 六 


十 二月 朔 

正月 朔 

二月 朔 

七 月朔 

正月 朔 

二月 朔 

正月 朔 

六月 朔 

七月 朔 


M 又は M より 大 


4 

2 


3 


4 

2 


!5 國秦溪 の 唇 法 
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(26)(25)(23)(22)(21)(20)(19)(18)(17)(16)(15)(14)(13)(12) 

• 、产-  、》( -  _>JU  >»-  JXJLm  -VT^  _Vt-  一、 产-  .Ifi 

K>J 刖  H'J  H'J     H'J     H'J  HiJ    N>J     W\     Wl  H'J 
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八 一 

八 〇 

七 九 

七 八 

七 七 

六 〇 

五八 

五 七 

五 四 

五 〇 

四 九 


二 月朔 

八 月 朔 

十月 朔 

十 二月 朔 

十 一 月朔 

十二月 朔 

五月 朔 

四月 朔 

正月 朔 

六月 朔 

二月 朔 

三月 朔 

月朔 


2 


十 


W 又は W よ， 5 大 


7 

4 


1 

4 


5 


お 又は^より 小 

8 

^ 又 は ^よ b 小 

W 又はお より 大 

o 


正月 朔 お 


五 
五 
〇 


(41) (40) (39) (38)  (37)(36)(35)(34)(33)(32)  (31)(30)(28)(27) 

、に  ,、》 -  _it*  ■  、/そ  J/* 

MiJ  H'J     HU     Wl     Wl     Wl    Wl     RiJ     W\  N'J 


四 八 

四 六 

四 六 

四 四 

四 三 

三 九 

三 七 

三 六 

三 四 

二 七 


戰國泰 


後 九月 朔 

十月 朔 

四月 朔 

八月 朔 

八月 朔 

二 月朔 

十月 朔 

正月 朔 

三月 朔 

八 月朔 

三月 朔 

四月 朔 

五月 朔 

六月 朔 

漢の S 法 


1 


又はお より 小 


4 

4 


2 

4 

1 

6 

4 

5 

2 

3 

4 

3 

1 

2 

4 

2 

1 


五 


(55)(54)(53)(52)(51)  (50)  (49)  (43)  (47)  (46)(45)(44)(43)(42) 


前 1 1 
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二 六 十月 朔 

三月 朔 

四月 朔 

十 一 月朔 

十 二月 朔 

六月 朔 

三 月朔 

四月 朔 

十 一 月朔 

五月 朔 

五月 朔 

四月 朔 

六月 朔 

十 一 月朔 


五 

七 


前 一 一 〇 

前 一 〇 七 

前 一 〇 四 


^又は^より 小 

2 ヌは 2 より 小 

^又は^より 小 

お 又はお より 小 

1 

4 

3 

5 

4 

5 

1 

8 

1 

5 

1 

9 又は 9 よ， 9 小 

お 又はお より 小 


^  十 二月 朔 お 

4 連大 配置 法 

漢 初に 於け る連大 配置 法 は， 二三 百年 も續 い. て 施行し 來れる 四分曆 によった もの 

に 相違ない VJ 思 はれる の で、 今 試に 所 謂 顓 頊 歷、 殷 歷 及び 是等を 少しく 變 じたる もの 

等に よる 數 種の 連 大揷入 法 を假定 し、 そ れ等 によりて 推定せ る朔日 干支 を 前項の 漢 

初 朔日表 VJ 對 照して 其合不 合を撿 する こ V」 、する。 

5- 听謂 顓頊歷 晨初を 日の 始め V」 し. 歷 元の 日の 晨 初が 合朔 であった もの どす る 一 

從 つて 歷 元の 前 三 六 六.. 又 は 都 首の 前 二 一 四、 前 一 三 八 等の 前 十 一 月， 十 二月 を 連 

大の月 W し， 正月 を 小 V」 し、 それ より n  u  s、n  ^  ^  ^ 巧、  の 間隔に て 連大を 

置く こど、 せる もの。 唐書歷 志に いへ る 顓頊歷 はこれ で、 通鑑 目錢採 錄劉義 s 乂 

の 長 暦、 及 び姚文 田の 顓頊曆 術 はこれ を 敷衍した ものである。 

前 三 六 六 年 正月 合 朔を五  一 •〇〇 V」 したる ものに 相當 する。 

B 顓^ 歴變式 都 首の 合 朔を日 中 (午 刻) ど し、 日 の 始を晨 初 どせ る もの。 (劉 向^ 範 

傳に朔 曰，、」 あるの は， 或 はか ゝる曆 術 を 指せる ものに は 非る かビ疑 ふて 居る 人 

戰國秦 渓の曆 法  五 五三 


來洋 天文 學史 研究  五 五 四 

が あ る)。 

前 三 六 六 年 正月 合 朔を五  一 士 ニニ  VJ したる ものに 相當 する。 

C 顓 琼歷 の陽歷 鄧 平の 所謂 陽歷を A に 加へ たる もので、 都 首に て 前 十二月 及び 

正月 を 連大の 月 (前 三 六 六 年 正月 大 甲子 朔) V」 せる もの。 姚文田 は 其漢初 長歷を 

作製す るに 當っ て 此變式 を 用 ひて 居 る (伹 し 邃雅堂 學古錄 に 載せた る實 際の 推 

算 は、 錯 誤 頻出 頗る 混亂を 極めて 居る)。 

前 三 六 六 年 正月 合朔を 1 了 四 七 V」 見た る もの ど 同じ 連大 配置 法。 

D 殷歷 都 首の 前 一九 九、 前  一 二三 年 等に て、 前 十 一 月の 前の 兩月を 連 大^- し、 十 一 

月朔旦 冬至の 月 を 小より 始めた る もの。 劉 義叟長 曆には A の 顓頊曆 ど 併せて 

この 殷暦を 以て 漢 初の 長曆を 試みて 居る。 

前 三 六 六 年 正月の 合 朔は五  一 士 一 二 に當 る。 

E 殷歷の 連大月 配置 を 凡て 四 ヶ月 早めた る もの。 

前 三 六 六 年 正月 合 朔は五 了 四 五に 當る。 

F  ^ 歴の 連大月 配置 を 凡て 六 ヶ月 早めた る もの。 
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前 三 六 六 年 正月 合 朔は五 了 五 一 に當 る。 

G 殷歷の 連 大月配 S を 凡て 八 ヶ月 早めた る もの。 

前 三 六 六 年 正月 合 朔は五 丁 五 七に 當 る。 

H 前 四 四 三年 を 部首 V」 せる 四 分曆。 

前 三 六 六 年 正月 合 朔は五 丁 四 三に 當る。 

是等 諸種の 假定曆 法に よりて それ ぐ 推定 漢初月 朔表を 作 り、 朔 晦 記事に よりて 

得た る もの を これ ど 對 照して 其合不 合を撿 すれ ば、 其 結果 は 別表 中に 記入した 如く 

である。 

,J  ^初 長歷 

前^に て 試みた る 如き 實地撿 討の 結果に よれば、 連大 配置 法より 見た る 漢初曆 は 

I 唐書歷 志に 見 ゆる 所謂 顓頊歷 に、 鄧 平の 陽 歷案を 加 へ たる もの 

I 殷歷の 連大揷 入の 位置 を 四 ヶ月 乃至 六 ヶ月 早めた る もの 

M 西紀 前 四 四 三年 を 都 首 どせ る 冬至 標準 四分曆 

の 何れ かで なければ ならぬ ので ある が、 旣 に 述べた 如 く、 鄧 平の 所謂 陽歷 案に 太初 改 

蛾 S 秦 筏の 暦法  五 五 五 
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曆の 際に 妥協案 V」 して 

所 で、 太初 以前 の 漢初曆 

ビ が出來 ない。 I の 如 

VJ 見られな いこ ど もな 

三年よ b 七十 六 年の 二 

六 七 年 VJ な り， 私 が甞て 

又 別 に漢 初の 日蝕 記事 

こ VJ は 注 京 すべ きこ ど 

瀵初曆 の連大 配置 法 

上の 問題で， 赏際 に 於て 

連大 配^法 を 用 ふるこ 

長歷を 作製す る こど、 

である o 


五 五六 

平の 申出で たる ものである こど は 漢書 律歷 志に 明記せ る 

其陽歷 案が 用 ひられて 居る どい ふこ ど は 到底 承認す る こ 

變 法 は、 或 は 正式の 殷歷が 成立す るに 至る 前の 發 達の 過程 

が、 然 し 到底 M の 極めて 自然 的なる に は 及ばない。 前 四 四 

を 溯れば 宣 公 十四 年 (前 五 九 五) V」 な b, 七 十六 年下れば 前 三 

歷 古法 V」 名 づけた る 春秋 後期の 曆 VJ 聯絡して 居る こ VJ や， 

り 推算した る 年代が 偶然に も 丁度 前 四 四 三 どなつ て 居る 

ある o 

III の 何れで あるか V」 いふ こ VJ は 、要するに 曆 法の 理論 

其 何れで ある V」 しても 殆ど 同樣 である。 從 つて 私 は I の 

ゝ し、 そ れに 前に 認めた る漢 初の 閏月 揷入法 を 加 へ て漢初 

る。 別表 折込み 圖の漢 初 以来の 部 はかくして 作った もの 


審秋後 期の 曆 左 傅の 曆法 

^奢 秋 後期の 曆 

< 本書 採銖 第四鴛 S 秋 長歷^ 於て 講究せ る 所に よれば、 春秋 後期の 曆は 可な りょく 

十九 年 七閏の 法に 揃って 居る。 全然 規則正しい ビ いふので はない が、 必すゃ 一 定の 

標準に よって 居った ものである こど は 疑 もない 樣に 見える。 

7 閏月 揷入法 は 大體宣 公 十四 年 (前 五 九 五 年) を 章 首 どせ る 十九 年 七閏に 揃って 居る。 

：; れは 私が 甞て 殷歷 古法 ど 名つ けた もので. 前 四 七 年を歷 元，. せる 殷歷の 章 首 ど は 

三年の 差で 喰 逢って 居る こど は 注意すべき こどで ある。 左 傅に 見 ゆる 僖公ぷ 年 (前 

六 五 五)， 及び 昭公 二十 年 (前 五 ニニ) の 兩日至 £ に 殷歷章 首に 當 つて 居る ので 、春秋 後 

期の i も 或は 見方に よりて は 殷歷ど 同じ 章 首 を 基準 どせ る もの ど 見做す こ ど 力 出 

來 ないで あらう か^ 疑った ので あるが、 これ は斷 じて 不可能で ある。 【寿 秋 長 S にて 

作製せ る 贯閏朔 日 表 中より， 殷藶 古法 章 首 及び 殷歷章 首に 當る 正月 朔の 早晩 を 現行 

グ レ ゴ リ ー ー昏 日に て 示せる もの を 摘記 すれば 次の. 5  くで ある 

戰國秦 溟の曆 法 


宣 11 (59S) 
成 12  (570) 
襄 13  (560) 
昭 1 (.3") 

昭 20  {522) 

定 7  (503) 
哀 11 (484) 
465 
446 


XI  21 宣 14  (595) 

XI  20 成 15  (57G) 

XI  20  | 襄 10  (557) 

XI  21 | 昭 4  (538) 

XI  21 | 昭 23  (519) 

XI  20  ！ 定 10  (500) 


XI  20 


哀 14  (481) 

462 

443 


XII 17 
XII 17 
XI 18 
XII 17 
XII 17 
XII 17 
XII 18 
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荞秋 後期 正月 朔 季節 表 


^  ，  殷歷 古法 


7  5   殷歴 


七、 八 日 

€ は 殆 

b 連大 

公二 十 

V」 が 知 

連大月 

對の連 

試に こ 

宵の 兩 

力 も 

こどに 

な ほ 


に 皆 田る 

ど-疑 も 

配置 法 

二 年 十 

れ、 究竟 

を 配 置 

大を移 

の 同じ 

月が 連 

好 く、 前 

注意す 

春秋 後 

钹國秦 


て 


股歷章 首に 當る 年の 正月 朔 は， 悉 く 皆 冬至 一 

古 ^章 首に 當る 年の 正月 朔は、 唯 一 っ襄公 十六 

こビ になって 

ない ビ思 はれ 

f 寿 秋 長歷. 一の 

二月， 二十 三年 

の 手 懸りを 得 

したる に、 寿 秋 

動せ る こどの 

間： 隔 法 を 春秋 

大月 VJ な ，0-、 し 

四 四 三年 を 都 

べき こ VJ であ 

期の 連大 配置 

漢の 暦法 


居る。 後者 を以 

る o 

硏究 に當っ て は- 

一 月が、 丁度 十五 

た の で、 そ れを出 

後 期に 於て は、 た 

外 は、 凡 て 皆 其 儘 

以後に 繼續 して" 

かも それより n 

首 VJ せる 四分曆 

る o 

を， 全 然四 分^法 


ケ 


ケ 月 

年 の 

冬至 

然 に 

月 を 

點 ど 

0 に 

て 曆 

四 四 

^ の 

に 進 


前 に 當 

場合 を 

標準の 

も襄公 

隔てた 

して U 

襄 公二 

E 1ー 一一 a 事 

三年に 

間隔 を 

轉し得 


つ て 

除く 

章 首 

二十 

る 一 一 

7  7 

1 1 

十 四 

に よ 

至 れ 

始む 

ベ き 


によれる もの ど 見 


居る のに 對し て.^  0 

外 は、 凡 て 皆 十二月 十 

どした ものである こ 

一 年 九 月、 十 月、 及 び 襄 

對 の連大 月で ある こ 

月の 間隔に て 前後に 

年 八 月， 九 月に 於て 一 

く 適合して 居る。 今 

ば、 其 年 の 正月 (周 正) の 

ベ き 立 ■  ど なる ので， 

條 te; を！： ^  i して 居る 

做す こ ども 或は 可能 

五 五 九 
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なり や 否や を檢 する ため に， 更 に 前揭襄 二十  一， 二十 二の 連大 £1 隔期を 出發點 V」 して 

四 分^法に よる 連大 配置 を 試 むれ ば、 定 公 十二 年 十 一 月 丙 寅 マ- ) 朔， 及 び 哀公 十四 年 五 

月 庚 申 (お ： 朔の兩 日^ 記事が これに 適合し ない。 若し 又. 宣 公 十四 年 を 節 首 V」 して 四 

分お 法に よる 連大 配置 を 試 むれ ば、 前 記襄 二十  一、 二十 二の ニ對の 連大に 適合せ ざる 

は 言 ふまで もな く. 曆 日記 事に 矛盾す る 所 頗る 多い。 要するに 寿 秋 後期の 連大 配置 

は 明か に 四分將 法に 則つ て 居らぬ。 

C 前兩^ の硏究 によれ ば、 荞秋後 期 の曆 は、 其閏 m: 挿入 法に 就て は大體 近似 的に 宣公 

, ( 、 

十 四 年 (前 五 九 五 年) を 章 首 V」 せる 四 分 法に 則つ て 居る が、 其連大 配置 は お ほの 間 

隔 法 を 用 ひて 居 り、 兩 者 を 綜合して 言 へ ば、 四 分曆 法に は 則つ て 居らぬ。 

2 左 傅の i" 法 

/IV 

左傳 及び 圃語 は、 戰國 時代の 半ば， 西紀 前 三 f» 五六 十 年頃に 製作され たもので ある 

- 』 ど は， 殆 ど 疑 もない こ V」 、思 はれ る ので， (本書 採録 第五 篇第 六篇參 昭 0, 左傳 及び 國 

おに 見 ゆる 記事に よりて 其 當 時に 於け る曆 法の 智識が 如何なる 程度であった か を 

• おしたい ど 思 ふ。 


a 暦法 左傳文 公元 年の 條に 

於是閏 三月 非禮 也。 先王 之 正 時 也。 履 端 於始。 擧正於 中。 歸餘 

i^。 字 則 不愆。 擧. 正 於 中。 民 則 不惑。 歸餘於 終。 事則不 悖。 

ざ あ る の は. 左 傳の 著者の 曆 法に 關 する 智識の 程度 を 示す もの どして 

ものである。 これ は 史記歷 書に も、 漢 書律歷 志に も 引用され て 居る が 

傳杜 注に， 

步歷 之始。 以爲術 之 端 首 也。 朞之日 三百 六十 有 六日。 日月 之 行 

而 必分爲 十二月。 擧 中氣。 以 正月。 有餘 日。 則 歸之於 終。 積而 

餘於 終。 

VJ い ひ. 又 史記槳 解に 韋 昭 (吳) の 言 を 引用して、 

謂 正 歷必先 稱端始 也。 若 十一月 朔旦 冬至 也。 

氣 在^中。 則 時日 昏明皆 正 也。 

邪餘分 也。 終 閏月 也。 中氣 在晦。 則 後月 閏。 在 望是其 正中 也。 

ヾ」 い へる 如く に， 間 月 挿入 法 を 述べ たもので、 章 首に 閏月の 後の 餘分な 

^國 秦溪の 唇 法  五六 一 


於 終。 履 端 於 

甚だ 重要なる 

、文 の 意 味 は， 左 

U 又 有 蓮 速。 

爲閏、 故言歸 


き 月 を 以て 始 


^^天文 學史 研究 

め、 二十 四 節の 中の 中氣が 常に 其 月の 中に あ 

れて 月の 晦 にある 樣に な れ ば、 所 謂 餘 分の 積 

ど い ふ 所謂 十九 年 七 閏の章 法を述 ベ た もの 

接觀 測に よる 基準 點を歷 元 若く は 章 首 V」 す 

に 於け る K 接觀 測の 對象は 日 南 至で あつ た 

正 唇に 相當 する もの で， 決 して 所 謂 顓頊歷 の 

ぬ こ ど は 注.^ すべ きこ VJ である。 

なほ 此^ 文 は、 月 朔の 推算に 關し て、 連 大 の 

配れに 就 C は 何等 言 及して 居らぬ。 耍 する 

つた か 否か は， こ の 傅 文から は 少しも 知る こ 

にも 述む るが 如く、 連大配 S 法、、. -閏 月 挿入 法 

もの ど は 未だ 考 へられて 居らなかった ので- 

述べた どい ふに 過ぎない もの かも 知れぬ。 

此傳文 は、 左傳の 著者が、 文 公元 年經に 二月 


こ v> を 以て 

る もの を 集 

ある。 しか 

ヾ」 いふ 意 味 

VJ を 田.〕 へば 

き 立 寿 標準 

月 を藓首 VJ 

左傳當 時に 

が 出来ない 

は 別々 に發 

\ に は單に 


五六 二 

標準 V」 し、 中氣 が 次 

め て. 其 翌 月 を 閏月 

も 履 端於始 ど い ふ 

ビ 思 はる、 の で、 左 


• こ の閏法 

暦の 存在 

する 四 分 

七十 六 年 

リ 或は こ 

達し， 緊密 

其 一方な 


は、 冬 至 標 

を 豫 想し 

曆 法の 如 

の 四分曆 

の當 時に 

に 相 結合 


第に 後 

ノレ す る 

の は、 直 

傳當時 

準の 周 

て 居ら 

き連大 

法が あ 

は、 次 項 

したる 


癸 亥 日 有 食 之 VJ あるの 


る閎 H: 揷入 法-を 

を 二  H: 朔蝕ご 速 


斷 し、 從 つ て 四月 丁 巳 ど いふ 經文 V」 調和 

ひ 込んだ がた めに 發 せられた ものな の 

る 如き 秦 漢^代まで 下る もので ない こ 

は， こ れが ために 春秋 暦日の 解釋に 少な 

の 無理 を 推 行せ しめた る， 所 謂 左 傳曆の 

戰國 半ば 頃まで の朔蝕 時代の 產物 でな 

了で ある。 (本書 採 錄第四 篇 5 秋 長 歷」 參 

b 兩曰至 左 傳に僖 公 五 年 (前 六 五 五) 及 

の は 頗る 奥 味 ある 問題 を 提供す る もの 

b  、荞秋 後期の 暦なる 殷曆 古法の 章 首 VJ 

至 記事 は、 春 秋當 時の 觀測 記録に 基いた 

法の 章 首が 三年 ほど 改められ たる 後に 

V」 は 疑 もない。 乂僖公 五 年の 方 は殷歴 

年の 方 は 七十 六 年 法の 節 首に 當 つて 居 


せし むる 

で、 此傳文 

VJ は 養 ふ 

からざる 

中心 點を 

ければ な 

照)。 

び 昭公ニ 

である。 

は 三年の 

もので は 

推算に よ 


た め に、 三 月に 閏 

の 製作が、 殆ど 凡 


まで もな 

支障 を 生 

なして 居 

らぬこ VJ 

十 年 (前 五 

此兩日 至 

差に て 喰 

り てき り 


七十 六 年 法の 都 首 

らぬ。 何故に 節 首 


い。 又 

じ. 左 傅 

る もの 

は此點 

二  II) の 

は 共に 

違 つ て 

^代の 

て 挿入 

に Is つ 

を 取ら 


が ありし 

ての 日 傲 

こ の閏三 

の 著者 を 

な の で、 左傳 

だけから 見 


兩 日 

殷歷 

ma る 

或 る 

した 

て 居 

す し 


力 


し 


の 

つ 


至 さ IP 

や 竹 

0 從 

n せ, 

も の 

る が. 昭 

て 筏お 


で 


の VJ 思 

晦 にあ 

の 挿入 

て 多く 

全 1! 力 

て も 明 

が ある 

歲に當 

て此日 

-殷歷 古 

ある こ 

公二 十 

の 如き 
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年を取つ たかは 必す しも 明かで はない が、 

年 法 


ィ或は 左傳の 著者 は、 七 十六 年 法に は 重き を 

重く 見て 居った か、 

" 或 は 又、 殷 歷 古法の 節 首， ど 次の 章 首 § ビ 

お 年 を 以て 七十 六 年 法 {殷 曆) の 節 首 ど する 

にも 若干 特殊の 地位 を 認めた もので あり 

に、 I 及び g より 七十 六 年の 何 倍 か を 溯り 

至 記事 を揷 入す るに 至った もので はない 

いづれ にしても 左傳 時代に 於て は， 朔 法 ど閏法 

六 年 法 は 確立した もので はな か つたこ VJ を 示 

秋 長 滕」 の 研究に よれ ば， 兩 日 至の 朔日 干支 

長歷 VJ よく 調和し ない。 これ は 左傳の 原形に 

佶 公 五 年 正 H: 壬 子お) 朔日南 至 

昭公 二十 年 二月 庚 寅お) 曰 南 至 


置 か す， 寧 ろ 十九 年 七 閏の閏 法の み を 

の 中間の 時代に 曆 法改正の 議が起 b_ 

ヾ J 同時 に^ より 三年 早めた る 章 首^ 

• 左傳は 丁度 其 頃に 製作され たがた め 

たる S 及び I の兩章 首に 於け る 日 南 

であらう か。 

どの 結合 は 緊密な もので はな く、 七 十 

して 居る VJ 思 はれる。 

が、 他 の曆 日記 事に よりて 作製した る 

て ま、 


歷 の 

あ ら 


よ 

於 


推算に よ 

，フ V」 © は 

^ さ n し て 

りて 改め 

て 改めた 


V」 あ つ た も の を、 前 漢 末の 劉歆が 左傳を 世に出す に當り て， 三 統 

の 日 取 を 一 日 宛 早め て、 正月 辛亥 (站). 二月 己 ど 改めた もので 

畢竟 劉 歆は三 統歷を 以て 永久に 適合す る 天地 自然の 理法の 如 

の で、 左 傳の 原文が 其 推算に 適合し ない のは^ 歴 派の もの 、手 

ゝ めなる ベ し^ 認め、 これ を 正しき 當 時の もの に 還 原す る 意味 

あらう。 ほ^ 同樣 なる 例 は 漢書 律歷 志世經 に、 

成 公 十二 年 正月 庚 寅朔旦 冬至。 殷歷 以爲辛 卯。 

定公七 年 正月 己巳 朔旦 冬至。 殷歷 以爲庚 午。 

漢 高祖 皇帝。 八 年 十一月 乙 巳朔旦 冬至 e 楚元 三年 也。 故殷 歷以爲 丙午 

武帝元 朔六年 十 一 月 甲 申朔旦 冬至。 殷歷 以爲乙 酉。 

ビ ある こ VJ で、 寿 秋長歷 及び 漢初 長歷 の硏究 によれ ば、 そ れ 

二 年 正月 朔は辛 卯， 定 公 七 年 正月 朔は庚 午、 高 帝 八 年 前 十 ！ 

一 月 朔は乙 酉であった こ ど は 疑 もな く "三 統歷 による 修正 

^朔餽 V」 周 正 左傳 製作の 時代 が， 朔 蝕の 時 代、 周 正の 時代 

戰國秦 漢の曆 法 


り て 朔 

れ る。 

居った 

られた 

もので 


月朔 

の 好 

で あ 


當 時の 暦に て、 成 公 十 

一 丙 午、 元 朔六年 前 十 

箇の 適例で ある。 

つたこ V」 は、 前 兩^ に 

五六 五 
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^ぶる 所に よりて 見ても 疑 はない。 なほ 左 傳昭公 十七 年の 條に 梓愼 をして， 

火 出。 於 S 爲 三月。 於商爲 四月。 於周爲 五月。 

どい はしめ て 居る の は、 春 秋 後期 以來 恐らく 旣に 二三 百年 程 も 行 はれて 居る 當 時の 

月の 數へ 方 (所 謂 周 正) に對し て、 左 傅 製作 時代に 漸く 改革の 要求が 現 はれ 始 め、 そ れ を 

理由 附け るた めに 三 正論が 唱道され 始めた こど を 示す もので あらう。 (論語 に 「行 夏 

之 乘殷之 輅、 服 周 之 冕 一 ど あるの は、 必 すし も 孔子の 時に 三 正論が あった どい ふ證據 

に はならない であら う)。 

左 SVJ ほ ケ 同時に 製作され にもので あらう ど 思 はる \國 語の 周 語景王 二十 三年 

の條 に 价州鳩 をして、 

昔武王 伐殷。 歲在鶉 火。 月 在天 駟。 日 在析木 之津。 辰 在 斗 柄。 星 在天 竈。 星 

與曰辰 之 位。 皆 在 北 維。 顓頊之 所 建 也。 

ど いはしめ て 居る の は， 「周 初の 年代」 (本 害採錄 第二  fi の 研究に よれ ば， 全 く 尙書武 成 

篇 の  ん 

惟 一 月 壬 辰 旁死霸 


に 作られた もので あ 

何なる ものであった 

こどで ある。 國 語の 


る こ V」 

かに 就 

著者 は 


を 天象に 飜 案した  >  けの もの で， 國 語の 著者の 意 見で は， 殷末當 時に は 

いふべき もの を 用 ひ、 孟 冬 月 を 以て 一月 VJ し歲首 V」 して 居った もの ど 

めで あらう VJ 思 はれる。 

左 傳も國 語 も 共に 周 正 (仲 冬 正月 曆) 時 代 

思 はれる ので ある が、 周 以前の 殷の曆 が 如 

其 見 を 異にして 居る の は 頗る 注意す ベ き 

よりて 帝王 相承の 順位 を， 

水 木 火 土 金 水木 

顓頊 帝嚳 堯舜 夏殷周 

VJ 見た の で、 顓 頊 帝嚳 VJ の關 係が 丁度 殷 

曆 は、 北 方 水位の 孟冬月 を 年始 ど する もの 

3|m じた もの vj 見える。 


ヾ」 周 VJ の關添 である 

で、 古顗頊 替 ざ も稱ふ 


古：？ S 頊 替 、、」 も 

見て 居る がた 

は 疑 もない ど 

て は、 兩 者 全く 

五行 相 生說に 


V」 し、 殷 

べき も 


末に 行 はれた 

のなる べし ど 
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思 ふに 左傅國 語の 製作 時代に は， 其 當時實 行の 仲 冬 正 月 曆 (所 謂 周 正) を 不便 V」 しこ 

れを 改めん.、」 する 要求に 於て は 同 一 であっても、 これ を 如何なる ものに 改めん かに 


就て は砘々 の 案が 提出され たもの ど 見える。 周 正に 代る もの は， 左 傅の 三 正論に よ 

れば 孟春 正月 H 所 謂 夏 正) ど な る で あ ら う し、 國 語の 五行 說 によれば 季冬 正月 暦 (所 謂 

殷 正) V」 なる であらう し. 鄒 衍の 五行 說 によれば 孟冬歲 首 暦 (顓 頊 曆) ご な る箬 であ る。 

秦 及び 漢 初に 實 行した 暦 (秦 曆， 又 は 顓 頊 曆) は、 孟 冬 十 月 を歲首 VJ する 曆 で あ り. 國 ^ 

に 見えた る 古顓琼 M は 孟冬月 を 一 月ど稱 へる 曆 な の で、 同 じく 孟 冬 月 を 歲 5^  VJ する 

もので あり 乍ら 頗る 趣 を 異にして 居る の は 注意す ベ きこ VJ である。 これ は國 語^ 

代の 考へ 方で は、 歳 首 は卽ち 一 月で、 孟冬月 を歲首 V」 すれば 當然 それ を 一 月ど數 ふる 

もの ど 見て 居る の で， 全 く 周 正 時代の 考へ 方で ある。 之 に^し て， 秦 の 二十 六 年に 孟 

冬 月 を 以て 歲前 どす る こ V」 に 改めん どした 頃 に は、 旣 に 夏 正の 数へ 方が 久し く (恐 ら 

く 百年 餘 も) 行 はれて 居った 上 に、 例 へ ば 逸 周 書 に 『夏數 得 天^ いへ る 如く に， 夏 正の 月 

の數 へ 方 を 以て 天地 自然の もの ど考 ふる 様になって 居った の で. 水 德に應 じて 單に 

歲^. たけを 改める こ VJ にした もので あらう。 

戰國 時代に 於け る曆 法の 進轉  • 

戰 » 秦^ の 暦法  五六 九 
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1 連大 配置 法 

寿 秋 後期に 於て は， 簡單 

初に 於て は 七十 六 年 法に 

時期に 如何様に 進轉 した 

よ， 9 て 溯りて 

ィ漢 初の 晦蝕 記事より 

四 三年 前後 に 起った 

リ^ 初の 朔晦 記事より 

十六 年の 侪數 だけ 前 

兩者を 併せ 考 ふれ ば、 丁 度 

るに 他の 一 方荞秋 後期の 

" 养秋 後期に 於け る n 

月) の 前 兩月は 丁度^ 

ので， 其 儘繼^ して 恰も 好 


にして し 

.2S する 

か を 吟味 


力 も 

連大 

し な 


推算 すれ ば、 漢 

もので なけれ 

推算 すれ ば、 漢 

後に 隔たりた 

前 四 四 三年よ 

方面より 見て- 

n ひ の 間隔 法 

ヶ月の 問隔に 

く 七十 六 年 法 


に 近 

置 法 

れ ば 

の 連 

な ら 

の 連 

年 に 

始ま 


五 七 o 

き^^^ の問隔 法が 行 はれて 居 b  、漢 

が 行 はれて 居る の で， 其 中間の 何れの 

ならない ので あるが， 一 方漢 初の 方面 

大 配置 法 (七 十六 年 法) は、 凡 そ 西紀 前 四 

大 

ム U 

ク 


し 


M き 

連大 


0 

0 

も 


法 は、 前 四 

たもので 

の V」 見な 


四 三、 又は それより 七 

なければ ならぬ ので、 

ければ ならない。 然 


四 四 三に 

大月 にな 

配^法 に 進^す 


て 

る 


連 


至 れ ば， 其 年 正 月 (冬 至 

つて 居る 

る に 適して § る。 


要するに 連 

四 四 三年より 

初 元年 (前 一 〇 

協 案なる 所 謂 

2  il 月 5it 入 法 

春秋 後期に 

居った こ V」 は 

の で、 そ れが殷 

ぐ」 は 頗る 困難 

+ 記事 を 有力な 

ィ寿秋 後期 

用 ひ、 

"戰國 時代 

ハ始皇 二十 


大 配置 法 は、 寿 秋 後期 

元 封 六 年 (前 一 〇 五) ま 

四) 以後 は鄧 平の 八十 

加味した る 


陽 歷案を 


宣公十 

もない 

古法の 

あ る o 

參考 ざ 


四 年 (前 五 九 

ど 思 はれる 

閏に 近き 

私 は 此兩端 

して 次の 如 

時代の 半ば 


戰 國秦^ 


半 ぱ、 前 

年 (前 一 1 

の 暦法 


より 前 四 四 四 年. まで は w  W に の 

では 七十 六 年 法に 相當 する 連大 

一 分 法 (卽 ち 三 統 曆) に よれる 上に- 

もの を 用 ひて 居る ものである こ 

五) を 章 首 VJ せる 所謂 殷歷 古法な 

が、 秦 及び 漢初 に 於て は、 凡 て歲終 

か、 殷 歷の 置閏に 近き か、 こ れを適 

時代に 於け る 材料に 加 ふるに. 左 

くに 論斷 しょうど 思 ふ。 

• 前 三 六 七 年 ま では 設歷 古法に よ 


間 法 

配 お 法 

それに 

ど は 疑 

る もの 

閏を用 

窗： W 

t 半 

傳 にあ 


であ .o 前 

で あ り， 太 

鄧 平の 妥 

もない o 

に 則って 

ひて 居る 

斷する こ 

る ^日 至 


る EE 月 挿入 法 を 


三 五 一 年より 以後 は殷歷 による 閏月 挿入 法 を 用 ひ， 

二  二より 漢初呂 后 八 年 (前 j 八 0) ま で は、 殷 歷法 によ 

五 七 1 


る F  GT を 


K ^天文 學史 研究  五 七 二 

凡て 歲 終に 移す こど 、して これ を 後 九月 ど稱 へ 

7 文 帝 後 二 年 (前 一 六 二) より 元 封 六 年 (前 一 〇 五) まで は、 大體 前項 レビ 同樣 で あ る が， 

た 歷章^ に當る 年の 閏 月 (殷 歷 によれば 前 十月 閏) を 前年 末に 置く こ ビ に改 

めた ものである。 

3 曆法 

0  ：ゅ を 併せ 考 ふれ ば、 前 四 四 三年より 前 三 六 七 年 ま で は， 完 全に 整った 四 分 暦法 

になって g る。 連大 配置 法，、」 閏月 挿入 法 V」 が 共に 前 四 四 三年 を 都 首 どす る ものに 

合 致 に 所 II 設歷 古法.、」 稱 する ものに なって 居る。 た  >  此曆 法に よれば 標準の 冬至 

が 臭 力 季節よりも 三. 四 日程 早 過ぎる の で、 思 ふ に 前 三 百 五， 六十 年頃 に 新たに 日 至 を 

^  H したる 結 果， 前 三 五 一 年 を 章 首"、." する ものに 改めた もので あらう。 

前 三 五 一 年 を 都 首 V」 する 完全なる 四 分 暦卽ち 殷歷に 改めん こども 無論 考慮され 

たので あらう が、 これが ために は 速大 配置 法 を 四 ヶ月 程 繰. り 下げなければ なら す、 其 

當 *  -- 於て は 連大配 I ^法 ご 問 月 揷入法 VJ は 別々 に發 達した 來歷 から 見ても 必 1 し 

も 充分 緊密に ^きすべき もの ども 考 へられなかった ので， 速大 配置 法の 方に 混乱 を 


力 

も始 

に 

其變 

ィ 


め 

法 


し 

ど 


V  ,  二期 


" 第三 期 

a 全 


b 


ろ 從來の 

て 前 三 五 

單 に連大 

にも 一 秭 

も 見る こ 

期 春秋 後 

古法の 變 

前 四 

二 年 (若 

前 三 

期間に 亘 

に、 始皇 二 


ま、 を 繼續す 

一 年 以後の 曆 

配 I 直 法 を四ケ 

の 便法 を 加 へ 

どが 出來 るの 

期より 前 四 四 

法。 

四 三年よ A 

く は宣公 十四 

五一 年よ， - 

り 連大配 S  ： 

十 六 年 (前 一 


る こ VJ  V」 

は 殷歷の 

月 程 繰 上 

たもので 

で 是等を 

四 年まで 


した も 

一 種の 

げ た る 

あるし 

歹記す 


の 


であら 

法 ど も 

ので あ 

ほ戰國 

に 次の 


ド 


る こ VJ 

始皇ニ 

ば 以 前 

くで あ 


出 求る。 しか 

六 年 以後 は更 

^^古法 及び 


三 六 八 年まで、 

年) を 籂首 V」 せる 四分曆 法- 

〇 五 年まで 殷歷變 法、 

は 約 四 ヶ月 早くな つ て 居る 

) 以 後 は 凡ての 閏 月 を 歲終 

C 文 帝 後 二 年 以後 は、 殷 歷 章 首 に當る 年の 閏月 を 前年 末 

4 周 正 ビ夏正 

敉 K 秦汊 の曆法  五 七三 


J れを設 一睡 古法 VJ 稱 へ る。 


移す < 

移す < 


束洋 天， yffi- 史 研究  五 七 四 

春秋 & 期に は 所謂 周 正にな つて 居 b 、瀵 初に は 夏 正の 敎へ 方に なって 居る の で、 其 

中 問の 戰國 時代に. 周 正 を 改めて S 正 を 用 ふるこ ど、 した 時期が あるに 相 達ない の 

である が、 其 ^期 を 適確に 決定す る こ ビは 頗る 困難で ある。 

a 左傳の 製作 さる ゝ 頃に は-一般に 周 正が 用 ひられて 居った こご は 疑 もない が、 其 當 

時に も魏 では 旣に哀 正 を 用 ひて 居った ので あらう V」 思 はれる。 左傳襄 公三 十 年 (前 

五 四 三) に ある 絳縣 老人の 年齢 計算の 挿話に よれ ば、 晋 では 魯の文 公 十 一 年 (前 六 一 六) 

の 春秋 時代に 旣に S 正 を 用 ひて 居る こ ど になつ て 居る が、 これ は 恐らく 事實 ではな 

い。 左傳の 著者 が， 其當 時の 魏が旣 に 幾 十 年 も 前から 夏 正 を 用 ひて 居る の を 見て， こ 

れは荞 秋 以來然 りし もの V」 誤つ て钊斷 した もので あらう。 

b 杜預の 春秋 經傳集 解 後 序に よれ ば， 魏 。襄王 二十 年 (前 二 九九) に 終れる 魏の 國の史 

記なる 竹^ 紀 年が. S 正 を 以て 事 を 記して 居った こ V」 は 疑 もない 樣 である。 

C 孟子に 

七 八 0: 之 間。 旱則苗 槁矣。 天 油然 作 s。 沛然 下 雨。 則 苗 浮然舆 之矣し 

歲 十一月 徒杠 成。 十二月 輿 梁 成 C 民 未 病涉也 C 


ど あろの は、 孟子 が 周 正 

然しない が， 大體に 於 て 

こ £逸 か らざ る 時代で 

d 離騷に 

攝提 負于孟 陬兮。 

ど あり、 又 爾雅释 天に， 

正月 爲陬。 

ヾ J あ り， 钣 は 魬 些 一一 I の娵に 

陬"、 J い へる は 孟春 正月 

爾雅释 天 の^代 は 共に 

雅釋天 の 著作 年代 は 明 

の で， 其顷 に は 一般に 夏 

e 寿 秋 後期 以來 恐らく 

て S 正に 改める どい ふ 

戰國秦 漢の曆 法 


を 用 ひて 居る こ V」 を 示す もの VJ 思 はれ 

西紀 前 三 _c  二十 年 前 後 頃 が、 周 正 時代 か 

ある こ VJ を 示す ものぐ J 


る C 

乂 は 

見る ベ きで あら ，フ。 


孟子の 年代 

周 正 時代 を 


惟 庚 寅 吾 以 降 ( 


て， 太陽が 娵訾 (營 

ど い ふ 意味なる 

S 正の 時代で あ 

かで ない が、 屈 原 

正が 用 ひられて 

二三 百年 程 も 用 

こ V」 は、 颇 る 重大 


室) に あ 

こ VJ は 

る こ VJ 

の沒年 

居った 

ひて 居 


る 孟春 月 

疑 もない 

は 疑 もな 

は 前 二 九 

もの VJ 見 

つた 周 正 


なる 改革で ある- 


指す 

思 は 

ビ 田 5 

年頃 

け れ 

數 へ 

况ん 


の 

を * 


る ベ く、 殊 

で、 離騷 の 

. 離騷及 

，フ V」 m〕  U 

ら ない o 

二 ヶ月 稅遲 


ft ほ 代に は、 正 


に 判 

去 る 


に 孟 

び 爾 

れ る 

く し 

を改 
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むる こ VJ は 革命に 伴な ふ 

S 正に 改められた 

ならない。 

私に 大體以 上述 

ィ周正 を K 正に 

後で あらう。 

V た  >  魏 だけ は 

始めた もので 

5 三 正論 V」 五行 說 

春秋 中期に 所謂 

狂い 勝ちの 時代 か 

よ  > めった どしても 

ば に 至 b  法は發 

b  -p{ 正に 改める ヾ J 


のは餘 

ぶ る 如 

改めた 

，何等か 

あ ら う 


五 七 六 

もの VJ い ふ考さ へ 見え 始めて 居る ぐ」 思 はれる ので， 周 正が 

程 重大なる 革命的 亊 件の 際に 行 はれた もの ど 見なければ 

き條 項に 基い て. 次 の 如くに 結論したい 思 ふ。 

の は、 多分 六國が 王.、」 稱 した 時 で、 大體 西紀 前 三百 三十 年 前 

の 理由に， T6 り て、^ の國ょ b も 三 四十 年 先ち て S 正 を 用 ひ 


改まった 時 

冬至 正月に 

きに は 至ら 

達し 閏月 挿入 法 は 

いふ こど は. よ し や 


周 正に 

甚. たし 


に よ、 

整 ふ 

な 力 

充分 


月 挿入 法 

VJ であつ 

たもの か 

頓 したる 


國 

た の 

ヾ J 田 i 

時代 


だ 整頓せ す 季節の 早晚も 

で， 新曆 に對し 多少の 不平 

はれる が、 今戰國 時代の 半 

に、 明 か に 意識して 周 正よ 


諾 方面からの 要求が あつ たがた めで ある どし 


て も， 頗 る i 大 なる 事件 

由附 ける ための 三 正論 

は當然 のこ ごで ある。 

たる ものな らん V- 論じ 

當 であらう。 論 語 に， 

行 夏 之 時。 乘殷之 

ど あるの は必 すし も孔 

たもの VJ 見たい。 この 

西紀 三百 五六 十 年頃 

られて 居る の で. 三 正 論 

て 居る。 國 語の 周語景 

たもの で、 周 正 の 前に 殷 

る考 である。 これ は少 

厫( 秦歴) V」 なつ て 居る。 

戰國秦 溪の曆 法 


であるに 相 逢 な い 

^唱道 さ れ、 廣 く 一 

私 は 甞 て、 三 正論 は 

たので ある が、 思 ふ 

輅。 服 周 之 冕。 

子 の 言 ではな く、 或 

一句 を 除け ば、 三 正 

V」 田 3 はる 、左 降の 

の 外に、 五行 說 によ 

王 二十 三年の 條に 

ゆ 代に は孟 冬 月 を 


o 此變革 を 

役 に 宣 傳 さ 

春秋 中期に 

に それ は 誤 


は戰國 時代 

論に 關 する 

製作 年代 頃 

りて 歳 首の 

見 ゆ る. P 見 

以て 歲首ど 


しく 變 形して 秦 時代に 實 現さ 


當然 なる もの VJ して 充分 

れ なければ ならな か つた 

所謂 周 正に 移る 際に 唱 へ 

り で、 前述 の 如くに 見る の 


に 於け る 編， 纂 の 際に 揷入 

最も 古き 文献 は 左 傅で あ 

に は、 丁 度 又 五行 說が へ 

交 替を 論じて 居る 意見 も 

は、 私 が 假に古 顓頊歷 ど 名 

する 曆が行 はれて 居った 

れ、 孟 冬 十月 を歲首 V」 する 

五 七 七 


ら れ 

が 穩 


さ れ 

る o 

始 め 

見え 

づ け 

ヾ J 見 

0 項 


m 洋 天文 學史 研究  五 七 八 

要するに 三 正論 は戰國 時代の 半ば 頃に 唱 へ 始めら れ， 五 行說に 基く 歲首 交替 說 ど 

競爭の 地位 を 經 て， 漢 初 頃に 至り 漸く 確乎たる 地步を 占む るに 至った もの，、」 思 はれ 

る o 

三 正論 唱道の 自然の 結果 どして 起つ たの は， 十 二 支の 起首ビ して 子^-寅 どの位 置 

錢更の 問題で ある。 私の 研究に よれ ば (本書 採 錄第八 篇 一 干 支 五行 說 ，、」 顓 頊 歷5 照)， 元 

來 十二支 は殷の 時代に 一 年 十二月 を紀 する ための 記號 どして 作ら れ， 大 體夏 正に 近 

い 月の 數へ 方に 就 て、 子 は 一 月 i は 一 一 月， 寅 は 三月 V」 いふ 樣に 相當 した ものであるが、 

殷 から 春秋まで 閟 月 揷入法 も 整頓せ す從っ て 季節の 早晩に も相應 大きな 變 化が あ 

るに も拘 はら す、 常 に 一 月 を 子の 月 V」 して 居 り， 寿 秋 中期 に曆法 漸く 整 ひ、 冬 至 月 を 以 

て 正月./」 する に 至って は、 其 冬至 正月 を 以て 子の H:  V」 する に 至った もの V」 思 はれ る ( 

荞秋 半ばより 戰國 半ばに 至る所 謂 周 正 時代に， 十二支 を 地上の 方位に 配當 する こど 

が 行 は れ， 北 斗 柄の 廻 はる 方向に 應じ て、 子 を 正 北 に、 卯 を 東 に、 午 を 南 に、 酉 を 西に ビぃ 

ふ顺 序に 當篏 めた ので. やがて 子 VJ 純 陰の 北 VJ 冬至 V」 は、 必 然 的に 結合して 相 離る ベ 

からざる もの、 如くに 考 へらる ゝに 至った ものである。 斯 くして 約 二百 數十 年の 


周 正 時代 を經 過した る 後 に、 再 

に 至 て は、 今更 夏 正の 一 月 を 

は季冬 十二 月、 寅 は 孟春 正月 ど 

にかけ て は， 窗 を 以て 十二支の 

寅の 日 どい ふ 如く に、 凡 て 甲子 

始めに は 一 月 V」 いふ 意味の 

正月に は復し 難くな つた ど い 

太初 元年 改暦の 詔書に、 

月 名 畢聚。 日 得 甲子。 夜 

VJ ある こど で、 聚 は陳 又は 娵で 

は ら や、 爾雅释 天 に， 

月 在 甲 曰畢。 正月 爲陬。 

vj ある こ- y」 を 表面的に 解釋 

である。 これ は赏 行に は 至ら 

戰 S 泰沃の 暦法 


び 月の 數へ方 をニケ 

子の 月 V」 する こ ど は 

いふ 様に 當箝 むる に 

起 首の 如くに 宣 傅し 

の 代り に 甲 寅 を 以て 

子 が、 中頃 に は 仲冬 月 

ふこ どに 對 し. 丁 度 反 


芊朔 

始 め 


旦 冬 至。 

の 意味 は 孟春の 


畢 ^ 

な 力 


を 以て 太初 改歷 

つ た が、 詔 ま S まで 


月 程 もどし 

出來難 く、 遂 

至った ので 

干支の 組合 

基準 V」 する 

ヾ」 いふ 意 味 

對の 面白き 


て 正 

： 子 ま 

■ 爾來戰 

せ に 

， j ど 

に な 

實 g 


を 採用 

仲冬 十 


阈末 

努 め 

• 終 に 

あ る- 


よ 

苒 


する 際 

一 纏 

り 漢代 

居 る。 

び 孟春 

それ は 


月で ある こ V」 に 疑 もない にも 拘 


の 冬至 正月 

發 せられた 


に當て 

擬定案 

五 七 九 


ん 

な 


たもの 

■ 古代 の 


東洋 天文 學史 硏究  五八 〇 


人の 考へ 方に 對 する 好箇の 

飯 島 氏 は 干支 を 以て 戰國 

より 始まる のが 本式で ある 

便 ど によ， 9 て附會 したる 說 

S, 正に 改まった ど いふ 事實 

掩 ふて 罟 る ものである。 三 

こ VJ は、 現 にもう I つ 他に 明 

る 頊獎 秦滕) の I 派 は、 そ れ 

せ る 亥お く は 西北 を 持 上げ 

を 西北に 配 當 し、 史 記 律 書で 

干 は 壬 癸 甲乙 等 V」 し、 十 一 一 支 

虛女牛 斗 等の 順に 數 へ て 居 

6 紀年法 

紀年法 は戰國 時代の 半ば 


參 

や 

力 

よ 

る 


照 で あ る。 

代の 半ば 以後に 

いふて 居らる、 

耳 を 傾け て. 寿 秋 

戰國 から 秦漢に 

論の ために 寅が 

な實 例が ある。 

天地 自然の 理で 

起 首 VJ せる こど 

_ 十干 十二支 及び 

亥 子 a 寅 卯 等 ど 


作られた もので あ 

が、 斯 の 如き は、 漢代 

後期の 周 正が 秦漢 

かけて 行 はれた 三 

起 首に 持ち上げら 

それ は秦 漢時代に 

ある ベ き 理由 を 作 

で、 易 の 說卦傳 では 

二十 八 宿の 說明を 

し、 二十 八 宿に 就て 


る V」 し， 十 二 支 は お 

以後に 五行 說 V」 音 

に 至る ま で の 間に 

正論に 對 して 眼 を 

れた VJ 全く 同樣な 

孟 冬 月 を歲首 VJ せ 

り 上 げ、 孟 冬 に相應 

八卦の 起 首なる 乾 

西北 維 か ら 始め、 十 

は 逆 向き に 壁室危 


に 左傅國 語に 用 ひられた 歲星紀 年 法に 始ま.^、 幾多の 變 


遷 を 經 

の 途中 

a 歲星 

の VJ 見 

定 する 

に 在る 

の 歳星 

疑 もな 

b 太お 

よ 》o 以 

生す る 

の 其 映 

は太歲 

に 在り 


たる 後 

に 於て 

紀年法 

從 つ て 

方^ は- 

こ  ヾ J  を 

紀年法 

、 o 

紀年法 

前 か ら- 

混亂を 

^ を 用 

お に 在 

ど い ふ 

戰國秦 


に、 後漢 の 初に 

は 密接に 曆法 

歳星 は 十 二 

周 天 を 十 二 次 

左傳 及び 國語 

推算の 基礎 ど 

は 前 三 六 五 年 


現行 干支 紀年法 


の 發 

年 に 

に 分 

に 用 

し て 

に 天 


歳星の 運行 

東より 西への 

避 けんがため 

ふるこ ど \ し 

り、 歲 星玄枵 (子) に 在 

隨 に對應 せしめて 


お 一 

-、！ IV 

ち. 

象 


は 無 

方向 

に、 直 

こ れ 


天 を 

^ 星 

ら れ 

h  ノ、 又 


よ 


西 

十二 

歲星 


太 

時 


聯し 

一 過 

所在 

て 居 

そ れ 

し 

支が 

の 位 

，歲 陰 

太 歳 

ま 在 


如 - 

居 る。 

•  i 年に 

次 を 指 

0 西紀 


定まった ものである が、 其 變 遷 


實 

る 


向 

よ 


の 


後 


ふ 

太陰 

卯に 在り 

： よ hs て 


周 天 

す S 


よ 

前 三 六 

象 に 

め 


天 

始 


あ 

る 

歲 星 

其 年 


の 十 

五 年 

も 0 

丄 こ 

れ す 


合 

も 


分 

し 

の 


J  、 1 

力 十 

の で、 


の 一 

り て 

星 力 

て 居 

で あ 


次 

の 

りに 二の 

け、 歲 星 星 

訾 (亥に 在 

指示す る 


の 


逆轉 

直徑に 

謹に 

る 時 は 

こ VJ ゝ 


亍 

,ィ 

の 


く も 

を 指 

^ 次 

で， こ 

V」 は 


こ れ 

め に 

し て 

る 時 

し、 其 上 


對 

在 
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にも 紛は しさ を 防がん がた め に、 多 少の緣 故 又は 昔 便 等の 闊係 によりて. 

太歲在 寅 曰攝提 格。 在 卯 曰 單閼。 在 辰 曰執徐 C 下略 

ど 命名した る ものが 太 歲紀年 法で ある。 呂氏 春秋 序意篇 に、 

維秦八 年。 歲在 诺灘。 秋 甲子 朔。 云々 

ヾ」 あるの はこれ によった ものである。 秦八年 は 西紀 前 二三 九 年で 現行 干支 紀年法 

では 壬 戌に 當 るので ある が， 其 當時は 太歲^ 灘に 在り V」 し 申の 歲 VJ 稱 へ て 居った も 

の で，、 -れは 西紀 前 三 六 五 年 を攝提 格 (寅) 歲 V」 し、 そ れ より 順に 數へ たものに 外ならぬ。 

際の 歳星の 運行 は、 十 二 年 一周 天より は 少しく 早く、  一  了 八 六 年に て 天 を 一周す 

る の で. 若 しそれ を 正しく 十二 年 一 周 天の 割にて 數 ふれ ば、 的 八十 三年に て 一 次の 差 

を 生す る箬 であ り、 從 つ て 八十 三年 後に 天に 於け る歲 星の 位置 を 見て 歲を數 へ 始め 

たる もの は、 八 十三 年 前より 順次に 數へ來 りたる ものに 比して 一 次 だけ 進んで 數へ 

て 居る こ^になる 箬 である。 前 三 六 五 年に 始まりた る 太 歲紀年 法が、 二百 數十年 を 

經て 太初に 至る までに は. これに 對 して 一年 二 年 乃至 三年の 差 を 有する 別派の 紀年 

法が 出來 たの は 少しも 怪しむ に 足りない ので ある が， 其 當 時に 於て はか、 る 差 逢 を 


生す る眞 因が 知れない 

に自 派に 都合よ き歷法 

かくして 前 三 六 五 年 

ィ顓頊 歷紀年 法 は 

0 殷歴紀 年 法 は 

ハ 太初 歷紀年 法 は 

(太初 改歷の 際 二 

遂に 廢棄 された 

で、 其 十二支に 就 

を 示して 居る。 現に 太 

であるべ きに、 

(原始 太 歲紀年 法に 

顓頊 歷紀年 法に て 

殷歷紀 年 法に て 

戰國秦 m の 暦法 


ので、 各派 は それ の自 派の 正當 なる こ VJ を 主張す るた め 

ど 連合して 居る。 

に 始まれる 太 歲紀年 法に 對 して， 

一年の 差 

二 年の 差 

三年の 差 

たび 採用に 決し 詔書まで 發 せられた が、 民 間の 反對 にあ ひて 

案に よれ ば， 太 初 元年 を焉 逢攝提 格 (甲 寅ず 名 づける V」 いふの 

て 言 へば 三年の 差に なって 居る)。 

初 元年 は 前 三 六 五 年に 始まれる 太 歲紀年 法に て 推せば 亥歲 

て  乙 亥) 

丙 子 

丁 丑 

五八 コ 1 


束^ 天文 學史 研究  五八 ゆ， 

太初 歷紀年 法に て  甲 寅 

どなって 居る。 

斯の 如き 混 亂の眞 因 は， 歲 星の 蓮 動が 正しく 十二 年 一 周 天に 非る がた めなる こど 

を 認 め、 歲 星 は 百 四十 四 年に 百 四十 五次 を 行く もの どし て、 古 記錄に 散在せ る 諸種の 

紀年を 整理した のが 劉歆 の、 

- 「超 辰 紀年法 

である。 この 超 辰紀年 法で は、 前 二三 九、 前 九 五、 紀 元 後 五 〇 等 に 超 辰す る こ ど になつ 

て 居る が， 劉歆沒 後、 西紀 五 〇 年に 超 辰せ す、 其 後 歳星 V」 絕緣 し單に 六十 干支の 順にて 

、せる ものが、 

年 法 

原始的 太 歲紀年 法 は、 十 二 年 一 周 天の 歳星に 應す るの で， 單 に 十二支 

る が、 4«  二 支に 十干 を 組合せて 六十 干支 紀年法 V.- したの は 何時頃 か 


年 を する こ V」 

ホ 現行 干支 紀 

である。 

d 干支 紀年法 

支 年 法な ので あ 

ら であらう か o 


爾雅释 天に は歲陽 V」 して， 

太歲在 甲曰閼 逢。 在 乙曰旃 蒙。 下略 

ど あ り、 明 かに 干支 紀年 法の 行 はれて 居る こど を 示して 居る が、 爾 雅釋天 の 著作 年代 

が 不明な ので 如何 どもし 難いし 現踅に 干支に て 年 を 記した る 最も 古き 文献 は， 

ハ淮南 子 天文 訓 淮南 元年。 冬」 太 一 在 丙 子。 

"漢書 律歷志 至 於 元 封 七 年。 復得閎 逢 攝提格 之 歳。 中 冬 十一月 甲子 朔旦冬 

至。 日月 在 建 星。 太歲在 子。 

歲術 欲 知太歲 中略 數從丙 子 起。 

であるが. 淮南元 年 (前 一 六 四) を 丙 子ど數 ふるの も， 太 初 元 年 (前 一 〇 四) を 丙 子ど數 ふる 

の も 共に 顓頊 歷紀年 法で ある。 

戰 n 時代に 於け る曆 法の 進轄は 前節に 述 ぶる 所に よりて 其 大體を 明か にす る こ 

どが 出來 たので ある が、 な ほ 其 他に 顓頊歷 ゃ殷歷 などの 如 く、 或 は戰國 時代に 行 はれ 

戰國秦 筏の 曆法  五八 五 


丄 一一.、 て M.  ー乂  it" や-  五八 六 

或は 截國畤 K に潭を g する もの VJ 思 は れ. 其 實 或は 然ら す. 或 は 其 驪倭必 やし も明噱 

ならざる ものが ある。 我々 はこ ゝに 出来る だは 其來朦 を S かにし なければ なら 咜 

ss 一  み 蘿頊歷 なる 名稱の 下に Ira 容を 異にせる 種々 の ものが t- ばれて 居る こ S は 

悲 むべき こ V」 である。 古来の 多 { の 誤解 はこれ に 基いて 居る。 我々 は先づ 第一に 

fts を b か にしなければ ならない。 

a  - 听霱 頃 頊 歷の不 存在 西紀 脔 三 六 六 年に 寅の 月 (正 月) の 甲 寅の 曰の 寅の SS 初) に 

T 度合 立 寿 どか 一 致しお もの ざ認 め -ft 年 を 甲 寅 歳 vj し 歷 元 V」 した ざい ふ立泰 

標隼 の、 B 分曆 法が、 © ち 唐 書 噯 志 ( 一 行) に 11 ふ 所の 顏頊 匿 であるが， k の 如き 顴頊歷 は 

麼 史的 事實 V」 して は 存在し ない。 現に 漢 初の 暦日 記事よ， 5S5 つて 見れ ば、 W 三 六 六 

年 正月 合 溯 は. 甲 寅の 曰み 午の S 若 し 晨初を 曰の 始め，、」 して 居った w すれば 申の S 

に 當 つ て 居 決 して 晨 初 (寅 Is 合 朔 になつ て 居らぬ こ V」 が， «: よりも 權 かな證 據でぁ 

る 0 

b 史記 及び 漢書に 見 え たる 秦 。 顓 s  ii  -、- いふの は單に f 孟冬十 月 を 歲首 どす る 曆， -ヾ」 


い ふ： U けの 意 眛 で. そ れ 以上の 何もので もない。 顗頊 ご いふの は 水 德 を 有 す る 古 代 

の 帝王 して 假 想され たもの なの で、 そ れ から 見ても 顛^ 歷 V」 い ふ の は 北方 水お の 

始めに 相當 する 孟冬十 g 替 VJ い ふこ W よ h- 以上の 意味が ある 箬 はない。 これに 關 

して は 國語周 語 に f 孟 冬 月 を 一 月 V」 し歲首 VJ する 曆」 を 顛頊之 所 建 也 V」 いふて 居る の 

が 好 箇の叁 照 文献で あ る。 

^淮南 子 天文 訓に見 ゆる 暦法 は、 額 頊 藤^-明 言 し て は な い が、 立 寿 標準の 四分曆 であ 

る こ V」 は 疑 もない。 然し これ も 決して 實 行され た曆 法で は な /、， 單 に 1 瑗歷紀 年 法 

V」 して 堤 案され たもの V」 見るべき ものである。 閏月 挿入 法 ゃ連大 Si 置 法の 基準 を 

示せる 脣法 では な く、 當 時實 行の 二 年 進み J 太歲紀 年 法に 曆 法的 理由 を與 ふるだけ の 

紀年 法に 過ぎない。 

この 二 年 進み. 一太 歲紀年 法 は、 明か に 秦八年 以後、 淮南 元年 以前に 行 はれ 始めた もの 

で、 漢書 律 歷 志引漢 志に 

(漢 元年) 歲在 大棣。 名 曰 敦^。 太歲在 午。 

VJ あるの もこの 紀年 法に よった ものである。 從 つて 願 頊麼紀 年 法 も .此 中間 時期で 

琼國秦 ^の 唇 法  五八 七 


朿洋 天文 學史 研究 

恐らく 凡そ 西紀 前 二百 年漢 初の 頃に 稱 

d 蔡邕ゃ 一 行の 所 謂 顓頊歴 は， 太初 若く 

に、 ヌ に前漢 末の 劉 向に 至 b て、 淮 闲 子 の 

出した もので あらう 

"殷^ 及び 殷滕紀 年 法 

殷歴 V」 いふの は 初 元 

五六 七 年に 於て 前 十 一 

元，、」 する 冬至 標準の 四 

案され 有力なる 新暦 候 

年 元 風 三年 (前 七 八》 に 至 

し. 激 しき 論爭の 後 遂に 

を 記 せる 漢^ 律歷 志に 

壽 王 歷迺太 史官 殷 

ど あるの で、 或 は 0 は 


要するに 机上の 

1 1 年 (前 四 七 年) 乂 

月 甲子 夜 半 (子) が 

分曆 法で ある。 

補の 一 であった 

り て， 太史 令張壽 

却 けられて 採用 


へ 始められ たも 

は 太初 以後の 曆 


顓頊歷 

假想曆 

は それ 

丁度 合 

此曆法 

であら 

王が 上 

さる ゝ 


歷也 

太初 以前に 實行 


紀年法 を 

法 で、 決 し 


よ 


よ 


で 冬至 

定めし 

、yj 田-〕 は 

し て 殷 

至らな 


ので あ 

法の 盛 

更 に 理 

て實行 

千 五 百 

で. あ つ 

太初 改 

る、 が- 

歷に改 

かった 


五八 八 

ら う o 

に 論せられ た 時代 

的に 擴充 して 

れた もので は 


ん 


さ 


乍 

な 


十 年なる 西紀 前 一 

もの VJ し、 これ を曆 

の 評議の 際に も提 

ほ 太初 以後 二十 七 

ら れんこ V」 を 主張 

ので ある。 此 事件 


さ れた. 鹽 ではな い か VJ い ふ說 をな す 人 も 


あ る ので ある 

のは單 に 「宫资 


旣 に ぶ Si 

の變 式で 

より は殷 

第 一 變法 

月 早めた 

月 挿入 法 

ある 0 

殷歷第 

法に 於て 

殷歷變 法 

ので あら 

に 急に 四 


あ 

歷 

る 


が、 こ れ 

に藏せ 

4^ ぐ u 二：" 

、前 四 四 

一 變法 

ふの. i 

けの も 

て は 凡 


は 0 

る 暦 

田 - - 

糸 I 

三年 

で あ 

-閏 月 

の で 

て の 


よ hy 


一 變 法， 第 ニ變法 ど 

は殷歷 古法 を 承け 

を 施行す る 際に は 

う。 た  >  其當 時に 

ヶ月の 繰 上げ を斷 

戰 國秦^ の曆法 


述べ た 如く 斷 じて 事實で 

の 一 なる 殷 歷 j ど いふ 意味 

究 したる 如く、 春秋 後 期 

前 三 六 七 年まで は 正 

-前 ニニ 一  年より 太初 ま 

入 法 は 正式の 殷歷の 通 

り、 第 ニ變法 V」 い ふの は 

月 を共當 時の 歳 終に 移 


よ 

右 

し 


も、 正 式の 殷歷に 比しての 

て 七十 六 年 法 を 認めて 居 

、正式の 殷歷 七十 六 年 法 は 

於 て は 强 て 形 式 を 整 ふる 

行す る 程の 必要 を 感じ な 


はない。 太 史官 殷歷也 V」 いふ 

に マ」 るべき であら う C 

り 前 四 四 三年 ま で は殷 


殷歷 古法で 

殷歷 第二 變 

、た 其連大 

第一 變 法に 

. 後 九月 ど稱 


差 は 僅少で あ 

る の で、 思 ふ に 

十分に 意識 さ 

ために、 從來慣 

かった どい ふ 


あ り. 前 三 

法で ある 

配置 法 を 

加 ふるに 

へて 居る 

り、 又 其 連 

前 三 五 一 

れ 考慮 さ 

行の 連大 

に 過ぎな 


五 


も 

己 

fit 


古法 

一 年 

殷歷 

四 ケ 

に 閏 

の で 

配 S 

よ り 

た も 

M 法 

の で， 


五八 九 


東洋 天文 學史 研究 

或は 當時 及び 漢 初の 人 ま 

もの かも 知れない。 我々 

よ り 太初 元年 (前 一 〇 四) に 

年 法で はな く、 明 かに 殷歷 

ば な ら ぬ。 

殷歷紀 年 法 は、 殷 歷の歷 

年 を 甲 寅 歲ビ數 ふる 干支 

時代ぐ」 太初 VJ の 間に 殷歷 

を 尙書伊 訓の惟 太 甲 元年 

のは更 に 若干 年代 後 の こ 

れ る。 

3 漢 代に 論せられ たる 諸 

太古から 太初に 至る ま 

顓 項， 哀， 殷， 周， 魯 の 六 歷がぁ 


でも こ 

はた ど 

至る 曆 

變法 VJ 

元なる 

紀年法 

に附加 

に 當 篏 

yj で、 或 

0 法 

での 間 

つた VJ 


れ 

よ- 

し 


以 て 

少な 

る 殷 

區別 

五六 

る 匿 

た も 

れ に 

歆ょ 


万 胃^ i 

歷に近 

すべき 

七 年 及 

• 思 ふ に 

ので あ 

よりて 

り 少し 


0 

ふ 


^ り 

考 は 


曆 法の 

漢 代に 


內 


ヾ」 同様の 

容の 差違 

もので あ 

ので ある 

それより 

れ は顓頊 

う。 殷歴 

の 年代の 

前の 時代 


變遷が あり 

見えて 居る 


五 九 〇 

もの V」 見做して 居った 

を 明瞭に し、 前 三 五 一 年 

る が、 正式の 殷歴 七十 六 

こ ど を 明か にしな けれ 


千 


已 

定 


の 


fn 年後 

年 法の 

なる ぶ 趴 

を 試む 

V」 で あ 


-. £、  hi 


に は 少 


の 前 三 六 七 

後 に、 淮南子 

i 五六 七 年 

るに 至った 

ら う ノレ 田- J は 


く ど も 帝 

て よ 


"史 記歷書 昔 自在 古歷。 建 正 作 於 孟春。 索隱 案古歷 者。 謂黃 帝調歷 3 前 有 

上 元 太初 歷等。 皆以 建寅爲 正。 謂 之孟寿 也。 及顓頊 夏禹。 亦以 建寅爲 正。 唯 

黃 帝及殷 周^。 並 建子爲 正。 而秦正 建 亥。 漢初因 之 下略 

叫史 記歷書 太史公 曰。 神 農 以前 尙矣。 蓋黃 帝考定 星歷。 正閏 餘。 下略 

漢書 律歷志 歷數之 起 上矣。 傳述顓 頊命南 正 重 司 天。 火 正黎司 地。 其 後 三 苗 

亂德。 ニ官 咸癡。 而 閏餘乖 次。 孟陬 殄滅。 攝提失 方。 堯復育 重黎之 後。 使纂 

其 業。 故 書 曰。 迺命義 和。 欽若昊 天。 歷象 日月 星辰。 敬授民 時。 歲 三百 有 六 

旬 有 六日。 以 閏月 定 四時 成歲。 允釐 百官。 衆 功 皆 美。 其 後 以授舜 曰。 咨爾 舜- 

天 之 歷數在 爾躬。 舜亦以 命禹。 至周武 王訪箕 子。 箕子言 大法 九 章。 而 五紀 明 

歷法。 故自殷 周。 皆 創業 改制。 咸 正歷紀 服色從 之。 順 其 時氣。 以應 天道。 三 

代 旣沒。 五 伯 之 末。 史官 喪紀。 疇 人 子弟 分散。 或 在 夷狄。 故 其 所 記。 有 黄 帝 

^ま t^i:^^ 膨。 戰國 擾攮。 秦兼 天下。 未遑暇 也。 亦頗推 五滕。 而 自以爲 

獲お 德。 乃以 十月 爲正。 色尙黑 •。 漢興方 綱紀 大基。 庶事 草創。 襲秦 正朔。 以 

北 平 侯 張 蒼 言。 用顓 頊歷。 だ 於 六歷。 疏濶中 最爲微 近 下略 

戰國 秦漢の 曆 法  5 カー 


來^: 太 支 史硏究 

-ー漢 #:!； 律歷志 元 鳳 三年。 太 史令張 壽 王 

傅。 货帝 調^: 歷。 漢 元年 以來用 之。 今 

案漢 元年 不用 责帝 調歷。 壽 王非漢 歷。 

り^ 書 藝文志 黃帝 五家 歷 三十 三卷。 顓 

月宿歴 十三 卷。 夏殷 周魯歷 十四 卷。 天 

略 


五 九 二 

〕 上 書 言。 歷者 天地 之 大紀。 上帝 所爲 

陰陽 不調。 宜更歷 之 過 也 巾 略 

逆 天道。 非所宜 言。 大 不敬 下略 

頊歷 二十 ー卷。 顓頊 五星歷 十四 卷。 日 

歷大歷 十八 卷。 漢元殷 周牒歷 十七 卷巾 


右歷 li 十八 家 六 百六卷 

^ の 記事が ある が、 是 等 を通覽 すれ ば、 始 め は 索 隱の注 释の如 く、 單 に 種々 の 建 正が あ 

つた V」 いふ 說で 

货帝 以前 は 建 寅。 

顓頊歷 は 建 お、。 

殷歷は 建 子。 

^^に 迚子。 


黃帝歷 は 建 子 ( 

夏 歷は建 寅。 

周 歷は建 子。 

秦歴は 建 亥。 


ど tii 々の 0 を 數へ荜 ぐる 稃 度であった もの が、 後 に 至り それ ぐ 特殊の 暦法で ある 


力 女き 

により 

黃 

顓 

周 


怠 味 をつ ける に 至った もので 

て、 甞 て是 等の 唇 法 を硏究 した 

歷元 

帝歷 建 寧 四 年 (前 一七 一) 

(元 鳳 四 年 は 章 首に 當 

頊曆 前 三 六 六 

歷  西紀 四 四 五 

歷  初 元ニ尔 (前 四 七) 

歷  太初 元 年 (前 一 〇 四) 

(漢書 律歷 志に 四分歷 V」 い へ 

魯歷  前 三 〇 一 


あらう。 漢書 律歷 志、 唐 書歷志 及び 開 元 占經等 

る 所に よれば 

冬至 標準 曆 

る) 


ビ な つ 

ど すれ 


(本 書 

て 居 る 

ば、 是等 

戰國秦 


立春 標準 曆 

冬至 標準 替 

冬至 標準 曆 

冬至 標準 曆 

る もの ど 同じ) 

冬至 標準 唇 

錄第七 篇 S 代に 見えた る說 稀の 暦法 を 論 す」 參 照) 

上記 引用文 ハ律歷 志 に H ハ 歷に 比し 云々」 ど あるの がお〜^ 實 である 

諸 稀 力 ^法が 漢 初に ありて 互に 比較され 論議され たもの ゝ 如く 見 

の曆法  五 九 三 


柬洋 

>ん る 力、 S ぬ ふ 

う。 是 等の 

至る までの 

い であらう 

4 干支 起源 

十干 は 古 

年 十 二 ヶ月 

組合 はせ て 

ど は 疑 もな 

五行 說に捉 

觀测 により 

ものに 附せ 

^く は それ 

旣 に數次 の 


天 支學史 研究 

にこれ は 事 

假想曆 法 は 

間に 提案 さ 

ヾ」 思 はれる 

論 是非 

く は 十 日 ノレ 

に 名 づけ た 

六十 干支 V」 

いこ ど、 田-あ 

は れ， 干支の 

五行 說が出 

る 日の 干支- 

以後に 作爲 

論 0 を 重 ね 


0 で はなく 

殷曆を 除く 

れ たもの な 


歆 

ベ 


己 

さ 一 a 

起 

し 

こ 


， し 

で 

力 

ノレ 


で 

あ 


も の 

あ り 

を紀 

の で 

五行 說 

ら 後に 

春秋に 

て揷入 

である 


時代に 想像 

は、 早 きも 太 

く、 一  つも 戰 


句 


が (本 


の 日に 名 

時代 若く 

用 ひた こ 

反對 論者 

いた もの 

れ たもの 

曆日 干支 

もの だ VJ 

書 採錄第 


初 


よ hy 

論 曆 

時代 


匸 己 

の 際 


ナ ヒ 

其以 

も 殷 

島 氏 

戰 國 

り ビ 

如 き 

張し 


五 九 四 

述 された もので あら 

より 以後 劉 向 時代に 

源 を 有する もの はな 


も の- 

す 力 

時代 

は、 漢 

時代 

し、 從 

は 凡 

て 居 


二 支 は 十 

作られ、 こ 

り IT よ 

,ィ It  i 

： 亍 ま 

{ ,ィ n  i>r 

半ば 以後に 

て戰國 時代 

皆戰國 時代 

リ 此 問題に 


辰で 一 

両者 を 

居る こ 

る 干支 

五 星の 

以前の 

の 末 頃 

就て は 


鴛 甲 支 五行 說ご顓 頊 歷 5 照)， な 


ほこ ゝ に 双方の 論點の 要領 を 褐げる こ 

飯 島 氏の 主張 は 要するに 次の 三點で 

a 十干 十二支の 意眛 が， 五行 說 によりて 

說文 等に は 十干 十二支の 意味が 說 明し 

の で、 し かも 當 時の 學 風に 從ひ 凡て 音便 

に對し て、 頗 る妥 當の說 明で 毫も 牽强附 

でなければ なら す、 從 つて 干支 は 五行 說 

居らる、 の を 見て は 私 は啞然 どして 言 

附^ I なり V- いふ も 畢竟 人.々 の 見解 次第 

のな ので ある が、 幸 にも 此 場合に は說明 

こどが 出來 るの は 面白い。 

史記律 書 に は、 十 干 十二支 V」 併せて 二 

合に は 宿の 名が 星 象に 基いた もの で、 本 

明が 附^で あるか 否か を 明か に 決する 

戰^ 秦 筏の 歷法 


VJ  \ す る _ 

あ る o 

よく 說明 

て ある が- 

で  附會の 

會の跡 を 

に 基いて 

ふ 所 を 知 

で、 多 く は 

が 附會な 

十八 宿に 

來の 意味 

こ どが 出 


が 出來る こ ビ。 淮南 子、 史記. 释名， 

當時 流行の 干支 五行 說に 基いた も 

說明を 施して 居る。 飯 島 氏が これ 

見ない からこれ が 干支 本 來の怠 義 

作られた ものに 相違ない ビ いふて 

ら ない。 說 明が 妥當 なり ざい ふ も 

適確なる 判決 を與 へ 難き 性質の も 

る こ VJ の 明確なる 證明を 提供す る 

就ての 說 明が あるが、 二十 八 宿の 場 

の 疑ない ものが あるの で， 律 書の 說 

來る。 例へ ば 「箕 者 言 萬 物 根 棋 J  V」 あ 

五 九 五 


來^ 天文 學史 研究  五 九 六 

る が. 筇 は 四 星で 恰も 箕の形 をな して 居る が 故に 箕 V」 名 づけた もの で， 決 して 根棋ヾ J 

いふ 意味で はない。 「參 言 萬 物可參 也 jv」 あ る が、 叁 は  一二 つ 並ん だ 三 つ 星な ので 參 V」 名 

づけた もの で. 物 を參 酌す る VJ いふ 樣な 意味の 參 ではない。 なほ 十二支の 巳に 就て 

『巳 者 言 陽氣 之已盡 也 Jv」 いふて 居る が、 巳 は e で 蛇の 象形で ある こご は 疑 ふ ベ くもな 

い。 これ を 似て 非なる 已の 字に て說 明す る 如き は牽 强附會 も亦甚 しい。 其當 時の 

發音 にて 巳 VJ 已 V- 相 近いので 附會 したので あらう が、 漢書 律歷 志で は I. 已盛於 巳. 一 ビ 說 

明して 居る。 一方で は 「陽氣 の 旣に盡 く る 5  * たどい ひ、 一 方で は 「旣 に 盛んな る j の だ ど 

いふて 居る。 是等 をし も附會 の說に 非す どい ひ、 干 支 本來の 意義な り V」 して 妄信せ 

ん どす るに 至って は、 私 は反對 論者の 硏究的 態度に 對 して 疑 を 挾まざる を 得ざる に 

至る であらう こ VJ を 悲む。 

b  ^  十二支の 原形 は 寅から 始まる ので あ り、 さ すれば 甲 ど 寅 ど は 共に 五行 發 

生の 德に 相應 する ものな の でギ 支 を 五行 說 から 出た もの V」 見る のが 如何にも 自然 

的で ある VJ いふの が 飯^ 氏の 主張で ある が. 十 二 支 を 寅から 始める 樣 にした の は、 戰 

阔^ 代の 半ば 以後に 三 正論が 行 はれてから 後の こどで あ り、 漢 初に は 反對の 方向に • 


亥 を 始め にす る考も 見えて 居る こ は旣に 指摘 

おし 五行 說 があって 然る 後に 干支が 出來 たもの 

る^ 亂を 極めて 居る の は 何故で あらう か。 十 千 

戊 巳 は 土に 當 り、 又 方位に 於ても 中央に 配當 して 

辰， 未、 戌， 1 の 四つが 土 で、 し かも 方位に 於て 中央に 

1 年の 季節の 配當 から 言 へ ば、 辰、 未、 戌， 丑 の 全部で 

土に 配當 されて 居る VJ いふ 奇觀 を呈 して 居る。 

に配當 されてから 後に 五行 說を 十二支に 應 用し 

い。 私は兩 者の 關係 を 【干 支 五行 說ど 顓頊歷 一に 論 

C, 顓頊 歷歷元 西紀 前 三 六 六 年 正月 朔の 顓頊 

日. 寅 刻 (晨 初) が 丁度 合朔で 立春に 當っ て 居る ど い 

得な い こ ^で、 これ は必ゃ や 此歲を 甲寅歲 V」 數 へ 

もので なければ なら ぬ、 從 つて 干支 紀 日は斷 じて 

推算した 時代 (两紀 前 三 三 〇 年頃 か) 以後の もので 


した 如くで ある。 更 

な ら ば、 干 支に 對 する 

の 方で は 木 火 土 金 水 

ある にも 拘 はらす 十 

當 ら す、 周 邊に 配當さ 

は な く、 そ れ 等の 谷の 

是 等の 事實 は、 十 一 一 支 

たもの VJ 見なければ 

じて 居る。 

歷歷 元に 於 て、 甲寅歲 

ふこ V」 は、 偶 然の！ 致 

始 め、 此 曰 を 甲 寅の n 

此年 以後 で、 し かも 此腠元 を 考察し 

なければ ならぬ どい ふの が 飯^ 氏 


に 1 言 すれば， 

五行 配 當が頗 

の 順 で、 中央 の 

二 支の 方で は 

れて居 り、 な ほ 

五分の 四 宛が 

が 季節 や 方位 

說 明が 出來な 


、寅 の 月、 甲 寅 の 

ヾ」 して は 有り 

ご 数へ 始めた 
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の 主張で ある 

ので ある 故に 

ベた 所で ある 

時代 以來漢 初 

である こ VJ を 

私. i こ、 に、 


力 


J れは 甚だ 輕卒 なる 論斷で あ 

別問題 W し， 其 他の 條 件に 決して 

が、 更に 本論 文の 硏究の 結果 V」 し 

に 至る 間に 於て は. 實 行され ざ る 

明か にし 得た の で、 飯 島 氏の 主張 

頊歷歷 元 を論據 V」 せる 干支 起源 

のなる こ V」 を 明か にし 完全に これ を 葬りた い 

以上 三 ケ條を 綜合 すれ ば、 干 支の 起源 を戰國 

信せ る： U けの もの で、 其 れ 以上の 

ばなら ぬ。 これによ-りて 次に 述 

は、 あ まり に 權衡を 失せ る もので 

二 支 を 以て^ 秋 以前の もので な 

じて 殷 時代 若く は殷 時代 以前の 

ば 次の 如くで ある。 


の 五行 說 を 妄 

さん vj する の 

1 力 十 H1 十 

れ ばなら す， 斷 

據を 要約 すれ 


る。 歲 名は此 頃より 後に 始ま 

稀 有の こ V」 ではない こ V」 は 私 


て、 こ 、 に假 

は 勿論、 論議 

の 如き は自 

論に 對 し、 今 

VJ 思 ふ。 

時代に 置か 

何もので も 

ぶる 如き 多 

殆ど 問題に 

ければ なら 

も の で な け 


想 せ 

さ れ 

ら 涫 

や 全 


ん V」 

な い 

く の 

な ら 

す、 周 初 

れ ば な 


ぬ- 


如 き 

る t  J 

1 る 

何等 

る 說 

は 甚 

證 あ 

以前 

ら ぬ 


顓頊歷 


も 

も 

主 


な 

氐 

の 


つた も 

の屢述 

は、 戰國 

きもの 

な K 

なき も 

漢 代人 

る もの 

を 覆へ 

でな け 


張す る 論 


い^ 秋經 及び 績經に は 

百 一 り 三百 九十 四の 曆日 

ば、 寿 秋 時代の 曆は 全然 

恰もよ く 進 步發逹 の 道 

の實 際の 記錄 で， 決 し て 

丁度 斯 くな る 如く に、 三 

る こ VJ は斷 じて 不可能 

ろ 特に 其 中に 三十 七日 

は 確か に 當時實 現した 

時代から 溯って 推算す 

日 取 を 三統歷 によりて 

岛氏 は昭公 十七 年の 日 

公二 十五 年 (前 六 六 九) の 


に 至 

し て 

雜 な 

の 替 

な L 

時代 


西 紀 前 七 1 

干支が 記載し 

規則正し きも 

程 を 示して 居 

後世から 作爲 

百 九十 四の 曆 

で あ る。 5 秋 

蝕の 記事 あ 

る 日 敏に關 す 

る こ ど は 到底 

推算して 居る 

儎はパ ビリン 

日创 よ， 5  サ 

に は 偶 推算の 結 梁が 實 際の 現象 ど 一 日の 差 を 生す る こどに な 

戰國秦 ^の曆 法 


年より 西紀 四 七 九 年 

て ある。 これ を 研究 

の にも 非す 又 全然 亂 

る。 この 事 實は是 等 

し て 挿入した もので 

日 干支の 組織 を戰國 

長 謹 照。 

、其 中 誤記 誤 傅に 基く 

る ものである が、 是 等 

出來 ない。 現に 前漢 末の 

が、 甚 だしく 事實 V」 反せる 

のサ " ス (十八 年の 週期の 

V スを 下りて 推算し 


も の 

の 日 


る 


る 二百 四十 四 年間に 

养秋 長歷を 作製 すれ 

る ものに も 非す して、 

日 干支が 明か に當^ 

こ ど を 示して 居 る。 

に 於て 作製した ど 見 

を 除 き、 三 十  一二 の 記事 

蝕の 日 取を戰 國秦漢 

劉 歆は是 等の n 蝕の 

もの を 得て 居る。 飯 

法 則) の 智 11 によ 莊 

ものなる-へ く、 此 場 合 

つて 居る の で， 破綻 を 

五 九九 
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呈 した ものである VJ いふて 居らる、 が、 此 場合の 記事 は 一 日ち が ひで は 

ヾ J 一日の 差で ある。 從 つて サ" スの 計算，、. -は三 ヶ月の 差が あるの で、 - - 

記事 を 作った 人， 及 び此 記事に 疑を揷 まやに 看過した 時代の 人々 の 間に 

智識がなかった ビ いふ 反對の 確證ビ なるべき ものである。 

ぉ瀵 初の 蝕が 多く 晦 にある の は、 疑 もな く 若干 年代 以前に 作られた 一 定 

守した、 めで ある。 四 分 暦法に よる 朔晦は 約 三百 年に て 一 日の 差 を 生 

割合にて 計算 すれ ば、 漢 初の 朔晦法 を 制定した 年代 は 前 四 四 三年 頃で な 

ぬ こ.、」 ゝ なる。 飯 島 氏の 說の 如くに 若し 前 三 三 〇 年頃に 西洋の 暦法が 

頃に 制定した 曆法 によった V- すれ ば、 あ れ ほど 多くの 晦 蝕が ある 箬 はな 

に 春秋 後期の 朔 蝕に、 漢 初の 晦 蝕、、. "著しき 對照 をな して 居る。 飯 島 氏が 

す る 前 三 三 〇 年頃の 暦法 家 は， 上、 寿 秋 時代 に 溯って は 適合し， 下. 漢初 に 降 

せざる 不可思議なる 曆法 を作爲 した ものごしなければ ならぬ。 

ほ^: 初の 年代  二つ 若く は 二つ 以上の 方面より 研究せ る 結果が よく 

合に はこれ に對 して 相 當の價 値 を 認める のが 學界 の通義 である。 私 は 


な く 三 

れ は 寧 

はゝサ P 


の 曆 

^9 る 

け れ 

輸 入 

、 o 

假想 

つ て 

一 致 

武成 


ケ H: 

ろ、 此 

ス の 

を £ 

い ふ 

な ら 

れ、 其 

ん ヾ」 

適合 


せる 場 

の H 一 


月 壬 辰 旁 死 霸マ 國 語の f 歲在鶉 火？ 史記 及び 律歷 志に 見 ゆる 周 初歷代 年數^ の 三つ 

の 方面からの 硏究 によ り、 周 初の 年代に 關 しほ V 妥當 VJ 認 むべ き 結論 を 得て 居る。 

，おし 反對 論者に して 壬 辰 旁 死霸を 否認 せん どするなら ば、 先 づ 拙 著 「周 初の 年 代 j の 研 

究に對 し. こ れを 覆へ すだけ の 批評 を 下されん こビを 望む。 

-? 殷虛 文字 殷虛 文字 全體を 否認 せん ど する 飯 島 氏の 態度 は 學界の 承認せ ざる 

听 である。 私 はこれ に 就て こ、 に 多く 言 ふ 必要 はない。 

つ 十干 十二支い ふ 名 稱は後 漢時代の 白 虎 通に 始まる ので、 其以 前史 記 律 書で は 十 母 

十二 子ご稱 へ、 淮南子 天文 訓 及び 周 禮 では 十日 十二 辰^- い ふて 居る。 後漢の 蔡邕の 

月 令 章句に 【大撓 探 五行 之 情、 占 斗 綱 所 建 • 於 是始作 甲 乙. 以 命 日、 謂 之 幹， 作 子 ^以 名 月， 謂 

之 枝， 枝 幹 相 配、 以 成 六 旬 jv」 いふて 居る の は 其 一 端を傳 へた もの で、 本 來の 目的 は殷代 

もく は殷代 以前に 始まった 十 H 十二 辰で あ り、 其 兩 者 を 組合せて 六十 干支 どして 日 

を紀 する こどに したの も殷 代に 始まって 居る。 後に これに 五行 說を 配當 したの は 

戰國 時代の 华 ばに 始ま b. 前 漢末 頃に 漸く 一  定 したので. 此 間の 變遷は 詳細 に 【干 支 五 

行 說 ど 顓 ま 歷 一に 論じて 居 る。 

戰國 秦沃の 暦法  六 〇 一 


ち 私 は 十二 

じて 居る こ 

望み 難い。 

る附 會の說 

5 外 來影稱 

從 來戰國 

る の で、 此 兩 

いかどい ふ 

せに p する 

法に 關する 

力：；： ：！ 來 t 力 
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辰 を 季節に 應 する 月 

する 解 釋 を 下して 居 

VJ を 思 へ ば， 十 二 辰の 

十二の 中の 七つ を說 

より は遙か に 妥當で 

有無 

時代に 於け る 事情が 

三 三 〇 年 前後 に、 ァ レ 

者 を 結合 し、 此 時代に 

說を なす 人が あ り， 飯 

I； 識の 輸入 を 論じて 

方面に 於て 戰國 時代 

も 其 結果に よれば 曆 


な の で， 外 來 智識の 輸入な どを認 


の 名 VJ して 

る。 西洋の 

凡て を 後世 

明し 得た こ 

ある .yj  i5 じ 

よく 明かな 

キサ ンダ 1 

西洋 方面の 

島 氏の 如き 

Is らるゝ の 

の 事情が 如 

法に 關 する 

むべき 餘地 


說明を 試み， 十 二 

月の 名に も 現に 

の 今日より して 

ど は 過分 V」 い ふ 

て 居 る o 

ら ざるに is りこ 

の 東方 遠 征 ビ い 

文明が 大に 支那 

は外來 輸入 說の 

である が、 我 な は 

何樣 にあった か 

發達は 何れ の 


の 中の 七つ 


lis 

ベ 


々の 起源の 

明し # る こ 

く し 力 も 夢 


ず 

代 


れを 西洋 方面 

ふ歷 史上 の 大 

に 輸入され た 

主 もなる 證據 

上來の 研究に 

を ほ V 明かに 

方面 にても 極め 


て X  i 

のが 混 

は 到底 

に 於け 


見れば、 

件が あ 

ではな 

して 曆 

,5 て曆 

る こ VJ 

自然 的 


は 少しもない o 


a 暦法 十九 年の 章 法 は大體 

を A 早 首 VJ する 如き 閏 法で あつ 

法 どなり、 秦ニ 十六 年 以後 は歲 

は荞秋 後期より 前 四 四 三年 ま 

年 法 どなり 太初まで 繼續 して 

のみなら す 

十九 年 法 は 西洋 方面の メ 

七十 六 年 法 は 西洋 方面の 

b 交 蝕 春秋に も漢 初に も 割 

果、 蝕 の 週期に 關 する 智識が 發 

三 統 歷) に は 百 三十 五ケ 月の 蝕 

力，、 デ ャのサ " ス VJ して 早く 

は 全く 異なりた る 週期で あり. 

え て 居る の で， 此 事實は 明か に 


宣 公 十四 年 (前 

た が， 前 三 五 ！ 

終 閏の變 法 V」 

では^  w  W の 

居る。 閏法連 


-.」 つ 


力 

其 孰 

太初 


五 九 五) 頃 より 行 は れ、 始 め は 宣 公 十四 年 

年 以後 は 章 首 を 三年 早めた る殷 歷の閏 

なりて 太初に 及んで 居る。 連大 配お 法 

間隔 法で あ り、 前 四 四 三年 以後 は 七十 六 

大法 共に 其 發達は 極めて 自然 的で ある 


法 (前 四 三 

ポ ス 法 (前 

日蝕が 多 

るの は當 

期の こど 

知られて 

れも 正し 


二 年) に 

三 三 四 

か つ た 

然 の こ 

が 合 ま 

居った 

いので 


以前に は 束 西の 


比し 約 百 六十 年 も 早く， 

年) に 比し 約 百 十 年 程 早 い。 

ので、 か ゝ る 記錄を 研究した る 結 

どで ある。 太初 八十 一分 法 (卽ち 

れて 居る。 これ は 西洋 方面に て 

VJ いふ 二百 二十 三 ヶ月の 週期 ヾ」 

あ る が、 偶 別 々の 週期が 東西に 見 

間に替 法に 關する 重要なる 識 
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の 交換がなかった こど を 示す ものである。 若し 飯 島 氏の 說の 如くなら ば、 前 三 三 〇 

年頃に 一度 サ" スの 智識が 傳 へら れ (そ れ によ， 5 て 春秋の 日蝕の 日 取が 作製 され). や 

がて それが 傳統を 失して 完全に 忘れられ， 漠初 頃に 至， 5 てサ " ス V」 は 全く 異なりた 

る， し かも 稍 劣れる 蝕の 週期が、 更 に獨 立に 發 見され たもの V」 見なければ ならない こ 

どになる ので ある が. 斯 の 如き は あま b に 無理な 想定で 到底 承認し 難い。 

メト ン、 カリ ポ ス、 サ " ス等 重要なる 暦法の 智識に 就て は 輸入の 形跡に 少しも 認め 

難き 上に、 

C 紀年法 曆 法の 發 達に 伴な ひ 統一せ る紀年 法の 必要 を感 じ、 歲 星紀年 法に より 太 

歲紀年 法、 超 辰 紀年法 を經て 干支 紀年 法に 一 定す るに 至った こど、 

d 五 星 VJ 五行 說 歲星 VJ 同時に 五 星の 運動に 注意 し、 や がて 五行 說を 唱道す るに 至 

れ る こ ヾ」， 

e 星 經 五 星 (it 星) の 運動 を觀 測す るに め に は 恒星の 位置 を 精確に 測定す る こ どが 

必要な の で、 石 氏 星 經. 甘 氏 星 經等を 作製す るに 至れる こ ヾ」、 

f 干支 五行 說 五行 說 によりて 天地 間 一切の 現象 を說明 せんがた めに、 時 ご 方位 VJ 


に配當 せる 干支 こ 連合せ しめ て、 干 支 五行 說 なる も 

現象 を說 明す る科學 ごする に 至れる こど、 

以上の 如き 發逹の 徑路は 極めて 自然 的の 道程で 

ベ き 間隙 は 少しもない。 


古来の 研究 

本論 文の 關 する 範 園に 屬 する 硏究 は古來 甚だ 

硏究を 暦法 ど紀 年 V」 に 分けて 次に 揭げ る。 

A 曆法 

1 漢 代の 論曆 漢 代に 於け る黃 帝， 顓 琼、 夏， 殷， 周 

が これに 三 統歷を 加へ. て七曆 ど し、 乃 至 晋の杜 

て 十三 暦 V」 し、 其 得失 を 論じた の は、 畢 竟 是 等 の 

までの 或る時 代に 實 行され たる 暦法なる べし 

が、 一つ も 事 實に合 はない。 太初 以後に 實行さ 


あ る 


の を 作り 上け， これ を 以て 一 切の 

外來 智識の 影響 を 必要 どす 


多く はない。 私の 注意した 少數の 


.魯 等 六曆の 優劣 論 や， 漢 末の 宋仲子 

預が 更に 其 後の 若干の 暦法 を 加 へ 

中の 何れ か  > 太古 以来 太初に 至る 

ヾ 」 して 硏究 された ものな ので ある 

れた る 三 統歷等 を 別問題 V」 すれば， 


戰國秦 溪の曆 法  六 〇 五 
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是等は いづ れも 全くの 假想曆 法 で. 太 初 以前に 實 行され たもの は 一つ もない。 佴 

し顓 頊歷胶 歷の兩 者に 鬮 する 同名 異義 若く は 古法 變法 等の 複雜 なる 關 係に 就て 

は旣に 述べ た 如くで ある。 

2 劉義 S 宋) 漢 初長歷 

司 馬 光の 資治通 鑑目錄 に は 

臣聞古 之爲史 者。 必先正 其歷。 以铳萬 事。 故 謂 之 春秋。 故崇文 院桉討 劉義叟 

徧逋 前代 歷法。 起漢元 以來爲 長歷。 臣甞得 其 書。 今用義 叟氣朔 並閏。 及釆七 

政之變 著於史 者。 置 於 上方 云々 

ど いふ て， 其 年表 中漢 元年 以來に 就て は 劉 義叟の 長歷を 引用して 居る。 其 漢初長 

歷に 就て は 

逑初用 殷歷。 或 云用鼷 頊歷。 今兩存 之。 漢 襲秦。 以建 亥月 爲正。 今 所 記月數 

皆以 S 正 言 之。 後朔 與前朔 同日 則不 記。 改日乃 記 之。 後 倣 之。 

V」 いふて 居 り. 漢 元年 以来の 每月朔 の 干支 を 揭げて 居る が、 こ \ に殷 歷ど稱 せる も 

の は 其^ 閏法は 殷歷ど は 甚だしく 異なつ たもの であ \ 顓 頊 歷ど稱 せる もの は 後 


瀵 以後の 所 謂 顓 頊 歷 (佴 

日 干支 記 錄に杆 格す る 

3 姚文 田 (道 光) 漢初 年月 

所謂 顓頊 歷に鄧 平の 所 

歷法は 太初 改暦の 際に 

な の で， それ が 太初 以前 

出來な い。 從 つて 此長 

た U. かくして 推步せ る 

ある こど は旣に 述べ た 

月： n 表に 載せた る推步 

に 亘 り， 全 く 不注意なる 

VJ である o 

^鄒漢 劭 (咸 豐) 顓 頊歷玫 

姚文 田の 陽歷法 顓頊歷 


し歲終 

所 頗る 

日 表 

謂陽歷 

ず 力 

の曆に 

歷は理 

長歷は 

如くで 

は、 景 帝 

錯誤 を 


閏に變 じお る も の) で あ る が、 双 方の 曆 共に 漢 初の 屛 

多 い。 


案 を 加味して 瀵初 

提出した 妥協案で 

用 ひられて 居った 

論 上 は 承認す る こ 

偶然に も 甚だよ く 

ある。 不幸に して 

四 年 (前 一 五 三) 頃 よ 

重 ね、 甚 だしく 混亂 


長歷を 作製して 居る。 しかし 陽 

ある こ V」 は律歷 志に 明記す る 所 

ビぃ ふこ V」 は 到底 認 むる こ VJ が 

VJ の出來 ない ものな ので あるが， 

漢 初の 暦日 干支に 適合す る箬で 

邃雅堂 學古錄 に收錄 せる 漢 初年 

り 元 鼎 四 年 (前 一 一 三) 頃 ま での 問 

を 極めて^る の は 惜しむ ベ きこ 


は藓 首の 歳に 於て、 前年 十 


1 月 及び 正月 を 連 大の月 VJ せる 


戰國秦 溪の曆 法  六 〇 七 


束^ 天文 學史 研究 

ものに. ra 當 して 居る ので ある が、 鄒 漢 勛の顓 

述大 V」 して 居る の で、 姚 文 田の 顓琼歴 に 比し 

ものに なって 居る。 斯の 如き もの は 決して 

は姚文 田の 長歷 ど 同樣 である 上に、 二 ヶ月 連 

及 び 文 帝 後 六 年 四月の 曆日 干支 記 錄に適 

汪曰楨 (同 治) 歷代長 術輯耍 

上 は 周の 共和より 下 は 明 末に 至る まで 約 二 

步し たもので ある が、 漢 初の 歷に 就て は、 通鑑 

僅 に 1 一、 三 の 修正 を 加へ た， たけの 殷 歷ご顓 頊 

:iu に 齒 合せざる こ VJ は 2  ./J 同樣 である。 

飼 敬 所 (天 保) 漢初畏 歷 

秦 二世 元年より 太初 元年 ま で、 每 年歲首 十月 朔 

も顓^ 媵 にも 合 は す， 如 何なる 曆 法に 依った も 

記 銥には 適合せ ざる ものが 頗る 多い。 
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五 百年 間 

錄 にある 
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六 〇 八 

て 前 年 十， 十 一 兩 

に 二 ヶ月 程 早め 
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ムー」 
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步し 
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でない 

高 帝 六 


の 干支 

によ， 9 

て漢初 


る が、 殷 

の 替 日 


月 を 

た る 

一 J  VJ 

年 正 


を 推 

ジ- 事 


歷 に 

干支 


B 紀年 

戰國 時代の 紀 年に 就て は、 史 記六國 表に 

泰旣 得意。 燒 天下 詩 書。 諸侯 史記 尤甚。 爲其有 所 刺 譏 也。 詩 書 所以 復 見者。 

多藏 人家。 而史記 獨藏周 室。 以 故滅。 惜哉惜 哉。 獨有秦 記。 又！^ 載 日月。 其 

文 略 不具 中略。 余 於 4- 因 秦記踵 春秋 之 後。 起 周 元 王。 表六國 時事。 訖 二世 凡 

二百 七十. 年。 著 諸 所 聞 興壤之 端。 後 有 君子 以覽 觀焉。 

ど いふて 居 り、 太 史公當 時に 旣に 確かなる 史料 少な く、 僅 か，. に殘存 せる 秦 記に^ 據す 

るよ b 外に 方法が なか つたので あらう が、 其秦 記なる もの は 日月 を 載せ す、 又 記錄も 

不充分であった もの ど 見える。 史記始 皇本紀 の 末 段に 秦襄公 以下 歷 代の 年 數を記 

せる ものが 繰 返 へ して あり， これに 對 して 索 隱は 

此已下 重 序列 秦之 先君 立 年 及 葬處。 皆 當據秦 記 爲說。 與 正史 小 有 不同 云々 

ど いふて 居る が、 思 ふに 此 部分が 所謂 秦 記の 原形に 近い もので あらう か。 史 記六國 

表 は 此 部分 の紀年 V」 よく 一  致して 居る が、 秦本紀 の紀年 はこれ V- は 少しく 出入が あ 

る o 
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朿洋 天文 學 史硏究  六 1 〇 


晋の 太廒年 問に 汲冡 より 出で た 

記な ので， 若し これが 完 全に 傅って 

料で あるべき 箬 である が、 不 幸に し 

た る 今 本 竹 書紀年 は、 不 純なる もの 

諸 書に 引用され たる も の、 例 へば 後 

引用され たる もの 等に よ り、 原 本 竹 

ない。 甚だしく 不完全で ある こ W 

欺く して 今日よ， CV して 見れば、 戰 

a 史記 六國表 及び 周， 秦、 始 皇本紀 

b 竹書紀 年の 斷片的 遺文 

C 孟 子、 戰 國策 等の 戰國 時代の 書 

の三秫 なので ある が、 竹 書紀年 は斷 

の で， 大 體に 於て 太史 公の 整理した 


る竹搴 紀年は 魏の襄 王 

居れば、 戰國 時代の 紀年 

てこれ は宋代 に 散逸し、 其 

が 多く 混入して 居る ので、 一 

魏の酈 道元の 水經 注， 唐 の 

書紀 年に ありし 記事の 

は 止む を 得ない。 

國 時代の 紀 年に 關 して 我々 の 有する 根本 史料 は 

，諸侯 世 家 


十 年に 終る 魏の 國の史 

關 して 頗る 有力なる 史 

後明 代に 輯 めて 再現し 

、我々 は 古本の 散逸 前に 

司 馬 負の 史 記索隱 等に 

部 を 彷彿す る より 外 は 


片 的で あり、 孟子 や 戰國策 

る 史記六 國表を 基礎 どし- 


戰國 策^の 記^に よりて 明かに 誤謬 VJ 認 むべき 諸 點に對 す 


に は 年月の 記載がない 

これに 竹 書 紀年ゃ 孟子 

る 隆正を 加 ふる ど いふ 


方針に よるより 外 はない。 し 

其 何れ に 重き を 置く か、 如 何 樣 

むる かによ， 9 て、 其 結果に 若干 

周秦の 王公 歷 代に 就て は， 竹 

記を改 むべ き 程 有力なる もの 

る ど 思 はれる。 なほ 一般 に、 竹 

く ある こビは 否む ベ からざる 

に 竹 書に よりて 史 記を改 むる 

就 て は、 孟 子 及び 戰國策 記載の 

史 記に 魏の惠 王、 襄 王、 哀 王 V- 

が至當 であらう^ いふ こど は 

は 聚訟紛 々歸 する 所 を 知らな 

るが、 これ は 林 春溥の 孟子 時事 

子の 遊歴 は先づ 梁に 行き 次で 


かも 是等 三種の 史料 

にして 如何なる 程度 

の 相違 を 生す る に 至 

書紀 年に  一、 ニ史記 VJ 

V」 は 思 はれない ので 

書紀 年に も 長き 傳來 

事實 なる が 故 に、 史記 

こ ^は 決して 正當で 

事 實を叁 照して 若干 

あるの は. 竹 書 紀 年に 

古 來殆- ど異說 がない 

い。 畢竟 a  b  C 三 種 

年表の 說の如 く、 齊王 

齊に 行きた る もの ど 


は必 すし も 互に 一 致しない ので， 

まで 是 等の 史料 を 互に 協調せ し 

る こ ど は 怪しむ に 足りない。 

一 致せざる ものが ある が、 然 し 史 

• 全然 六 國表 によるの が正當 であ 

の 間に 誤りた る ものが 相 應に多 

VJ 竹 書 ど 一 致せざる 場合に. 直ち 

はない が、 戰 國 時代の 中期 以後に 

の 判定 を 下す こどが 出來 る。 

よ 、惠 王， 惠 王 後 元、 襄 王 ど 改 むの 

が、 齊 の 威、 宣、 潜 三 王の 年代に 就て 

の 材料の 處理 如何によ るので あ 

の 年代 は 竹 書に 依る こ ビ 、 し、 孟 

する のが 穩當 である 様に 思 はれ 
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柬^: 天文^- 史 研究 

る。 別 圖に齊 王の 年代に 關 する 種々 の 異說を 表示す る 

古来の 研究の 主なる もの 

^司^ 遷 (漢) 史 記六國 表。 周、 秦、 始 皇本紀 C 諸侯 世 家 

门司^ 光 (宋) 通鑑 目錄。 通鑑。 稽古 錄 

3 胡 宏 (宋) 皇 王大紀 

4 呂祖 謙 (宋) 大事 記。 大事 記 解題 

5 程復 心 (元) 孟子 年譜 

G 哚士 元 (明) 孟子 雜記 

7 馬驄 (順 治) 繹史 

3  0  -扞 熙) 孟子 生卒 年月 考 

9 周廣業 (乾 隆) 孟子 四考 

W 崔述 (乾 降) 孟子 事實錄 (考 信錄) 

n 張宗泰 (乾 ほ 孟子 七 篇諸國 年表 

^ ^ お (お g 孟子 遊歷考 
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2 林^  戰國紀 年 S 慶) 

孟子 時事 年 表 (道 光) 

:r 黄 式 三 (道 光) 周 季編略 

：5 狄子奇 (道 光) 孟子 編 年 

S 國^ i  %■ 

史 記六國 表の 全體を 研究の 對象^ し， 竹 

年代 を 講究す る こど は 頗る 興眛 ある 問題 

ゝ し、 こ ゝには 本論 文に 必要なる 程度に 於 

係の 部分 は 林 春溥の 孟子 時事 年表に より 

王の 年代に 就て は 二、 三 の 異說が あるが 王 

を 以て 正し V- すべきで あらう ど 思 ふ。 な 

三年の 誤、 又 十 年 烈王崩 V」 ある は 七 年の 誤 

る o 

域 國秦漢 の 暦法 


書 紀年其 他の 史料 を參 照して 各國 王公の 

であるが、 これ は 他日の 硏究を 期す る こ ヾ」 

て. 周 秦 王公の 年代 は六國 表に よ り、 孟 子 關 

て 記す こど、 する。 六國 表の 始め 敬 王 元 

鳴 盛の 十七 史商榷 に 論せ るが 如く 六 国表 

ほ 周 本紀に 四十 二 年 敬 王 崩.、」 ある は 四十 

V」 見て 六國ま に 合致せ し め る こ ビ ゝ す 

六 一 三 


^诈 天文 學史 研究  六 一四 

戰國 時代に 於け る 日蝕の 記錄は 次の 如くで ある。 

^'厲 共 公三 十四 年。 日蝕。 畫晦星 見 六 K 表、 秦本 a 

^跺公 八 年。 六月 雨 雪。 日月 蝕 六國表 

3 簡公五 年。 日蝕 六 S 表 

4 惠 公三 年。 日蝕 六國表 

^'献 公三 年。 日餽査 晦六國 表 

6 献公十 年。 n: 蝕 六 S 表 

7 献公 十六 年。 日蝕 六國表 

8 昭袈王 六 年。 U 蝕畫 晦六國 表、 秦本紀 

9 莊襄王 二 年。 日蝕 六 M 表 

莊襄王 三年。 四月 HI 食秦 本紀 

いづれ も 日月 を 載せざる 秦 記の 記錄に 基き たる もの が、 單 に-某 年に 日蝕が あった ど 

いふ だけ で、 月 H の 記録がない の は. 春 秋の 日蝕 記錄 V」 對 照して 著しき 相 逢 で あ る。 

今 ォッボ ルツ ェ ルの n 傲 表に よ b て-記 錄 に相應 する V」 思 はる ゝ 日蝕の 時日 を 記せ 


ば (up 曰 は 現行 グ レゴ 1 リ曆 にて 溯りた る ものに て) 次 の 如くで ある。 

1 前 四 四 二 年 三月 六日  一年 違 ひ 

3 前 四 〇 九 年 五月 二十 七日 一年 違 ひ 

5 前 三 八 二 年 六月 二十 八日 年 適合す 

7 前 三 六 九 年 四月 六日  年 適合す 

8 前 三 〇〇 年 七月 二十 二日  一年 違 ひ 

9 前 二 四 八 年 四月 二十日  年 適合す 

138 の 三つ は 記錄ど 事實ど 一 年 違 ひに なって 居る が これ は周秦 王公の 年代が 一 

年 違 ひに なって 居る ため か. 又 は 記録が 一 年 達 ひの 年に 紛れ込んだ ため か、 判 別す る 

こ VJ は出來 ない。 

, 戰 國秦漢 の長歷  -A 

上 來硏究 せる 所に より て、 上 は 春秋に 接し 下 は 太初に 至る まで の 戰阈秦 漢時代に 

於け る曆 法の 進 轉發達 は ほ  > 明瞭に する こ ど を 得た ど 思 はれる ので， これ に 基い て 
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漠 初の 朔晦 干支 記錄は 凡て 月朔 干支に 改め 

する こど、 する。 全部 適合して 居る。 

戰國 より 秦 までの 期間に 於て 曆日 干支の 記 

今 其 等 を 一 纏めに して 摘記 し、 作 製せ る長歴 

次の 如くで ある C 

桊献公 四 年 正月 庚 良 W ) 秦本 a 

魏惠成 王 九 (六) 年 四月 甲 寅^ ) 竹 書耙年 

秦惠文 君 十三 年 四月 戊 午 (お) 秦本紀 

秦孝文 王 元年 十月 巳 亥お )、 辛 丑(ぉ ) 同 右 

秦莊襄 王 三年 五月 丙午 (S ば 表に よ リ改む 

秦始皇 四 年 十月 庚 寅お) 始 皇本紀 

同 九 年 四月 己 酉 (が) 同 右 

同 三十 七 年 十月 癸丑^) 同 右 

同  七月 丙 寅 j ). 始 皇 崩 同 右 

國秦汊 の 暦法 


て 整理した もの を い を附 して 記入 

錄 されて ある もの は 甚だ 少ない が- 

に よく  適  <h  する や 否や を敉 すれば 


年 正月 S 朔 適合 


年 四月 7 
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五 〇 年 十月お 朔 適合 

四 七 年 五月 S 朔 適合 

四 三年 十月 朔 適合 

三 八 年 四月お 朔 適合 

一 〇 年 十月 ^ 朔 適合 

七 朔 X 

六 1 七 
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同 三年 八月 己 亥 (が) 始 皇本紀 

高祖 五 年- 一 (正) 月 甲 午お ) 顏 ね 帳 Ms 

註 W 前 三 五 一 年までに 殷歷 古法 閏， 前 三 

家柒解 引、 九 年に て 適合す。 水經注 

^'喪 を秘 したる がた めに 月 を 誤記せ 
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程に あ り、 閏 月 挿入 法 V」 連大配 S 法 
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以後に 殷歷第 一 變 法で あり、 始皇 二十 六 年 以後 は 第二 變 法で 太初に 及んで 居る。 

^'唐 書に 見 ゆる 如き 所謂 顓頊歷 は 太初 以前に は實 行され たこ どのな いのは 勿 論、 論 

議 された こ VJ もない。 

三 正論 は戰國 時代の 半ば過ぎ に， 周 正 を 夏 正に 變 する 際；； 唱 へ られ たもの らしい 

干支の 起源 は戰國 時代に はない。 

曆 法に 關 して 外 來の 智識が 戰國 時代に 輸入され た 形跡 はない。 
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い 722  -1 47!  一  B.C. 春秋 時代の 長歷は  「寿 秋 長 歷に 

o  li 一つ 5  Bh. 戰國秦 漢時代の 長歷は  本論 文に 

敉 K 桊^ の-勝 法  六； ノー 
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干支の 起^に 關 する 私の 考を 述べよう ど 思 ふ。 第一 說に 

する 甚 である o 


顓 頊 曆 

顓頊暦 は 四 分 暦法の 一 種 で， 太 初 改 曆 (西 紀 

れた曆 で ある (大正 九 年藝文 所載 拙 稿 S 代 に 
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十  九  年  を  一 章 どし 其 間に 七 閏月 を 置く こど 

度 同じ 關係 にも どるので ある が、 日 の 端數を 
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都 千 五 百 二十 年 を 一 紀ど すれば、 一 紀の 後に 

ど、 な り、 三 紀 四千 五 百 六十 年 を 一 元 ど すれ 

支に なり、 歲名 VJ 季節 ど 朔ど朔 の 干支 ど 時刻 

する IP 法で ある。 
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顕项暦 はか 、 る 四 分 曆法を 用 ひたる 上 に、 其 元始 標準の 歲 どして は， 西 紀 前 三 六 六 

年 又は それより 四 五六 〇 年 前なる 西紀 前 四 九 二 六 年 を 採用した る 暦法で ある。 卽 

ち是 等の 歲に は， 孟 春の 月の 朔が 丁度 甲 寅の 日 で、 其 日の 明け方が 丁度 立春の 節に 當 

つて 居った ビ いふの で. 是 等の 歲を曆 元 vj し、 甲 寅の 歲 V」 稱へ 始めた ものである。 

-1 頊 解が 何時頃 制定され たもので あるか どい ふこ どに 就て は 確かなる 論 斷を下 

し 得べ き 程の 材料がない が， 第 一 に は 、この 暦法の 制定され た 時期 は、 寿 秋 後期から 戰 

同 初期に 行 はれた 所謂 周 正が 再び 二 ヶ月 程 還元して、 夏 正が 用 ひらる、 核に なった 

き 期 ど大體 一 致しなければ ならぬ であらう どい ふこ^-。 第二に は、 漢 初に 於け る = 

蝕が 多く 晦 にある の は、 暦 法 制定 後 若干の 年代 を經 たがために， 曆 面の 合 朔ど實 際の 
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ざ 見做し て、 溯 つ て曆法 制定の 時 

顓頊曆 を 以て 大體 戰國 時代の 半 

したい w 思 ふ (前記 藝文 所載 拙稿 

居 る)。 

際の 朔且 冬至 ど 適合せ る 年代 を 

間にある どなし (東洋 學報第 十 一 

響 V」 儒敎經 典の 完成^ 中 「古 曆 の 

間の 適合の 事實を 認め て、 そ れ よ 

て 居らる ゝ が， 同 氏 は こ の 合不合 

て、 同氏が 顓頊曆 ど 同じ 曆元を 有 

られ る。 しかも 領頊曆 ざ殷替 ヾ」 


力 


同一 の 暦 元 を^して 居る ビぃ ふこ 


ビ は、 五 ケ條の 理由 を揭 げて證 明せ んビ 試みて 

居らる、 にも 拘ら す、 明 か に事實 に反して 居る こ どで、 單に飯 島 氏の 想像 說 である ビ 

いふに 過ぎない。 從 つて 同氏の 作製され た合不 合の 比較 表 (第 四 表) は 全く 架. S の も 


の で， 顓琅 

西紀 前 三 

の曆元 を 

ば、 この 曆 

朔 V」 冬 至 

較 を 試 み 

矛 看す る 

この 方法 


曆の 制定 年代 を 論す る 材料 

六 六 年の 正月 甲 寅朔晨 立春 

算出した る朔且 冬至の 觀測 


元よ 

ど の 

れ ば 

こ ヾ」 


顓頊曆 

る の で. 歲 

ものに 揃 

あるから 


の 曆 

月 日 

つ て 

、冊 4 

一； 16 タ. 


り 月朔 にて は 

日時 を 求めな 

適合の 時代 は 

、なる。 私 は 

餘， o 多くの 價 


五十 一 ケ 

ければ な 

飯 島 氏の 

當 時の 季 

谊を 置く 


S 干 支 


元なる 西紀 前 

時 及び 季節が 

居る。 この 內 

ど しても、 殘， o 


三 六 六 年 

凡て 甲 又 

甲寅歲 ビ 


ふ 15 


なし 得べき もので はない。 顓頊曆 は 明かに 

以て 曆元 どして 居る ものなる が 故に、 若し こ 

還元して 實 際の 天象 VJ 比較 せん VJ するなら 

季節に て は 四 年 八 分の 一 だけ 逆 もどりして 

ぬ 箸で ある。 假 にかくして 飯 島 氏 V」 同じ 比 

定ょ ，5 も 百年 も 新ら し く、 同 氏の 他の 論點 VJ 

測定法の 粗雜 なるこ ^を 顧み て、 適 不適 ど も 

きもので はない -yj 田 5 ふ o 


は、 甲 寅 歲、 孟 春 

寅 で、 五 行說 でい 

ふの は此 歲を始 


の 甲 寅朔晨 立春が 丁度 揃 ふ 


干支 五行 說と ss^ 曆 


甲 寅 朔晨が 立春に 當っ て 居 

へば 發 生の 德を具 へて 居る 

め VJ して さう 命名した ので 

ヾ J いふ こ VJ は、 甚. た 稀れ な こ 

六 二 五 
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VJ で. 假 に 一度 さ， つ-いふ 

は 千 五 百 二十 年の 後で 

年に あつたの は 不可 思 

ば. 斯 の 如き こ V」 は 偶然 

す やさうな る隨に 作つ 

たの を捉へ て、 其 曰 を 甲 

らぬ。 つまり 干支に て 

定 ご 同時に 始まつ たも 

ふので ある。 

これ は實 に大膽 なる 

難き 說 である。 

第一 に， 當 時の 季節 測 

むる ので. 斯の 如き 方法 

で は. 立 0 を 標準 どし て 


具合よ きこ どが あった ビ して も、 そ れ が 

ある V」 いふ 程 稀 有の こどで ある。 それ 

議 である V」 の 疑が 钣島 氏の 問題で ある 

にして は餘 りょく 適合し 過ぎる。 殆ど 

たもので なければ ならぬ。 丁度 其 頃に 

^ ど稱 へ始 め、 其 年 を 甲寅歲 V」 稱へ 始め 

日を紀 する こ V」 も、 干 支に て 年を紀 する 

の で、 其 れ より 以前にはなかった もので 


六 二 六 

再び 循環して 來 るの 

が 偶々 西紀 前 三 六 六 

0 同氏の 見解に よれ 

有り得ない こ V」 で， 必 

偶々 朔晨 立春の あつ 

たもので なければ な 

こ ども、 こ の 顓頊曆 制 

なければ ならぬ V」 い 


論 斷 である が、 少 しく 當 時の 事情 を 明かに すれば 到底 承認し 


定 法 

で よ 

0 る 


は 土 

季 節 

-」 も 


圭 

拘 


影の 長さの 最大なる 時期 を 以て 冬至の 節ど定 

速 二、 三日 位の 差 は 到底 免れ 難い。 殊に 顓頊曆 

ら す、 土 走の 影に て 冬 至を定 め、 そ れ より 一年の 


八 分の 一なる 

の 八 分の 一よ 

始めから 問題 

の 干支が あつ 

す こ V」 はさし 

日 を 丁度 立 寿 

を 作らん がた 

實 例が あるの 

-yj よく 適合す 

論より 證據. 

陰陽 曆對照 表 

で な い )o 


四十 六日 

,5  is 短く 

どして 居 

たどして 

て 難事で 

に當る VJ 

め に、 季節 

で、 少しも 

る- yj して 

戰國 時代 


後の 日 

四 四. 二 

ら ぬ- y」 

も， 甲 寅 

はない 

認めた 

を 進退 

不 思 議 

も， そ れ 


を 立春 VJ し 

日で ある ベ 

い ふても よ 

の 日が 孟春 

. 然る 後に 

VJ しても 少 

せしめた こ 

VJ する に 足 

は 偶然の こ 


て 居る 程な の で (冬至 

き箬 であ る) 季節 に 關 

い 程で ある。 從 つて 

の 月の 朔で 立春の 節 

立春の 節 を 二， 三日 進 

しも 不都合で はない 

ど は、 太初 曆 及び 後 漢 

らぬ。 顓頊曆 の 場合 

VJ で 重き を 置 く 程の 


-.6  b 立春まで は 一 年 


の 間 で、 孟 春の 月 朔が甲 寅の 前後 で、 季 節 


によりて 摘記して 見れば 次 


の 如くで あろ (精確な 


して は 

替 法制 

に 近き 

退せ し 

ので あ 

四分曆 

に曆元 

こどで 

の 立春 

る 計算 


一 一、 三 日の 差 は 

定 以前より 日 

もの を 捜し出 

め て、 甲 寅朔 の 

る。 かく 曆元 

の 場合に 現に 

の 季節が 實際 

はない。 

に 近き もの を 

は 此 "3 合 必 要 


干支 五行 說と 顗琅曆 


六 二 七 


年 代 

xS. し. 

TP  ra  vgn 

zn  士 
干 3c 

mite 

2P8 

己 酉 

CO 

3dd 

廣戌 

412 

辛亥 

II— 2 

252 

乇子 

—し J 

II— 4 

309 

举孙 

II— 4 

366 

甲 寅 

II— 4 

プ r7rt 

乙 卯 

II— 4 

320 

丙 辰 

II— 4 

37  丁 

丁 巳 

II— 5 

434 

戊 午 

II— 5 

491 

己 未 

II— 5 
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若し 假に 顓頊胩 制定 以前から 存在せ る 日の 干支の 數 へ 方が 現行の も 

れて 居る ものであった V」 すれ ば、 三 六 六 を曆元 どす る 代，^ に 三 〇 九 か 若 

を 取れば よい こ V」 ゝな り， 若 し 二日の 差が あった V」 すれば. 二 五 二 か 若く 

取れば よい V」 いふ 風で あつ て、 如 何なる 干支の 數 へ 方が 以前から 存在し 

し て も. 揃 つ た 曆元を 作製す る こ ビ に は 少しの 差 支 を も 感じない。 

なほ 現 實の例 VJ して は、 太 初 磨、 殷 曆等皆 何れも 揃つ た 甲子 朔且 冬至の 曆元を 有し 

て 居る の で、 龋 頊曆の 甲 寅： U けが 特別 取扱 を 受ける 理由 はない。 


の VJ 一日す 

く は 四 二三 

は 三 二 〇 を 

て 居った ヾ」 


^二に は、 顓 頊 制定の 際に は、 孟 春 寅の 月を歲 首にした の で. 從 て 日の 方も& •  朔 

に當る もの を 撰んで 曆 元に 取った ので あらう が、 必 すし も 徹底的 に 五行 思想 を當嵌 

めて 甲 寅 歲、 寅 甲 寅 の 日、 寅 の 刻 V」 完全に 揃へ たもので はないで あらう ど 思 ふ。 少 

く  VJ も 西紀 前 三 六 六 年 を 甲寅歲 ど 稱 ふる 如き 顓頊曆 紀年法 は 顓頊曆 制定 後 百數十 

年後に 始めて 顓頊 曆に附 加せられ たもので ある ど 思 ふ。 

顓頊^ 紀年法 は 現行 干支 紀年法 ど は 一 年の 差 ある 干支 紀年 法で、 これが 漢 初に 川 

ひられて 居った こど は、 淮南 子， 鷉 鳥 賦. 及 び 律歷志 等に よりて 疑 もない こどで あるが- 

然し 秦の 時代に はこの 顓頊曆 紀年法 どに なほ 一 年す れ， 現 行 干支 紀年法 ど は 二 年の 

差 ありて、 西紀 前 三 六 六 年 を丑歲 V」 數 ふる 紀年 法が 行 はれて 居つ たこ^ は 否む ベ か 

らざ る事實 である。 それ は呂氏 春秋 序意篇 に、 

維秦八 年。 歳 在 裙灘。 秋 甲子 朔。 

ど ある こ VJ で、 秦八 年 (西 紀前 二三 九 年) は 現行 干支 紀年 法で は 壬 戌 で、 顓 頊暦紀 年 法で 

は 辛 酉に 當る ベ きの を、 呂 氏 春秋で は 申 (^5 灘) の 歲 V」 いふて 居る ので ある。 秋 甲子 i 

ヾ J いふ こ VJ によりて 推算して 見れ ば、 秦 八 年 V」 いふ 數字 に傳寫 の 誤 はない こど は 確 
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かで ある。 飯 島 氏 は 

る 、 が， 如 何に して^ 

に 想像 を 加 へ たもの 

史記呂 不韋傳 に， 

號曰呂 氏 春秋。 

予千 余：。 

ヾ」 いふて 居る 程 に、 早 

の改笾 など は 想像し 

こ の 呂氏 春秋の 紀 

絡し、 西紀 三 六 五 年 を 

千 支紀年 法の 先驅を 

紀年 古法が、^ な 顓頊 

る どい ふこ- y」 は實に 

この^ 實は 干支 紀 


究  六 三 〇 


^灘 なる 歲 名が 後からの 


灘に 改めた かヾ J 

で、 到底 旣存 文字 


1, ふ手續 

を 抹殺す 


改作 

に 就 

程 


る 


に な 

て の 

の 力 


る ものなら 

同氏の 說明 

はない。 な 


んビ疑 ふ 

は 甚だし 

ほ是 等の 


布咸陽 市門。 懸 千金 其 上。 延 諸侯 遊士 賓客。 有能 增損 


くから 多くの 人の 目に 觸れて 

得られぬ 程に 確かな もの VJ い 

年 法 は、 私が 太 歲紀年 古法 V」 稱 

0 提 格 (寅) 歲 ど數へ 始めた る紀 

なして る ものである。 領頌 

曆 採用の 當事者 呂不韋 の 編 墓 

興味 ある 事實ど いはな けれ 

年 法の 發達 を硏究 する に當 


ダ ひ 


居 つ 

は な 

ふ る 

年 法 

曆紀 

せ る 

な ら 


たもので あ 

ければ なら 

も の で、 左傳 

で あ り、 顓頊 

年 法 V」 は 一 

呂氏 春秋 中 

ぬ o 


らう 力ら 

ぬ o 

の 歳星 記 

曆紀年 法 

年の 差 あ 

に 採用 さ 


て 居ら 

く 想像 

文字 は、 

一 字 者。 

後 か ら 

事 V」 聯 

や 現行 

る この 

れて居 


りて 有力なる 史料 V」 なる ベ きもの 


である。 淮南 子の 中 に、 紀 年 法を附 加せ ざる 顓 頊 暦 V」、 紀 年 法を附 加した る 顓頊暦 ど 

兩 様採錄 して ある こ、/」、 相照應 して， 顓頊 曆紀年 法なる もの は、 顓 頊曆 制定 後 fH 數十 

年 を 經て漢 初に 至 h- て 始めて 附 加され たもので ある こ ど を 有力に 物語つ て 居る。 

紀年 法が 後から 附 加され たど いふこ^ は、 太初 曆の 場合 に 類似した 實 例が ある。 

鄧 平の 作った 八十 一分 法 は、 太 初 元年から 採用され 實 行百餘 年を經 たる 後に、 劉 飲に 

よりて 超 辰 的紀年 法が 附 加され て 三 統曆^ なった もの で、 比較 参考す ベ き 適例で あ 

る o 

第三に は. 一 晝夜を 十二に 分けて 十二支に 配當 したの は 何時 代から 始まった か、 な 

ほ 研究 を 要する 問題で ある。 この こど は 日知錄 の f 古 無 一 日分爲 十二 時」 の 項 ゃ陔餘 

叢 考のニ 日 十二時 始於 漢 j の 項に も 論じて ある が- 史 記 歷 書 に， 

雞 三號卒 明。 撫 十二 節卒于 a。 

ど あ り、 漢 書 五行 志 や 箕奉傳 に は 時に 十二支 を配當 した ものが 見えて 居る ので、 少く 

ども 前漢の 半ばから あった こ V」 は 疑 ふ ベ くもない が、 少しく 溯りて 淮南 子に は、 

晨 明. 脚 明， 且 g、^ 食， 晏 食、 隅 中、 正 中、 小 還、 铺 時、 大 還， 高 卷， 下 春， 縣 革、 黄 昏、 定 ^ 
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の 十五に 分つ こ VJ が 見 え， 左 傳 に は， 

昭公 元年 君子 有 四時。 朝以聽 政。 晝以 訪問。 夕以脩 令。 夜以 安身。 

昭公五 年。 日之數 十。 故 有 十 時。 亦當十 位。 

VJ あ つ て、 四 又は 十に 分つ こどが 見えて 居 り、 十 二に 分つ こ V」 は史記 以前の ものに は 

所見がない。 钣島 氏が 引用され た ー畫夜 十二分 の名稱 は、 左傳昭 公 五 年の 十 時に 對 

する 杜預の 註で ある。 これ を以 て 淮南 子の 十五 を 飛び越して 戰國 時代の こど を 論 

する 材料 VJ する こ VJ は出來 ない。 思 ふに 一 晝夜を 十二に 分つ こ VJ は漢 初に 至って 

始まった もので あらう。 兎に角 顓頊曆 制定の 時代に ー晝 夜に 對 する 干支 や 五行の 

配當 があった V」 いふ こご は 認め難い。 

第 四に は， 若 し 飯 島 氏の 說の 如くに、 干支 は 顓頊曆 制定の 際 に、 五 行の 理 によ， 5 て 天 

地の 開闢 を歲 H: 日時 凡て 甲 寅 V」 する 如くに 作った ものなら ば、 發 生の 德を具 ふる 甲 

が 十干の 始めで ある 如 く、 同 樣に發 生の 德を具 ふる 寅が 十二支の 起 首に 數 へ られな 

ければ ならぬ 箬 であらう が， 古 往今來 十二支 は 常に 子 を 以て 始まって 居る の は 何故 

であらう か。 若し 又 何等か 寅より 子に 溯る 理由 あ bvj すれ ば. 同 樣に 十干の 方 も 甲 


の R りに 癸 若く は 壬より 數 へ 始めた ものが あつ て も 然る ベ きの に， 少 しも 其 形跡 は 

な い。 

關係は 甚だ 與眛 ある 問題で ある。 こ 

て輕々 しく 片附け 去る ベ きもので は 

三 正論の 眞相を 明かに して 後に 始め 

よ り て、 五 行說の 起原 ビ三 正論 V」 の 因 


一 |S  HJ  V」 ^  VJ 

いた 附會說 によ 

時代に 行 はれた 

この 方面の 硏究 

る vj 田-3 ふ o 

以上 四 ケ條の 

定ど 干支の 起原 

で、 歲 月 曰 時に 徹 

追 

顓頊歷 の 如 


の 


る 


れは漢 代 以後 

ない。 必すゃ 

て 解き 得べ き 

緣を 追跡し 得 


の 五行 說に基 

春秋 乃至 戰國 

問 題 で、 し か も 

べき もので あ 


理由に よりて 飯 島 氏の 說を 

ビは關 係がない。 又 其當時 

底 的に 甲 寅 を 揃 へ たもので 

記 (昭和 三年 五月) 

何なる ものなる かに 就て は 


駁 したので 

は 五行 說も 

もない VJ 田ぬ 

最近の 硏究 

0 本書 採錄 


あ る が、 要 す る 

まだ 成立の 初 

ふ o 

によ， CN て 之 を 

第 八 载戰 國 秦 


に、 顓頊曆 の 制 

期であった の 


ので、 本論 文中 改 むべ き點が 少なくない 

千 支 五行 說と 顗頊曆  六 一一 一三 


明か にし 得た 

漢の曆 法 5 照 ( 
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五行 說の 起原  . ir 

五行 說の 起原 を 論す る に は 先づ、 

二) 人生に 必须 なる 五つの 要素 どい ふ 意味に ての 五行 ビ 

(二) 天地 間 一 切の 現象 を說 明す る 根本原理^ しての 五行 說 どを區 別し なければ な 

ら ぬ。 二) の 方 は 早くから あっても (二) の 方 は それほど 古く はないで あらう。 なほ (二) 

五行 說の 著しき 應 用の 例 ビ して， 

(ィ) 干 支に 應用 せる 干支 五行 說 

(") 帝王の 相承に 對 する 五 德 終始の 說 

の^^ は 特に 吟昧 して 見る 必要が あるで あらう。 又 五行に よる 說明法 どして は、 

(い) 五行 相勝說 I 水火 金 木 土 

(ろ) 五 行 相生說 II 木 火 土 金 水 

(は) 五 行 生數說 I 水火 木金土 

の  一二つ が ある。 


な ほ 古典 の 中から 五行 說の存 

ならぬ こ VJ は、 必 すし も 五行 說に 

に 五つ の 品目 を列舉 した 

ベ きものが ある こ VJ であ 

に、 單 に 擬似 五行なる か、 又 

か、 容易 に 判斷し 難い こど 

して 居る こど は、 卽 ち 多く 

で、 其 時代が 五行 說の 初期 


(三) 單 

V」 M る 

の 場合 

のなる 

く 存在 

居る の 

思 ふ。 

尙書 

除く)。 

(1) 甘 

(2) 洪 


否を撿 出せん ビ 

關係 なく、 

る もの 

る。 かゝる もの 

は 五行 說に 基き 

が 屡 ある。 又大 

の もの を 形の 上 

時代 か， 又は 先驅 


する に當， 5 て， 特 に 注意し なければ 


を假に 

五行の 

體ょ, hN 

にて 五 

時代で 


擬似 五行 

性質 を 配 

していへ 

つの 品目 

ある VJ 


ど稱 へよう。 多く 

當 して 作りた る も 

ば、 擬似 五行 の數多 

に^ へ よう VJ  . (レて 

る こ VJ が 出來 るぐ」 


の 中から 五行 說に關 係 ある もの を 摘記 すれば 次の 如くで あ る (偽 古文 尙書を 


誓  有 II 氏。 或 

範 箕子乃 言 曰 

九 疇。 彝倫 攸毂。 

千 支 五行 說と 顓琅曆 


侮 五行。 怠棄三 正。 

0 我 聞 在 昔。 鯀 ！j 洪水。 泪陳 

鯀則殘 死。 禹乃嗣 興。 天 乃^ 


其 五行。 帝 乃 震 怒。 不畀洪 

禹洪範 九 疇。 彝倫攸 叙。 初 

六 三 五 
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一 曰 五行。 次 二 曰 敬 用 

五 曰 土。 水 曰 潤 下。 火 

炎上 作 苦。 曲直 作 酸。 

(i ぉ陶謨 (撫于 五 辰。 庶 

(4) 禹貢 四海 會同。 六 

(5) 呂刑 五 刑。 五辭。 

で) 舜典 五 典。 七 政。 

五 流。 五宅。 

(7) 氷陶謨 (五 典。 五惇。 

(8) 益稷 (五 釆。 五 邑)。 

(q. 禹霣 五色。 

(S) 多 方 (五 祀)。 

以上の もの は、 括 弧を附 したる もの を 除く 外 は、 史 記に 引用せ る尙 書の 文中に も 見え 


六 三 六 

五 事 中略 一 五行。 一 曰 水。 二 曰 火。 三 曰 木。 四 曰 金 《 

曰 炎上。 木 曰 曲直。 金曰從 革。 土爱 稼穑。 潤 下作 醎„ 

從革作 辛。 稼穑作 甘。 

績其 凝)。 

府 孔嗲。 

五 罰。 五 過 (五 極)。 

五瑞。 五禮。 五 玉。 五 器。 五 刑。 五 品。 五敎。 五 服。 


五禮。 五 服。 

五聲。 五 言。 


五 章)。 五 刑。 五 用。 

五 服。 五 長。 


て § る o 


なほ 比較の ため 尙書 以外の 古典に 就 き. 五 行關 係の もの ゝ 存否 を 調べ て 見れば， 

n) 詩， 养 秋易經 に は 一 つもな し。 

繫辭上 天數 五。 地數 五。 五位 相 得 而谷有 合。 

D) 論語 五穀。 五美。 

(M) 孟子 五穀。 五覇。 五 音。 五禁。 五敎。 

等で ある。 左傳 及び 國 語に 就て は 別に 揭げ る。 

(1 ) 甘 誓の 文 は 討伐の 詔書の 中に あるの で、 或 は其當 時の 文句が 其 文字通り 若く は 

言 葉 通りに 傳 へられて 罟 るので あらう VJ 思 はれて、 五行 說の 古くから ある 一 の證據 

VJ 見られて 居る ので ある が、 熟 思 ふに この 說は 認める こ きが出来ない。 五行の 次の 

句に ある 三 正 どい ふの は、 私 の硏究 によれ ば、 寿 秋 中頃に 所謂 周 正が 行 はる 、様にな 

つてから 後に 始めて 起った 考 で、 寿 秋 中期 以前に は斷 じて 有り得な いこ VJ である。 

この 事 も古來 未決の 問題で は ある が、 私 は 春秋の 曆を 研究した 結 果， 殆 ど 疑 もな く斷 

言 し 得る ど 信す る。 從 つて 三 正 VJ 並んで 揭 げられ て ある 五行の 方 も、 尙 害 編^ 當時 

の考で 後から 入れた もの かも 知れぬ。 五行 說が寿 秋 以前から ある どい ふ 證摅に は 
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ならぬ。 

三 正 はこ、 では 天地人の 正道 VJ い 

承認し 難い。 三 正 V」 五行 VJ は 春秋 後 

もの ど 思 はる ゝの である が、 そ の 二つ 

もの VJ 見なければ ならぬ VJ 思 ふ。 

(S) 洪範 のこの 文 は 史記宋 微子世 家 

五行 說は禺 から 箕 子に 傳 はつ たもの 

誓の 場合の 如 く、 春 秋 後期に 於け る 編 

劉 歆は初 一 曰 五行より 九 曰嚮用 五福 

り どし、 一 五行 一 曰 水より 稼穑作 甘に 

これ はな ほ 一 段づ 、新しく 下げ て、 六 

曰 潤 下より 以下 は^!^^: の考の 混入 

五行 說が 成立して 後に、 本書 を 祖述し 

であらう ど ra.^ ふ o 


六 三 < 


ふこ VJ で 曆の三 正で はな 

期から 戰國 時代に かけて 

が 丁度 並んで 居る の で、 や 

及び 漢書 五行 志に 引用し 

ど なって 居る ので あるが- 

纂當 時の 考が 混入して 居 

威 用 六 極までの 六十 五 字 

至る 文字 を 以て 箕 子の 言 

十五 文字 を 以て 箕 子の 言 

したる もの か、 若 く は 更に 

た る 人 の 考が竄 入した る 


妾 


め 

し 


し、 後 

ら し 

の VJ 


， ふ 說 

一 聯絡 

^ の 考 

二  J れ 

に 就 

も 限 

雒書 

0 る 

の 部 

見 る 


も あるが 

して 居る 

で 入れた 

によって 

て も 亦 甘 

ら ない o 

の 本文な 

が、 思 ふ に 

分、 特に 水 

國 時代に 

べき もの 


(s ) 阜陶謨 に 撫于五 辰 あるの は實に 難問題で ある。 孔 傅で はこれ を撫順 五行 之 

時， VJ 解釋 して 居る が この 解釋は 承認し 難い。 一 體辰 V」 い ふ 字に は稱々 の 意味が あ 

り、 其 意味の 變遷 は. 直に 天文 學發 達の 歷史を 語る もの ど 見得べき 程に 重要なる 文字 

である が、 五 辰が 一年の 五節 を 意味 するどい ふこ VJ は 他に 類例がない。 これ は 三 辰 

が 日月 星 を意昧 する さいふ 如く に， 五 つ の 遊星 を 知うて 後に 五 星 を 指して 五 辰 V」 稱 

へた ものである こ VJ は 殆ど 疑がない こ VJ ゝ思 ふ。 五 星 を 知る に 至った の は 後に 述 

ぶる 如 く、 戰國 時代の 半 ば、 西紀 前 三百 六 七十 年頃 ど 思 は る，、 の で， こ の 五 辰の 句 も 亦 

戰國 時代の 半 ぼ 以後に 竄 入した もの ど 見なければ ならぬ。 若し 又 假に孔 傳の說 に 

從ふ VJ する も 二 年 を 五行に 配當 して 五節に 分った の は 確に 戰國 時代の 半ば 以後の 

こ VJ なの で、 い づれ にしても 五 辰なる 文字が 孔子 時代に あった V」 見る こど は 出來な 

、 o 

レ 

史記夏 本 紀には 皐陶謨 の 殆ど 全文 を 引用して 居る にも 拘 はら す、 丁 度 五 辰の 前後 

の十數 句が 現存 尙 書、、」 齟齬して 居る の は. 或 は 偶然なら ざる 關係を 示して 居る ので 

は あるまい か。 若し 先秦 時代の 尙 書に は 五 辰の 句がなかった ど すれば 問題 はない- 

干支 五行 說と 顕頊暦  六 三 九 


^ 汴 天文 學史硏 

(4) 禹貢 に 六 府孔修 

ど あ り、 左 傳文公 七 年 

らう。 水火 金 木 土の 

し 古くから 五行 どい 

五 行 -ぉ く は六莳 ビ 數 

を土臺 VJ して 後に 組 

伹し 大禹謨 及び 左 

で、 左 傅 時代に 五行 說 

(5  ) 呂刑 にある もの 

ふ。 

(6) 乃 至 (S) に 揭げた 

した ものが ある どし 

(2  S 槃辭傳 に天數 


究  六 四 〇 

ぐ」 あるの は、 僞 古文 尙書 大禹謨 に 「政 在 養 民。 /: 火 

に 「水 火 金 木 土穀。 謂 之 六 府」 ど あるの ど 相 ， P つ 

五つ に 穀を加 へて 六府， /」 して 居る もの、 あ-, . " 、- 

ふこ ビ があった V」 して も. そ れは 人生に 必須 な , 

へ舉 げた ものに 過ぎない ので、 (二) の 意味の 五行 說 

み 立てた もので あらう VJ 察せられる。 

傳 にある 水火 木金土の 順序 は、 五 行 相 勝の 順序に 

が 成立して よ b 後の ものである。 

は 凡て 五 刑に 關聯 した もので 擬似 五行 (三) V」 見 て 

もの も 大部分 は擬以 五行 ビ見 てよ からう ど 思 ふ 

て も、 五 行說の 極めて 初期に 關し たものに 過ぎな 

五 VJ あるの は、 天 の 五 星 を 知つ てからの こ VJ であ 


金 木 土 穀惟修 J 

..{ きもので あ 

ど を 見れ ば， 若 

要素 二) どして 

は， 是等 の もの 

なって 居る の 

よから う- y」 甲」 

リ 多少 三) に關 

, o 

らう^ 疑 はれ 


る。 若し 然 らば 左 博 製作 時代 以後の ものである- 


(2  )n ) 論語に 五 穀， 孟 子に 五覇 W あるの は、 い 

る の で、 五 行說 初期 時代の もので あら う。 

漢書 五行 志 に は 其 胃 頭 に、 

易 曰。 天垂 象。 見 吉凶。 聖人 象 之。 河 

虑義氏 繼天而 王。 受 河圖。 則而畫 之。 

之。 洪範是 也。 

VJ い ひ、 二  VJ 四 ど 八の 數を 組み合せた 八卦 を 

る 五行 說を 以て 雒 書に 基く もの ざ し、 八 卦 の 

これ は 明か に斷っ て ある 如く 劉 歆の考 であ 

卦說ど 五行 說^ が數字 的に 相對 立して、 それ 

ふ 事實の 一端 を傳 へて 居る もので は ある ま 

單に數 の 上より 云 へ ば、 五 は 五本の 指で 自 

など ありて. 必す しも 一切 を 五に する こ VJ が 

り て も、 賈誼 の 新書 六 術篇に は、 天 地 六合 間の 


づれも 強て 五つ の數を 揃へ た 形跡が あ 


出圖。 維 出 書。 聖人 則 之。 劉歆 以爲。 

八卦 是也。 禹治 洪水。 賜 維 書。 法而陳 

^て 可圖に 基. く もの VJ し、 五 を 土 臺 ノレ せ 

易 ど 五行 說 VJ を相對 立せ しめて 居る。 

ら う が、 思 ふに 戰國 時代の 或る時 期に、 八 

/\ の 方向に 發 達した ものである VJ い 

I 力 

然的 では ある が、 な ほ 四方 四時 六 府六藝 

最も 適 當 V- は 限らない。 現に 漢 初に 至 

一 切 を 六 行に て說明 せんどす る 考が述 
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ベら れて 居る 程で ある が、 そ れ にも 拘はら す 五なる 數が 優勝者 V」 な 

普遍的の もの ど して 成立す るに 至った の は、 戰 國 時代の 半ば 頃 に、 天 

ち 遊 星) が 五つ ある ど い ふこ ど を 知って から 以後の こ VJ であらう V- 

謨 ！4 撫于五 辰 jv」 あ b  、春 秋繁 露に 「天 有 五 行？ あ り、 史 記 天 宫 書 に 「天 有 

ど あるの は. この 五行 說の 起原 を傳 へ て 居る もので あらう。 

邵康 節の 皇極經 世 書に 【五 星 之說。 自甘公 石公始 j  V- あ り、 劉 向の 七 

戰國 時。 作 天文 星 占八卷 r 又 一 石申魏 人。 戰國 時。 作 天文 八卷 」w ある 

五显 を觀 測せ る 元祖 は 甘 公 石 申の 兩人 であらう V」 思 はれ る。 五 星 

關 する 廿石兩 氏の 觀測は 漢書 天文 志に 载 せて ある が、 其 觀測 により 

石兩 氏の 時代 は、 ほ  >  西紀 前 三百 六 七十 年頃 V」 なる。 又 左 傳及國 語 

よる 星 占の 記事 は 十 數ケ所 も ある が. 是 等 は 推算して 見れば 何れも 

年 4.」 中心 VJ し 其 前後 に觀 測した る もの に 基い て 作製した もので あ 

占 記事 も 亦 甘 公 石-申 兩者 孰れ かの 手に なった ものである こど は 疑 

要するに 戰國 時代の 半ば. 頃 西紀 前 三百 六 七十 年頃 に、 楚の甘 公， 魏 


り、 五行 說が 一 般 

に 於て 動く 星 (卽 

思 はれる。 阜陶 

五 星。 地 有 五行 J 

錄 に 「甘 公楚 人。 

によ り て 見れば， 

の 一 なる 歳星に 

て 推算 すれ ば、 甘 

の 中に も歲 星に 

皆 西紀 前 三 六 五 

る の で， 是等 の 星 

ふ ベ くもない。 

の 石 申なる 兩人 


が 始めて 五 星 を觀測 し. 直 ち に 

疑 ふ ベ からざる 事 實ど思 はれ 

ちに 五行 說 である こど は い ふ 

天文 學の 歷史 から 大觀 して 

力に よ り、 西 紀前 五六 世紀 頃に 

業す るに 至った の で、 更 に 一 步 

て 旱水豐 凶の 變化を 知らん ど 

同一 轍で ある。 しかも 不幸に 

で、 暗 中 模索の 結 果、 西 洋 方面で 

を 誘導す る に 至つ たもので あ 

斯様に 考へ て 見れば、 五行 說 

五行 說 VJ 曆法 どの 間に は、 或 は 

れる。 春秋の 中頃、 文 公宣 公の 

を 用 ふるに 至った の で， 寿 秋 後 


これ を應 用し 

る。 五 星に よ 

まで もない o 

云 へ ば、 觀象授 

至り、 十九 年 七 

を 進めて、 一 年 

欲 し、 五 星 を 觀 

して 五 星の 運 

は 占 星 術 (ァ ス 

る o 

が戰國 時代に 

更にもう 一 つ 

時 代 に、 曆 法の 

期 に は 所謂 三 


て 五 星に よる 星 占 說を稱 

る 星 占說， 卽ち五 星の 說が 

時の 大事 業 は 有史 以來ニ 

閏の 法を發 見す る こ ゾレ に 

の 季節 以上 に、 數 年若く は 

測す るに 至々 たの は、 東 洋 

動 VJ 旱水 豊凶 VJ は 何等 の 

ト S! " ジ ー) に 走り、 支那に 

出來 たこ ビは 少しも 不思 

の 因緣が あるので はな か 

進 步に伴 ひて 暦の 變更が 

正論なる ものが 盛んに 論 


道した こ VJ は 

1 轉 すれば 直 

三千 年間の 努 

より て 斬く. S- 

十數 年に 亘り 

も 西洋 も 殆ど 

關係 もない の 

於て は 五行 說 

議 ではない が、 

らう か V」 田- 3 は 

あ り、 所 謂 周 正 

議 された もの 
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* 洋 

V」 s,」 はる ゝ 

しから あつ 

終始の 說で 

たる 五行 說 

る 五行 說ど 

斯の 如き 

ふこ- y」 にな 

ら ぬ o 
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ので ある が、 恐 らく 春秋 末期に 至りて は、 三 正 循環 論 は 更に 

た ( 二の 意味の 五行 を 取 b 込み 

はない) に變 じつ 、あった ので 

の 萠芽 が、 や がて 餘 年の 後に 

で 

ヾ」 

の 


して 生長す るに 至った もの 

見解に よれ ば、 五 行說の 成立 

る の で、 我 々は 先づ左 傳國語 


て， 五行 

は ある 

甘石兩 

あら， フ 

左傳國 

中 


あ 


ま 

ヾ J 

る 


始 の 說 (帝 王の 相承 

いか。 斯 くして 春 

の 手に より て、 天 地 

る o 

ヾ J は 殆ど 同 

を 吟味し て 


思 は れ 

の 製作 

五. 行說 


左傳^ 五行 說 


左 傳及國 語の 中に て 五行 說の關 係 あ 

(1 ) 諸 所に 散在して 五 不韙。 五色 

五牲。 五大。 五 細。 五 典。 五 難。 


る 


も の 

" 五 侯 

五 利。 


を 摘 

0 五 

五 鳩 


記 すれ 

聲。 五 

リ 五 雉 


ば 次の 如き 

敎。 五覇。 


步 

な 


を 進 

す る 

期 に 

を說 

時代 


五ェ 正。 職 官五正 


め， 昔 

五德 

發 し 

明す 

VJ い 

ば な 


のが あ 

惡。 五 


る o 

妻 

) 等- 


(S) 文 公 七 年 水火 金 木 土榖。 謂 之 六府。 


(3 囊公廿 七 年 天生 五材。 民 並用 之。 廢ー 不可。 

(i 昭公 元年 天 有 六氣。 降 生 五味 e 發爲 五色。 徵 爲五聲 e 淫生 六疾。 六氣曰 

陰陽 風雨 晦明 也。 分爲 四時。 序爲 五節。 

(i 昭公九 年 哚水屬 也。 火水 妃也。 以 五成。 

(6 ) 昭公 十一 年 且譬之 如 天 其 有 五材。 而將用 之。 其 力 盡而敞 之。 

(7) 昭公 十七 年 黃帝 (雲)。 炎 帝 (火)。 共ェ (水)。 大皡 (龍)。 少鸪 sr 

(8) 昭公 十七 年 水火 之 牡 也。 其 以丙子 若 壬 午 作 乎。 、水火 所以 合 也。 

(9) 昭公 二十 年 ー氣。 ニ體。 ■ 三 類。 四 物。 五聲。 六 律。 七 昔。 八 風。 九 歌。 

(S) 昭公廿 五 年 則 天 之 明。 因 地 之 性。 生 其 六氣。 用 其 五行。 氣爲 五味。 發爲 

五色。 章爲 五聲。 

n) 昭公廿 九 年 故 有 五行 之官。 是謂 五官。 實列受 氏 姓。 封爲上 公。 祀爲^ 神 

社稷 五祀。 是尊是 奉。 木 正 曰 句 芒。 火 正 曰 祝融」 金 正 曰蓐收 水 正曰玄 冥。 

土 正 曰 后 土。 

(3) 昭公^ 一年 庚 午 之 日。 日始 有譎。 火 勝 金。 故 弗克。 
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B) 昭公卅 二 年 故 天 有 三 辰。 地 有 五行。 

(；！ ：) 哀公 九 年 子 水位 也。 水 勝 火。 

C5) 哀公 十三 年 吳申叔 儀 乞糧於 公孫 有 山 氏 中略 對曰梁 則 無矣。 矗則有 之。 若 

登 首山以 呼。 曰 庚 癸 乎 則諾。 

(！£ ) 晋語四 有 此其以 戊 申 乎。 所以 申 土 也。 

n 0  0 故 先王 以土與 金 木 水火。 雜以成 百 物。 四 支 五味 六 律七體 云々 

(S ) 楚語下 一 純 二 精三牲 四時 五色 六 律 七 事 八 種 九 祭 十日 十二 辰 云々 

以上 を 通^して 直ちに 氣 のつ くこ V」 は、 第 一 に は 五行 關 係の 事項が 頗る 多い こ V」 で 

ある。 第二に は 其 種類が 頗る 雜駁 で、 先驅 時代の 殘り物 ど 見る ベ きもの ざ-、 將 に發展 

せんどす る 五行 說の 原始的の もの どが 雜 居して 居る こ VJ である。 斯の 如き 狀態 は， 

丁度 五行 說 成立の 初期 時代で ある こどに 相應 して 居る ど 思 ふ。 前節に 揭 げたる 分 

類 法に よりて 吟味して 見れば， 

( 一 )ざ)マ)(")(〃)は 人生に 必須なる もの V」 して 五材 若く は 五行 を 擧げて 居る。 (9  )(〃) 

(S) が 數を揃 へ て 居る の ど 共に、 五行 先驅 時代の 名殘， 5 であらう。 殊に (0-) が六府 


を 舉げて 居る こ，、」 や， (4  )  (3  ) が 六氣を 以て 五行に 對立 

面白い。 

(1 一)、 (1 X4  )(5  )(8  XS  s  KS  8  H  )(5 ) は， 多 少の 程度の 差 は ある 

居 る。 

(ィ)、(8)(は5)(3)は干支 に 五行 を 配當せ る こ w を 示して 居 

は 金。 壬 は 水に 配當 されて 居る の は 後に 至っても 同 

の 方で は、 子 は 水。 午 は 火に 配當 して あるが、 これ だけ 

子 は 水 ，1 は 土、 寅 卯 は 木、 辰 は 土， 巳 午 は 火、 未 は 土、 申 酉 は 

か、 又は 三 つ 宛纒め て、 亥 子 丑 は 水， 寅 卯 辰 は 木， 己 午 未 は 

もの か 明かで ない。 私 は 恐らく 後者の 方で あったら 

B) は 杜預の 註に よれば， 庚 西. 方 主榖、 癸 北方 主 水 ビ い ふ 

に 見える が、 思 ふに 杜註 は當ら ない。 左 氏會箋 の說の 

もの ビ い ふ こ VJ で、 この 部に は關 係がない であらう。 

(？)，(7)n) は 帝王 の 相承に 關 する 五徳 終始 說に 發展 すべ 


せしめて 居る こ 

が 五行 說の 存在 

る。 丙 は 火。 戊 

樣で 問題 はない 

で は、 後世 に 於け 

金、 戌 は 土 ど 配 當 

火、 申 酉 戌は佥 ど 

ラ ノレ 田 5. ふ。 

ので-この 部 に 關 

如 く、 庚 癸 は 最も 


ど は 頗る 

を 示 


は 土  _ 

力 十 

る 如 

し た 

配 當 

係 あ 

粗悪 


し て 

二 支 

く、 亥 

も の 

し た 

る ^ 

な る 


き饨 子で ある。 (7  ) は 帝王 
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居 


る- 


で  は  あるが  五行  配當で  は なく、  n ) は 五 行 配當 では ある が、 地 上 

五^ 終始 說 はこの 二 つ の考を 合せて 作られた もの で、 崔 述 の 

ある 如 く、 相 勝に よる 方の 說は 驄衍に 始ま り、 相 生に よる 方の 

まった こ V」 は 疑 もない 樣 である。 但し 帝王に 應用 せざる 一 

の 相 滕說相 生 說は次 項に 述 ベ るが 如く 左 傅に 見えて 

よって 居る。 

§2  ¥  )(8  は 相 展說の 一 端 を 示して 居 P. 

(ろ). (U) は 相 生說を 示して 居る。 

なほ (U ) 及び (一し) に 見 ゆる 如く  土に 特別の 位置 

ヾ J で あ る。 

(は). 生 數說 に相當 すべき ものが 見えない こ V」 も怪む 

水火 木金土の 順序 は、 單 に 要素 を數 へ擧 げた もの で， 順序 に 

である が. 相 勝 相生說 による 順序が 出 求た 後 に、 溯り て こ れ 

がた めに 生 數說を 持へ たもので あらう。 從 つて 左 傅 


の 帝王で は 


考 

說 

. 現 


信錄 にも 

は f 向 f 

の 說明法 

に n) は 相 


な 

0 

生 


じ て 

に始 

し て 

說 に 


を與 へ て 居 る こ */」 は 注意す ベ きこ 


足らぬ。 思 

ま 


ふに 洪範 

意 味が なか 

も 意 眛を附 


ゥ 


製作 時代に は 未だ 生 


あ る 

た の 

せ ん 

數說 


がな か つた もの^ 見れば よい。 

前節 以來 述べた る 所に よ， 5 て 

緣 して 、春秋 末期に 萠芽 を發 した 

智識に よりて、 大袈裟なる 天地 一 

である こ ど は 疑 もない 樣に思 は 

至った の は、 更 に 二百 年 を 經て前 

の 重要なる 應用 VJ もい ふ べき 五 

は 相生說 である こど や， 干 支に 對 

るに 從っ て 次第に 變遷 する に 至 

は 節 を 改めて 後に 論じ 樣 V」 思 ふ。 

干支の 起源 

干支の 起^に 就て は 五行 大義に 

. 支 干 者。 因 五行 而立 之。 昔 軒 


ば、 原始 

亍 1^ よ 

\ィ 1 さ a  M 

原理 

力 多 

至 つ 


、マ- 

つ 


る 


始 の 

五行 

こ VJ 


な 

1 か 


的なる 五 要素の 考に 淵源 し、 三 正論に 因 

更に 戰國 時代の 半ば 顷に 於け る 五 星の 

る 五行 說 VJ して 成立す るに 至った もの 

この 五行 說が 充分に 發 育し 完成す るに 

からで ある V- 思 ふ。 このこ^ は、 五 行 說 

が， 戰 國 時代に ね 相勝說 であ b  、前 漢 末に 

當卽ち 干支 五行 說が 戰國 より 秦漢に 至 

よって 察せられる。 干支 五行 說 のこ ど 


轅之 時。 大徺之 所 制 也。 蔡邕月 令 章句 云。 大校 
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VJ あ 

少く 


す る 

^く 

ら ぬ 

ら う 

ど が 

が 多 

る  一 J 


採 五行 之 情。 

謂 之 支。 

るに よって 見 

ども 柊 漢時代 

に 基いた もの 

是 等の 說は、 漢 

顧る に 足らぬ 

稷に辛 壬 癸 甲 

かも 知れぬ が 

o 干支の 存在 

最もよ き 材料 

數に 存在して 

V」 餘り 遠から 


占 斗 機 所 建 也。 始作 


甲乙。 以名 日。 謂 之 幹。 


干支の 名 稱に就 


れば， 黄 帝の 時に 大徺が 

からあった もの VJ 見え 

ヾ」 いふ 說ご 矛盾して 居 

代に 五行 說が 盛に 行 は 

VJ あるの は， 必 すし も禹 

- 兎に角 可な り 古くから 

を どれ 程 古くまで 追跡 

を 提供す るで あらう が- 

る こ vj によりて {祭 す 

* さる 以前に 創製され た 

て は、 左 傳昭公 五 年 に 【日 


五行 說に 基いて 干支 

るが、 この 說は 五行 は 

るの は 面白い。 思 ふ 

るゝ樣 になって から 

の 時代に 十干が あつ 

あった ごい ふこ VJ を 

し 得る か は， 殷 及 ひ 夏 

-殷虛 から 發 堀され た 

るに， 十干 十二支 共に 

もので あら， フ VJ 田-〕 は 


六 五 o 

作 子 1。 以 名月。 

を 作った V」 いふ 說は， 

禹が 天から 賜 はった 

に 五行 及び 干支に 關 

作られた 說 であらう。 

た VJ いふ 證據に はな 

示して 居る もので あ 

の 帝王の 名の 硏究な 

獸骨 文字 中に は、 干支 

殷代か 又は 殷代を 去 

れ る。 


之 數十 r 昭 公 七 年に 【天 有 十 日 j ど あ b  、國 語 (楚 


同^、 淮 南 子、 漢 書律歷 志に は 十日 十二 辰^ あるの で、 古 く戰國 時代 若く は 其^^: に 

は 十日 十二 11KVJ 稱 へて 居った もの V」 見える。 やがて 史記律 書に は 十 母 十二 子 ど あ 

り、 淮 南 子に は 【數從 甲子 始。 子 母 相 求 ブ」 あ り、 降 て 白 虎 通に は 【甲 乙 者 幹 也。 子 丑 者 枝 

也 jv」 あ り、 論 衡 に は f 甲 乙 有 支 干 Jv」 あ り、 前 に 引用せ る 月 令 章句に は 幹 支 V」 ある こ V」 に 

よりて 見れば、 五行 說の發 達の 影響 を 受けて、 前 漢時代に は 十 母 十二 子ど稱 ふるに 至 

り、 更 に 後 漢時代に 母子が 一 轉 して 幹 枝 若く は 干支 ど なる に 至った ものである。 

斯の 如き 名稱 の變遷 から 見て も、 又 月 令 章句 に 【作 甲乙 以名 日。 作 子 a 以 名月】 ど傳 

へて 居る こどから 見て も 、干支 本來 の 目的 は、 十 干 は 一 旬の 日を紀 する た め、 十 二 支 は 

一 年の 月を紀 する ための 符號 であった こピ、 察せられ るので ある が、 こ のこ ど は 又 

直接に 十干 十二支の 文字の 硏究 によりても 證明 する こ どが 出來 る。 

十干に 就て は、 これ はま. た單に 想像に 過ぎない が、 其 創製 當 時に は、 日 に配當 する に 

常に 一 句 限りに て必 すし も 次の 旬に 連續せ す、 小 の 月の 下旬 は 壬に 終り^ 月の 上旬 

は 甲に 始まる V」 いふ 様に 用 ひた もので は あるまい か V」 の 疑が める。 この こど は 十 

二 支の 場合に 於 て、 3 に配當 する に は 常に 一 年限り にて 閏月の 有無に 拘 はらす 年の 

千 支 五行 說と 顕現 曆  六 五一 
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始めは 子に 始まる 樣 

て、 其 原始時代 に は 月 

の朔 望 に關 係な く 七 

ど な ど を 參 照 す ベ き 

曜の 過に 發^ し、 一 月 

ではなから うか ど 思 

號 などの 外 に、 當時 の 

浴 等の 類の 如 き) に 因 

こ VJ は 頗る 困難な こ 

で 或は 簡^な 順番の 

十二支に 就て は， 一 

き は、 今 ：n から も 幾分 

S ^を： d 跡す る こ ど 


究  六 五 二 


に 用 ひて ある こ 

を 四つ に 分けて 

日 宛に て 連績す 

で あ ら ，フ V」 E-J ふ 

を 三分して 日 を 

ふので あ る が. か 

風俗に より 旬の 

ん だものが あ る 

ヾ j  、見なければ 

符號 であらう。 

年 四季の 交替に 

は 想像. る こ ノレ 

は 比較的 有望で 


ヾ」 や、 又 西洋 方面 

其 一部分 限りに 

る ものに なった 

リ つまり 一月 を 

紀 する 流派 は 十 

\ る 見解に 從 へ 

始中 終に 割り 當 

力ち 》tK  な t ひ，_ 

ならぬ。 始めの 

伴な ふ 風物の 變 

が出來 るの で、 十 

ある ど いはな け 


て發 達した る 週の 場合に 於 

て 用 ひた 日の 命名法 が， 後 に 月 

ので あらう ごい はれて 居る こ 

四 分して 日を紀 する 流派 は 七 

干の 旬に 發達 した ど 見る ベ き 

ば， 十干の 符號に は  一 二三の 番 

てた る 行 事 (例 へば 除 手足 甲. 沐 

で、 今 日から 其 意 眛を 追跡す る 

四 つ は殷虛 文字で は +> 、闪 □ 

遷 や、 年 中 行事の 割， 9 當 ての 如 

二 支 創製 當 時に 於け る 符號の 

れ ばなら ぬ。 節 を 改めて 講究 


十二支 は 没の 時代に、 一 年の B: を紀 する ために それ の 月に 緣故 ある 物 を 用 6 

て符號 V」 したる ものである こ V」 は， 大 正 二 年藝文 所載 【支那 上代の 曆法を 論 す它 い へ 

る 論文 中に 述べた が、 多 少の增 補 を 加へ て 其 要點を 述べ る こ ど ゝ する。 

十二支の 古名が 十二 辰で ある こど は 前に 述べ たが、 一 體辰ど い ふ 字の 本來の 意義 

は， 民 に 時の 早晚を 知らす ために 觀測 する 標準 物ビ いふの ャ， 時 代の 變遷ビ 地方の 異 

なるこ ビ どのた め に、 標 準觀測 物の 異なる に從っ て 辰に も嵇々 の 意味の 變遷が あり- 

古く は 北 斗 ゃ參ゃ 大火な どが 皆 それ 辰で あ つ たが、 周 初に 至り 二十 八 宿 を 用 ふ 

る^に なつてから は. 日 月の 交 會點卽 ち 一 年 十二 ヶ月の 月朔に 於け る 太陽の 位お を 

K ビ稱 ふるに 至った ものである。 從 つて 十二 辰 どい ふ 名稱は 二十 八 宿 採用 以後 卽 

ち 周 初 以後で なければ ならぬ こど、 思 ふ。 それ 以前の 殷 時代に は 何ど稱 へて 居つ 

た か は 知るべき 材料がない が、 恐 らく 直接に 十二月 ど稱 へ て 居った もので あらう。 

十二支の 符號の 意義 を 吟味す るに 當 り、 先 づ第 一 に 明かに しなければ ならぬ こど 

干支 五行 說と 顕頊曆  六 五三 
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は、 今 日 普通に 十二支 を 月に 配當 する に は、 仲 冬 十 一 月 を 子、 季 冬 十二  0: を i  、孟 春 正 

を 寅 どい ふ樣に 當てゝ 居る が、 これ は 決して 始めからの 配當 ではな く、 斷 じて 春秋 中 

期お 後の こ V」 である V」 思 は る 、 こ V」 である。 夏 正に 比して ニケ H? 早き 正 H: を SP ふ 

る 様にな り、 三 正論の 行 はる、 樣 になった の は. 確 に 春秋 中期 以後で あ る こ V」 は 寿 秋 

の曆 の硏究 によりて 明か にし 得る こど で、 そ れょり 以前の 周 及び 殷は 共に 大體夏 正 

に 近き 曆を用 ひて 居つ たこ VJ は 疑 ふ ベ くもない こ VJ  、思 はれる。 從っ て骏 代に 月 

の 名のた めに 十二支 を 作った VJ すれば、 當然 孟春 正 月が 子、 仲 春 二月が 1. 季春 三月が 

寅 どい ふ樣 に配當 した もので なければ ならぬ 箬 である。 漢 代の 淮南子 ゃ史記 や、 乃 

至 漢書 律歷 志ゃ說 文の 說 は、 凡 て 皆 二 ヶ月ち が ひの ま、 で 說明を 加 へ檨 どして 居る 

ので、 一 見して 牽 强附會 であるの は當然 のこ VJ である。 

殷虛 文字の 十二支 ど 十二 ヶ月 VJ を 併記 すれば 次の 如くで ある。 

^^资 後に Of  子 孟春 正月 

又^, K  #1 仲 寿 二月 

^審^  寅 季春 三月 


bt  AY 


D す 

芬 


お 

ま 

ば 

す 


Tr 


後 


c 


卯 孟夏 四月 

辰 仲夏 五月 

巳 季夏六 m: 

午 孟秋七 B- 

未 仲秋 八月 

申 季秋 九月 

酉 孟冬 十月 

戌 仲冬 十一月 

亥 季冬 十二月 


是 等の 符號の 中、 辰 が 第五 番目に あるの は、 仲 夏 五月の 節 を 正す ための 目標 V」 なつ 

て 居た 大 火 (赐 座の！ 等 星) は 殷の 時代 を 通じて 季節 を 正す ための 最も 主 もなる 觀測 

物卽ち 辰 VJ されて 居った の で、 遂 に 辰の 名を獨 占す る に 至 り、 辰 ビぃ へば 大火 卽ち五 

月の 星 を 指す 様になつ て 居った ためで ある。 

戌 は殷虛 文字で は 斧鈹の 形で ある。 これ は 仲冬 十一月の 目標なる 參 (ォ リオン) の 
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附近の 星 象が 斧鉞の 形 

ので ある。 參 のこ ど を 

る o 

酉が 酒 甕の 形で あ る 

八月に 當て 、居る が、 こ 

滌場。 朋酒斯 響。 曰 殺 

あ ら う。 

未は說 文に は 六月 枝 

始生。 八月 而塾 V」 ある 

卯 は 疑 もな く 四で、 殊 

殷虛 文字 時代に 第 六 

る 注 M すべ き 面白き 事 

器の 象形で はなから う 


れ 

ひ-" 

ま" 

ヌ 

赏 

力 


見 ゆる 

名參伐 

V」 は 疑 

は 七 CP 

羊 Jv」 あ 


の 繁茂 

よ，. 9 パ 

に 普 通 

にあり 

である。 

リ 第 六番 


れは疑 もな く 蛇の 形で， 季夏 六月 蛇 


六 五六 

で、 參 の 象形文字 戌 を 以て. •  H の 記 號，、 J した も 

も稱 へて 居る が、 伐 も 戌もヤ ！鈸の 象形文字 であ 

ない。 た V 說 文に は 「八月 黍 成。 可 爲酎酒 マして 

火の 詩に 「十月 穫稻。 爲此春 酒。 以 介眉壽 j 又 「十 ほ 

により て、 十 月 新酒 を 酌む の 月 V」 する のが 至當で 

る 形 VJ して 居る が、 こ れは說 文 に 【禾 嘉穀 也。 二月 

禾の 生長せ る 節に 當っ べきで あらう。 

w  VJ 異なりた る 形を與 へた もので あらう。 

符 號 が、 後 に 第 一 番に 移， 5 て 子 V」 なった こ VJ は頗 

第 一 番の 始めの 符號は 孟春 正月 郊祀に 用 ふる 祭 

の 後の 符號は 現今の 巳に なつ たもので あるが、 こ 

の 跳梁す る 節 を 示した もので あらう。 第 六番ょ 


卩第 一番 

符號 では 

在 上 jVJ あ 

1 ではな 

以 上述 

それや 節 

ひ 一. S 力. 5 

を 明か に 

も說 明し 

る 西洋の 

々の 來歷 

に 王 亥な 

の で、 十 二 


に轉 じた 

あるまい 

,9, 北 斗 は 

、 ？  * 匕. A» 

レ 力 JT  、ュ 

ベた 所 を 

に 因め る 

何なる 考 

し # る VJ 

得た V」 す 

月の 名に 

の もの を 

る 人が あ 

月 を 亥の 


る 自然現象 以外の 


る符號 は、 其 移 轉の場 

か V」 思 はれる。 夏 小 

六月の 目標で も あり 

の 象形 夢見られない 

お 合して 見れば 十二 

符號 どして 說明 する 

によりて 符號を 作つ 

い ふこ ど は 始めから 

れば 充分の 成功 ざい 

就て 見て も， 其 中には 

合んで 居る。 我が 十 

り、 王 亥，、」 季冬 十二月 

月 V」 命名した VJ い ふ 

理由に 基く もの は、 今 


所 V」 符號 

正 に 「正月 

又 正月の 


こ ビ 

支 の 

す ュん 

期し 

は な 

數字 

二 支 

ど は 

樣 な 

曰 よ 


も な 

中、 子 

が 出 

を 推 

勢 I 

け れ 

が あ 

に 就 

何等 

一 J ど 


形よ 

標 で 

辰 巳 

た の 

し よ 

VJ で 

な ら 

，神 の 

も、 或 

密接 

な い 

す. る 


,9 察する に、 或は 北 斗の 象形 

柄 縣在下 一又 H ハ月初 昏斗枘 正 

も ある。 符號の 形 は、 全く 好 


未 

ノレ 


酉 戌の 

あ るり 

する 

る。 十 

。 例 へ 

力 あり 

制定 以 

もな」 

ビが蹈 


七つに 就て 

三 千餘. 年 前 

ので。 十二 

二の 中 七つ 

r  4r 日に ， 

，帝王の 名が 

前の 有名な 

お 想 さ れ て 

ない。 季節 

困 難 で， な 


は、 そ れ 

の 古代 

の 凡て 

まで を 

つて 居 

る 帝王 

居った 

i  -  ■ す 

ほ後來 
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五 
行 

ヽ、 

四 
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の硏究 に俟っ の 外 はない。 

1 年 十二月 を紀 する ために 作られた 十二支 が、 や がて 十干 V」 組合 ふて 六十 干支 ヾ」 

な り、 日 を紀 する た め に 用 ひらる 、樣 になった こ ビ は、 早 く旣 に殷虛 文字に 見えて 居 

る。 思 ふに 干支 制定 後 間もなく 始まった ので あらう。 

十二支 を 地上の 方位に 配當 する に 至った の は、 子 の 月に 斗 柄の 指す 方位 を 子、 a の 

月に 斗枘の 指す 方位 を 稱 ふるに 至った もので、 いづれ 周 代に 至ってから では あ 

る が、 何 の 時代で あるか はな ほ 硏究を 要する こ v> である。 普通に 斗 柄が 子の 方位 を 

指す 月なる が 故に 建 子 月 どした VJ い ふて 居る の は、 この 事實を 逆に 見て 居る もので 

ある。 十二支 を 天の 方位に 配當 する に 至った の は 春秋 以後で あらう。 或は 地の 方 

位， 天 の 方位 共に 春秋 中頃 以後に 配甞 された もの かも 知れぬ。 

十二支 を 一 晝 夜の 時刻に 配當 したの は 前に 述べた 如 く、 前 漢時代に 始まった もの 

であらう o 


五行 說を 以て 天地 一 切の 根本原理 V」 

よりて 五つ の 品目に 分つ こ^が 必要 ヾ」 

持 十二月 VJ い ふ檨に 自然 的の 分ち 方が 

れに 中央 を 加 へ て 五 V」 し、 始 めから 特殊 

して 解決 し、 八 方 は 始めは 八卦の 方に 任 

VJ して 五行 ど 八卦 どの 聯絡 ど して 發達 

月に 五行 を配當 する に 就て は 一 方なら 

冬の 四季の 終りから 十八 日 宛 を 取りて 

土 金 水 各 七十 二日 宛ビ して 居る が、 斯 の 

初 は配當 法に 就て 頗る 迷惑した 痕跡が 

は 問題がない が、 十 二 支の 方 は 直接 十二 

も の で、 五 行 ど 四時の 配 當 が 定まる ま で 

五行 を 一 年に 配當 せんどす る 最初の 

乎 どして 一年 を 五 等分して 五行 を配當 

千 支 五行 說と 顕頊唇 


する ために は. あ ら ゆる 事物 を 五行の 性^に 

なって 來 たので あらう が、 中 に は 四方八方 四 

五の 數に 一致せ ざる ものが ある。 四方 はこ 

の 地位に あった 土 を これに 配當 する こど 、 

せて あった が、 後 にこれ に 中央 を 加 へ て九宫 

せし むる に 至った ので ある が、 四 時 及び 十二， 

す 困難 を覺 えた ものら し く、 今 日 で は、 寿 S 秋 

土に 配當 し、 殘 り を 木 火 金 水に 配當し て、 木 火 

如き は 漸く 前漢 末に 至て 定まった もの で、 當 

殘 つて 居る。 十干 十二支に 就て は， 十干の 方 

ほど 關 係して 居る ので， 同樣に 困難 を 感じた 

は. 干 支 五行 說は 完成し なかった ものである。 

試みに 於て は、 春 夏 秋 冬の 四時 ど無關 係に， 斷 

した ものである。 この こど は 左傳昭 公元 年 

六 五 九 
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に f 分爲 四時。 序爲五 節さ ある こ V」 によりても 察する こ VJ が出來 るが、 更に これ を 明 

記した 次の 如き 文献が 殘っ て 居る。 

1 管 子 五行 篇 日 至。 賭 甲子。 木 行 御 巾 略 七十 二日 而畢。 賭 丙 子。 火 行 御 巾 

略 七十 二日 而畢。 睹戊 子。 土 行 御中 略 七十 二日 而畢" 睹庚 子。 金 行 御 巾 略 

七十 二日 而畢。 睹 壬子メ 水 行 御 巾 略 七十 二日 而畢 G 

2 淮南子 天文 訓 壬 午 冬至。 甲子 受制。 木 用事。 火 煙靑」 七十 二日。 丙子受 

制。 火 用事。 火 煙 赤。 七十 二日。 戊子受 制。 土用 事。 火 煙黃。 七十 二日。 

庚子受 制。 佥 用事。 火 煙 白。 七十 二日。 壬子受 制。 水 用事。 火 煙黑。 七十 

二日 而歲 終。 

3 春秋 繁露 治水 五行 篇 日 冬至。 七十 二日 木 用事。 其 氣燥濁 而淸。 七十 二日 

火 用事。 其氣 慘陽而 赤。 七十 二日 土用 事。 其 氣温濁 而黃。 七十 二日 金 用事。 

其氣 慘淡而 白。 七十 二  B 水 用事。 其氣淸 寒而黑 C 

冬至から 冬至までの 一年 を 七十 二日 宛に 五 等分して 木 火 土 金 水に 配當 して 居る。 

父、 一 $ から 始めて 七十 二日 を 木 VJ して 居る の で、 其 中には 立春 以前で 冬 に 屬 すべ きも 


の 四十 五日 を 含んで 居る の 

が、 五行 說の 初期 戰國 時代 の 

至 月からの 三ケ 月 を 明か に 

て 居る もの V」 見れば よい。 

の ものである が、 私 は、 冬 至 を 

原始的の もの ど し、 戰 國 時代 

子の こ の 部分 を呂氏 春秋な 

同じ 所に 聯 係して 載せて あ 

を 南 に、 大 封 を 西 に、 后 土 を 北 

て 居る こ ど を も傍證 VJ すべ 

右の 如き 配 當法を 假に第 

戰國 時代の 半ば 以後 に 二 

する ため に. 立 春から 立春 ま 

當法も 問 もな く 案出され た 

千 支 五行 說と 顓頊曆 


は 面白い。 後世の 五行 說 VJ 

半ば 頃の 考ど すれば 不都合 

春 VJ いふて 居らる、 程な の 

管 子の 編纂 年代 は 不明で あ 

始めにせ る こ VJ ゝ， 五節 等分 

半ば 頃の 五行 說を傳 へ て. 居 

どよりも 古き 傳統の もの ヾ」 

る 神人の 配當 が、 5m 尤を天 に- 

に配當 して 居 り、 後 世の 五 方 

きで あら う。 

一 種 ど 稱 へる。 

ヶ月 程引戾 して 夏 正 を 用 ふ 

で を 寿 (木)， 夏 (火)、 季夏 (土)、 

もの- V」 見える。 五 等分した 


は 到底 一 

はない。 

で、 所謂 周 

り、 淮 南 子 

どの 二つ 

る もの VJ 

見ても よ 

大常を 地 

配 静田 VJ は 


致し 難いので 

孔 子 の 春秋に 

正 時代の 考が 

や 春秋 繁露は 

を以 て、 五行 配 

見たい ど 思 ふ 

から， フ -yj いふ 

に、 奢 龍 を 東 に 

著しく 趣を異 


るに 至った の で、 そ れ に 

秋 (金)、 冬 (水) の 五つに 分 

る もの を 第二 稀 ど し、 土 

六 六 一 


あ る 

は 冬 

殘 つ 

漢初 

當 の 

〕 管 

考 は、 


し 


適應 

つ 配 

の 領 
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分 を 次^に 縮小し 遂に 消滅す るまで に 至らし 

4 史 記天宫 書 (摘 耍) 

歲星。 曰 東方。 木。 主 春。 

熒惑。 曰 南方。 火。 主 夏。 

塡星。 曰 中央。 土。 主季夏 

太白。 曰 西方。 秋。 司 兵 日 

M  曰 北方。 水。 主 冬。 

太白の 部が 均齊を 破つ て 居る の は 

る 文 は 他 V」 均 齊を保 て 余-, 秋 VJ なつ 

^  秋、 冬 は 五 等分なる ベく、 第二 種 

5 淮南子 時則訓 

孟春 之 月。 其 位 柬. 方。 其 日 

仲荞之 H:。 其 位 東方。 其 日 

季春 之 月。 其 位 束 方。 其 日 


めた もの を 第三 種の 配當法 V」 稱 へ る 一 


日 甲乙。 

日 丙 丁。 

) 日 戊 已。 

行 及 天 矢。 

日 壬 癸。 

傳寫の 際の 

て 居る。 五 


日 庚 辛。 

轉訛 であらう。 漢書 天文 志に 引用せ 

っ^んで 均齊に 書いて あるの で、 春、 夏， 


の配當 VJ 見る ベ き で あらう- 


甲乙、」 盛 德在木 < 

甲 乙。 

甲 乙。 


孟夏 之 月。 

仲 S 之 月。 

季夏之 月。 

孟秋之 月」 

仲秋 之 月。 

季秋之 目。 

孟 冬 之 月。 

仲 冬 之 月。 

季 冬 之 月。 


其 位 南方。 

其 位 南方。 

其 位 中央。 

其 位 西方。 

其 位 西方。 

其 位 西方。 

其 位 北方。 

其 位 北方。 

其 位 北 方、 し 


盛德 云々 V」 五行 配當の 書いて あ 

干 (日) の 配當 から 見れ ば， 木、 火. 金、 水 に 

土に 與へ たもの で、 土 は 明か に 寄食 

6 呂氏 春秋 及び 禮記月 令に は殆 

が あるが、 季夏之 月に は 仲夏 之 月 V- 同檨の もの 

千 支 五行 說と 頷^ 曆 


日 丙 丁。 盛^ 在 火- 

日 丙 丁。 

日 戊 巳。 

日 庚 辛。 

日 庚 辛。 

日 庚 辛。 

日 壬 癸。 

日 壬 癸。 

日 壬 癸。 

る の は. 木、 火， 土. 金. 水 谷 

に 三 ヶ月 宛 配 當 し た 

の 地位に ある。 

ど 5  VJ 同様で なほ 


盛德在 土。 

盛德在 金。 


盛 德在水 „ 


一 ケ 月 宛で あ る が、 方位 及び 十 

る 內、 火 の 分より 一 ケ B: を 割て 

五 帝， 五 祌等を も配當 した もの 

を配當 したる 後、 其 末項に 附加 

六 六 三 


東洋 天文 學史 研究  六.！ ハ四 

し て (卽 ち 季夏 ご孟秋 V」 の 間 に) 次 の 一條が ある。 

中央 土。 其 日 戊已。 其帝黃 帝。 其 神 后 土 G 

7 淮南子 天文 訓 (摘 S 

東方 木 也。 執 規而治 春。 其 神爲歲 星。 其 日 甲乙。 

南方 火 也。 執 衡而治 夏。 其 神爲熒 惑。 其 日 丙 丁。 

中央 土 也。 執 繩而制 四方。 其 神爲鎮 星。 其 日 戊已。 

西方 金 也。 執 矩而治 秋。 其神爲 太白。 其 日 庚 辛。 

北方 水 也。 執 權而治 冬。 其 神爲辰 星。 其 日 壬 癸。 

この 二つで は 四時 十二月に 對 する 土の 領分 は 全く 消滅して 居る。 なほこの こど を 

明 言 して 居る の は 

M 寿 秋繁露 五行 對篇 水爲 冬。 金爲 秋。 土爲季 夏。 火爲 夏。 木爲春 中略 土 者 

火 之 子 也。 五行 莫貴於 土。  土 之 於 四時。 無 所 命 者。 不與火 分 功名。 

で、 土 は 火の 子な り ビ い ふ のは季 夏の 名を與 へ た こ ビ で、 四 時に 於て 命す る 所 な し、 火 

ど 功名 を 分た す どい ふの は， 五 行の 中の 最貴 ど 祭り上げて、 實 際にに 配當の 領分 を 消 


滅 せしめた こ VJ を說 明して 居る ので ある。 

第 一 称 又は 第二 種の 配當の 如/、、 一 年 を 五 等分して 四時 を 無視す る こど も. 又 第 三 

種の 配當の 如く 土の 領分 を 縮小 若く は 消滅せ しむる こ ビ も， 何 れも 不都合 思 はれ 

たので、 更に 案出され たる 第 四 種の 配當 法に 於て は、 春 夏 秋 冬の 各の 終りの 月から 十 

八日 宛 を 取， 9 これ に 土 を配當 する こ ビ 、して 居る。 こ の配當 法で は 四時 を 保存す 

る VJ 同時に 五行の 配 當も各 均等に 七十 二日 宛^-する こ VJ にな り、 比 較 的穩當 ど 思 は 

る 、 ので、 其 後 引 綾き 現に 今日 ま で、 行 はれて 居る。 

9 淮南子 天文 訓 甲乙 黄 卯 木 也。 丙 丁 巳 午 火 也。 戊 巳 四季 土 也。 庚 辛 申 西^ 

也。 壬 癸 亥 子 水 也。 

W 漢書 律歷志 中央 者。 陰陽 之內。 四方 之 中中 略 於時爲 四季。 土。 

推 五行。 其 四 行 谷 七十 三日 中略 中央^ 十八 日。 

U 白 虎 通 五行 篇 木旺 所以 七十 二日 何。 土 王 四季 各 十八 日。 合 九 卜 曰。 爲 一 

時 王。 土 所以 王 四季 何。 木 非土不 生。 火 非 土 不榮。 金 非土不 成。 水 非土不 . 

高。 土扶微 助衰。 歷成其 道。 故 五行 更王。 亦賴土 也。 

千 支 五行 說と 顗頊曆  六 六 五 


東^; 天 文^史 研究  六 六 六 


淮^ 子リ に 四季 V」 あるの は 辰 未 戌 1 を 指して 居る 

に配當 されて 居った か、 又 は 四 ヶ月から 十八 日 宛 取 

これに 第 四 稱配當 の^ 始 的の 形 を 示して 居る ので- 

を配當 して 居る のか も 知れない。 

淮.： S 子 は雜駁 なる 知識の 府 であるか、 現に 此場 合 

法を载 せて 居る の は 面白. い。 古き 言 傳 へ、/」 新ら し 

で， 第 四 種の 配 當法は 大體淮 南 子 時代に 提案され 前 

きで  > のら ，フ。 

四時に 對 する 五行 配當が 決定した の で、 從 つて 十 

を 木 、巳 午 を 火、 申 酉 を 佥， 亥 子 を 水、 辰 未 戌 丑 を 土に 配 

9 の 外に 論衡 物勢篇 にも 見えて 居る。 

十二支に 對 する この 五行 配 當は今 口まで 用 ひら 

が ニケ條 ほど 殘 つて 居る。 第一に は. 四 時の 方で は 

で あ る が. 十 二 支の 方で は 一 つの 十分の 六 宛 を 土に 


の で、 是等 に 相當す 

つた もの か、 明瞭で 

，季 秋， 季 冬 


季春、 季 

に も， 第 

き 提案 

漢末頃 

二 支に 

掛 田して 

れて居 

四季 か 

する ヾ J 


一 、第三、 第 四 

ヾ J を 同時に 

に 定まつ た 

對 する 配當 

居る。 これ 

る が、 ま だ 調 

ら十 八日 宛 

いふ こ VJ は 


四 ヶ月 

い。 思 

四 ヶ月 

三 種 の 

錄 した 

のど 見 

定 ま り- 

^ 11=a  、他 


和せ ざる 

を 土に し 

出 來 す. 辰 


が 土 

ふ に 

に 土 

酉 も ほ 

も の 

る ベ 

南 子 

缺 1 

た の 

未 戌 


a の 四つ 全部 を 

なる 配當 どな- 9 

當 り、 土 に 當れる 

る ゝ にも；^ 'はら 

及び 四時に 對す 

れて 居る。 これ 

たこ どのた めの 

封 事の 中 に、 辰 未 

考 へられて 居つ 

一 體 地上に 於 

い て 春秋 半ば 頃 

居る の は 

^淮南 子 天文 

ど あるの が 最も 


土  VJ したの で、 十 一 一 支 

_ 四時の 配當 V」 は 一 致 

辰 未 戌 i の 四つ は、 十 

す、 周邊 に 出で 、、十二 

る 五行 配當の 場合に 

は 十二支 を 方位に 割 

不調和で ある。 漢書 

を 上方に， 戌 丑 を 下方 

たこ VJ を 示す もので 

ける 方位に 十二支 を 

に 始まった もの かど 

訓 子 午 卯 酉爲ニ 

古い か VJ 思 はれる。 


の 中、 木 火 金 水 は 

しない。 第二に 

干の 戊已の 如く 

支 は 均等に 十二 

高唱 さ れ た 「中央 

h-  I© てるこ VJ は 

翼 奉 傅に 載せて 

に 配して 居る の 

あ ら う。. 

配當 したの は 前 

田 5 はる \ の であ 

繩。 i 寅 辰已未 

この 十二 方位 ど 


1 一 つ 宛， 土 は 四つ V」 いふ 不均等 

は， 十 二 支 を 方位に 配當 する に 

に， 中 央を 占めて 然る ベ く 思 は 

方位に 配當 されて 居る。 四方 

は 土  jv」 い ふ 主張 は 全く 無視 さ 

五行 說 成立 以前に 出來て 居つ 

ある 初 元 二 年 (西紀 前 四 七 年) の 

は， こ の 不調和に 對 する 窮策が 

節に 述べた 如 く、 斗 建の 考に墓 

る が、 十 二方 位の 明か に 見えて 

申 戌 亥 爲四鉤 

八方 八 風の 考ごを 如何にす ベ 


千 支 五行 說と 顯^ 曆  六 六 七 


の 


来^ 天文 ffi- 史硏究 

淮^ 子リ に 四季 V」 あるの は 辰 未 戌 1 を 指して 居る ので、 是 等に 

に配當 されて 居った か， 又 は 四 ヶ月から 十八 日 宛 取った も 

これ は 第 四^ 配當の 原始的の 形 を 示して 居る の で， 季 寿、 季 

を配當 して 居る のか も 知れない。 

淮南子 は雜駁 なる 知識の 府 であるか、 現に 此 場合に も， 第 

法を载 せて 居る の は 面白. い。 古き 言 傳 へ 、yj 新ら しき 提案 

で、 第 四 種の 配 當法は 大體淮 南 子 時代に 提案され 前 漢末頃 

きで あら ，フ o 

四時に 對 する 五行 配當が 決定した の で、 從 つて 十二支に 

を 木， 巳 午 を 火、 申 酉 を 金. 亥 子 を 水、 辰 未 戌 i を 土に 配當 して 

9 の 外に 論衡 物勢篇 にも 見えて 居る。 

十二支に 對 する この 五行 配 當は今 口 まで 用 ひられて 居 

が ニケ條 ほど 殘 つて 居る。 第一 に は、 四 時の 方で は 四季 か 

する VJ 


對 

ら 


,季 

、第 

る 


六 六 六 

相 當 す ■ 

■ 明瞭で 

秋， 季 冬 

三、 第 四 

同時に 

まった 

る配當 

0 こ れ 


である が， 十 二 支の 方で は 一 つの 十分の 六 宛 を 土 


がまた 額 

十八 日 宛 

？ S こ VJ よ 


る 四 ヶ月が 土 

ない。 思 ふに 

の 四 ヶ月に 土 

の 三種の 配當 

採錄 した もの 

もの VJ 見る ベ 

も 定ま り、 寅 卯 

は 前記 淮南子 

和せ ざる 缺點 

を 土に したの 

出 來 す. 辰 未 戌 


S の 四つ 全部 を 土 ど したの で、 十 一 一 支 

なる 配當 ど な り、 四 時の 配 當どは 一 致 

當 り、 土 に 當れる 辰 未 戌 S の 四つ は、 十 

るゝ にも 拘 はら す、 邊に 出で ゝ、 十二 

及び 四時に 對 する 五行 配當の 場合に 

れて 居る。 これ は 十二支 を 方位に 割 

たこ どのた めの 不調和で ある。 漢書 

封 事の 中 に、 辰 未 を 上方に， 戌 1 を 下 方 

考 へられて 居った こど を 示す もので 

1 體 地上に 於け る 方位に 十二支 を 

いて 春秋 半ば 頃に 始まった もの かど 

居る の は 

ヒ淮南 子 天文 訓 子 午 卯 酉爲ニ 

V」 あるの が 最も 古い か V」 思 はれる。 


の 中、 木 火 金 水 は 


し な 

干 の 

支 は 

高 唱 

b 當 

翼 奉 

に 酉 

あ ら 

酉 當 

田 5 は 


の 


い。 第二に 

戊 巳の 如く 

均等 に 十二 

さ れ た 「中央 

てるこ VJ は 

傅に 載せて 

して 居る の 

う 9 

ン D  ム=- 

r - す び ノ にぶ ほ 

る \ の であ 

a  ^ 辰已未 

十二 方位 ど 


1 一 つ 宛， 土 は 四つ V」 いふ 不均等 

は、 十 二 支 を 方位に 配當 する に 

に、 中 央を 占めて 然る ベ 

方位に 配當 されて 居る 

は 土方」 い ふ 主張 は 全く 

五行 說 成立 以前に 出來 

ある 初 元 二 年 (西 紀 前 四 

は， この 不調和に 對 する 


節に 述べた 如 く、 斗 建 の 

る が、 十 二方 位の 明かに 


く 思 は 

U 四方 

無 視 さ 

て 居つ 

七 年) の 

.§ 穿 力 

考に基 

見えて 


申 戌 亥 爲四鉤 

八方 八 風の 考ご 


を 如何にす ベ 


千 支 五行 說と顕 ^暦  六 六 七 


來洋 天文 學史 硏究 

きか に 就て 多少の 混 雜を感 

の 公倍数なる 二十 四 を 用 ふ 

子 天文 訓 に は， 十 二 支 に、 戊 巳 

(西 ぼ)， 缺 通 (西 北) の 四 維 ど を 加 

丙. 午. 丁  W いふ 順に 均等に 二 

ど稱 へ て 後世の 方術 家に も 

干支 五 行 

十干 及び 十二支に 對 する 

る。 それ は 十干 ど 十二支 VJ 

行 を配當 する V」 すれば 如何 

始めは 左 傳國語 S 匸 S に 

もので あら う が、 斯 の 如き は 

分 K に 出來 得べ くんば 五 行 


クし 

る  一 J 

を 除 

へ て 

十 四 

用 ひ 


こぐ」 は 

VJ に よ 

きたる 

二十 四 

方 立に 

られて 


配當が 

台 はせ 

當する 

る 如く 

が り に 煩 は 

に配當 する 


E  一  了 

3  ,ィ 

を 組 

I 酉 

見 ゆ 


史記律 書に 見 

りて 容易に 解 

乙 丙 丁 庚 辛 


定 

力 

-干 

の 


-正 北 か ら 

たもの が 


えて 居 

決する 

壬 癸 VJ. 

子， 癸 

見 え て 


つた 後に、 

六十 干支 

い ふこ ヾ」 

支 V」 の 各 

い の で、 何等 

必要 を 感じ 


六 六 八 

が、 これ は 八 VJ 十二 ヾ J 

ヾ」 が出來 るの で、 淮南 

iis 北)、 常 羊 (東南)、 背 陽 

德、 寅、 甲、 卯、 乙、 辰， 常 羊， 巳. 

る。 これ は 二十 四 山 


な ほ 一 

に 如何 

である 

の 意味 

かの 標 

たもの 


の 重要なる 問題が あ 

る 意味 を附 する か、 五 

考 へて 判斷を 加へ た 

によりて、 六十 干支 を 

，淮^ 子 天文 訓に見 ゆ 


る 八 合の 說 や、 史 記 龜策傳 に 見 ゆる 孤虛 法の 如き は、 これに 應 じて 試みられ たる 二三 

の g  , ；レ 見るべき であ ら う。 

1 淮南子 天文 訓 子 生母 曰義。 母 生 子 曰 保。 子 母 相 得 曰專。 母 勝 子 曰 制。 子 

勝 母 曰 困。 

ど あるの は、 干 ど 支 VJ の關 係に よ， 9 て. 六 十干 支 を 五つ の 種類に 分つ の で、 都 合 はよ い 

が. 直ちに これ を 五行に 配當^ る こ VJ は 困難 を覺 えた もので あらう。 

淡魏 叢書に 採錄 して ある 京 房 易傳の 註に は. 支 の 方の 五ル仃 のみに 着目して 六十 干 

支の 五行 配當を 定めた ものが 載せて ある。 この 書の 傳來に は どれ 程の 信用 を^く 

べき か を 知らない が、 漢 書 翼 奉傳 に 「奉 對曰。 師法. 用 辰 不用 口. -VJ あるの V」 一致して 居 

る の で、 前 漢の後 半、 京 房 翼 奉の 時代に は、 斯 の 如き 配當 法が 行 はれて 居った もの V」 見 

える。 洪範皇 極 內篇の 五行 干支 圖で は、 干 の 方の み によつ て 六十 干支の 五行 を 定め 

て 居る が、 斯 の 如き 配當 法が 漢代 にあった か 否か は 判らない。 

以 上述ぶ る 如き 配 當法は 凡て 不満足な の で、 最 後に 納音 法なる ものが 案出され、 一 

定の 方式に より て、 六 十干 支 を 五行に 大別 し、 更 に 甲 子、 乙 S は 海中 金， 丙 お、 丁 卯 は爐中 
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